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な
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梁
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梁
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梁
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な
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な
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入
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梁
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佐
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す
る
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ク
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携
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く
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①
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②
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：
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：
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・
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・
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局
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事
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に
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：
：
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国
鉄
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割
・
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化
に
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っ
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認
識
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：
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：
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国
鉄
退
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、
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し
て
東
京
理
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大
学
理
工
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土
木
工
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の
教
授
に
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外
に
お
け
る
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活
動
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土
木
計
画
学
、
交
通
セ
ン
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ス
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リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
・

　
本
格
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に
海
外
協
力
に
関
わ
る
　
：
：
・
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：
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技
術
協
力
事
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に
お
け
る
相
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国
の
立
場
：
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：
・
：
・
：
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：
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東
京
理
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大
学
教
授
か
ら
J
A
R
T
S
専
務
理
事
、
そ
し
て
理
事
長
へ

　
イ
ラ
ン
の
鉄
道
建
設
に
対
す
る
協
力
の
続
き
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
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ザ
イ
ー
ル
鉄
道
建
設
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対
す
る
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概
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・
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…
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長
時
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：
：
：
：
：
：
：
即

　
日
仏
工
業
技
術
会
と
日
本
に
お
け
る
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
の
五
〇
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励
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の
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ー
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ャ
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に
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い
て
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す
・
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：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
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極
東
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弦
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リ
ー
ト
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設
立
の
意
義
・
：
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・
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：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
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：
：
・

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
交
流
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：

ド
ー
バ
ー
海
峡
ト
ン
ネ
ル
と
青
函
ト
ン
ネ
ル
　
・
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
J
A
B
O
T
A
B
E
K
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
・
：
・
：
・

「
P
M
S
」
の
役
割
　
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：

「
P
M
S
」
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
の
難
し
さ
：
・
：
：
・
：
：
：

J
A
R
T
S
と
J
A
B
O
T
A
B
E
K
計
画
の
係
わ
り
方
：
：
・
：
：

他
の
日
本
人
専
門
家
と
の
関
係
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

J
I
C
A
技
術
協
力
と
O
E
C
F
円
借
款
の
連
携
：
：
：
・
：
：
・
：
・

日
本
以
外
の
国
と
の
競
合
は
、
ど
う
か
　
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：

そ
の
後
の
J
A
B
O
T
A
B
E
K
圏
の
交
通
網
整
備
の
状
況
・
：
・
：
・

日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
係
わ
る
・
：
：
：
：
：

　
タ
イ
の
都
市
鉄
道
整
備
事
業
を
支
援
す
る
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・

　
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
都
市
交
通
整
備
計
画
の
行
方
：
：
：
・
：

　
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
一
体
開
発
の
支
援
事
業
：
：
・
：
：
：
：
：

　
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
作
成
し
て
い
く
の
か
：
・

　
「
都
市
交
通
一
体
化
」
の
調
査
を
進
め
る
後
ろ
楯
：
：
：
・
：

　
バ
ン
コ
ク
事
情
　
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：

　
タ
イ
で
は
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
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中
国
・
上
海
の
都
市
交
通
建
設
調
査
の
支
援
を
す
る
・
：
・
：
：
：
　
：
：

中
国
で
鉄
道
関
係
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
1
商
社
の
力
も
借
り
る
・

北
京
の
軌
道
交
通
網
整
備
か
ら
重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
　
・
：
・
：
・
：
：

重
慶
市
の
都
市
交
通
が
「
モ
ノ
レ
ー
ル
」
に
な
っ
た
理
由
・
：
・
：
：

日
本
の
円
借
款
事
業
と
し
て
重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建
設
す
る
ま
で
・

重
慶
市
軌
道
系
交
通
網
の
他
の
計
画
線
の
行
方
：
：
：
・
：
：
・
：
・

重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
：
：
・
：
：
・

モ
ノ
レ
ー
ル
技
術
は
広
く
採
用
さ
れ
る
か
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：

　
台
湾
へ
の
技
術
協
カ
ー
台
北
地
下
鉄
1
号
線
と
2
号
線
・
：
・
：
：
：
：
：

　
台
湾
高
速
鉄
道
（
新
幹
線
）
事
業
が
立
ち
上
が
る
・
：
：
：
：
：
：
・
：
：

　
日
・
独
・
仏
で
台
湾
新
幹
線
の
受
注
を
競
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
フ
ラ
ン
ス
が
基
本
設
計
を
押
さ
え
る
：
：
：

　
受
注
競
争
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
　
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・

　
台
湾
新
幹
線
建
設
計
画
が
本
格
的
に
進
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
B
O
T
へ
の
変
更
と
日
本
企
業
受
注
：
：

　
基
本
設
計
が
フ
ラ
ン
ス
式
で
あ
る
こ
と
・
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：

　
日
本
の
新
幹
線
方
式
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
式
が
対
立
す
る
と
こ
ろ
・

　
日
本
企
業
連
合
が
組
ま
れ
る
と
き
・
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
・

　
「
車
両
シ
ス
テ
ム
」
の
受
注
と
技
術
指
導
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：

　
台
湾
新
幹
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
二
：
：

　
韓
国
新
幹
線
（
京
釜
高
速
鉄
道
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
：
：
：
∴
：
：

　
韓
国
新
幹
線
に
関
し
て
の
日
本
の
貢
献
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：

　
政
府
お
抱
え
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
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韓
国
新
幹
線
を
フ
ラ
ン
ス
が
取
っ
た
理
由
・
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
・

フ
ロ
ン
テ
ジ
ャ
ッ
キ
ン
グ
工
法
・
：
：
：
：

中
国
の
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
民
営
化
支
援
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
・

　
支
援
を
担
当
し
た
三
路
線
　
・
：
：
：
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：
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支
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契
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・
：
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
：
・
：
・
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：
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他
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
民
営
化
支
援
と
の
関
係
に
つ
い
て
：
・
：

　
国
鉄
民
営
化
の
経
験
は
活
か
さ
れ
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の
か
　
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：

　
組
合
と
の
関
係
　
：
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：
：
・
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：
・
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：
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・
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J
A
R
T
S
の
T
A
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・
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・
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材
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の
難
し
さ
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鉄
道
民
営
化
プ
ロ
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ク
ト
　
・
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

　
国
鉄
時
代
と
J
R
に
な
っ
て
か
ら
の
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
J
A
R
T
S
と
の
協
力
関
係
の
変
化

　
技
術
協
力
に
お
け
る
日
本
で
の
教
育
訓
練
受
入
れ
：
・
：
・
：
：
・
：

　
技
術
支
援
業
務
に
お
け
る
使
用
言
語
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・

　
最
後
に
1
戦
後
復
興
と
日
本
人
の
勤
勉
性
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：

　
国
鉄
改
革
を
内
部
の
人
は
ど
う
み
て
い
た
の
か
：
：
：
・
：
：
・
：
・

　
分
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
　
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・

　
鉄
道
の
上
下
分
離
　
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：

　
国
鉄
民
営
化
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
・
：
：
・
：
：
：
：
・
：

　
日
本
の
技
術
援
助
の
問
題
点
　
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
み
た
技
術
援
助
の
問
題
点
：
：
・
：
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欧
米
と
の
技
術
協
力
の
ち
が
い
　
・
：
・
：
：
：
…
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：

後
輩
に
贈
る
言
葉
－
先
人
の
叡
智
を
学
び
、
視
野
を
広
く
持
て
：
：
：
：

人
生
を
現
時
点
で
振
り
返
っ
て
み
て
：
：

《
資
　
料
》
・

《
あ
と
が
き
》
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菅原操（すがわらみさお）略歴

昭和2年（1927）2月22日

昭和9年（1934）4，月

昭和15年（1940）4月

昭和18年（1943）3月

　　　　　　　4月
昭和19年（1944）3月

間　　　　　　4月
昭和20年（1945）8，月

昭和21年（1946）4，月

昭和24年（1949）3月

　　　　　　　4．月

　　　　　　　11，月

昭和25年（1950）11月

昭和26年（1951）5月

　　　　　　　11，月

昭和27年（1952）6月

昭和30年（1955）4月

昭和32年（1957）4月

昭和33年（1958）6月
日召禾035年（1960）　4．月

　　　　　　　8，月

昭和36年（1961）6月

　　　　　　　7月
昭和38年（1963）7月

昭和39年（1964）12月

昭和41年（1966）3月

昭和42年（1967）4月

　　　　　　　11月

昭和44年（1969）3月

昭和45年（1970）4月

　　　　　　　6月
昭和49年（1974）3月

昭和50年（1975）11月

昭和52年（1977）3月

　　　　　　　11月

昭和53年（1978）4月

昭不054年（1979）3月

昭和55年（1980）7月

昭和57年（1982）9月

昭和58年（1983）7月

　　　　　　　10月
昭和61年（1986）6，月

　　　　　　　7，月

昭和63年（1988）6，月

平成5年（1993）6月

　　　　　　　7月
平成10年（1998）4A

平成11年（1999）7月

静岡県静岡市に生まれる

静岡市城内小学校　入学

旧制静岡中学校入学

旧制静岡中学校　4年修了

陸軍予科士官学校入学

陸軍予科士官学校修了

陸軍航空士官学校

陸軍航空士官学校修了、復員（大学受験準備に入る）

東京帝国大学第二工学部入学

東京大学第二工学部卒業

運輸省入省　信濃川工事事務所に配属

日本国有鉄道本社　運輸総局施設局管理課に配属（広島鉄道局）

広島鉄道局輸送設備主幹付（管理部門の実習）

国鉄　天王寺鉄道管理局に配属

国鉄　東京工事事務所に配属

国鉄　鉄道技術研究所に配属

国鉄　大阪工事事務所に配属

国鉄　大阪工事事務所　環状線課（補佐）　［技師］

国鉄本社　施設局土木課（補佐）

国鉄本社　施設局管理課（補佐）

欧州留学へ出発

帰国

国鉄　東京工事局土木課長

国鉄本社　建設局停車場課（補佐）

東京大学にて工学博士号取得

国鉄本社　名古屋鉄道管理局施設部長［参事］

国鉄本社　東京工事局次長

国鉄本社　東京第三工事局次長

国鉄本社　審議室調査役

東京工業大学工学部教授（交通・資源計画）

アメリカ合衆国へ業務により出張

国鉄職員へ復帰　国鉄本社　大阪工事局長［参与］

国鉄本社　外務部調査役

イランへ業務により出張（昭和53年IO月まで11回）

国鉄本社　副技師長

ザイールへ業務により出張

中南米へ業務により出張

国鉄本社　施設局長

日本国有鉄道常務理事、北海道総局長

欧州に業務により出張（UIC国際会議）
日本国有鉄道退職

東京理科大学理工学部教授

陣早雪科大学退職

社団法人海外鉄道技術協力協会　専務理事

社団法人海外鉄道技術協力協会　理事長

社団法人海外鉄道技術協力協会　最：高技術顧問

極東鋼弦コンクリート振興株式会社　副社長

勲三等瑞宝章　受章

極東鋼弦コンクリート振興株式会社　顧問

一6一



菅原操　オーラル・ヒストリー　骨子

1　日本国有鉄道に入るまで
1．　　生い立ち
　　1）幼少時代
　　2）IH制静岡中学時代（4年修了）
　　3）陸軍士官学校（航空）に関すること

　　　①陸士予科に進んだ理由
　　　②航空を選んだ背景

2．　　東京帝国大学第二工学部
　　1）第二工学部を選んだ理由
　　2）土木工学
　　3）学生時代の思い出

H　若手国鉄マンとして
3．　　運輸省入省と日本国輸鉄道への配属

　　1）運輸省入省への動機など
　　2）日本国有鉄道へ配属されて
　　3）同期の方々について
　　4）運輸総局施設局管理課での勤務

4．　　若手国鉄マンとしての勤務
　　1）天王寺鉄道管理局→東京工事事務所→大阪工事事務所など現場での具体的な仕事

　　2）鉄道技術研究所への配属について
　　3）施設局の土木課および管理課での仕事について

5．　　欧州留学（フランス）について
　　1）留学先決定（フランス）の経緯
　　2）留学先で学ばれたこと

皿　中堅国鉄マンとして

6．　　現場での課長職
　　1）東京工事局での土木課長の仕事

7．　　タイ国バンスヤード事業への参加
　　1）基本設計に参加することになった経緯：

　　2）当時におけるタイへの鉄道関係の国際協力について

　　3）経験されたこと

8．　　技術系管理職として
　　1）名古屋鉄道管理局施設部長→東京工事局次長⇒東京第三工事局次長などの仕事

9．　　博士号取得など
　　1）1962年の土木学会吉田賞受賞について
　　2）1964年の東京大学工学博士号取得について

10．　審議役調査役

11．　東京工業大学工学部の教授になる
　　1）国立大学の教授になった経緯
　　2）教授としての経験

7



IV　国鉄の幹部としての活躍

12．　大阪工事局長
　　1）工事局長の仕事とは
　　2）当時の課題・苦労

13．　国鉄の幹部として
　　1）副技師長とは
　　2）施設局長の仕事
　　3）国鉄常務理事　北海道総局長として

V　国際協力事業への貢献
14．　東京理科大学工学部教授

15．　海外鉄道技術協力協会（JARTS）のトップとして
　　1）JARTSの役割
　　2）JA：RTSのトップとしての仕事

16　　イラン国テヘランーマシャド間高速鉄道事業への参加
　　1）事業の経緯
　　2）当時のイランに対する日本の技術協力の状況
　　3）鉄道輸送総合計画を作成すること
　　4）マスター・プラン作成の責任者としての苦労

　　5）課題と問題

17．　ザイールマタディ橋梁建設事業への参加
　　1）事業の経緯：

　　2）FIS調査とは
　　3）マタディ橋梁委員会について

18．　国際協力事業
　　1）建設事業の予備調査
　　2）作業監理委員会、調査委員会など委員会の役割と機能

　　3）技術顧問とは

・ザイールキンセソー・キンバンセケ

・オーストラリア　シドニー・メルボルン間高速鉄道、貨物線活用

・インドネシア　ジャカルタ大都市圏PMS－1、ジャカルタ大都市圏PMS－II、ジャカルタ大都市圏PMS

－III、ジャボタベック土地・公共交通
・インド　デリー・カンフ㌧ル幹線改良、ハ“ンガロールLRT

・　トノレコ　　アリフィエ・シ“ンジャン新線

・フィリピン　マニラLRT

・韓国　ソウル地下鉄5号線、京釜高速鉄道、京釜高速鉄道部分開業と在来線の連絡
・台湾　地下鉄1二線、地下鉄2号線、西部高速鉄道
・パキスタン　カラチ都市鉄道

・モンゴル　鉄道輸送
・イラン　テヘラン・エスファハーン高速鉄道、マシャド・パフク新線

・中国　重慶市快速軌道2号線、重慶市モノレール
・タイ　ハ“ンコク首都圏一体開発、バンコク都市交通

・ブラジル　サンパウロ新都市交通

・南アフリカ　ケープタウン新都市交通

・その他　都市交通計画…　研究、ユーロトンネルアドハ“イサ㌧、1ニアメトロ海外普及調査
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C．0．E．オーラル・政策研究プロジェクト

菅原操オーラル・ヒストリー

第1回

日時：2004年6月1日（火）

　　　　15時30分～17時50分
場所：政策研究大学院大学政策研究プロジェクトセンター

聞き手（肩書きはインタビュー当時のもの）

史
己
子

尚
知
直

村
田

中
武
森

（東京大学社会科学研究所　助教授）

（大東文化大学法学部　専任講師）

（政策研究大学院大学C．0．E．オーラル・政策研究プロジェクト

研究スタッフ）

記録者　　有限会社ペンハウス　荒岡則江
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亀
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瞳

武
田
　
き
ょ
う
は
、
菅
原
先
生
の
第
一
回
目
の
お
話
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
お
生

ま
れ
か
ら
お
聞
き
し
て
、
運
輸
省
、
国
鉄
に
入
ら
れ
る
ぐ
ら
い
ま
で
の
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
堅
苦
し
く
な
く
、
お
話
を
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
。
先
生
の
お
生
ま
れ
は
昭
和
二
年
の
二
月
二
十
二
日
で
、

ち
ょ
う
ど
ゾ
ロ
メ
で
（
笑
）

菅武菅武菅
原田原田原

そ
う
で
す
ね
。

先
生
は
東
京
に
お
生
ま
れ
で
す
か
。

い
や
、
生
ま
れ
は
静
岡
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。

静
岡
市
で
す
か
。

静
岡
市
の
水
落
町
（
み
ず
お
ち
ち
ょ
う
）
と
言
い
ま
し
て
、

ち
ょ
う
ど
静

岡
の
町
は
昔
の
駿
府
城
一
徳
川
家
康
の
隠
居
所
に
な
っ
た
駿
府
の
城
で
す
ね
。

そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
内
堀
、
外
堀
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
外
堀
の
は
ず
れ
の
部
分
に
水
落
町
と
い
う
町
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
こ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。

武
田
　
菅
原
家
は
、
ず
っ
と
静
岡
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
本
来
は
広
島
な
ん
で
す
よ
、
本
籍
は
。

武
田
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
父
が
軍
人
に
な
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
っ
て
、
最
後
に
静

岡
連
隊
の
連
隊
長
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
と
言
い
ま
し

て
ね
。
「
橘
大
隊
長
」
の
歌
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
。
あ
そ
こ
の
連
隊
長
を
や
っ
て

［
菅
原
佐
賀
衛
大
佐
。
大
正
十
年
七
月
～
同
十
二
年
人
月
。
後
に
陸
軍
少
将
］
、
そ

れ
か
ら
そ
の
次
に
静
岡
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
連
隊
を
、
連
絡
調
整
を
と
る
連
隊
区

司
令
官
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
て
。
内
堀
の
中
が
三
十
四
連
隊
だ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
近
く
に
官
舎
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
ず
っ
と
静
岡
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。
調
べ
て
み
た
ら
、
東
京
に
…
…
。

森
　
紳
士
録
の
中
に
出
生
地
が
東
京
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
て
。

菅
原
　
そ
れ
が
ね
、
本
籍
地
が
広
島
だ
っ
た
の
で
、
何
か
と
面
倒
で
し
た
の
で
、

結
婚
し
た
時
に
、
そ
れ
を
東
京
に
持
っ
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
、
「
東
京

出
身
」
に
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
出

身
は
静
岡
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
学
校
は
、
内
堀
と
外
堀
の
間
、
や
は
り
お
城
の
中
で
す
け
れ
ど
、
「
城
内
」
（
じ

ょ
う
な
い
）
小
学
校
と
い
う
。

武
田
　
名
前
も
分
か
り
や
す
い
（
笑
）
。
そ
う
で
す
が
。
お
父
様
、
お
母
様
は
、
わ

り
と
教
育
熱
心
な
方
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
ま
あ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
父
の
方
は
熱
心
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
ね
。
母
は
家
庭
的
な
母
親
で
ね
、
大
勢
子
ど
も
を
育
て
た
か
ら
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
ご
兄
弟
も
多
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
兄
弟
、
大
勢
で
し
た
。

森
何
人
兄
弟
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
途
中
で
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
も
の
も
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
頃

は
兄
が
五
人
、
弟
が
一
人
と
、
姉
が
一
人
。
八
人
に
な
り
ま
す
ね
。

武
田
　
人
人
兄
弟
で
す
か
。
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菅
原
　
当
時
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、
ま
あ
わ
り
に
子
ど

も
の
多
い
ほ
う
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

武
田
　
当
時
は
よ
く
ご
兄
弟
で
、
城
内
で
遊
ん
だ
り
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
学
校
も
同
じ
で
あ
っ
た
り
ね
。
中
学
は
ほ
と
ん
ど
皆
、
静
岡
中
学
。

今
の
静
岡
高
校
で
す
ね
。
い
ち
ば
ん
上
の
兄
だ
け
は
別
で
し
た
け
れ
ど
ね
。

武
田
　
当
時
は
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。
昭
和
の
ゼ
ロ
年
代

と
言
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

菅
原
　
生
ま
れ
は
水
落
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
五
歳
ぐ
ら
い
の

時
に
も
う
少
し
山
寄
り
と
い
う
か
、
農
地
の
は
ず
れ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
親
父
が

家
を
建
て
ま
し
て
。
そ
れ
か
ら
小
学
校
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か

ら
、
小
学
校
、
中
学
校
の
初
め
頃
の
遊
び
と
い
う
の
は
、
す
ぐ
近
く
に
賎
機
山
（
し

ず
は
た
や
ま
）
と
い
う
山
が
あ
り
ま
し
て
。
い
ち
ば
ん
は
ず
れ
が
浅
間
神
社
と
い

う
、
富
士
山
の
神
社
と
同
じ
で
す
よ
ね
。
そ
の
商
機
山
に
登
っ
て
山
を
滑
り
降
り

た
り
と
か
、
そ
れ
か
ら
近
く
の
静
岡
高
等
学
校
の
1
一
時
大
学
に
な
っ
て
、
今

は
公
園
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
1
静
岡
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
近
か
っ
た
で
す
か

ら
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
近
く
の
ガ
キ
を
集
め
て
は
相
撲
を
と
っ
た
り
、
そ
う

い
う
種
類
の
遊
び
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
中
学
校
も
近
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
だ
ん

だ
ん
と
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
、
野
球
で
す
ね
。
野
球
と
山
登
り
が
多
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
ね
。
夏
は
も
う
水
泳
で
し
た
。

武
田
　
水
泳
と
い
え
ば
、
海
は
近
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
静
岡
市
内
か
ら
ず
っ
と
海
岸
に
行
き
ま
す
と
大
浜
公
園
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
て
ね
。
駿
河
湾
に
直
に
面
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
非
常
に
波
が
荒
い
ん

で
す
よ
。
そ
の
荒
波
に
飛
び
込
ん
で
。
当
時
は
サ
ー
フ
ィ
ン
と
い
う
の
は
な
か
っ

た
で
す
け
ど
ね
（
笑
）
、
荒
波
の
上
に
乗
っ
て
、
巻
き
込
ま
れ
て
泳
い
だ
り
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
タ
イ
国
に
日
本
人
町
を
築
か
れ
た
山
田
長
政
の
銅
像
が
建
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
［
山
田
長
政
は
、
天
承
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
頃
駿
府
馬

場
町
の
紺
屋
に
生
ま
れ
た
］
。
そ
れ
か
ら
清
水
の
方
に
行
き
ま
す
と
、
袖
師
が
浦
と

い
う
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
こ
は
非
常
に
静
か
な
砂
浜
で
し
て
ね
。
そ
の
向

か
い
側
に
三
保
の
松
原
が
あ
り
ま
し
て
。
三
保
の
松
原
の
内
側
が
、
も
の
す
ご
く

静
か
で
、
水
が
き
れ
い
で
。
そ
こ
は
、
波
が
ま
っ
た
く
な
く
て
、
透
明
度
が
高
く

て
。
そ
の
二
つ
の
海
水
浴
場
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
の
が
夏
休
み
の
楽
し
み
だ

っ
た
で
す
ね
。

　
プ
ー
ル
は
、
高
等
学
校
に
は
あ
ま
り
行
か
な
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
も
、
静
岡
中

学
に
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
城
内
小
学
校
に
も
三
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
し

て
、
夏
は
も
っ
ぱ
ら
毎
日
の
よ
う
に
プ
ー
ル
へ
行
っ
て
泳
ぐ
。
夏
は
水
泳
で
し
た

ね
。
そ
う
い
う
の
が
、
い
ち
ば
ん
の
遊
び
で
し
た
。

武
田
　
そ
れ
じ
ゃ
、
水
泳
は
お
得
意
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
水
泳
は
や
っ
た
ほ
う
で
す
な
。
子
供
の
頃
は
レ
ー
ス
に
出
る
、
出
な
い
と

か
は
別
に
し
ま
し
て
、
も
う
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
泳
い
で
い
た
か
ら
。
何
と
な
く
好
き

だ
っ
た
し
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
も
選
手
で
出
た
り
な
ん
か
し
て
。

武
田
　
お
父
様
が
軍
人
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
体
を
鍛
え
な
さ
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
の
は
全
く
な
か
っ
た
で
す
が
、
水
泳
を
や
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た

ね
。武

田
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。
で
は
わ
り
と
活
発
な
子
ど
も
時
代
で
い
ら
し
た
の

で
す
ね
。

菅
原
　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
小
学
校
・
中
学
校
の
頃
に
は
、
何
か
好
き
な
科
目
と
か
教
科
と
か
、
そ
う

い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

菅
原
　
科
目
は
、
ま
あ
ま
あ
、
他
の
同
級
生
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
し
た
け
れ
ど
。

そ
の
頃
に
は
、
親
父
が
も
う
退
役
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
ね
。
今
は
、
「
幾
何
」
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と
い
う
の
は
な
い
で
す
か
ね
。

森
　
内
容
的
に
は
同
じ
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
い
ま
す
。

菅
原
　
幾
何
は
い
ろ
い
ろ
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
感
じ
が
あ
っ
て
。
親
は
い
つ
も
そ

れ
、
自
分
で
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。

武
田
　
お
父
さ
ん
は
お
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
を
親
父
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
か
ら
、
数
学
だ
け
は
良

く
で
き
た
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。

武
田
　
よ
く
雑
誌
と
か
読
み
物
な
ん
か
も
読
ま
れ
た
方
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
あ
ん
ま
り
本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
で
す
ね
。
読

書
の
点
で
は
や
ら
な
か
っ
た
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

｛
■
「
、
亀
、
陶
、
亀
、
口
、
辱
、
馳
、
亀
、
亀
、
難
、
亀
、
睡
＼
亀
、
亀
、
噺
、
亀
、
剛
、
隔
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
＼
頓
♪

麓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

劇
　
中
学
校
時
代
　
－
戦
争
の
足
音
の
中
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謂

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

慮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

陶
、
向
、
亀
、
喚
、
唾
、
唾
、
陶
、
亀
、
剛
、
剛
、
馳
、
馳
、
陶
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
馳

武
田
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。
そ
の
後
、
小
学
校
に
行
か
れ
て
。
中
学
校
に
行
か

れ
て
と
い
う
の
は
、
静
岡
の
地
元
で
ず
っ
と
自
然
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田
　
静
岡
中
学
に
入
ら
れ
る
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
戦
局
と
言
う
の
で
し
ょ

う
か
、
日
中
戦
争
が
起
き
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
時
代
で
す
ね
。
そ
の
頃
の
ご
記

憶
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

菅
原
　
日
中
戦
争
の
頃
は
、
あ
ま
り
切
迫
感
も
な
け
れ
ば
、
「
連
勝
」
と
い
う
感
じ

で
し
た
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
空
襲
な
ん
か
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
軍
事
訓
練

は
、
わ
り
に
厳
し
い
学
校
で
し
た
。
中
学
校
か
ら
ず
っ
と
や
り
ま
し
た
が
、
中
学

の
二
年
で
す
か
、
今
で
い
う
と
大
東
亜
戦
争
と
い
う
か
、
太
平
洋
戦
争
一
そ
れ

が
始
ま
る
頃
に
は
相
当
切
迫
感
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。

武
田
　
軍
事
教
練
と
い
う
の
は
、
や
は
り
、
か
な
り
強
烈
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
相
当
厳
し
か
っ
た
で
す
。
連
隊
か
ら
現
役
将
校
が
教
官
に

来
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
准
士
官
み
た
い
な
の
が
、
当
時
は
「
教
練
の
先
生
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
の
人
が
ず
っ
と
つ
い
て
い
て
。
時
々
は
ク
ラ
ス

に
よ
っ
て
は
、
現
職
の
中
尉
と
か
大
尉
く
ら
い
な
の
が
来
て
し
ぼ
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
中
に
は
そ
う
い
う
の
が
嫌
で
、
反
抗
す
る
人
と
か
逃
げ
る
人
と
か
が
い
る

と
い
う
お
話
も
時
々
伺
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
学
校
の
空
気
に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
嫌

で
嫌
で
と
い
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
言
え
な
い
か
ら
ね
。
僕
ら
は
、

全
く
無
条
件
に
陸
軍
に
行
く
ん
だ
と
い
う
の
で
行
き
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
そ
う
で

な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
一
般
の
高
校
に
行
く
と
い
う
人
の
方

が
数
が
ず
っ
と
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
教
練
な
ん
か
を
望
ん
で
受
け
て

い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

　
校
旗
－
学
校
の
旗
で
す
ね
、
「
義
勇
奉
公
」
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
真

紅
の
旗
に
「
義
勇
奉
公
」
。
そ
れ
が
校
長
さ
ん
の
自
慢
で
、
そ
う
い
う
感
覚
は
あ
り

ま
七
た
ね
。
そ
れ
か
ら
こ
の
前
、
静
岡
高
校
・
中
学
の
百
二
十
五
周
年
の
記
念
行

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
高
き
を
印
ぐ
」
と
い
う
一
に
ん
べ
ん
の
な
い
印
ぐ
と
い

う
字
が
あ
っ
て
「
あ
お
ぐ
」
と
読
む
ら
し
い
で
す
け
ど
一
「
印
高
（
こ
う
こ
う
）
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
中
学
の
頃
は
「
字
が
違
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
に
ん
べ
ん
が
な
く
て
も
「
あ
お
ぐ
」
、
「
富
士
山
を
印

ぐ
」
と
い
う
、
具
体
的
に
は
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
理
想
を
掲

げ
て
進
む
ん
だ
と
い
う
そ
れ
を
、
正
門
の
前
に
揚
げ
て
お
り
ま
す
の
で
ね
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
質
実
剛
健
の
気
風
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
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武
田
　
当
時
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
の
は
普
通
で
す
ね
。

菅
原
　
今
み
た
い
に
起
立
し
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
中
学
に
入
ら
れ
て
か
ら
は
、
授
業
な
ん
か
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
さ
れ
て
い

た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
授
業
は
、
ま
あ
一
定
の
標
準
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
英
語

な
ん
か
ほ
と
ん
ど
毎
日
あ
り
ま
し
た
し
。
英
、
数
、
国
語
、
漢
文
で
す
ね
。

武
田
　
英
語
な
ん
て
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
ま
で
普
通
に
学
校
で
は
教
え
ら
れ
て

い
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
普
通
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
と
違
っ
て
会
話
と
か
発
音
か
ら
入

ら
な
い
か
ら
ね
。
読
解
と
作
文
、
グ
ラ
マ
ー
と
い
う
の
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
カ

ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
、
で
き
る
先
生
も
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
じ
ゃ
あ
、
先
生
も
日
本
人
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
み
ん
な
日
本
人
で
す
よ
。

武
田
　
先
生
は
、
外
国
語
は
お
得
意
な
方
な
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
頃
は
、
ま
あ
ま
あ
普
通
の
試
験
で
は
よ
く
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
。
と

て
も
英
語
で
喋
っ
て
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
読
訳
と
い
う

こ
と
は
、
か
な
り
や
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
上

級
学
校
－
陸
軍
の
場
合
だ
と
英
語
の
試
験
が
な
い
と
か
。
海
軍
に
は
あ
っ
た
ん

で
す
。
陸
軍
は
も
う
英
語
の
試
験
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
だ
ん
だ
ん
と
英
語
を
習
う
の
が
必
須
だ
と
い
う
感
じ
が
な
く
な
っ
た
の
で

す
か
ね
。

武
田
　
そ
の
頃
も
や
は
り
数
学
一
理
数
系
は
、
お
得
意
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
数
学
は
、
そ
う
で
す
ね
。
や
っ
た
方
で
す
ね
。

武
田
　
中
学
校
の
頃
に
は
、
同
級
生
な
ど
は
ど
う
い
う
方
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
中
学
の
同
級
生
は
二
百
五
十
人
ぐ
ら
い
お
り
ま
し
て
、
五
つ
の
組
で
や
っ

て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
。
そ
う
で
す
ね
、
や
は
り
か
な
り
の
人
が
静
岡
高
等
学
校

に
行
っ
た
し
、
特
別
に
良
く
で
き
る
人
が
一
校
に
行
っ
た
り
、
東
京
に
出
て
来
る

人
も
い
た
し
、
ご
く
一
部
の
人
が
名
古
屋
へ
行
く
と
か
。
浜
松
に
浜
松
高
専
1

「
浜
松
高
等
工
業
」
と
い
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
浜
工
へ
行
く
人
は
か
な
り
お
り
ま

し
た
。
や
は
り
地
元
の
商
店
か
ら
来
て
い
る
人
も
大
分
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い

う
人
は
中
学
で
や
め
て
家
業
を
継
ぐ
と
か
。
色
々
で
す
ね
。

武
田
　
そ
の
後
も
ず
っ
と
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
方
は
ど
な
た
か
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
今
で
も
毎
年
同
窓
会
が
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
前
、
中
学
卒
業
五

十
周
年
の
時
に
百
五
十
人
位
が
集
ま
り
ま
し
た
。
五
十
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
二
割
が
亡
く
な
っ
て
二
百
人
で
し
ょ
う
、
そ
の
う
ち
の
百
五
十
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
去
年
が
ち
ょ
う
ど
百
二
十
五
周
年
と
い
う
。
中
学
卒
業
で
い
う
と
、

六
十
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。
全
体
の
同
窓
会
の
後
で
、
同
ク
ラ
ス
会
に
四
十

人
ぐ
ら
い
が
集
ま
り
ま
し
た
か
ね
。
ま
あ
、
だ
ん
だ
ん
と
集
ま
る
人
は
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
。

武
田
　
当
時
は
、
ク
ラ
ス
分
け
に
何
か
理
由
が
あ
る
ん
で
す
か
。
種
別
と
い
う
か
。

菅
原
　
ク
ラ
ス
分
け
は
ど
う
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
の
時

は
早
生
ま
れ
、
中
間
の
生
ま
れ
、
そ
れ
か
ら
い
ち
ば
ん
遅
生
ま
れ
と
あ
っ
て
、
僕

は
二
月
生
ま
れ
、
早
生
ま
れ
だ
か
ら
。
早
生
ま
れ
と
い
う
の
は
、
本
当
は
い
ち
ば

ん
遅
い
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
（
笑
）
。

　
い
ち
ば
ん
チ
ビ
ば
か
り
が
集
ま
る
の
で
、
体
力
的
な
違
い
で
分
け
て
そ
う
い
う

ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
す
か
ね
。
中
学
の
時
は
そ
う
じ
や
な
く
て
、
順
番
に
一
、
二
、

三
、
四
、
五
と
い
う
ふ
う
な
分
け
方
で
。
い
ち
ば
ん
最
初
は
、
成
績
か
何
か
で
分

け
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
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武
田
　
理
系
と
か
文
系
と
い
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
進
学
ク
ラ
ス
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
な
か
っ
た
で
す
。
旧
制
中
学
は
今
で
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
普
通

高
校
で
す
。
小
学
校
の
友
達
で
は
工
業
学
校
に
進
ん
だ
人
が
あ
り
ま
し
た
。
工
業

学
校
と
い
う
の
は
普
通
学
科
も
や
る
し
、
い
ろ
い
ろ
工
業
の
こ
と
も
…
…
。

中
村
　
工
業
高
校
で
す
ね
。
実
業
学
校
。

菅
原
　
工
業
学
校
の
ほ
う
は
受
験
の
倍
率
が
高
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
希
望
者
が
多

く
て
。
試
験
に
合
格
す
る
快
感
と
し
て
は
良
く
て
ね
。
小
学
校
の
時
に
い
ち
ば
ん

良
く
で
き
た
仲
間
が
、
こ
の
工
業
学
校
へ
行
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
人
は
後
で
「
つ

ま
ん
な
い
な
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
年
た
っ
て
転
校
し
て
普
通
の
中
学
へ
戻
っ
て

き
ま
し
た
け
れ
ど
。
地
方
の
町
で
す
か
ら
そ
う
い
う
町
で
の
産
業
ね
、
浜
松
な
ど

は
楽
器
と
か
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
工
業
学
校
と
い
う
の

は
わ
り
に
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
わ
り
と
地
元
の
感
じ
と
し
て
は
、
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
小
学
校
は
義
務
教
育
。
中
学
校
、
工
業
学
校
は
、
勤
め
に
出
ま
す
と
「
学

校
出
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
。
今
だ
と
「
学
校
出
」
と
言
う
と
、
み
ん
な
大

学
出
に
な
つ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。
普
通
の
中
学
校
を
出
て
、
す
ぐ
に
勤
め
る
人

は
少
な
か
っ
た
。
工
業
学
校
だ
と
、
そ
の
ま
ま
卒
業
し
た
ら
工
場
と
か
会
社
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。
中
学
や
小
学
校
だ
け
で
勤
め
に
来
る
人
は
だ
く
さ
ん
い
た
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。
工
業
高
校
を
出
て
、
ま
も
な
く
技
士
に
な
つ
ち
ゃ
う
わ
け
な

ん
で
す
よ
ね
。

奄
、
唾
、
亀
、
馳
、
唾
、
鞠
、
亀
、
職
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
、
亀
、
剛
、
口
、
」
「
、
曝
、
馳
、
陶
、
亀
♪
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武
田
　
先
生
は
工
業
学
校
に
行
く
と
い
う
お
考
え
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
僕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
人
は
、
や
は
り
家
の
事
情
と

か
何
か
自
分
の
家
が
工
場
や
っ
て
い
る
と
か
で
、
工
業
学
校
へ
行
っ
て
す
ぐ
に
家

を
継
ご
う
と
。
小
学
校
だ
け
じ
ゃ
ま
ず
い
か
ら
と
い
う
の
で
、
そ
う
い
う
方
が
多

か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

森
陸
軍
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
早
く
か
ら
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
つ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
私
が
特
別
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
五
人
の
兄
弟
が
陸
軍
に
三

人
も
行
っ
て
い
て
、
実
戦
に
出
て
い
ま
し
た
。
海
軍
に
二
人
、
行
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
海
軍
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
直
ぐ
上
の
兄
は
ま
だ
海
軍
兵
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
の

上
の
兄
は
外
へ
出
て
爆
撃
と
か
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
。

武
田
　
お
父
様
と
戦
争
の
お
話
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
そ
う
い
う
こ
と
も
お
聞
き
に

な
り
ま
し
た
か
。

菅
原
　
え
え
、
聞
き
ま
し
た
。

武
田
　
も
う
か
な
り
早
い
段
階
で
、
も
う
士
官
学
校
に
決
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
陸
軍
に
す
る
か
海
軍
に
す
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
中
学
三
年
、
四
年
に
な
っ
て
ど
っ
ち
を

受
け
る
か
で
、
陸
軍
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
士
官
学
校
に
入
る
の
は
、
普
通
に
受
験
勉
強
を
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
。
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菅
原
　
特
別
に
そ
の
た
め
の
受
験
勉
強
っ
て
、
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

校
で
や
っ
て
い
る
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
、
当
時
は
み
ん
な
全
国
で
わ
り
に
統
一
さ

れ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
す
か
ら
、
も
う
問
題
出
し
て
何
点
取
れ
た
ら

合
格
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
か
ね
。

森
　
予
科
士
官
学
校
で
は
、
試
験
に
面
接
も
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
面
接
は
な
い
で
す
。

武
田
　
学
科
試
験
の
み
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
身
体
検
査
と
学
科
試
験
だ
け
で
す
。
海
軍
は
最
初
に
数
学
の
試
験
が
あ
る
。

不
合
格
者
は
も
う
後
は
来
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
よ
。
次
の
日
が
数
学
と
英
語
、

三
日
目
は
国
語
、
歴
史
、
理
科
な
ど
、
順
番
に
落
と
さ
れ
て
、
一
〇
％
位
が
最
後

に
残
り
、
あ
と
は
中
央
に
集
め
て
総
合
点
で
判
定
す
る
と
い
う
方
法
で
し
た
。

武
田
　
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
陸
軍
の
方
は
多
分
、
国
語
と
物
理
と
数
学
と
三
科
目
く
ら
い
で
す
か
ね
。

全
部
終
わ
っ
て
、
ト
ー
タ
ル
で
の
採
点
で
し
た
。

武
田
　
静
岡
中
学
か
ら
陸
軍
の
士
官
学
校
に
行
か
れ
る
方
は
、
結
構
い
ら
っ
し
や

っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
私
の
同
級
生
、
二
百
五
十
人
の
中
で
同
期
で
入
っ
た
人
と

い
う
の
は
、
二
、
三
人
く
ら
い
で
す
か
。
海
軍
に
行
っ
た
の
も
何
人
か
居
り
ま
し

た
。武

田
　
お
兄
様
は
静
岡
中
学
か
ら
海
軍
兵
学
校
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
す
ぐ
上
の
兄
が
そ
う
で
す
。

武
田
　
じ
ゃ
、
海
軍
に
行
か
れ
る
の
は
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
海
軍
は
、
全
体
で
人
数
も
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
ぐ
上
の
兄

の
時
に
は
、
同
期
生
は
や
っ
ぱ
り
二
人
く
ら
い
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
海
軍
は
昭
和
十
人
年
か
ら
採
用
数
が
急
に
三
五
〇
〇
人
位
に
増
え
、
静
岡

中
学
の
同
級
の
五
年
生
か
ら
も
三
〇
人
近
く
合
格
し
ま
し
た
。

武
田
　
陸
軍
士
官
学
校
は
こ
の
当
時
、
「
予
科
」
と
い
う
の
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す

か
。菅

原
　
そ
う
で
す
。
昔
は
陸
士
予
科
と
言
っ
た
ん
で
す
。
予
科
が
あ
っ
て
、
本
科

と
い
う
学
部
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
の
で
す
が
。
僕
ら
の
頃
か
ら
予
科
は
「
予
科

士
官
学
校
」
と
言
っ
て
独
立
し
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
本
科
が
、
航
空
士
官

学
校
と
普
通
の
士
官
学
校
の
二
つ
に
分
か
れ
た
わ
け
で
す
。
予
科
士
官
学
校
と
、

航
空
士
官
学
校
と
、
普
通
の
士
官
学
校
と
一
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
本
科
。
航
空
士

官
学
校
と
士
官
学
校
は
、
昔
の
士
官
学
校
で
す
ね
。
予
科
士
官
学
校
は
、
共
通
で

す
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
に
も
行
け
る
わ
け
で
す
。

森
予
科
士
官
学
校
に
入
る
時
点
か
ら
「
私
は
（
将
来
）
航
空
に
進
み
た
い
」
と

か
、
「
普
通
の
士
官
学
校
に
進
み
た
い
」
と
い
う
希
望
を
い
う
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
入
っ
た
時
に
は
そ
ん
な
に
聞
か
れ
も
し
な
い
し
、
そ
う
い
う
こ

と
を
出
す
機
会
も
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
予
科
士
官
学
校
で
個
人
的
に
は
将
来
は

飛
行
機
乗
り
に
な
り
た
い
と
か
、
歩
兵
に
な
る
と
か
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
か
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
の
を
正
式
に
表
明
し
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
な

か
っ
た
ん
で
す
。
卒
業
前
は
や
っ
ぱ
り
、
希
望
を
出
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
予
科
を
卒
業
す
る
時
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
卒
業
す
る
少
し
前
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
今
度
、
上
の
ほ
う
の
人
が
見
て

身
体
検
査
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
し
。
目
が
悪
い
と
航
空
は
無
理
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
。
あ
る
い
は
、
少
し
こ
の

生
徒
は
体
が
弱
い
と
か
、
治
療
に
戻
り
な
さ
い
だ
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
希
望
通
り
だ
と
数
が
バ
ラ
ン
ス
取
れ
な
く
な
つ
ち
ゃ
い
ま
す

か
ら
。
で
も
、
多
分
、
希
望
は
出
し
た
と
思
い
ま
す
ね
。
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武
田
　
予
科
士
官
学
校
と
い
う
の
は
、
場
所
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
最
初
は
市
ヶ
谷
に
［
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
人
月
設
立
］
。
市
ヶ
谷
に

今
、
何
が
あ
り
ま
す
か
ね
。
今
は
自
衛
隊
本
部
が
あ
り
ま
す
か
。

武
田
　
坂
を
ち
ょ
っ
と
上
が
っ
た
所
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
こ
が
士
官
学
校
で
す
よ
、
市
ヶ
谷
台
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

人
数
も
膨
ら
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
朝
霞
と
い
う
場
所
に
作
っ

た
ん
で
す
［
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
移
転
］
。

武
田
　
そ
れ
が
、
予
科
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
が
予
科
士
官
学
校
。
そ
れ
と
同
時
に
本
科
は
座
間
に
行
っ
た
［
本
科

が
移
転
し
た
の
は
昭
和
十
六
年
］
。
航
空
士
官
学
校
は
、
今
は
入
間
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
「
豊
岡
」
で
す
。

武
田
　
埼
玉
で
す
ね
。

菅
原
　
今
は
航
空
方
面
隊
司
令
部
の
あ
る
所
、
そ
こ
に
航
空
士
官
学
校
が
。
そ
の

三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

商
、
建
、
喚
、
亀
、
隔
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
喚
、
喚
、
噛
、
亀
、
亀
、
亀
、
疇
、
噴
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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r
i
i
、
一
i
i
－
i
i
i
、
一
i
i
－
i
－
i
、
ー
ー
ー
、
一
i
i
、
し

武
田
　
先
生
が
士
官
学
校
に
入
ら
れ
る
前
に
移
転
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
私
は
静
岡
中
学
校
か
ら
直
接
に
予
科
士
官
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

武
田
　
も
う
戦
争
も
終
わ
り
に
近
い
頃
で
、
一
人
で
東
京
に
来
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
。

菅
原
　
ま
だ
予
科
に
入
っ
た
頃
は
、
そ
れ
程
。
サ
イ
パ
ン
と
か
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
う

い
う
よ
う
な
気
配
も
出
て
は
い
ま
し
た
け
れ
ど
。
ま
だ
「
敗
戦
前
」
と
い
う
感
じ

で
は
な
か
っ
た
で
す
が
。

森
そ
の
予
科
士
官
に
ご
一
緒
に
入
ら
れ
た
、
同
期
は
何
人
く
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
陸
士
で
す
ね
。
そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
ま
し
て
、
二
四
〇
〇
人
く
ら
い

で
す
か
な
。
そ
れ
で
も
少
し
足
り
な
く
て
、
増
加
生
徒
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
普
通
は
四
月
に
入
る
の
で
す
が
、
六
月
頃
に
追
加
を
し
て
、
二
〇
〇
人
近
い

人
を
ま
た
そ
こ
で
採
用
し
て
。
そ
れ
が
同
じ
期
の
中
に
、
後
れ
て
き
た
け
れ
ど
同

期
と
い
う
感
じ
で
。
そ
の
時
に
中
学
で
入
り
損
な
っ
た
と
い
う
か
、
僕
ら
は
四
年

修
了
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
が
五
年
生
に
な
っ
て
い
た
り
。
普
通
な

ら
当
然
五
年
を
終
わ
っ
て
受
け
る
わ
け
で
す
が
、
早
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
私
達
は
五
十
九
期
と
い
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
の
増
加
生
徒
と
い
う

名
称
で
。
だ
か
ら
、
次
の
期
を
早
め
て
採
用
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
学
の

仲
間
で
も
何
人
か
は
、
そ
れ
で
入
っ
て
来
た
人
も
い
ま
す
。

武
田
　
士
官
学
校
に
入
ら
れ
て
、
ど
こ
に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
士
官
学
校
の
中
で
す
。

武
田
　
宿
舎
で
す
か
。

菅
原
　
宿
舎
と
い
う
か
、
普
通
の
丘
ハ
舎
と
同
じ
よ
う
に
。

武
田
　
ひ
と
部
屋
に
何
人
も
が
住
む
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
も
う
朝
か
ら
夜
ま
で
ず
っ
と
、
寝
食
を
共
に
す
る
と
い
う
形
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。

森
予
科
で
は
実
技
と
い
う
か
軍
事
訓
練
と
、
学
科
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
予
科
士
官
学
校
は
、
「
ち
ょ
う
ど
高
等
工
業
の
よ
う
な
」
と
い
う
ふ
う
に
昔

の
先
生
が
評
価
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
と
い
う
の
は
、
機
械
工
学
と
か
電
気

工
学
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
授
業
で
も
多
か
っ
た
し
数
学
は
も
ち
ろ
ん
多
く
あ
り

ま
し
た
。
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武
田
　
語
学
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
語
学
は
逆
に
英
語
じ
ゃ
な
く
て
、
中
国
語
と
か
ロ
シ
ア
語
と
か
に
分
か
れ

て
受
け
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
選
択
で
き
る
と
い
う
形
で
す
か
。

菅
原
　
選
択
で
し
た
。

森
　
先
生
は
何
を
選
択
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
私
は
中
国
語
を
ず
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
普
通
の
学
校
で
は

あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
理
学
と
か
ね
。
そ
う
い
う
授
業

も
あ
り
ま
し
た
。
戦
争
に
行
っ
て
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
心
理
学
で
し
ょ
う

か
。
あ
と
、
機
械
の
方
は
当
然
使
い
こ
な
せ
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
の
で
、
ラ
ジ

オ
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
と
か
1
電
波
探
知
機
で
す
ね
、
そ
う
い
う
種
類
の
授
業
は
あ

る
し
、
そ
れ
か
ら
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
な
ん
か
、
ず
い
ぶ
ん
詳
し
く
習
い
ま
し
た
。

た
だ
、
今
の
よ
う
な
I
T
と
い
う
の
は
ま
だ
な
か
っ
た
で
す
（
笑
）
。

　
そ
う
い
う
の
は
教
え
る
人
も
い
な
い
し
。
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
は
、
そ
の
頃
か
ら

進
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。

｛
■
「
、
亀
、
亀
、
唾
、
畦
、
」
■
「
、
馳
、
口
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
唾
＼
職
、
職
、
顯
、
亀
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
；
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入
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π

陶
＼
唾
、
唾
、
唾
、
贈
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
瞳
、
唾
、
唾
、
唾
＼
瞳
、
唾
、
亀
＼
隔
、
唾
、
馳
、
唾

武
田
　
先
程
、
「
戦
争
が
ま
だ
終
わ
る
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
の
が
当
時
の
実
感
で
す
か
。
昭
和
十
九

年
に
入
ら
れ
て
、
ま
だ
ま
だ
戦
争
が
終
わ
ら
な
い
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。

菅
原
　
予
科
に
入
っ
た
の
は
昭
和
十
八
年
で
す
か
ね
。

武
田
　
昭
和
十
八
年
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
予
科
で
一
年
や
っ
て
十
九
年
で
し
ょ
う
。
予
科
は
一
年
ぴ
っ
た
り

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
航
空
士
官
学
校
で
、
豊
岡
で
一
年
。
そ
れ
で
昭
和

二
十
年
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
時
は
も
う
、
相
当
敗
色
厳
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
。

武
田
　
豊
岡
に
移
っ
て
で
す
か
。

菅
原
　
豊
岡
で
。
航
空
士
官
学
校
の
二
年
目
で
す
ね
。
昭
和
二
十
年
か
ら
操
縦
訓

練
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
操
縦
訓
練
と
い
う
の
は
、
日
本
で
は
石
油
が
も
っ
た

い
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
と
飛
び
上
が
っ
て
い
る
時
に
空
襲
が
来
た
ら
も
う
処

置
な
し
で
す
か
ら
、
危
険
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
。
そ
れ
で
満
州
に
行
っ
た
わ
け

で
す
。
満
州
は
平
和
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
日
ソ
不
可
侵
条
約
が
あ
り
ま
し
た
し
ね
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
相
手
が
昔
の
ソ
連
で
す
か
ら
、
不
可
侵
条
約
を
破
っ
て
や
ら
れ

ち
ゃ
つ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
同
期
生
は
満
州
に
分
散
し
ま
し
て
、
各
飛
行
場
に

何
カ
所
か
に
分
か
れ
た
。
私
は
白
城
子
（
は
く
じ
ょ
う
し
）
と
い
う
、
西
の
方
の

町
の
近
く
に
あ
っ
た
平
安
鎮
の
飛
行
場
に
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
時
は
も
う
機
種
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
て
、
私
は
一
〇
〇
式
司
令
部
偵
察
機

［
乗
員
二
名
の
戦
略
的
偵
察
用
偵
察
機
］
と
い
う
機
種
に
。
そ
の
人
た
ち
が
白
城

子
に
い
た
ん
で
す
ね
。
す
ぐ
そ
の
隣
の
飛
行
場
は
、
西
を
鎮
め
る
と
い
う
「
鎮
西

（
ち
ん
せ
い
）
」
と
い
う
町
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
戦
闘
機
乗
り
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
す
ぐ
飛
び
上
が
れ
ば
隣
が
見
え
る
く
ら
い
の
所
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
東
の

方
に
牡
丹
江
（
ぼ
た
ん
こ
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。
牡
丹
江
に
は
爆
撃
機
関
係
の
人

た
ち
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
ぞ
れ
同
期
の
方
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
同
期
の
人
が
何
人
つ
つ
か
、
「
第
何
中
隊
は
ど
の
飛
行
場
に
」
と
い
う
ふ
う

に
。
そ
の
時
は
、
訓
練
に
使
う
飛
行
機
は
種
類
が
違
い
ま
す
か
ら
ね
、
偵
察
と
爆
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撃
と
戦
闘
機
と
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

森
　
航
空
の
ほ
う
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
好
き
好
き
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
飛

行
機
だ
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
と
、
地
上
を
ド
タ
バ
タ

歩
く
の
は
あ
ま
り
得
意
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。

一
同
　
　
（
笑
）
。

菅
原
　
身
長
は
低
い
し
、
で
か
い
奴
と
一
緒
に
は
き
つ
い
で
し
ょ
う
。
体
格
的
な

こ
と
を
考
え
る
と
ね
。
飛
行
機
を
操
縦
す
る
の
は
運
動
神
経
の
問
題
だ
し
。
地
上

部
隊
だ
と
、
そ
れ
に
乗
馬
で
す
よ
ね
。
乗
馬
と
剣
術
と
戦
術
と
い
う
の
が
将
校
の

三
術
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
昔
の
歩
兵
の
感
覚
で
、
乗
馬
は
上
手
で

な
い
と
い
か
ん
で
し
ょ
う
。
乗
馬
っ
て
い
う
の
は
、
武
田
先
生
は
背
も
高
い
し
、

跨
っ
て
も
ぴ
っ
た
り
い
く
で
し
ょ
う
け
れ
ど
ね
。

武
田
　
い
え
い
え
、
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
背
が
低
い
と
股
の
下
が
短
い
で
す
か
ら
、
で
っ
か
い
馬
だ
と
跨

り
き
れ
な
い
わ
け
で
す
。
乗
馬
は
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
地
上

の
将
校
に
は
な
っ
て
も
上
手
く
な
い
な
と
い
う
感
じ
が
あ
っ
て
、
歩
兵
は
駄
目
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
騎
兵
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
。
馬
に
乗
っ
て
戦
う

と
い
う
昔
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
か
、
あ
あ
い
う
の
は
ひ
と
つ
前
の
時
代
で
す
よ
ね
。

当
時
、
戦
車
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
。
戦
車
で
走
る
と
顔
中
年
っ
黒
け
に
な
り
ま

す
、
土
を
巻
き
こ
み
ま
す
か
ら
。
そ
う
い
う
泥
臭
い
の
よ
り
、
同
じ
死
ぬ
に
し
て

も
上
空
で
死
ん
だ
方
が
い
い
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
。

武
田
　
私
は
操
縦
訓
練
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
訓
練
は
さ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
操
縦
訓
練
は
普
通
で
す
と
午
前
中
は
学
科
を
や
っ
て
、
午
後
を
使
っ
て
実

技
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
。
最
初
は
教
官
が
前
後
を
連
動
す
る
操
縦

桿
を
使
っ
て
、
足
の
方
も
連
動
性
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
最
初
は
手
を
放
し
て
見

て
い
う
と
。
そ
れ
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
う
ち
に
手
を
添
え
ろ
と
い
う
こ
と
で
。

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
と
、
後
ろ
で
ぐ
っ
と
支
え
る
。
空
を
飛
ん
で
い
る
間
は
す
ぐ
覚

え
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
問
題
は
着
陸
で
す
。
で
す
か
ら
、
着
陸
の
と
こ
ろ
を
何
回
も

何
回
も
や
る
わ
け
で
す
。
　
一
日
に
四
回
く
ら
い
や
り
ま
し
た
か
ね
。
そ
れ
か
ら
次

の
人
と
い
う
ふ
う
に
や
り
、
そ
れ
を
二
十
時
間
く
ら
い
や
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
。武

田
　
規
定
は
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
標
準
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。
教
官
が
見
て
い
て
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
い

う
ふ
う
に
な
る
と
、
「
お
前
一
人
で
行
っ
て
こ
い
」
と
操
縦
席
を
お
り
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
整
備
兵
が
両
翼
に
吹
流
し
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
（
自
動
車
で
言
え
ば
）

双
葉
マ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
い
ち
ば
ん
、
操
縦
者
の
感
激
の
場
面
で
す

け
れ
ど
ね
。
そ
の
時
は
も
う
自
分
で
も
で
き
る
。
教
官
が
乗
っ
て
い
て
も
操
縦
桿

を
触
ら
な
い
で
「
よ
し
、
行
っ
て
こ
い
」
と
。
飛
行
機
で
す
か
ら
、
途
中
で
止
ま

っ
て
、
上
が
ら
な
か
っ
た
か
ら
飛
べ
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自
動
車

教
習
場
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
も
の
で
す
け
れ
ど
。

　
そ
れ
が
終
わ
り
ま
し
て
、
そ
う
す
る
と
今
度
は
機
種
が
変
わ
る
。
双
発
の
細
長

い
練
習
機
で
、
そ
れ
に
五
人
ず
つ
乗
り
ま
し
て
、
順
番
に
中
で
代
わ
っ
て
操
作
を

や
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
飛
行
時
間
は
う
ん
と
延
び
る
。
飛
ん
で
い
る
だ
け
で

同
乗
し
て
い
て
下
に
降
り
な
い
で
す
か
ら
。
着
陸
は
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
に
何
回

か
し
て
、
「
こ
れ
は
大
丈
夫
」
と
な
る
と
、
最
初
の
単
独
飛
行
の
時
と
同
じ
よ
う
に

も
う
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
。

武
田
　
自
分
で
や
っ
て
み
な
さ
い
と
。

菅
原
　
双
発
の
大
き
い
飛
行
機
は
、
操
縦
は
楽
で
し
た
ね
。
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森
定
員
は
何
人
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
十
人
く
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
定
員
が
六
、
七
名
で
す
か
ら
ね
。
練
習
機
と
い
う
の
は
教
官
が
い
て
、
生

徒
が
い
て
、
後
ろ
に
次
の
順
番
の
生
徒
が
五
人
位
乗
っ
て
。
双
発
機
に
な
っ
て
か

ら
は
、
急
旋
回
的
な
も
の
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。
最
初
の
単
発
機
の
時
に
宙

返
り
と
か
特
殊
飛
行
の
訓
練
も
や
る
ん
で
す
。
む
し
ろ
私
ど
も
は
（
偵
察
機
で
）

空
中
写
真
を
パ
パ
ー
ッ
と
撮
っ
て
、
司
令
部
に
報
告
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
の
が

仕
事
で
す
か
ら
。
空
中
写
真
と
か
気
象
学
、
そ
う
い
う
の
が
学
科
と
し
て
は
あ
り

ま
し
た
ね
。

武
田
　
実
戦
の
ご
経
験
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

菅
原
　
結
局
、
僕
ら
は
「
候
補
生
」
と
い
う
名
前
の
生
徒
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
八

月
七
日
に
ソ
連
が
条
約
を
破
っ
て
攻
め
て
き
た
。
東
か
ら
も
西
か
ら
も
来
た
。
そ

れ
で
東
の
ほ
う
、
牡
丹
江
と
い
う
の
は
す
ぐ
国
境
に
近
い
か
ら
、
そ
こ
に
展
開
し

て
い
た
人
た
ち
は
結
局
拉
致
さ
れ
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
作

ら
さ
れ
た
り
、
寒
い
所
で
働
か
さ
れ
て
死
ん
だ
人
も
い
る
し
、
三
年
置
っ
て
ひ
ょ

ろ
ひ
ょ
ろ
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
私
は
西
の
方
で
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
向
こ
う
の

ほ
う
か
ら
は
白
城
子
ま
で
は
ま
だ
か
な
り
距
離
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
八
月
七
日
に

ソ
連
の
戦
車
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
奉
天
－
現
在
の
藩
陽
（
し
ん
よ
う
）

に
集
結
を
し
て
、
そ
こ
で
一
決
戦
や
ろ
う
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
た
わ
け
。
で

す
か
ら
戦
闘
用
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
、
藩
陽
に
集
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
し
た
ら
十
五
部
門
終
戦
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
、
そ
こ
か
ら
無
蓋
貨
車
で
ず
っ

と
朝
鮮
半
島
を
縦
断
し
て
帰
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
な
か
な
か
想
像
を
超
え
る
も
の
で
す
ね
。
・

菅
原
　
若
い
頃
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
命
が
危
な
い
と
は
、
｝
切
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
私
だ
っ
た
ら
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

食
、
亀
、
鞠
、
亀
、
晦
、
亀
、
喚
、
疇
、
隔
、
馳
、
隔
、
唾
、
陶
、
隔
、
亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
馳
、
陶
、
亀
、
隔
、
唾
、
職
♪

麓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
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ノ

躍
　
満
州
か
ら
の
引
き
上
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

ノ
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剛
、
亀
、
亀
＼
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
陶
、
隔
、
陶
、
唾
、
喩
、
亀
、
剛
、
亀
、
軸
、
唾
、
簡
、
口
、
剛
、
陶
、
亀

森
結
局
、
日
本
に
辿
り
着
い
た
の
は
何
日
で
す
か
。

菅
原
　
人
月
の
二
十
六
、
二
十
七
日
号
し
ょ
う
か
。

武
田
　
朝
鮮
半
島
を
出
て
き
て
日
本
の
ど
こ
に
着
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
釜
山
か
ら
博
多
に
。
釜
山
か
ら
船
は
な
い
し
、
二
日
く
ら
い
そ
こ
で
ご
ろ

寝
を
し
て
船
待
ち
を
し
て
、
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

武
田
　
結
局
、
満
州
に
は
ど
の
ぐ
ら
い
い
た
ん
で
す
か
。
四
月
に
行
か
れ
た
の
で

す
か
。

菅
原
　
四
ヶ
月
半
間
く
ら
い
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
私
も
中
国
の
東
北
地
方
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
。
当
時
、
結

構
生
活
は
豊
か
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
ど
こ
で
す
か
。

武
田
　
満
州
の
生
活
で
す
。

菅
原
　
豊
か
と
い
う
か
、
そ
う
で
す
ね
、
結
局
日
本
が
統
治
し
た
格
好
だ
っ
た
し
、

満
鉄
と
い
う
の
を
ソ
連
が
作
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
整
理
し
て
い
い
車

輌
を
作
り
ま
し
た
ね
。
大
連
と
か
、
町
に
よ
る
で
し
ょ
う
が
。
か
な
り
い
い
町
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
、
恰
爾
（
ハ
ル
ビ
ン
）
と
か
藩
陽
と
か
。
そ
の
頃
作
っ

た
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
今
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
み
す
ぼ
ら
し

い
も
の
で
は
な
い
で
す
し
。
た
だ
白
城
子
あ
た
り
に
な
る
と
何
に
も
な
い
。
本
当

に
部
落
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
あ
る
だ
け
で
。
そ
れ
で
も
、
や
は
り
日
本
人
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
町
に
あ
っ
た
し
、
開
拓
団
と
い
う
の
で
か
な
り
日
本
人
が
行
っ
て
い
た
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ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
白
城
子
と
い
う
の
は
、
わ
り
と
大
き
な
も
の
で
す
ね
。

菅
原
　
昔
か
ら
の
町
で
す
ね
。

武
田
　
日
本
人
は
何
人
く
ら
い
で
し
た
か
。

菅
原
　
何
人
で
し
ょ
う
か
。
在
郷
婦
人
会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
歓
迎
し
て
く
れ
た
よ

う
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
十
数
人
く
ら
い
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
何
百

人
と
い
う
の
で
は
な
い
。
小
さ
な
町
で
す
か
ら
。

武
田
　
食
事
な
ど
は
ど
う
で
す
か
。

菅
原
　
食
事
は
隊
の
中
で
し
か
食
べ
た
こ
と
が
な
い
し
、
国
内
に
い
る
間
は
そ
う

い
う
の
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
向
こ
う
に
行
く
と
黒
豚
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い

て
「
色
々
食
え
る
な
」
と
か
。

武
田
　
日
本
に
い
る
時
よ
り
も
満
州
に
い
た
ほ
う
が
食
べ
ら
れ
る
と
。

菅
原
　
日
本
よ
り
食
べ
物
は
、
そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
、
ご
飯
に
黄
色

い
の
が
ぱ
；
つ
と
あ
っ
て
「
あ
あ
、
夕
飯
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、
粟
で
し
た
ね
。

お
米
じ
ゃ
な
く
大
豆
i
コ
ー
リ
ャ
ン
で
す
ね
、
お
米
に
コ
ー
リ
ャ
ン
が
焚
き
込

ん
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
時
は
粟
が
入
っ
て
い
た
り
し
ま
し
た
け
れ
ど
。
や
は
り
、

そ
れ
な
り
に
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ー
リ
ャ
ン
飯
と
い
う
の
は
、
む
こ
う
の

人
は
普
通
だ
っ
た
ん
で
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
で
す
け
れ
ど

ね
。
肉
や
何
か
は
結
構
あ
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
果
物
な
ん
か
は
メ
ロ

ン
と
い
う
か
、
瓜
、
ス
イ
カ
み
た
い
な
も
の
は
町
で
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
売
っ
て
い
る
し
。

武
田
　
飢
え
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
飢
え
る
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
日
本
が
行
っ
て
統
治
し
て
い
ま

す
か
ら
ね
。

武
田
　
ソ
連
が
攻
め
て
き
て
か
ら
、
帰
っ
て
く
る
ま
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

菅
原
　
帰
り
は
敗
戦
の
民
で
す
か
ら
ね
、
そ
ん
な
に
楽
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
藩
陽
か

ら
撤
退
す
る
時
は
、
貨
物
列
車
で
。
乾
パ
ン
な
ん
か
は
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
無
蓋
貨
車
の
下
に
敷
き
ま
し
て
、
そ
の
上
に
ご
ろ
寝
を
し
て
来
た
の

で
す
が
。
食
べ
物
は
、
そ
い
つ
を
少
し
ず
つ
食
べ
て
い
け
ば
い
い
。
水
が
な
い
ん

で
す
ね
、
水
道
な
ん
て
な
い
。
で
す
か
ら
列
車
が
停
ま
る
度
に
、
駅
に
は
給
水
塔

が
あ
り
、
蒸
気
機
関
車
の
た
め
の
水
が
ガ
バ
ガ
バ
出
て
い
ま
す
か
ら
す
ぐ
飛
び
降

り
て
、
そ
れ
を
素
早
く
汲
ん
で
き
て
次
の
駅
ま
で
飲
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
そ
う
で
す
ね
、
北
朝
鮮
を
ず
っ
と
通
過
し
て
い
る
間
は
反
日
住
民
が
、
鉄
砲
で

撃
た
れ
た
ら
い
か
ん
と
思
う
の
で
し
ょ
う
ね
、
三
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
所

に
ず
ら
一
つ
と
並
ん
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
、
「
帰
れ
」
「
帰
れ
」
っ
て
。
北
朝
鮮
と

い
う
の
は
日
本
が
統
治
下
で
あ
っ
て
も
、
な
じ
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

南
に
入
り
ま
す
と
、
全
然
空
気
が
違
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
の
が
全
然
な
く
て
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
お
ば
あ
さ
ん
が
で
っ
か
い
ヤ
カ
ン
に
、
冷
た
く
し
た
水
を
貨
車
ま
で
運
ん

で
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
「
兵
隊
さ
ん
、
ご
苦
労
で
し
た
ね
」
な
ん
て
言
っ
て
。
韓
国

に
は
総
督
府
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
い
ろ
い
ろ
韓
国
の
人
に
と
っ
て
は
厳
し
い

こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
感
覚
が
ず
い
ぶ
ん
残
っ
て
い
た
の

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
負
け
て
、
敗
残
兵
が
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
に
、
そ

う
や
っ
て
水
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

だ
い
ぶ
南
と
北
じ
ゃ
違
う
。
た
だ
、
そ
の
頃
は
南
北
と
い
う
感
じ
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
。

　
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
食
べ
物
で
困
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。
た
だ
、
列
車
が
本
当
に
南
ま
で
走
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

思
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
中
ま
で
は
、
朝
鮮
鉄
道
－
満
鉄
と
い
う
の
は
J
N
R

（
日
本
国
有
鉄
道
）
の
人
が
行
っ
て
整
備
を
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
性
能
は
良

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
、
北
朝
鮮
の
鉄
道
と
い
う
の
は
、
本
当
に
使
え
な
い
。
そ
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の
頃
入
れ
た
枕
木
が
腐
り
か
け
の
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
る
状
況
で
、
ポ
イ
ン
ト

が
危
な
い
と
か
。

　
釜
山
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
は
相
当
真
剣
で
し
た
ね
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
攻
め
て
く

る
と
い
う
よ
り
は
占
領
し
て
い
て
、
捕
虜
に
な
つ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら

ア
メ
リ
カ
軍
が
入
っ
て
く
る
ま
で
に
早
く
国
内
に
入
ら
な
い
と
い
か
ん
な
と
い
う

こ
と
で
、
釜
山
で
一
晩
く
ら
い
ご
ろ
寝
を
し
て
、
日
本
へ
の
船
を
待
ち
ま
し
た
。

武
田
　
福
岡
ま
で
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
一
晩
寝
て
、
翌
日
の
晩
で
す
。

武
田
　
福
岡
に
着
か
れ
た
の
は
二
十
何
日
で
す
よ
ね
。

森
二
十
五
日
位
で
す
ね
。

奄
、
亀
、
陶
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
＼
剛
、
亀
、
疑
、
唾
、
亀
、
亀
＼
亀
、
噴
＼
喚
、
亀
、
陶
、
剛
、
剛
、
亀
＼
隔
、
唾
、
亀
♪

冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
復
員
、
そ
し
て
大
学
受
験
準
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

隔
、
馳
、
」
唇
「
、
隔
、
隔
、
亀
、
馳
、
」
畷
、
亀
、
亀
、
剛
、
隔
、
剛
、
陶
、
陶
、
口
、
唾
＼
亀
、
陶
、
剛
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀

菅
原
　
福
岡
に
着
い
て
、
当
時
は
福
岡
か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
着
い

て
、
後
か
ら
見
る
と
ど
の
く
ら
い
と
い
う
見
当
が
つ
く
の
で
す
け
れ
ど
、
公
園
に

野
宿
し
ま
し
た
。
真
夏
で
す
か
ら
松
林
の
中
で
毛
布
一
枚
で
寝
て
。
そ
れ
で
、
か

な
り
の
物
は
捨
て
て
き
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
兵
器
は
み
ん
な
持
っ
て
き
て
い

た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
返
し
て
。
あ
と
は
列
車
で
山
陽
本
線
を
通
っ
て
き
た
ん
で

す
け
れ
ど
。
広
島
を
通
る
時
は
「
福
屋
」
と
い
う
デ
パ
ー
ト
が
残
っ
て
い
て
、
護

国
神
社
の
木
が
　
本
だ
け
あ
っ
て
後
は
み
ん
な
焼
け
野
原
で
、
大
変
だ
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
ね
。

武
田
　
広
島
の
こ
と
は
ご
存
知
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
向
こ
う
で
「
大
型
爆
弾
投
下
」
「
特
殊
爆
弾
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
原
爆
で
「
七
十
五
年
草
木
も
生
え
ぬ
」
と
い
う
の
は
知
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
特
殊
爆
弾
で
や
ら
れ
た
と
い
う
話
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
逢
坂
山
と
東
山
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
変

で
し
た
。
駅
の
案
内
で
、
「
濡
れ
タ
オ
ル
等
で
顔
を
覆
っ
て
下
さ
い
」
と
何
回
か
注

意
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
抜
け
て
東
海
道
線
を
帰
っ
て
く
る
と
米
軍
が
来

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
北
陸
本
線
か
ら
上
越
線
を
通
っ
て

豊
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
豊
岡
が
本
校
で
す
か
ら
、
本
校
に
帰
っ
た
の
が
八
月

の
終
わ
り
。
二
晩
く
ら
い
そ
こ
に
い
て
解
散
し
て
き
た
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。

武
田
　
じ
ゃ
、
帰
り
は
ず
っ
と
仲
間
と
一
緒
で
し
た
か
。

菅
原
　
藩
陽
を
出
る
時
と
同
じ
仲
間
で
す
。

中
村
　
　
「
除
隊
」
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
解
散
式
み
た
い
な
も
の
は
あ
っ
た

ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
学
校
が
解
体
と
か
何
と
か
と
い
う
形
で
は
な
く
て
、
実
戦

部
隊
で
な
か
っ
た
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
「
復
員
」
と
い
う
扱
い
で

す
。
兵
隊
が
勤
務
を
終
わ
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

　
そ
れ
で
帰
っ
て
か
ら
後
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
ま
ご
ま
ご
し

て
い
る
時
に
上
級
学
校
へ
の
受
験
資
格
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
私
達
の
ク
ラ
ス

は
、
旧
制
の
中
学
を
卒
業
し
た
後
二
年
半
勉
強
し
た
わ
け
で
、
当
時
の
旧
制
高
等

学
校
も
二
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
［
本
来
は
、
三
年
過
程
］
。
陸
軍
・
海

軍
の
学
校
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
「
高
等
工
業
学
校
の
よ
う
な
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

技
術
の
勉
強
は
充
分
や
っ
て
い
ま
す
し
ね
。
そ
れ
で
、
文
部
省
か
ら
「
（
旧
制
）
高

等
学
校
卒
と
同
等
と
認
め
る
」
と
い
う
通
達
が
出
た
わ
け
で
す
。
大
学
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
準
備
を
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。
復
員
後
郷
里
へ
帰
り
、

大
学
を
す
ぐ
に
受
験
で
き
た
わ
け
で
す
。
八
月
に
帰
っ
て
き
て
、
翌
年
の
三
月
の
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試
験
に
間
に
合
わ
せ
た
ん
で
す
ね
。

森
　
何
年
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
が
昭
和
二
十
一
年
の
三
月
な
ん
で
す
。
数
字
、
合
い
ま
す
で
し
ょ
う
。

十
人
年
に
予
科
士
官
学
校
に
入
っ
て
、
十
九
年
に
航
空
士
官
学
校
に
行
っ
て
。
そ

れ
で
二
十
年
に
満
州
に
行
っ
て
途
中
で
帰
っ
て
き
て
、
あ
と
は
半
年
で
準
備
し
て

二
十
一
年
三
月
。

森
も
の
す
ご
く
遡
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
大
変
恐
縮
な
の
で
す
け
れ
ど
。
静
岡

中
学
の
百
二
十
五
周
年
で
、
先
生
は
昭
和
十
九
年
卒
の
代
と
し
て
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
私
が
年
譜
を
作
っ
た
時
に
昭
和
十
九
年
中
学
卒
業
と
入
力
し
た
の
で
す
が
。

何
年
卒
の
代
と
い
う
の
は
入
学
年
度
で
決
ま
っ
て
い
て
、
四
年
修
了
で
あ
ろ
う
と

五
年
修
了
で
あ
ろ
う
と
同
じ
卒
業
年
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
整
理
す
る
人
が
、
中
学
の
五
十
九
回
生
と
い
う
こ
と
で
扱
っ
て
い

ま
す
。
五
十
九
回
生
と
い
う
の
は
十
九
年
卒
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
。
僕
は
一
年
早
く
四
年
修
了
で
上
級
学
校
へ
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
、
同
窓
会
で
も
十
九
年
卒
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

森
分
か
り
ま
し
た
。

菅
原
　
正
確
に
い
え
ば
、
「
昭
和
十
人
年
四
修
」
。
四
修
と
い
う
と
特
別
な
秀
才
み

た
い
に
見
え
る
け
れ
ど
、
高
等
学
校
を
受
け
る
人
も
四
年
か
ら
行
っ
た
人
も
た
く

さ
ん
い
る
し
、
じ
っ
く
り
中
学
で
勉
強
し
て
五
年
か
ら
行
っ
た
人
も
い
ま
す
し
、

ど
っ
ち
が
良
か
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
早
く
行
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
か
、

ま
あ
い
ろ
い
ろ
と
運
命
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
早
い
な
ら
い
い
と
は
限
り
ま
せ
ん

か
ら
、
じ
っ
く
り
一
年
勉
強
し
て
か
ら
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
小
学

校
五
年
か
ら
中
学
に
入
る
と
い
う
の
は
、
京
都
な
ん
か
で
は
よ
く
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
。
最
近
で
も
ま
た
あ
る
ん
で
し
ょ
う
、
飛
び
級
。
批
評
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
ず
け
れ
ど
。

中
村
　
大
学
に
入
る
時
に
、
工
学
部
を
受
験
さ
れ
た
の
は
や
は
り
士
官
学
校
の
時

の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

菅
原
　
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
高
等
学
校
に
相
当
す
る
予
科

士
官
学
校
か
何
か
の
と
き
に
、
や
は
り
工
学
的
な
授
業
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
あ
る
し
、
こ
れ
は
そ
の
年
の
人
は
み
ん
な
考
え
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

事
実
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
で
も
、
陸
軍
で
復
員
し
た
人
の
中
で
工
科
に
行
っ
た
人
が

た
く
さ
ん
い
る
し
、
経
済
学
部
や
農
学
部
に
行
っ
た
人
も
い
ま
す
し
。
文
学
部
に

入
っ
た
人
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
私
の
場
合
も
好
き
好
き
で
、
や
っ
ぱ
り
工
科
の

方
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
実
学
を
身
に
着
け
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
基
本
的
に
は
そ
れ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

武
田
　
士
官
学
校
に
入
ら
れ
て
、
そ
の
後
は
静
岡
に
戻
ら
れ
て
受
験
勉
強
さ
れ
た

と
。菅

原
　
そ
う
で
す
ね
。
静
岡
市
内
の
あ
ち
こ
ち
の
町
で
は
、
東
京
で
も
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
け
れ
ど
塾
み
た
い
な
も
の
を
、
お
国
で
開
い
て
く
れ
た

ん
で
し
ょ
う
な
。
別
に
あ
ん
ま
り
金
を
払
わ
な
い
で
、
復
員
し
て
帰
っ
て
き
た
人

の
受
験
塾
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
い
は
市
が
や
っ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
大
学
受
験
塾
の
よ
う
な
も
の
を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
技
術
の

も
の
で
は
東
大
出
身
の
先
生
と
か
、
ま
た
静
岡
に
は
梅
村
先
生
と
い
う
英
語
の
偉

い
先
生
で
、
相
当
ご
年
配
に
な
っ
て
辱
に
お
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
英
語
を
勉
強
さ
れ
た
方
で
す
ね
。
英
語
に
限
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
授
業

を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
局
、
大
学
の
試
験
と
い
っ
て
も
そ
ん
な
に
難
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
士
官
学
校
で
や
っ
て
い
た
数
学
み
た
い
な
も
の
を
、

ば
っ
ち
り
復
習
し
て
く
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
ね
。

武
田
　
教
科
書
な
ん
か
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。
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菅
原
　
教
科
書
は
、
そ
れ
こ
そ
昔
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
コ
ピ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

謄
写
版
で
作
っ
て
く
れ
た
り
し
て
。

武
田
　
塾
生
と
い
う
か
、
塾
は
何
人
く
ら
い
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
三
、
四
十
人
ぐ
ら
い
で
し
た
か
な
。

武
田
　
だ
い
た
い
皆
さ
ん
、
大
学
に
行
か
れ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
皆
入
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
。
年
配
の
方
で
す

が
、
そ
こ
で
一
緒
に
勉
強
し
て
い
た
人
で
同
じ
大
学
に
来
て
い
た
人
も
い
ま
す
。

　
復
員
し
て
帰
っ
て
す
ぐ
次
の
日
に
中
学
校
へ
行
っ
て
み
た
ら
、
数
学
、
物
理
を

教
え
て
い
た
先
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
中
全
部
、
農
地
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
帰
っ
て
き
て
挨
拶
を
し
た
ら
「
ど
う

す
る
ん
だ
」
と
い
う
か
ら
、
「
大
学
を
受
け
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
今
度
の
大
学
の
試
験
は
数
学
と
英
語
の
力
が
両
方
い
っ
ぺ
ん
に
分
か
る
よ
う
な

問
題
に
な
る
よ
う
だ
」
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
て
。
そ
れ
は
難
し
い
な
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
先
生
が
英
語
で
書
い
た
数
学
の
教
科
書
を
貸
し
て
く
れ
た
わ
け
で

す
よ
。
数
学
を
英
語
で
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
読
ん
だ
り
な
ん
か
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
く
て
（
笑
）
、
英
語
は
英
語
で
し

た
が
。

武
田
　
受
験
科
目
は
数
学
と
で
す
か
。

菅
原
　
数
学
と
英
語
と
作
文
と
。

武
田
　
工
学
部
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
申
請
を
し
た
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
そ
う
。
そ
の
先
生
は
物
理
の
先
生
で
し
た
が
。

森
　
当
時
、
第
二
工
学
部
に
受
験
す
る
と
き
は
、
「
土
木
」
と
い
う
学
科
ま
で
選
択

す
る
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
入
学
し
た
後
で
土
木
学
科
に
行
く
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
頃
は
、
土
木
学
科
と
い
う
こ
と
で
試
験
を
受
け
て
い
ま
す
。

竜
、
亀
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
剛
、
亀
、
噛
、
隔
、
陶
、
陶
、
隔
、
剛
、
剛
、
陶
、
亀
♪
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亀
＼
簡
＼
剛
、
曉
、
陶
＼
剛
、
喚
、
亀
、
隔
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
剛
、
陶
、
亀

森
先
程
「
工
学
部
」
を
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陸
士
の
時
代
に

い
ろ
い
ろ
工
学
方
面
の
知
識
も
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
の
で
す

け
れ
ど
、
「
土
木
学
科
」
に
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
普
通
の
考
え
方
で
、
「
相
当
日
本
の
国
土
が
や
ら
れ
ち
ゃ

っ
た
ね
」
と
。
道
路
も
描
け
り
ゃ
鉄
道
も
不
便
で
、
切
符
買
う
の
も
大
変
で
、
み

ん
な
窓
か
ら
乗
り
込
ん
だ
り
し
た
も
の
で
す
よ
。
道
路
も
舗
装
し
た
道
が
少
な
か

っ
た
し
、
高
速
道
路
も
な
い
し
。
そ
れ
か
ら
下
水
が
な
い
。
農
家
の
人
が
汲
み
取

り
に
来
た
り
と
い
う
状
況
だ
っ
た
し
。
要
す
る
に
、
生
活
基
盤
が
ず
い
ぶ
ん
悪
い
。

し
か
も
焼
け
た
家
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
な
い
と
い
か
ん
な

と
い
う
考
え
は
、
そ
の
頃
か
ら
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
そ
れ
が
ひ
と
つ
あ
っ
た
の
と
、
そ
れ
か
ら
食
料
不
足
で
ね
。
わ
れ
わ
れ
が
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
、
お
米
の
増
産
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
、
戦
争
中
か
ら
そ
う
だ

っ
た
し
、
終
戦
後
も
配
給
制
度
が
ず
っ
と
続
い
て
、
大
学
時
代
も
そ
う
だ
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
。
お
米
の
肥
料
に
硫
安
（
硫
化
ア
ン
モ
ニ
ア
）
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
た

ん
で
す
。
今
は
そ
う
い
う
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
体
に
悪
い
で
し
ょ

う
ね
。
「
増
産
す
る
に
は
硫
安
だ
」
と
い
う
わ
け
で
、
そ
う
い
っ
た
応
用
化
学
と
い

う
の
が
、
い
ち
ば
ん
華
や
か
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
植
物
に
限
ら
ず
、
農
薬
散
布
も

み
ん
な
の
狙
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
応
用
化
学
科
は
競
争
率
が
激
し
く
て
、
と

て
も
駄
目
だ
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
。
や
っ
ぱ
り
土
木
と
い
う
の

は
地
道
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
く
も
の
だ
と
、
そ
う
い
う
感
じ
で
し
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よ
う
か
ね
。
そ
の
頃
で
も
、
そ
れ
く
ら
い
の
判
断
は
で
き
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
航
空
を
や
ら
れ
て
い
た
の
で
、
機
械
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
、
特
に
機
械
屋
に
な
ろ
う
と
い
う
感
じ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
第
二
工
学
部
の
中
に
土
木
科
が
あ
っ
て
。

菅
原
　
え
え
、
人
科
目
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。
土
木
、
建
築
、
機
械
、
電
気
、

応
用
化
学
、
造
船
な
ど
。
航
空
学
科
と
い
う
の
は
な
く
な
つ
ち
ゃ
つ
て
ね
。
わ
れ

わ
れ
の
年
に
航
空
の
高
等
専
門
学
校
に
行
っ
た
人
は
二
年
で
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、

航
空
は
も
う
産
業
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
か
ら
土
木
に
来
た
い
と
、
そ
う
い
う

人
も
い
ま
し
た
。

森
土
木
学
科
に
は
、
二
十
一
年
の
春
に
入
学
し
た
同
期
は
何
人
く
ら
い
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
少
な
か
っ
た
で
す
、
十
七
、
八
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
頃
に
い
ち

ば
ん
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
「
昔
の
軍
経
験
者
は
一
割
以
内
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
一
割
以
内
と
い
っ
た
っ
て
、
五
十
人
な
ら
五
人
し
か
入
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
「
大
変
だ
な
」
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、

工
学
全
体
で
い
う
と
学
生
は
千
人
も
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
千
人
の
一
割
な
ら
ば

百
人
だ
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
全
体
の
東
大
の
数
か
ら
い
え
ば
、
も
っ

と
多
か
っ
た
で
す
ね
。
復
員
者
が
何
人
い
た
っ
て
一
割
じ
ゃ
届
か
な
い
の
で
、
結

局
そ
の
制
限
は
実
際
の
制
限
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
。
十
七
、
八
名
ほ
ど

の
中
に
も
、
復
員
者
は
六
人
は
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
ク
ラ
ス
の
中
で
い

え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
復
員
者
が
多
か
っ
た
で
す
。
他
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
い
ち
ば
ん
学
生
時
代
に
学
ば
れ
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
つ
だ
こ
と
で

し
よ
．
つ
。

菅
原
　
第
二
工
学
部
に
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
が
た
く
さ
ん
居
ら
れ
ま
し
て

ね
。
東
大
の
第
一
工
学
部
よ
り
も
、
学
校
育
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
実
務
の
経
験

者
で
教
授
に
な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
居
ら
れ
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
の
大
先
輩
が
関

門
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
釘
宮
磐
［
元
国
鉄
工
事
事
務
所
長
］
先
生
と
い
う
人
が
い

ま
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
工
学
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
け
れ
ど
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

第
二
工
学
部
は
後
で
生
産
技
術
研
究
所
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
産
学
一
体

の
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。

　
先
生
の
名
前
を
挙
げ
れ
ば
、
有
名
な
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
技
術

研
究
所
の
所
長
を
や
り
、
東
大
の
教
授
も
や
っ
て
、
そ
れ
で
第
二
工
学
部
に
来
ら

れ
た
と
い
う
僕
ら
の
指
導
教
官
だ
っ
た
沼
田
先
生
。
あ
と
、
地
震
工
学
の
い
ち
ば

ん
ト
ッ
プ
に
な
ら
れ
た
久
保
［
慶
三
郎
］
先
生
。
丸
安
（
ま
る
や
す
）
［
隆
和
］
先

生
［
専
門
は
測
量
学
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
］
は
、
京
城
帝
国
大
学
助
教
授
か

ら
帰
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
工
学
部
か
ら
分
か
れ
て
飛
び
出
し
て
き
た
と
い

う
先
生
も
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
ユ
ニ
…
ク
な
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
う
い

う
多
く
の
先
生
か
ら
習
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
や
っ
ぱ
り
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
、

全
部
畑
に
な
つ
ち
ゃ
い
ま
し
て
ね
。
僕
ら
も
、
さ
と
う
き
び
と
か
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

と
か
、
落
花
生
と
か
甘
薯
と
か
、
ず
い
ぶ
ん
だ
く
さ
ん
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
雰

囲
気
と
し
て
は
い
い
雰
囲
気
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
広
か
っ
た
で

す
か
ら
ね
。

武
田
　
先
生
は
ど
こ
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
第
二
工
学
部
と
い
う
の
は
西
千
葉
に
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
総
武
線
の

ひ
と
つ
先
に
「
稲
毛
」
と
い
う
町
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
昔
は
高
射
砲
学
校

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
私
の
兄
が
や
っ
ぱ
り
復
員
者
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
終
戦

に
な
っ
て
か
ら
復
員
業
務
、
例
え
ば
満
州
で
ソ
連
に
連
れ
て
行
か
れ
た
人
が
帰
っ

て
き
て
い
な
い
、
そ
う
い
う
人
を
覚
え
て
い
る
人
は
い
な
い
か
と
い
う
覚
え
書
き
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を
帰
国
者
か
ら
集
め
て
、
そ
れ
の
ず
っ
と
統
計
を
取
っ
て
い
っ
て
、
帰
国
の
た
め

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
、
復
員
庁
の
お
仕
事
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
基
本
的
に
は
、
そ
う
い
う
台
帳
が
あ
っ
て
、
「
帰
国
で
き
な

い
人
が
何
人
、
そ
う
い
う
人
の
覚
え
が
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
帰
国
者
か
ら
必

ず
取
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
も
の
で
。
ち
ょ

う
ど
西
千
葉
に
行
く
の
に
い
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
で
倉
庫
を
改
造
し
ま

し
て
一
緒
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
。

武
田
　
倉
庫
を
改
造
し
て
（
笑
）
。

菅
原
　
卒
業
ま
で
そ
こ
に
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
が
。

武
田
　
倉
庫
を
改
造
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
で
す
か
。

菅
原
　
倉
庫
で
す
か
ら
何
も
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
中
に
仕
切
り
を
作
っ
た
り
、

カ
ー
テ
ン
つ
け
た
り
ド
ラ
ム
缶
を
お
風
呂
に
し
た
り
。
大
変
で
し
た
ね
。

武
田
　
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
倉
庫
は
高
射
砲
学
校
の
倉
庫
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
、
あ
そ
こ
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
こ
に
行
っ
て
み
る
と
、
昔
の
練
兵
場
は
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
総
武
線
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
通
勤
圏

内
に
入
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
西
千
葉
は
、
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
千
葉
大
学
で
す
ね
。

菅
原
　
千
葉
大
学
が
使
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
第
二
工
学
部
は
そ
の
後
、
二
十
九

年
く
ら
い
ま
で
は
そ
こ
で
大
学
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
で
六
本
木
の
生
産
技
術
研

究
所
に
移
り
ま
し
た
が
、
生
産
技
術
研
究
所
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

中
村
　
今
、
駒
場
に
。

菅
原
　
駒
場
に
移
っ
た
ん
で
す
か
。
あ
そ
こ
の
跡
は
何
に
な
っ
た
の
で
す
か
ね
。

中
村
　
売
却
さ
れ
て
。

武
田
　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
が
行
く
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
け
れ

ど
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
何
か
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
地
下
を
掘
っ
て

い
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
前
の
遺
跡
か
何
か
が
出
て
来
て
、
工
事
が
遅
れ
て
い
る
み
た

い
で
す
け
れ
ど
。

菅
原
　
そ
う
で
す
が
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
稲
毛
と
い
う
の
は
懐
か
し
い
所
で

す
ね
。
稲
毛
の
そ
の
道
を
ず
一
つ
と
上
が
っ
て
い
く
と
、
昔
の
陸
地
測
量
学
－

今
は
な
ん
て
い
う
の
で
す
か
一
、
国
土
地
理
院
の
施
設
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

《
■
「
、
噸
、
難
、
辱
、
簡
、
口
、
口
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
軸
、
陶
、
亀
、
亀
、
隔
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
、
馳
、
陶
、
鞠
♪
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木
工
学
科
の
卒
業
論
文
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爾

亀
、
隔
、
剛
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
唾
＼
唾
、
唾
＼
曉
、
喚
、
唾
、
唾
、
瞳
、
唾
、
唾
、
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
贈
、
亀

中
村
　
大
学
時
代
、
土
木
工
学
の
中
で
は
、
い
わ
ゆ
る
土
木
一
般
を
学
ば
れ
た
の

で
す
か
。
そ
れ
と
も
ど
こ
か
の
部
分
を
非
常
に
詳
し
く
学
ば
れ
ま
し
た
。

菅
原
　
土
木
学
は
、
ま
ん
べ
ん
な
く
土
木
に
関
す
る
授
業
で
。
先
に
お
話
し
し
た

よ
う
な
名
前
を
挙
げ
た
方
々
の
他
に
、
た
と
え
ば
道
路
工
学
と
い
う
先
生
は
い
な

く
て
、
尾
道
（
ゆ
き
お
）
さ
ん
と
い
う
方
が
講
師
に
来
ら
れ
た
り
。
そ
れ
か
ら
「
発

電
水
力
」
で
す
ね
。
「
水
力
発
電
」
と
い
う
言
葉
と
二
つ
あ
る
の
で
す
が
、
電
気
の

モ
ー
タ
ー
な
ど
を
や
る
人
は
「
水
力
発
電
」
と
い
う
し
、
わ
れ
わ
れ
の
方
は
「
発

電
水
力
」
と
い
っ
て
発
電
す
る
た
め
の
を
ダ
ム
を
作
っ
た
り
、
そ
う
い
う
発
電
水

力
と
い
う
の
を
日
本
発
送
電
の
人
が
来
て
教
え
て
く
れ
た
り
。
こ
れ
が
流
行
り
の

授
業
で
し
た
ね
。

　
そ
れ
か
ら
後
は
法
律
概
論
、
経
済
概
論
。
そ
う
い
う
の
は
法
・
経
の
先
生
が
授
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業
を
や
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

武
田
　
先
生
は
本
郷
に
来
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
く
、
ず
っ
と
西
千
葉
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
本
郷
は
何
回
か
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
授
業
で
は
定
期
的
に

行
っ
て
受
け
た
と
い
う
覚
え
は
、
あ
ん
ま
り
な
い
で
す
ね
。
本
郷
の
第
一
工
学
部

に
も
サ
ッ
カ
ー
や
っ
た
り
、
野
球
や
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
同
じ
仲
間
が
い
ま
す

か
ら
お
互
い
に
行
っ
た
り
来
た
り
、
や
り
ま
し
た
が
。
授
業
と
し
て
は
、
一
般
教

養
で
習
う
エ
ッ
セ
ン
ス
み
た
い
な
も
の
を
短
時
間
で
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

中
村
　
卒
業
研
究
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
。

菅
原
　
卒
業
研
究
は
、
相
当
身
に
な
る
も
の
だ
っ
た
で
す
け
れ
ど
。
そ
う
で
す
ね
、

専
門
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
建
物
（
現
在
い
る
ビ
ル
の

こ
と
）
は
必
ず
柱
が
あ
っ
て
梁
が
縦
・
横
に
通
っ
て
い
ま
す
ね
。
梁
の
上
に
床
版

（
し
ょ
う
ば
ん
）
と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
普
通
の
建
物

で
す
ね
。
計
算
す
る
時
は
縦
に
計
算
し
て
、
横
に
計
算
し
て
床
版
だ
け
で
ま
た
計

算
す
る
。
ド
イ
ツ
流
の
、
そ
う
い
う
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
計
算
方
法
と
い
う
の

は
前
か
ら
あ
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
わ
れ
わ
れ
が
大
学
に
行
っ
て
い
る
頃
に
、

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
を
だ
ん
だ
ん
さ
れ
て
き
て
い
て
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
梁
が

無
く
、
柱
の
上
に
ち
ょ
う
ど
キ
ノ
コ
の
よ
う
に
柱
の
頭
が
開
い
て
い
て
。
こ
の
建

物
で
い
え
ば
四
本
の
柱
が
上
が
っ
て
い
っ
て
、
四
方
周
辺
、
円
形
に
開
い
て
い
る

ん
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
キ
ノ
コ
型
で
。
（
そ
れ
は
）
ド
イ
ツ
に
も
あ
っ
て
ピ
ル
ツ
デ

ッ
ケ
（
独
語
勺
ロ
N
自
Φ
o
犀
Φ
）
。
「
ピ
ル
ツ
」
と
い
う
の
は
キ
ノ
コ
で
“
キ
ノ
コ
”
デ

ッ
ケ
［
天
井
］
と
い
う
名
前
な
の
で
す
け
れ
ゼ
も
、
内
そ
れ
を
「
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ

（
司
一
9
け
　
の
一
⇔
げ
）
」
と
い
う
の
で
す
。
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
方
式
で
す
ね
。
ド
イ
ツ
式

の
場
合
の
鉄
筋
は
恐
ら
く
縦
に
入
り
横
に
入
り
、
床
版
の
所
は
床
版
で
、
縦
横
に

入
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
計
算
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
ア
メ
リ
カ
式
は
、
力
が
柱
の
四
方
へ
広
が
っ
て
い
て
、
柱
か
ら
柱
へ
鉄
筋
を
配

置
し
て
い
る
。
計
算
方
法
が
少
し
違
っ
て
い
ま
し
て
ね
。
そ
れ
で
沼
田
先
生
と
い

う
指
導
教
官
は
非
常
に
熱
心
な
人
で
、
「
そ
れ
を
比
較
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
も
ら
っ
て
、
相
当
丁
寧
に
仕
様
書
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
。
ド

イ
ツ
式
と
い
う
の
は
今
ま
で
の
日
本
の
土
木
学
会
の
計
算
式
、
ア
メ
リ
カ
式
と
い

う
の
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
の
仕
様
書
を
も
ら
っ
て
計
算
方
法
を
読
ん

で
、
そ
れ
で
設
計
し
、
両
方
の
絵
を
描
い
た
の
で
す
ね
。
鉄
筋
量
と
か
コ
ン
ク
リ

ー
ト
量
を
比
較
し
た
り
し
て
、
利
害
得
失
み
た
い
な
も
の
を
出
し
て
。
結
論
は
、

ど
っ
ち
が
良
か
っ
た
と
い
う
の
は
設
計
条
件
に
よ
っ
て
色
々
あ
る
の
で
、
今
ち
ょ

っ
と
忘
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
卒
論
で
し
た
ね
。

　
私
の
感
じ
で
い
う
と
、
今
の
学
生
の
卒
論
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
紙
二
枚
く
ら

い
に
書
い
て
（
笑
）
。
修
士
だ
と
、
私
が
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
く
ら
い
の
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
時
間
も
か
か
り
ま
ず
け
れ
ど
、
昔
の
大
学
と
い
う
の
は
そ
ん
な
も

の
で
し
た
。
昔
も
、
修
士
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
大
学
三
年
の
後
は

修
士
が
一
年
で
す
か
。
要
す
る
に
「
大
学
院
」
と
い
う
名
称
だ
っ
た
の
ね
。
大
学

三
年
が
終
わ
っ
た
後
一
年
と
い
う
の
が
普
通
の
大
学
院
卒
。
こ
こ
で
は
相
当
に
勉

強
し
た
ん
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
は
、
大
学
の
先
生
の
経
験
も
お
あ
り
だ
か
ら
。
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第
二
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習
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隔
＼
唾
、
唾
、
瞳
、
亀
、
亀
、
口
、
陶
、
亀
、
馳
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
＼
陶
、
馳
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀

中
村
　
こ
の
時
期
の
第
二
工
学
部
は
、
実
習
と
か
も
や
ら
れ
ま
し
た
か
。

菅
原
　
実
習
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
夏
休
み
の
実
習
は
二
年
の
時
に
や
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
測
量
の
先
生
が
、
休
み
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
兼
ね
て
や
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っ
て
く
れ
ま
し
て
。
今
の
新
京
成
－
津
田
沼
か
ら
北
に
上
が
っ
て
い
く
路
線
の

計
画
が
あ
り
ま
し
た
ね
、
あ
そ
こ
の
線
で
習
っ
た
ん
で
す
よ
。
先
生
が
測
量
を
引

き
受
け
て
、
そ
れ
を
や
ら
な
い
か
と
い
う
の
で
、
学
生
も
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て

や
り
ま
し
た
。

　
二
年
生
の
時
は
普
通
の
実
習
で
、
実
習
の
希
望
を
皆
か
ら
と
っ
て
。
そ
れ
か
ら

今
度
は
地
方
と
い
う
か
、
現
地
の
方
か
ら
も
要
請
が
だ
い
ぶ
来
て
た
ん
で
す
ね
。

一
回
は
、
熱
海
の
建
設
事
務
所
み
た
い
な
所
か
ら
そ
れ
が
来
て
、
そ
こ
に
実
習
生

で
行
き
ま
し
た
。
頼
ま
れ
た
の
は
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
ま
だ
新
幹
線
は
な
か
っ
た

の
で
、
そ
こ
の
新
幹
線
の
測
量
を
や
っ
て
く
れ
と
い
う
の
が
あ
っ
て
。
そ
の
頃
、

入
口
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
掘
っ
て
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
来
宮
の
こ
ち
ら

に
入
口
が
あ
り
ま
し
て
、
山
の
上
を
ず
っ
と
測
量
杭
が
あ
り
、
そ
れ
を
追
っ
て
い

っ
て
地
形
と
か
方
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
。
そ
の
と
き
は
確
か
、
山
梨
高
専
か
何
か

か
ら
二
人
く
ら
い
若
い
実
習
生
が
来
ま
し
て
、
そ
の
二
人
を
助
手
に
し
て
ず
っ
と

測
量
し
て
や
っ
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
こ
と
が
一
回
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
今
の
は
何
年
生
ぐ
ら
い
の
時
で
す
か
。

菅
原
　
多
分
、
二
年
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
回
は
、
最
近
や
っ
て
い
る

の
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
滋
賀
県
で
、
や
っ
ぱ
り
ア
ル
バ
イ
ト
兼
実

習
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
編
成
で
。
こ
れ
は
河
川
の
担
当

の
所
に
先
輩
が
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。
田
川
と
い
う
川
が
琵
琶
湖
に

流
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
そ
の
河
川
の
断
面
を
い
ち
ば
ん
河
口
か
ら
、
琵
琶
湖

に
近
い
所
か
ら
順
番
に
測
量
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
測
量
を
頼
ま
れ
ま
し
て
や

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
実
習
ら
し
い
実
習
だ
っ
た
で
す
け
れ
ど
。
・

　
田
川
と
い
う
所
で
は
魚
屋
の
二
階
に
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
そ
こ
に
「
小
鮎

（
こ
あ
ゆ
）
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
鮎
の
小
さ
い
や
つ
で
、
そ
の
琵
琶
湖

の
鮎
は
大
き
く
な
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
佃
煮
み
た
い
に
す
る
と
非
常
に
お

い
し
い
。
そ
れ
が
た
く
さ
ん
捕
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
あ
ん
ま
り
遠
く
へ
運
ぶ

と
生
き
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
地
域
の
人
し
か
知
ら
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
。
そ

う
い
う
の
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
食
べ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
の
時
は
お
一
人
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
高
専
の
人
が
二
人
用
り
ま
し
た
。

森
東
大
の
方
か
ら
は
、
先
生
お
一
人
で
し
た
か
。

菅
原
　
大
学
か
ら
一
人
と
か
、
高
専
か
ら
二
人
と
か
、
そ
う
い
う
チ
ー
ム
に
し
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
で
高
専
の
人
が
二
人
来
て
い
て
、
そ
の
人
た
ち
を
助

手
に
使
っ
て
や
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
、
先
生
が
希
望
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
実
習
先
が
希
望
し
た
ん
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
求
人
と
い
う
の

も
お
か
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
の
県
だ
と
か
、
工
事
現
場
だ
と
か
で
「
こ
れ

に
し
よ
う
」
と
、
多
分
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
学
生
が
行
く
と
喜
ん

で
く
れ
ま
し
て
ね
。
当
時
、
洋
服
だ
っ
て
主
な
い
で
し
ょ
う
。
白
い
ズ
ボ
ン
な
ん

か
も
買
え
な
い
け
れ
ど
、
労
務
者
を
扱
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
特
配
が
あ
っ
た
り

し
て
、
現
場
用
の
作
業
ズ
ボ
ン
を
も
ら
っ
た
り
な
ん
か
も
し
ま
し
た
し
。

中
村
　
そ
う
す
る
と
、
三
年
間
、
毎
年
夏
は
も
う
実
習
と
い
う
感
じ
で
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
、
二
年
の
時
か
三
年
の
時
か
、
ち
ょ
っ
と
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
。
そ
の
三
年
の
間
に
確
か
二
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
春

休
み
か
何
か
の
時
に
測
量
実
習
み
た
い
な
こ
と
で
。
実
習
と
い
う
単
位
よ
り
も
、

む
し
ろ
先
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
扱
っ
て
頼
ま
れ
て
お
手
伝
い
を
し
た
と
い
う
感
じ

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）
。

武
田
　
当
時
と
し
て
は
、
い
い
稼
ぎ
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
前
に
お
話
を
聞
い
た
方
は
、
「
そ
れ
で
か
な
り
助
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
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お
話
を
さ
れ
て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
。

菅
原
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
が
。
土
木
の
学
生
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
よ
う
な
仕

事
を
た
く
さ
ん
。
そ
れ
が
単
位
に
な
る
よ
う
な
仕
事
だ
と
、
な
お
い
い
で
す
け
れ

ど
ね
（
笑
）
。

武
田
　
ま
だ
占
領
中
で
す
よ
ね
。
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
何
か
楽
し
い
学
生
生

活
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
す
が
。

菅
原
　
え
え
、
そ
う
で
す
ね
。
一
番
楽
し
い
の
は
、
灯
火
管
制
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
中
学
校
の
頃
、
家
に
帰
る
と
こ
う
い
う
所
（
電
球
）
に
物
を
か
ぶ
せ
て

薄
暗
く
て
、
そ
う
い
う
の
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
終
戦
に
な
っ
て
、
全
部

解
放
で
き
た
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
「
終
戦
」
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。

穐
、
馳
、
亀
、
唾
、
亀
、
隔
、
鴫
、
亀
、
鞠
、
陶
、
陶
、
亀
、
陶
、
陶
、
隔
、
陶
、
剛
、
亀
、
陶
、
亀
、
馳
、
馳
、
亀
、
亀
；

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
運
輸
省
を
受
験
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
亀
、
亀
、
唾
＼
陶
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
疑
、
亀
、
職
、
唾
、
唾
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
晴
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
馳

武
田
　
先
生
は
そ
の
後
、
運
輸
省
に
入
省
さ
れ
る
の
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
え
え
。

武
田
　
い
つ
頃
く
ら
い
か
ら
、
運
輸
省
に
入
り
た
い
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
運
輸
省
と
い
う
か
、
や
っ
ぱ
り
鉄
道
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
。
土
木

を
や
っ
た
中
で
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、
鉄
道
、
そ
れ
か
ら
建
設
省
の
道
路
、

そ
れ
と
日
本
発
送
電
－
発
電
す
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
三
つ
が
わ
れ
わ
れ
の
仲

間
で
は
、
い
ち
ば
ん
人
気
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
ま
あ
、
そ
の
う
ち
の
ど

れ
を
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
て
、
私
は
何
と
な
く
動
く
も
の
が
好
き
だ
と
い
う
こ

と
で
。
鉄
道
と
い
う
の
は
、
も
の
を
作
っ
て
後
は
運
営
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

が
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
道
路
っ
て
い
う
の
は
作
っ
た
ら
、
後
は
旅
行
者
が
自

分
の
車
で
走
る
だ
け
だ
と
。
維
持
す
る
に
し
て
も
維
持
す
る
だ
け
だ
し
。
鉄
道
の

場
合
に
は
そ
れ
を
使
っ
て
、
後
ず
っ
と
運
営
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
鉄
道
は
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
当
時
は
運
輸
省
の
中
に
「
鉄
道
総
局
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
「
国
鉄
」
と

い
う
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
採
用
通
知
も
昭
和
二
十
三

年
の
暮
に
、
大
臣
官
房
か
ら
「
運
輸
省
に
採
用
す
る
」
と
来
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
は
『
日
本
国
有
鉄
道
法
』
と
い
う
の
が
で
き
て
［
昭
和
二
三
（
一
九
四

人
）
年
十
二
月
四
日
］
、
公
共
企
業
体
と
い
う
も
の
が
初
め
て
で
き
た
わ
け
で
す
。

他
の
も
の
に
先
立
っ
て
、
で
き
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
運
輸
関
係
の
人
に

し
て
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
組
織
に
し
よ
う
か
と
か
、
新
し
い
人
を
ど
う
や
っ
て

育
成
す
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
体
制
が
充
分
に
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。
そ
れ
で
「
出
頭
せ
よ
」
と
い
う
の
が
な
か
な
か
来
な
い
も
の
で
ね
、
ど

う
し
た
ん
だ
、
と
だ
い
ぶ
催
促
は
し
た
の
で
す
け
れ
ど
。

森
　
試
験
は
何
月
ぐ
ら
い
に
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
卒
業
の
前
で
す
か
ら
、
前
の
年
の
秋
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
か
ね
。
も
っ
と
後

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
三
年
生
の
終
わ
り
頃
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
な
。
ち
ょ
っ
と

覚
え
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

武
田
　
試
験
の
準
備
も
当
然
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
学
科
試
験
、
面
接
み
た
い
な
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
で
す
ね
、
恐
ら
く

昭
和
二
十
三
年
の
秋
夕
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
こ
の
頃
は
、
運
輸
省
を
受
け
る
と
い
う
よ
り
は
、
公
務
員
試
験
を
お
受
け

に
な
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
公
務
員
試
験
と
い
う
の
は
、
ま
だ
な
か
っ
た
で
す
。

武
田
　
ま
だ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

菅
原
　
運
輸
省
希
望
の
人
は
運
輸
省
で
、
建
設
省
希
望
の
人
は
建
設
省
受
験
で
す
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ね
。武

田
　
そ
う
で
す
ね
。

森
　
　
［
公
務
員
試
験
は
、
昭
和
］
二
十
四
年
か
ら
で
す
ね
。

菅
原
　
だ
か
ら
そ
の
頃
、
次
の
年
く
ら
い
か
ら
の
人
は
公
務
員
試
験
で
し
た
か
。

森
　
は
い
。
二
十
三
年
が
ち
ょ
う
ど
［
国
家
公
務
員
行
政
職
の
統
一
的
試
験
が
］

な
い
。
二
十
二
年
ま
で
は
高
等
文
官
試
験
制
度
、
二
十
三
年
に
は
そ
れ
に
代
わ
る

制
度
が
な
く
て
、
二
十
四
年
か
ら
ま
た
新
制
度
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

菅
原
　
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
僕
の
場
合
、
二
十
三
年
度
の
試
験
を
受
け
た
。
国
家

公
務
員
試
験
が
始
ま
る
ひ
と
つ
前
の
状
況
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

武
田
　
試
験
は
ど
う
い
う
科
目
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
問
題
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
簡
単
な
応
用
力
学
み
た
い
な
の
が
あ

り
ま
し
た
。
構
造
物
に
荷
重
が
か
か
っ
た
時
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
カ
が
柱
に
伝

わ
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
「
大
事
な
こ
と
は
何
だ
」
と
か
。
「
耐
久
性
・
水
密
性

と
強
度
」
、
そ
う
い
う
こ
と
を
答
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
土
木
屋
と
し
て
は
大
事

な
質
問
が
望
ま
し
た
ね
。

　
面
接
は
面
接
で
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
、
面
接
で
何
を
聞
か
れ
た
か
い

ち
ば
ん
覚
え
て
い
る
の
は
、
「
賃
金
三
原
則
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

質
問
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
新
聞
で
読
ん
で
い
た
の
で
、
「
賃
金
水
準
の
抑
制
」
の
こ

と
な
ど
答
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

武
田
　
じ
ゃ
、
そ
れ
は
無
事
に
答
え
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
（
笑
）
。

武
田
　
こ
の
時
は
、
ど
う
い
う
方
が
面
接
官
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
面
接
官
は
施
設
局
長
、
そ
れ
か
ら
各
課
長
が
三
人
ぐ
ら
い
。
局
長
が
直
接

や
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
そ
の
時
に
、
鉄
道
総
局
に
行
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
わ
け
で

す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
そ
の
時
に
は
何
を
や
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く

て
、
要
す
る
に
運
輸
省
に
入
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
後
、
鉄
道

総
局
的
な
現
場
機
関
に
入
る
人
と
、
い
わ
ゆ
る
官
吏
i
現
在
の
国
土
交
通
省
の

職
員
と
か
に
な
る
人
と
い
る
は
ず
で
す
け
れ
ど
。
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
じ
ゃ
そ
う
い

う
の
は
い
な
か
っ
た
な
あ
。
五
十
人
ぐ
ら
い
入
っ
た
の
で
す
が
、
皆
、
鉄
道
総
局

の
方
へ
行
き
ま
し
た
ね
。
本
省
の
組
織
の
中
に
入
っ
た
人
と
い
う
の
は
い
な
か
っ

た
。　

そ
れ
か
ら
鉄
道
局
施
設
課
長
と
か
に
は
、
国
鉄
か
ら
出
向
で
行
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
運
輸
省
に
入
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
若
い
人
で
す
け
れ

ど
、
出
向
で
本
省
の
課
長
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
時
的
に
そ
こ
に
行
く
と

い
う
感
じ
で
、
ま
た
元
に
帰
っ
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど
。
だ
か
ら
今
の
い
わ
ゆ
る

官
吏
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
公
務
員
試
験
で
別
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
人
達
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

穐
、
亀
、
亀
、
馳
、
輌
、
亀
、
亀
、
」
■
「
、
唾
、
職
、
噴
＼
唾
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
麺
、
亀
、
亀
♪
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層

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

劇
　
信
濃
川
工
事
事
務
所
に
“
配
属
”
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

陰
、
鞠
、
陶
、
亀
、
陶
、
剛
、
鞠
、
亀
、
口
、
亀
、
馳
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
晦
、
亀
、
亀
、
亀
、
鞠
、
亀
、
馳
、
陶
、
隔

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
運
輸
省
に
入
ら
れ
た
時
に
は
年
譜
を
見
ま
す
と
、
「
信
濃
川

工
事
事
務
所
に
配
属
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
先
程
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
な
か
な
か
正
式
に
採
用
し
て
く
れ
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
頃
、
東
京
の
周
辺
の
鉄
道
が
ど
ん
ど
ん
電
化
し
て
い
っ
て
、

山
手
線
、
中
央
線
、
各
近
郊
線
で
も
の
す
ご
く
電
力
を
使
う
一
そ
の
電
力
を
J
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N
R
が
自
分
で
賄
お
う
と
し
て
、
信
濃
川
の
水
系
を
使
っ
て
、
い
ち
ば
ん
上
流
か

ら
水
を
取
っ
て
下
流
ま
で
持
っ
て
き
て
、
千
住
と
い
う
所
に
一
期
、
二
期
と
い
う

発
電
所
が
で
き
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
三

期
、
四
期
と
い
う
の
を
そ
の
下
に
作
ろ
う
と
し

て
い
た
。
三
期
、
四
期
の
い
ち
ば
ん
下
流
は
小

千
谷
（
お
じ
や
）
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
私
が
入
っ
た
と
き
は
、
千
住
の
発
電
所
の
あ

る
所
に
信
濃
川
工
事
事
務
所
と
い
う
の
を
作
り

ま
し
て
、
そ
れ
で
、
そ
こ
か
ら
下
に
「
三
期
ト

ン
ネ
ル
」
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
そ
こ
に
は
土
木
の
仕
事
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
「
そ
れ
じ
ゃ
そ
こ
へ
行
っ
て
し
ば
ら

く
働
い
て
い
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
信

濃
川
工
事
事
務
所
勤
務
へ
。

武
田
　
　
、

菅
原
　
で
す
か
ら
組
織
改
正
を
し
て
、

ら
な
か
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
訓
練
す
る
か
と
い
う
の
も
。

い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
、

だ
か
ら
、
当
時
、

っ
て
お
ら
れ
て
、

藤
井
松
太
郎
さ
ん
な
ん
か
も
、

武
田
　
で
は
、
．
結
構
大
所
帯
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
結
構
、
大
所
帯
で
し
た
ね
。

そ
の
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
に
配
属
さ
れ
た
人
も
い
る
し
、

　
　
　
　
　
　
　
ま
あ
、
直
轄
要
員
で
す
。
今
で
い
え
ば
人
夫
で
す
な
。

な
カ
な
か
返
事
が
な
か
っ
た
の
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
採
用
何
人
採
る
か
と
い
う
話
が
決
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
採
っ
た
ら
ど
こ
に
入
れ
る
か
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
で
結
局
半
年
く
ら
い
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
濃
川
工
事
事
務
所
で
働
い
て
い
た
も
の

　
　
　
　
朝
鮮
や
満
州
か
ら
帰
っ
て
き
た
先
輩
も
た
く
さ
ん
そ
こ
に
集
ま

　
　
　
　
非
常
に
い
い
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
総
裁
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
の
所
長
を
や
っ
た
り
。

三
期
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
い
る
工
事
で
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
小
千
谷
の
発
電

所
の
基
礎
だ
と
か
。
機
械
そ
の
も
の
は
機
械
屋
さ
ん
が
や
る
。
発
電
機
の
基
礎
を

作
っ
た
り
す
る
人
が
い
て
、
六
人
、
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
が
応
援
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
他
の
方
は
何
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
後
で
十
一
月
に
正
規
に

採
用
に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
間
や
っ
ぱ
り
「
俺
は
文
具
屋
を
や
っ
て
い

た
」
と
か
、
「
学
校
の
先
生
を
や
っ
て
い
た
」
と
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
僕
の
場
合
は
そ
う
い
う
現
場
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
採
用
は
、

二
十
四
年
の
四
月
一
日
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
実
際
に
は
六
ヶ
月
、
菅
原
さ
ん
は
ど
う
い
う
お
仕
事
を
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
信
濃
川
で
す
か
。

武
田
　
え
え
。

菅
原
　
そ
れ
は
第
三
期
ト
ン
ネ
ル
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
て
、

そ
れ
の
手
伝
い
で
す
。
現
場
の
手
伝
い
も
あ
る
し
、
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
す
か
ら
水

が
い
っ
ぱ
い
流
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
横
断
す
る
谷
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
ね
。

谷
を
越
え
る
の
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
格
好
を
し
た
水
路
の
橋
が
要
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

そ
の
設
計
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
て
手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
結
局
、
半
年

程
で
す
か
。

禽
、
唾
、
亀
、
麹
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
剛
、
簡
、
馳
、
亀
、
鴫
、
亀
、
亀
、
亀
、
」
■
、
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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富
　
正
式
採
用
に
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る
　
1
国
鉄
職
員
と
し
て
の
“
見
習
”
期
間
　
　
冨
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望
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r
i
i
i
i
i
－
i
i
i
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
i
、
し

武
田
　
そ
れ
で
十
一
月
に
…
…
。

菅
原
　
十
一
月
に
正
式
採
用
に
な
っ
た
。
結
局
、
採
用
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
と

い
う
間
に
は
、
今
度
採
っ
た
人
間
を
ど
う
や
っ
て
訓
練
し
よ
う
か
と
い
う
段
取
り

も
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
初
め
て
、
一
年
間
の
現
場
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実
習
と
い
う
よ
う
な
制
度
を
そ
こ
で
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
入
っ
て
か
ら

五
十
人
程
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
何
班
か
に
分
か
れ
ま
し
て
北
海
道
、
そ
れ
か
ら

仙
台
鉄
道
局
に
行
く
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
－
門
司
。
私
は
広
島
が

本
籍
地
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
「
広
島
に
行
け
」
と
い
う
わ
け
で
、
事
務
系
の
人
が

一
人
置
電
気
屋
さ
ん
、
機
械
屋
さ
ん
、
建
築
屋
さ
ん
と
私
で
五
人
で
広
島
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
、
駅
の
出
札
か
ら
切
符
切
り
も
や
っ
た
。
い
ち
ば
ん
楽

し
か
っ
た
の
は
運
転
で
す
よ
。
機
関
助
手
見
習
、
助
手
、
機
関
士
見
習
、
機
関
士

と
い
う
の
を
や
り
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
を
や
り
、
電
車
も
や
り
ま
し
た
。

中
村
丸
一
年
間
、
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
職
の
経
験
を
さ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
後
、
そ
の
方
式
を
何
年
間
か
続
け
ま
し
た
。
そ
の
後

も
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
、
も
っ
と
期
間
を
絞
っ
て
や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。
J

R
分
割
民
営
化
に
な
っ
て
か
ら
、
同
じ
や
り
方
は
や
っ
て
い
な
い
し
、
各
社
で
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
考
え
で
や
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
で
、
そ
こ
で
全
て
の
職
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
何
か
役
に
立
ち
ま
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
、
役
に
立
ち
ま
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と
を

知
ら
な
い
ま
ま
で
土
木
の
設
計
部
に
で
も
配
置
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
実
際
に
機
関

車
か
ら
見
た
ら
線
路
や
信
号
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
分
か

ら
な
い
。
線
路
の
ポ
イ
ン
ト
や
何
か
だ
っ
て
、
実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
「
こ
う
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
」
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
要
す
る
に
実
感
と
し

て
分
か
り
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
客
車
の
車
掌
を
や
っ
て
い
る
と
、
お
客
さ
ん
が
ど

う
い
う
苦
情
を
言
う
か
と
か
分
か
り
ま
す
し
ね
。

森
　
改
札
と
か
運
転
士
の
見
習
い
な
ど
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
で
次
の
見
習
い
に

移
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
も
の
に
よ
り
ま
す
が
。
十
二
ヶ
月
あ
る
う
ち
職
場
の
数
が
十
箇
所
以
上
あ

り
ま
す
か
ら
、
ひ
と
月
平
均
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
の
に
よ
っ
て
違
い
ま
し
た

か
ね
。
運
転
士
の
場
合
は
、
見
習
い
が
半
月
、
運
転
士
の
辞
令
を
受
け
て
ま
た
ひ

と
月
と
か
、
運
転
の
助
手
と
見
習
い
と
で
三
ヶ
月
と
か
。
駅
の
出
改
札
は
出
札
も

改
札
も
含
め
て
合
わ
せ
て
ひ
と
月
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

　
運
転
は
わ
り
に
好
き
な
方
で
し
た
。
電
車
と
い
う
の
は
楽
で
す
な
。

武
田
　
飛
行
機
よ
り
で
す
か
（
笑
）
。

菅
原
　
レ
バ
ー
を
一
気
に
引
っ
張
れ
ば
、
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
の
接
続

が
変
っ
て
、
速
度
に
応
じ
た
加
速
が
で
き
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
蒸
気
機
関
車
が
い

ち
ば
ん
難
し
い
け
れ
ど
、
味
が
あ
り
ま
す
ね
。
機
関
車
の
中
で
蒸
気
を
自
分
で
作

っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
。
蒸
気
が
足
り
な
け
れ
ば
火
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
駄
目

で
す
し
、
難
し
い
だ
け
に
味
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
も
な
く
な

つ
ち
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
。

武
田
　
ま
だ
運
転
で
き
る
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

菅
原
　
ま
あ
、
そ
れ
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
機
関
車
が
な
く
な
つ
ち
ゃ

っ
て
（
笑
）
。

菅
原
　
十
両
編
成
の
各
駅
停
車
の
旅
客
列
車
な
ん
て
い
う
の
で
す
と
、
わ
り
に
楽

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
難
し
い
の
は
貨
物
列
車
で
す
な
、
人
○
○
ト
ン
と
か
一
〇
〇

〇
ト
ン
牽
引
と
か
。
こ
い
つ
を
引
っ
張
る
時
は
、
な
か
な
か
や
ら
せ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。
そ
れ
と
ま
ず
動
き
出
す
時
に
、
重
い
か
ら
も
の
す
ご
い
抵
抗
が
あ
る
わ

け
で
す
よ
。
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
時
だ
っ
て
、
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん

か
ら
難
し
い
。

　
電
車
は
す
ぐ
に
覚
え
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
広
島
は
電
車
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
可
部
（
か
べ
）
線
と
い
う
の
が
一
本
だ
け
あ
る
ん
で
す
ね
。
電

気
機
関
車
は
、
こ
れ
も
な
か
っ
た
。
関
門
ト
ン
ネ
ル
だ
け
電
気
機
関
車
が
あ
っ
た
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ん
で
す
。
で
す
か
ら
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
一
回
の
交
替
で
門
司

か
ら
下
関
を
五
往
復
す
る
ん
で
す
ね
。
門
司
の
駅
を
出
発
す
る
と
す
ぐ
に
下
り
勾

配
に
入
る
。
も
う
エ
ン
ジ
ン
切
っ
て
お
い
て
も
独
り
で
に
下
関
側
に
上
が
っ
ち
ゃ

つ
て
、
後
は
ブ
レ
ー
キ
か
け
る
だ
け
と
い
う
や
つ
で
。
東
京
近
辺
で
は
、
沼
津
く

ら
い
ま
で
電
化
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
が
静
岡
ま
で
、
順
番
に
電
化
区
間

が
延
び
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

森
広
島
に
配
属
さ
れ
て
、
（
機
関
区
の
異
な
る
）
門
司
や
関
門
ト
ン
ネ
ル
も
運
転

さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
結
局
、
広
島
に
は
電
気
機
関
車
が
な
か
っ
た
わ
け
ね
。
だ

か
ら
電
気
機
関
車
を
運
転
す
る
た
め
に
門
司
の
鉄
道
局
に
お
願
い
し
て
、
門
司
機

関
区
に
臨
時
に
派
遣
さ
れ
て
実
習
し
ま
し
た
。

武
田
　
門
司
も
広
島
も
、
だ
い
ぶ
復
興
が
進
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
広
島
は
今
、
相
当
良
く
な
り
ま
し
た
、
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
当
時
は
ど
う
で
す
か
。

菅
原
　
当
時
は
ま
だ
瓦
礫
が
い
っ
ぱ
い
積
も
っ
て
い
ま
し
て
ね
。
先
程
「
本
籍
広

島
」
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
菩
提
寺
が
ま
だ
あ
る
ん
で
す
よ
。
「
広

島
に
行
く
な
ら
、
う
ち
の
お
墓
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と

写
真
を
親
か
ら
も
ら
っ
て
行
き
ま
し
て
、
向
こ
う
の
住
職
に
会
っ
て
こ
の
辺
に
あ

る
は
ず
だ
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
そ
こ
は
も
う
瓦
礫
が
ず
っ
と
積
も
っ
て
、
ど
の
墓

か
見
え
な
い
。
見
当
を
つ
け
て
瓦
礫
を
取
っ
て
い
っ
た
ら
、
そ
の
墓
が
出
て
き
ま

し
て
。
そ
ん
な
具
合
で
し
た
ね
。

　
今
は
も
う
す
っ
か
り
1
一
種
の
区
画
整
理
で
し
ょ
う
ね
。
猿
猴
川
堤
防
の
所

を
ず
っ
と
、
土
ハ
同
墓
地
み
た
い
な
格
好
に
し
て
、
そ
う
い
う
所
に
墓
地
を
移
し
て

い
ま
し
た
け
れ
ど
。
お
寺
の
跡
は
町
作
り
に
使
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
そ
う
い
う
所
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
比
治
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、
例
の
原
爆
症
の
人
を
検
査
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
評
判

が
悪
か
っ
た
所
で
す
が
［
昭
和
二
十
六
年
よ
り
原
爆
障
害
調
査
委
員
会
（
A
B
C

C
）
が
置
か
れ
た
。
現
　
放
射
線
影
響
研
究
所
］
、
こ
の
山
に
登
っ
て
見
る
と
、
町

中
ま
だ
破
壊
さ
れ
た
の
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年

く
ら
い
で
す
か
ら
、
破
壊
さ
れ
て
か
ら
四
、
五
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
今
は
全

然
そ
の
跡
は
な
い
。
た
だ
原
爆
ド
ー
ム
だ
け
は
残
っ
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
感
じ

で
す
ね
。

武
田
　
こ
の
少
し
前
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
先
生
が
正
式
採
用
に
な
ら
れ
る

前
に
「
下
山
事
件
」
等
ご
ざ
い
ま
し
て
。
だ
い
ぶ
騒
が
し
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
の

か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
。
ま
だ
先
生
が
入
ら
れ
る
前
で
す
か
ら
。

菅
原
　
　
「
下
山
事
件
」
、
あ
れ
何
年
で
し
た
か
。

森
昭
和
二
十
四
年
で
す
。
七
月
で
す
ね
。

武
田
　
採
用
が
出
て
か
ら
す
ぐ
に
広
島
に
行
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
程
影
響
は
な
か

っ
た
の
か
な
と
も
…
…
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
あ
の
頃
い
く
つ
か
大
き
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
大
き

な
事
故
が
あ
っ
て
、
総
裁
を
辞
め
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
。

武
田
　
先
生
が
ま
だ
入
ら
れ
て
い
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
あ
れ
は
未
解
決
で
す
な
、
下
山
さ
ん
の
。
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
杏
と
し

て
分
か
ら
な
い
。

武
田
　
え
え
。
三
鷹
事
件
と
か
、
松
川
事
件
と
か
。

中
村
　
労
働
運
動
の
状
態
は
ど
う
で
し
た
。

菅
原
　
ま
だ
そ
の
頃
は
、
一
般
的
に
い
う
と
労
働
運
動
は
、
初
期
の
感
じ
で
す
ね
。

工
事
局
の
勤
務
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
職
場
は
仕
事
本
位
で
す
か
ら
、
工

事
屋
の
方
は
わ
り
に
組
合
問
題
は
少
な
い
ん
で
す
ね
。
普
通
の
国
労
の
人
で
す
し
、

過
激
派
的
な
も
の
は
工
事
局
に
は
少
な
い
で
す
。
逆
に
そ
う
い
う
経
験
は
、
チ
ャ
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ン
ス
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
工
事
畑
を
ず
っ
と
歩
い
て
き
た
せ

い
も
あ
っ
て
、
あ
ん
ま
り
問
題
は
な
か
っ
た
で
す
。
管
理
局
に
勤
務
し
て
い
る
時

は
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
し
た
が
、
管
理
局
に
よ
り
ま
す
ね
。
た
だ
私

が
本
社
の
局
長
に
な
っ
た
時
は
、
全
国
の
施
設
局
管
理
下
の
保
線
区
の
中
に
は
極

端
な
現
場
が
数
箇
所
あ
り
ま
し
て
ね
。
分
割
民
営
前
と
い
う
の
は
、
非
常
に
惨
憺

た
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
分
割
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
。
分
割
の

い
ち
ば
ん
大
き
な
効
果
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

勧
、
鞠
、
唾
、
唾
＼
魅
、
唾
＼
唾
、
畦
、
亀
、
陶
＼
亀
、
陶
、
陶
、
口
、
亀
、
亀
、
曉
、
職
、
軸
、
陶
、
馳
、
亀
、
唾
＼
職
；

眉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

嘗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
天
王
寺
鉄
道
管
理
局
　
－
二
年
間
の
“
見
習
実
習
”
の
仕
上
げ
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳶

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
、
一
i
i
i
＼
一
i
i
、
一
i
－
i
i
i
i
i
－
i
、
一
i
i
、
し

武
田
　
な
か
な
か
難
し
い
お
話
で
。
ぜ
ひ
ま
た
後
に
な
っ
た
ら
、
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大
体
こ
れ
で
二
時
間
で
す
け
れ
ど
も
今
日
は

こ
こ
ま
で
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
次
回
は
、
天
王
寺
の
鉄
道
管
理
局
に
行
か
れ

る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
結
局
、
現
場
実
習
は
昭
和
二
十
四
年
の
十
一
月
か
ら
二
十

五
年
の
十
一
月
の
一
年
間
は
本
当
の
現
場
を
回
っ
て
、
そ
れ
か
ら
半
年
間
輸
送
設

備
主
幹
付
と
い
う
見
習
を
や
り
ま
し
た
。
輸
送
あ
っ
て
の
設
備
で
す
か
ら
、
輸
送

と
設
備
投
資
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
「
輸
送
局
設
備
課
」
と
い
う

の
が
本
社
に
あ
っ
て
、
そ
の
現
地
局
の
組
織
が
輸
送
長
付
設
備
主
幹
で
す
。
細
か

く
書
い
て
い
く
と
、
そ
れ
を
書
か
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
で
す
け
れ
ど
。

武
田
　
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
そ
れ
は
。

森
い
た
だ
い
た
履
歴
書
に
「
十
一
月
に
運
輸
総
局
施
設
局
管
理
課
勤
務
を
命
ず
」

と
書
い
て
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
、
こ
れ
は
二
十
五
年
の
十
一
月
で
す
か
。

菅
原
　
　
（
資
料
確
認
）
そ
う
で
す
ね
…
…
。

森
二
十
四
年
な
の
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
。

中
村
　
こ
れ
は
二
十
四
年
に
運
輸
総
局
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
命

じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

菅
原
　
昭
和
二
十
四
年
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村
　
二
十
四
年
遅
十
一
月
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
信
濃
川
の
人
夫
か
ら
今
度
は
正
式
に
採
用
に
な
っ
て
運
輸
総
局

に
入
っ
た
辞
令
で
す
。

森
管
理
課
の
中
で
、
現
場
に
ま
た
配
属
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ど
う
い
う
発
令
に
な
っ
て
い
ま
し
た
っ
け
。

武
田
　
二
十
五
年
の
十
一
月
に
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
半
年
空
い
て
い
る
と
言
え
ば

空
い
て
い
ま
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
が
広
島
で
い
え
ば
、
「
輸
送
設
備
主
幹
付
」
と
い
う
ん
で
す
。
設
備
課

長
付
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
。
こ
れ
は
現
場
じ
ゃ
な
く
て
、
広
島
の
鉄
道
局
の
本

局
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
あ
る
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
広
島
に
ご
、

う
い
う
線
が
本
当
は
必
要
な
の
だ
」
と
か
「
こ
こ
を
複
線
に
し
な
き
ゃ
い
か
ん
」

と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
例
題
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
に
対
し

て
は
「
こ
う
や
っ
た
ら
こ
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る
」
と
か
、
そ
う
い
う
勉
強
を
半

年
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
う
で
す
ね
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
一
日
、
こ
れ
は
正
規
の
本
社
入
社
で
す

ね
。
二
十
四
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
空
い
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
二
年
間
が
見
習
期

間
で
す
。

森
　
二
十
四
年
が
正
式
採
用
で
す
ね
。

菅
原
　
二
十
四
年
四
月
が
正
式
採
用
で
、
二
十
五
年
の
十
一
月
ま
で
現
場
実
習
を

や
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
二
十
六
年
の
五
月
ま
で
半
年
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
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半
年
は
「
輸
送
設
備
主
幹
付
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
管
理
部
門
の

勉
強
の
実
習
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
天
王
寺
の
保
線
課
に
入
っ
た
の
は

な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
管
理
局
勤
務
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
現
場
の
全
体
の
実
習
が
終
わ
っ
た
後
、
い
よ
い
よ
今
度
は
実
務
に
就
く
ん

だ
け
れ
ど
も
、
土
木
屋
の
中
に
は
、
保
線
屋
と
工
事
屋
と
大
き
く
分
け
る
と
二
つ

あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
工
事
屋
の
人
は
「
そ
こ
で
保
線
の
勉
強
を
し
な
さ
い
」

と
い
う
の
が
こ
れ
な
ん
で
す
よ
。
逆
に
、
将
来
保
線
に
行
く
人
は
、
そ
の
半
年
の

間
に
管
理
局
じ
ゃ
な
く
て
、
「
何
と
か
工
事
局
の
土
木
一
課
に
行
き
な
さ
い
」
と
半

年
、
今
度
は
実
務
に
近
い
実
習
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

　
こ
れ
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
私
の
場
合
に
は
工
事
屋
と
い
う

か
、
改
良
計
画
や
何
か
に
進
む
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
、
天
王
寺
保
線
区
で
実
習

を
や
り
ま
し
た
。
要
す
る
に
別
分
野
の
勉
強
を
半
年
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
で
十
［
月
十
六
日
に
、
こ
れ
で
完
全
に
二
年
経
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

こ
れ
か
ら
が
工
事
局
で
本
当
の
実
務
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
村
　
そ
う
す
る
と
丸
々
二
年
間
、
実
習
が
一
そ
れ
は
す
ご
い
。

菅
原
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
い
ち
ば
ん
最
初
の
公
共
企
業
体
に
な
っ
て
、
新
人
た

ち
を
ど
う
育
て
よ
う
か
と
、
そ
の
時
の
先
輩
幹
部
が
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
最
後
の
半
年
は
、
事
務
系
の
人
は
夫
々
い
ろ
い
ろ
な
職
場
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
土
木
の
場
合
に
は
最
後
の
半
年
の
実
習
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

一
年
半
は
、
輸
送
設
備
主
管
付
ま
で
は
皆
一
緒
に
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。

森
天
王
寺
の
保
線
課
で
は
、
夜
の
見
回
り
な
ど
も
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
そ
れ
は
天
王
寺
管
理
局
の
中
で
、
天
王
寺
保
線
区
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
て
。
そ
の
中
の
「
龍
華
（
り
ゅ
う
げ
）
」
と
い
う
場
所
の
線
路
分
区
と
い
う

所
で
、
そ
こ
の
技
術
掛
を
命
ず
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
そ
こ
の
分
区
長
の
指

導
で
、
見
回
り
も
や
れ
ば
実
際
に
線
路
を
直
す
作
業
も
一
緒
に
歩
い
た
り
し
て
、

他
に
測
定
や
何
か
も
や
り
ま
し
た
。
現
場
の
人
が
一
生
懸
命
線
路
を
直
し
て
い
る

と
、
そ
の
後
実
際
に
測
定
し
て
み
て
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
と
か
、
ど
の
く
ら
い
の

期
間
に
直
さ
な
け
れ
ば
い
か
ん
か
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
保
守
周
期
を
調
べ

て
み
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
。
何
日
か
経
っ
て
か
ら
軌
道
の
狂
い
が
ま
た
大
き
く

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
調
べ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
時
は
一
人
、
相
棒
を
作
っ
て
く
れ
た
な
。
普
通
の
工
業
学
校
を
出
た
山
根

さ
ん
と
い
う
人
で
し
た
が
、
助
手
に
な
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
そ
う
い
う
測
定
を

や
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
そ
の
助
手
さ
ん
は
な
か
な
か
熱
心
な
人
で
、
後
で
東
大

阪
の
工
業
専
門
学
校
の
助
手
か
何
か
に
移
籍
し
た
人
で
、
良
く
で
き
る
人
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
「
龍
華
」
と
い
う
の
は
、
操
車
場
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
レ
ー

ル
の
古
い
の
が
あ
り
、
い
ち
ば
ん
古
い
レ
ー
ル
は
ど
う
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
か

と
か
、
そ
う
い
う
の
を
ず
い
ぶ
ん
調
べ
ま
し
た
。
操
車
場
で
は
列
車
が
あ
ま
り
入

ら
な
い
線
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
で
作
っ
た
そ
の
ま
ま
の
レ
ー
ル

が
あ
っ
た
り
し
て
、
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

中
村
　
基
本
的
に
保
線
区
付
の
技
術
掛
の
仕
事
は
、
こ
う
い
う
調
査
が
主
な
の
で

し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
い
う
分
区
の
中
に
は
技
術
掛
と
い
う
の
は
、
普
通
は

い
な
い
ん
で
す
よ
。
線
路
分
区
の
下
に
は
、
線
路
班
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
線
路

工
手
長
が
い
て
、
分
区
長
は
そ
れ
を
監
督
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ

ど
。
「
お
前
ら
、
勉
強
だ
か
ら
行
っ
て
来
い
」
と
い
う
こ
と
で
配
置
さ
れ
て
、
分
区

長
と
い
う
の
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
勉
強
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
け
れ

ど
、
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
を
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
本
来
は
工
手
長
が
や
る
仕
事
を
、
ち
ょ
っ
と
実
習
で
。

菅
原
　
そ
う
い
う
調
査
は
、
特
別
な
調
査
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
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工
手
長
が
自
分
で
、
後
は
仕
上
が
り
状
態
を
見
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。
ま
あ
、
，
見
習
期
間
が
そ
れ
だ
け
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
は
優
遇

さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
、
や
っ
ぱ
り
新
人
教
育
と
い
う
の
は
大
事
に
さ
れ
て
い
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
後
の
よ
う
な
赤
字
に
な
る
前
で
す
か
ら
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
組
合
も
そ
ん
な
に
激
し
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
次
は
ど
こ
か
ら
に
な
り
ま
す
か
…
…
。

森
　
今
度
は
東
京
工
事
局
に
配
属
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

菅
原
　
今
度
は
工
事
の
話
で
す
ね
。

森
　
今
日
は
、
本
格
的
な
実
務
に
就
か
れ
る
前
ま
で
お
聞
き
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

武
田
　
大
体
、
こ
う
い
う
感
じ
で
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
少
し
国
鉄
時

代
の
お
話
も
、
経
済
協
力
の
前
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す

菅
原
　
次
の
会
合
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
す
か
。

武
田
　
い
つ
頃
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
火
曜
日
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

菅
原
　
私
、
六
月
は
前
に
お
話
し
た
重
慶
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
試
運
転
で
ち
ょ
っ
と

四
日
程
、
重
慶
に
行
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
で
は
、
次
回
、
そ
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
（
笑
）
。

菅
原
　
で
す
か
ら
七
月
に
な
れ
ば
大
丈
夫
で
す
け
れ
ど
。

武
田
　
そ
れ
で
は
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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武
田
　
そ
れ
で
は
二
回
目
の
「
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
き
ょ

う
は
東
京
工
事
事
務
所
に
移
ら
れ
る
辺
り
か
ら
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
が
。
実
務
の
本
格
的
な
お
仕
事
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

東
京
工
事
事
務
所
の
所
属
し
た
部
署
は
何
で
し
た
か
。

菅
原
　
こ
の
前
の
話
の
最
後
が
、
最
初
に
実
際
の
現
場
の
見
習
い
を
一
年
や
っ
て
、

そ
れ
か
ら
広
島
の
局
の
輸
送
設
備
主
管
付
の
本
局
に
お
け
る
見
習
い
を
半
年
や
り

ま
し
て
、
そ
の
次
の
半
年
が
「
龍
華
（
り
ゅ
う
げ
）
」
と
い
う
所
で
保
線
の
現
場
で

見
習
い
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
完
全
に
実
習
は
二
年
間
で
、
当
時

は
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
勤
務
に
つ
い
た
の
が
東
京
工
事
事
務
所
な
ん
で
す
。
工

事
事
務
所
は
、
支
社
の
所
属
で
は
な
く
て
本
社
の
直
轄
な
ん
で
す
よ
。
本
部
が
鍛

冶
橋
に
あ
り
ま
し
て
、
今
は
も
う
姿
形
が
な
い
で
す
け
れ
ど
、
当
時
は
鍛
冶
橋
が

架
か
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
今
は
全
部
道
路
に
な
っ
て
鍛
冶
橋
の
名
前
だ
け
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
の
横
に
東
京
工
事
事
務
所
の
本
部
が
あ
っ
て
、
そ
の

下
に
「
工
事
区
」
と
い
う
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
で
私
が
配
属
さ
れ
た
の
は
「
東
京
工
事
区
」
で
、
東
京
駅
を
中
心
に
し
た

周
辺
の
改
良
工
事
を
主
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
ま
だ
山
手
線
と
京
浜

東
北
線
が
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
［
両
線
の
分
離
運
転
は
、
昭
和
三
一
年
十
一
月

十
九
日
に
開
始
さ
れ
た
］
。
で
す
か
ら
、
田
町
か
ら
田
端
ま
で
の
間
と
い
う
の
は
、

　
つ
の
複
線
区
間
を
両
方
の
線
の
列
車
が
走
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
列

車
を
た
く
さ
ん
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ど
ん
ど
ん
通
勤
客
が
増
え
て
き

ま
す
し
。
そ
れ
で
田
町
～
田
端
間
線
路
増
設
工
事
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
っ

て
、
そ
の
中
に
東
京
駅
の
改
良
も
含
ま
れ
て
い
て
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
仕
事
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
神
田
の
工
事
区
、
新
橋
の
工
事
区
と
か
、
大
き

な
駅
ご
と
に
工
事
区
が
あ
っ
て
工
事
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
状
況
で
す
。

武
田
　
大
き
な
工
事
区
と
は
、
ど
の
く
ら
い
の
規
模
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
五
・
六
十
人
近
く
い
ま
し
た
か
。
現
場
と
し
て
は
大
き
な

現
場
で
す
ね
。
東
京
駅
の
八
重
洲
側
と
い
う
の
は
、
ま
だ
そ
の
頃
は
高
架
で
は
な

く
て
車
輌
の
留
置
線
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
西
側
の
盛
り
土
の
上
に
東
京
駅
の

各
本
線
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
大
丸
が
入
っ
て
い
る
鉄
道
会
館
の
あ
の
辺
は
ま
だ

草
が
生
え
て
い
て
、
そ
こ
に
車
輌
基
地
が
あ
っ
た
。
以
前
に
は
東
京
駅
か
ら
出
発

す
る
列
車
を
そ
こ
に
留
置
し
て
い
て
、
そ
の
残
骸
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
付

近
を
ど
ん
ど
ん
改
良
し
て
い
っ
て
高
架
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
鉄
道
会
館
の
ビ
ル

を
作
っ
た
り
し
た
ん
で
す
［
鉄
道
会
館
八
重
洲
本
館
は
昭
和
二
九
年
十
月
に
完
成
］
。

　
私
が
担
当
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
一
時
J
R
東
海
の
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
、
あ
の
辺
り
の
高
架
で
す
。
在
来
の
手
荷
物
扱
い
所
と
い
う
の
が
非

常
に
狭
く
て
。
ま
だ
そ
の
頃
は
宅
急
便
と
か
が
な
い
時
代
で
す
か
ら
、
鉄
道
で
手

荷
物
・
小
荷
物
を
さ
か
ん
に
運
び
ま
し
た
よ
ね
。
そ
こ
に
「
手
小
荷
物
高
架
橋
」

と
い
う
の
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
仕
事
で
し
た
ね
。

　
そ
の
手
荷
物
扱
い
所
に
、
ち
ょ
う
ど
卒
業
論
文
で
や
っ
た
「
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
」

と
い
う
構
造
を
使
っ
た
ん
で
す
。
だ
い
ぶ
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
て
ア
メ
リ

カ
の
仕
様
書
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
、
そ
の
時
、
岡
部
助
役
と
い
う
三
年

ぐ
ら
い
先
輩
の
方
が
勉
強
家
で
、
そ
の
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
そ
の
高
架
橋
を

施
工
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
構
造
を
施
工
す
る
の
に
三
日
二
晩
ぐ
ら
い
連
続
で
非
常
に
大
量
の
コ
ン
タ
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リ
ー
ト
を
打
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
は
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
場
が
あ
っ
て
そ
こ

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
工
事
現
場
で
は
た
だ
打
ち
込

む
だ
け
で
す
け
ど
、
当
時
は
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
斜

面
の
所
に
機
械
を
据
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
っ
て
、
三
日
ぐ
ら
い
連
続
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

武
田
　
　
「
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
」
と
い
う
の
を
、
当
時
、
最
新
の
技
術
と
し
て
使
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
（
そ
の
当
時
は
）
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
で
そ
ん
な
大
型
の
も
の

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
新
し
い
形
式
で
し
た
か
ら
。
岡
部
さ
ん
は
本
社

の
設
計
事
務
所
で
設
計
を
や
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
「
A
C
I
（
〉
目
①
匡
＄
ロ

O
o
づ
自
雲
Φ
H
u
の
蜂
暮
Φ
、
　
一
九
〇
四
年
創
立
）
」
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
肌
身
は
な
さ
ず

持
っ
て
い
て
、
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
論
で
や
っ
て
い
た
内
容
な
も
の
で
す

か
ら
中
身
は
分
か
っ
て
い
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
の
で
す
け
ど
ね
（
笑
）
。

武
田
　
　
（
岡
部
さ
ん
は
）
先
生
が
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
の
研
究
を
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
当
然
ご
存
知
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
こ
と
を
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
岡
部
さ
ん
ご
自
身
も
相

当
勉
強
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
当
時
、
ほ
か
の
建
物
な
ど
で
は
こ
の
用
法
は
使
わ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
を
使
っ
た
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
や
は
り
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
日
本
で

は
鉄
道
の
高
架
橋
に
し
ま
し
て
も
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
幅
の
広
い
も
の
と
い
う
の

は
な
い
ん
で
す
ね
。
手
小
荷
物
扱
い
所
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
そ
の
下
で
手
荷

物
を
仕
分
け
た
り
す
る
の
で
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
わ
け
で
し
ょ
う
。
屋
根

も
フ
ラ
ッ
ト
な
わ
け
で
、
空
間
が
大
き
く
取
れ
る
の
で
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
の
ほ
う

が
よ
か
っ
た
わ
け
で
す
。
普
通
の
鉄
道
高
架
橋
と
い
う
の
は
、
縦
方
向
に
大
き
な

梁
の
通
っ
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
と
い
う
の
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
仕
事
で
し
た
ね
。

森
　
先
生
は
設
計
を
担
当
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
私
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
る
機
械
の
所
で
、
請
負
人
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

柔
ら
か
く
し
な
い
よ
う
に
監
督
し
て
い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

　
現
場
の
人
は
、
と
に
か
く
水
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む

方
が
楽
な
の
で
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
い
そ
」
と
文
句
を
言
っ
て
く
る
の
で
、
練

り
混
ぜ
を
や
っ
て
い
る
人
は
ど
う
し
て
も
水
を
入
れ
て
柔
ら
か
く
し
ょ
う
と
思
う

ん
で
す
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
良
い
も
の
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
監
督
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
お
か
げ
で
、
練
り
混
ぜ
の
職
人
と
は

だ
い
ぶ
仲
良
く
な
っ
た
の
で
す
が
。

　
そ
れ
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
「
打
ち
込
む
」
と
言
っ
て
も
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
「
流
し
込
む
」
な
ん
て
よ
く
言
い
ま
す
が
、
事
実
、
鉄

筋
を
組
ん
で
い
る
所
へ
固
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
と
中
へ
入
り
難
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
今
は
流
動
性
の
大
き
く
流
れ
や
す
く
て
、
し
か
も
よ
く
固
ま
り
強
度
の

出
る
も
の
を
さ
か
ん
に
開
発
し
て
い
ま
す
。
値
段
が
高
く
て
ま
だ
全
部
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
傾
向
は
あ
り
ま
す
。
当
時
は
そ
う
い
う
も
の
も

な
く
て
、
な
る
べ
く
固
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
ん
で
し
っ
か
り
締
め
固
め
た
。

で
す
か
ら
振
動
機
を
入
れ
て
固
め
る
と
か
で
「
打
ち
込
む
」
と
い
う
用
語
が
あ
る

の
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
構
造
物
の
柱
の
中
に
入
っ
て
、
長
靴
で
ぐ
ん
ぐ
ん
踏

み
つ
け
た
り
す
る
と
、
い
い
も
の
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
構
造
物
も
、

現
在
は
み
ん
な
柱
の
周
り
に
お
化
粧
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
見
え
ま
せ
ん
が
。

中
村
　
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
の
場
合
、
普
通
の
ス
ラ
ブ
の
形
と
は
同
じ
ぐ
ら
い
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の
強
度
で
す
か
。

菅
原
　
無
筋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
も
の
で
大
体
標
準

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
強
く
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
す
。

中
村
　
や
は
り
、
広
い
面
を
使
う
用
途
だ
っ
た
の
で
使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
天
井
に
梁
が
な
い
か
ら
荷
物
を
運
ん
だ
り
す
る

時
に
便
利
が
い
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
使
っ
た
ん
で
す
ね
。
東
京
工
事
事
務
所
と

い
う
の
は
そ
ん
な
仕
事
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、
ま
た
話
に
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
い
っ
ぺ
ん
外
へ
出
て
帰

っ
て
き
て
、
「
土
木
課
長
」
を
や
り
、
そ
れ
か
ら
「
次
長
」
と
い
う
の
も
一
回
や
っ

て
、
東
京
工
事
局
（
当
時
の
東
京
工
事
事
務
所
）
に
は
、
結
局
三
回
勤
務
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
ね
。
岡
部
さ
ん
は
、
当
時
、
助
役
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
謡
い

ろ
い
ろ
指
導
を
受
け
ま
し
た
し
、
い
ち
ば
ん
最
初
に
実
務
と
し
て
一
緒
に
や
っ
て

い
た
連
中
と
今
で
も
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

「
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
＼
」

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

創
　
鉄
道
技
術
研
究
所
に
配
属
に
な
る
　
I
P
C
を
学
ぶ
　
　
　
　
　
創

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

眉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

創
ー
ー
ー
ー
ー
宣
旨
ー
二
三
、
ー
ー
ー
ー
二
二
！
ー
ー
当
身
i
、
一
」

武
田
　
東
京
工
事
事
務
所
に
は
ど
の
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
か
ら
技
研
（
鉄
道
技
術
研
究
所
）
に
行
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。

武
田
　
先
に
技
研
に
行
か
れ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
東
京
工
事
事
務
所
に
十
一
月
に
入
っ
て
、
六
月
に
は
技
研
に
行
っ

た
ん
で
す
ね
。

　
本
当
は
工
事
を
も
っ
と
や
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
技
研
が
浜
松
町
に

あ
り
ま
し
て
工
事
局
と
は
近
か
っ
た
ん
で
す
。
技
研
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
室
と

い
う
所
な
も
の
で
す
か
ら
、
工
事
現
場
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
行
き
来
し
て
い
た
ん

で
す
。
「
お
前
さ
ん
は
ド
イ
ツ
語
が
よ
く
で
き
る
か
ら
、
技
研
で
今
文
献
を
調
べ
て

い
る
の
で
来
て
く
れ
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
て
。
こ
れ
は
、
本
当
は
ま
ち
が
い

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
い
う
の
は
そ
の
頃
、
ド
イ
ツ
語
の
得
意
な
人
が
一
人
国
鉄

に
入
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
人
と
ま
ち
が
え
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

一
同
　
　
（
爆
笑
）
。

菅
原
　
そ
の
人
は
技
研
に
入
ら
な
く
て
、
そ
れ
で
私
が
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
技
研

に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
。
結
果
的
に
は
工
事
現
場
は
半
年
で
技
研
に
入
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
半
年
で
換
わ
る
の
は
、
か
な
り
早
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

菅
原
　
現
場
で
す
か
ら
、
そ
う
長
く
い
る
と
こ
ろ
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
も
と
も

と
採
用
の
時
も
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ー
東
京
を
走
っ
て
い
る
電
車
の
よ

う
な
「
高
速
電
車
」
と
い
う
意
味
で
す
け
れ
ど
も
一
、
あ
あ
い
う
高
架
橋
の
工

事
を
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
入
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
が
で
き
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
し
研
究
が
好
き
な
わ
け
で
も
な
い
。
後
で
聞
い
た
話
で
は
、
要
す
る
に
「
あ

い
つ
と
ま
ち
が
え
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

武
田
　
技
研
に
実
際
に
移
ら
れ
て
ド
イ
ツ
語
の
文
献
は
ど
う
で
し
た
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
読
み
に
く
い
か
ら
あ
ま
り
読
ま
な
か
っ
た
で
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
（
笑
）
。

菅
原
　
そ
れ
で
技
研
に
昭
和
二
十
七
年
に
入
っ
た
。
そ
れ
が
結
果
的
に
非
常
に
良

か
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
「
P
C
（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
」
と
い

う
勉
強
が
全
国
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
時
期
で
、
結
局
ド
ク
タ
ー
（
博
士
号
）
も
そ

れ
で
授
つ
た
の
で
す
が
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
圧
縮
強
度
が

非
常
に
強
い
も
の
で
す
け
れ
ど
も
引
っ
張
り
強
度
が
弱
い
。
無
筋
コ
ン
フ
リ
ー
ト
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だ
っ
た
ら
、
梁
を
作
っ
て
も
、
物
が
載
っ
た
ら
折
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
そ

れ
で
梁
の
下
の
ほ
う
に
鉄
筋
を
入
れ
て
、
補
強
を
し
ま
す
◎
こ
れ
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
す
。
そ
れ
だ
け
だ
と
大
き
さ
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
し
、
あ
ま
り
長
い
も

の
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
梁
の
下
部
に
入
れ
る
の
は
た
だ
の
鉄
筋
じ
ゃ
な
く
て

非
常
に
高
強
度
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
入
れ
て
、
両
端
で
ぐ
っ
と
引
っ
張
る
。
逆
に
い
え

ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
圧
縮
を
か
け
る
。
そ
う
す
る
と
物
が
載
っ
て
も
ち
ょ
う
ど
梁

の
下
側
の
応
力
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
引
っ
張
り
が
力
が
か
か
ら
な

い
。
そ
れ
が
P
C
の
原
理
な
ん
で
す
。
事
前
に
圧
縮
力
を
与
え
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
研
究
の
ハ
シ
リ
で
、
技
研
で
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

今
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
「
橋
梁
」
と
名
の
付
く
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ら
大
き
な
も

の
は
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
P
C
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
非
常
に
う
ま
い
こ
と
に
猪
股
俊
司
［
国
鉄
か
ら
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ

ー
ト
振
興
、
の
ち
旧
本
構
造
橋
梁
研
究
所
副
会
長
。
大
学
講
師
も
勤
め
た
］
と
い

う
人
が
室
長
で
お
ら
れ
ま
し
て
、
と
て
も
勉
強
家
で
P
C
の
本
を
た
く
さ
ん
書
い

た
り
し
て
い
た
そ
の
人
の
下
で
、
い
ろ
い
ろ
研
究
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
新

し
い
研
究
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
私
も
猪
股
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
た
の
も
あ

る
し
、
自
分
の
研
究
も
た
く
さ
ん
ま
と
め
、
そ
れ
が
非
常
に
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
P
C
を
い
ち
ば
ん
日
本
で
必
要
と
し
た
は
じ
ま
り
は
、
「
枕
木
」
で
す
ね
。
鉄
道

枕
木
用
の
よ
い
木
材
が
だ
ん
だ
ん
値
段
が
高
く
な
っ
た
し
物
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

外
国
の
輸
入
品
は
値
段
が
高
い
し
、
必
ず
し
も
い
い
物
で
は
な
い
し
、
そ
れ
か
ら

木
の
枕
木
は
軽
い
の
で
取
り
扱
い
は
い
い
け
れ
ど
も
列
車
が
通
る
と
軌
道
が
狂
っ

て
く
る
。
ど
う
し
て
も
抵
抗
力
が
弱
い
わ
け
で
す
ね
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
枕
木
だ

と
重
い
の
で
、
軌
道
の
維
持
が
よ
く
で
き
る
。
こ
れ
が
P
C
を
い
ち
ば
ん
必
要
と

し
た
理
由
な
ん
で
す
。

中
村
　
ち
ょ
う
ど
昭
和
三
十
年
前
後
の
時
期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枕
木
と
い
う
の
は
。

菅
原
　
一
九
五
〇
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年
。
そ
う
で
す
ね
。
技
研

に
行
っ
た
頃
に
は
、
も
う
あ
る
種
の
形
の
P
C
ま
が
い
の
テ
ス
ト
を
始
め
て
い
た

時
で
、
あ
ち
こ
ち
の
管
理
局
に
行
っ
て
実
際
に
そ
の
性
能
を
測
定
し
て
歩
い
た
り

し
た
し
、
枕
木
そ
の
も
の
の
曲
げ
試
験
と
か
も
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
技
術
研
究
所
で
は
P
C
の
研
究
が
主
な
勉
強
で
し
た
。

∠
幽
■
「
、
隔
、
鞠
、
剛
、
唾
、
唾
、
亀
、
隔
、
亀
、
鞠
、
亀
、
唾
、
亀
、
馳
、
麺
、
馳
、
馳
、
亀
、
麹
、
亀
、
麹
、
唾
、
亀
、
軸
；
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梁
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篁
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口
、
亀
、
鞠
、
亀
＼
陶
、
陶
、
隔
＼
隔
、
亀
、
隔
、
唾
、
唾
、
職
、
唾
＼
曉
＼
隔
、
唾
、
曉
、
職
、
瞳
、
噂
、
晴
、
陶
、
軸

菅
原
　
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
時
に
関
西
の
ほ
う
で
集
中
豪
雨
が
あ
り
ま
し
て
、
信

楽
町
の
「
第
一
大
戸
川
」
と
い
う
橋
梁
が
流
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。

中
村
　
昭
和
二
十
八
年
で
す
か
。

菅
原
　
昭
和
二
十
人
年
八
月
の
集
中
豪
雨
（
多
羅
尾
豪
雨
）
で
流
さ
れ
て
そ
れ
を

復
旧
す
る
と
い
う
時
に
、
本
社
の
土
木
課
長
を
や
っ
て
い
た
人
で
仁
杉
巌
［
の
ち

国
鉄
総
裁
］
と
い
う
も
う
一
人
偉
い
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
人
も
P
C
の
勉
強
を

し
て
い
た
人
で
、
そ
れ
で
P
C
の
橋
に
し
ょ
う
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
も
と
の
橋

は
一
〇
m
の
標
準
型
の
鉄
橋
［
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
タ
ー
橋
（
鋼
橋
）
］
が
架
か
っ
て
い

た
。
三
連
で
す
か
ら
全
部
で
三
〇
m
。
川
の
中
の
二
本
の
橋
脚
が
流
さ
れ
ち
ゃ
っ

た
。
桁
も
も
ち
ろ
ん
流
さ
れ
て
、
そ
れ
の
復
旧
工
事
と
し
て
三
〇
m
の
一
連
の
橋

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
P
C
と
し
て
は
日
本
で
い
ち
ば
ん
最
初
の
本
格
的
な
P
C
橋

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
技
研
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
徹
底
的
に
研
究
し
ま
し
た
。

　
仁
杉
さ
ん
は
大
阪
の
工
事
事
務
所
の
次
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
て
、
発
注
者
と
し

て
そ
の
工
事
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
研
究
所
で
は
私
が
担
当
で
現
場
の
指
導
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C

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
橋
梁
の
近
く
の
お
寺
と
か
農
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
ず
っ
と

完
成
す
る
ま
で
そ
こ
に
い
た
り
し
て
、
そ
の
橋
を
昭
和
二
十
九
年
に
完
成
さ
せ
た
。

こ
れ
が
本
格
的
な
P
C
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
至
る
前
に
、
東
京
駅
の
六
番
、
七
番
乗
降
場
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
駅
に
は
、
も
と
は
東
海
道
線
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
山
手
線
と
京
浜
東
北
線

は
一
緒
に
な
っ
て
い
て
と
い
う
ふ
う
に
、
線
路
が
た
く
さ
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

山
手
と
京
浜
東
北
線
は
分
離
し
て
複
々
線
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら

中
央
線
が
あ
る
わ
け
で
す
。
人
重
洲
の
ほ
う
に
は
車
輌
基
地
の
跡
に
ま
だ
土
地
が

余
っ
て
い
た
。
外
堀
通
り
と
の
間
に
は
ま
だ
隙
間
が
あ
る
。
東
海
道
新
幹
線
は
そ

こ
に
取
り
込
ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
六
、
七
番
乗
降
場
の
梁
に
P
C
を
使
お
う

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
実
用
化
の
始
ま
り
で
し
ょ
う
か
。
工
場
で
作
っ
た
の
を

金
沢
の
七
尾
で
試
験
を
や
り
、
東
京
で
も
い
ろ
い
ろ
試
験
を
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
東
京
駅
六
・
七
番
乗
降
場
の
P
C
桁
試
験
」
と
い
う
た
く
さ
ん
の
報
告
も
書
き

ま
し
た
し
、
基
本
的
な
勉
強
も
や
り
、
現
場
の
指
導
を
や
っ
た
り
し
て
フ
ル
稼
働

で
し
た
ね
。

奄
、
亀
、
」
■
「
、
麹
、
糎
、
唾
、
剛
、
亀
、
亀
、
陶
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
喚
、
唾
、
畦
、
職
、
亀
、
噂
、
剛
、
陶
、
亀
♪
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
睡
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
噴
、
一
、
し

武
田
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
室
と
い
う
の
は
何
人
ぐ
ら
い
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
作
業
の
人
も
入
れ
て
二
十
人
足
ら
ず
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
割
と
大
き
い
ん
で
す
か
。
小
さ
い
ほ
う
で
す
か
。

菅
原
　
中
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。
そ
れ
と
ス
チ
ー
ル
関
係
で
鋼
構
造
研
究
室
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ス
チ
ー
ル
研
究
室
」
と
い
う
よ
り
は
測
定
研
究
室

み
た
い
な
も
の
で
、
測
定
の
仕
事
が
あ
る
と
き
は
い
つ
も
一
緒
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
「
セ
メ
ン
ト
研
究
室
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
三
つ
ぐ
ら
い
が
よ
く
一
緒
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
研
究
・
試
験
を
や
り

ま
し
た
。

武
田
　
研
究
所
を
あ
げ
て
、
こ
の
P
C
工
法
で
何
か
や
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
で
は

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
本
当
の
ハ
シ
リ
で
し
た
ね
。

中
村
　
ち
な
み
に
こ
の
P
C
工
法
と
は
当
時
、
知
識
は
ど
こ
か
ら
い
ち
ば
ん
入
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。

菅
原
　
い
ち
ば
ん
最
初
は
ア
メ
リ
カ
で
q
蓉
ω
o
昌
ー
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
道
路
の
舗

装
で
特
許
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
が
、
た
だ
実
際
に
そ
う

い
う
の
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
考
え
方
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
か
ド
イ
ツ
の
人
で
は
い
ろ
ん
な
研
究
と
か
論
文

が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
レ
シ
ネ
i
［
国
Φ
岩
。
・
貯
①
戸
固
‘
α
q
曾
Φ
］

と
い
う
人
が
P
C
そ
の
も
の
の
原
理
特
許
を
取
っ
た
［
一
九
二
人
年
］
。
最
初
に
私

が
申
し
上
げ
た
の
が
「
原
理
」
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
特
許
に
し
て
し
ま

っ
た
。
今
ま
で
の
人
が
失
敗
し
て
い
た
の
は
、
普
通
の
鉄
筋
み
た
い
な
軟
鋼
を
引

っ
張
っ
て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ク
リ
ー
プ
す
る
と
、

引
っ
張
っ
た
カ
は
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
材
料
で
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
考
え
方
は
良
か

っ
た
の
で
す
が
、
P
C
と
し
て
成
り
立
た
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
と
こ
ろ
が
コ
ン
ク
リ
…
ト
は
一
般
に
無
筋
だ
っ
た
ら
十
八
N
／
、
㎜
と
か
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
二
十
七
N
／
、
㎜
ぐ
ら
い
の
強
度
の
も
の
で
す
が
、
P
C
に
使

う
も
の
は
三
十
五
～
五
〇
N
／
、
㎜
と
か
、
も
の
に
よ
っ
て
は
七
〇
～
八
O
N
／
、
㎜
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の
も
の
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
鋼
材
の
ほ
う
も
通
常
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

よ
う
な
も
の
で
な
く
て
、
普
通
の
鉄
筋
よ
り
五
倍
ぐ
ら
い
強
い
高
張
力
の
鋼
材
を

使
う
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
で
引
っ
張
っ
て
も
、
こ
れ
も
少
し
弛
む
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
も
ク
リ
ー
プ
し
て
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
引
っ
張
っ
た
カ
が
少
し
ず
つ
弛

ん
で
い
く
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
の
を
計
算
し
て
も
鋼
材
の
引
張
力
の
減
少

分
は
ト
ー
タ
ル
で
十
五
％
ぐ
ら
い
に
し
か
な
ら
な
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
最

初
に
与
え
ら
れ
た
圧
縮
力
の
八
十
五
％
位
が
い
つ
ま
で
も
伝
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ

で
最
初
の
P
C
の
原
理
の
と
お
り
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
ど
う
い
う
材
料
を
使
っ

た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
ま
で
含
め
て
、
こ
の
フ
レ
シ
ネ
ー
さ
ん
が
原
理
特
許
を

取
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
［
フ
レ
シ
ネ
ー
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
日
本

で
も
特
許
を
取
っ
て
い
た
が
、
戦
後
ま
で
特
許
庁
に
眠
っ
て
い
た
］
。

　
日
本
で
は
藤
田
亀
太
郎
と
い
う
、
鉄
道
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、
こ
の
方
が
そ
の

技
術
を
日
本
に
導
入
し
、
極
東
地
域
で
の
実
施
権
を
得
て
、
工
業
化
を
進
め
ら
れ

た
わ
け
で
す
。
日
本
で
の
P
C
実
用
化
の
始
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
田
　
戦
後
の
方
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
頃
の
人
で
す
ね
。
今
は
も
う
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
［
二
〇
〇
三
年

六
月
没
］
。

中
村
　
こ
の
方
も
国
鉄
の
方
で
す
か
。

菅
原
　
国
鉄
で
す
。
藤
田
亀
太
郎
と
い
う
人
は
、
普
通
の
人
と
や
っ
ぱ
り
か
け
離

れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
戦
前
に
［
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
］
に
フ
ラ

ン
ス
留
学
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
文
学
と
か
絵
画
で
は
た
く
さ
ん
留
学
し
て
い

る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
が
、
土
木
屋
で
ど
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
た
か
と
い
う

の
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
得
意
だ
っ
た
の
で
そ
う
い
う
点
で
突
出

し
た
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
る
間
に
フ
レ
シ
ネ
ー
さ
ん
と
面
識
が
で
き

た
り
な
ん
か
も
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
目
本
へ
帰
っ
て
き
て
、
当
時
の
国

鉄
の
外
事
部
の
技
術
課
長
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
ア
メ
リ

カ
の
占
領
下
だ
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
の
輸
送
だ
と
か
の
お
世
話
を
焼
い

た
り
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
。
そ
う
や
っ
て
い
る
中
で
、
あ
る
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
フ
レ
シ
ネ
ー
式
の
技
術
を
導
入
し
た
ん
で
す
。
そ
し
て

一
九
五
二
年
－
昭
和
二
十
七
年
に
日
本
に
「
極
東
鋼
弦
（
こ
う
げ
ん
）
コ
ン
ク

リ
ー
ト
振
興
株
式
会
社
」
と
い
う
、
極
東
地
域
に
お
け
る
特
許
の
総
代
理
店
と
い

う
も
の
を
作
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
頃
は
他
に
工
法
が
な
か
っ
た
の
で
原
理
特
許
も
あ
る
し
、
フ
レ
シ
ネ
i
工

法
は
日
本
で
非
常
に
広
が
り
だ
し
た
。
た
だ
、
そ
の
方
の
良
か
っ
た
点
は
「
特
許

を
も
ら
っ
た
か
ら
自
分
が
や
る
ん
だ
」
と
や
っ
た
の
で
は
発
展
は
限
定
さ
れ
る
の

で
す
が
、
「
自
分
は
特
許
を
取
っ
て
き
て
み
ん
な
に
や
ら
せ
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

で
、
八
十
数
社
の
企
業
と
再
実
施
権
の
契
約
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
ス
タ
ー
ト
の
時
は
相
当
苦
労
し
た
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
ま
た
現
在
、
ち
ょ

っ
と
こ
こ
の
と
こ
ろ
全
体
の
公
共
事
業
費
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
五
千
億
円

ぐ
ら
い
の
大
産
業
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
振
興
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
．

い
る
の
は
、
極
東
地
域
で
の
実
用
化
を
振
興
す
る
会
社
で
、
自
分
が
直
接
施
工
す

る
の
で
は
な
い
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
会
社
を
作
っ
て
進
め
、
日

本
で
の
P
C
の
実
用
化
に
尽
く
さ
れ
た
の
で
す
。
事
実
、
P
C
産
業
は
、
非
常
に

い
い
産
業
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
P
C
工
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ダ
ー
グ
と
い
う

工
法
が
あ
り
ま
す
。

森
　
　
「
デ
ィ
ヴ
ィ
ダ
ー
グ
」
は
会
社
の
名
前
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
会
社
の
名
前
で
す
。
∪
唄
。
雲
霞
ゲ
。
庸
（
デ
イ
カ
ー
ホ
フ
）
と
い

う
人
と
芝
融
雪
き
昌
（
ヴ
ィ
ツ
ド
マ
ン
）
と
い
う
人
の
名
前
を
一
緒
に
し
て
「
デ

イ
ヴ
イ
ダ
ー
グ
［
∪
暑
H
U
＞
O
　
∪
田
＋
白
搾
＋
＞
O
（
独
国
で
株
式
会
社
）
。
］
」
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と
い
う
名
前
の
会
社
な
ん
で
す
。
住
友
電
工
が
引
き
受
け
元
に
な
っ
て
、
ち
ょ
う

ど
極
東
鋼
弦
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
技
術
を
ド
イ
ツ
か
ら
導
入
を
し
て
、
そ
れ
も

や
っ
ぱ
り
数
十
社
の
企
業
が
実
施
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
今
日
本
で
は
第
二
位

な
ん
で
す
。
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
導
入
し
て
い
る
の
が
あ
り
ま
し
て
、

日
本
で
は
今
、
二
十
数
種
類
を
超
え
る
工
法
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
国
内
で
開
発

し
た
も
の
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
し
。
シ
ェ
ア
か
ら
い
う
と
、
五
〇
％
位
が
フ
レ
シ

ネ
ー
工
法
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

中
村
　
菅
原
さ
ん
の
こ
の
時
期
の
お
仕
事
と
し
て
は
、
日
本
で
導
入
さ
れ
た
ば
か

り
の
P
C
の
実
用
実
験
の
よ
う
な
こ
と
を
中
心
的
に
な
さ
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
研
究
所
に
い
た
時
に
は
ど
の
工
法
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
フ
レ
シ
ネ
i
式
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
フ

レ
シ
ネ
i
式
の
入
っ
て
く
る
ち
ょ
っ
と
前
の
工
法
も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
P
C

全
体
の
応
援
団
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
最
初
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
い

ろ
ん
な
工
法
を
や
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
当
時
は
や
っ
ぱ
り
技
術
開
発
と
国
鉄
の
研
究
が
い
ち
ば
ん
主
体
だ
っ

た
し
、
設
計
陣
も
い
い
の
が
い
ま
し
て
ね
。
先
程
、
ド
イ
ツ
語
の
得
意
な
人
と
い

う
の
は
小
寺
さ
ん
と
い
う
ん
で
す
が
。
そ
の
人
の
お
父
さ
ん
が
駐
在
し
て
い
た
の

が
ド
イ
ツ
だ
っ
た
の
で
、
事
実
ド
イ
ツ
語
が
上
手
だ
っ
た
。
で
す
か
ら
デ
イ
ヴ
イ

ダ
ー
グ
工
法
を
彼
は
一
所
懸
命
勧
め
て
い
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
シ
ン
パ
が
い
ま

し
て
ね
（
笑
）
。

武
田
　
先
程
、
目
本
独
自
の
工
法
も
開
発
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
…
…
。

菅
原
　
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
パ
ッ
と
広
ま
っ
た
と
い
う
の
は
な
い
で
す
。

森
　
日
本
独
自
の
工
法
と
い
う
の
は
ど
な
た
が
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
た
と
え
ば
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
［
昭
和
三
十
二
年
設
立
。
現

オ
リ
エ
ン
タ
ル
建
設
］
。
実
際
に
工
事
を
す
る
ほ
う
の
会
社
の
名
前
で
す
コ
「
オ
リ

エ
ン
タ
ル
」
と
い
う
の
と
「
ピ
ー
・
エ
ス
［
昭
和
二
十
七
年
設
立
。
現
　
ピ
妻
戸

ス
三
菱
］
」
と
い
う
の
と
二
つ
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
。
あ
と
二
十
社
ぐ
ら
い
大
き
な
会

社
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
は
独
自
の
工
法
も
考
え
て
い
る
し
、
そ
れ
か
ら

局
所
的
に
は
自
分
の
と
こ
ろ
で
特
許
と
い
う
の
を
持
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
ね
。

　
枕
木
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
P
C
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど

も
、
た
と
え
ば
北
海
道
の
場
合
に
は
「
ド
ー
ピ
ー
建
設
［
北
海
道
ピ
ー
・
エ
ス
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
昭
和
三
十
一
年
設
立
、
昭
和
五
十
八
年
社
名
変
更
］
」
、
東

北
で
は
「
東
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
、
そ
れ
か
ら
極
東
鋼
弦
の
子
会
社
と
し
て
「
興

和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
［
昭
和
十
四
年
設
立
。
昭
和
二
十
八
年
極
東
鋼
弦
社
が
資
本
参

加
］
」
と
か
。
西
の
ほ
う
に
行
き
ま
す
と
大
阪
の
「
中
央
ピ
ー
エ
ス
［
昭
和
三
十
一

年
設
立
］
」
と
か
、
九
州
の
「
富
士
ピ
i
・
エ
ス
［
昭
和
二
十
九
年
設
立
］
」
1

そ
う
い
う
実
施
会
社
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
枕
木
の
場
合
に
は
工
場
か
ら
の
輸
送

費
が
大
き
い
の
で
、
規
格
を
決
め
れ
ば
ど
こ
で
作
っ
て
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で

J
R
も
地
域
毎
に
作
ら
せ
た
ん
で
す
。

　
枕
木
を
工
場
で
作
っ
て
そ
れ
を
鉄
道
に
納
め
る
の
は
、
最
初
は
大
き
な
仕
事
だ

っ
た
の
で
す
ね
。
今
で
も
そ
れ
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
枕
木
も
今
は
主
要
な

幹
線
で
は
ほ
と
ん
ど
P
C
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
取
り
替
え
と
い
う
の
は
な
い
ん
で

す
ね
。
下
級
線
の
ほ
う
に
も
少
し
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
最
盛
期
に
比
べ

る
と
う
ん
と
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
名
前
を
挙
げ
た
よ
う
な

会
社
も
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
自
前
の
工
法
を
や
っ
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
フ
レ
シ

ネ
ー
式
と
か
デ
ィ
ヴ
ィ
ダ
ー
グ
工
法
や
何
か
を
使
っ
て
、
一
般
の
公
共
事
業
の
橋

梁
工
事
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
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《
■
「
、
隔
、
唾
、
亀
、
噂
、
亀
、
唾
、
亀
、
噂
、
曉
、
陶
、
陶
、
職
、
隔
、
亀
、
隔
、
馳
、
唾
、
亀
、
贈
、
亀
、
隔
、
隔
、
亀
♪

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

冨
　
信
楽
線
第
一
大
戸
橋
梁
工
事
の
監
督
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

嘗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

戸
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
馳
＼
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
麹
、
陶
、
馳
＼
嗜
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
喚
、
馳

武
田
　
本
格
的
な
橋
梁
は
信
楽
線
で
す
か
。
こ
の
時
に
は
先
生
は
現
場
に
ず
っ
と

立
ち
会
う
と
い
う
形
で
し
た
か
。

菅
原
　
ず
い
ぶ
ん
長
く
現
場
に
行
き
、
実
際
の
最
後
の
仕
上
げ
ま
で
ほ
と
ん
ど
や

り
ま
し
た
。

武
田
　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
現
場
に
詰
め
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
桁
は
四
本
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
四
本
を

作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
設
計
ど
お
り
に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
指
導
す

る
。
桁
を
射
取
り
を
し
て
河
川
上
を
渡
り
、
所
定
の
位
置
で
横
取
り
を
し
て
四
本

並
べ
て
、
桁
と
桁
の
間
に
継
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
。
出
来
上
が
っ
た
橋
梁

に
荷
重
を
載
せ
た
り
列
車
を
通
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
振
動
試
験
を
や
っ
た
り
し
て

相
当
長
い
こ
と
泊
ま
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
先
程
の
お
話
で
は
お
寺
に
泊
ま
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
。

菅
原
　
現
場
に
詰
め
所
が
出
来
る
前
か
、
あ
る
い
は
出
来
上
が
っ
て
か
ら
見
に
行

っ
た
時
か
で
、
工
事
区
が
な
い
時
に
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
時
に
は
お
寺
に
泊
ま
り

ま
し
た
。

武
田
　
行
っ
た
り
来
た
り
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
相
当
長
期
に
そ
の
ま
ま
泊
り
込
ん
で
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。

中
村
　
こ
の
橋
の
前
に
は
日
本
に
は
P
C
橋
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
わ
け
で
し
ょ

う
が
、
外
国
で
は
も
う
か
な
り
や
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
日
本
の
中
に
も
相
当
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
東
京
駅
の
六
・
七
番
乗

降
場
の
梁
な
ど
は
そ
れ
よ
り
先
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
か
ら
国
内
で
も
三
m
、
五
m

と
い
う
よ
う
な
P
C
橋
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
こ
れ
だ
け
長
大
な
も
の
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
P
C
に
は
二
種
類
あ
り
ま
し
て
、
一
種
類
は
枕
木
を
作
る
の
と
同
じ
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
最
初
引
っ
張
っ
て
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
そ
の

周
り
に
打
ち
込
む
わ
け
で
す
よ
。
そ
し
て
そ
れ
が
固
ま
っ
た
時
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
切

る
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
が
縮
み
ま
す
よ
ね
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
独
り
で
に
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
が
か
か
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
で
ワ
イ
ヤ
ー
が
ズ
ル
ズ
ル
と
滑
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
気
が
す
る
で
し
ょ
う
、
そ
れ
が
滑
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
強
度
が
強
い
と
付
着
力
が
大
き
い
と
い
う
の
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
も
縮
も
う
と
す

れ
ば
太
る
わ
け
だ
か
ら
独
り
で
に
襖
が
出
来
る
。
端
か
ら
直
径
×
何
倍
か
の
距
離

ま
で
は
滑
っ
て
く
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
こ
か
ら
奥
は
設
計
ど
お
り
の
引
張
力
が

残
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
方
式
を
「
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
本
格
的
な
橋
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
う
ん
と
大
き
な
力
で
ケ
ー
ブ
ル

を
引
っ
張
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
も
太
い
も
の
を
使
い
ま
す
か
ら
定
着
具

と
い
う
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
っ
た
後
で
ケ
ー
ブ
ル

を
梁
価
し
て
、
そ
れ
で
締
め
付
け
る
。
締
め
付
け
る
と
こ
ろ
で
定
着
す
る
、
定
着

具
は
大
体
「
懊
式
」
が
多
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
そ
こ
で
ケ
ー
ブ
ル
の
カ
が
、
コ

ン
ク
リ
…
ト
に
伝
わ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
方
式
を
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
と
い
い

ま
す
。
そ
う
い
う
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

中
村
　
こ
の
橋
梁
は
そ
の
後
者
の
ほ
う
で
す
か
。

菅
原
　
後
者
の
ほ
う
の
、
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

武
田
　
強
度
は
も
う
充
分
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
三
十
年
後
の
測
定
で
も
（
強

度
は
十
分
）
で
し
た
か
。
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菅
原
　
ま
ず
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
を
与
え
る
時
に
測
定
を
し
た
わ
け
で
す
ね
。
た
だ

そ
れ
は
何
年
も
つ
か
、
1
小
さ
な
模
型
で
確
か
め
た
人
は
だ
く
さ
ん
い
ま
す
が

一
、
確
か
め
た
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
三
十
年
に
わ
た
っ

て
測
っ
て
、
そ
の
記
録
を
学
会
に
も
二
回
戦
ら
い
発
表
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
四

年
ぐ
ら
い
測
っ
て
い
る
う
ち
に
、
も
う
飽
和
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
「
飽
和
し
た
」

と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
縮
む
だ
け
縮
ん
で
プ
レ
ス
ト
レ
ス
は
も
う
変
わ
り
ま
せ

ん
と
い
う
意
味
で
す
。

　
三
十
年
と
い
う
の
は
、
三
十
年
間
毎
日
測
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
四
年
ぐ
ら

い
で
「
も
う
こ
れ
で
い
い
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
測
点
だ
け
残
し
て
お
い

て
途
中
何
回
か
行
っ
て
測
っ
て
、
三
十
年
目
に
ま
た
同
じ
よ
う
な
テ
ス
ト
を
や
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
三
十
年
後
に
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
も
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
の
効
果
も
計
画
と
お
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
め
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
も
私
の
経
歴
に
も
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
第
一
大
戸
川
橋
梁
長
期
測
定

結
果
は
「
P
C
技
術
協
会
賞
」
を
受
賞
し
た
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
人
が
他
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

｛
■
「
、
口
、
馳
、
麹
、
鞠
＼
陶
、
陶
、
隔
、
亀
＼
亀
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、
隔
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陶
、
陶
、
亀
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亀
、
」
■
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π
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響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鳶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
し

武
田
　
最
初
に
そ
う
い
う
も
の
を
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
す
ご
い
こ
と

で
す
よ
ね
。
先
生
ご
自
身
は
ど
う
で
す
か
。
や
っ
ぱ
り
初
め
て
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
私
自
身
も
モ
デ
ル
が
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
持
ち
込
ん

だ
機
械
も
最
初
の
う
ち
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
し
た
フ
レ
シ
ネ
ー
式
で
す
し
、
ジ

ャ
ッ
キ
に
し
て
も
み
ん
な
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
使
い
春
曇
も

必
ず
し
も
よ
く
慣
れ
て
は
い
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。

森
そ
う
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
製
の
機
械
を
買
っ
た
と
き
は
、
使
い
方
を
教
え
る
技

術
者
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
機
械
に
付
い
て
き
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
読
ん
で
自
分
た
ち
で
使
い
方
を
考
え
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
前
に
お
話
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
研
究
所
に
い
た
時
の
研
究
室
長
の
猪
股
さ
ん
と
い
う
人
が
、
極
東
鋼
弦
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
部
長
に
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
さ
せ
ら
れ

た
わ
け
で
す
［
昭
和
二
十
八
年
］
。
そ
の
方
は
一
年
以
上
で
す
か
ね
、
そ
れ
こ
そ
現

場
に
行
っ
て
牛
小
屋
の
際
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
一
緒
に
住
ん
で
、
　
緒
に
工
事
を
や

っ
て
き
た
り
し
ま
し
て
。
だ
か
ら
設
計
者
で
も
あ
り
施
工
の
ほ
う
も
非
常
に
詳
し

い
と
い
う
方
で
し
た
の
で
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
機
械
を
使
っ
た
り
す
る
の
に
非
常

に
な
じ
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
ジ
ャ
ッ
キ
に
し
て
も
最
初
の
頃
に
は
皆
輸
入
を
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
フ
レ
シ
ネ

ー
・
コ
ー
ン
と
い
う
定
着
具
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
最
初
は
向
こ
う

か
ら
輸
入
し
て
い
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
極
東
鋼
弦
と
い
う
会
社
は
自
ら
そ
れ
と

同
じ
も
の
を
作
る
と
い
う
の
で
平
塚
に
工
場
を
作
り
ま
し
て
、
ジ
ャ
ッ
キ
も
日
本

の
鍛
造
会
社
が
引
き
受
け
て
、
同
じ
も
の
を
ど
ん
ど
ん
作
り
上
げ
て
、
そ
れ
か
ら

先
は
も
ち
ろ
ん
全
部
国
産
で
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

武
田
　
こ
の
信
楽
線
の
工
事
の
総
指
揮
者
と
い
う
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
猪
股
さ
ん

に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
総
指
揮
者
は
大
阪
工
事
局
に
居
ら
れ
た
仁
杉
さ
ん
で
し
ょ
う
ね
。

発
案
者
・
指
揮
者
は
仁
杉
さ
ん
で
研
究
の
指
揮
者
と
い
う
の
が
私
と
か
、
そ
う
い

う
格
好
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
の
仁
杉
さ
ん
と
い
う
の
は
、
P
C
を
作
っ
て
い
る
会
社
の
ほ
う
の
担
当

者
と
し
て
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。
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菅
原
　
仁
杉
さ
ん
は
国
鉄
の
人
で
、
大
阪
工
事
局
の
担
当
次
長
を
つ
と
め
、
ま
た

東
京
の
ほ
う
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
人
で
す
。
ご
存
知
で
す
か
。
西
武
球
団
の
オ
ー

ナ
ー
代
行
を
や
っ
た
と
い
う
［
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
年
］
。
西
武
鉄
道
社
長

も
や
り
［
平
成
元
年
社
長
就
任
］
、
そ
の
前
は
国
鉄
総
裁
［
昭
和
五
十
八
年
か
ら
昭

和
六
十
一
年
］
を
や
る
と
い
う
よ
う
な
大
変
偉
い
人
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
だ
け

の
度
胸
が
あ
る
非
常
に
有
名
な
人
で
、
研
究
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
そ
う
い
う
実

行
力
の
あ
る
人
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
猪
股
さ
ん
と
い
う
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
学
者
で
本
を
書
い
た
り
、
技
術

指
導
を
や
っ
た
り
し
た
人
で
す
。
惜
し
く
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

武
田
　
ち
ょ
っ
と
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
質
問
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
工
事

に
は
当
然
民
間
の
会
社
を
使
う
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
の
当
時
も
も
う
既
に
フ
レ
シ
ネ
ー
の
実
施
会
社
ー
サ
ブ

・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
た
会
社
と
い
う
の
は
相
当
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
そ
の
段
階
で
あ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
ト
ッ
プ
が
さ
つ
き
言
っ
た
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
「
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
。
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
三
菱
建

設
と
一
緒
に
な
っ
て
今
は
「
ピ
ー
エ
ス
三
菱
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
［
平

成
十
四
年
よ
り
］
。
当
時
は
「
ピ
i
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
い
う
名
前
で
、

そ
の
会
社
が
そ
の
仕
事
を
受
注
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
そ
こ
に
は
白
木
と
い
う
現

場
主
任
が
い
て
非
常
に
勉
強
家
だ
っ
た
。
私
は
研
究
所
に
い
た
の
で
す
が
、
一
緒

に
土
木
学
会
の
委
員
会
に
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
作
っ
て
い
た
の
が
、

土
木
学
会
の
P
C
の
第
一
号
の
設
計
・
施
工
指
針
－
昭
和
三
十
年
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
頃
は
指
針
が
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
言
っ
た
よ
う
な
（
機
材
の
）
輸

入
先
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
る
な
ど
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
学
会
の

指
針
に
持
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
白
木
さ
ん
は
現
場
の
経
験
も
あ
っ
た
し
熱
心
な

人
で
し
た
ね
。
こ
の
方
も
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
。

　
ピ
i
・
エ
ス
と
オ
リ
エ
ン
タ
ル
と
い
う
の
が
い
ろ
ん
な
仕
事
を
す
る
時
に
、
い

ち
ば
ん
縁
が
深
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
研
究
所
時
代
は
ず
っ
と
P
C
の
研
究
を
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
す
ね
。
P
C
の
研
究
を
し
、
学
会
で
の
仕
様
書

を
作
る
と
か
研
究
者
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
研
究
と
い

う
の
は
隔
靴
掻
痒
（
か
っ
か
そ
う
よ
う
）
の
感
が
あ
り
ま
し
て
ね
（
笑
）
。
や
は
り

実
際
に
現
場
で
構
造
物
を
作
っ
て
い
た
ほ
う
が
楽
し
そ
う
な
の
で
、
そ
れ
で
大
阪

工
事
局
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
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陶
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
難
、
亀
＼
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
難
、
亀
、
陶
、
剛
、
麹
、
亀
、
馳

武
田
　
大
阪
に
行
か
れ
る
の
は
昭
和
三
十
年
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
大
阪
工
事
局
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
は
普
通
の
工
事
屋
と
し

て
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。
係
長
の
仕
事
を
二
年
ぐ
ら
い
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
そ

の
頃
は
大
阪
環
状
線
の
工
事
を
ち
ょ
う
ど
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ん
で
す
。
「
大
阪
環
状

線
課
の
補
佐
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
ま
ま
大
阪
に
い
て
、
昇
格
し
て
補
佐
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
こ
こ
で
「
技
師
を
命
ず
る
」
と
い
う
辞
令
を
も
ら
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
技
師
に
な
る
前
は
ど
う
い
う
身
分
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
研
究
所
は
「
研
究
員
」
「
主
任
研
究
員
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
　
そ
の
前
に
、
東
京
の
事
務
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
は
。

菅
原
　
東
京
の
時
に
は
「
技
術
掛
」
で
す
。
昭
和
三
十
二
年
が
環
状
線
課
の
補
佐
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で
す
ね
。
「
補
佐
」
と
い
う
こ
と
は
、
お
役
所
で
い
う
と
「
任
官
」
と
い
う
よ
う
な

感
じ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
技
師
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
大
阪
工
事
局

で
は
そ
の
時
の
係
長
と
補
佐
と
い
う
一
体
の
勤
務
と
、
そ
れ
か
ら
後
に
「
大
阪
工

事
局
長
」
と
い
う
勤
務
が
あ
り
、
二
回
勤
務
を
し
て
お
り
ま
す
ね
。

武
田
　
三
十
年
四
月
に
大
阪
工
事
事
務
所
に
行
か
れ
て
係
長
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
で
二
年
経
っ
て
三
十
二
年
の
四
月
に
補
佐
に
な
っ
た
。
一
年
間
そ
の

仕
事
を
や
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
本
社
に
帰
っ
て
き
た
。

武
田
　
先
生
は
、
も
し
研
究
所
に
ず
っ
と
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
残
る

こ
と
も
で
き
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
残
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

武
田
　
そ
う
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
　
「
俺
は
こ
れ
が
研
究
し
た
い
」
と
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん
い
て
、
い
い
研
究

を
さ
れ
た
方
も
沢
山
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。
僕
は
そ
う
い
う
能
力
が
な
さ
そ
う
だ
し
。

ま
た
後
で
大
学
の
話
も
出
て
き
ま
ず
け
れ
ど
も
、
四
年
ぐ
ら
い
や
っ
た
ら
も
う
早

く
帰
っ
て
き
た
い
な
、
と
。
飽
き
っ
ぽ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
（
笑
）
。

武
田
　
先
生
は
飛
行
機
乗
り
だ
し
、
機
関
車
も
運
転
で
き
ま
す
し
、
実
際
に
動
い

て
い
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

武
田
　
研
究
所
時
代
で
何
か
気
が
つ
か
れ
た
こ
と
は
。

菅
原
　
　
「
こ
う
い
う
構
造
物
は
日
本
で
は
初
め
て
だ
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
た

く
さ
ん
作
っ
た
し
、
研
究
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
報
告
も
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
研
究
所
に
い
る
間
に
は
、
ま
だ
学
位
論
文
は
自
分
で
は
書
か
な
か
っ
た
ん
で

す
。
要
す
る
に
研
究
と
い
う
の
は
一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

若
い
う
ち
は
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
手
伝
い
な
ん
か
も
た
く
さ
ん
や
り
ま
し
た
け
れ
ど
。

自
分
で
学
位
論
文
を
書
い
た
の
は
一
九
六
四
年
で
す
が
、
そ
の
頃
に
な
っ
て
く
る

と
そ
う
い
う
人
は
だ
ん
だ
ん
い
な
く
な
り
ま
し
て
、
皆
が
書
い
た
残
り
の
部
分
を

ま
と
め
て
書
い
た
論
文
で
す
け
れ
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
研
究
者
と
し
て
若
干
の

基
礎
研
究
は
そ
れ
な
り
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

竜
、
馳
、
馳
、
亀
＼
陶
、
口
、
口
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
噂
、
疑
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
剛
＼
陶
’
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冨
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置

亀
、
唾
、
唾
、
亀
、
魅
、
唾
、
亀
、
亀
、
麹
、
亀
、
馳
、
口
、
口
、
陶
、
陶
、
噂
、
亀
＼
職
、
亀
＼
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀

菅
原
　
P
C
で
言
え
ば
、
猪
股
さ
ん
を
フ
ラ
ン
ス
に
送
り
出
し
た
代
わ
り
に
、
・
コ

バ
ニ
コ
（
国
。
〈
9
巨
8
）
と
い
う
若
い
技
師
が
来
て
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
持
っ
て
現
場
を

一
緒
に
歩
い
て
、
自
分
で
号
令
を
か
け
た
り
な
ん
か
し
て
。
た
と
え
ば
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
人
と
一
緒
に
あ
る
橋
を
架
け
に
行
っ
た
時
な
ど
も
や
っ
て

い
た
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
の
人
は
技
術
提
供
国
と
し
て
指
導
に
来
た
、

猪
股
さ
ん
は
技
術
を
受
け
る
側
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
と
、
そ
ん
な
感
じ
も

な
い
で
は
な
い
で
す
ね
。
さ
っ
き
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
や
っ
た
」
と
言
っ
た
の

で
す
が
、
そ
う
い
う
人
も
来
て
い
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
ど
こ
の
方
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ラ
ン
ス
の
人
で
す
。
そ
の
頃
（
猪
股
氏
が
仏
留
学
中
）
に
技
術
導
入
を

受
け
た
と
い
う
相
手
方
は
フ
レ
シ
ネ
ー
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
が
「
S
T

U
P
」
と
い
う
会
社
を
作
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
の
。
。
欲
ま
弓
①
。
ず
巳
ρ
⊆
Φ
b
o
員

冒
d
事
跡
9
江
。
昌
自
Φ
貯
℃
鼠
8
比
良
巴
暮
Φ
1
「
p
C
の
技
術
会
社
」
と
い
う
意
味

で
す
ね
。
コ
バ
ニ
コ
さ
ん
は
、
そ
こ
に
い
た
非
常
に
有
能
な
若
い
技
師
で
す
。
そ

の
方
は
ず
っ
と
S
T
U
P
会
社
に
勤
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
は
独
立
し
て
年
も

七
十
以
上
で
し
ょ
う
ね
。
設
計
会
社
の
社
長
を
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。

武
田
　
先
生
は
そ
の
人
と
ご
一
緒
に
。
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菅
原
　
一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
に
も
一
緒
に
行
っ
た
、

武
田
　
こ
の
頃
か
ら
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
語
は
お
出
来
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
時
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
本
気
で
や
ろ
う
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
ん
で
す
ね
。
も
う
少
し
経
っ
た
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
S
T
U
P
会
社
の
社

長
を
や
っ
て
い
た
ビ
ル
ジ
ャ
ー
（
b
d
罎
σ
q
＄
計
　
ぎ
巳
の
）
さ
ん
が
来
て
、
信
楽
線
を

見
た
い
と
い
う
の
で
、
ご
案
内
し
て
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
実
際

に
信
楽
線
の
第
一
大
戸
川
橋
梁
に
も
立
っ
て
も
ら
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
も

外
か
ら
測
っ
た
り
し
て
、
そ
の
時
に
「
今
フ
ラ
ン
ス
で
は
P
C
の
留
学
生
を
た
く

さ
ん
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
」
と
。
会
社
が
呼
ぶ
と
い
う
よ
り
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
と

し
て
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
ち
ょ

っ
と
行
っ
て
み
た
い
な
と
い
う
こ
と
で
。

中
村
　
そ
れ
は
何
年
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
本
社
の
土
木
課
に
帰
っ
て
き
た
時
で
す
か
ら
、
信
楽
線
を
作
っ
て
五
年
ぐ

ら
い
経
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
昭
和
三
十
三
年
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
大
阪
工

事
局
を
終
わ
っ
て
本
社
の
土
木
課
へ
帰
っ
て
き
て
い
る
頃
に
、
案
内
す
る
な
ら
私

が
い
い
と
い
う
の
で
行
っ
て
ご
案
内
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
志
そ
う
い
う
話
が
出

て
「
そ
れ
じ
ゃ
」
と
い
う
の
で
、
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
へ
半
年
ぐ
ら
い
通
っ
た
ん
で

す
。
週
に
三
回
、
一
日
お
き
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

武
田
　
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
は
昔
も
今
と
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
御
茶
ノ
水
に
あ
り
ま
す
か
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
じ
ゃ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
や
り
ま
し
て
、

試
験
を
受
け
た
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
仲
南
じ
ゃ
、
ま
だ
あ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
に
行

っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
。
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
が
偉
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に

は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
技
術
を
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
だ
し
、
そ
れ
か
ら
人
を
た
く
さ

ん
養
成
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
自
ら
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
試
験
官
に
も
な
っ

た
り
し
た
。
特
に
P
C
を
や
る
人
だ
け
の
試
験
も
あ
り
、
そ
れ
か
ら
一
般
の
留
学

生
試
験
も
国
鉄
、
建
設
省
、
公
団
な
ど
の
土
木
屋
を
次
か
ら
次
へ
と
送
り
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
土
木
屋
が
ど
ん
ど
ん
技
術
留
学
生
で
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
ね
。

森
国
鉄
の
戦
後
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
長
期
留
学
が
昭
和
二
十
人
－
一
九
五
三
年

に
出
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
藤
島
さ
ん
で
す
か
。
ト
イ
レ
ッ
ト
の
本
を
出
し
て
「
ト
イ
レ
ッ

ト
部
長
」
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
［
藤
島
氏
は
、
昭
和
三
十
五

年
に
『
ト
イ
レ
ッ
ト
部
長
』
、
翌
年
に
『
ト
イ
レ
ッ
ト
監
督
』
と
国
鉄
の
ト
イ
レ
を

題
材
に
し
た
本
を
文
藝
春
秋
か
ら
出
版
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
］
。

武
田
　
ト
イ
レ
の
本
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
本
で
す
か
（
笑
）
。

菅
原
　
藤
島
さ
ん
は
鉄
道
の
建
築
屋
で
す
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
あ
だ
名
と
い
う
か
、

敬
称
が
つ
い
て
い
ま
し
た
ね
（
笑
）
。
藤
島
茂
［
国
鉄
か
ら
の
ち
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
常
務
］
と
い
う
、
こ
の
方
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
［
昭
和

四
十
八
年
没
］
。
こ
の
人
は
英
語
、
仏
語
と
本
当
に
ペ
ラ
ペ
ラ
で
、
い
ち
ば
ん
留
学

が
早
い
ほ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
そ
う
で
す
が
。
原
田
勝
正
さ
ん
と
い
う
方
が
書
い
て
い
る
『
国
鉄
解
体
』
（
筑

摩
書
房
　
一
九
八
八
年
）
に
出
て
い
る
の
は
、
星
晃
（
あ
き
ら
）
さ
ん
で
す
。

菅
原
　
あ
あ
、
星
さ
ん
が
い
ま
す
か
。

森
　
は
い
、
こ
の
方
が
国
鉄
と
し
て
は
戦
後
、
最
初
の
長
期
海
外
留
学
に
一
年
間

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
た
と
出
て
い
ま
す
。
こ
の
方
は
ス
イ
ス
に
着
い
て
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
各
国
を
回
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

菅
原
　
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
が
思
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
留
学
生
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
国
鉄
か
ら
非
常
に
い
い
研
究
者
と
か
が
本
当
に
ぽ
つ
ぽ
つ
で
す
が
派
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遣
さ
れ
た
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
星
雨
さ
ん
と
い
う
の
は
車
輌
関
係
の

副
技
師
長
を
や
っ
た
人
で
、
非
常
に
よ
く
で
き
る
先
輩
で
し
た
し
。
そ
の
人
が
戦

後
第
一
号
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

森
　
国
鉄
独
自
の
も
の
と
は
別
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
留
学
生
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
そ
の
ほ
う
は
ず
っ
と
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
国
鉄
か
ら

の
派
遣
は
外
貨
の
問
題
も
あ
っ
て
、
非
常
に
制
約
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
国
鉄
が
派
遣
す
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
星
雲
さ
ん
の
場
合
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
国
鉄
中
で
の
第
一
の
技
術

者
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の
J
R
は
そ
う
い
う
種
類
の
人
を
、
毎
年
三
人
ぐ

ら
い
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
二
年
ぐ
ら
い
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

　
国
鉄
は
輸
出
し
ま
せ
ん
か
ら
、
当
時
外
貨
が
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
外
貨

を
使
い
派
遣
す
る
の
だ
か
ら
、
当
時
は
大
勢
は
派
遣
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

竜
、
亀
、
喚
、
隔
、
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
麹
、
鞠
、
隔
、
瞳
、
喚
、
唾
、
陶
、
隔
、
馳
、
亀
、
馳
、
軸
、
馳
、
喚
、
唾
♪
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酋
　
大
阪
工
事
局
の
思
い
出
－
電
化
の
進
行
と
「
防
災
工
事
」
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r
i
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、
ー
ー
i
i
i
i
i
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一
i
i
i
i
i
i
、
ー
ー
i
、
一
i
一
、
し

武
田
　
話
が
留
学
の
ほ
う
に
行
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
大
阪
時
代
で
先
生
の
ご

記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。
係
長
の
時
に
い
ち
ば
ん
最
初
に
や
っ
た
の

が
、
ち
ょ
う
ど
電
化
が
大
阪
ま
で
だ
ん
だ
ん
届
い
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す

る
と
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
、
東
山
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
の
問
題
で
し
た
。

電
化
と
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
関
係
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
ず
け
れ

ど
も
、
要
す
る
に
「
電
化
」
と
い
う
の
は
電
力
を
供
給
す
る
架
線
が
高
い
所
に
あ

る
の
で
ト
ン
ネ
ル
は
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
電
化
の
工
事

が
出
る
と
必
ず
ト
ン
ネ
ル
を
広
げ
る
と
い
う
工
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
土
木
課
と
し

て
は
大
き
い
仕
事
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
と
東
山
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
の
は
、
い
ち
ば
ん
の
難
関

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
排
煙
設
備
が
あ
る
し
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
電
化

の
効
果
が
高
か
っ
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
の
拡
幅
工
事
と
い
う
の

を
い
ち
ば
ん
最
初
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ん
で
す
。
ま
ず
最
初
に
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

溜
ま
っ
て
い
る
煤
の
掃
除
を
発
注
し
ま
し
た
。
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。
と
に
か
く

煤
払
い
の
仕
事
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
本
格
的
な
改
築
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
あ
と
は
東
海
道
本
線
が
大
阪
に
入
る
時
に
二
回
淀
川
を
横
断
す
る
の
で
す
け
れ

ど
も
。
そ
の
頃
に
よ
う
や
く
建
設
省
の
ほ
う
も
河
川
改
修
と
い
う
の
に
予
算
が
付

く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
河
川
改
修
工
事
の
時
は
必
ず
鉄
道
の
橋
梁
を
持
ち
上
げ

る
「
拉
上
工
事
」
と
い
う
の
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
や
る
と
橋
脚
の
背
が
高
く
な

る
わ
け
だ
か
ら
、
橋
脚
を
補
強
し
な
け
れ
ば
も
た
な
い
わ
け
で
す
ね
、
あ
る
い
は

作
り
変
え
る
か
ど
ち
ら
か
で
す
が
。
そ
う
い
う
の
で
上
淀
川
橋
梁
・
下
淀
川
橋
梁

の
桁
拉
上
と
同
時
に
橋
脚
を
補
強
す
る
工
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
う
や
っ
て
補
強
す
る
か
と
い
う
と
、
背
だ
け
伸
ば
せ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
て
、
例
え
ば
橋
脚
の
周
り
に
杭
を
打
っ
て
基
礎
を
広
げ
な
き
ゃ
い
か
ん
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
｝
本
の
杭
を
持
っ
て
き
て
打
つ
に
は
ス
ペ
ー

ス
が
要
る
わ
け
で
す
よ
。
野
原
な
ら
そ
れ
で
や
れ
ま
す
が
、
橋
の
下
で
施
工
す
る

時
に
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
何
本
か
の
杭
を
繋
ぐ
の
で
い
ろ
ん
な
継
杭
（
つ
ぎ
ぐ

い
）
の
テ
ス
ト
を
淀
川
の
川
原
で
や
り
ま
し
た
。

武
田
　
先
生
は
も
う
責
任
者
と
い
う
立
場
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
頃
は
も
う
責
任
者
で
す
ね
。
そ
れ
で
広
い
名
称
で
呼
べ
ば
「
防
災
工

事
」
と
い
う
土
木
課
の
仕
事
で
す
が
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
大
阪
環
状

線
の
建
設
と
い
う
も
の
が
出
て
き
て
、
大
阪
環
状
線
課
の
補
佐
に
な
っ
て
大
阪
環
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状
線
を
完
成
さ
せ
る
わ
け
で
す
ね
［
昭
和
三
十
一
年
に
未
通
区
間
の
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
三
十
五
年
完
成
。
翌
年
開
業
］
。

　
大
阪
環
状
線
と
い
う
の
は
半
分
は
城
東
線
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
大
阪
駅
か
ら

天
王
寺
ま
で
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
今
度
は
港
の
ほ
う
を
ぐ
る
つ
と
一
回
り
さ
せ

る
と
環
状
線
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
安
治
川
と
い
う
川
が
あ
っ
て
安
治
川

橋
梁
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
架
け
る
か
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
大

き
な
仕
事
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
天
王
寺
の
所
で
在
来
線
と
繋
が
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
か
が
あ
っ
て
、
し
か
も
あ
の
辺
は
地
盤
沈
下
が
非
常
に
激
し
い
所
だ
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
今
は
地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
相
当
規
制
し
て
い
る
か
ら
、
か
え
っ
て
水

位
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
。
当
時
は
ど
ん
ど
ん
地
盤
が

沈
下
し
て
い
る
時
な
も
の
で
、
そ
の
辺
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
あ
と
は
大
阪
駅
の
沈
下
対
策
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
安
治
川
の
橋

と
い
う
の
を
回
転
式
で
か
け
た
ん
で
す
。
両
岸
に
橋
台
を
作
っ
て
お
い
て
、
橋
梁

は
片
方
の
川
岸
で
組
み
立
て
て
、
橋
梁
の
一
端
を
船
に
乗
せ
、
一
方
の
橋
台
を
中

心
に
し
て
回
し
て
架
け
た
と
。
そ
の
辺
が
大
き
な
仕
事
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
村
　
そ
の
時
期
の
工
事
に
は
P
C
は
使
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
P
C
は
う
ん
と
使
い
ま
し
た
ね
。
特
に
大
阪
環
状
線
を
作
る
時
に
は
、
も

ち
ろ
ん
本
線
は
使
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
天
王
寺
の
付
近
で
湊
町
と
い
う
所
か
ら

海
岸
の
ほ
う
に
貨
物
線
が
出
て
い
た
ん
で
す
ね
。
　
一
本
は
在
来
の
貨
物
線
を
使
っ

て
、
も
う
一
本
は
新
し
い
線
を
作
り
、
そ
し
て
複
線
に
し
た
。
そ
の
時
に
、
在
来

の
線
路
と
い
う
の
は
浅
い
杭
を
打
っ
て
あ
る
の
で
、
下
の
層
が
ど
ん
ど
ん
沈
下
す

る
の
に
つ
れ
て
高
架
橋
が
沈
下
す
る
で
し
ょ
う
。
新
し
い
線
と
い
う
の
は
、
更
に

深
い
洪
積
層
ま
で
基
礎
坑
を
打
ち
、
在
来
線
の
ほ
う
に
は
将
来
持
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
五
m
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
P
C
桁
を
入
れ
て
ず
一
つ
と
並
べ
た
ん
で
す
。
大

阪
駅
の
沈
下
対
策
で
も
そ
れ
を
使
っ
た
ん
で
す
よ
。
桁
の
数
か
ら
言
う
と
、
大
阪

駅
の
地
盤
沈
下
対
策
と
大
阪
環
状
線
に
使
っ
た
P
C
の
数
は
う
ん
と
多
い
で
す
ね
。

武
田
　
信
楽
線
で
作
ら
れ
た
か
ら
、
も
う
お
手
の
罪
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
P
C
が
だ
ん
だ
ん
と
人
口
に
膳
表
し
て
き
て
い
ま
し
た
か
ら
。

中
村
　
P
C
が
普
及
す
る
過
程
で
、
大
阪
で
大
々
的
に
そ
れ
を
応
用
さ
れ
た
と
い

う
の
は
影
響
力
を
持
ち
ま
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
影
響
力
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
P
C
工
業
振
興
の
た
め
に
非

常
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

商
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
＼
隔
、
隔
＼
唾
、
隔
、
唾
、
職
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
、
陶
、
馳
＼
馳
、
麹
、
亀
♪
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＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
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一
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武
田
　
昭
和
三
十
三
年
に
な
り
ま
す
と
、
本
社
の
ほ
う
に
行
か
れ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
そ
れ
で
本
社
の
土
木
課
の
ほ
う
へ
移
り
ま
し
た
。

武
田
　
こ
れ
は
…
…
三
年
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
二
年
半
少
し
「
管
理
課
」
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
あ
っ
て
。

大
阪
は
三
年
で
す
ね
。

武
田
　
大
阪
に
三
年
い
た
ら
大
体
本
社
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
普
通
の
勤
務
は
二
年
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
分
こ
の
場
合
は
ポ
ス
ト

が
上
が
っ
た
り
し
た
か
ら
三
年
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
そ
れ
で
本
社
に
戻
ら
れ
て
、
施
設
局
の
土
木
課
に
行
か
れ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
施
設
局
の
土
木
課
と
い
う
の
は
、
全
国
の
橋
梁
と
か
ト
ン
ネ

ル
と
か
、
あ
る
い
は
路
盤
と
か
防
災
工
事
が
主
体
で
す
。
「
防
災
」
と
い
う
こ
と
は

路
線
の
建
造
物
を
維
持
す
る
仕
事
で
す
。
斜
面
の
防
災
も
あ
る
し
、
鉄
桁
の
塗
装

と
か
、
危
険
な
橋
梁
の
補
強
取
り
替
え
、
河
川
改
修
か
何
か
で
ま
だ
健
全
だ
け
れ
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ど
も
作
り
変
え
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
か
、
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
を
皆
「
防
災
工

事
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
そ
れ
は
全
部
「
防
災
工
事
」
と
い
う
括
り
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
括
り
は
で
す
ね
。
別
の
課
に
は
「
線
増
（
せ
ん
ぞ
う
）
課
」
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
単
線
の
と
こ
ろ
を
複
線
に
変
え
た
り
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
建

設
と
同
じ
こ
と
で
す
ね
。
土
木
課
の
ほ
う
は
今
の
線
路
の
維
持
・
管
理
と
い
う
こ

と
で
、
検
査
体
制
と
か
保
守
基
準
と
か
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
建
造
物
の
健

全
度
診
断
法
の
作
成
な
ど
も
本
社
ら
し
い
仕
事
で
し
た
。
塗
装
基
準
も
あ
っ
て
そ

の
頃
に
塗
装
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
覚
え
て
、
ど
う
い
う
橋
梁
で
ど
う
い
う
ペ
イ
ン

ト
を
塗
っ
た
ら
い
い
と
か
、
そ
う
い
う
基
準
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
土

木
課
の
勤
務
で
す
ね
。

喚
、
臨
、
陶
、
亀
、
麺
、
軸
、
隔
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隔
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軸
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亀
、
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、
剛
、
亀
、
鞠
、
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亀
、
剛
、
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、
亀
、
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、
唾
♪
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一
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ー
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i
i
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ー
i
i
、
ー
ー
ー
、
し

菅
原
　
そ
の
頃
に
今
の
留
学
の
話
な
ん
か
が
出
て
き
て
留
学
生
試
験
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
管
理
課
の
四
ヶ
月
と
い
う
の
は
管
理
の
仕
事
を
し
た
わ
け
で
は

な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
準
備
期
間
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

森
　
留
学
の
試
験
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
一
九
五
九
年
に
受
験
し
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
受
か
っ
て
か
ら
、
向
こ
う
も
政
府
で
す
か
ら
受
け

入
れ
の
準
備
も
整
え
な
け
れ
ば
い
か
ん
で
す
か
ら
。
そ
の
間
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
鉄

や
、
S
T
U
P
会
社
と
の
や
り
取
り
と
か
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
所
と
の
や

り
取
り
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
待
機
し
て
い
る
時
間
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が

四
ヶ
月
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
八
月
に
出
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

森
同
じ
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
さ
れ
た
方
は
、
ほ
か
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
す
か
。

菅
原
　
は
い
。
全
く
同
じ
出
発
と
い
う
の
は
な
い
ん
で
す
。
　
人
ず
つ
準
備
が
出

来
次
第
、
「
来
て
い
い
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
行
き
ま
す
か
ら
ね
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
受
け
入
れ
先
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
の
で
す
ね
。

菅
原
　
ち
が
い
ま
す
ね
。
線
路
の
保
線
の
技
術
者
だ
と
、
か
な
り
長
く
フ
ラ
ン
ス

の
国
鉄
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
き
た
い
と
こ
ろ

で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
所
を
探
し
て
、
国
鉄
に
三
ヶ
月
な
ら
三
ヶ
月
と
か
、
会
社

に
一
ヶ
月
と
か
で
、
そ
う
い
う
準
備
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

森
同
じ
年
で
何
人
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
年
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
留
学
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
1

藤
島
さ
ん
は
う
ん
と
前
な
の
で
す
が
一
、
こ
れ
よ
り
一
年
ぐ
ら
い
前
に
野
口
さ

ん
と
い
う
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
後
輩
で
す
け
れ
ど
、
私
ど
も
と
一
緒

に
P
C
の
開
発
を
や
っ
て
い
た
人
で
、
野
口
功
（
い
さ
お
）
と
い
う
非
常
に
よ
く

で
き
る
人
が
国
鉄
の
「
構
造
物
設
計
事
務
所
」
に
い
ま
し
た
。
こ
の
人
が
若
い
と

こ
ろ
で
の
研
究
者
の
ト
ッ
プ
で
し
ょ
う
ね
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
先
に
果
た
し
て
帰

っ
て
き
て
、
「
こ
う
や
っ
た
ら
受
か
る
」
と
か
、
「
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
こ
う
し
た

ら
具
合
が
い
い
よ
」
と
か
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
（
笑
）
。
そ
の
人

が
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
が
、
そ
の
次
ぐ
ら
い
に
私
が
行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
。
後
は

い
ろ
ん
な
後
輩
に
そ
れ
と
同
じ
要
領
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
そ
れ
か
ら
後
は
皆
ど

ん
ど
ん
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
試
験
は
難
し
い
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
口
頭
試
問
だ
け
で
す
か
ら
ね
。
書
類
を
作
る
の
は
誰
が
作
っ
て
も

い
い
の
で
す
が
、
自
分
で
作
っ
て
い
な
い
と
質
問
さ
れ
た
時
に
答
え
ら
れ
な
く
な
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つ
ち
や
い
ま
す
か
ら
ね
。
受
け
て
落
ち
た
人
も
い
る
し
、
す
ぐ
受
か
っ
た
人
も
い

ま
す
が
、
結
局
全
部
で
鉄
道
関
係
で
は
四
十
人
ぐ
ら
い
で
す
か
。
一
九
五
五
年
ぐ

ら
い
か
ら
で
、
日
本
も
経
済
発
展
し
て
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
留
学
生
で
呼

ば
れ
る
な
ん
て
い
う
の
は
あ
ま
り
な
く
な
り
ま
し
て
ね
。
一
九
人
三
年
頃
ま
で
あ

っ
た
の
か
な
。
そ
の
三
十
年
ぐ
ら
い
の
間
に
そ
の
く
ら
い
の
人
数
だ
と
思
い
ま
す

が
。
年
に
一
度
「
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
の
会
」
な
ん
て
い
う
の
を
や
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
全
部
の
専
門
分
野
の
人
が
「
サ
ブ
テ
ク
」
会
を
作
っ
て
交
流
し
て
居

り
ま
す
。

武
田
　
先
生
が
行
か
れ
た
頃
は
留
学
す
る
の
は
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
如
何
で
し
ょ
う
。

菅
原
　
ま
だ
非
常
に
珍
し
か
っ
た
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
い
っ
た
試
験
を
受
け
ら
れ
る
方
と
い
う
の
は
、
や
は
り
技
師
に
任
用

さ
れ
た
後
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
留
学
生
そ
の
も
の
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、
大
学
卒
業
後
五
年
な
ら
五
年
経

っ
て
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
受
け
入
れ

先
が
認
め
る
人
物
で
な
い
と
、
外
交
官
と
同
じ
よ
う
に
J
R
（
国
鉄
）
も
出
張
命

令
を
出
さ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
日
本
で
誰
か
が
推
薦
を
し
た
り
し
て
、
た

と
え
ば
「
こ
の
人
は
P
C
で
こ
う
し
た
実
績
が
あ
る
ん
だ
」
と
か
「
こ
う
い
う
こ

と
を
勉
強
す
れ
ば
両
国
の
た
め
に
な
る
」
と
か
が
な
い
と
、
た
だ
語
学
が
出
来
る

だ
け
で
は
ア
グ
レ
マ
ン
（
了
承
）
が
取
れ
な
い
。

く
■
「
、
亀
、
簡
、
噂
、
亀
、
軸
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
鞠
、
亀
、
亀
、
亀
、
簡
、
剛
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
♪
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一
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、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

中
村
　
技
師
に
任
用
さ
れ
る
ま
で
に
、
菅
原
さ
ん
の
場
合
に
は
八
年
ぐ
ら
い
な
の

で
す
が
。
こ
れ
は
大
体
、
標
準
的
な
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
八
年
と
い
う
の
は
私
の
場
合
、
ち
ょ
っ
と
遅
い
目
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
早
く
技
師
に
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
し
。
で
も
、

い
つ
技
師
に
な
る
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
気
に
し
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

中
村
　
あ
ま
り
気
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
待
遇
に
差
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
技
師
に
上
が
る
と
す
ご
く
給
料
が
上
が
る
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
一
年
早
い
と
か
遅
い
と
か
を
そ
ん
な
に
気
に
し
な
か
っ
た

ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
の

場
合
に
は
、
一
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
一
般
の
人
の
場
合
に
は
、

技
師
に
な
る
と
い
う
の
は
昇
給
に
な
る
大
き
な
価
値
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

森
工
業
学
校
卒
ぐ
ら
い
の
方
は
技
師
で
定
年
と
い
う
形
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
の
人
の
力
量
に
よ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
補
佐
に
な
る
の
が
最
終
の
ポ

ス
ト
で
す
ね
。

森
技
師
に
な
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
当
時
の
制
度
で
は
補
佐
イ
コ
ー
ル
技
師
で
す
。
技
師
は
一
級
、
二
級
、
三

級
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
。
要
す
る
に
技
師
に
な
る
と
い
う
の
が
最
終
ポ
ス

ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

森
先
程
、
大
阪
工
事
事
務
所
で
係
長
の
後
に
技
師
補
佐
官
に
な
っ
た
と
お
っ
し

ゃ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
課
長
補
佐
」
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
課
長
補
佐
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
職
名
で
す
ね
。
技
師
と
い
う
の
は
「
身

分
」
で
す
。
そ
れ
で
「
課
長
補
佐
」
、
ポ
ス
ト
の
数
は
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
課
長
補
佐
に
な
る
と
同
時
に
技
師
と
い
う
身
分
を
も
ら
う
わ
け
で
す
ね
。
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馳
、
亀
＼
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亀
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唾
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亀
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亀
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陶
、
亀
、
剛
、
亀
、
剛
、
隔
、
陶
、
隔
、
亀
、
鞠
、
馳

武
田
　
い
よ
い
よ
留
学
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
も
。
管
理
課
時
代
の
準

備
過
程
は
特
に
問
題
な
く
、
順
調
に
い
か
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
学
で
し
よ
う
。

留
学
生
試
験
に
受
か
っ
て
か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
非
常
に
丁
寧
で
、
今
度
は
目
仏

学
院
i
今
で
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
一
そ
こ
の
院
長
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
の
官
吏

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
一
、
そ
こ
で
留
学
生
試
験
に
受
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
向

こ
う
に
行
っ
て
か
ら
す
ぐ
役
に
立
つ
よ
う
に
、
技
術
屋
の
場
合
な
ら
技
術
的
話
題

を
主
体
に
し
た
語
学
研
修
を
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
管
理
課
の
時
代
と
い
う
の

は
ち
ょ
う
ど
そ
れ
を
や
っ
た
り
し
て
い
る
時
間
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
数
ヶ
月
ぐ
ら
い
の
研
修
で
す
か
。

菅
原
　
も
っ
と
短
期
の
で
も
の
で
す
。
そ
こ
で
土
木
屋
だ
け
で
は
な
く
て
、
化
学

屋
さ
ん
も
い
れ
ば
機
械
屋
さ
ん
も
い
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
一
緒
に
な
る
機
会

が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
何
回
か
そ
こ
で
講
習
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

　
あ
と
は
外
国
へ
行
っ
た
り
す
る
時
に
は
、
「
自
分
は
こ
う
い
う
論
文
を
書
い
た
」

と
い
う
も
の
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
作
っ
て
お
く
。
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
そ
れ
を
配
っ

て
、
「
貴
方
の
ほ
う
で
同
じ
よ
う
な
論
文
が
あ
っ
た
ら
く
れ
」
と
や
ら
な
い
と
、
向

こ
う
だ
っ
て
何
を
教
え
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
を
先
に
配

っ
て
お
く
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
う
ま
く
留
学
の
成
果
が
あ
が
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

森
そ
の
論
文
は
、
も
と
も
と
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ

れ
を
ご
自
身
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
ほ
と
ん
ど
そ
の
頃
は
自
身
で
し
ょ
う
ね
。
あ
る
い
は
誰
か
に
ち
ょ

っ
と
見
て
も
ら
っ
た
り
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
英
語
で
も
結
構
役
に

は
立
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
当
時
は
フ
ラ
ン
ス
人
も
あ
ま
り
英
語
を
勉
強
し
て
い

な
い
し
、
そ
の
頃
は
ま
だ
英
語
が
嫌
い
だ
っ
た
で
す
ね
。
今
は
も
う
フ
ラ
ン
ス
人

も
皆
英
語
で
や
り
ま
ず
け
れ
ど
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う
の
は
世
界
に
冠
た
る

言
葉
で
し
た
か
ら
ね
。

　
私
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
遊
学
で
す
け
れ
ど
も
、
帰
っ
て
か
ら
本
も
書
い
て
い
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
『
鉄
道
建
造
物
の
維
持
管
理
と
プ
レ
ス
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
』

と
い
う
の
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
に
書
い
て
あ
る
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
著
書
の
欄
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
一
般
の
公
開
の
本
で
は
な
く
て
、

本
の
形
に
作
っ
た
む
し
ろ
報
告
書
な
ん
で
す
が
。

武
田
　
留
学
が
終
わ
っ
た
ら
、
「
書
き
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
留
学
が
終
わ
っ
て
、
自
主
的
に
書
い
た
本
で
す
。
当
時
、
自
分
の
や
っ
て

い
る
仕
事
そ
の
も
の
で
す
よ
ね
。
土
木
課
と
い
う
の
は
建
造
物
の
維
持
・
管
理
が

仕
事
で
す
。
だ
か
ら
日
本
で
は
こ
う
い
う
制
度
で
や
っ
て
い
る
と
か
、
健
全
度
診

断
法
を
や
っ
て
い
．
る
と
か
、
測
定
機
関
と
し
て
は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
か
。

そ
れ
か
ら
日
本
に
お
け
る
P
C
の
発
展
に
つ
い
て
の
文
章
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し

た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
仏
訳
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
最
初
フ
ラ
ン
ス
を
歩
い
た

時
も
そ
れ
を
使
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
各
国
を
ず
っ
と
歩
い
た
時
に
、
そ
う
い
う
の
を
あ
ら
か
じ
め
配
っ
て
お

い
て
行
く
と
、
向
こ
う
で
「
俺
の
ほ
う
で
は
こ
う
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
を

く
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
集
め
て
き
て
訳
し
た
り
本
に
し
た
。
そ
う
い
う
準

備
を
管
理
課
の
間
は
や
っ
た
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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穐
＼
亀
＼
亀
、
陶
、
剛
、
剛
、
陶
、
隔
、
陶
、
馳
＼
亀
、
陶
＼
隔
＼
辱
＼
簡
、
口
、
剛
、
唾
、
輪
、
L
■
「
、
喚
＼
隔
、
陶
、
陶
♪
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望

陶
、
麹
＼
亀
、
鞄
、
亀
、
唾
＼
唾
＼
亀
、
隔
＼
亀
、
陶
、
隔
、
鞠
＼
亀
、
軸
＼
陶
、
剛
＼
陶
、
亀
、
亀
、
建
＼
亀
、
亀
、
馳

武
田
　
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
選
び
方
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
暇
で
、
船
が
好
き
な
人
は
船
で
行
っ
た
ん
で

す
よ
。
客
貨
船
で
ひ
と
月
か
か
っ
て
行
っ
た
人
が
い
ま
す
。
藤
島
さ
ん
な
ど
は
船

で
行
っ
た
ほ
う
で
す
ね
。
飛
行
機
も
あ
ま
り
便
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
。

武
田
　
で
も
、
優
雅
で
す
ね
。

菅
原
　
優
雅
な
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）
。
旅
行
し
て
い
る
間
に
船
上
で
フ
ラ
ン
ス
語
も

だ
ん
だ
ん
上
級
者
に
な
っ
て
く
る
ら
し
い
で
す
よ
、
友
達
も
で
き
た
り
し
て
。
僕

は
そ
う
い
う
暇
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
も
の
で
、
行
き
は
飛
行
機
で
行
き
ま
し
た
。

そ
の
飛
行
機
た
る
や
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
経
由
で
北
極
を
回
っ
て
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
の
上
を
通
っ
て
南
に
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
十
七
時
間
1
も
っ
と
か

か
っ
た
か
な
i
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
は
な
く
、
最

後
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
［
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
が
開
発
。
昭
和
二
十
六

年
十
二
月
就
航
］
と
い
う
飛
行
機
で
行
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
北
極
の
真
上
と
い

う
の
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
見
な
が
ら
行
き
ま
し
た
が
。

　
出
張
期
間
一
向
こ
う
に
い
る
の
が
十
ヶ
月
。
で
す
か
ら
基
本
的
に
は
六
ヶ
月

の
と
こ
ろ
を
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
延
長
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
帰
り
は
船
で
も
帰
れ
た

ん
で
す
が
、
船
で
帰
る
と
し
た
ら
ひ
と
月
だ
と
い
う
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を

回
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
そ
の
代
わ
り
帰
り
は
飛
行
機
で
三
日
で
帰
っ
て
く
る

と
い
う
よ
う
な
格
好
に
し
ま
し
た
。

武
田
　
ま
た
後
で
留
学
時
の
お
話
を
聞
き
ま
す
が
、
帰
り
は
ど
こ
の
国
か
ら
帰
っ

て
き
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
フ
ラ
ン
ス
か
ら
で
す
。
帰
り
は
も
う
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
な
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
モ
ス
ク
ワ
経
由
と
か
そ

う
い
う
直
行
便
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

森
南
回
り
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
、
南
回
り
で
す
ね
。
ロ
ー
マ
へ
寄
り
、
ず
っ
と
デ
リ
ー
と
か
バ
ン
コ

ク
と
か
、
順
番
に
寄
っ
て
。
給
油
の
関
係
も
あ
り
、
お
客
の
関
係
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
ね
。
そ
う
し
て
南
回
り
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

∠
職
、
亀
＼
簡
＼
馳
、
亀
＼
亀
、
馳
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
簡
、
亀
＼
馳
＼
亀
、
亀
、
馳
、
陶
、
」
■
「
、
麹
、
亀
、
馳
♪
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置

亀
、
口
、
亀
、
亀
＼
麩
、
唾
、
唾
、
亀
＼
喚
、
唾
＼
唾
、
唾
、
唾
＼
唾
、
畦
、
唾
、
喚
、
亀
、
喚
＼
唾
、
隔
、
鞠
、
隔
、
亀

武
田
　
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊
学
記
』
（
『
鉄
道
土
木
』
昭
和
三

十
六
年
六
月
～
十
二
月
号
、
三
十
七
年
二
月
、
四
月
～
六
月
）
と
い
う
の
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
変
楽
し
げ
で
。

菅
原
　
え
え
。
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
ど
う
し
て
う
ま
く
い
っ
た
か
と
い

う
と
、
U
I
C
l
d
巳
8
H
暮
Φ
巨
山
江
8
巴
Φ
畠
Φ
の
O
び
Φ
ヨ
厳
の
創
。
ぽ
同
と
い
う

一
鉄
道
連
合
み
た
い
な
感
じ
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
日
本
も
参
加
し
て

い
ま
し
て
。
そ
れ
で
事
務
局
長
を
や
っ
て
い
る
人
が
ル
ソ
ー
と
い
う
い
い
お
じ
さ

ん
で
、
そ
の
人
の
所
へ
行
っ
て
「
ひ
と
月
ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
各
国
を

回
り
た
い
ん
だ
」
と
い
う
と
、
ち
ゃ
ん
と
手
紙
を
各
国
に
出
し
て
く
れ
ま
し
て
、

行
く
先
々
で
い
い
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
ね
。

武
田
　
各
国
を
回
ら
れ
る
前
に
何
ヶ
月
フ
ラ
ン
ス
に
い
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
六
ヶ
月
の
と
こ
ろ
に
、
二
ヶ
月
政
府
に
延
長
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
滞
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在
期
間
中
も
外
国
に
も
休
み
の
時
ぐ
ら
い
は
出
ら
れ
ま
す
の
で
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
出

た
り
し
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
初
め
て
で
は
な
い
ん
で
す
。
ド
イ
ツ
な
ど
は

近
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
二
、
三
回
行
っ
て
帰
っ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア

に
も
行
っ
た
り
な
ん
か
し
ま
し
た
が
。
国
に
よ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
と
い

う
所
も
あ
り
ま
し
た
。
U
I
C
に
頼
ん
だ
の
で
、
そ
れ
は
う
ま
く
い
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

武
田
　
フ
ラ
ン
ス
は
パ
リ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
本
拠
は
パ
リ
で
す
。

武
田
　
下
宿
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
住
む
所
は
。

菅
原
　
こ
れ
は
留
学
生
に
よ
っ
て
選
択
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、
Ω
誌

H
暮
①
暮
①
鉱
8
巴
①
d
巳
く
霞
ω
詳
餌
ぼ
Φ
島
①
弓
台
誌
1
「
大
学
街
」
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
大
学
街
の
中
に
日
本
館
、
ア
メ
リ
カ
館
、
イ
タ
リ
ア
館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
大
き
な
寮
を
建
て
た
ん
で
す
よ
。

武
田
　
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
が
建
て
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。
日
本
館
の
場
合
は
、
［
バ
ロ
ン
薩
摩
と
呼

ば
れ
た
］
薩
摩
治
郎
八
さ
ん
と
い
う
お
金
持
ち
が
［
一
九
二
九
年
に
］
寄
附
し
て

作
っ
た
の
で
「
薩
摩
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
館
長
が
吉
川
逸
治
さ
ん
［
東
京
大
学
教
授
（
西
洋
美
術
史
）
。
昭
和
三
十

四
～
三
十
六
年
、
パ
リ
大
学
都
市
日
本
館
館
長
］
。

菅
原
　
政
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
館
長
で
行
っ
て
い
ま
し
て
。
あ
ま
り
お
会
い
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
。
そ
こ
を
実
際
に
仕
切
っ
て
い
る
執
事
み
た
い

な
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
マ
ダ
ム
・
ジ
ョ
ー
ム
と
い
う
人
で
、
私
は
ほ
と
ん
ど
そ
こ

に
い
ま
し
た
。

武
田
　
そ
の
薩
摩
屋
敷
に
は
何
人
ぐ
ら
い
泊
ま
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
何
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
…
…
。

武
田
　
私
費
留
学
生
も
そ
こ
に
泊
ま
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
私
費
留
学
生
は
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
国
費
留
学
生
で
、
た
だ
技
術
留
学
生

と
［
般
留
学
生
と
一
緒
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
る
比
率
で
他
の
国
の

人
を
入
れ
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
主
旨

で
す
か
ら
、
日
本
人
だ
け
固
ま
っ
て
も
だ
め
な
の
で
、
二
、
三
十
人
ぐ
ら
い
日
本

人
が
い
て
、
あ
と
は
同
じ
く
ら
い
の
数
の
い
ろ
ん
な
国
の
人
が
入
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
日
本
の
人
も
イ
タ
リ
ア
館
に
住
ん
で
い
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
い
て
お
互
い
交

流
し
て
い
ま
し
た
ね
。

武
田
　
一
人
一
人
個
室
を
与
え
ら
れ
て
住
む
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
完
全
に
個
室
で
し
た
ね
。

武
田
　
家
族
連
れ
の
方
も
一
緒
に
住
む
ん
で
す
か
。

菅
原
　
家
族
連
れ
の
人
も
い
ま
し
た
。
情
報
交
換
な
ん
か
も
で
き
ま
す
し
、
非
常

に
楽
で
い
い
け
れ
ど
も
、
言
葉
は
あ
ま
り
進
歩
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
は
安
ホ
テ
ル
を
借
り
た
り
、
一
般
の
下
宿

屋
さ
ん
に
下
宿
を
し
た
り
し
て
。
そ
う
い
う
人
の
ほ
う
が
言
葉
は
上
手
く
な
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
仕
事
を
覚
え
る
の
と
、
　
一
般
の
生
活
に
な
じ
む
の
と
ど
っ
ち
が
良

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

歩武べ菅武
原田て原田
　　N

日
常
生
活
は
ど
う
い
う
感
じ
に
な
る
の
で
す
か
。

朝
起
き
て
大
学
街
の
中
に
中
央
食
堂
が
あ
り
、
そ
こ
へ
行
っ
て
朝
飯
を
食

後
は
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
に
行
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
体
、
夕
方
ま
で
お
仕
事
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
晩
は
み
ん
な
の
集
ま
り
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
行
っ
た
先
で
よ
ば
れ
た
り
し
て
ど
こ
で
食
べ
た
か
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

朝
は
全
く
一
人
な
の
で
大
学
食
堂
に
行
っ
て
、
大
体
、
注
文
す
る
の
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
ら
ね
。
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
ニ
個
と
カ
フ
ェ
オ
ー
レ
を
ひ
と
つ
も
ら
う
と
か
。
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そ
ん
な
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
。

武
田
　
ど
う
で
す
か
、
パ
リ
の
生
活
は
。

菅
原
　
感
激
の
連
続
で
し
た
ね
。
情
報
も
少
な
か
っ
た
し
、
行
っ
て
い
る
人
も
少

な
か
っ
た
で
す
か
ら
。
た
だ
や
っ
ぱ
り
、
外
貨
の
持
ち
出
し
が
月
五
〇
〇
ド
ル
と

い
う
制
限
が
あ
っ
て
、
家
か
ら
送
っ
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
結
局

向
こ
う
の
政
府
給
費
で
ほ
と
ん
ど
遣
り
繰
り
し
ま
し
た
ね
。

武
田
　
そ
れ
ほ
ど
贅
沢
し
な
け
れ
ば
、
生
活
で
き
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
か
。

菅
原
　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
ひ
と
月
や
っ
て
い
る
と
少
し
余
り
が
出
る
も
の
で
、

仕
事
が
変
わ
る
時
に
二
、
三
日
休
み
を
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な
国
に
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
旅
行
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

－
、
馳
、
陶
、
亀
、
剛
＼
陶
、
亀
＼
隔
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
剛
、
陶
＼
唾
＼
唾
、
軸
、
馳
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
♪
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フ
ラ
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ス
国
鉄
が
ア
レ
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く
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た
視
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置
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ノ

r
、
一
、
一
＼
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し
一

中
村
　
フ
ラ
ン
ス
の
国
鉄
に
行
か
れ
て
、
昼
間
さ
れ
る
お
仕
事
と
い
う
の
は
基
本

的
に
は
現
場
の
視
察
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ラ
ン
ス
の
国
鉄
の
場
合
、
日
本
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
ね
。
両
国
の
施
設
局
長
同
士
が
非
常
に
親
し
か
っ
た
り
し
て
、
紹
介
も
兼
ね

て
く
れ
た
り
し
て
、
そ
れ
で
パ
ー
ト
ナ
ー
も
つ
け
て
く
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の

人
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
そ
う
す

る
と
今
度
は
「
明
日
は
あ
そ
こ
に
行
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
を
歩
く

と
い
う
よ
う
な
格
好
で
そ
の
時
は
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
か
ら
誰
か
が
つ
い
て
く
る
と
か
。

他
の
国
も
み
ん
な
大
体
そ
う
で
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
良
く
や
っ
て
く
れ
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
（
『
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
遊
学
記
』
）
に
楽
し
げ
に
書
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
そ
の
頃
は
ス
ペ
イ

ン
に
今
ま
で
日
本
国
鉄
か
ら
誰
も
来
た
人
が
い
な
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
ち
ょ

う
ど
私
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
先
輩
ぐ
ら
い
の
人
と
、
ほ
と
ん
ど
同
年
ぐ
ら
い
の
技
師

を
二
人
つ
け
て
、
ス
ペ
イ
ン
中
を
引
き
回
し
て
く
れ
ま
し
て
ね
。
し
か
も
列
車
に

飯
付
き
、
展
望
車
付
き
の
特
別
車
輌
一
輌
を
付
け
て
で
す
よ
。

　
そ
の
人
も
後
で
だ
ん
だ
ん
偉
く
な
っ
て
き
ま
し
て
。
私
が
国
鉄
常
務
に
な
っ
た

時
に
ち
ょ
う
ど
U
I
C
の
国
際
会
議
が
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
で
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

森
　
一
九
人
二
年
の
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
部
会
議
長
で
す
ね
。

菅
原
　
私
が
日
本
代
表
で
行
っ
て
そ
の
部
会
の
議
長
を
や
っ
て
く
れ
、
と
い
う
こ

と
で
出
席
し
ま
し
て
。
そ
の
時
に
そ
の
人
1
「
リ
オ
」
さ
ん
と
い
う
方
で
す
が
、

向
こ
う
で
技
術
関
係
の
副
総
裁
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
側

の
司
会
者
で
し
た
。
私
は
部
会
議
長
な
の
で
最
初
に
リ
オ
さ
ん
が
挨
拶
し
て
、
ス

ペ
イ
ン
語
で
ベ
ラ
ベ
ラ
や
っ
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
通
訳
し

て
く
れ
た
人
が
「
こ
の
菅
原
さ
ん
と
い
う
人
は
自
分
が
若
い
頃
に
い
ち
ば
ん
最
初

に
視
察
に
来
た
人
で
、
自
分
が
随
行
し
て
三
日
間
歩
い
た
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
関
係
で
と
て
も
そ

の
人
と
は
親
し
く
て
、
日
本
に
来
た
時
も
訪
ね
て
来
て
く
れ
て
。
日
本
で
も
ち
ょ

う
ど
総
武
線
の
東
京
駅
の
地
下
工
事
を
や
っ
て
い
る
時
で
案
内
し
て
あ
げ
た
り
し

ま
し
た
が
。

　
そ
の
く
ら
い
て
い
ね
い
に
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
今
で
も
あ
ま
り
行
く
人
は

い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
そ
の
後
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
に
入

っ
て
か
ら
も
何
回
か
行
き
ま
し
た
。

武
田
　
こ
れ
は
鉄
道
一
般
を
視
察
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。
そ
れ
と
P
C

工
法
の
視
察
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
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菅
原
　
ス
ペ
イ
ン
は
そ
ん
な
に
P
C
の
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
研
究

テ
ー
マ
は
P
C
と
防
災
だ
と
い
う
こ
と
で
、
防
災
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
。
そ
の

記
事
に
も
そ
う
い
う
の
が
書
い
て
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
。
そ
の
時
に
は
憎
霞
8
げ
①
（
フ

ジ
ツ
ボ
、
エ
ボ
シ
貝
の
仲
間
）
を
食
べ
た
話
が
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
が
。
岩
に
く
っ
つ
い
た
暗
み
た
い
な
も
の
で
、
そ
れ
が
お
い
し
く
て
非
常
に
「
お

い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
後
で
行
っ
た
時
に
ま
た
そ

こ
の
店
に
案
内
し
て
く
れ
て
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
、
た
ま
た
ま
九
十
九
里
浜
の

海
水
浴
場
に
行
っ
た
ら
木
片
が
流
れ
て
き
ま
し
て
、
そ
こ
に
や
っ
ぱ
り
木
片
に
根

が
生
え
て
い
て
、
小
さ
い
貝
が
く
っ
つ
い
て
い
る
。
日
本
に
も
こ
う
い
う
の
が
あ

る
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
つ
い
ぞ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
見
か
け
た
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
ね
　
（
笑
）
。

亀
＼
喩
、
亀
、
亀
、
亀
、
顯
、
亀
、
亀
、
唾
、
喚
、
陶
、
陶
、
亀
、
隔
、
唾
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
麹
、
亀
、
喚
、
瞳
、
陶
♪
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眉
　
そ
の
後
役
立
っ
た
視
察
は
オ
ラ
ン
ダ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眉

…
　
　
　
　
ー
ブ
・
ッ
ク
式
の
隻
を
学
ぶ
…
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ノ

r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
」

武
田
　
フ
ラ
ン
ス
や
各
国
を
回
ら
れ
た
時
に
、
そ
の
後
の
お
仕
事
で
参
考
に
な
ら

れ
た
よ
う
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

菅
原
　
実
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
で
の
P
C
工
事
と
か
、
あ
ま
り
参
考
に
な
る
も
の

は
な
く
て
。
フ
ラ
ン
ス
は
発
祥
の
地
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
枕
木
だ
っ
て
P
C
枕

木
は
使
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
フ
ラ
ン
ス
の
枕
木
は
T
G
V
（
高
速
列
車
）
な
ど

に
し
て
も
「
2
ブ
ロ
ッ
ク
式
」
と
い
い
ま
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
固
ま
り
が
二
つ

あ
っ
て
、
そ
こ
に
ち
よ
う
ど
ア
イ
ビ
ー
ム
（
1
型
の
梁
）
み
た
い
な
物
が
埋
め
込

ん
で
あ
る
と
い
う
の
を
執
拗
に
使
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
も
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
で

は
、
ゾ
ン
ネ
ビ
ル
と
い
う
人
が
当
時
か
ら
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
T
G
V
の
写

真
で
見
れ
ば
分
か
り
ま
ず
け
れ
ど
も
未
だ
に
2
ブ
ロ
ッ
ク
式
を
使
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
流
行
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
テ
ス
ト

で
は
や
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
使
い
ま
せ
ん
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
日
本
で
菅
原
さ
ん

が
な
さ
っ
た
工
法
は
独
特
と
い
う
か
、
珍
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

か
ね
。

菅
原
　
い
や
、
ド
イ
ツ
な
ん
か
も
P
C
枕
木
は
日
本
と
同
じ
よ
う
な
一
体
の
枕
木

で
す
ね
。
新
幹
線
も
み
ん
な
そ
う
で
す
し
。
日
本
で
は
枕
木
の
作
り
方
が
二
つ
あ

り
ま
し
て
、
先
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
ひ
と
つ
は
「
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
」
方
式
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
」
で
す
。

　
日
本
で
は
、
当
初
は
「
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
式
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
「
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
式
」
の
枕
木
と
い
う
の
も
か
な
り
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
2
ブ
ロ
ッ
ク
式
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ

ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
他
の
国
を
回
ら
な
け
れ
ば

駄
目
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
『
遊
学
記
』
に
も
「
他
の
国
の
こ
と
の
ほ
う

が
い
ろ
い
ろ
珍
し
か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
ゥ
エ

ロ
（
円
≦
巴
。
）
橋
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

武
田
　
最
初
の
ほ
う
［
第
四
回
］
に
あ
り
ま
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
役
に
立
っ
た
と
い
い
ま
す
か
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
橋
が
出

来
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
や
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
技
師
が
説
明
を
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
作
り
方
と
し
て
は
、
盛
土
の
所
に
道
路
が
下
を
通
る
と
い
う

時
に
は
、
普
通
の
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
ず
線
路
を
支
え
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ず
線
路
を
支
え
る
仮
の
橋
台
を
作
っ
て
洋
酒
を
架
け
て
、
盛
土
を
取
り
除
き
、

そ
の
下
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
を
作
っ
て
線
路
の
荷
重
を
置
き
換
え
る
。
こ
れ
だ

と
時
間
も
か
か
る
し
、
仮
桁
を
架
け
て
い
る
間
、
徐
行
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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そ
れ
で
ト
ゥ
エ
ロ
橋
と
い
う
の
は
、
線
路
の
下
に
ま
ず
線
路
を
支
え
る
桁
を
横
に

並
べ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
今
度
は
そ
の
横
に
並
べ
た
桁
の
端
を
包
み
込
む
よ
う

に
、
線
路
の
両
側
に
主
桁
を
作
り
、
P
C
用
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
一
体
化
し
て

し
ま
う
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
式
の
は
し
り
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

　
「
そ
う
い
う
方
法
を
と
っ
た
」
と
い
う
記
事
も
あ
っ
た
し
、
実
物
も
見
せ
て
も

ら
っ
て
「
こ
れ
は
何
か
参
考
に
な
る
な
」
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
留
学
か
ら
帰
っ
て

き
た
ら
東
京
工
事
局
の
土
木
課
長
の
勤
務
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
。
留
学
の
話
の

途
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
頃
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
で
、
首
都
高
速

道
路
の
建
設
が
盛
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
と
交
差
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
都

市
計
画
道
路
も
鉄
道
の
下
を
抜
け
て
建
設
さ
れ
る
の
が
多
い
と
い
う
状
況
で
、
五

反
田
・
目
黒
の
間
に
ち
ょ
う
ど
そ
う
い
う
場
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
「
都
市
計
画

放
射
2
号
線
」
と
い
う
の
が
線
路
の
下
を
通
り
、
そ
の
上
を
今
度
高
速
道
路
が
通

り
、
途
中
を
鉄
道
が
通
っ
て
い
る
。

　
仮
桁
を
作
っ
て
や
る
工
法
だ
と
、
鉄
道
は
片
道
（
一
日
で
）
一
一
〇
本
ぐ
ら
い

通
っ
て
ま
す
か
ら
、
と
て
も
そ
れ
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
、
ち
ょ
う
ど
オ
ラ
ン
ダ

の
ト
ゥ
エ
ロ
橋
と
同
じ
方
法
で
作
り
ま
し
た
。
そ
の
橋
は
今
で
も
そ
の
形
で
残
っ

て
い
ま
す
が
、
P
C
の
横
桁
を
ま
ず
線
路
の
下
に
並
べ
て
入
れ
ま
し
て
、
両
側
に

主
桁
を
作
っ
て
橋
台
を
後
で
作
っ
た
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
プ
ロ
ツ
ク
式
施
工
の
い

ち
ば
ん
最
初
の
も
の
だ
と
い
う
の
で
、
の
ち
に
見
に
行
っ
て
み
ま
す
と
、
や
っ
ぱ

り
全
然
異
常
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
具
体
的
な
工
法
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
施

工
例
を
参
考
に
し
た
例
で
す
ね
。

　
そ
の
他
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
オ
ラ
ン

ダ
の
例
で
は
締
め
切
り
工
の
写
真
が
出
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
ち
ょ
う
ど
あ
の

頃
、
オ
ラ
ン
ダ
は
さ
か
ん
に
埋
め
立
て
を
や
っ
て
い
て
国
土
を
増
や
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
締
め
切
り
工
の
ひ
と
つ
で
す
。
相
当
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
式

で
羊
奨
を
切
っ
た
よ
う
な
格
好
の
三
角
の
桁
を
ベ
タ
ッ
と
合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
縦

横
に
締
め
付
け
て
、
そ
れ
で
大
き
な
三
角
型
断
面
の
締
め
切
り
エ
に
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
の
施
工
方
法
と
し
て
信
楽
線
を
や
っ
た
時
も
、
｝
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

梁
の
下
側
に
あ
ら
か
じ
め
圧
縮
力
を
与
え
て
、
ち
ょ
う
ど
梁
に
曲
げ
の
カ
が
か
か

っ
た
時
に
断
面
の
応
力
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
設
計
し
ま

し
た
。
日
本
で
は
こ
う
い
う
考
え
方
で
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
は
そ
う
じ
や
な
く
て
、
最
初
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
っ

て
、
そ
れ
を
締
め
て
ひ
と
つ
に
す
る
と
い
う
考
え
が
そ
の
頃
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で

す
ね
。
日
本
は
そ
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
式
と
い
う
の
を
あ
ま
り
好
き
で

は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
近
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
、
大
き
な
橋
梁
で
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
式
が
主
流
に
な
っ

て
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
工
事
で
、
T
G
V
の
地
中
海
線
な
ど
も
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・

ブ
ロ
ッ
ク
式
が
主
体
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
日
本
の
場
合
は
当
初
は
ブ
ロ
ッ
ク
の

継
ぎ
目
が
心
配
だ
と
い
う
こ
と
で
1
道
路
橋
の
ほ
う
で
も
そ
の
点
は
慎
重
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
な
い
だ
時
に
は
継
ぎ
目
に
接
着
剤
を
塗
っ
た

り
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
相
当
い
ろ
い
ろ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
要
り
ま
す
し
、

施
工
も
丁
寧
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
日
本

で
は
．
ど
う
も
値
段
が
高
い
と
い
っ
て
、
あ
ま
り
使
わ
な
か
っ
た
。
で
も
、
た
と
え

ば
環
境
問
題
か
ら
い
い
ま
す
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
工
場
で
作
っ
て
運
ん
で
く
れ
ば

後
は
現
場
で
組
み
立
て
る
だ
け
で
す
。
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
む
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
こ
に
汚
れ
た
泥
水
が
流
れ
る
と
か
で
街
を
汚
し
や
す
い
で

す
ね
。

武
田
　
避
け
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
れ
に
騒
音
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
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か
ら
も
っ
と
増
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
ブ
ロ
ッ
ク
式
は
工
期
も
早
い
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
早
い
で
す
ね
。
日
本
で
は
東
北
新
幹
線
も
建
設
の
途
中
で
土
地
買
収
に
対

す
る
反
対
者
が
い
て
、
し
ば
ら
く
手
が
つ
か
ず
に
ず
っ
と
北
の
ほ
う
で
停
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
用
地
買
収
の
問
題
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
り
し
た
よ
う

な
時
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
を
別
の
と
こ
ろ
で
作
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
で
用
地
が
買
え
た

と
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
パ
ッ
と
現
場
に
持
っ
て
い
っ
て
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う

の
で
使
っ
た
例
は
あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
現
場
で
の
工
期
短
縮
に
な
り
ま
す
ね
。

た
だ
、
そ
れ
は
作
っ
た
も
の
を
ど
こ
か
に
溜
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

ス
ペ
ー
ス
は
要
り
ま
ず
け
れ
ど
も
。
今
で
は
も
う
ブ
ロ
ッ
ク
式
は
普
通
に
な
っ
て

き
て
、
そ
の
継
ぎ
目
の
作
り
方
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
だ
ん
だ
ん
固
ま
っ
て
き
ま
し
て
、

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

森
　
始
め
は
六
ヶ
月
の
ご
予
定
で
留
学
さ
れ
て
二
ヶ
月
延
長
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、

何
を
目
的
と
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
期
間
延
長
は
留
学
生
は
全
員
考
え
て
い
る
こ
と
で
、
い
か
に
滞
在
時
間
を

延
ば
す
か
が
皆
の
願
い
で
す
ね
（
笑
）
。
そ
れ
を
や
る
に
は
ま
ず
親
元
の
国
鉄
の
人

事
課
に
「
向
こ
う
（
留
学
先
）
で
い
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
延
ば
し
て
も
ら
っ
て

い
い
か
」
と
い
う
承
認
を
取
り
、
今
度
は
向
こ
う
（
留
学
先
）
に
は
「
人
事
課
の

ほ
う
で
延
ば
し
て
い
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
延
ば
し
て
く
れ
る
か
」
と
や
る
と
「
オ

ー
ケ
イ
」
と
く
る
。
両
方
か
ら
そ
れ
を
取
る
と
成
り
立
つ
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
に

は
「
六
ケ
月
の
予
定
」
だ
か
ら
、
ひ
と
月
、
ふ
た
月
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
限
度

が
あ
り
ま
す
が
。
あ
る
い
は
何
か
理
由
が
あ
っ
て
「
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
も
う
少

し
や
り
た
い
」
と
か
で
、
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
だ
し
て
ね
（
笑
）
。

武
田
　
よ
く
分
か
る
気
が
し
ま
す
ね
（
笑
）
。
ま
た
留
学
の
こ
と
な
ど
で
思
い
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
付
け
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
は
ご
帰
国
後
の
、
さ
っ
き
少
し
お
丸
い
た
だ
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
土

木
課
長
の
時
代
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
タ
イ
の
バ
ン
ス
ー
ヤ
ー
ド
の
お
話
ぐ
ら
い

ま
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
は
い
。
土
木
課
長
に
な
っ
て
か
ら
、
「
建
設
局
停
車
場
課
」
勤
務
と
い
う
本

社
の
職
場
が
あ
り
ま
し
て
、
駅
の
改
良
と
か
を
や
る
役
目
に
な
っ
て
、
貨
車
ヤ
ー

ド
の
ほ
う
も
い
ろ
い
ろ
勉
強
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
バ
ン
コ
ク
の

バ
ン
ス
ー
と
い
う
所
に
ヤ
ー
ド
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
タ
イ
国
鉄

の
非
常
に
優
秀
な
二
人
の
技
師
を
日
本
に
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
向
こ
う
か
ら
派
遣
し
て

き
て
、
そ
の
人
た
ち
を
助
け
て
あ
げ
て
。
そ
れ
で
そ
の
人
た
ち
は
バ
ン
ス
ー
ヤ
ー

ド
用
の
設
計
図
を
描
い
て
も
ら
っ
て
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
が
私
自
身
の
技
術
協
力

の
は
し
り
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
き
ょ
う
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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信
楽
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第
一
大
戸
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橋
梁
架
け
替
え
工
事
（
補
足
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一
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一
、
一
、
一
、
一
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一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
i
8

武
田
　
最
初
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
前
回
の
信
楽
線
の
お
話
で
少
し
森
さ
ん
が
調

べ
た
の
で
す
が
、
［
げ
詳
b
ミ
藝
≦
も
話
h
。
・
匡
σ
q
a
b
津
＼
ヨ
・
q
o
げ
。
犀
ミ
自
。
げ
○
犀
巳
。
・
㊤
昌
＼

島
巴
傷
。
σ
q
鋤
朝
①
び
器
ゲ
蓬
⇔
監
。
σ
q
⇔
≦
讐
器
ぼ
拝
日
の
コ
ピ
ー
を
渡
す
］
三
枚
目
に
い
く

つ
か
経
緯
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、
先
生
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
コ

バ
ニ
コ
さ
ん
の
名
前
も
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
他
に
国
鉄
本
庁
の
特
殊
設
計

室
長
で
あ
っ
た
友
永
（
和
夫
）
博
士
、
吉
田
博
士
の
お
名
前
が
出
て
く
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
直
接
ご
関
係
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
吉
田
徳
次
郎
先
生
は
当
時
日
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
界
の
い
ち
ば
ん
重
鎮
だ

つ
た
ん
で
す
。
仁
杉
さ
ん
も
吉
田
先
生
の
指
導
を
受
け
て
「
最
新
の
技
術
と
し
て

P
C
を
研
究
し
て
み
て
は
ど
う
だ
」
と
先
生
か
ら
言
わ
れ
て
研
究
を
は
じ
め
た
ん

で
す
。
そ
う
い
う
大
先
生
で
す
が
、
も
う
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
て
。
僕
が
名

前
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
、
吉
田
先
生
の
第
一
の
弟
子
で
国
分
正
胤
（
ま
さ
た
ね
）

先
生
［
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
二
〇
〇
四
年
七
月
九
〇
歳
で
死
去
］
が
跡
を
継
い

で
土
木
学
会
の
委
員
長
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仁
杉
さ
ん
は
実
務
家
で
研
究

者
だ
っ
た
が
国
分
先
生
は
ま
っ
た
く
の
学
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
友
永
さ
ん
は
国
鉄
の
特
殊
設
計
室
長
で
構
造
物
の
設
計
を
指
導
す
る
役
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
鋼
橋
の
専
門
の
方
な
ん
で
す
よ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
も

の
に
そ
ん
な
に
詳
し
い
方
で
は
な
い
の
で
す
が
、
構
造
的
に
い
う
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
も
鉄
も
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
や
っ
ぱ

り
指
導
者
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
野
が
少
し
ち
が
う
ん
で
す
ね
。

　
友
永
さ
ん
は
ど
ん
な
ふ
う
に
出
て
い
ま
す
か
。

森
「
仁
杉
さ
ん
が
友
永
博
士
と
吉
田
博
士
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
橋
の

改
良
設
計
を
行
っ
た
」
と
出
て
い
ま
す
。

菅
原
　
そ
う
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
非
常
に
立
派
な
構
造
関
係
の
指

導
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
吉
田
先
生
は
ま
た
そ
の
上
の
人
な
の
で
す
が
。

《
■
「
＼
隔
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
亀
、
」
■
「
、
唾
、
亀
＼
陶
、
剛
＼
亀
、
陶
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
；

π
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雛
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●
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置

亀
、
軸
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
瞳
、
陶
、
亀
、
陶
、
軸
、
亀
、
簡
、
亀
、
亀
＼
唾
＼
陶
、
亀
、
陶
、
隔
、
亀
、
竜
、
唾

武
田
　
そ
れ
で
は
、
き
ょ
う
は
留
学
か
ら
帰
ら
れ
て
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
し
ょ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
前
回
は
タ
イ
の
バ
ン
ス
ー
ヤ
ー
ド
の
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
ま

で
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
も
し
進
め
ら
れ
れ
ば
も
う
少
し
先
ま
で

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
帰
っ
て
こ
ら
れ
て
、
東
京
工
事
局
に
配
属
さ
れ

る
の
で
す
ね
。

菅
原
　
は
い
。

武
田
　
留
学
を
さ
れ
て
い
る
時
に
、
ど
こ
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
分
か
つ

て
い
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
帰
っ
て
き
て
ど
こ
に
配
属
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
予
想
も
し
て

い
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
留
学
が
終
わ
っ
た
ら
今
度
は
次
の

仕
事
と
し
て
は
現
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
工
事
局
も
あ
り

ま
す
し
、
ど
こ
に
配
属
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
予
想
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

鉄
道
の
工
事
で
は
、
大
き
く
言
え
ば
改
良
工
事
と
建
設
工
事
と
い
う
の
が
あ
り
、

僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
列
車
の
運
行
が
多
い
と
こ
ろ
で
ど
う
や
っ
て
改
良
し

て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
東
京
の
ぞ
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こ
に
ポ
ス
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
具
体
的
に
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
ち
ば
ん
大
き
な
仕
事
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
東
海
道
新
幹
線
完
成
間

近
と
い
う
か
、
一
九
六
四
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
も
の
で
す

か
ら
新
幹
線
を
と
に
か
く
完
成
さ
せ
な
き
ゃ
い
か
ん
と
。
地
方
の
ほ
う
の
線
路
を

作
る
の
は
用
地
取
得
が
出
来
る
こ
と
が
第
一
な
の
で
す
け
れ
ど
、
東
京
や
名
古
屋
、

大
阪
と
な
り
ま
す
と
、
や
は
り
列
車
運
行
と
の
関
係
で
ど
う
い
う
順
序
で
作
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
わ
け
で
す
ね
。
新
幹
線
を
東
京
駅
に
ど
う

や
っ
て
持
ち
込
む
か
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
用

地
も
高
い
し
使
用
で
き
る
用
地
幅
も
狭
い
。
そ
れ
と
交
通
が
非
常
に
多
い
。

　
都
心
へ
ど
こ
ま
で
持
っ
て
く
る
か
と
い
う
の
で
は
、
や
は
り
東
京
都
の
都
市
計

画
局
長
さ
ん
な
ど
は
、
品
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
を
さ
か
ん
に
言
っ
て
、
「
都

心
に
持
ち
込
む
と
都
心
が
混
雑
す
る
か
ら
」
と
新
幹
線
を
都
心
に
持
ち
込
む
の
に

反
対
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
鉄
道
屋
と
し
て
は
、
や
は
り
そ
の
交
通
の
中
心
に

な
る
の
は
東
京
駅
だ
と
。
そ
れ
で
東
京
ま
で
ど
う
し
て
も
持
ち
込
ま
な
き
ゃ
な
ら

な
い
と
い
う
の
で
、
非
常
に
無
理
を
し
て
東
京
駅
へ
持
ち
込
ん
だ
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
を
専
門
に
や
る
部
局
も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
特
に
東
京
駅
ま
で
の

乗
り
込
み
は
都
心
の
工
事
に
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
の
で
、

そ
れ
で
土
木
課
が
品
川
か
ら
東
京
ま
で
の
、
道
路
を
横
断
す
る
橋
を
全
部
引
き
受

け
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
橋
ご
と
に
大
き
さ
も
ち
が
え
ば
交
差
す
る
道
路
の
交

通
量
も
ち
が
い
ま
す
の
で
、
橋
ご
と
に
架
設
方
法
を
考
え
て
と
に
か
く
工
期
ま
で

に
そ
れ
を
全
部
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
仕
事
の
，
一
つ
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
土
木
課
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
在
来
の
構
造
物
や

線
路
を
改
良
し
て
い
く
と
い
う
の
が
仕
事
な
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
首

都
高
速
道
路
も
一
九
六
四
年
ま
で
に
作
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
の
で
、
公
団

で
は
猛
烈
に
急
い
で
居
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
主
に
や
っ
て
い
た
の
は
後
で

首
都
高
速
道
路
公
団
の
幹
部
に
な
ら
れ
た
方
で
松
崎
さ
ん
と
い
う
方
が
、
高
速
道

路
と
山
手
線
と
の
交
差
の
工
事
を
た
く
さ
ん
依
頼
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

線
路
の
上
を
横
断
す
る
の
は
や
は
り
国
鉄
の
工
事
局
が
や
ら
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
の
で
、
そ
う
い
う
国
鉄
の
在
来
線
と
高
速
道
路
と
の
交
差
の
工
事
を
た
く
さ

ん
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
五
反
田
と
目
黒
間
の
跨
道
橋
［
首
都

高
速
2
号
線
と
放
射
2
号
線
が
鉄
道
と
交
差
す
る
］
と
い
う
橋
で
し
た
。
こ
れ
が

前
に
オ
ラ
ン
ダ
の
円
≦
巴
。
橋
の
施
工
例
で
、
ち
ょ
う
ど
在
来
の
線
路
の
盛
土
の

下
を
道
路
が
抜
け
る
と
い
う
の
で
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
横
桁
を
ま
ず
押
し
込
ん
で

線
路
を
受
け
、
そ
れ
を
線
路
の
両
側
に
現
場
で
製
作
し
た
P
C
桁
で
一
体
化
し
て

そ
れ
で
列
車
荷
重
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
工
法
に
ふ
さ
わ
し
そ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
で
、
五
反
田
・
目
黒
間
の
所
に

そ
う
い
う
方
法
で
作
っ
た
。
こ
れ
が
思
い
出
で
す
ね
。

　
そ
の
他
に
も
、
高
速
道
路
が
山
手
線
の
上
を
横
断
を
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
渋
谷
の
所
は
、
両
側
か
ら
高
速
道
路
［
首
都
高

速
3
号
線
］
の
高
架
が
ず
っ
と
上
が
っ
て
き
て
山
手
線
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
工
事
も
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
両
側
か
ら
高
速
道
路
の
桁
を
は
ね
だ
し
て

き
て
、
真
ん
中
で
つ
な
が
る
と
い
う
方
式
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
と
に
か

く
首
都
高
速
道
路
と
鉄
道
の
横
断
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
土
木
課
長
時
代
の
仕
事
で
大
き
い
の
は
そ
の
二
つ
で
し
ょ
う
か
。
新
幹
線
の
都

心
乗
入
れ
の
仕
事
と
、
首
都
高
速
道
路
、
あ
る
い
は
都
市
計
画
道
路
の
交
差
の
工

事
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
完
成
を
し
ま

し
た
。
や
は
り
新
幹
線
は
都
心
か
ら
出
て
い
る
か
ら
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在

は
結
果
的
に
そ
れ
で
も
足
り
な
く
な
っ
た
か
ら
品
川
に
ま
た
駅
を
作
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
品
川
へ
作
る
と
い
う
考
え
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
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ね
、
あ
ん
な
に
急
に
増
え
て
く
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
。

　
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の
は
、
横
浜
か
ら
品
川
ま
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
入
っ
て
く

る
か
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
、
新
幹
線
は
貨
物
線
の
上
を
ず
っ
と
二
重
高
架
で
入

っ
て
ま
す
で
し
ょ
う
。
品
川
の
と
こ
ろ
へ
顔
を
出
し
て
そ
れ
か
ら
並
行
で
東
京
駅

ま
で
入
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
苦
労
し
て
都
心
に
乗
り
入
れ
た
と
い
う
の
が
思

い
出
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
都
と
相
談
し
な
が
ら
計
画
を
し
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
都
と
非
常
に
密
接
に
協
議
し
ま
し
た
ね
。

武
田
　
先
生
が
土
木
課
長
と
し
て
交
渉
の
担
当
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
東
京
都
、
そ
れ
か
ら
警
視
庁
で
す
ね
。
特
に
交
通
関
係
の
人

と
協
議
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
土
木
課
長
の
主
な
仕
事
は
外
の
機
関
と
の
交
渉
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
土
木
課
長
は
担
当
す
る
工
事
を
実
行
す
る
の
が
仕
事
で
す
か
ら
。

東
京
工
事
局
の
各
課
で
は
皆
そ
う
い
う
協
議
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
土
木
課
は
土

木
の
仕
事
で
そ
う
い
う
協
議
が
あ
り
ま
し
た
し
、
停
車
場
課
は
停
車
場
を
改
良
す

る
時
に
周
辺
の
市
街
と
の
関
係
の
協
議
と
い
う
の
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
東
京
の

工
事
局
の
い
ろ
い
ろ
な
課
長
の
名
前
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
他
の
公
共
団
体
な

ど
と
も
協
議
が
大
き
な
仕
事
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
用
地
買
収
に
も
絡
み

ま
ず
け
れ
ど
も
。

森
　
土
木
課
は
課
員
と
し
て
は
何
人
ぐ
ら
い
抱
え
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
五
十
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
つ
の
課
は
そ
れ
く
ら
い
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

《
曝
、
陶
、
亀
、
口
、
亀
、
陶
、
陶
、
軸
、
麹
、
唾
、
亀
、
剛
、
陶
、
亀
、
麹
、
唾
＼
隔
、
隔
、
陶
、
剛
、
口
、
馳
、
亀
、
唾
♪
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森
　
初
め
て
課
長
に
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
今
ま
で
補
佐
を
な
さ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
課
長
に
な
る
と
ち
が
う
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
補
佐
は
補
佐
、
課
長
は
課
長
で
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
が
あ
り
ま

す
か
ら
ね
。
や
は
り
だ
ん
だ
ん
と
そ
う
い
う
対
外
折
衝
な
ど
の
仕
事
が
多
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
補
佐
も
同
じ
よ
う
に
活
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
自
分
の
担
当
し
て
い
る
工
事
の
実
際
の
設
計
や
積
算
を
や
る
。

慎
重
に
審
査
し
た
り
指
導
し
た
り
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
頃
、
土
木
課
長
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
仕
事
は
、
工
事
に
伴
う
安
全

確
保
と
い
う
こ
と
で
「
固
定
式
列
車
防
護
装
置
」
と
い
う
の
を
提
案
し
た
こ
と
で

す
。
見
そ
れ
は
全
国
的
に
広
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
「
列
車
防
護
」
と
い
う
の
は
、

踏
切
な
ら
踏
切
で
た
と
え
ば
故
障
が
起
き
た
時
に
は
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
一
定
の

距
離
の
所
に
は
発
煙
筒
が
自
動
的
に
燃
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は

ラ
ン
プ
が
点
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
踏
切
に
警
報
装
置
が
つ
い
た

り
、
回
転
式
の
ラ
ン
プ
が
つ
い
た
り
し
ま
す
ね
。
あ
あ
い
う
こ
と
で
列
車
が
衝
突

し
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
自
分
の
列
車
を
守
る
た
め
に
は
、

も
し
列
車
が
故
障
し
て
止
ま
っ
た
ら
、
後
ろ
に
い
る
車
掌
は
あ
る
距
離
を
走
っ
て

後
ろ
か
ら
列
車
が
追
突
し
な
い
よ
う
に
発
煙
筒
を
焚
く
と
い
う
ル
ー
ル
が
今
で
も

あ
り
ま
す
。
道
交
法
（
道
路
交
通
法
）
で
も
似
た
よ
う
な
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
い
う
も
の
が
列
車
防
護
で
す
。
ど
う
や
っ
て
列
車
を
守
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
｝
般
に
列
車
運
転
な
ど
の
人
は
必
ず
発
煙
筒
を
持
っ
て
入
っ
て
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い
ま
す
。

　
た
だ
、
工
事
の
場
合
は
、
仕
事
を
す
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

た
と
え
ば
「
こ
こ
で
桁
架
け
を
し
ば
ら
く
や
り
ま
す
」
と
い
う
時
に
は
工
事
の
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
都
度
走
っ
て
行
っ
て
発
煙
筒
を
立
て

る
の
で
は
な
く
、
工
事
が
始
ま
っ
た
ら
ず
っ
と
固
定
的
に
発
煙
筒
を
配
備
し
て
お

く
。
そ
れ
を
つ
な
い
で
置
き
、
何
か
故
障
が
起
き
て
列
車
を
止
め
な
け
れ
ば
い
か

ん
と
い
う
時
に
は
ひ
と
つ
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
一
斉
に
必
要
箇
所
の
発
炎
筒
が
発

火
す
る
と
い
う
設
備
を
提
案
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
結
局
全
国
の
工
事
局
が
使

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
そ
れ
と
同
時
に
踏
切
を
担
当
し
て
い
る
人
は
、
踏
切
に
も
そ
れ
を
使
う
よ
う
に

し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
踏
切
に
は
遮
断
機
が
あ
る
だ
け
で
そ
う
い
う
の
が
な

か
っ
た
。
遮
断
機
も
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
も
し
そ
こ
で
故
障
が

起
き
た
時
に
は
、
ラ
ン
プ
が
く
る
く
る
回
る
よ
う
な
種
類
の
も
の
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
踏
切
の
上
で
自
動
車
が
止
ま
っ
た
場
合
に
、
走
っ
て
い
っ
て

発
煙
筒
を
焚
く
時
間
も
な
い
の
で
、
や
は
り
固
定
式
列
車
防
護
装
置
に
相
当
す
る

も
の
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、
列
車
が
止
ま
る
に
は
ス
ピ
ー
ド
に

も
よ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
五
、
六
か
年
m
先
の
所
で
発
炎
筒
の
煙
が
発
見
で
き
な
い

と
効
果
は
な
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
所
に
防
護
用
の
発
煙
筒
を
つ
け
る
と
か
停

止
ラ
ン
プ
を
つ
け
る
と
か
の
設
備
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
固
定
式
列
車

防
護
」
が
全
国
的
に
広
が
る
と
同
時
に
踏
切
に
も
同
じ
よ
う
な
設
備
が
設
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
列
車
防
護
」
と
い
う
映
画
も
作
っ
て
、
P
R
に
使
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
は
先
生
が
出
さ
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
私
自
身
が
出
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
工
事
局
の
中
に
は
機
械
電
気
係
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
て
工
事
局
全
体
の
機
械
と
電
気
を
担
当
す
る
係
で
す
が
、
土
木

課
に
所
属
し
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
を
使
っ
て
実
際
に
や
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
そ
の
頃
か
ら
効
果
が
出
て
き
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
非
常
に
効
果
が
出
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の
を
提
案
し
て
も
、
昔
は
な

か
な
か
通
ら
な
か
っ
た
。
特
に
運
転
局
の
人
は
「
そ
う
い
う
の
は
規
定
に
な
い
か

ら
駄
目
だ
」
と
こ
う
言
う
し
。
「
そ
れ
で
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
困
る
か
ら
今
改
良
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
何
回
も
何
回
も
言
っ
て
よ
う
や
く
現
実

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

森
　
先
ほ
ど
「
機
械
電
気
係
」
が
土
木
課
の
下
に
あ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
い
く
つ
の
係
が
課
の
下
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
私
の
時
に
は
土
木
の
係
が
五
つ
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
渋
谷
を

担
当
す
る
係
と
か
、
桁
架
け
を
担
当
す
る
係
と
か
、
そ
れ
か
ら
品
川
担
当
の
係
も

あ
り
ま
し
た
。
東
京
付
近
で
す
と
土
木
課
が
仕
事
を
す
る
よ
う
な
所
が
池
袋
、
渋

谷
、
目
黒
、
品
川
、
桁
架
設
－
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
五
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま

し
た
ね
。
大
体
ひ
と
つ
の
係
が
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
持
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
は
、
こ
の
頃
は
三
十
四
、
五
歳
で
す
よ
ね
。
大
体
、
こ
の
ぐ
ら
い
の

歳
に
な
れ
ば
課
長
職
に
就
く
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
三
十
五
歳
で
す
か
。
入
っ
て
十
二
二
二
年
ぐ
ら
い
で
、
大

体
、
現
場
の
課
長
と
い
う
感
じ
で
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
れ
で
五
十
人
の
課
を
持
っ
て
指
揮
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
考
え
て
み
れ

ば
な
か
な
か
大
変
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
の
ぐ
ら
い
の
歳
が
や
っ
ぱ
り
人
生
真
っ
盛
り
と
い
う
こ
と
で
、
い
ち
ば

ん
働
け
る
時
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

武
田
　
い
わ
ゆ
る
「
高
度
成
長
」
も
華
や
か
な
時
で
日
本
全
体
に
活
気
が
あ
っ
た

時
期
で
し
ょ
う
ね
。
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菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
で
す
か
ら
東
京
中
い
た
る
所
で
そ
う
い
う
工
事
が
あ
り
ま

し
て
、
高
速
道
路
に
し
て
み
れ
ば
い
ち
ば
ん
厄
介
な
鉄
道
横
断
工
事
は
鉄
道
に
頼

ん
で
や
っ
て
貰
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
ず
っ

と
ラ
イ
ン
で
す
か
ら
首
都
高
速
道
路
公
団
の
人
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

あ
れ
だ
け
短
期
間
に
東
京
中
に
高
速
道
路
網
を
張
り
巡
ら
せ
る
と
い
う
の
は
。
よ

く
や
り
ま
し
た
よ
ね
。

森
こ
の
土
木
課
長
を
な
さ
っ
て
い
る
間
に
、
た
と
え
ば
昭
和
三
十
七
年
に
三
河

島
の
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
影
響
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
影
響
と
い
う
か
、
他
山
の
石
で
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
早
速
見

に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
鉄
道
局
の
ほ
う
が
や
る
仕
事
だ
し
、
そ
れ
か

ら
事
故
の
原
因
そ
の
も
の
も
土
木
の
線
路
や
構
造
物
が
悪
い
か
ら
起
き
た
と
い
う

も
の
で
は
な
く
て
、
扱
い
が
悪
か
っ
た
た
め
に
起
き
た
事
故
で
あ
っ
た
り
し
ま
す

か
ら
、
こ
ち
ら
は
よ
く
見
学
を
し
て
、
他
山
の
石
と
し
て
工
事
の
ほ
う
で
も
そ
う

い
う
事
故
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
直
接
に
は
関
係
は
な
か
っ
た
と

い
う
感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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武
田
　
先
生
の
お
仕
事
と
は
直
接
関
係
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
新
幹
線
建
設

の
た
め
に
世
銀
と
の
借
款
が
あ
り
ま
し
た
が
［
昭
和
三
十
六
年
五
月
、
東
海
道
新

幹
線
建
設
の
た
め
、
国
鉄
は
世
界
銀
行
か
ら
の
借
款
契
約
に
調
印
し
た
］
、
そ
う
い

う
噂
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
た
か
。

菅
原
　
話
に
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
も
新
幹
線
の
ス
タ
ー
ト
に
係
わ
る
時
で

す
か
ら
［
新
幹
線
工
事
の
起
工
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
］
、
も
っ
と
わ
れ
わ
れ
が
う

ん
と
若
い
時
期
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
藤
田
亀
太
郎

と
い
う
話
が
前
に
出
ま
し
た
が
、
特
に
外
事
局
の
技
術
課
長
を
や
っ
て
お
ら
れ
た

の
で
よ
く
そ
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

武
田
　
藤
田
さ
ん
は
直
接
交
渉
に
参
加
さ
れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
藤
田
さ
ん
は
技
術
課
長
で
し
た
か
ら
、
そ
の
上
に
い
た
兼
松
学
さ
ん
と
い

う
人
が
実
際
に
出
か
け
て
行
か
れ
ま
し
た
が
。

奄
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
麹
、
馳
、
亀
、
亀
、
隔
、
唾
、
喚
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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鉄
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唾
、
唾
、
唾
、
亀
＼
喚
、
亀
、
陶
、
鞠
、
亀
、
亀
、
簡
、
亀
、
唾
、
隔
、
隔
、
麹
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾

武
田
　
そ
の
後
に
先
生
は
本
社
の
ほ
う
に
戻
ら
れ
て
、
今
度
は
建
設
局
の
停
車
場

課
に
行
く
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
大
体
二
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
行
か
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
東
京
の
工
事
局
が
ち
ょ
う
ど
二
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。
停

車
場
課
と
い
う
の
は
、
名
前
は
駅
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら
と
い
う

と
「
輸
送
設
備
課
」
と
い
う
ふ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
停
車
場
課
に
対
応
す
る
の
が

た
と
え
ば
「
線
増
課
」
1
線
路
を
増
設
す
る
課
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
し
、
本

社
の
中
に
も
土
木
課
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
工
事
事
務
所
に
勤
務
し
た
時

に
土
木
課
に
行
っ
て
、
そ
れ
か
ら
留
学
に
行
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
土

木
課
系
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
土
木
技
術
の
ほ
う
の
、

た
と
え
ば
斜
面
の
崩
れ
を
、
ど
う
し
て
防
ぐ
か
と
か
、
橋
桁
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え

は
ど
う
い
う
の
が
い
い
か
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
土
木
課
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
。
そ
れ
が
東
京
の
輸
送
が
入
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
の
工
事
を
や
っ
て

い
る
中
で
停
車
場
課
へ
入
っ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
東
京
で
の
仕
事
と

一　69　一



い
う
の
は
輸
送
が
も
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
純
粋
に
ど
う
い
う
構
造
が
い

い
か
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
は
り
輸
送
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
旅
客

課
の
需
要
と
か
、
貨
物
局
の
関
係
の
と
こ
ろ
が
ら
ど
う
い
う
要
求
が
く
る
か
と
か
、

運
転
局
の
ほ
う
で
列
車
を
ど
う
い
う
運
行
を
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
か
、
そ
う
い

う
の
が
皆
停
車
場
課
に
要
求
が
来
る
わ
け
で
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
を
ど
れ
だ
け
長
く

す
る
と
か
、
あ
る
い
は
着
発
線
を
増
設
し
な
け
れ
ば
と
か
の
計
画
が
あ
っ
て
、
そ

う
い
う
仕
事
を
す
る
の
が
停
車
場
課
で
す
。

武
田
　
昭
和
四
十
七
年
の
組
織
図
を
見
る
と
、
停
車
場
課
は
第
一
課
と
第
二
課
に

分
か
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
が
、
こ
の
頃
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
最
初
は
停
車
場
課
は
ひ
と
つ
し
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
停
車
場
課

が
先
に
お
話
し
た
よ
う
に
全
国
的
な
旅
客
や
貨
物
輸
送
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
応

し
て
行
く
か
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
。
ど
こ
の
貨
車
ヤ
ー
ド
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
改
良
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
貨
物
駅
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
集
め

て
ど
こ
か
を
拠
点
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
仕
事
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
特
に

東
京
付
近
の
場
合
に
は
東
京
中
心
に
五
方
向
に
向
か
っ
て
通
勤
輸
送
力
増
強
の
仕

事
が
あ
り
ま
し
て
「
五
方
面
作
戦
」
と
言
い
ま
し
た
。
総
武
、
常
磐
、
東
北
、
中

央
、
東
海
道
と
五
方
向
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
全
部
輸
送
力
が
足
り
な
か
っ
た
わ

け
で
す
よ
。
毎
朝
、
定
員
の
二
五
〇
％
ぐ
ら
い
人
が
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
解
消

し
な
け
れ
ば
と
「
五
方
面
作
戦
」
と
い
う
の
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の

輸
送
力
増
強
の
仕
事
と
い
う
の
も
停
車
場
課
が
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で

仕
事
が
大
変
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
あ
る
時
期
に
五
方
面
作
戦
だ
け
を
や

る
課
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
停
車
場
課
の
二
課
で
す
。
私
ど
も
の
ほ
う
は
一
課
に
残

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
五
方
面
作
戦
は
二
課
の
ほ
う
に
ま
か
せ
て
、
貨
物
の
拠
点
と

か
、
全
国
的
な
輸
送
改
善
的
な
こ
と
を
一
夏
が
や
る
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ
た
わ

け
で
す
。

　
そ
の
二
課
に
私
の
大
学
か
ら
の
同
級
生
だ
っ
た
半
谷
哲
夫
と
い
う
人
が
来
て
、

な
か
な
か
実
行
力
が
あ
る
人
で
、
ど
ん
ど
ん
五
方
面
作
戦
を
進
め
て
い
っ
た
。

武
田
　
先
生
は
こ
の
時
に
は
ど
う
い
う
立
場
で
行
か
れ
た
の
で
す
か
。
補
佐
と
い

う
形
で
す
か
。

菅
原
　
最
初
は
普
通
の
課
長
補
佐
で
入
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
総
括
補
佐
と
い
う

の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
筆
頭
係
長
み
た
い
な
も
の
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
課
長
補
佐
が
四
人
ぐ
ら
い
課
長
の
下
に
い
ま
し
て
、
そ
れ
で
そ
の
筆
頭
と

い
う
こ
と
で
す
。
筆
頭
の
課
長
補
佐
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
具
体
的
に
担
当
さ
れ
た
仕
事
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
や
は
り
い
ち
ば
ん
に
「
貨
物
輸
送
の
近
代
化
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ

の
頃
ま
で
と
に
か
く
日
本
の
経
済
と
貨
物
輸
送
と
い
う
の
は
比
例
的
に
増
え
て
い

っ
た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
国
鉄
の
貨
物
輸
送
が
頭
打
ち
に

な
り
、
減
り
か
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
貨
物
の
場
合
で
す
と
、
港
湾

は
港
湾
で
ど
ん
ど
ん
整
備
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、
沿
岸
航
路
が
あ
っ
て
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
貨
物
は
み
ん
な
沿
岸
航
路
へ
流
れ
た
。
逆
に
短
い
距
離
の
所
は
、
道
路

も
整
備
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
増
え
て
き
て
、
そ
の
両
方
か
ら
の
挟

み
撃
ち
で
国
鉄
の
貨
物
量
が
減
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
で
国
鉄
の

貨
物
輸
送
を
も
っ
と
近
代
化
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き

な
テ
ー
マ
で
し
た
ね
。

　
そ
の
頃
か
ら
「
拠
点
輸
送
方
式
」
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
し
て
。

「
拠
点
輸
送
」
と
い
う
の
は
、
昔
の
貨
物
輸
送
は
全
国
に
二
万
以
上
あ
る
よ
う
な

小
さ
な
貨
物
駅
で
一
日
二
輌
か
三
輌
分
の
貨
物
が
出
て
く
る
の
を
各
駅
停
車
の
列

車
で
集
め
、
そ
れ
を
ヤ
ー
ド
に
集
め
て
き
て
は
、
ひ
と
つ
の
列
車
に
し
て
運
ん
で

い
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
い
つ
貨
物
が
目
的
地
に
着
く
か
分
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か
ら
な
い
。
時
間
も
か
か
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
じ
ゃ
と
て
も
お
客
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
な
い
と
い
う
考
え
が
、
ひ
と
つ
基
本
的
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
「
拠
点
に

な
る
駅
を
作
っ
て
拠
点
問
で
収
集
的
に
運
ぶ
よ
う
な
形
に
し
よ
う
」
と
い
う
思
想

が
そ
の
頃
か
ら
出
て
き
て
い
ま
し
て
、
貨
物
駅
ま
で
は
ト
ラ
ン
ク
で
集
め
て
お
く
。

全
国
的
に
小
さ
な
貨
物
駅
を
集
約
し
て
は
そ
れ
を
拠
点
に
す
る
一
そ
う
い
う
考

え
方
が
そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
「
輸
送
方
式
の
近
代
化
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
「
貨
車
ヤ
ー
ド
の
自
動
化
」
。
ヤ
ー
ド
（
団
霞
匙
）
は
「
貨

車
操
車
場
」
の
こ
と
で
、
普
通
「
貨
車
ヤ
ー
ド
」
と
か
、
た
だ
「
ヤ
ー
ド
」
と
か

言
い
ま
す
が
、
貨
車
操
車
場
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
近
代
化
し
な
き
ゃ
い
か
ん
と
。

操
車
場
と
い
う
の
は
何
を
や
る
か
と
い
う
と
、
各
駅
か
ら
集
め
て
来
た
い
ろ
い
ろ

な
行
き
先
の
列
車
を
方
向
別
に
仕
分
け
を
し
て
そ
れ
を
ま
た
駅
順
に
仕
分
け
を
す

る
。
よ
く
パ
ズ
ル
な
ん
か
に
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
順
序
で
つ
な
い
だ

ら
最
も
効
率
的
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
当
時
は
、
あ
あ
い
う
の
を
や
る

非
常
に
特
殊
な
人
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
特
定
の
人
に
頼
る
の
で
は
な
く

て
自
動
的
に
仕
分
け
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
貨
車
ヤ
ー
ド
に
は
、
坂
阜
（
ハ
ン
プ
）
と
い
っ
て

ー
ハ
ン
プ
と
い
う
の
は
英
語
な
ん
で
す
け
れ
ど
（
げ
g
目
広
丘
、
禽
鳥
）
1
「
宮

阜
」
と
い
う
小
山
を
作
り
、
そ
の
小
山
に
ラ
ン
ダ
ム
に
繋
が
れ
た
列
車
を
押
し
上

げ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
順
次
車
輌
の
連
結
を
切
っ
て
流
す
、
そ
れ
で
下
の
ほ

う
に
仕
分
け
線
が
ず
っ
と
並
ん
で
い
て
、
各
車
輌
が
自
分
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
線
路
に
仕
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
ハ
ン
プ
ヤ
ー
ド
」

で
す
。
そ
の
坂
阜
の
な
い
所
は
「
入
れ
替
え
用
機
関
車
」
と
い
う
ヤ
ー
ド
用
の
小

さ
な
機
関
車
で
貨
車
を
押
し
て
行
っ
て
は
そ
こ
に
置
い
て
、
引
き
あ
げ
て
き
て
ま

た
入
れ
替
え
る
と
い
う
作
業
で
、
こ
れ
は
今
で
も
ま
だ
見
ら
れ
る
所
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。
小
さ
な
駅
だ
っ
た
ら
皆
そ
れ
を
大
な
り
小
な
り
や
っ
て
い
た
わ

け
で
、
そ
れ
を
「
入
れ
替
え
作
業
」
と
い
う
の
で
す
が
非
常
に
能
率
が
悪
い
し
時

間
も
か
か
る
。
貨
車
列
を
集
中
的
に
一
ヶ
所
に
集
め
て
、
坂
阜
を
使
っ
て
一
度
に

押
し
上
げ
て
流
し
て
し
ま
え
ば
、
自
動
的
に
仙
台
行
き
の
列
車
、
こ
れ
は
福
島
行

き
の
列
車
と
か
皆
線
路
ご
と
に
集
め
ら
れ
る
の
で
輸
送
効
率
が
上
が
る
わ
け
で
す

ね
。　

貨
物
列
車
が
ヤ
ー
ド
に
到
着
し
て
か
ら
出
発
す
る
ま
で
の
「
自
動
化
・
省
力
化
」

と
い
う
こ
と
を
や
り
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
技
術
的
テ
ー
マ
と
し
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
頃
に
書
い
た
の
が
前
に
さ
し
あ
げ
た
（
資
料
の
）
中
に
『
貨
車
ヤ
ー
ド

の
計
画
・
設
計
と
近
代
化
』
と
い
う
著
書
の
名
前
が
あ
り
ま
す
が
、
時
期
が
合
っ

て
い
ま
す
か
ね
。

武
田
　
一
九
六
六
年
で
す
ね
。

菅
原
　
本
が
出
た
の
が
そ
の
時
分
の
終
わ
り
頃
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

頃
に
東
北
の
ほ
う
に
郡
山
と
い
う
中
規
模
の
ヤ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
て
［
昭
和
四
〇

年
操
業
開
始
］
、
自
動
化
ヤ
ー
ド
の
実
験
を
や
り
ま
し
た
［
こ
の
自
動
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
一
九
七
〇
年
に
科
学
技
術
長
官
賞
受
賞
］
。
坂
阜
か
ら
下
に
貨
車
を
分
解
し

て
流
す
時
に
た
く
さ
ん
分
岐
器
が
設
置
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
貨
車
の
番
号
と
行

き
先
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
い
て
自
動
的
に
扱
う
。
分
解
さ
れ

た
貨
車
が
仕
分
け
線
に
入
っ
て
、
先
に
入
っ
て
い
る
貨
車
と
ガ
チ
ン
と
ぶ
つ
か
っ

て
も
困
る
し
、
く
っ
つ
か
な
か
っ
た
ら
列
車
が
組
み
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
そ

れ
を
三
㎞
／
h
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
ゴ
ツ
ン
と
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
今
度
の
貨
車
は
後
何
m
走
っ
た
ら
ち
ょ
う
ど
前
か
ら
戻
る
貨
車
に
ぶ
つ

か
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
貨
車
の
性
能
と
か
重
量
と
か

を
計
算
に
入
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
行
っ
て
三
㎞
／
h
か
ら
五
㎞
／
h
ぐ
ら
い

の
間
で
ガ
ツ
ン
と
ぶ
つ
か
っ
て
繋
が
る
よ
う
に
車
輪
を
挟
ん
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

一　71　一



て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
「
カ
ー
・
リ
タ
ー
ダ
（
o
鍵
器
＄
巳
霞
）
」

と
い
い
ま
す
が
。
そ
れ
を
自
動
的
に
や
る
よ
う
な
設
備
の
勉
強
だ
け
は
し
て
い
た
。

こ
れ
が
自
動
化
ヤ
ー
ド
の
は
し
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
を
含
め

て
、
も
っ
と
自
動
化
を
し
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
よ
う
な
勉
強
を
し
て
い
て
、
そ

の
著
書
は
そ
う
い
う
時
代
に
書
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
と
回
り
勤
務
し
た
後
、
こ
れ
は
第
三
工
事
局
の
と
こ
ろ
で
ま
た
お
話
し
ま
ず

け
れ
ど
も
、
東
北
線
と
常
磐
線
の
間
に
三
郷
お
よ
び
吉
川
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
間
に
大
き
な
ヤ
ー
ド
を
作
っ
た
ん
で
す
［
武
蔵
野
操
車
場
。
昭
和
四
十

九
年
操
業
］
。
そ
こ
で
は
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
的
な
自
動
化
と
共
に
、
も
う
I
T
化
と

い
い
ま
す
か
、
全
部
の
情
報
を
取
り
込
ん
で
、
列
車
が
着
い
た
時
か
ら
出
発
す
る

ま
で
を
効
率
よ
く
安
全
に
処
理
す
る
と
い
う
よ
う
な
ヤ
ー
ド
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。

大
き
な
効
果
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
だ
ん
だ
ん

貨
物
輸
送
の
方
式
が
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
［
昭
和
六
十
一
年
操
車
場
廃

止
］
。
残
念
な
が
ら
そ
の
跡
地
は
都
市
や
何
か
に
売
却
し
た
り
返
還
し
た
り
の
状
況

に
な
っ
て
［
三
郷
市
と
吉
川
市
は
そ
れ
ぞ
れ
跡
地
利
用
に
関
し
、
独
立
行
政
法
人

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
と
協
議
し
て
い
る
］
、
全
国
的
に
そ
う
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

武
田
　
実
際
に
停
車
場
課
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に
、
先
生
ご
自
身
は
ヤ
ー
ド
の
近

代
化
に
は
着
手
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
武
蔵
野
操
車
場
は
も
う
あ
と
何
年
か
後
、
工
事
局
の
次
長

に
な
っ
た
時
に
実
際
に
作
り
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
考
え
方
が
芽
生
え
て
い
た
と

い
う
状
況
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

－
、
亀
、
喚
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
職
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
唾
、
職
、
亀
♪
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π
　
東
京
大
学
で
工
学
博
士
号
を
取
得
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
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ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
－
i
i
i
i
－
i
、
ー
ー
ー
i
i
i
－
i
i
i
、
ー
ー
、
差
し

武
田
　
先
生
が
博
士
号
を
取
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
研
究
で
す
か
。

菅
原
　
私
は
一
九
六
四
年
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
東
京
工
事
局
の
土
木
課
長
の
時

に
博
士
論
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
建
設
時
期
と
合
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

武
田
　
そ
れ
で
は
停
車
場
課
に
行
か
れ
る
の
は
…
…
。

菅
原
　
昭
和
三
十
八
年
に
停
車
場
課
に
行
っ
た
一
三
十
九
年
に
学
位
を
取
っ
た

時
は
停
車
場
課
で
す
ね
。

森
論
文
執
筆
の
た
め
の
実
際
の
試
験
な
ど
は
い
つ
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
実
際
の
作
業
は
東
京
工
事
局
の
時
に
や
っ
た
。
学
位
は
や
は
り
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
関
係
で
取
り
ま
し
た
か
ら
。
東
京
工
事
局
で
い
ろ
い
ろ
実
際
の
仕
事
を
や

り
な
が
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
実
験
な
ん
か
も
や
っ
た
り
し
て
、
実
際
の
土
木
の

作
業
の
間
に
進
め
て
い
た
ん
で
す
ね
。

森
こ
の
博
士
号
取
得
は
国
鉄
か
ら
勧
め
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

菅
原
さ
ん
ご
自
身
が
こ
の
辺
で
「
つ
ま
と
め
た
い
と
希
望
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
皆
さ
ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
研
究
者
だ
っ
た
ら
若
い
う
ち
に
早
く
ま

と
め
て
取
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
皆
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
大
き
く
い
う
と
そ
う

い
う
種
類
の
博
士
号
を
取
ら
れ
る
方
と
、
そ
れ
か
ら
相
当
偉
く
な
っ
て
か
ら
「
今

ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
の
実
績
を
ま
と
め
て
論
文
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
勧

め
ら
れ
て
や
る
人
と
二
通
り
で
、
本
当
に
研
究
者
が
自
分
で
書
い
た
も
の
で
学
位

を
取
る
の
は
、
年
代
的
に
は
三
十
五
、
六
歳
ぐ
ら
い
で
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。
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4
■
「
、
陶
、
隔
、
亀
、
陶
、
隔
、
隔
、
剛
、
亀
、
馳
、
馳
、
陶
、
亀
、
亀
、
廟
、
馳
、
亀
、
陶
、
亀
、
馳
、
馳
、
剛
、
陶
、
亀
♪
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ノ

劇
　
　
土
木
学
会
吉
田
賞
受
賞
に
つ
い
て
　
1
小
丸
川
鉄
道
橋
　
　
　
　
創

ノ
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ノ

r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し
一

森
前
回
、
聞
き
洩
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
株
が
、
留
学
か
ら
帰
っ
て
来
ら
れ

た
後
、
土
木
学
会
の
吉
田
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
ど
う
い
つ
だ

こ
と
で
受
賞
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
　
「
吉
田
賞
」
は
内
容
的
に
は
土
木
界
に

貢
献
の
あ
る
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る

研
究
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
よ
う
な
工
法
を
使
っ
て
工
事
を
し
た
と
か
と

い
う
こ
と
で
吉
田
先
生
と
い
う
方
の
業
績
を
称

え
た
賞
で
す
［
昭
和
三
十
六
年
創
設
］
。
ち
ょ

う
ど
九
州
の
宮
崎
の
近
く
に
小
丸
川
（
お
ま
る

が
わ
）
と
い
う
橋
が
あ
り
、
そ
こ
へ
二
十
二
、

＝．一

高
ﾌ
鉄
桁
が
三
十
五
連
架
か
っ
て
い
ま
し

て
、
全
長
が
人
○
O
m
く
ら
い
で
す
が
、
開
設

以
来
の
橋
で
す
か
ら
相
当
老
朽
し
て
い
ま
し
た
。

り
替
え
る
と
い
う
作
業
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

方
法
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
研
究
を
し
て
、

け
て
し
ま
う
と
い
う
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た

ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
公
共
橋
梁
工
事
で
設
計
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
ひ
と
晩
で
P
C
桁
に
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
に
P
C
そ
の
も
の
や
施
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
列
車
が
通
っ
た
後
で
桁
を
架

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
昭
和
三
十
六
年
三
月
完
成
］
。
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
工
、
そ
れ
に
伴
っ
た
研
究
と

い
う
の
が
非
常
に
土
木
界
に
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
吉
田
賞
と
い
う
の

を
も
ら
え
た
わ
け
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
が
東
京
工
事
局
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
で
す
か
。

菅
原
　
こ
れ
は
、
東
京
工
事
局
土
木
課
長
の
時
で
す
ね
。
工
事
そ
の
も
の
は
そ
れ

よ
り
少
し
前
で
す
ね
。
本
社
の
土
木
課
に
い
た
時
は
橋
桁
の
取
り
替
え
と
か
、
老

朽
構
造
物
の
改
良
と
い
う
の
は
「
防
災
工
事
」
と
言
い
ま
し
て
、
当
時
は
老
朽
し

た
鉄
桁
の
取
り
替
え
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
う
一
人
、
留
学
の
時

に
話
を
出
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
野
口
功
と
い
う
人
が
い
て
、
構
造
物
設
計
事
務
所

の
友
永
さ
ん
の
後
継
ぎ
ぐ
ら
い
の
非
常
に
よ
く
出
来
る
人
で
す
け
れ
ど
も
、
構
造

物
設
計
事
務
所
の
研
究
者
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
P
C
桁

で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
て
、
連
名
で
吉
田
賞
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私

は
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
実
際
に
や
っ
た
の
は
野
口
さ
ん
な
の
で
す
け
れ
ど
ね
。

武
田
　
ひ
と
晩
で
取
り
替
え
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
作
業
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
、
大
変
な
ん
で
す
ね
。
新
し
い
P
C
桁
を
作
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
を

本
線
の
隣
に
仮
に
据
え
付
け
て
お
き
「
横
取
り
」
と
言
う
方
法
で
本
線
の
古
い
橋

桁
と
置
き
換
え
る
わ
け
で
す
。
い
ち
ば
ん
の
問
題
は
桁
を
据
え
た
時
に
高
さ
を
そ

ろ
え
る
た
め
に
支
承
物
［
橋
桁
を
支
え
る
た
め
橋
脚
の
上
に
設
置
し
て
い
る
も
の
］

の
下
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
、
相
当
早
く
固
ま
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
支
承
の
下
に
詰
め
る
わ
け
で
す
よ
。
固
練
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
み
た
い

な
も
の
で
、
ひ
と
晩
で
固
ま
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
材
料
を
開
発
し
た

り
、
施
工
方
法
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
試
験
も
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
工
法
そ
の

も
の
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
材
料
を
新
し
く
考
え
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
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■
「
、
鞠
、
陶
、
亀
＼
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
陰
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
簡
、
亀
、
亀
＼
亀
、
隔
、
剛
＼
陶
、
軸
、
軸
、
剛
＼
馳
♪
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研
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い
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唾
、
睡
＼
亀
、
陶
、
陶
、
庵
、
亀
、
剛
、
亀
、
陶
、
剛
、
塵
＼
亀
、
鞠
、
軸
、
亀
＼
剛
＼
陶
、
剛
＼
陶
、
亀
、
剛
＼
簡
、
馳

武
田
　
博
士
号
の
話
に
戻
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
博
士
号
の
論
文
は
何
か
こ
こ
の
業

績
一
覧
の
中
で
本
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
博
士
論
文
は
あ
る
形
で
本
に
は
し
て
い
ま
す
、
こ
れ
は
公
開
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
鉄
道
技
術
研
究
所
の
決
ま
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

の
ち
ょ
っ
と
厚
い
も
の
で
特
集
号
み
た
い
な
格
好
で
出
し
て
い
ま
す
が
一
般
に
売

っ
た
り
は
し
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
義
務
的
に
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。

武
田
　
で
は
先
生
は
そ
の
他
に
一
九
六
六
年
に
三
冊
の
本
を
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
、
そ
の
頃
は
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
ね
。

武
田
　
す
ご
い
で
す
ね
。
私
は
多
分
、
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
は
博
士
論
文
な
の
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
。

菅
原
　
前
回
二
回
目
の
（
話
の
）
時
に
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り

研
究
と
い
う
の
は
一
人
で
や
る
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
信
楽
線
に
つ
い

て
の
研
究
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
若
い
う
ち
は
「
自
分
が
や
っ
た
範
囲
は
こ
れ
だ

け
の
こ
と
だ
」
と
い
う
の
で
あ
ま
り
発
表
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
プ
ロ
モ
ー
ト
し

た
人
が
や
は
り
ま
と
め
て
出
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
感
じ
を
非
常
に
強
く
持
っ
て

い
ま
し
て
、
先
輩
の
そ
う
い
う
種
類
の
論
文
は
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
も
だ
ん
だ
ん
と
い
な
く
な
っ
て
き
て
、
今
度
は
三
十
五
、
六
歳
に
な
っ
て
き

て
、
そ
う
す
る
と
も
う
自
分
が
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
か
ら
、
結
局
自
分
自

身
と
し
て
研
究
し
て
貢
献
し
た
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
集
め
て
博
士
論
文
に
し
た

も
の
で
、
あ
ま
り
「
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
大
変

地
道
な
研
究
で
し
た
ね
。

　
私
が
論
文
の
中
で
最
も
カ
を
入
れ
て
書
い
た
『
高
強
度
軽
量
骨
材
コ
ン
ク
リ
ー

ト
』
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
普
通
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
セ
メ
ン
ト
と
砂
利
と

砂
と
水
を
混
ぜ
て
い
ま
す
か
ら
比
重
が
二
・
四
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
重
量
が
重
い
と
い
う
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
と
つ
の
欠
点
で
す
か
ら
、
軽

く
て
強
度
が
十
分
に
出
て
い
る
と
い
う
も
の
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
。
そ
れ
の

開
発
と
か
、
打
ち
込
む
時
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
打
ち
込
ん
だ
ら
う
ま
く
使
え
る
か

と
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
博
士
論
文
の
一
部
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
研

究
成
果
は
著
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

亀
、
亀
、
亀
、
陶
＼
隔
＼
軸
、
亀
、
庸
、
唾
、
篭
、
亀
＼
口
、
唾
、
難
、
亀
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
麹
♪
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眉
　
タ
イ
国
鉄
バ
ン
ス
ー
・
ヤ
ー
ド
設
計
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　
眉
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1
初
め
て
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霧
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麹
、
陶
＼
疑
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
、
籍
＼
奄
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
喚
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀

武
田
　
停
車
場
課
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に
タ
イ
と
の
関
係
が
出
来
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
停
車
場
課
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら
少
し

北
に
行
っ
た
所
で
す
け
れ
ど
も
、
「
バ
ン
ス
i
」
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
て
。
タ
イ

国
に
も
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
貨
物
ヤ
ー
ド
が
十
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
や
は
り
ち
ょ
う
ど
日
本
の
後
を
追
っ
て
貨
物
輸
送
が
増
え
て
き
て
、
貨

車
の
輸
送
方
式
を
近
代
化
し
な
き
ゃ
い
か
ん
、
ヤ
ー
ド
も
集
中
的
に
大
き
く
し
な

い
と
い
か
ん
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
バ
ン
ス
ー
に
大
き
な
ヤ
ー
ド
を
作
ろ
う
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
そ
の
時
は
こ
ち
ら
が
行
っ
て
調
査
を
し
た

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
タ
イ
国
か
ら
非
常
に
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
二
人
研
修

に
派
遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
居
た
と
思
う
の
で
す
が
、
「
バ
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ン
ス
ー
の
設
計
図
を
描
き
た
い
の
で
支
援
し
て
く
れ
」
と
い
う
依
頼
を
タ
イ
国
鉄

総
裁
か
ら
も
受
け
た
。
ち
ょ
う
ど
停
車
場
課
に
も
い
た
こ
と
で
も
あ
る
し
、
「
そ
れ

じ
ゃ
あ
」
と
い
う
の
で
も
と
勤
務
し
て
い
た
東
京
工
事
局
の
調
査
課
の
人
な
ど
に

も
協
力
し
て
貰
っ
て
、
そ
の
二
人
に
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
聞
い
て
ヤ
ー
ド
の
設
計

を
支
援
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
い
わ
ば
海
外
協
力
の
い
ち
ば
ん
は
し
り

に
な
っ
た
の
で
す
が
。

　
そ
の
二
人
は
非
常
に
熱
心
な
人
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
い
い
成
果
が
出
て
、
設

計
図
を
持
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
タ
イ
国
鉄

の
チ
ュ
ラ
タ
リ
ー
タ
総
裁
が
後
で
や
っ
て
来
ま
し
て
、
関
係
者
で
パ
ー
テ
ィ
を
開

き
ま
し
て
、
そ
こ
で
、
総
裁
か
ら
丁
寧
な
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
に
来
ら
れ

た
人
は
二
人
い
ま
し
て
、
一
人
は
中
堅
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
チ
ャ
リ
ッ
ト
さ
ん
と
い

う
人
で
す
け
れ
ど
も
年
齢
か
ら
い
っ
て
も
課
長
補
佐
ぐ
ら
い
の
人
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
う
ん
と
若
い
人
が
ウ
イ
ン
ユ
ー
と
い
う
1
英
語
で
言
え
ば
「
あ
な
た

に
勝
つ
」
と
い
う
名
前
の
ウ
イ
ン
ユ
ー
（
≦
H
昌
　
気
○
‘
）
で
す
ね
。
い
い
コ
ン
ビ
で

一
生
懸
命
勉
強
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
リ
ッ
ト
さ
ん
は
タ
イ
国
の
国
鉄
の
中
で
非
常
に
有
望
な
人
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
時
々
、
目
色
に
も
国
際
会
議
に
来
る
と
か
他
に
行
く
時
に
も
わ
ざ
わ
ざ
寄

っ
て
、
本
社
に
訪
ね
て
来
て
い
ろ
い
ろ
状
況
報
告
し
た
り
な
ん
か
し
て
い
く
律
儀

な
人
で
し
た
。
た
だ
そ
の
方
は
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。
ウ
ィ

ン
ユ
ー
さ
ん
と
は
、
バ
ン
コ
ク
の
首
都
圏
の
今
度
は
本
格
的
な
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン

作
り
に
行
っ
た
話
が
後
で
膨
ま
す
け
れ
ど
も
1
何
年
経
っ
て
い
ま
す
か
。

森
　
平
成
五
年
の
「
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
一
体
開
発
調
査
」
は
一
九
九
三
年
で
す
ね
。

菅
原
　
一
九
六
五
年
か
ら
三
十
年
経
っ
て
い
ま
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
J
A
R
T
S
（
海

外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
）
の
理
事
長
と
し
て
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業
団
、

現
　
国
際
協
力
機
構
）
の
タ
イ
で
の
調
査
団
長
で
行
っ
た
時
に
、
ウ
イ
ン
ユ
ー
さ

ん
が
「
ち
ょ
う
ど
退
職
を
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
に
来
た
り
し
ま
し
て
、
や
っ
ぱ
り

律
儀
な
人
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
こ
の
タ
イ
の
バ
ン
ス
ー
ヤ
ー
ド
の
設
計
を
日
本
と
の
協
力
で
い
き
た
い
と

い
う
の
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
タ
イ
国
の
国
鉄
は
、
当
時
は
日
本
の
管
理
局
み
た
い
な
感
じ
で
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
勉
強
に
来
て
い
ま
し
た
。
ヨ
：
ロ
ッ
パ
と
か
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と
大

き
な
旅
行
に
な
っ
て
大
変
だ
し
、
近
場
で
世
界
的
に
進
歩
し
て
い
る
日
本
が
適
当

だ
、
と
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
が
来

て
い
た
よ
う
で
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
タ
イ
の
国
鉄
と
日
本
の
国
鉄
と
の
関
係
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
最
初
の
時
は
ま
だ
「
J
A
R
T
S
」
と
い
う
も
の
も
出
来
て

い
な
か
っ
た
し
、
結
局
鉄
道
か
ら
鉄
道
へ
依
頼
が
き
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
当
時
は
も
う
タ
イ
の
国
鉄
と
日
本
の
国
鉄
は
か
な
り
交
流
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
や
は
り
い
ろ
い
ろ
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
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亀
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剛
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剛
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簡
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亀
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、
亀
、
亀
＼
馳
、
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鉄
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武
田
　
他
の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
は
ど
う
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
来
る
に
は
来
て
い
ま
し
た
。
私
が
案
内
し
た
人
は
だ
と

え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
か
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か

ら
い
ろ
い
ろ
「
勉
強
に
出
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
鉄
道
（
機
関
）
か
ら
鉄
道
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（
機
関
）
へ
の
依
頼
で
来
て
い
ま
し
た
。
日
本
国
有
鉄
道
の
時
代
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
外
国
か
ら
依
頼
さ
れ
た
時
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
た
ん
で
す
。
新

幹
線
が
出
来
る
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
幹
線
が
開
通
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
非
常
に
そ
う
し
た
協
力
要
請
が
急
に
増
え
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
そ
の
頃
に
鉄
道
対
鉄
道
の
お
付
き
合
い
じ
ゃ
と
て
も
応
え
き
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
と
い
う
も
の
を
作
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
「
J
A
R
T
S
」
と
い
う
の
を
作
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
鉄
道
対
鉄
道
の
依
頼
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
海
外
協
力
は
少
し
ず

つ
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
日
本
か
ら
海
外
に
行
っ
て
、
技
術
協
力
を
す
る
と
い
う
の
も
あ
っ
た
の
で

す
か
。

菅
原
　
そ
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
は
よ
く
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
も
や
っ
ぱ
り
日
本
と
関
係
が

深
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
「
こ
う
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
、
鉄
道
同
士
の
依
頼
で
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
に
外
務
部
と
い
う
の
が
あ
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
お
互
い
に
外
務
部
か
ら
外
務
部
へ
依
頼
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
総
裁
宛

に
依
頼
す
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
急
に
そ
れ
が
増
え
て
き
た
の
で
「
J
A
R

T
S
」
と
い
う
協
会
を
作
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

武
田
　
な
る
ほ
ど
。
当
時
、
総
裁
は
十
河
（
信
二
）
さ
ん
で
す
か
。

菅
原
　
十
河
さ
ん
は
新
幹
線
を
始
め
る
時
に
は
そ
う
で
し
た
け
れ
ど
も
、
開
業
す

る
時
は
、
そ
の
頃
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
石
田
礼
助
さ
ん
で
し
ょ
う
。

武
田
　
十
河
さ
ん
は
ア
ジ
ア
と
の
協
力
な
ど
に
熱
心
だ
っ
た
と
か
、
石
田
さ
ん
が

熱
心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
ま
だ
偉
い
人
と
は
距
離
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
直
接
に
は
一
。
高
木
文

雄
さ
ん
の
時
な
ど
は
ご
自
身
で
も
ず
い
ぶ
ん
海
外
協
力
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
石
田
さ
ん
は
も
と
も
と
が
海
外
の
仕
事
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
先

輩
に
聞
き
ま
す
と
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ン
ス
が
ち
が
う
よ
う
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ

技
術
屋
に
と
っ
て
は
、
技
術
研
究
所
を
強
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
国
立
（
く
に
た
ち
）
に
技
術
研
究
所
を
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
決
め
た
の

は
十
河
さ
ん
の
時
で
す
ね
。
技
術
屋
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
と
い
う
感
じ
は
そ
の

頃
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
少
し
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
類
を
読
む
と
、
戦
争
の
時
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
い
た
日
本
の
技
術
者
が
戦
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
鉄
道
の
修
復
と
か
建
設
と
か
に

携
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
の
は
先
生
、

ご
存
知
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

武
田
　
国
鉄
と
の
関
係
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
で
す
か
。

菅
原
　
兵
隊
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」
と
い
う
日
本
の

お
米
が
そ
こ
に
出
来
た
り
し
て
い
ま
す
ね
。
結
局
そ
れ
は
戦
争
の
名
残
な
ん
で
し

ょ
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
に
占
領
さ
れ
て
い
る
時
も
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

独
立
に
貢
献
し
て
く
れ
た
と
い
う
感
じ
が
非
常
に
強
い
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
は
ず

っ
と
そ
の
後
も
続
い
て
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
日
本
で
円
借
款
と
い
う
お
金
を
出

し
て
、
鉄
道
の
改
良
と
か
、
そ
の
他
の
社
会
基
盤
の
整
備
を
や
っ
て
い
ま
す
。
金

額
の
面
で
は
中
国
が
い
ち
ば
ん
利
用
が
多
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
。
後
で
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
私
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
鉄
道
改
良

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
P
M
S
の
フ
ェ
ー
ズ
ー
、
■
、
皿
と
い
う
の
を
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
や
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
て
い
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
い
ち
ば
ん
滞
在
日
数
も
多
い
し
、
イ
ラ
ン
の
次
ぐ
ら
い
に

長
く
や
っ
た
ほ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
を
信
頼
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
で
も
ま
だ
続
い
て
は
い
る
と
い
う
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こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
旗
は
日
本
の
旗
と
同
じ
で
白
と
赤
の
二
色
で
し
ょ

う
［
上
半
分
が
赤
、
下
半
分
が
白
］
。
そ
れ
と
関
係
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
と

に
か
く
日
本
は
好
き
で
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。
タ
イ
も
親
日
的
で
す
ね
。

菅
原
　
タ
イ
は
親
日
的
で
す
ね
。
今
の
バ
ン
ス
ー
・
ヤ
ー
ド
の
設
計
支
援
の
話
な

ど
も
日
本
の
技
術
を
信
頼
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
よ
ね
。
他
の
国
は
付
き
合
い
は

少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
タ
イ
国
の
場
合
は
特
に
山
田
長
政
以
来
、
日
本

と
は
縁
が
深
く
、
尊
敬
を
も
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
戦
後
の
日
本
に
も
タ
イ
は
だ
い
ぶ
支
援
し
て
く
れ
た
し
、
象
を
贈
っ
て
く

れ
た
の
は
す
ご
く
有
名
な
話
で
す
よ
ね
。
「
は
な
子
さ
ん
」
と
い
い
ま
し
た
ね
［
昭

和
二
十
四
年
九
月
、
タ
イ
政
府
顧
問
ツ
ム
ア
ン
氏
と
そ
の
父
プ
ラ
・
サ
ラ
サ
ス
氏

は
、
日
本
の
少
年
少
女
を
慰
め
る
た
め
、
私
費
で
象
一
頭
と
米
十
ト
ン
を
日
本
に

贈
っ
た
。
こ
の
象
は
戦
時
中
薬
殺
さ
れ
た
象
「
花
子
」
に
因
み
、
「
は
な
子
」
と
命

名
さ
れ
た
］
。

菅
原
　
象
は
そ
う
で
す
が
。
タ
イ
国
に
行
き
ま
す
と
日
本
町
の
跡
地
も
残
っ
て
い

る
し
、
日
本
記
念
館
を
作
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

武
田
　
こ
の
時
（
昭
和
四
〇
年
）
に
は
、
先
生
は
設
計
を
手
伝
っ
た
だ
け
で
、
タ

イ
に
は
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
時
に
は
タ
イ
に
は
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
後
で
J
I
C
A
の
調

査
で
行
っ
て
み
て
、
い
ち
ば
ん
最
初
に
訪
ね
た
の
は
バ
ン
ス
i
・
ヤ
ー
ド
で
す
が
、

ち
ゃ
ん
と
坂
阜
が
出
来
て
い
て
さ
か
ん
に
仕
分
け
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

｛
■
「
、
馳
、
難
、
陶
、
亀
、
隔
、
廟
、
趣
、
噂
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
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、
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、
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、
隔
、
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、
馳
、
馳
♪
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陶
、
亀
、
馳
、
亀
、
喚
、
唾
、
陶
、
陶
、
亀
、
軸
、
瞳
、
辱
、
亀
、
亀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
亀
、
馳
、
馳
、
亀
、
亀
、
馳
、
軸
、
錘
、
亀
、
亀

森
次
に
名
古
屋
の
鉄
道
管
理
局
に
施
設
部
長
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
時
に
参
事
に
な
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
参
事
と
い
う
の
は
、
技
師
の
話
が
こ
の
前
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
コ

級
技
師
」
「
二
級
技
師
」
「
三
級
技
師
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
大
阪
工
事
局

の
土
木
課
で
技
師
に
な
っ
た
時
は
三
級
技
師
で
す
。
こ
れ
は
普
通
の
課
長
補
佐
級

で
す
。
そ
れ
で
参
事
と
い
う
の
は
技
師
の
二
級
に
相
当
す
る
。
工
事
局
の
次
長
だ

と
「
参
事
」
で
は
な
く
「
技
師
」
と
言
っ
た
と
思
い
ま
す
。
管
理
局
の
部
長
は
技

術
部
門
で
も
「
技
師
」
と
い
う
身
分
じ
ゃ
な
く
て
「
参
事
」
と
い
う
身
分
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
二
級
技
師
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
。
一
格
上
が
っ
た
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。

武
田
　
施
設
部
長
に
今
度
は
な
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。

森
以
前
は
施
設
局
の
土
木
課
や
管
理
課
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、
名
古
屋
で
は
ど
う
い
っ
た
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
施
設
部
長
と
い
う
の
は
、
鉄
道
の
施
設
を
維
持
・
管
理
す
る
役
目
で
す
ね
。

で
す
か
ら
名
古
屋
の
場
合
に
は
名
古
屋
の
管
内
の
線
路
、
そ
れ
か
ら
建
造
物
、
そ

う
い
う
も
の
を
全
部
維
持
・
管
理
す
る
の
が
仕
事
で
す
。

森
前
は
、
本
社
の
施
設
局
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

菅
原
　
本
社
の
施
設
局
の
土
木
課
と
か
、
管
理
課
に
お
り
ま
し
た
。

森
今
回
は
名
古
屋
鉄
道
管
理
局
の
施
設
部
長
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
き
な
違
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い
は
あ
り
ま
し
た
か
。

菅
原
現
場
の
組
織
で
い
う
と
、
今
度
は
横
組
織
に
な
る
わ
け
で
す
。
結
局
、
本

社
の
下
に
名
古
屋
、
静
岡
、
新
潟
な
ど
の
管
理
局
が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
管
理
局

長
の
指
揮
の
下
で
横
組
織
で
や
っ
て
い
ま
す
。
今
度
は
土
木
だ
け
を
見
る
の
で
は

な
く
て
駅
設
備
の
こ
と
も
保
線
の
こ
と
も
担
当
し
ま
す
。
保
線
と
い
う
の
は
線
路

を
維
持
す
る
事
で
す
ね
。
施
設
部
の
下
に
は
保
線
区
と
い
う
の
が
あ
る
し
、
小
さ

な
工
事
区
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
、
当
時
は
機
械
区
と
か
電
気
区
と
か
が
ひ
と
つ

の
区
に
な
っ
て
い
て
管
内
の
中
の
電
気
設
備
や
機
械
設
備
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

今
度
は
平
面
的
に
管
内
の
全
て
の
建
造
物
と
線
路
を
維
持
す
る
と
い
う
、
そ
れ
が

施
設
部
長
の
仕
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
仕
事
の
た
め
の
職
員
を
管
理
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
仕
事
で
す
。

武
田
　
一
年
ぐ
ら
い
の
配
属
で
し
た
か
…
…
。

菅
原
　
も
っ
と
長
く
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
の
ほ
う
に
大
き
な
改
革
が

あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
一
年
半
足
ら
ず
で
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。

武
田
　
［
略
歴
を
確
認
し
］
そ
う
で
す
ね
、
一
年
強
で
す
ね
。

菅
原
　
普
通
の
勤
務
で
い
く
と
二
年
は
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
一
年
半
の
問
施
設
を
預
か
っ
て
い
た
が
、
強
い
て
い
え
ば
事
故
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

森
今
ま
で
は
、
本
社
は
別
と
し
て
、
だ
い
た
い
地
方
で
は
工
事
局
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ね
。
勿
論
、
天
王
寺
で
は
管
理
局
に
見
習
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
け
れ
ど
。
部
長
と
し
て
管
理
局
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、
仕
事
の
性
格
は
ち

が
う
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
は
ち
が
い
ま
す
。
大
き
く
い
う
と
、
土
木
屋
の
仕
事

と
し
て
は
工
事
を
や
る
人
と
保
線
を
や
る
人
と
二
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
主
に
工
事
分
野
に
多
く
行
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
見
習
で
天
王
寺
の
時
は
保
線

を
少
し
や
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
や
は
り
幹
部
に
仕
立
て
る
た
め
に
は
実

際
の
運
営
を
経
験
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
の
で
、
名
古
屋
の
部
長
に
出
し
て

く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
名
古
屋
の
施
設
部
長
は
二
年
ぐ
ら
い
や
り

た
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
名
古
屋
は
肌
に
合
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
静
岡
生
ま
れ
だ
か
ら
名
古
屋
は
自
分
の
故
郷
に
近
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

楽
し
い
職
場
だ
っ
た
ん
で
す
。
管
理
局
の
ほ
う
は
面
白
い
で
す
よ
ね
、
実
際
に
列

車
の
運
行
に
対
し
て
線
路
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
と
か
を
見
て

こ
ら
れ
る
し
。

森
全
体
図
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
工
事
屋
と
い
う
の
は
こ
こ
の
設
備
を
改
良
す
る
と
か
、
こ
こ

に
線
路
を
引
く
と
か
、
そ
う
い
う
仕
事
で
す
ね
。
施
設
部
と
い
う
の
は
実
際
に
毎

日
列
車
が
通
っ
て
い
て
事
故
が
な
い
か
ど
う
か
、
列
車
が
動
揺
し
な
い
か
と
か
、

ど
こ
が
線
路
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
か
と
い
う
の
も
あ
れ
ば
、
豪
雨
が
来
た
9
卜
し

た
時
に
斜
面
が
滑
っ
て
き
て
い
な
い
か
と
か
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
か
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
の
場
合
も
そ
う
い
う
意
味
で
は
い
ち
ば
ん
や
っ
た
の

は
何
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
防
災
的
な
こ
と
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
山
嶽
地
の
路
線
が
あ
り
、
特
に
中
央
線
の
西
の
ほ
う
の
山
へ
入
っ
て
く

る
線
な
ど
は
斜
面
か
ら
落
石
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か
と

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
ず
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
。

　
線
路
そ
の
も
の
で
は
四
国
の
管
理
局
と
か
何
か
と
は
ち
が
っ
て
そ
ん
な
に
特
別

に
悪
い
所
は
な
い
の
で
す
が
、
木
曽
の
斜
面
は
落
石
で
有
名
な
所
で
、
斜
面
に
大

き
な
石
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
を
管
理
す
る
人
は
斜
面
の
石
に
番
号
を
つ
け

て
そ
れ
が
動
い
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
随
時
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
れ

か
ら
線
路
に
つ
い
て
は
線
路
の
狂
い
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
あ
る
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一
定
の
周
期
で
マ
ヤ
車
（
し
ゃ
）
1
「
マ
ヤ
」
と
い
う
の
は
測
定
業
務
用
の
車

輌
の
記
号
名
で
す
が
一
そ
れ
を
動
か
し
て
、
ど
の
区
間
の
ど
こ
が
悪
い
と
か
を

見
て
命
令
を
出
し
た
り
す
る
。

森
　
名
古
屋
の
管
理
局
は
、
西
は
だ
い
た
い
ど
の
辺
ま
で
で
す
か
。

菅
原
　
静
岡
と
の
境
は
豊
川
の
こ
の
辺
が
県
境
に
近
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら

中
央
線
は
中
津
川
、
こ
こ
に
長
野
の
管
理
局
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ

ら
辺
で
切
れ
て
い
ま
す
ね
。
高
山
線
も
、
高
山
は
管
内
に
入
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ

も
富
山
と
の
県
境
ま
で
。
そ
れ
か
ら
関
西
線
の
ほ
う
も
県
境
付
近
ま
で
。

森
　
亀
山
の
手
前
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
東
海
道
本
線
は
米
原
ま
で
。
そ
れ
だ
け
が
範
囲
で
、
そ
う

い
う
意
味
で
は
輸
送
の
多
い
所
が
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
地
区
で
、
そ
の

ひ
と
つ
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

｛
■
『
、
亀
、
陶
、
亀
＼
軸
、
喚
、
唾
、
噂
、
陶
、
剛
、
隔
＼
亀
、
馳
、
麹
、
亀
＼
隔
、
唾
、
唾
＼
亀
、
亀
、
簡
、
馳
、
亀
、
亀
♪

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
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ノ

眉
　
東
京
工
事
局
に
次
長
と
し
て
戻
っ
て
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
眉

…
　
　
　
i
「
ヨ
ン
サ
ン
ト
ウ
」
と
複
々
線
化
工
事
…

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

爾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

陶
、
剛
＼
陶
、
馳
、
亀
、
奪
＼
陶
＼
隔
、
剛
＼
口
＼
唾
、
難
、
亀
＼
陶
、
陶
、
剛
、
陶
、
亀
＼
馳
、
陶
、
亀
、
喚
、
亀
＼
馳

武
田
　
そ
れ
で
一
年
ち
ょ
っ
と
で
東
京
工
事
局
に
戻
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
の
時
に
先
ほ
ど
も
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
た
「
五
方
面
作
戦
」
と
い
う
の

が
本
格
的
に
な
っ
て
き
た
わ
け
な
ん
で
す
。
当
時
は
東
京
に
は
東
京
工
事
局
が
あ

っ
て
、
新
橋
工
事
局
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
新
橋
工
事
局
と
い
う
の
は
新
線
建
設

を
主
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
（
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
）
新
線
工
事

と
い
う
の
が
そ
ん
な
に
も
う
な
く
な
っ
て
改
組
し
て
、
東
京
第
二
工
事
局
（
と
う

に
こ
う
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
第
一
工
事
局
（
と
う
こ
う
）
と
第
二
工
事
局
（
と

う
に
こ
う
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
新
潟
県
小
千
谷
に
信
濃
川
工
事
局
と
い
う
の

が
あ
っ
た
。
私
ど
も
が
入
っ
た
頃
に
信
濃
川
に
行
っ
て
い
た
頃
に
は
、
発
電
所
の

建
設
を
さ
か
ん
に
や
っ
て
い
て
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
は
第
三
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
第
四
期

の
小
千
谷
ま
で
の
発
電
用
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
が
全
部
出
来
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
五
期
の
発
電
所
の
工
事
は
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
時
は
あ
ま
り
工
事
が
な
く

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
東
京
付
近
は
ど
ん
ど
ん
仕
事
が
増
え
て
、
そ
れ
で
増
え
る
た
び
に
「
じ
ゃ
、

こ
こ
は
東
京
工
事
局
が
担
当
す
る
」
と
か
東
京
第
二
工
事
局
が
担
当
と
か
や
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
を
や
り
ま
す
と
地
元
折
衝
や
何
か
の
時
に
、
同
じ
県
の
中
に
あ
る
い
は
同

じ
市
に
第
一
工
事
局
の
人
が
来
た
り
第
二
工
事
局
の
人
が
来
た
り
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
相
手
も
迷
惑
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
方
面
別
に
整
理
し
、
し

か
も
増
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
名
古
屋
へ
行
っ

て
し
ば
ら
く
や
っ
て
い
る
う
ち
に
東
京
で
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ

で
結
果
的
に
は
、
常
磐
・
東
北
方
面
の
工
事
を
「
東
京
第
三
工
事
局
」
、
中
央
線
と

東
海
道
方
面
は
「
東
京
第
二
工
事
局
」
、
そ
れ
か
ら
東
京
都
心
部
か
ら
今
度
は
千
葉

の
ほ
う
へ
は
「
東
京
第
一
工
事
局
」
が
や
る
と
い
う
ふ
う
な
方
面
別
に
整
理
を
し

た
。
そ
う
い
う
組
織
改
編
の
作
業
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
私
が
東
京
工
事
局
に
若
い
頃
か
ら
い
た
の
で
、
「
来
て
く
れ
」
と
い
う
の
で
東
京

工
事
局
の
次
長
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
そ
の
作
業
を
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
新
設
の
東
京
第
三
工
時
局
の
次
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
で
す
か
ら

東
京
工
事
局
次
長
の
勤
務
も
非
常
に
短
い
で
し
ょ
う
。

武
田
　
短
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
分
割
併
合
作
業
を
東
京
工
事
局
の
時
に
や
っ
た
ん
で
す
。
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武
田
　
先
生
ご
自
身
が
整
理
統
合
の
仕
事
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
が
中

心
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
私
の
上
に
二
年
上
の
久
保
村
圭
助
さ
ん
と
い
う
人
が
い
ま
し
て
。

そ
の
人
が
全
体
の
ま
と
め
役
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
東
一
工
に
残
っ
て
も
ら
っ
て
、

私
が
東
三
工
を
編
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
な
か
な
か
整
理
統
合
が
難
し
か
っ
た
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
各
工
事
局
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
し
き
た
り
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
の
で
。
書
類
の
書
式
や
何
か
は
皆
同
じ
だ
っ
た
は
ず
で
す
け
れ
ど
も
、

決
裁
の
仕
方
や
何
か
で
も
ず
い
ぶ
ん
ち
が
う
。
や
は
り
今
の
銀
行
や
何
か
で
も
合

弁
の
と
き
は
全
く
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
シ
ス
テ
ム
が
ち
が
う
か
ら
、
整
理
統
合

か
ら
し
ば
ら
く
は
モ
タ
モ
タ
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
作
業
を
東
京
工
事
局
で
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
昭
和
四
十
三
年
十
月
と
い
う
五

方
面
作
戦
を
完
成
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
四
三
十
（
よ
ん
さ
ん
と
う
）
」
、
「
四
十
三

年
十
月
ダ
イ
ヤ
改
正
」
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に
常
磐
線
、
東
北
線
、
中
央
線
、
総
武
線
、
東
海
道
線
を
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ

は
複
々
線
に
し
た
り
、
大
改
良
を
し
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ダ
イ
ヤ
改
正
が

出
来
た
。
そ
れ
が
「
ヨ
ン
サ
ン
ト
ウ
」
で
今
で
も
そ
う
い
う
呼
び
方
を
し
ま
す
。

東
北
の
ほ
う
で
も
東
北
線
の
複
々
線
化
を
だ
い
ぶ
進
め
ま
し
た
。

武
田
　
第
三
工
事
局
の
次
長
を
さ
れ
て
い
る
時
の
大
き
な
仕
事
は
そ
れ
で
す
か
。

菅
原
　
第
三
工
事
局
の
時
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
は
常
磐
線
の
複
々
線
化
で
す
ね
。

常
磐
線
は
急
行
線
を
｝
複
線
新
設
し
て
、
そ
れ
か
ら
緩
行
線
は
地
下
鉄
9
号
線
、

千
代
田
線
に
乗
り
入
れ
ま
し
た
。
千
代
田
線
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
と
併
せ
て
複

々
線
で
す
ね
。
［
昭
和
四
十
六
年
に
綾
瀬
－
我
孫
子
の
複
々
線
化
完
成
と
地
下
鉄
千

代
田
線
と
の
相
互
乗
入
れ
開
始
］
。
東
北
線
の
ほ
う
は
あ
る
部
分
は
も
う
複
々
線
に

な
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
複
々
線
化
で
主
に
や
っ
た
の
は
大
宮
と

赤
羽
間
。
そ
の
他
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
仕
事
は
武
蔵
野
操
車
場
の
建
設
を
手
が
け

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
七
、
人
年
か
か
る
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、

そ
の
ス
タ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

武
田
　
武
蔵
野
操
車
場
建
設
を
ス
タ
ー
ト
を
し
た
の
は
こ
の
時
で
す
か
。

菅
原
　
東
京
第
三
工
事
局
に
行
っ
た
時
で
す
。
武
蔵
野
操
車
場
と
い
う
の
は
、
た

と
え
ば
田
端
と
か
小
さ
な
ヤ
ー
ド
を
や
め
て
、
三
郷
と
吉
川
の
問
に
新
設
す
る
武

蔵
野
操
車
場
に
集
め
て
、
東
北
・
常
磐
方
面
の
貨
物
の
列
車
を
そ
こ
で
整
理
す
る
。

一
日
五
千
輌
ぐ
ら
い
の
大
き
な
ヤ
ー
ド
を
作
っ
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
大
き
な
ヤ
ー
ド

が
出
来
た
か
と
い
う
と
、
そ
こ
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り
開
発
が
進
ま
な
か

っ
た
も
の
だ
か
ら
土
地
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
ん
で
す
。

武
田
　
先
生
は
用
地
買
収
み
た
い
な
も
の
も
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
用
地
買
収
そ
の
も
の
は
自
身
が
行
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た

し
、
田
ん
ぼ
の
場
合
は
割
に
安
く
て
買
い
や
す
か
っ
た
で
す
よ
。
土
地
が
低
く
て

あ
ま
り
開
発
に
適
し
な
い
土
地
で
す
か
ら
、
農
民
は
喜
ん
で
売
っ
て
く
れ
た
も
の

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
今
は
あ
る
い
は
「
惜
し
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

武
田
　
次
長
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
役
目
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
も
ち
ろ
ん
形
の
上
で
は
工
事
局
長
の
補
佐
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
に

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
分
担
し
て
実
行
し
て
い
く
の
が
仕
事
で
す
。

武
田
　
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
土
木
の
担
当
が
二
人
ぐ
ら
い
で
す
か
。
土
木
が
二
人
い
て
、
建
築
が
一
人

と
か
。
そ
れ
か
ら
機
械
設
備
の
多
い
所
で
は
機
械
担
当
の
次
長
と
い
う
の
が
い
ま

し
た
。
空
調
設
備
と
か
、
工
事
用
の
機
械
の
整
備
と
か
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
次
長
の
下
は
部
長
に
な
る
の
で
す
か
、
課
長
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
組
織
的
に
は
局
長
の
下
に
課
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
次
長
は
横
に
く
っ
つ
い
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て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
次
長
は
担
当
す
る
課
を
持
っ
て

い
ま
す
。
機
械
担
当
次
長
は
機
械
課
と
、
建
築
担
当
次
長
は
建
築
課
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

武
田
　
こ
れ
で
大
体
一
年
半
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

禽
、
喚
、
亀
、
馳
、
」
■
「
、
難
、
麩
、
麹
、
亀
、
馳
、
亀
、
廟
、
廟
、
亀
、
陶
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
♪
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

菅
原
　
東
京
工
事
局
と
合
わ
せ
て
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

武
田
　
二
年
く
ら
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
今
度
は
審
議
室
の
調
査
役
に
な
ら
れ
た
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
主
に
や
っ
た
こ
と
は
「
第
三
次
長
期
計
画
」
で
す
。

そ
の
前
は
戦
後
、
荒
廃
し
た
線
路
を
復
旧
す
る
目
的
の
（
第
一
次
）
五
力
年
計
画

が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
［
昭
和
三
十
二
年
度
開
始
］
。
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
は
昭
和
三

十
六
年
開
始
。
ち
ょ
う
ど
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
と
い
う
の
は
、
第
二
次
五
ヵ

年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
で
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
す
ぐ
に
東
京
工
事
局
の
土
木

課
長
に
発
令
さ
れ
た
の
で
す
が
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
今
度
は
第
三
次
長
期
計
画
。

年
表
に
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

　
五
ヵ
年
計
画
と
い
う
と
た
い
て
い
三
年
目
か
四
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
次
の
（
計
画
）

に
移
っ
て
い
っ
て
、
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
次
の
五
箇
年
計
画
に
か
か
る
ん
で
す
。

審
議
室
の
時
と
い
う
の
は
第
三
次
長
期
計
画
を
立
案
し
て
、
当
時
の
運
輸
省
に
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
説
明
に
行
っ
た
り
し
て
ま
と
め
た
ん
で
す
。
審
議
室
の
の
デ
イ
リ
ー

な
仕
事
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
り
、
ま
た
そ
の
審
議

を
や
る
こ
と
で
す
。

武
田
　
評
価
役
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
審
議
と
い
う
の
は
企
画
を
立
て
る
の
も
も
ち
ろ
ん
や
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

各
部
局
で
考
え
る
改
善
策
み
た
い
な
も
の
を
審
議
を
し
た
わ
け
で
す
ね
。

武
田
　
審
議
室
と
い
う
の
は
ど
こ
に
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
総
裁
の
直
属
で
す
。

武
田
　
何
人
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
審
議
室
長
の
下
に
調
査
役
が
六
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
頃
に
一
緒

に
い
た
の
が
下
山
定
則
［
元
国
鉄
総
裁
。
下
山
事
件
で
礫
死
体
で
発
見
さ
れ
た
］

さ
ん
の
家
族
で
下
山
定
彦
さ
ん
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
審
議
室
長
の
一
条
さ
ん

と
い
う
方
は
O
R
学
会
（
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
）
の
有
力

者
で
非
常
に
頭
が
切
れ
る
人
で
、
こ
の
人
は
学
者
肌
の
人
で
し
た
け
れ
ど
、
そ
う

い
う
人
の
指
導
で
評
価
の
仕
方
と
か
を
勉
強
し
ま
し
た
。
一
件
一
件
の
審
議
と
い

う
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
第
三
次
長
期
計
画
は
そ
の
頃
さ
か
ん
に
私
ど
も
が
ま
と
め
た
も
の
を
運
輸

省
の
鉄
道
局
長
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
は
説
明
を
し
ま
し
た
。
鉄
道
局
長
は
、
今
度

は
国
会
に
説
明
す
る
役
な
ん
で
す
。

武
田
　
先
生
は
た
と
え
ば
技
術
系
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
格
好
で
す
ね
。
私
の
他
に
も
電
気
の
専
門
で
横
井
昌
明
さ
ん
と

い
う
同
年
の
人
で
し
た
が
非
常
に
よ
く
出
来
る
人
が
い
ま
し
た
。
国
鉄
全
体
の
経

営
に
つ
い
て
は
大
赤
字
が
出
そ
う
だ
、
そ
れ
を
ど
う
し
ょ
う
か
と
い
う
議
論
が
も

と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
当
時
の
国
鉄
は
幹
線
で
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ロ
ー
カ
ル
線
が
赤
字
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
の
内
部
補
助
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
よ
。
そ
れ
で
な
ん
と
か
今
ま
で
も
っ
て
き
て
い
た
が
、
東
海
道
新
幹
線
だ
け

は
ず
っ
と
利
益
は
上
が
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
地
方
幹
線
で
そ
れ
だ
け

の
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
う
な
っ
て
き
た
時
に
や
っ
ぱ
り
ロ
ー

カ
ル
線
と
い
う
の
は
国
民
の
生
活
基
盤
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
は
別
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会
社
に
し
ょ
う
と
か
、
別
会
計
に
し
ょ
う
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

の
頃
は
全
体
を
切
り
離
す
の
で
は
な
く
て
、
地
方
線
と
本
線
と
を
会
計
を
分
け
よ

う
と
い
う
よ
う
な
流
れ
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ロ
ー
カ
ル
線
の
何
丈

線
区
か
を
や
め
る
べ
き
だ
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
の
議
論
が
あ
り
、
そ
う
い

う
の
を
運
輸
政
策
審
議
会
で
も
研
究
を
は
じ
め
て
い
た
ん
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
政
策
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
内
部
で
一
生
懸

命
や
っ
て
持
っ
て
い
く
の
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
部
外
の
中
立
の
先
生

が
押
さ
な
い
と
効
果
が
少
な
い
と
い
う
空
気
が
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
当
時
は
、
組
織
の
中
で
い
く
ら
い
い
意
見
を
出
し
た
っ
て
、
そ
れ
は
内
部

の
人
の
都
合
で
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
ふ
う
に
外
の
人
は
取
っ
て
し
ま
う
け

れ
ど
も
、
大
学
の
先
生
が
言
う
と
公
平
に
見
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
外
か
ら
の
圧

力
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
私
ど
も
が
さ
か
ん
に
言
っ
た
の
は
「
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
道
路
は
皆
税
金
で
作
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
、
と
。
そ
れ

か
ら
高
速
道
路
に
し
て
も
自
前
で
借
り
て
い
る
金
と
い
う
の
は
一
部
で
あ
っ
て
、

五
・
五
％
か
何
か
以
上
は
財
政
資
金
か
ら
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
空
港
も
一
種
空

港
は
全
部
国
が
作
る
と
か
、
港
湾
は
ま
る
き
り
公
共
事
業
費
が
出
て
い
る
け
れ
ど

も
、
鉄
道
に
は
そ
れ
が
全
然
出
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
で
競
争
さ
せ
よ
う

と
し
た
っ
て
、
運
賃
は
同
じ
よ
う
に
国
が
抑
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
ね
。
こ
れ
が
「
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
」
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
合
わ

せ
て
議
論
を
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
を
相
当
や
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
出
て
き
た
の
は
た
と
え
ば
東
京
付
近
の
通
勤
改
良
で
す
。
四
三
十
（
よ

ん
さ
ん
と
う
）
で
や
っ
た
の
は
三
都
市
の
通
勤
線
区
に
お
け
る
改
良
工
事
、
輸
送

力
増
強
工
事
に
は
三
割
の
補
助
が
国
か
ら
出
る
の
が
必
要
と
か
と
い
う
考
え
を
進

め
て
、
い
く
ら
か
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
出
来
た
り
は
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
新

幹
線
も
東
海
道
新
幹
線
は
東
海
道
の
線
路
増
設
と
し
て
国
鉄
の
費
用
で
作
る
。
け

れ
ど
も
東
北
・
上
越
に
な
る
と
地
域
開
発
の
新
幹
線
と
い
う
「
開
発
新
幹
線
」
の

名
前
で
、
補
助
金
ル
ー
ル
を
考
え
ま
す
。
審
議
室
で
言
っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う

よ
う
な
こ
と
で
、
論
理
を
作
っ
て
理
論
武
装
を
し
て
運
輸
省
に
上
申
す
る
。
運
輸

省
か
ら
国
会
な
り
、
あ
る
い
は
大
蔵
省
に
も
説
明
す
る
。
そ
う
い
う
の
が
審
議
室

の
役
目
で
一
件
審
議
を
す
る
と
い
う
の
は
デ
イ
リ
ー
ワ
ー
ク
に
近
い
も
の
で
す
。

武
田
　
先
生
は
も
う
全
体
を
見
る
よ
う
な
お
立
場
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
私
一
人
で
は
な
く
て
何
人
か
の
調
査
役
と
審
議
室
長
と
で
よ
く
議
論
し
ま

し
た
ね
。

武
田
　
調
査
役
の
方
は
先
生
と
同
じ
く
ら
い
の
年
代
の
方
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
だ
い
た
い
、
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
第
三
工
事
局
の
次
長
か
ら
調
査
役
に
な
ら
れ
た
と
。
こ
う
い
う
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
と
い
う
の
は
普
通
で
す
か
。

菅
原
　
通
常
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
の
次
長
、
部
長
か
ら

本
社
の
調
査
役
か
課
長
。
審
議
室
の
調
査
役
と
い
う
の
は
本
社
の
課
長
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
役
で
「
課
長
級
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

武
田
　
で
も
実
際
は
全
体
を
見
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
ラ
イ
ン
メ
ン
バ
ー
と
い
う
よ
り
は
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
ご
自
身
は
運
輸
省
に
行
っ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
運
輸
省
ま
で
持
ち
上
げ
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
、
そ
れ
を
国
に
持
っ

て
い
く
の
は
運
輸
省
か
ら
持
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
説
明
要
員
と
し
て

つ
い
て
い
く
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
。
国
会
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で

す
が
、
直
に
わ
れ
わ
れ
が
討
論
に
立
つ
と
い
う
立
場
で
も
な
か
っ
た
わ
け
で
、
運
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輸
省
に
そ
う
い
う
資
料
を
説
明
に
い
く
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
そ
の
他
、
外
の
組
織
と
折
衝
さ
れ
た
り
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
審
議
室
の
場
合
に
は
大
蔵
省
や
何
か
に
直
に
行
く
と
い
う
こ
と
も
た
ま
に

は
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
時
に
、
「
こ
う
い
う
大
規
模
災
害

だ
か
ら
国
で
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
蔵
省
と
の
直
の
接

触
窓
口
は
経
理
局
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
経
理
局
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う

立
場
で
す
。

武
田
　
で
は
む
し
ろ
社
内
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
…
…
。

菅
原
　
社
内
の
意
見
を
ま
と
め
る
。
そ
れ
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
長

期
計
画
み
た
い
な
も
の
は
社
内
で
の
意
見
を
ま
と
め
て
、
国
な
り
審
議
会
へ
説
明

す
る
役
で
す
。
そ
う
い
う
国
の
審
議
会
な
ど
に
は
傍
聴
席
と
か
に
行
っ
て
出
席
は

必
ず
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
は
局
長
と
か
課
長
さ
ん
な
ん
か
と
意
見
を
交
換
し
た
り
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
い
う
ま
と
め
役
で
す
か
ら
。
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
何
か
の
時
に
は
関
係
局
長
会
議
や
委
員
会
の
ま
と
め
役
と
い
う
感
じ
で
す
。

｛
■
「
、
馳
、
奢
、
亀
、
隔
＼
陶
、
亀
、
亀
、
麹
、
唾
＼
唾
、
晴
、
亀
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
喚
、
唾
、
唾
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
♪

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

劇
　
東
京
工
業
大
学
工
学
部
教
授
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
i
ー
ー
i
i
i
i
、
三
九
ー
！
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
i
、
し

武
田
　
そ
れ
で
一
年
経
っ
て
東
京
工
業
大
学
の
先
生
に
な
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
こ
れ
は
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
東
京
工
業
大
学
で
「
社
会
工

学
科
」
と
い
う
の
を
作
っ
た
。
そ
れ
で
そ
の
人
た
ち
の
考
え
は
、
結
局
自
分
も
そ

の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
技
術
と
い
う
の
は
学
際
的
な
研
究
を

し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
、
今
の
皆
さ
ん
の
よ
う
な
新
し
い
考
え
な
ん
で
す
。

要
す
る
に
、
土
木
屋
は
土
木
の
線
路
の
作
り
方
と
か
ト
ン
ネ
ル
の
掘
り
方
ば
か
り

や
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
。
社
会
に
発
言
が
出
来
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
わ
け
で

す
ね
。
そ
れ
は
経
済
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
か
ら
出
来
る
の
だ
と
。
経
済
屋
が
こ

こ
で
一
人
で
道
路
を
作
っ
た
り
と
い
っ
た
っ
て
、
結
局
土
木
屋
か
何
か
の
力
を
借

り
な
け
れ
ば
具
体
的
な
計
画
が
出
来
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
も

の
を
一
緒
に
な
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う
思
想
が
だ
ん
だ
ん
と
出
て
き

た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
学
際
研
究
と
称
し
て
、
そ
う
い
う
学
科
を
作
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
東
京
工
業
大
学
は
進
歩
的
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
土

木
、
建
築
、
経
済
、
心
理
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
専
門
分
野
の
方
が
一
緒
に
な
っ
て
、

新
し
い
学
科
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
中
村
雄
次
郎
さ
ん
と
い
う
方
が
、
．
非
常
に
幅
の
広
い
人
で
経
済
企
画

庁
か
ら
出
て
き
て
、
地
域
開
発
の
講
座
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
経
済
の
ほ
う

か
ら
阿
部
統
（
あ
べ
お
さ
む
）
さ
ん
［
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
。
社
会
シ
ス
テ

ム
分
析
・
社
会
工
学
］
。
そ
れ
か
ら
都
市
計
画
の
先
生
が
石
原
舜
介
さ
ん
と
い
う
東

工
大
の
教
授
を
や
っ
て
い
た
人
で
す
［
元
　
明
海
大
学
不
動
産
学
部
教
授
・
東
京

工
業
大
学
名
誉
教
授
。
故
人
］
。
そ
れ
か
ら
鈴
木
忠
義
［
東
京
工
業
大
学
教
授
。
景

観
工
学
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
計
画
、
地
域
計
画
］
と
い
う
人
が
今
で
も

さ
か
ん
に
働
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
頃
は
「
観
光
開
発
」
と
か
を
や
っ
て

い
ま
し
て
地
域
と
密
着
し
た
い
ろ
ん
な
研
究
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
土
木
計

画
が
な
い
と
学
科
と
し
て
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
で
私
に
来
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
国
鉄
の
中
で
い
ろ
い
ろ
意
見
を
出
す
の
も
い
い
け
れ
ど
も
、

中
立
で
交
通
問
題
に
理
解
あ
る
人
が
い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
出
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
土
木
計
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画
の
重
鎮
で
あ
る
八
十
島
（
や
そ
じ
ま
）
義
之
助
先
生
が
磯
崎
総
裁
の
と
こ
ろ
に

頼
み
に
来
ま
し
て
、
そ
れ
で
結
局
、
社
会
工
学
と
い
う
新
し
い
学
科
に
出
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

武
田
　
こ
れ
は
国
鉄
を
辞
め
て
行
く
と
い
う
形
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
文
部
大
臣
か
ら
「
文
部
教
官
教
育
職
一
等
級
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）
に

採
用
す
る
」
と
い
う
辞
令
を
も
ら
い
ま
し
た
。
国
鉄
は
退
職
な
の
で
す
が
、
ま
だ

公
務
員
と
同
じ
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
「
割
愛
（
か
つ
あ
い
）
願
」
［
他
大
学
へ
転

勤
に
な
る
と
き
は
採
用
す
る
大
学
が
、
勤
め
て
い
る
大
学
に
、
こ
の
「
願
」
を
出

し
、
そ
れ
に
基
い
て
採
用
す
る
大
学
の
教
授
会
で
転
勤
あ
る
い
は
辞
任
が
承
認
さ

れ
る
の
が
慣
例
］
を
大
学
か
ら
出
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
で
「
そ
う
長
く
や
る
気

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て
き
ま
す
よ
」
と
い

う
こ
と
で
行
っ
た
つ
も
り
で
し
た
。

森
結
局
、
四
年
間
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
、
ま
あ
お
か
げ
様
で
楽
し
く
や
り
ま
し
た
（
笑
）
。

孟
■
「
、
陶
、
亀
、
唾
、
馳
、
奪
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
鞠
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
陶
、
陶
、
馳
、
陶
、
馳
、
陶
、
馳
、
亀
、
陶
♪

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
海
外
関
連
の
仕
事
　
－
交
通
博
視
察
と
日
仏
工
科
系
学
生
交
流
会
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
隔
、
陶
、
亀
、
陶
、
唾
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
鞠
、
剛
、
亀
、
陶
＼
亀
、
陶
、
剛
、
鞠
、
亀
、
鞠
、
馳

森
　
東
工
大
の
教
授
を
な
さ
っ
て
い
る
途
中
で
「
ア
メ
リ
カ
へ
業
務
で
出
張
」
さ

れ
た
と
資
料
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た
お
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
最
初
に
米
国
に
出
張
し
た
の
は
、
国
際
ト
ン
ネ
ル
学
会
の
創
設
の
会
議
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
土
木
学
会
で
各
機
関
の
代
表
二
〇
人
程
で
調
査
団

を
編
成
し
、
私
は
幹
事
長
と
い
う
役
割
で
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
会
議
で
は
、

全
体
会
議
の
あ
と
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
、
都
市
ト
ン
ネ
ル
な
ど
四
～
五
の
分
科
会
で

議
論
し
、
最
後
に
新
し
い
学
会
の
仕
組
み
な
ど
の
合
意
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
工
事
や
、
デ
ン
バ
ー
の
近
く
の
対
空
地
下
施
設
な

ど
を
見
学
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　
次
は
、
大
学
で
の
主
な
研
究
事
項
と
し
て
、
都
市
交
通
計
画
の
関
係
の
こ
と
を

始
め
ま
し
た
。
「
交
通
博
」
と
い
う
の
を
後
に
日
本
で
も
横
浜
や
筑
波
で
も
や
り
ま

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
い
ち
ば
ん
最
初
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
空
港
の
所
で
行
わ
れ

ま
し
て
、
最
も
関
係
の
深
い
行
事
で
し
た
の
で
、
こ
れ
に
参
加
す
る
た
め
米
国
に

出
張
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で
い
ろ
ん
な
種
類
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

が
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は
「
今
ま
で
の
交
通
機
関
に
な
い

新
し
い
性
能
を
も
っ
た
交
通
機
関
」
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
今
日
本
で
い
え

ば
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
と
か
「
ゆ
り
か
も
め
」
と
か
中
・
小
型
で
無
人
運
転
を
す
る

と
か
、
そ
う
い
う
種
類
の
交
通
機
関
が
た
く
さ
ん
提
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
新
交

通
」
と
い
う
と
す
ぐ
そ
う
い
う
の
を
頭
に
置
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

交
通
機
関
の
運
用
方
式
も
新
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
は
ど
こ
の
国
も

や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
っ
て
、
自
動
車
自
身
も
い
ろ
い
ろ
改
善
が
行
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
自
動
車
が
増
え
過
ぎ
る
と
い
う
の
は

都
市
の
環
境
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
ん
で
す
ね
。
い
く
ら
燃
料

電
池
を
使
っ
て
「
排
気
が
な
く
な
り
ま
す
よ
」
と
言
っ
た
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
個
別

の
交
通
機
関
が
走
っ
た
の
で
は
交
通
は
麻
痺
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
結
局
、
公

土
ハ
交
通
機
関
を
皆
に
使
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
の
は
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
、

と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
「
都
市
交
通
」
と
い
う
と
す
ぐ
に
「
い
い

交
通
機
関
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
全
部
自
動
車
の
お
客
さ

ん
を
吸
収
出
来
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
そ
の
頃
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
は

三
百
種
類
ぐ
ら
い
い
ろ
い
ろ
出
て
き
て
い
て
、
そ
れ
の
は
し
り
の
交
通
博
が
ワ
シ

ン
ト
ン
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
き
た
ん
で
す
。
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レ
」
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
団
長
を
や
っ
て
く
れ
と
い

う
こ
と
で
三
十
人
ぐ
ら
い
連
れ
て
歩
き
ま
し
た
。
東
工

大
、
農
工
大
－
東
京
付
近
の
四
つ
の
大
学
か
ら
三
十

人
ぐ
ら
い
来
ま
し
て
、
約
一
ヶ
月
フ
ラ
ン
ス
の
中
を
回

り
ま
し
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
（
〇
二
＄
昌
の
）
と
い
う
所
が
あ

り
、
そ
こ
に
サ
フ
ェ
ー
ジ
（
。
・
鋤
捨
鵬
Φ
）
と
い
う
懸
垂
型
の

モ
ノ
レ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
今
の
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
よ

う
な
ぶ
ら
下
が
っ
て
走
る
や
つ
で
す
ね
。
そ
れ
よ
り
も

良
か
っ
た
の
が
ア
エ
ロ
ト
ラ
ン
（
帥
曾
。
発
墨
口
）
と
い
い

ま
し
て
、
空
気
浮
上
で
床
面
か
ら
下
に
空
気
を
噴
出
し

て
浮
き
上
が
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
で
走
る
ん
で
す
よ

武
田
　
陸
を
走
る
ん
で
す
か
。

菅
原

　
そ
れ
で
大
学
勤
務
を
一
年
終
わ
っ
た
時
に
、
一
九
七
一
年
の
三
月
に
第
五
回
M

J
E
T
（
ム
ジ
ェ
）
と
い
う
海
外
視
察
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。
M
J
E
T
、
［
日
仏

工
科
系
学
生
交
流
会
］
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
系
の
学

生
を
一
年
ご
と
に
交
代
し
て
双
方
か
ら
送
る
行
事
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
専
門

に
係
わ
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
産
業
を
見
学
し
て
、
技
術
面
の
視
野
を
広
め
る
と
い
う

こ
と
で
、
五
回
目
だ
っ
た
の
で
す
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
語
が
出
来
る
な
ら
ち
ょ
う
ど
い

、

縄

［
昭
和
四
〇
年
に
開
発
さ
れ
た
］
。

　
　
　
陸
な
ん
で
す
が
浮
き
上
が
っ
て
三
〇
〇
㎞
／
h
で
走
る
。
空
気
浮
上
列
車

の
は
し
り
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
開
発
し
て
い
る
ベ
ル
タ
ン
（
】
W
①
困
叶
一
昌
　
街
①
9
口
　
　
　
　
　
博
）

と
い
う
人
が
い
て
、
こ
れ
は
非
常
に
運
が
良
か
っ
た
。
三
十
人
の
学
生
を
そ
れ
に

乗
せ
て
ず
っ
と
走
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
三
〇
〇
㎞
／
h
で
走
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
は
い
、
こ
れ
は
す
ご
い
と
い
う
わ
け
で
す
［
三
〇
〇
㎞
／
h
は
昭
和
四
一

年
十
二
月
に
記
録
。
翌
年
十
一
月
に
は
最
高
時
速
三
四
五
㎞
／
h
を
記
録
し
た
］
。

今
で
も
わ
が
国
に
も
一
部
門
交
通
機
関
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
［
例
え
ば
、
O
目
H
ω

国
。
〈
巴
同
日
蜀
諺
詳
の
気
ω
8
白
の
を
発
展
さ
せ
九
州
大
学
・
J
R
九
州
と
の
土
一
同
研
究

で
九
州
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
動
手
段
と
し
て
開
発
中
］
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル

タ
ン
氏
が
さ
か
ん
に
研
究
・
試
験
を
や
っ
て
い
て
、
一
時
そ
れ
も
い
け
る
か
と
い

う
ふ
う
に
は
な
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
フ
ラ
ン
ス
自
身
が
や
め
ま
し
た
［
昭
和
四

九
年
七
月
。
昭
和
五
〇
年
十
二
月
に
は
ベ
ル
タ
ン
氏
も
死
去
］
。
や
っ
ぱ
り
空
気
浮

上
だ
と
、
と
に
か
く
空
気
を
下
に
吹
き
出
し
て
浮
き
上
が
る
ん
で
す
よ
。
走
る
の

に
プ
ロ
ペ
ラ
で
走
っ
た
の
で
は
や
か
ま
し
く
て
空
気
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
音
が
し

て
、
ピ
ユ
ー
ッ
と
走
っ
て
い
く
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
今
度
は
ず
っ
と
南
に
下
っ
て
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
（
6
一
同
Φ
昌
O
げ
一
Φ
）
に
行
き

ま
し
た
。
学
園
都
市
で
日
本
か
ら
も
留
学
生
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
こ
で
フ
ラ
ン

ス
の
学
生
と
交
流
を
す
る
と
か
。
そ
れ
か
ら
バ
ス
で
ア
ル
プ
ス
越
え
を
や
っ
て
、

そ
の
途
中
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
畑
が
ず
っ
と
あ
っ
て
そ
こ
に
香
水
工
場
が
あ
り
香
水

の
製
造
過
程
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
地
中
海
側
に
下
り
て
き
て
、
ニ
ー
ス
を
見

て
、
ツ
ー
ル
ー
ズ
、
ボ
ル
ド
ー
へ
行
っ
て
お
酒
の
醸
造
を
見
る
。
こ
の
調
査
団
に

加
わ
っ
た
目
論
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
い
ろ
ん
な
系
統
の
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
み
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
全
体
を
一
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
ほ
う
に
行
く
と
潮
の
干
満
を
使
っ
て
水
車
を
回
し
て
発
電

し
て
い
る
「
潮
力
発
電
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
の
を
見
て
パ
リ

へ
帰
っ
て
く
る
と
い
う
旅
行
で
し
た
ね
。

　
学
生
た
ち
が
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
、
そ
の
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
も
ひ
と
つ
の
勉
強
に

な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
パ
リ
へ
帰
っ
て
き
て
、
皆
何
が
食
べ
た
い
。
と
言
っ
た

ら
「
す
き
焼
き
が
食
べ
た
い
」
と
言
う
の
で
。

武
田
　
せ
っ
か
く
パ
リ
に
行
っ
た
の
に
（
笑
）
。

菅
原
　
日
本
食
が
数
軒
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
「
東
京
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
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そ
こ
へ
連
れ
て
行
っ
て
皆
喜
ん
で
食
べ
て
。
ご
飯
を
炊
き
増
し
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
一
応
終
わ
っ
て
、
学
生
は
よ
く
出
来
た
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、

皆
好
き
好
き
に
回
っ
て
切
符
は
ロ
ー
マ
か
ら
の
団
体
切
符
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

帰
り
は
「
何
月
何
日
ま
で
に
ロ
ー
マ
で
落
ち
合
う
」
と
い
う
約
束
を
し
た
ん
で
す

ね
。
荷
物
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
で
、
「
そ
れ
じ
ゃ
僕
が
引
き
受
け
よ
う
」
と
い

う
わ
け
で
、
ロ
ー
マ
の
中
央
駅
留
め
で
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ

こ
で
別
れ
て
、
彼
ら
は
自
分
の
好
き
好
き
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
か
ハ
ン
ブ
ル
グ

と
か
を
歩
い
て
、
そ
れ
か
ら
ス
イ
ス
に
寄
っ
て
き
た
者
も
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
ロ

ー
マ
に
集
ま
っ
て
そ
こ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
無
事
に
帰
っ
て
き
た
ら
し
い
の
で
良
か
っ

た
で
す
け
れ
ど
。

　
私
は
そ
こ
で
若
干
見
た
い
も
の
を
見
て
単
独
で
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
「
M
J

E
T
」
と
い
う
こ
と
で
、
第
六
回
目
は
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
、
都
市

交
通
の
説
明
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
。
そ
れ
で
お
そ
ら
く
終
わ
り
に
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
近
年
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
海
外
と
の
交
流
は
楽

に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
。

森
私
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
時
に
、
駅
で
先

に
荷
物
を
送
っ
て
お
い
て
後
で
そ
れ
を
駅
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
を
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。
日
本
で
も
昔
は
そ
う
い
う
の
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
今
ど
う
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
出
発
す
る
時
に
宅
急
便
で
空
港
着
に
し

て
も
ら
う
の
を
よ
く
や
り
ま
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
頃
で
す
か
ら
飛
行
機
も
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
一
九
七
〇
年
で
す
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
鉄
道
駅
で
集
ま
れ
と
い
う

ふ
う
に
や
っ
て
鉄
道
駅
の
駅
留
め
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
「
駅
留
め
」
と
い
う
こ
と

は
日
本
で
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
小
荷
物
や
何
か
を
送
る
時
に
配
達
先
の
地
名

が
は
っ
き
り
し
な
い
と
か
、
ホ
テ
ル
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
か
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

む
し
ろ
鉄
道
旅
行
の
場
合
に
は
そ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

よ
う
か
。
そ
れ
は
か
な
り
日
本
で
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
近
年
は
鉄
道
駅

で
は
手
小
荷
物
と
い
う
の
は
あ
ま
り
や
ら
な
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
も
と
は
必
ず

急
行
列
車
で
も
何
で
も
荷
物
車
と
い
う
の
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
で
「
チ
ッ
キ
」

と
い
う
の
は
手
荷
物
の
こ
と
を
い
う
の
で
す
が
、
も
と
は
持
っ
て
歩
く
の
が
面
倒

だ
か
ら
旅
客
と
同
時
に
着
く
と
い
う
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
赤
帽
に
頼
ん
で
お

く
と
一
赤
帽
と
い
う
の
は
い
な
い
で
す
か
、
駅
の
中
の
荷
物
運
搬
の
人
。

森
赤
帽
は
、
最
近
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
［
平
成
十
五
年
ま
で
東
京
駅
に
残
っ

て
い
た
が
、
廃
止
］
。

菅
原
　
荷
物
車
に
乗
せ
て
、
列
車
が
向
こ
う
へ
着
く
と
す
ぐ
そ
れ
を
降
ろ
し
て
く

れ
る
か
ら
駅
で
受
け
取
っ
て
目
的
地
に
行
く
。
手
荷
物
と
小
荷
物
が
だ
ん
だ
ん
同

じ
に
な
っ
て
、
小
荷
物
の
場
合
に
は
切
符
が
な
く
て
も
郵
便
と
同
じ
で
、
駅
へ
持

っ
て
い
く
と
鉄
道
が
運
ん
で
く
れ
る
と
い
う
の
が
小
荷
物
で
す
。
最
初
は
鉄
道
の

駅
で
荷
物
を
預
け
、
そ
の
列
車
で
旅
客
が
着
く
と
荷
物
が
受
け
取
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
お
客
が
増
え
て
く
る
か
ら
そ
う
ば
い
か
な
い
と

い
う
の
で
手
荷
物
で
駅
留
め
と
い
う
こ
と
を
や
っ
た
［
国
鉄
の
チ
ッ
キ
制
度
は
、

昭
和
六
一
年
廃
止
］
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
も
う
皆
鉄
道
が
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
国
が
ち
が
っ
て
も
そ
れ
が
出
来
た
ん
で
す
ね
。

も
■
「
、
亀
、
馳
、
鋤
、
疑
＼
曝
、
唾
、
亀
＼
陶
、
陶
、
鞠
、
馳
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
陶
＼
亀
＼
隔
、
陶
、
陶
、
陶
♪

π
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次
回
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予
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置

亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
陶
、
鞠
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
簡
、
亀
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
剛
、
亀
＼
亀
、
亀
、
馳

武
田
　
二
時
間
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
が
、
き
ょ
う
は
こ
こ
で
」
読
切
ら

し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
後
先
生
は
国
鉄
の
副
技
師
長
で
す
と
か
常
務
理

事
、
北
海
道
総
局
長
を
お
や
り
に
な
り
ま
す
ね
。
出
来
れ
ば
理
科
大
の
先
生
を
な

86



さ
る
ま
で
、
つ
ま
り
国
際
協
力
以
外
の
と
こ
ろ
を
次
回
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、

少
し
J
A
R
T
S
に
入
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
イ
ラ
ン
（
新
幹
線
事
業
へ
の
協
力
）
ぐ

ら
い
ま
で
の
国
際
協
力
の
話
に
一
回
入
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。

森
つ
ま
り
、
時
代
的
に
は
前
後
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
、
次
回
は
国
鉄

の
ご
経
歴
を
割
と
進
ん
だ
年
代
ま
で
お
話
い
た
だ
い
て
、
そ
の
次
の
時
に
ち
ょ
っ

と
戻
る
形
で
国
際
協
力
と
い
う
こ
と
を
ま
と
め
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
も
ち
ろ
ん
お
話
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
が
少
し
重
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
国
際
協
力
を
や
っ
た
の
は
バ
ン
ス
ー
の
話
で
ち
ょ
っ
と
入

り
ま
し
た
ね
。
後
は
そ
う
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
や
ら
な
い
で
い
く
の
で
す
。
結
局
、

大
阪
工
事
局
長
の
話
は
全
然
な
か
っ
た
で
す
か
。

森
次
回
お
聞
き
し
ょ
う
と
思
い
ま
す
。

菅
原
　
大
阪
工
事
局
長
を
こ
れ
も
長
く
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
ま

り
長
く
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
一
年
半
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
そ
の
頃
に
瀧

山
（
養
）
さ
ん
［
元
　
国
鉄
技
師
長
お
よ
び
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
理
事
長
］

の
こ
と
を
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
な
。
瀧
山
さ
ん
と
い
う
人
が
そ
の
頃
非
常
に
熱

心
に
海
外
協
力
を
や
っ
て
い
ら
れ
た
人
で
ど
う
し
て
も
帰
っ
て
こ
い
と
い
う
の
で

す
。
「
海
外
協
力
を
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
イ
ラ
ン
に
行
く
た
め

に
外
務
部
に
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
物
語
め
い

て
く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
頃
、
山
陽
新
幹
線
の
工
事
は
か
な
り
終
わ
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
広
島
と
の
境
の
所
ま
で
大
阪
工
事
局
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
で
岡
山
ま
で
は
出
来
て
い
た
。
岡
山
の
時
の
騒
音
の
問
題
な
ど
が
あ
っ

て
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
夜
中
に
あ
る
線
路
の
切
り
替
え
を
や
っ
て
い
る
頃
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
イ
ラ
ン
の
運
輸
大
臣
が
そ
れ
を
見
に
来
た
ん
で
す
。
「
ぜ
ひ
会
い

た
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
「
来
て
く
れ
」
と
。
イ
ラ
ン
は
そ
の

前
に
瀧
山
さ
ん
が
下
ご
し
ら
え
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
あ
と
は
井
川
（
克
一
）
大

使
と
い
う
人
が
か
な
り
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
高
木
総
裁
。
そ
う
い
う
方
が
い
て
、

と
に
か
く
イ
ラ
ン
の
応
援
を
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
引
っ
張
り
だ
さ
れ
た
も
の
だ

か
ら
大
阪
工
事
局
を
一
年
半
で
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

武
田
　
次
回
は
今
い
っ
た
よ
う
な
お
話
を
、
も
っ
と
詳
し
く
お
聞
き
し
ま
す
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
経
緯
と
し
て
述
べ
て
い
た
だ
い
て
、
イ
ラ
ン
で
の
業
務
と
い

う
こ
と
は
簡
単
に
「
こ
ん
な
も
の
で
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
。
そ
し
て
副
技
師
長

に
戻
ら
れ
る
と
。

菅
原
　
そ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
あ
る
の
が
「
ザ
イ
ー
ル
」
。
こ
れ
が
非
常
に
大
き
な
役

割
を
し
て
い
る
の
で
す
が
。

森
　
こ
れ
も
ち
ょ
っ
と
概
要
だ
け
触
れ
て
い
た
だ
い
て
、
次
に
施
設
局
長
に
入
り

ま
す
ね
。
そ
し
て
次
に
北
海
道
総
局
長
に
な
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の

辺
り
ま
で
ご
経
歴
と
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
話
し
て

い
た
だ
い
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
国
鉄
の
ご
経
歴
の
お
話
と
国
際
協
力
の

中
身
の
話
と
交
互
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
、
後
で
ど
う
し
て
も
整
理
を
し
な

い
と
分
か
り
に
く
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

菅
原
　
国
鉄
勤
務
の
間
の
仕
事
の
説
明
を
一
通
り
や
っ
て
、
今
度
は
海
外
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

森
そ
の
後
、
ま
た
イ
ラ
ン
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
原
　
資
料
の
訂
正
を
し
た
際
に
ち
ょ
っ
と
書
い
て
お
い
た
の
で
す
が
…
…
。
本

当
の
技
術
協
力
は
イ
ラ
ン
と
ザ
イ
ー
ル
は
現
職
の
間
に
始
め
た
の
で
す
が
、
後
は

理
科
大
に
行
っ
て
か
ら
、
交
通
計
画
で
す
か
ら
海
外
協
力
と
込
み
に
し
て
も
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
で
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
と
い
う
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
る
わ
け

で
す
ね
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
と
上
海
と
い
う
の
は
官
の
ほ
う
か
ら
頼
ま
れ
て
作

一　87　一



業
監
理
委
員
長
と
い
う
の
で
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ま
た

ま
た
瀧
山
さ
ん
な
ん
だ
け
れ
ど
も
今
度
は
J
A
R
T
S
の
ほ
う
に
引
き
出
さ
れ
て

し
ま
っ
て
、
そ
れ
で
理
事
長
を
や
っ
た
と
。
そ
れ
か
ら
海
外
協
力
一
本
で
と
い
う

こ
と
で
。

武
田
　
す
ご
い
で
す
ね
。
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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菅
原
　
こ
の
前
は
大
学
に
換
わ
っ
た
経
緯
と
か
社
会
工
学
科
と
い
う
も
の
の
意
義

み
た
い
な
と
こ
ろ
ま
で
で
終
わ
り
に
な
っ
て
い
て
、
大
学
で
の
仕
事
の
こ
と
に
は

あ
ま
り
い
か
な
い
う
ち
に
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
ね
。
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
年

が
昭
和
三
十
六
年
で
、
私
が
審
議
室
へ
行
っ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
号
す
よ
ね
。

審
議
室
の
時
に
「
第
三
次
長
期
計
画
」
と
い
う
名
前
の
十
年
計
画
を
組
立
て
た
ん

で
す
。

　
審
議
室
の
頃
に
そ
う
い
う
作
業
を
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
。
審
議
室
に
も
一
年

し
か
い
な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
で
大
学
に
出
て
大
学
に
い
る
間
に
そ
れ
が
決
定

を
し
て
い
る
。

　
私
が
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
に
、
第
二
次
五
箇
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
仕

事
が
い
っ
ぱ
い
出
て
い
た
。
そ
れ
で
す
ぐ
東
京
工
事
局
の
土
木
課
長
に
出
た
と
い

う
記
事
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
そ
の
場
で
書
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
多

分
ま
ち
が
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
三
十
五
年
頃
と
い
う
の
は
「
第
二
次
五
箇
年
計

画
」
で
「
輸
送
力
増
強
五
箇
年
計
画
」
と
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
第
一
次
と
い
う
の

は
戦
後
す
ぐ
に
「
戦
災
復
旧
五
箇
年
計
画
」
と
い
い
ま
し
て
、
本
当
に
戦
争
で
や

ら
れ
て
お
金
も
な
く
て
そ
の
ま
ま
放
棄
さ
れ
て
い
た
の
を
と
に
か
く
復
旧
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
済
ん
で
そ
の
翌
年
ぐ
ら
い
か
ら
「
輸
送
力
増
強
」
と
言

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
そ
う
い
う
呼
び
名
で
私
が
覚
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《
■
■
、
、
亀
、
陶
、
隔
、
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、
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、
』
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、
亀
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亀
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、
剛
、
廟
、
亀
、
隔
、
簡
、
陶
、
亀
、
亀
、
曝
、
唾
＼
障
、
軸
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置
東
京
工
業
大
学
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授
時
代
の
仕
事
①
　
1
土
木
計
画
学
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亀
、
亀
、
亀
、
L
■
■
「
、
鞠
、
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
隔
、
馳
、
陶
、
鞠
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陶
、
亀
、
亀
、
軸
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀

武
田
　
そ
れ
で
は
、
き
ょ
う
は
…
…
。

菅
原
　
大
学
の
続
き
が
ら
ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
し
ょ
う
か
。
こ
の
前
は
社
会
工
学

科
に
ど
う
し
て
出
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
趣
旨
だ
け
お
話
し
た
の
が

議
事
録
の
ほ
う
に
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
い
い
と
思
う
の
で
す
。
大
学
の
教

授
の
仕
事
は
皆
さ
ん
も
同
じ
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
学
生
を
指
導
す
る
と
い

う
の
が
い
ち
ば
ん
で
、
そ
れ
か
ら
学
会
等
を
通
じ
て
研
究
活
動
を
す
る
と
い
う
の

が
あ
る
。
そ
の
他
、
特
に
計
画
的
な
外
向
き
の
学
科
で
し
た
か
ら
、
政
府
関
係
の

委
員
会
業
務
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
地
方
自
治
体
や
何
か
か
ら
の

調
査
委
託
が
あ
り
、
あ
る
い
は
協
会
な
ど
、
そ
れ
と
後
は
学
生
と
ど
う
い
う
ふ
う

に
交
流
し
た
か
と
い
っ
た
問
題
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
の
指
導
は
交
通
計
画
と
か
鉄
道
工
学
と
い
う
講
義
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た

の
で
す
が
、
学
会
の
ほ
う
で
は
ち
ょ
う
ど
「
土
木
計
画
学
」
と
い
う
の
を
そ
の
頃

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
「
土
木
計
画
学
」
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、

（
昭
和
）
三
十
四
年
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
交
通
需
要
予
測
の
方
法
と
か
、
そ
れ
か
ら
交
通
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
の
方
法
と
か
が
中
心
に
な
る
わ
け
で
す
。

投
資
の
評
価
、
あ
る
い
は
投
資
順
位
を
ど
う
や
っ
て
決
め
る
か
と
か
、
そ
う
い
っ

た
の
が
計
画
学
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
細
か
い
手
法
が
あ
り
ま

す
。
社
会
モ
デ
ル
的
な
も
の
で
モ
デ
ル
の
作
成
と
か
で
す
ね
。
モ
デ
ル
工
学
み
た

い
な
も
の
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
土
木
学
会
で
は
「
土
木
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計
画
学
」
と
い
う
分
野
が
出
来
て
、
ち
ょ
う
ど
審
議
室
の
終
わ
り
頃
で
す
か
ら
四

十
三
年
ぐ
ら
い
か
ら
そ
の
委
員
会
が
発
足
し
て
、
審
議
室
の
時
に
も
そ
の
委
員
会

に
入
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
四
十
五
年
に
大
学
に
行
っ
て
か
ら
も
当
然
そ
の

委
員
に
な
っ
て
い
て
、
大
学
に
い
る
間
に
委
員
長
も
皿
回
や
り
ま
し
た
。
二
年
ぐ

ら
い
や
り
ま
し
て
、
主
な
研
究
活
動
と
し
て
そ
れ
な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
発
表
な
ど

も
し
て
お
り
ま
す
。

－
、
剛
＼
陶
、
亀
、
麹
、
陶
＼
鞠
、
麹
、
舳
、
亀
＼
唾
、
唾
＼
亀
、
亀
、
亀
、
剛
、
陶
、
喚
、
亀
、
剛
、
亀
、
剛
、
剛
、
剛
♪
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π
東
京
工
業
大
学
教
授
時
代
の
仕
事
②
　
1
政
府
関
係
の
審
議
委
員
冨
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冨

陶
、
陶
、
亀
＼
馳
、
亀
、
塵
＼
睡
、
辱
、
唾
＼
亀
＼
陶
、
剛
＼
軸
、
軸
、
亀
＼
亀
、
噂
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
鞠
＼
馳
、
馳

菅
原
　
そ
れ
か
ら
、
政
府
関
係
の
委
員
会
が
や
っ
ぱ
り
多
か
っ
た
。
「
全
国
総
合
開

発
計
画
」
1
「
全
総
計
」
（
ぜ
ん
そ
う
け
い
）
［
昭
和
三
十
七
年
十
月
閣
議
決
定
。

国
土
総
合
開
発
法
（
昭
和
二
十
五
年
）
に
基
づ
き
経
済
の
急
成
長
に
伴
う
ゆ
が
み

を
是
正
し
、
新
た
な
開
発
に
よ
る
経
済
成
長
の
持
続
を
目
的
と
し
た
］
と
い
う
の

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
体
出
来
上
が
っ
て
い
て
「
新
全
総
」
（
し
ん
ぜ
ん
そ

う
）
と
い
う
の
を
ち
ょ
う
ど
始
め
［
昭
和
四
十
四
年
五
月
閣
議
決
定
］
、
そ
の
頃
の

委
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
三
全
総
」
（
さ
ん
ぜ
ん
そ
う
）
と
い
う
の
は
そ
の
後

で
す
［
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
閣
議
決
定
］
。
で
す
か
ら
「
新
全
総
」
を
作
る
ほ
う

の
、
国
土
審
議
会
［
国
土
開
発
法
の
第
四
条
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
審
議
会
］
の

委
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
運
輸
省
で
す
ね
。
当
時
は
運
輸
省

の
運
輸
政
策
審
議
会
［
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
旧
運
輸
省
組
織

令
第
一
〇
八
条
に
基
づ
き
設
置
、
総
合
的
な
輸
送
体
系
の
樹
立
を
め
ざ
し
、
運
輸

政
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
審
議
会
］
、
そ
れ
か
ら
運
輸
技
術
審
議
会
［
昭
和
四

十
五
月
に
運
輸
省
組
織
令
第
一
〇
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
運
輸
大
臣

の
公
的
な
諮
問
機
関
］
と
い
う
の
で
二
つ
あ
り
、
運
輸
政
策
審
議
会
の
ほ
う
は
国

鉄
の
そ
ろ
そ
ろ
赤
字
問
題
な
ん
か
が
出
始
め
て
い
ま
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
ど
う

す
る
か
と
か
の
問
題
が
い
ち
ば
ん
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
幹
線
と
地
方
線
を

一
緒
に
や
っ
て
い
る
か
ら
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
地
方
線
と
い
う
の
は
国

で
や
る
べ
き
だ
、
経
営
の
成
り
立
つ
と
こ
ろ
は
独
立
採
算
で
や
る
べ
き
だ
と
い
う

よ
う
な
。
そ
れ
で
結
局
、
公
共
企
業
体
と
い
う
の
が
成
り
立
つ
わ
け
で
す
。
内
部

で
補
助
が
出
来
る
範
囲
は
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
幹
線
と
ロ
ー
カ
ル

線
と
の
経
営
状
態
の
差
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

　
運
輸
技
術
審
議
会
の
ほ
う
は
、
そ
の
前
に
ア
メ
リ
カ
で
第
一
回
の
交
通
博
が
あ

っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
委
員
会
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
ひ
と
つ
の
役
割
を
も
ら
っ
て
研
究
を
し
た
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
計
画
学
を
主
に
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
た
と
え
ば
神
奈
川
県
の
総
合
交
通
体
系
と
か
、
名
古
屋
市
の

都
市
交
通
線
の
投
資
順
位
を
ど
う
や
っ
て
決
め
る
か
と
か
の
評
価
の
委
員
に
な
っ

た
り
、
あ
る
い
は
実
際
の
作
業
を
や
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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亀
、
剛
、
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、
馳
、
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＼
亀
、
亀
、
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亀
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亀
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隔
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亀
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隔
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亀
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亀
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亀
、
簡
、
亀
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響
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京
工
業
大
学
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－

剛
、
亀
＼
陶
、
剛
、
陶
、
隔
、
剛
＼
陶
、
口
、
剛
＼
陶
、
陶
、
簡
、
馳
、
唾
＼
亀
、
亀
、
陶
、
鞠
、
隔
、
馳
、
剛
、
隔
＼
睦

菅
原
　
そ
の
頃
に
「
日
本
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
」
と
い
う
の
が
ち
ょ
う
ど
出
来
ま
し

た
［
昭
和
三
十
五
年
発
足
の
「
モ
ノ
レ
ー
ル
研
究
会
」
を
母
体
と
し
て
昭
和
三
十

九
年
七
月
発
足
］
。
日
本
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を
普
及
し
た
り
情
報
交
換
し
た
り
す
る
協

会
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
い
ち
ば
ん
最
初
に
、
前
に
お
話
に
出
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
八
十
島
義
之
助
先
生
が
委
員
長
で
、
黒
川
洗
さ
ん
と
い
う
人
が
都
市
計

92



画
の
関
係
で
、
交
通
計
画
の
関
係
は
私
が
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
こ
と
で
沖
縄
モ
ノ
レ

ー
ル
の
調
査
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
昨
年
［
二
〇
〇
三
年
］
の
八
月
十
日

に
開
業
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
ず
っ
と

長
く
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。

菅
原
　
最
初
の
頃
は
テ
レ
ビ
で
P
R
を
や
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
頃
は
ま
だ
「
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
法
」
と
い
う
の
が
な
か
っ
た
。
　
一
九
七
二
年
に

そ
れ
を
作
っ
た
ん
で
す
［
正
式
名
は
「
都
市
モ
レ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
都
市
計
画
区
域
内
で
の
モ
ノ
レ
ー
ル
整
備
に
於
け
る
道
路
占
用
権
と

国
の
財
政
補
助
を
定
義
］
。
そ
の
頃
羽
田
線
は
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
法
で
は
な
く
て
、

日
立
製
作
所
が
中
心
に
な
っ
て
民
間
の
資
金
で
作
っ
た
ん
で
す
［
一
九
六
四
年
九

月
開
業
］
。
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
法
で
作
っ
た
の
は
北
九
州
が
い
ち
ば
ん
は
じ
め
で
す

ね
［
一
九
八
五
年
開
業
の
北
九
州
高
速
鉄
道
。
小
倉
－
企
救
丘
間
］
。
北
九
州
で
小

倉
か
ら
南
の
ほ
う
に
「
徳
力
（
と
く
り
き
）
団
地
」
と
い
う
大
き
な
団
地
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
の
を
含
め
て
北
九
州
市
は
百
二
、
三
十
万
ぐ
ら
い

の
人
口
に
な
る
予
想
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
北
九
州
市
の
都
心
は
五
つ
の
市

街
地
に
分
散
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
小
倉
だ
け
取
っ
て
み
る
と
そ
ん
な
に
大
き
な

街
で
は
な
く
人
口
三
十
万
と
か
四
十
万
ぐ
ら
い
。
モ
ノ
レ
ー
ル
が
基
幹
的
な
交
通

機
関
に
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
調
査
を
や
り
ま
し
た
。
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
法
で
の
調
査
で
い
ち
ば
ん
最
初
に
や
っ
て
、
そ
の
頃
の
私
ど
も
の
助
手
が

森
地
霊
先
生
で
す
。
東
大
も
今
度
お
辞
め
に
な
っ
て
政
策
研
究
院
の
教
授
に
就
か

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
方
が
助
手
で
当
時
は
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。
そ
の
学
生
さ
ん

た
ち
が
今
、
国
土
交
通
省
の
関
係
の
重
要
な
仕
事
を
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
来
、
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
理
事
を
や
っ
て
い
た
り
し

て
、
最
近
は
副
会
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
と

は
非
常
に
ご
縁
が
深
か
っ
た
。
そ
う
い
う
調
査
が
、
特
に
協
会
関
係
で
は
あ
り
ま

し
た
。
実
際
の
調
査
な
ど
に
学
生
を
よ
く
連
れ
て
い
っ
て
、
学
生
も
そ
れ
を
楽
し

み
に
一
緒
に
作
業
を
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

1
幽
■
「
、
鞠
、
亀
＼
軸
、
亀
、
亀
、
隔
、
鞠
、
陶
、
陶
、
隔
＼
亀
、
剛
、
亀
、
喚
、
唾
、
唾
、
瞳
、
隔
、
亀
、
職
、
顯
、
鷺
、
亀
♪
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大
学
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1
野
球
を
通
じ
三
土
木
計
画
学
」
を
広
め
三

ノ
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π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

亀
、
馳
、
亀
、
馳
＼
瞳
、
曝
、
馳
、
亀
、
題
、
唾
、
篭
、
亀
、
適
＼
馳
、
亀
、
亀
、
辱
、
亀
、
唾
、
唾
、
驚
、
唾
、
唾
、
亀

菅
原
　
そ
れ
か
ら
後
は
大
学
で
や
っ
た
こ
と
の
記
憶
と
い
う
の
は
、
学
生
に
野
球

を
教
え
た
こ
と
で
す
ね
（
笑
）
。

武
田
　
ク
ラ
ブ
か
何
か
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
最
初
は
ク
ラ
ブ
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
研
究
室
の
中
で
の
紅
白
の
試
合
と
か
。

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
「
東
大
と
や
ろ
う
」
と
か
、
J
R
（
当
時
は
国
鉄
J
N
R
）

と
試
合
し
よ
う
と
か
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
ど
も
の
研
究
室
に
い
た
人
た
ち
が

1
今
や
も
う
、
首
都
圏
の
九
大
学
の
教
授
も
そ
ろ
そ
ろ
退
官
す
る
ぐ
ら
い
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
一
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
（
九
大
学
）
に
広
が
っ
て
、

そ
れ
で
「
土
木
計
画
学
」
と
い
う
の
が
一
挙
に
広
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら

「
土
木
計
画
系
の
九
大
学
リ
ー
グ
戦
」
と
い
う
の
を
毎
年
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
（
笑
）
。

菅
原
　
私
も
相
当
長
い
間
、
現
役
で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
ね
。
最
近
は
あ
ま
り

行
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
。
野
球
を
広
め
た
と
い
う
の
と
同
時
に
、
計
画
系
の
先

生
が
非
常
に
数
が
増
え
て
、
そ
れ
で
毎
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
習
会
を
や
り
、
ひ

と
つ
の
分
野
を
形
成
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
大
学
で

の
四
年
間
で
、
そ
れ
で
四
年
一
回
り
し
て
い
た
頃
に
今
度
は
ま
た
J
R
の
ほ
う
が

そ
れ
こ
そ
新
幹
線
の
工
事
が
も
の
す
ご
く
増
え
て
き
て
い
ま
し
て
、
学
校
の
生
活
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も
大
体
分
か
っ
た
し
、
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
る
な
と
い
う
こ
と
で
ま
た
国
鉄
に
帰

っ
て
き
て
、
そ
れ
で
大
阪
工
事
局
長
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
大

学
の
生
活
は
も
う
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
［
年
表
を
み
な
が
ら
］
先
生
が
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
頃
は
、
講
座
名

は
「
交
通
・
資
源
計
画
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
の
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
最
初
は
そ
う
い
う
名
前
で
し
た
。
「
資
源
な
ん
て
知
ら
な
い
が
」
と

言
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
講
座
の
名
前
と
い
う
の
は
、
講
座
を
作
る
時
に
そ
う
い
う

先
生
が
い
れ
ば
来
れ
ば
い
い
わ
け
で
、
「
あ
な
た
は
交
通
が
得
意
な
ん
だ
か
ら
交
通

計
画
だ
け
教
え
れ
ば
い
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
事
実
そ
ん
な

格
好
で
し
た
ね
。
資
源
を
開
発
す
る
に
し
て
も
当
然
交
通
問
題
が
あ
る
の
で
、
係

わ
り
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
。

武
田
　
ち
ょ
う
ど
土
木
計
画
学
の
は
し
り
の
頃
に
い
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
京
都
大
学
が
割
に
そ
う
い
う
交
通
計
画
と
い
う
の
が
得
意
だ

っ
た
ん
で
す
。
後
で
ま
た
名
前
を
追
加
し
ま
ず
け
れ
ど
も
、
非
常
に
有
名
な
先
生

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
の
ほ
う
は
人
十
島
義
之
助
先
生
な
ど
が
お
ら
れ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
手
法
的
な
も
の
は
か
な
り
京
都
大
学
が
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
れ
で
委
員
会
も
東
京
と
京
都
の
人
た
ち
が
両
方
、
皆
集
ま
っ
て
や
り
ま
し
た
し
、

名
古
屋
に
も
そ
う
い
う
先
生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

｛
■
「
、
睡
＼
」
■
¶
、
亀
、
陶
、
隔
、
陶
、
鞠
、
陶
、
鞠
＼
鴫
、
疑
＼
難
、
亀
＼
亀
、
麹
＼
陶
、
亀
、
陶
、
剛
、
口
、
口
、
陶
、
陶
♪
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置
　
交
通
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π
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ノ

r
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
」

武
田
　
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
手
法
を
使
う
ん
で
す
か
。

菅
原
　
具
体
的
に
は
「
交
通
需
要
予
測
の
方
法
」
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
は
や
り

で
し
た
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
対
象
に
す
る
地
域
を
い
く

つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
ま
ず
分
け
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
の
ゾ
ー
ン
は
デ
ー
タ
が
取

り
や
す
い
よ
う
に
、
た
と
え
ば
小
学
校
の
「
小
学
校
区
」
と
か
に
設
定
す
る
。
そ

う
す
る
と
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
か
が
分
か
る
。
そ
う
す
れ

ば
交
通
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
出
て
く
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
お
客
が
流
れ
る
か
を
調
べ
る
。
そ
れ
で
今
度
は
そ
の
流
れ
た
お
客
さ
ん
が
、

鉄
道
と
自
動
車
が
あ
れ
ば
ど
う
い
う
ふ
う
に
選
択
す
る
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

い
ろ
ん
な
モ
デ
ル
が
出
来
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
頃
は
そ
う
い
う
モ
デ
ル
作
り
が

い
ち
ば
ん
の
手
法
で
、
恥
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
そ
う

い
う
特
別
な
モ
デ
ル
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
人
一
人
の
行
動
が
ど
う
か
と
い
う
、
個

人
行
動
を
も
と
に
し
た
モ
デ
ル
ー
ゾ
ー
ン
毎
の
集
計
モ
デ
ル
じ
ゃ
な
く
て
、
個

人
毎
の
「
非
集
計
モ
デ
ル
（
侮
一
の
㊤
σ
q
σ
q
弓
Φ
σ
q
帥
↑
Φ
　
　
5
P
O
島
Φ
一
）
」
と
い
う
ん
で
す
け
れ
ど

一
そ
う
い
う
手
法
が
今
、
だ
ん
だ
ん
と
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
。
私

ど
も
も
実
務
で
国
内
の
都
市
交
通
の
計
画
を
や
っ
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
外
国
の

都
市
交
通
需
要
予
測
を
や
る
と
、
や
っ
ぱ
り
集
計
モ
デ
ル
法
が
主
力
で
、
特
別
の

勉
強
を
す
る
と
い
う
意
味
で
非
集
計
の
モ
デ
ル
と
い
う
の
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
そ
う
い
う
勉
強
を
す
る
の
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　
東
京
工
大
に
お
り
ま
し
た
と
き
に
は
、
ち
ょ
う
ど
大
蔵
省
か
ら
の
「
交
通
投
資

順
位
の
研
究
」
と
い
う
委
託
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
名
古
屋
市
で
ち

ょ
う
ど
軌
道
系
の
交
通
網
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
一
本
、
二
本
は
も
う
既
に

東
山
線
［
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
1
号
線
。
昭
和
三
十
二
年
に
最
初
の
区
間
が
開
業
］

と
か
の
地
下
鉄
が
出
来
て
い
ま
し
た
［
名
城
線
（
2
回
線
）
も
昭
和
四
〇
年
に
部

分
開
業
］
。
「
後
の
線
［
地
下
鉄
だ
け
で
7
号
線
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
た
］
は
ど
う

い
う
順
序
で
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
で
研
究
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で

名
古
屋
市
と
｝
緒
に
な
っ
て
研
究
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
研
究
を
札
幌
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市
で
も
や
り
ま
し
た
。
今
で
も
そ
う
い
う
時
に
研
究
し
た
も
の
を
参
考
に
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
順
番
に
効
果
的
な
も
の
か
ら
投
資
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
投
資
順
位
を
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ち
ば
ん
ど

う
い
う
の
が
、
ど
う
い
う
順
序
で
整
備
す
る
の
が
投
資
効
果
が
高
い
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
す
ね
。
当
時
は
や
は
り
「
費
用
便
益
分
析
」
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん

の
は
や
り
で
、
時
間
の
節
約
効
果
と
か
が
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

経
済
学
者
の
方
は
、
や
っ
ぱ
り
時
間
便
益
と
い
う
の
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
ん

で
す
ね
。
「
現
に
お
金
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
。
こ
れ

が
社
会
工
学
者
か
ら
い
う
と
困
る
ん
で
す
け
れ
ど
。
だ
か
ら
二
本
の
都
市
で
は
、
「
こ

こ
に
地
下
鉄
が
欲
し
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
赤
字
に
な
る
か
ら
作
ら
な
い
」
と
こ
う

な
つ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
そ
れ
以
前
に
時
間
短
縮
便
益
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
。
税
金
を
道
路
に
使
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
下
鉄
を
作
っ
た
ほ

う
が
は
る
か
に
得
だ
と
い
う
答
え
が
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う
の

は
そ
こ
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
最
近
の
傾
向
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
P
F
I
（
胃
ぞ
鉾
①
φ
知
己
8
言
置
彗
貯
Φ
）
一
要
す
る
に
民
間
活
力
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
民
間
参
年
忌
増
え
た
。
「
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー

（
〈
9
罫
。
♂
肘
日
。
口
Φ
団
）
」
と
い
う
、
政
府
が
使
う
お
金
が
い
く
ら
節
約
出
来
る
か

と
い
う
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
な
る
と
便
益
と
い
う
の
は
一
体
ど

こ
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
な
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
。
ち
ょ
っ
と
「
バ

リ
ュ
：
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
」
と
い
う
の
は
あ
ま
り
い
い
手
法
じ
ゃ
な
い
な
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
ね
。
や
は
り
便
益
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
評
価
し
な
い
と
い
か
ん

な
と
思
い
ま
す
が
。

武
田
　
い
ま
は
財
政
が
厳
し
い
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
赤
字
に
な
っ
た
ら
ダ
メ
だ

と
い
う
感
じ
で
す
か
ら
ね
。

菅
原
　
現
実
に
金
が
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
一
方
で
自
動
車
だ
け
は
ど

ん
ど
ん
増
え
ま
す
し
。

武
田
　
自
動
車
産
業
で
日
本
の
経
済
は
も
っ
て
い
る
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
ら
ね
。

－
、
馳
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
麹
、
麹
、
亀
、
唾
、
睡
、
畦
、
陰
、
噂
、
亀
、
亀
；
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置

隔
、
陶
、
剛
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
陶
、
隔
、
鞠
、
亀
、
亀
、
髄
、
亀
、
奪
、
篭
、
建

中
村
　
国
鉄
に
復
帰
さ
れ
る
際
は
、
や
は
り
国
鉄
の
ほ
う
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
来
て
、

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
国
鉄
の
ほ
う
か
ら
や
は
り
「
割
愛
願
」
を
出
し
て
も
ら
う
と
い
う

格
好
に
な
り
ま
す
。

中
村
　
大
学
の
ほ
う
は
、
多
分
、
先
生
に
残
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
な
ん
で
す
。
私
も
非
常
に
身
を
切
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
を
し
た
の
は
、

特
に
問
題
学
生
が
い
ま
し
て
預
か
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
心
残
り
で
ね
。

二
十
歳
に
も
な
る
人
で
す
か
ら
「
指
導
」
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
の
で
す
が
、
親

御
さ
ん
な
ん
か
と
も
一
緒
に
な
っ
て
指
導
を
し
か
け
て
い
た
人
な
の
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
う
は
そ
れ
な
り
に
引
き
継
ぎ
と
い
う
の
は
出
来
て
い
た
の
で
す
。

大
学
の
講
義
の
ほ
う
は
「
私
で
な
き
ゃ
だ
め
」
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
ま
た
新

し
く
政
府
の
研
究
所
な
ど
か
ら
来
て
も
ら
う
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
人
事
運
用
な

の
だ
か
ら
、
絶
対
に
困
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
先
生
が
国
鉄
に
お
戻
り
に
な
っ
た
後
は
、
「
交
通
・
資
源
計
画
」
と
い
う
講

座
は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
。
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菅
原
　
私
の
後
は
、
の
ち
に
東
大
の
教
授
も
や
り
、
武
蔵
工
大
の
教
授
［
環
境
情

報
学
部
］
も
ま
だ
や
ら
れ
て
い
る
中
村
英
夫
さ
ん
が
、
助
教
授
で
交
通
計
画
を
や

っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
私
の
講
義
の
後
に
は
中
村
良
夫
さ
ん
と
い
う
、
観
光
を
得

意
と
す
る
人
で
す
。
そ
の
方
が
そ
の
講
座
の
後
を
継
い
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

方
は
ま
た
京
大
の
教
授
に
な
っ
た
り
し
て
、
今
は
辞
め
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
［
現

在
、
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
。
景
観
工
学
］
。
皆
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
大
学
の
中
だ
け
で
の
人
事
異
動
じ
ゃ
な
く
て
、
東
京
圏
だ
と

筑
波
大
学
、
武
蔵
工
大
、
理
科
大
学
1
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ら
人
が
異
動
し
ま

す
よ
ね
。
京
都
も
そ
う
い
う
こ
と
だ
し
、
名
古
屋
は
そ
の
中
間
で
両
側
か
ら
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
大
学
間
で
の
異
動
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
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、
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、
一
、
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、
一
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一
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し

武
田
　
大
阪
工
事
局
長
に
就
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
の

で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
私
も
少
し
実
務
の
ほ
う
を

や
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
り
し
て
い
て
、
J
R
の
ほ
う
で
も
ち
ょ
う
ど
前
の
大
阪

工
事
局
長
が
空
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
以
前
に
大
阪
で
土
木

課
の
係
長
を
や
っ
た
り
環
状
線
課
の
補
佐
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
や

っ
ぱ
り
顔
見
知
り
の
と
こ
ろ
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

都
会
で
の
工
事
を
東
京
工
事
局
で
も
や
り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
大
阪

に
決
め
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
大
阪
は
山
陽
新
幹
線
が
岡
山
ま
で
は
出
来

て
い
た
ん
で
す
ね
［
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
五
日
開
業
］
。
岡
山
か
ら
広
島
へ
行
く

県
境
ま
で
が
大
阪
工
事
局
の
担
当
区
間
で
、
五
十
年
三
月
に
は
開
業
し
な
き
や
な

ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
、
相
当
緊
急
の
状
況
に
は
な
っ
て

い
た
ん
で
す
。
広
島
の
幹
線
工
事
局
、
下
関
工
事
局
、
大
阪
工
事
局
と
三
つ
の
工

事
局
で
仕
上
げ
て
い
て
、
着
任
し
た
の
が
昭
和
四
十
九
年
で
す
け
れ
ど
も
五
十
年

の
三
月
十
日
に
開
業
出
来
ま
し
た
。

　
大
阪
工
事
局
で
や
り
ま
し
た
の
は
新
幹
線
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
紀
西
線

と
い
う
線
路
の
増
強
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
福
知
山
か
ら
北
の
ほ
う
へ
上
が
っ
て
ゆ
く
福
知
山
線
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
ね
。
東
の
ほ
う
は
片
町
（
か
た
ま
ち
）
線
と
い
う
東
の
ほ
う
へ
行
く
線
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
両
方
か
ら
伸
ば
し
て
き
て
、
そ
の
中
間
を
大
阪
の
市
営
の
交
通

で
結
ぶ
「
片
才
連
絡
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
前
か
ら
構
想
が

あ
っ
て
、
そ
の
頃
ち
ょ
う
ど
大
阪
駐
在
の
常
務
理
事
で
こ
ら
れ
た
の
が
篠
原
良
夫

さ
ん
と
い
う
人
で
、
そ
の
人
と
一
緒
に
こ
の
問
題
を
大
阪
市
と
協
議
を
し
た
り
し

て
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
ん
で
す
。
今
は
「
東
西
線
」
と
言
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
う

い
う
線
が
今
は
完
成
し
て
、
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
［
平
成
九
年

に
東
西
線
と
し
て
連
絡
線
が
開
通
。
そ
れ
に
伴
い
片
町
駅
は
廃
止
さ
れ
た
］
。
両
側

か
ら
来
て
都
心
を
抜
き
ま
す
か
ら
便
利
な
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
計
画
を
作
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
と
北
陸
新
幹
線
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
大
阪
に
持
っ
て
く
る
か
と
い
う
、
こ

れ
は
今
で
も
問
題
で
ま
だ
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。
琵
琶
湖
の
西
側
を
通
る
湖

西
線
ル
ー
ト
を
通
っ
て
き
た
ら
い
い
か
と
か
。
お
金
の
問
題
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

け
れ
ど
も
。
金
沢
ま
で
の
と
こ
ろ
は
整
備
新
幹
線
で
ほ
ぼ
作
る
。
東
京
に
向
か
っ

て
は
新
幹
線
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
先
は
在
来
線
で
と
い
う
よ
う
な
格

好
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
問
題
の
よ
う
で
す
ね
、
ど
こ

に
取
り
付
け
る
か
。
米
原
ぐ
ら
い
で
く
っ
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
や
っ
ぱ
り
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本
線
の
ほ
う
の
輸
送
容
量
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ず
れ
は
大

阪
ま
で
持
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
か
ん
で
し
ょ
う
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
ど
う
い
う
ふ

う
に
持
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
今
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
の
時
代
で
は
、
具
体
的
に
は
い
ち
ば
ん
問
題
に
な
っ
た
の
は
何
だ
つ

た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
北
陸
線
に
関
し
て
で
す
か
。
ど
こ
か
ら
入
っ
て
く
る
か
で
、
い
ろ
ん
な
案

を
政
策
的
な
面
よ
り
も
具
体
的
に
、
米
原
ま
で
入
る
時
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
持
っ

て
き
た
ら
い
い
か
と
か
、
あ
る
い
は
湖
西
線
ル
ー
ト
で
入
っ
て
き
て
大
阪
に
ど
う

い
う
ふ
う
に
付
け
る
か
。
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
ル
ー
ト
選
定
、
そ
う
い
う
も
の
は

だ
い
ぶ
検
討
し
ま
し
た
。
ど
の
案
で
も
大
阪
ま
で
持
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
は
し

て
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
の
を
決
め
た
場
合
は
、
い
つ
で
も
や
れ
る
よ
う
に
は

設
計
図
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

武
田
　
い
ま
だ
に
問
題
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
今
、
梅
田
の
駅
の
ホ
テ
ル
に
な
っ
て
い
る
駅
ビ
ル
［
ア
ク
テ
イ
大
阪
。
大

丸
デ
パ
ー
ト
の
他
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
が
あ
る
］
。
あ
そ
こ
が
大
阪
の
工

事
局
だ
っ
た
ん
で
す
。
大
阪
工
事
局
そ
の
も
の
は
現
在
は
新
大
阪
の
と
こ
ろ
に
移

っ
て
お
り
ま
す
が
、
J
R
西
も
京
都
で
あ
ん
な
に
立
派
な
駅
を
作
り
、
も
の
す
ご

く
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
大
阪
も
梅
田
の
貨
物
駅
と
い
う
の
が

北
側
に
あ
り
、
そ
れ
を
今
度
は
他
へ
移
転
し
て
［
貨
物
取
扱
の
半
分
を
吹
田
操
車

場
跡
地
へ
、
残
り
を
大
阪
市
内
の
ど
こ
か
へ
移
転
の
計
画
］
大
開
発
を
し
ょ
う
と

い
う
の
で
、
あ
そ
こ
を
ず
っ
と
通
し
で
も
の
す
ご
い
人
工
地
盤
を
作
る
よ
う
な
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
ね
。
昔
な
ら
国
有
鉄
道
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を

や
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
。
民
業
圧
迫
の
問
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
。
だ
け

れ
ど
も
今
後
は
や
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
、
お
そ
ら
く
。
札
幌
な
ん
か
も
大
き

な
も
の
を
作
り
ま
し
た
し
。
あ
ん
な
に
大
き
な
も
の
を
作
っ
て
本
当
に
お
客
さ
ん

が
大
勢
来
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
鉄
道
の
駅
と

い
う
の
は
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
今
ま
で
活
用
し
な
か
っ
た
の

が
鉄
道
の
赤
字
の
原
因
で
あ
っ
て
、
民
鉄
な
ど
は
大
体
ど
の
民
鉄
も
デ
パ
ー
ト
と

か
付
帯
事
業
で
の
収
入
と
い
う
の
が
半
分
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
何
と
か
ト

ン
ト
ン
で
も
つ
て
い
る
わ
け
で
す
。
J
R
も
発
足
の
頃
は
そ
れ
が
一
割
で
あ
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
最
近
は
い
ろ
い
ろ
関
連
事
業
と
い
う
の
が
か
な
り
大

き
い
比
率
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
か
な
い
と
、

鉄
道
だ
け
で
は
や
は
り
い
ず
れ
や
っ
て
い
か
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も

の
で
す
か
ら
、
J
R
各
社
は
駅
の
開
発
と
い
う
の
に
非
常
に
カ
を
入
れ
て
ま
す
ね
。
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回
、
唾
、
噴
＼
剛
、
亀
、
顯
、
亀
、
亀
＼
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
剛
、
簡
、
亀
、
喚
、
曉
、
唾
＼
剛
＼
隔
＼
亀
、
陶
、
亀
、
亀

菅
原
　
そ
の
頃
は
ま
だ
梅
田
の
貨
物
駅
を
ど
こ
に
移
転
し
よ
う
か
と
い
う
よ
う
な

調
査
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
。
私
が
大
阪
工
事
局
で
や
っ
て
い
ち
ば
ん
印
象
に

あ
る
仕
事
と
い
う
の
は
、
大
阪
の
東
北
に
吹
田
（
す
い
た
）
と
い
う
今
は
ヤ
ー
ド

は
な
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
き
な
貨
車
ヤ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
鳥
飼

（
と
り
が
い
）
と
い
う
所
に
貨
物
駅
を
作
っ
て
そ
こ
に
貨
物
を
逐
次
移
し
て
い
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
鳥
飼
の
貨
物
駅
か
ら
吹
田
ま
で
鳥
飼
貨
物
線
を
作
る
時
に
猛

烈
な
反
対
者
が
い
て
、
そ
れ
と
の
闘
い
を
大
阪
工
事
局
に
い
る
間
、
ず
っ
と
や
り

ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
も
局
長
が
対
応
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
事
柄
に
よ
っ
て
局
長
が
出
て
い
っ
て
、
じ
か
に
や
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
公
開
で
や
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
頃
反
対
す
る
人
は
「
あ
な
た
の
よ
う
な
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公
共
事
業
を
や
る
人
は
、
少
数
の
人
を
犠
牲
に
し
て
や
る
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
う
か
ら
、
「
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
少
数
の
人
と
い
う
の
も

犠
牲
に
し
な
い
の
だ
」
と
言
っ
た
ら
、
反
対
者
の
人
が
「
局
長
、
そ
れ
は
失
言
じ

ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
い
い
こ
と
を
言
っ
た
ね
」
と
い
う
わ
け
で
。
そ
の
と
お

り
、
別
に
公
共
的
事
業
を
や
る
時
に
少
数
の
人
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
は
実
際
な

い
ん
で
す
よ
。
現
実
に
は
必
要
な
移
転
費
を
出
し
、
現
在
と
同
等
の
土
地
を
斡
旋

す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
は
用
地
買
収

の
い
ち
ば
ん
基
本
に
か
か
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
ず
い
ぶ
ん
反
対
を
し
て
い
て
、

そ
こ
に
あ
っ
た
大
き
な
家
は
「
移
転
は
し
な
い
」
と
い
う
の
で
、
非
常
に
大
き
な

敷
地
で
日
本
家
屋
だ
っ
た
の
で
す
が
、
「
曵
家
（
ひ
き
や
）
［
建
物
を
建
っ
た
状
態

の
ま
ま
水
平
移
動
さ
せ
る
伝
統
的
な
工
事
法
］
」
と
い
う
の
を
や
る
ん
で
す
ね
。
（
建

物
を
）
そ
の
ま
ま
用
地
の
幅
、
そ
の
距
離
を
上
手
に
移
転
し
た
か
ら
そ
の
後
の
苦

情
は
な
い
で
す
け
ど
ね
。

　
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
日
突
然
に
そ
の
反
対
者
の
い
ち
ば
ん
リ
ー
ダ

ー
の
人
か
ら
「
一
杯
飲
も
う
や
」
と
い
う
よ
う
な
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る

と
、
も
う
こ
れ
は
問
題
解
決
で
す
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
。
公
土
ハ
事
業
で
土
地
を
提
供
す
る
時
の
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
の

が
時
限
立
法
［
公
土
ハ
事
業
に
関
わ
る
用
地
提
供
の
「
租
税
特
別
措
置
法
」
は
昭
和

三
十
二
年
に
旧
法
を
全
面
改
正
し
た
後
、
部
分
的
に
改
正
さ
れ
な
が
ら
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
］
で
あ
り
、
公
土
ハ
的
事
業
に
提
供
し
た
土
地
の
税
金
が
免
除
に
な
る

と
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
早
く
売
っ
た
ほ
う
が
得
だ
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
ね
。
解
決
の
き
っ
か
け
は
い
ろ
ん
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
国
鉄
の
中
で
も
三
つ
ぐ
ら
い
抵
抗
が
あ
っ
た
の
に
遭
遇
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
こ
れ
は
『
交
通
新
聞
』
に
三
回
ぐ
ら
い
に
分
け
て
、
多
分
、
私
が
書
い
て
い
ま

す
か
ら
今
度
調
べ
て
正
確
な
も
の
を
持
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
う
の
は
あ
ま
り
一

般
の
と
こ
ろ
に
は
出
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
で
は
、
東
工
大
の
時
に
塩
嶺

（
え
ん
れ
い
）
峠
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
塩
嶺
と
い
う
の
は
中
央
線
か
ら
諏

訪
湖
の
と
こ
ろ
を
通
っ
て
、
ひ
と
つ
は
松
本
の
ほ
う
へ
行
き
ま
す
し
、
ひ
と
つ
は

長
野
の
ほ
う
へ
来
る
そ
の
分
岐
点
の
辺
り
［
塩
尻
峠
と
も
呼
ば
れ
る
］
で
す
ね
。

上
諏
訪
と
か
、
そ
の
諏
訪
の
辺
り
の
と
こ
ろ
で
「
塩
薫
製
」
と
い
う
や
は
り
非
常

に
大
き
な
問
題
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
で
は
な
く
て
岐
阜
の
工
事
局

が
実
行
者
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
中
立
の
学
識
者
と
し
て
裁
判
に
出
た
り
、

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
非
常

に
長
く
か
か
っ
た
例
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

森
こ
れ
も
用
地
買
収
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
結
局
は
用
地
買
収
で
す
ね
。

武
田
　
　
「
塩
嶺
」
と
い
う
の
は
峠
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
峠
そ
の
も
の
よ
り
も
「
塩
嶺
」
と
い
う
所
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
［
線
路

を
］
通
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
問
題
で
し
た
［
諏
訪
盆
地
・
伊
那
谷
で
塩
嶺
ト
ン

ネ
ル
（
昭
和
四
十
一
年
に
再
計
画
発
案
）
か
ら
引
く
路
線
を
巡
り
用
地
買
収
反
対

運
動
が
起
き
た
］
。
そ
れ
が
ず
っ
と
尾
を
引
い
て
き
て
い
て
、
そ
れ
の
仲
裁
を
頼
む

と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
通
常
の
土
地
買
収
と
い
う
の
は
値
段
と
か
の
問
題

で
、
二
、
三
回
行
っ
て
話
を
す
れ
ば
大
体
片
付
い
て
い
た
の
で
す
が
。

武
田
　
鳥
飼
の
時
は
集
会
に
も
出
て
、
個
人
的
に
説
得
し
た
り
も
し
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
時
に
は
相
手
の
リ
ー
ダ
ー
が
少
し
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
か
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
。

　
東
京
付
近
で
も
そ
れ
（
反
対
運
動
）
が
あ
っ
て
、
他
の
工
事
局
長
の
先
輩
方
が

苦
労
さ
れ
た
り
、
東
北
線
で
も
そ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
特
に
上
野
に
入

っ
て
く
る
と
こ
ろ
と
か
、
そ
れ
か
ら
伊
奈
町
の
辺
り
と
で
、
い
ろ
ん
な
解
決
を
し
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て
鉄
道
が
建
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

武
田
　
先
生
は
そ
う
し
た
集
会
に
出
た
り
説
得
す
る
の
は
、
得
意
な
ほ
う
だ
っ
た

ん
で
す
か
。

菅
原
　
ま
あ
、
僕
が
あ
ん
ま
り
感
情
的
に
な
ら
ず
に
淡
々
と
技
術
的
な
公
平
な
意

見
を
述
べ
て
い
け
ば
、
大
部
分
の
人
は
納
得
す
る
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
反
対
し
よ

う
と
し
て
い
る
リ
ー
ダ
；
の
人
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
あ
く
ま
で
も
自
分
の
意

見
を
言
う
し
。
そ
れ
と
東
京
付
近
で
は
こ
っ
ち
の
ほ
う
で
反
対
し
て
い
た
人
が
、

ま
た
別
の
現
場
へ
来
て
反
対
派
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
り
と
か
、
そ
う
い
う

半
プ
ロ
の
人
が
や
っ
ぱ
り
当
時
は
い
ま
し
た
。
最
近
で
も
鉄
道
と
言
わ
ず
、
道
路

と
言
わ
ず
、
同
じ
こ
と
が
あ
ち
こ
ち
で
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

武
田
　
先
生
は
そ
う
い
う
問
題
に
当
た
っ
た
回
数
は
多
い
ほ
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
多
い
と
い
う
か
、
た
ま
た
ま
そ
の
二
つ
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
で
す
ね
、
東
京
付
近
に
も
二
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
が
、
名
だ
た
る
反
対
運
動

と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
中
で
は
五
つ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

武
田
　
そ
の
う
ち
の
二
つ
に
関
わ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
の
う
ち
の
た
ま
た
ま
ひ
と
つ
は
直
接
に
や
っ
た
し
、
ひ
と
つ
は
学
識
者

と
し
て
裁
判
で
証
言
し
た
。
も
っ
と
大
き
な
の
は
、
東
海
道
新
幹
線
の
名
古
屋
付

近
を
通
過
す
る
時
の
騒
音
問
題
で
す
ね
［
昭
和
四
十
九
年
に
地
元
住
民
が
提
訴
］
。

こ
の
裁
判
は
私
が
関
わ
る
前
で
す
が
、
そ
れ
は
も
う
相
当
大
勢
の
人
が
証
人
に
出

た
り
な
ど
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
幹
線
と
い
う
の
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
い
う
こ
と
で
便
益
が
あ
る
の

だ
と
。
そ
れ
を
「
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
の
で
は
効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
の
が
裁
判
所
の
結
論
で
し
た
［
裁
判
は
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
十
一
日
名

古
屋
地
裁
判
決
、
控
訴
審
で
昭
和
六
〇
年
四
月
十
二
日
名
古
屋
高
裁
判
決
の
後
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
六
日
に
和
解
成
立
］
。
そ
の
代
わ
り
、
出
て
く
る
騒
音
に
対

し
て
は
こ
う
い
う
手
を
打
ち
な
さ
い
、
あ
る
い
は
移
転
す
る
場
合
の
費
用
を
負
担

し
な
さ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
後
、
騒
音
基
準
や
何
か
も
出
来
て
き
て

［
昭
和
五
〇
年
七
月
、
環
境
庁
が
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
を
発
表
。

五
十
一
年
十
一
月
、
国
鉄
が
「
新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動
障
害
防
止
対
策
処
理
要

綱
」
発
表
な
ど
］
1
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は

も
う
東
海
道
新
幹
線
の
名
古
屋
の
付
近
を
施
工
し
た
人
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
苦

労
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
で
し
た
ね
。
名
古
屋
の

騒
音
問
題
、
そ
れ
か
ら
東
北
新
幹
線
の
伊
奈
町
の
、
今
、
大
宮
か
ら
新
交
通
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
出
来
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
新
幹
線
高
架
橋
の
両
側
を
利
用
し
て
小

さ
な
交
通
機
関
で
各
駅
停
車
の
電
車
を
作
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
れ
が
な
い
と
伊
奈

町
と
い
う
の
は
た
だ
高
速
鉄
道
が
通
る
だ
け
で
、
何
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
一
方

町
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
代
償
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
が
出
来
た
わ
け
で
す

が
、
そ
う
い
う
解
決
の
方
法
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
県
知
事
と
運
輸
大
臣
が

そ
こ
で
合
意
し
て
皆
を
納
得
さ
せ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
。

武
田
　
先
ほ
ど
「
特
別
措
置
法
」
を
出
す
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
ど
の
レ
ベ
ル
だ

っ
た
の
で
す
か
。
大
阪
府
の
レ
ベ
ル
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
特
別
措
置
法
は
、
や
っ
ぱ
り
国
で
す
。
全
国
共
通
の
問
題
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
公
土
ハ
事
業
に
協
力
し
て
、
そ
れ
で
土
地
が
売
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
税
金
を

取
ら
れ
る
よ
う
な
ら
ば
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
協
力
し
た

ら
土
地
売
却
の
あ
る
限
度
額
ま
で
は
税
金
は
免
除
さ
れ
る
と
か
と
い
う
よ
う
な
特

別
措
置
法
で
す
。

武
田
　
前
に
建
設
省
の
役
人
さ
ん
に
や
っ
ぱ
り
用
地
買
収
の
話
を
聞
い
た
時
、
同

じ
よ
う
な
苦
労
を
さ
れ
た
そ
の
方
は
、
神
社
に
　
升
瓶
を
持
っ
て
皆
を
集
め
て
「
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
や
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

菅
原
　
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
な
ん
で
す
よ
。
一
緒
に
飲
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
な
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ら
、
も
う
大
体
問
題
は
解
決
す
る
ん
で
す
が
。
そ
れ
ま
で
は
な
か
な
か
そ
う
は
い

か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
私
は
経
験
が
な
い
の
で
、
「
こ
う
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
経
験
で
す
か
。
」
と

聞
い
た
ら
、
「
い
や
、
私
も
初
め
て
で
す
。
気
合
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
（
（
笑
）
。

｛
■
「
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
鞠
、
鞠
、
鞠
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
隔
、
剛
、
鞠
、
隔
＼
亀
、
亀
、
剛
、
剛
＼
陶
＼
竜
、
亀
，
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ノ

冨
　
　
「
参
与
」
と
し
て
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π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

馳
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
剛
＼
陶
、
陶
、
剛
＼
隔
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
鞠
、
口
、
隔
、
剛
＼
陶
＼
亀

森
大
阪
工
事
局
長
に
な
ら
れ
た
時
に
「
参
与
」
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

ね
。
前
回
、
「
参
事
」
と
い
う
の
は
二
級
技
師
と
同
じ
こ
と
だ
と
ご
説
明
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
「
参
与
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
身
分
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
技
師
で
一
級
に
相
当
す
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
こ
こ
で
は
経
営
者
の
一
部

だ
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
ね
。
工
事
局
長
は
一
級
技
師
と
い
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ

う
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
も
う
経
営
者
だ
と
い
う
名
前
で
す
ね
。

武
田
　
実
際
に
現
場
で
指
揮
を
と
る
と
い
う
よ
り
は
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
た
と
え
ば
地
方
の
知
事
に
会
っ
た
り

市
長
と
協
議
し
た
り
す
る
時
に
「
技
師
」
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
「
参
与
」
と

い
う
ほ
う
が
相
手
側
に
も
受
け
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
技
術
だ
け
見
て

い
る
人
で
は
な
い
ん
だ
と
、
経
営
者
の
一
人
だ
と
い
う
意
味
の
身
分
で
す
ね
。

武
田
　
こ
れ
は
一
年
半
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
も
っ
と
長
く
や
り
た
か
っ
た
所
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
。
ひ
と
つ
に
は
五
十
年
三
月
十
日
で
山
陽
新
幹
線
が
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
岡
山
と
い
う
の
は
結
局
、
山
陽
新
幹
線
が
暫
定
的
に

あ
そ
こ
ま
で
延
び
て
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
に
岡
山
の
町
に
は
い
ろ
ん
な

事
務
所
が
増
え
た
り
、
ホ
テ
ル
が
増
え
た
り
と
い
う
こ
走
で
、
町
と
し
て
は
非
常

に
発
展
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
鉄
道
も
岡
山
か
ら
分
岐
を
し
て
四
国
の
ほ

う
へ
行
き
や
す
く
な
っ
た
。
非
常
に
町
も
良
く
な
り
、
い
い
駅
が
出
来
た
り
し
た
。

岡
山
と
し
て
は
そ
う
い
う
状
態
が
長
く
続
い
て
く
れ
る
と
も
っ
と
良
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。
そ
れ
で
岡
山
か
ら
先
を
延
ば
し
て
い
く
と
、
岡
山
県
知
事
の
長

野
士
郎
さ
ん
が
「
と
に
か
く
新
幹
線
は
騒
音
が
大
き
く
て
」
と
反
対
を
さ
れ
て
大

分
抵
抗
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
い
つ
だ
つ
た
か
、
郷
里
の
同
級
生
が
「
お
前
、

テ
レ
ビ
で
謝
っ
て
い
た
」
な
ん
て
言
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の
が
よ
く
記
事
に

出
ま
し
た
。
岡
山
市
街
地
を
突
破
し
て
途
中
の
町
を
横
切
り
ま
す
か
ら
、
今
ま
で

は
工
事
が
止
ま
っ
て
い
た
か
ら
良
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。
そ
の
頃
に
は
騒
音
問

題
な
ど
も
ず
い
ぶ
ん
勉
強
も
し
ま
し
た
し
対
策
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
、
そ
れ
で
よ

う
や
く
通
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

4
■
匿
「
＼
亀
、
唾
、
噴
、
亀
、
剛
、
隔
、
陶
、
陶
、
簡
、
簡
＼
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
♪
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ノ

π
　
イ
ラ
ン
新
幹
線
建
設
支
援
に
関
与
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
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冨
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ノ

r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
＼
一
、
し

菅
原
　
そ
れ
が
一
通
り
終
わ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
一
段
落
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
と
同
時
に
、
前
に
お
話
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
瀧
山
側
さ
ん
1
当
時

は
国
鉄
本
社
の
技
師
長
で
し
た
一
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
頃
、
イ
ラ
ン
は

パ
ー
レ
ビ
さ
ん
と
い
う
王
様
の
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
親
日
で
あ
り
、
囲
米
で

あ
り
、
そ
れ
か
ら
石
油
の
輸
出
量
の
四
分
の
一
は
日
本
に
輸
出
し
て
い
る
し
、
日

本
も
輸
入
す
る
石
油
の
四
分
の
一
は
イ
ラ
ン
か
ら
買
っ
て
い
る
と
い
う
非
常
に
縁

の
深
い
国
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
イ
ラ
ン
は
も
の
す
ご
く
経
済
発
展
を
し
た
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ん
で
す
ね
。
パ
ー
レ
ビ
さ
ん
と
い
う
の
は
、
イ
ラ
ン
の
話
で
ま
た
後
で
出
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
金
の
あ
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
基
盤
設
備
を
や
っ
て
お
く
ん

だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
東
の
ほ
う
約
千
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
マ

シ
ャ
ド
（
心
身
ず
ず
9
畠
）
と
い
う
一
こ
れ
は
シ
ー
ア
派
の
「
聖
都
」
で
［
日
本
で

い
え
ば
］
伊
勢
神
宮
み
た
い
な
所
で
す
が
一
そ
こ
ま
で
の
高
速
電
気
鉄
道
を
引

い
て
く
れ
と
い
う
要
請
で
し
た
。
前
か
ら
そ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す

が
、
事
前
に
そ
う
い
う
調
査
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
［
昭
和
四
十
九
年
三
月
に

J
I
C
A
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
］
。
そ
れ
で
今
度
は
い
よ
い
よ
実
行
す
る
よ
と
い

う
段
階
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
「
こ
の
高
速
鉄
道
建
設
の
支
援
を
や
る

か
ら
、
も
う
大
阪
工
事
局
は
い
い
か
ら
早
く
帰
っ
て
こ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
つ

でラン圃鉄遵縄と高速霜気鉄道の計

　　／　　蕊曳ζ鎚』 ’XL

）
，
．
，
．
　
・
r
／
i
’
i
’
l
l
l
l
，
，
2

て
、
ち
ょ
う
ど
名
古
屋
と
同
じ
で
ま
た
引
っ
張
り
だ
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
で
外
務
蔀
に
籍
を
置
い
て
当
時
の
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
「
J
A
R
T
S

（
q
9
。
も
Φ
二
男
汲
出
二
目
①
o
げ
巳
＄
一
の
①
辱
8
Φ
）
」
に
出
向
し
た
。
出
向
し
て
J
A
R

T
S
の
理
事
に
な
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
仕
事
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
岡
山
辺
り
で
夜
間
の
線
路
切
り
換
え
か
何
か
を
や
っ
て
い
る
時
に
イ

ラ
ン
の
シ
ャ
ヤ
レ
ス
タ
ー
二
運
．
輸
大
臣
が
来
て
、
顔
だ
け
合
わ
せ
て
お
け
と
い
う

話
が
あ
っ
た
の
で
、
大
体
話
は
う
す
う
す
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
大

臣
に
会
っ
て
「
新
幹
線
を
や
る
か
ら
（
イ
ラ
ン
に
）
来
て
く
れ
よ
」
と
い
う
話
を

さ
れ
た
と
い
う
覚
え
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
だ
あ
ま
り
実
感
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

わ
ざ
わ
ざ
夜
に
工
事
局
の
線
路
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
に
来
る
な
ん
て
滅

多
に
な
い
ん
で
す
。
や
は
り
本
気
で
や
る
気
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ど
う
い
う
ふ
う

に
や
っ
て
い
る
か
見
に
来
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
r

　
そ
れ
で
結
局
、
外
務
部
に
ち
ょ
っ
と
籍
を
置
い
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
J
A
R
T

S
に
出
向
し
た
。
そ
の
外
務
部
に
い
た
時
に
昭
和
五
十
年
十
二
月
で
す
け
れ
ど
も
、

い
よ
い
よ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
契
約
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

森
十
｝
月
に
外
務
部
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
十
二
月
に
J
A
R
T
S
と
し
て
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
に
入
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。
そ
の
頃
イ
ラ
ン
は
石
油
の
資
金
が
沢

山
あ
り
、
　
一
〇
億
円
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を
し
た
ん
で
す
。

中
村
　
当
時
の
お
金
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
当
時
の
お
金
で
一
〇
億
円
で
す
か
ら
ね
。
そ
ん
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

今
も
ち
ょ
っ
と
な
い
で
す
よ
ね
。
最
初
は
J
A
R
T
S
の
プ
ロ
パ
ー
の
常
務
理
事

で
宮
沢
吉
弘
さ
ん
と
い
う
先
輩
と
外
務
部
に
北
原
眞
澄
さ
ん
と
い
う
次
長
が
い
ま

し
て
、
そ
れ
か
ら
私
の
戦
友
み
た
い
な
人
で
す
が
曲
尾
理
三
郎
さ
ん
と
い
う
ち
ょ

っ
と
若
い
人
が
い
ま
し
た
。
三
井
一
郎
と
い
う
人
も
電
気
の
専
門
家
で
し
た
が
、
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こ
の
五
人
ぐ
ら
い
で
契
約
に
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
｝
○
億
円
の
サ
イ
ン
を

し
て
、
し
か
も
前
渡
金
を
二
億
円
振
り
込
ん
で
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
J
A
R
T

S
は
大
喜
び
し
ま
し
て
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
ち
ょ
っ
と
前
ぐ
ら
い
か
な
、
羽
田
に

帰
っ
て
き
た
ら
、
当
時
の
J
A
R
T
S
の
会
長
が
有
名
な
島
秀
雄
さ
ん
で
、
わ
ざ

わ
ざ
空
港
ま
で
迎
え
に
出
て
く
れ
て
ま
し
て
感
激
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
。
そ
ん
な

こ
と
で
イ
ラ
ン
の
海
外
協
力
の
ス
タ
ー
ト
を
し
た
わ
け
な
ん
で
す
。

　
年
が
明
け
て
五
十
一
年
に
な
っ
て
、
い
ち
ば
ん
最
初
か
ら
四
十
五
人
い
っ
・
へ
ん

に
行
っ
た
か
ど
う
か
は
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
。
各
分
野
、
運
転
関
係
、

車
両
関
係
、
電
気
関
係
、
土
木
関
係
、
建
築
の
人
も
何
人
か
い
て
、
イ
ラ
ン
に
ず

っ
と
駐
在
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
M
／
P
、
総
合
計
画
）
を
作
っ
た
ん
で
す
。

一
年
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
、
と
に
か
く
一
〇
億
円
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
、
そ
れ
の
承
認
が
と
れ
て
、
も
ち
ろ
ん
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
も
回
収

出
来
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
へ
の
海
外
協
力
を
や
る
時
に
は
海
外
協
力
そ
の
も
の
に
皆

慣
れ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
［
以
前
も
国
鉄
が
］
車
輌
を
売
っ
た
り
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
が
新
幹
線
の
海
外
輸
出
と
い
う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
全
体
の
輸
出
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
。
で
す
か
ら
そ
の
二
つ

は
非
常
に
特
殊
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
大
型
の
海
外
協
力
で
あ
る
こ
と
と
、
新
幹
線

の
初
め
て
の
輸
出
だ
と
い
う
こ
と
で
。
そ
れ
で
、
こ
の
技
術
協
力
は
日
本
の
閣
議

了
解
事
項
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
派
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
作
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
度
は
デ
ィ
テ
ー
ル
・
デ
ザ
イ
ン
（
阜
。
富
臨
島
Φ
巴
σ
q
昌
（
D
／

D
）
詳
細
設
計
）
と
い
う
の
に
入
る
ん
で
す
。
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
東
の
ほ
う
に
向
か

っ
て
一
〇
〇
キ
ロ
分
ぐ
ら
い
の
契
約
を
し
た
ん
で
す
。
そ
の
契
約
ま
で
出
来
て
、

そ
れ
じ
ゃ
、
い
よ
い
よ
本
当
の
詳
細
設
計
に
入
ろ
う
か
と
言
っ
て
い
る
頃
に
、
そ

ろ
そ
ろ
町
の
様
子
が
危
な
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
町
に
は
そ
れ
ま
で
何
回
も

行
っ
た
り
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
つ
も
冷
や
か
し
に
行
っ
て
い
る
絨
毯
屋
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン
に
支
店
を
作
っ
て
全
部
移
転
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
な
、
絨
毯
屋
だ
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
で
商
売
し
て
い
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
あ
ま
り
気
に
し
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
や
が

て
間
も
な
く
銃
声
が
町
の
中
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
反
政
府

分
子
が
少
し
騒
い
だ
り
し
て
、
警
察
が
そ
れ
を
防
い
で
五
人
を
射
殺
し
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
て
、
も
う
一
挙
に
市
民
が
暴
動
を
起
こ
し
て
、
そ
れ
で
あ
の
革
命
が

始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

匂
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
口
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
顯
、
麹
、
麹
＼
唾
、
陶
、
陶
、
亀
、
鞠
；
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π
　
イ
ラ
ン
革
命
の
勃
発
と
計
画
の
頓
挫
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躍

剛
、
鞠
、
剛
、
亀
、
鞠
、
陶
、
亀
、
亀
、
剛
＼
陶
、
鞠
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
剛
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
剛
、
馳
、
亀

武
田
　
先
生
は
当
時
、
そ
の
場
所
に
い
ら
し
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
瞬
間
の
時
に
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
前
段
で

「
王
様
が
悪
い
。
五
人
を
殺
傷
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
運
転
士
な
ど
が
口

に
出
し
て
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ず
っ
と
王
様
と
お
后
様
の

写
真
を
ど
こ
の
町
で
も
掲
げ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
王
様
に
絶
対
服
従
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
こ
そ
町
の
人
た
ち
ま
で
が
ど
ん
ど
ん
言
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
。
王
様
も
別
に
悪
い
こ
と
を
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
宗
教
的
な
問
題
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
た
と
え
ば
教
会
と
い

う
の
が
非
常
に
お
金
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
教
会
の
活
動
を
抑
え

る
と
か
。
そ
れ
か
ら
あ
の
国
は
水
が
な
い
で
し
ょ
う
。
北
の
ほ
う
に
カ
ス
ピ
海
と

の
問
に
エ
ル
ブ
ー
ル
ズ
と
い
う
山
脈
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
雪
が
降
っ
て
、
そ

の
雪
が
夏
に
融
け
て
浸
み
込
む
。
砂
漠
で
す
か
ら
流
れ
て
い
る
間
に
水
が
消
え
て
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し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
困
る
の
で
、
カ
ナ
ー
ト
（
地
下
水
道
）
と
い
う
用

水
み
た
い
な
も
の
を
ず
一
つ
と
掘
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
テ
ヘ
ラ
ン
の
町
の
南
方
に

も
ず
っ
と
届
い
て
い
て
、
民
家
も
使
え
ば
農
地
の
人
も
そ
れ
を
使
う
と
い
う
「
水

利
権
」
（
す
い
り
け
ん
）
と
い
う
の
が
大
問
題
だ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
や
っ
ぱ
り

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
非
常
に
立
派
な
王
様
だ
っ
た
の
だ
け
れ

ど
も
、
王
様
に
対
す
る
不
満
が
そ
の
頃
一
挙
に
噴
き
出
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
結

局
、
ホ
メ
イ
ニ
と
い
う
宗
教
の
い
ち
ば
ん
ト
ッ
プ
の
人
が
パ
リ
に
ず
っ
と
亡
命
し

て
い
た
わ
け
で
す
が
［
ホ
メ
イ
ニ
師
は
一
九
六
三
年
か
ら
約
十
六
年
間
亡
命
生
活

を
送
っ
て
い
た
］
、
そ
の
方
が
よ
う
や
く
帰
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
宗
教
国
家
に
逆
戻

り
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
ち
ょ
う
ど
昭
和
五
十
二
、
三
年
の
頃
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
、
ち
ょ
っ
と
歴
史
を
よ
く
見
直
し
て
み
ま
ず
け
れ
ど

も
。
ホ
メ
イ
ニ
の
帰
還
［
昭
和
五
十
四
年
二
月
一
日
］
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

正
式
な
名
前
は
「
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
」
と
い
う
名
前
が
出
来
ま
し
た
ね
。

森
　
イ
ラ
ン
革
命
が
一
九
七
人
位
の
十
二
月
二
十
六
日
で
す
ね
。

菅
原
　
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
で
詳
し
く
話
し
ま
ず
け
れ

ど
。
そ
ん
な
こ
と
で
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
革
命
後
も
ま
た
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
日
本
の
援
助
の
お
金
を
使
っ
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
マ
シ
ャ
ド
ま
で
の
線
、

あ
る
い
は
パ
フ
ク
（
切
出
赫
げ
）
と
い
う
別
の
線
も
い
ろ
い
ろ
調
査
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
が
、
調
査
が
出
来
て
も
な
か
な
か
そ
れ
を
円
借
款
を
つ
け
て
応
援
を
す

る
と
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
（
米
国
）
大
使
館
占
領
事
件
［
昭
和

五
十
四
年
十
一
月
］
な
ど
が
あ
っ
た
り
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
仲
が
悪
い
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
日
本
の
外
務
省
も
円
借
款
を
つ
け
う
と

い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
。
今
、
円
借
款
を
つ
け
る
の
は
本
当
に
人
道
的
な
問
題
で

貧
困
対
策
、
そ
れ
と
繋
累
改
善
と
い
う
よ
う
な
都
市
交
通
な
ど
に
は
お
金
を
つ
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
経
済
開
発
的
な
こ
と
で
高
速
鉄
道
な
ん
か
に
は

と
て
も
お
金
を
つ
け
る
と
い
う
状
況
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
感
じ
は
今
で
も

あ
り
ま
す
ね
。
イ
ラ
ン
の
人
た
ち
は
本
当
に
日
本
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
。

武
田
　
革
命
が
起
き
て
、
パ
ー
レ
ビ
時
代
の
契
約
は
一
切
破
棄
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
一
〇
〇
キ
ロ
の
件
は
廃
棄
で
す
。
ち
ょ
う
ど
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
終
わ
っ

て
、
そ
の
契
約
金
を
全
部
も
ら
っ
た
後
で
一
〇
〇
キ
ロ
契
約
し
た
だ
け
で
、
そ
こ

ま
で
何
も
実
際
に
舞
台
が
出
来
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
損
害
も
な
か
っ

た
わ
け
で
す
が
。
い
ち
ば
ん
最
初
に
契
約
す
る
時
に
向
こ
う
さ
ん
は
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
五
〇
億
円
ぐ
ら
い
の
契
約
を
し
た
い
と
言
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
皆
や
っ
ぱ
り
初
め
て
な
も
の
で
、
心
配
し
て
ず
っ
と

手
前
に
戻
っ
て
、
と
に
か
く
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
だ
け
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
し

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
一
〇
億
円
と
い
う
の
は
、
大
変
に
大
き
な
契
約
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
無
事
に
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
瀧
山
さ
ん
と
は
そ
れ
が
契
機
で
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
芝
山
さ
ん
は
、
我
々
が
国
鉄
に
入
っ
た
頃
か
ら
の
、
い
ち
ば
ん
の
皆
の
尊

敬
の
的
の
人
だ
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
非
常
に
人
物
的
に
も
立
派
だ
っ
た
し
。
我
々

が
入
っ
た
頃
か
ら
も
う
経
営
幹
部
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
わ
れ
わ

れ
が
局
長
な
ど
を
や
る
頃
に
は
技
師
長
に
な
っ
て
い
て
、
一
回
鹿
島
建
設
に
出
て
、

ま
た
帰
っ
て
き
て
技
師
長
に
な
っ
た
。
イ
ラ
ン
へ
の
海
外
協
力
の
頃
は
井
川
克
一

さ
ん
と
い
う
大
使
で
、
非
常
に
熱
心
で
パ
ー
レ
ビ
王
様
と
も
非
常
に
仲
が
良
く
て

一
緒
に
ス
キ
ー
を
や
っ
た
り
な
ど
と
い
う
ぐ
ら
い
の
人
で
、
そ
れ
で
そ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
作
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
井
川
さ
ん
も
我
々
が

調
査
を
始
め
た
ら
喜
ん
で
ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設
省
か
ら
イ

ラ
ン
の
日
本
大
使
館
に
一
等
書
記
官
と
し
て
出
向
し
て
お
ら
れ
た
、
紀
陸
（
き
り
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く
）
富
信
さ
ん
［
の
ち
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
長
］
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
大
変
力
を
入
れ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
の
完

成
ま
で
円
滑
に
進
め
る
た
め
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
井
川
さ
ん
は
、
ち
ょ

う
ど
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
に
転
勤
に
な
っ
て
、
革
命
の
時
に
は
次
の
大
使
が
お
ら
れ

た
ん
で
す
よ
［
井
川
大
使
の
任
期
は
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
～
五
十
三
年
十
二
月
］
。

　
そ
の
後
任
の
大
使
、
和
田
力
さ
ん
が
日
本
に
来
て
「
革
命
が
終
わ
っ
て
、
そ
ん

な
に
危
な
い
所
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
皆
早
く
出
て
き
て
く
れ
」
と
講
演
し
た
り
し
ま

し
た
。
革
命
の
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
は
も
っ
と
下
町
の
ほ
う
で
や
っ
た
の
だ
と
。
銀

行
の
A
T
M
と
い
う
か
、
シ
ス
テ
ム
を
革
命
派
が
ね
ら
っ
て
皆
つ
ぶ
し
た
、
そ
れ

で
い
っ
．
へ
ん
に
経
済
が
悪
く
な
っ
た
。
反
乱
軍
か
ら
い
え
ば
非
常
に
い
い
攻
め
方

を
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
あ
ま
り
そ
ん
な
に
町
が
焼
か
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く

て
、
い
っ
。
へ
ん
に
体
制
側
が
参
っ
て
し
ま
っ
た
と
。
大
使
館
と
い
う
の
は
相
当
山

の
上
に
あ
っ
て
、
そ
ん
な
に
心
配
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
さ
か
ん
に
言
っ
て

い
ま
し
た
。
早
く
出
て
き
て
く
れ
と
皆
に
言
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
ポ
ツ
ポ
ツ
と
も

と
い
た
三
井
物
産
と
か
の
人
た
ち
が
ま
た
復
帰
を
し
て
い
た
と
。
だ
か
ら
あ
の
革

命
で
は
そ
ん
な
に
じ
か
に
は
被
害
を
受
け
て
い
な
い
ん
で
す
。
む
し
ろ
イ
ラ
ン
で

は
そ
の
前
に
「
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
」
で
バ
ン
ダ
ル
シ
ャ
プ
ー
ル
と
い
う
港
の

辺
り
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
相
当
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

た
だ
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
補
償
が
あ
っ
た
り
し
て
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
今
で

も
ま
だ
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。
［
イ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
石
油
化
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
］

武
田
　
え
え
。
三
井
物
産
と
日
本
政
府
も
、
ち
ょ
う
ど
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

頃
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
　
一
時
、
非
常
に
被
害
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
復
帰
す

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
一
。
や
っ
ぱ
り
石
油
の
輸
入
と
い
う
の
は
非
常
に
大

き
な
問
題
で
、
日
本
と
し
て
は
し
っ
か
り
確
保
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
が
大
阪
か
ら
帰
っ
て
き
た
頃
で
す
。

竜
、
亀
、
亀
＼
唾
、
唾
、
唾
、
隔
、
馳
、
陶
、
陶
、
廟
、
陶
、
陶
、
唾
＼
隔
、
亀
、
陶
、
亀
、
隔
、
隔
、
亀
、
陶
、
亀
、
剛
♪
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冨
　
副
技
師
長
に
就
任
す
る
　
ー
ス
ト
権
ス
ト
な
ど
に
対
処
す
る
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膚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

亀
、
唾
、
陰
＼
陶
＼
陶
、
陶
、
陶
、
軸
、
亀
、
剛
、
陶
、
亀
＼
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
晴
、
剛
、
亀
、
剛
、
隔
、
亀
、
亀
、
馳

森
十
二
年
に
副
技
師
長
に
な
ら
れ
ま
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
外
務
部
は
イ
ラ
ン
（
の
仕
事
）
を
や
る
た
め
に
籍
を
置
い
て

い
た
の
で
、
順
序
か
ら
い
え
ば
ち
ょ
う
ど
副
技
師
長
ぐ
ら
い
の
ポ
ス
ト
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。
副
技
師
長
と
は
何
を
や
る
か
と
い
う
と
技

師
長
が
い
て
、
そ
の
下
に
副
技
師
長
が
土
木
関
係
、
電
気
関
係
、
運
転
関
係
、
車

輌
関
係
と
四
人
か
五
人
お
り
ま
し
た
。
有
名
な
京
谷
好
泰
さ
ん
と
い
っ
て
、
磁
気

浮
上
を
や
っ
て
い
る
マ
グ
レ
ブ
（
超
電
導
リ
ニ
ア
）
の
神
様
み
た
い
な
人
も
お
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
京
谷
さ
ん
が
一
生
懸
命
、
磁
気
浮
上
を
や
っ
て
大
分
の
実
験

線
を
作
っ
て
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
、
京
谷
さ
ん
が
、
「
運
輸
省
の

人
は
わ
け
が
分
か
ん
な
い
よ
。
」
と
嘆
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
電
流
を
流
し
て
、

永
久
に
そ
れ
が
回
っ
て
い
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
っ
こ
な
い
よ
」
と
運

輸
省
の
高
官
が
言
っ
て
い
た
と
か
言
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
超
電
導
と
は
大
変

な
技
術
で
、
ド
イ
ツ
も
や
り
だ
し
た
け
れ
ど
も
や
め
て
し
ま
っ
た
。
今
は
（
鉄
道
）

総
研
と
か
J
R
東
海
の
研
究
所
で
も
超
電
導
で
は
な
く
て
、
本
当
に
絶
対
零
度
ま

で
も
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
辺
ま
で
（
絶
対
零

度
か
ら
少
々
高
い
温
度
）
し
か
い
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
や
っ
ぱ
り

電
気
を
少
し
ず
つ
補
給
し
て
や
ら
な
い
と
永
久
に
回
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
。
も
っ

と
常
温
で
の
超
電
導
と
い
う
の
で
そ
う
い
う
金
属
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
ん
で
す

よ
。
時
々
新
聞
に
も
出
ま
ず
け
れ
ど
、
本
当
に
そ
れ
が
実
用
化
に
な
っ
て
は
い
な
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い
。
ま
あ
値
段
も
高
い
の
で
し
ょ
う
が
。
ニ
オ
ブ
・
チ
タ
ン
（
N
b
T
i
）
と
い

う
材
料
を
使
え
ば
超
電
導
に
近
い
。
お
そ
ら
く
今
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ニ
オ
ブ
・

チ
タ
ン
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
こ
の
間
J
R
東
海
の
研
究
所
に
行
っ
た
ら
、
も

っ
と
ち
が
う
金
属
で
や
る
と
絶
対
零
度
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
で
も
電
気
抵
抗
は
ほ
と

ん
ど
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
も
っ
と
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
こ
の
頃
、
先
生
は
い
ろ
い
ろ
お
忙
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
ス
ト

権
ス
ト
［
昭
和
五
〇
年
十
一
月
二
六
日
分
ら
八
日
間
］
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
大
分

大
変
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ス
ト
権
ス
ト
が
あ
り
、
あ
れ
で
J
R
の
貨
物
が
い
ち
ど
に

に
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
貨
物
と
い
う
の
は
、
旅
客
と
ち
が
っ
て
交
通
機

関
が
動
い
て
い
れ
ば
ま
た
乗
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
一
つ
の
商
取
引

で
す
か
ら
。
そ
の
期
間
、
列
車
が
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
「
そ
れ
で

は
取
引
は
ト
ラ
ッ
ク
に
し
ま
す
よ
」
と
か
「
フ
ェ
リ
ー
に
し
ま
す
よ
」
と
変
え
た

の
で
は
「
鉄
道
が
ま
た
動
き
だ
し
ま
し
た
」
と
な
っ
て
も
、
そ
れ
じ
ゃ
貨
物
は
返

っ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
貨
物
が
非
常
に
打
撃
を
受
け
た
結
果
に
な
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
瀧
山
さ
ん
の
回
想
録
を
読
ん
で
い
ま
す
と
、
や
っ
ぱ
り
大
変
だ
っ
た
と
お

話
さ
れ
て
い
ま
す
が
。
ち
ょ
う
ど
豊
山
さ
ん
は
技
師
長
に
な
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
一
回
外
に
出
て
帰
っ
て
き
て
技
師
長
を
や
っ
て
。
そ
れ
で

辞
め
て
芝
山
さ
ん
が
今
度
は
J
A
R
T
S
の
理
事
長
に
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
は
イ
ラ
ン
の
仕
事
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
直
接
は
も
う
国
鉄
の
ほ

う
の
お
仕
事
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
イ
ラ
ン
の
仕
事
が
一
段
楽
し
た
あ
と
、
国
鉄
本
社
の
副
技
師
長
に
な
り
、

鉄
道
一
般
の
技
術
開
発
と
、
国
際
協
力
の
推
進
役
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
■
■
「
、
陶
、
剛
、
亀
、
鞠
＼
隔
、
陶
、
鞠
、
剛
、
剛
、
陶
、
剛
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
軸
＼
亀
、
奪
、
奪
、
亀
、
麹
、
亀
♪
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眉
　
ザ
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ル
国
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梁
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…
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π

馳
、
亀
、
適
、
亀
＼
唾
、
唾
＼
亀
、
亀
、
亀
＼
唾
、
唾
、
難
＼
亀
、
毫
、
亀
、
馳
、
陶
、
簡
、
亀
、
馳
、
亀
＼
辱
、
亀
、
噴

武
田
　
そ
の
あ
と
先
生
は
、
ザ
イ
ー
ル
で
の
技
術
協
力
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
ね
。

菅
原
　
ザ
イ
ー
ル
で
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
後
で
ま
た
詳
し
く
お
話

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
キ
ン
シ
ャ
サ
と
い
う
首
都
が
あ
っ
て
、
そ
れ

か
ら
ず
っ
と
西
の
ほ
う
へ
行
っ
て
マ
タ
デ
イ
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
て
ザ
イ
ー
ル

川
を
渡
る
渡
船
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
マ
タ
デ
イ
で
ザ
イ
ー
ル
川
を
渡
っ
て
河
の

北
側
に
出
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
海
岸
の
と
こ
ろ
に
「
バ
ナ
ナ
（
切
①
昌
9
昌
9
）
」

と
い
う
港
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
要
す
る
に
そ
こ
ま
で
鉄
道
を
ひ
こ
う
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
こ
れ
は
我
々
の
ず
っ
と
先
輩
で
も
う
亡
く
な
っ
た
方
で
今
岡
鶴
吉

さ
ん
［
国
鉄
常
務
理
事
・
関
東
支
社
長
、
大
阪
市
交
通
局
長
な
ど
歴
任
］
と
い
う

人
が
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
方
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
J
I
C
A
で
調
査
を
や
っ
た

ん
で
す
ね
。
総
額
が
三
四
五
億
円
で
鉄
道
を
ひ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
途
中
に

マ
タ
デ
ィ
橋
と
い
う
の
を
含
め
て
そ
う
い
う
金
額
で
作
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
円
借
款
が
成
立
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

が
二
回
あ
っ
て
、
物
価
が
バ
ー
ン
と
上
が
っ
た
ん
で
す
。
国
内
で
も
ど
ん
ど
ん
建

設
費
が
上
が
っ
て
、
各
業
者
が
そ
う
い
う
時
に
は
増
額
し
て
も
ら
う
と
い
う
ル
ー

ル
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
て
、
一
斉
に
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
円
借
款
は
三
四
五
億
円
と
い
う
の
を
増
や
す
わ
け
に

も
い
か
な
い
。

　
そ
れ
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
持
ち
あ
が
っ
て
、
私
が
ち
ょ
う
ど
副
技
師

長
に
い
た
時
に
、
そ
こ
に
ザ
イ
ー
ル
政
府
に
協
議
に
行
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
が
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あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
そ
の
三
四
五
億
円
の
工
事
費
に
関
し
て
は
、
マ
タ
デ
ィ
の

橋
の
建
設
費
が
ち
ょ
う
ど
全
体
の
約
三
分
の
一
だ
っ
た
ん
で
す
。
後
は
砂
漠
に
線

路
を
ひ
く
だ
け
で
す
か
ら
、
た
い
し
た
金
で
は
な
い
。
マ
タ
デ
ィ
の
橋
と
い
う
の

は
完
全
な
輸
入
品
で
す
か
ら
値
段
が
高
い
。
そ
れ
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
イ
ン

フ
レ
で
ち
ょ
う
ど
三
倍
に
な
っ
て
、
全
線
建
設
の
お
金
が
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
近
い

金
額
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
そ
こ
に
道
路
と
鉄
道
の
併
用
橋
だ
け
作
っ

て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
O
E
C
F
（
海
外
経

済
協
力
基
金
）
が
、
「
そ
う
い
う
ふ
う
に
ま
と
め
て
き
て
く
れ
」
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
調
査
に
何
人
か
と
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
ザ
イ
ー
ル
国
の
政
府
と
交

　　　　　　　　　　　　　　　　中央アフリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　A，．／w／v＼ハ弐ダン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？，

渉
し
て
、
そ
う
い
う
変
更
に
し
ま
し
よ
う
と
提
案
し
、
円
借
款
の
金
額
は
変
え
ま

せ
ん
、
と
い
う
協
議
を
し
て
き
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
の
時
に
私
ど
も
が
マ
タ
デ
ィ
の
渡
し
場
に
行
っ
た
ら
、
と
に
か
く
フ
ェ
リ
ー

が
あ
り
、
ー
フ
ェ
リ
ー
と
い
っ
て
も
筏
を
二
つ
つ
な
い
だ
よ
う
な
も
の
な
の
で

す
が
一
、
そ
こ
に
鈴
な
り
に
住
民
が
乗
っ
て
向
こ
う
岸
に
渡
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
で
ザ
イ
ー
ル
川
の
い
ち
ば
ん
真
ん
中
付
近
で
カ
ー
ブ
し
て
対
岸
の
港
に
行
く
の

で
す
が
、
目
の
前
で
二
人
川
に
落
っ
こ
ち
て
し
ま
っ
た
。
沿
岸
警
備
の
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
が
す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
川
の
中
流
に
行
く
ま
で
の
間
に

も
う
二
人
と
も
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
水
の
中
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
川
岸
に
い
た

人
は
皆
涙
を
流
し
て
泣
き
ま
し
た
ね
。
「
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ど
う
し
て
も
や
っ
て
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
帰
っ
て
報
告
し
て
、

橋
だ
け
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
も
う
い
っ
．
へ
ん
や
り
直
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
別
の
チ
ー
ム
が
行
っ
て
設
計
も
や
り
、
そ
れ
か
ら
伊
藤
忠
、
三
菱
商
事
、

石
川
島
播
磨
1
そ
う
い
っ
た
企
業
合
同
体
が
そ
れ
を
請
け
負
っ
て
、
こ
れ
は
非

常
に
早
く
仕
上
げ
て
く
れ
て
マ
タ
デ
ィ
の
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
完
成
が
何

年
に
な
り
ま
す
か
。

中
村
　
一
九
八
三
年
の
五
月
二
十
二
日
で
す
ね
。

菅
原
　
こ
れ
は
渡
り
初
め
が
あ
っ
て
、
献
本
か
ら
も
大
蔵
省
の
政
務
次
官
で
や
っ

て
い
た
江
島
淳
さ
ん
と
い
う
人
が
我
々
の
後
輩
で
す
け
れ
ど
も
、
鉄
道
を
辞
め
て

参
議
院
で
議
員
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
［
昭
和
五
十
五
年
初
当
選
］
、
そ
の
人
が

次
官
で
、
大
臣
代
理
で
派
遣
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
ち
ょ
う
ど
土
木
学
会
の

理
事
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
ザ
イ
ー
ル
政
府
か
ら
委
託
を
受
け
て
マ
タ
デ
イ
橋
梁

の
委
員
会
と
い
う
の
を
設
置
し
、
技
術
的
援
助
を
し
て
い
ま
し
た
。
ザ
イ
ー
ル
で

は
こ
の
橋
梁
の
完
成
を
喜
ん
で
、
紙
幣
に
も
マ
タ
デ
ィ
の
橋
が
印
刷
さ
れ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
こ
へ
日
本
か
ら
は
専
門
家
を
大
勢
派
遣
し
て
施
工
監
理
に
あ
た
っ
て
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い
ま
し
て
、
実
際
働
い
た
人
と
わ
れ
わ
れ
も
恩
恵
に
与
っ
た
ん
で
す
。
「
シ
ュ
バ
リ

エ
（
（
〕
げ
Φ
＜
O
犀
Φ
目
）
」
と
い
う
勲
章
で
、
騎
士
勲
章
と
い
う
ふ
う
に
訳
し
た
ん
で
す

が
、
そ
れ
を
皆
で
受
章
し
た
り
、
ザ
ー
ル
側
で
は
相
当
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
勲
章
は
ま
だ
持
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
、
国
の
名
前
が
変
わ
っ

た
り
し
ま
し
た
。

武
田
　
今
、
ア
フ
リ
カ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
　
「
コ
ン
ゴ
民
主
国
共
和
国
」
と
か
、
名
前
が
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の

後
、
J
A
R
T
S
の
専
務
に
な
っ
た
時
に
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業
団
）
の

F
／
S
調
査
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
）
で
キ
ン
シ
ャ
サ
の
都
市
鉄
道
の
改
良

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
ま
し
て
。
こ
れ
は
普
通
の
J
I
C
A
の
技
術
部
カ

ー
無
償
の
調
査
で
す
ね
、
こ
の
と
き
は
マ
タ
デ
イ
橋
梁
工
事
の
と
き
に
橋
梁
課

長
と
し
て
活
躍
し
た
渋
谷
祥
夫
氏
ら
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
そ
れ
に
参
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
マ
タ
デ
イ
を
訪
ね
て
み
た
ら
、
こ
の
橋
は
自
動
車
が
一
日
に
三
〇
〇
台

ぐ
ら
い
走
っ
て
い
る
と
。
量
は
少
な
い
の
で
す
が
橋
が
出
来
て
良
か
っ
た
ね
と
い

う
こ
と
と
、
や
っ
ぱ
り
渡
し
は
相
変
わ
ら
ず
あ
り
ま
し
た
ね
。
結
局
、
車
を
み
ん

な
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
歩
い
て
も
行
け
る
ん
で
す
が
、
や
っ

ぱ
り
川
で
渡
船
に
乗
っ
て
も
行
け
る
。
前
み
た
い
に
鈴
な
り
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
マ
タ
デ
イ
で
渡
し
と
い
う
の
は
今
で
も
あ
っ
て
、
橋
の
か
か
っ
て

い
る
位
置
と
い
う
の
は
将
来
の
鉄
道
・
道
路
と
の
取
り
付
け
ル
ー
ト
上
に
出
来
て

い
ま
す
か
ら
、
歩
い
て
回
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
車
時
代

に
な
っ
て
く
る
と
、
キ
ン
シ
ャ
サ
の
国
の
経
済
に
相
当
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

－
、
陶
、
陶
、
剛
、
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
、
畦
、
睦
＼
唾
、
唾
、
亀
、
隔
、
隔
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
剛
、
剛
♪
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置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
麹
、
亀
＼
亀
、
亀
、
麹
、
麹
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
鞠
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
噛
、
亀
、
陶
＼
亀

菅
原
　
そ
れ
は
成
功
し
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
と
に
か
く
日

本
が
早
く
行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
J
A
R
T
S
の
二
人
か
三
人
の

駐
在
を
置
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
早
く
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
し
ま
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
あ
い
う
国
相
手
で
す
か
ら
、

な
か
な
か
契
約
は
出
来
な
い
ん
で
す
。
そ
の
間
に
大
変
な
赤
字
に
な
つ
ち
ゃ
っ
た

わ
け
で
す
ね
。
J
A
R
T
S
は
民
間
の
協
会
で
す
か
ら
、
赤
字
に
な
っ
て
や
れ
る

と
い
う
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
経
営
陣
が
う
ま
く
な

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
J
A
R
T
S
と
い
う
も
の
を
、

た
だ
の
協
会
じ
ゃ
だ
め
だ
、
体
質
を
変
え
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
の
で
島
秀
雄
会

長
と
か
そ
の
頃
の
常
務
理
事
が
辞
め
ら
れ
て
、
そ
れ
で
今
度
は
瀧
山
さ
ん
が
理
事

長
に
な
っ
て
来
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
で
要
す
る
に
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
す
る
か
し
な
い
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
所
に
大
規
模
に
人
を
派
遣
す
る
時
に
は
、
J
A
R
T
S
の
費
用
で
出
し
て

は
だ
め
な
ん
だ
と
。
国
際
協
力
事
業
団
の
長
期
専
門
家
制
度
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
完
全
に
国
が
費
用
を
出
す
の
で
す
が
、
今
で
も
各
国
の
鉄
道
や
政

府
機
関
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
よ
う
な
格
好
で
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
制
度
を
利
用
し
て
、
ザ
イ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
に
は
ト
ー
タ
ル
で
約

十
年
間
に
八
○
人
位
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
J
I
C
A
の
長
期
専
門
家
と
し

て
出
し
て
頂
い
た
の
で
す
。
こ
れ
な
ら
契
約
が
出
来
な
く
て
も
赤
字
に
な
ら
な
い

わ
け
で
す
ね
。
し
か
も
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
ザ
イ
ー
ル
の
場
合
に
非
常
に
特
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異
だ
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
長
期
専
門
家
は
政
府
の
中
に
完
全
に
入
り
こ
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
、
要
す
る
に
相
手
に
人
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

キ
ン
シ
ャ
サ
・
マ
タ
デ
ィ
鉄
道
公
団
み
た
い
な
、
政
府
の
職
員
に
な
っ
て
、
J
I

C
A
の
専
門
家
と
し
て
出
し
た
人
が
た
だ
の
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
じ
ゃ
な
く
て
、

ザ
イ
ー
ル
政
府
の
役
職
に
辞
令
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
仕
事
が
う
ま
く
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。

武
田
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
局
長
に
な
っ
た
人
も
い
る
し
、
仮
に
事
業
団
と
す
れ
ば
そ
の
事
業
団
の
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
た
り
し
た
。
そ
の
中
に
ザ
イ
ー
ル
の
人
も
部
下
に
つ
い
て
い
て
、

そ
う
い
う
組
織
が
出
来
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
O
E
B
K
で
す
か
。

菅
原
　
　
「
B
K
」
は
「
バ
ナ
ナ
・
キ
ン
シ
ャ
サ
」
で
す
ね
。
0
は
オ
ル
ガ
ニ
ザ
ー

シ
ョ
ン
（
○
同
σ
q
9
巳
N
鋤
註
。
昌
）
、
E
は
エ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
閏
ρ
⊆
甘
目
Φ
馨
）
つ
ま

り
「
設
備
」
。
「
O
E
B
K
」
と
い
う
組
織
が
政
府
組
織
の
中
に
で
き
て
、
リ
ー
ダ

ー
は
局
長
級
に
入
っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
政
府
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
と

う
ま
く
い
く
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
特
異
な
例
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
も
う
特
異
な
例
で
す
。
今
は
、
大
勢
の
長
期
専
門
家
が
各
国
の
鉄

道
に
も
出
て
い
ま
す
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
中
国
に
も
出
て
い
る
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
国
、
ブ
イ
リ
ピ
ン
ー
鉄
道
の
場
合
に
は
J
I
C
A
の
専
門
家
と
し
て

現
地
鉄
道
の
総
裁
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
ザ
イ
ー
ル
の
場
合
に

は
そ
れ
が
単
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
O
E
B
K
と
い
う
政

府
組
織
を
編
成
す
る
要
員
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
非
常
に
特
異
な
も
の
で
、
こ

れ
が
成
功
の
秘
訣
で
す
ね
。

中
村
　
給
料
は
ど
こ
が
出
し
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
国
際
協
力
で
J
I
C
A
が
出
す
ん
で
す
よ
。
J
I
C
A
か
ら
で
す

が
、
そ
れ
は
丸
々
出
る
の
で
は
な
く
て
、
滞
在
費
と
か
旅
費
は
決
ま
っ
た
額
だ
け

出
ま
す
［
各
専
門
家
の
経
歴
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
等
級
、
派
遣
先
の
国
な
ど
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
］
。
給
料
は
派
遣
元
に
、
J
I
C
A
か
ら
出
る
ん
で
す
。
そ
れ

が
国
鉄
か
ら
の
派
遣
だ
と
、
た
と
え
ば
八
○
万
円
な
ら
八
○
万
円
と
出
る
が
、
国

鉄
と
し
て
は
人
○
万
円
も
ら
っ
た
の
で
は
本
当
は
赤
字
に
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

つ
ま
り
、
（
そ
こ
に
は
）
関
連
経
費
が
殆
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
J
I
C
A

の
専
門
家
の
場
合
に
は
そ
の
分
だ
け
国
の
技
術
協
力
事
業
に
協
力
し
ろ
と
い
う
こ

と
で
、
政
府
か
ら
「
給
与
補
填
」
と
い
う
名
目
で
派
遣
者
（
国
鉄
）
の
と
こ
ろ
に

支
払
わ
れ
る
の
で
す
［
現
在
、
一
ヶ
月
当
り
八
○
万
円
を
上
限
と
す
る
］
。

　
J
I
C
A
の
長
期
専
門
家
と
し
て
、
民
間
か
ら
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
民
間

だ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
ね
。
た
と
え
ば
官
の
職
場
の
人
か
ら
出
る
場
合
よ

り
も
一
〇
万
円
ぐ
ら
い
高
い
補
填
が
出
ま
す
ね
。
民
間
か
ら
の
派
遣
の
場
合
、
普

通
だ
っ
た
ら
民
間
会
社
こ
そ
も
っ
と
た
く
さ
ん
稼
が
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

月
給
の
二
倍
半
ぐ
ら
い
稼
が
な
い
と
、
会
社
と
し
て
成
立
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
J
I
C
A
の
長
期
専
門
家
を
出
す
場
合
に
は
、
や
は
り
国
の
技
術
協
力
の
事

業
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
［
現
在
で
は
、
国
家
公
務
員
の

場
合
、
俸
給
・
扶
養
手
当
・
調
整
手
当
・
住
居
手
当
の
合
計
額
（
A
）
、
賞
与
相
当

分
（
A
か
ら
住
居
手
当
相
当
分
を
控
除
し
た
額
に
＝
一
〇
分
の
三
七
・
五
を
乗
じ

た
額
　
B
）
、
A
お
よ
び
B
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
分
の
人
、
一
〇
〇
分
の
人
・
五
を
乗

じ
た
額
（
C
）
の
3
つ
の
算
出
額
の
総
計
額
（
D
）
が
A
人
○
万
円
を
上
限
と
し

て
給
与
補
填
さ
れ
る
。
民
間
か
ら
の
派
遣
の
場
合
、
D
の
額
の
四
〇
％
を
加
算
し

て
支
払
わ
れ
る
］

中
村
　
ザ
イ
ー
ル
の
場
合
に
、
相
手
の
政
府
機
関
の
中
に
J
I
C
A
の
専
門
家
が

入
っ
た
場
合
、
そ
の
人
の
給
料
も
J
I
C
A
か
ら
払
う
ん
で
す
か
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菅
原
　
そ
れ
は
J
I
C
A
か
ら
で
な
く
て
、
給
料
は
た
と
え
ば
国
鉄
か
ら
行
っ
て

い
る
人
な
ら
国
鉄
か
ら
払
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
本
四
公
団
（
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
）
か
ら
行
っ
た
人
は
本
四
公
団
が
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
政
府
は

国
鉄
な
り
本
四
公
団
に
仮
に
人
○
万
円
な
ら
八
○
万
円
と
い
う
給
与
補
填
費
を
支

払
う
わ
け
で
す
。

森
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
で
、
「
政
府
」
と
い
う
の
は
「
日
本
政
府
」
で
す
か
。

菅
原
　
日
本
政
府
で
す
。
事
務
と
し
て
は
J
I
C
A
が
支
払
い
ま
す
・
ザ
イ
ー
ル

は
全
然
そ
う
い
う
の
は
な
い
、
派
遣
さ
れ
た
人
を
ポ
ス
ト
に
据
え
た
と
い
う
だ
け

で
す
。
そ
ん
な
高
い
金
は
払
え
な
い
。
そ
れ
を
民
間
契
約
で
や
ろ
う
と
し
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
金
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
契
約
は
出
来
ま
せ
ん
か

ら
。
と
て
も
ザ
イ
ー
ル
政
府
で
は
契
約
出
来
な
か
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
の
方
は
当
然
、
正
式
の
局
長
な
ら
局
長
の
ポ
ス
ト
に
就
く
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
「
O
E
B
K
局
長
」
と
い
う
辞
令
を
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

－
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
剛
、
陶
、
陶
、
亀
＼
隔
、
唾
、
唾
＼
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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…
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術
協
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の
人
材
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有
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…

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

難
、
隔
、
陶
、
亀
、
剛
、
陶
、
馳
、
箋
、
唾
、
亀
、
剛
、
陶
、
口
、
難
、
噂
、
隔
、
陶
、
亀
、
簡
、
麹
、
唾
、
唾
＼
亀
、
馳

森
　
日
本
の
技
術
協
力
は
基
本
的
に
「
役
務
提
供
し
な
い
」
と
い
う
原
則
で
、
現

地
の
役
職
に
は
な
る
べ
く
就
か
せ
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
傾
向
だ
と
思
う
の

で
す
が
。
菅
原
さ
ん
の
お
考
え
で
は
、
や
は
り
相
手
の
組
織
内
ま
で
入
ら
な
い
と
、

大
き
な
事
業
を
支
援
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
お
思
い
に
な
り
ま
す
か
。

菅
原
　
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の
ほ
う
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
立
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
ね
。
外
国
は
皆
そ
う
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
韓
国
で
ソ
ウ
ル
・
釜
山
間

の
高
速
鉄
道
を
や
り
ま
す
と
言
う
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
「
日
本
の
新
幹
線
は
こ

ん
な
に
い
い
も
の
で
す
よ
」
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や

る
ん
で
す
が
、
そ
れ
じ
ゃ
「
日
本
に
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
（
現
地
）
政
府
の
中
に
人
を
送
り

こ
ん
じ
ゃ
っ
て
、
そ
れ
で
や
っ
て
い
る
。

武
田
　
洗
脳
す
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
う
そ
う
。
韓
国
の
時
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
鉄
の
人
が
職
員
み
た
い
に

入
っ
て
掻
き
回
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本
は
遅
か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
一

生
懸
命
「
日
本
の
新
幹
線
は
こ
ん
な
に
い
い
も
の
で
す
よ
」
と
セ
ミ
ナ
ー
を
や
り

ま
し
た
が
、
結
局
フ
ラ
ン
ス
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
台
湾
の
場
合
は
、

こ
れ
は
後
で
ま
た
詳
し
く
出
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
、
中
に
入
り
込
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
た
と
え
ば
台
湾
と
パ

リ
の
直
行
便
を
作
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
持
っ
て
き
た
と
競
争
相
手
の
ラ
イ
バ

ル
の
人
が
飲
み
会
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
政
府
が
応
援
し
た
ら
、
や
っ
ぱ

り
や
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
政
府
、
大
使
館
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
は
や
ら
な

い
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
考
え
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き

て
韓
国
で
敗
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
北
京
・
上
海
に
つ
い
て
は
絶
対
に
が
ん
ば
れ
と

い
う
の
で
、
今
は
外
務
省
も
国
土
交
通
省
も
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
る
し
、
大
臣

も
行
っ
て
売
り
込
み
を
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
。
た
だ
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
中
に
入
り
込
ま
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
今
の
重
慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
成
功
し
た
と
思
う
ん
で
す
。
あ
れ
は
最
初

に
F
／
S
調
査
に
入
っ
て
、
も
う
そ
れ
で
完
全
に
向
こ
う
の
人
を
洗
脳
し
て
い
た

わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
O
E
C
F
の
案
件
促
進
調
査
（
サ
プ
ロ
7
S
A
P
R
O

F
の
b
①
o
貯
一
〉
。
・
巴
馨
⇔
昌
8
ま
目
℃
同
a
Φ
o
け
司
。
同
白
9
試
。
昌
）
と
い
う
の
が
あ
っ
て
そ
の

時
も
J
A
R
T
S
が
入
っ
て
い
た
。
で
す
か
ら
そ
の
あ
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も

ひ
と
り
で
に
J
A
R
T
S
に
や
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
車
両
に
し
て
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も
日
立
製
作
所
が
入
り
、
日
本
の
信
号
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

な
お
か
つ
外
国
の
物
を
そ
の
ま
ま
買
っ
て
い
て
、
日
本
の
物
が
全
部
売
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
日
本
シ
ス
テ
ム
が
す
ん
な
り
入
っ
て
い
っ
た
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
る
。
た
だ
政
府
の
中
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
政
府
の

人
と
一
体
に
な
っ
て
や
る
よ
う
な
形
に
な
る
と
よ
い
で
す
よ
ね
。
ザ
イ
ー
ル
の
場

合
に
は
完
全
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
、
も
っ
と
中
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
ザ
イ
ー
ル
と
J
A
R
T
S
な
り
国
鉄
と
の
関
係
が
あ

っ
て
、
そ
こ
ま
で
入
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
ザ
イ
ー
ル
と
の
関
係
は
そ
う
な
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
周
辺

が
共
産
化
さ
れ
て
く
る
中
で
、
唯
一
の
自
由
な
側
に
つ
い
て
い
る
国
だ
と
い
う
こ

と
で
ア
メ
リ
カ
も
応
援
し
て
い
る
と
い
う
。

武
田
　
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
も
強
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
も
強
い
で
す
よ
。
要
す
る
に
自
由
主
義
が
入

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
F
／
S
調
査
を
頼
ん
で
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
割
に
関
係
が

い
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
に
は
現
地
の
大
使
館
も
非
常
に
カ
を
入

れ
て
下
さ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
F
／
S
調
査
を
や
る
と
い
う
よ
う

な
関
係
で
は
あ
っ
た
。
だ
け
ど
も
そ
れ
を
今
度
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
チ
ー
ム

が
行
っ
て
何
と
か
契
約
を
し
ょ
う
と
し
て
い
て
、
そ
れ
で
二
年
ぐ
ら
い
で
そ
う
い

う
条
件
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
三
人
駐
在
し
て
い
て
二
年
も
経
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
二
億
円
ぐ
ら
い
の
出
費
に
な
つ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
J
A
R
T
S
の

経
営
を
ピ
ン
チ
に
し
て
い
た
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
そ
の
お
国
、
お
国
の
や
り
方
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
フ
ラ
ン
ス
な
ん
か
は
ア
ル
ス
ト
ム
（
匿
の
臼
O
竃
）
と
い
う
車
輌
メ
ー
カ
ー
［
T

G
V
の
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
有
名
］
が
あ
っ
て
、
大
型
の
鉄
道
産
業
は
そ
れ
ひ

と
つ
し
か
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
国
も
大
統
領
も
応
援
す
る
、
み
ん
な
応
援
す

る
わ
け
で
す
よ
ね
。
日
本
の
場
合
に
は
小
さ
な
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
い

う
の
が
や
っ
ぱ
り
ア
ル
ス
ト
ム
み
た
い
な
会
社
と
競
争
し
た
の
で
は
、
な
か
な
か

勝
て
な
い
。
日
本
の
政
府
の
人
も
「
こ
の
会
社
だ
け
応
援
す
る
」
と
い
う
の
は
難

し
い
ん
で
す
ね
。
逆
に
非
難
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
今
言
っ
た

よ
う
な
時
に
は
一
本
化
し
た
道
を
作
っ
て
行
く
。
そ
う
な
れ
ば
政
府
だ
っ
て
応
援

出
来
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

武
田
　
私
は
応
援
し
な
い
と
い
う
の
は
建
前
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
。

菅
原
　
実
際
は
応
援
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
表
立
っ
て
は
や
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
ジ
ー
メ
ン
ス
（
毬
①
目
Φ
昌
の
）
ひ
と
つ
で
、
そ
う
い
う
一

本
に
す
ぐ
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ド
イ
ツ
の
ジ
ー
メ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ス

ト
ム
、
日
本
で
は
誰
だ
と
い
う
と
、
な
い
わ
け
で
す
よ
。
お
互
い
が
競
争
関
係
に

立
つ
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
国
際
競
争
で
、
本
当
の
競
争
に
な
る
と
弱
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
の
で
す
。

4
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躍

剛
、
陶
、
口
、
亀
、
亀
、
廟
、
廟
、
隔
、
口
、
剛
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
鞠
、
陶
、
馳

武
田
　
こ
の
後
、
中
南
米
に
出
張
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
ど
う
お
仕
事
で
す
か
。

菅
原
　
中
南
米
に
行
っ
た
の
は
、
副
技
師
長
の
時
に
J
A
R
T
S
の
計
画
し
た
ひ

と
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
旅
行
で
す
。
こ
れ
は
八
十
島
先
生
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
そ
の
時
に

副
団
長
で
行
っ
て
く
れ
と
。
ま
あ
世
話
役
で
す
ね
。
メ
キ
シ
コ
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
歩
い
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
私
は
官
の

人
間
だ
か
ら
辞
令
な
ど
も
残
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
近
い
こ
と
は
J

110



A
R
T
S
に
行
っ
て
か
ら
も
っ
と
数
多
く
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
現
職
の
間

に
も
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

森
　
副
技
師
長
と
し
て
、
い
ち
ば
ん
大
き
い
お
仕
事
は
何
で
し
た
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
東
北
新
幹
線
を
作
る
時
に
東
海
道
と
同
じ
よ
う
に
最
初
は
試
験

線
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
東
北
本
線
小
山
付
近
の
あ
る
区
間
を
試
験
線
と
し
て
先

に
作
っ
て
お
い
て
、
そ
こ
で
高
速
化
の
テ
ス
ト
と
か
、
特
に
山
陽
新
幹
線
で
問
題

に
な
っ
た
も
の
だ
か
ら
騒
音
を
ど
う
や
っ
て
減
ら
す
か
と
い
う
試
験
を
や
っ
た
。

そ
れ
か
ら
東
北
新
幹
線
を
作
る
と
雪
が
積
も
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
、
上
越
新
幹
線
も
雪
が
う
ん
と
あ
る
。
純
技
術
開
発
的
に
い
え
ば
「
除

雪
対
策
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
し
た
ね
。
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
東
北
新
幹
線
の
雪
の
量
は
多
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
非

常
に
雪
が
ぼ
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
。
ト
ー
タ
ル
は
あ
ま
り
多
く
な
い
か
ら
「
貯

雪
意
（
ち
ょ
せ
っ
し
き
）
」
と
い
っ
て
、
高
架
橋
に
雪
が
た
ま
る
よ
う
に
し
て
い
た

ん
で
す
ね
。
少
々
降
っ
て
積
も
っ
て
も
線
路
に
影
響
し
な
い
深
く
掘
り
ゴ
タ
ツ
の

よ
う
に
掘
り
こ
ん
で
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
雪
が
溜
ま
っ
て
い
け
ば
い
い
、
そ

の
う
ち
に
融
け
ま
す
よ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
東
北
新
幹
線
は
い
い
と
。

　
上
越
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
豪
雪
で
二
m
、
三
m
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
で
す
か

ら
あ
そ
こ
で
は
「
融
雪
式
（
ゆ
う
せ
つ
し
き
）
」
と
い
っ
て
、
雪
が
降
り
出
し
た
時

に
温
水
が
噴
き
出
す
よ
う
な
設
備
に
今
で
も
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
融
か
し
た
水

を
ま
た
回
収
し
て
温
め
て
噴
霧
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
そ
れ
で
今
、

雪
が
降
っ
て
も
上
越
・
東
北
新
幹
線
は
停
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
む
し
ろ
東

海
道
の
ほ
う
が
雪
が
ち
ょ
っ
と
積
も
っ
た
ら
す
ぐ
に
徐
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

東
北
・
上
越
の
雪
害
対
策
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
技
術
開
発
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
後
は
騒
音
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
で
、
騒
音

と
振
動
。
そ
れ
で
い
ろ
ん
な
構
造
物
を
作
り
ま
し
た
。
も
っ
と
ス
レ
ン
ダ
ー
な
の

が
い
い
と
か
、
少
し
ず
ん
ぐ
り
し
た
ほ
う
が
振
動
が
少
な
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
形

の
構
造
物
を
作
っ
て
走
ら
せ
て
振
動
を
測
定
し
た
り
。
そ
れ
か
ら
騒
音
が
ど
こ
か

ら
出
る
か
と
い
う
こ
と
で
構
造
物
を
し
っ
か
り
囲
っ
て
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
か
ら
出

る
音
、
車
輪
か
ら
出
る
音
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
た
り
し
ま
し
た
。
車
輪
か
ら
出
る

音
は
こ
う
い
う
方
法
が
い
い
と
か
、
パ
ン
タ
の
数
を
減
ら
し
た
ら
ど
う
か
と
、
そ

う
い
う
こ
と
で
騒
音
を
い
か
に
減
ら
す
か
と
。
車
輪
も
削
る
と
い
う
の
は
、
ど
う

も
何
と
な
く
釈
然
と
は
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
、
結
局
、
レ
ー
ル
面
を
円
滑
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の
騒
音
対
策
の
答
え
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
今
で
も
年
に

何
回
か
全
線
を
一
周
り
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
そ
う
や
っ
て
レ
ー
ル
を
減
ら
す
と
い
う
の
は
何
か
釈
然
と
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
、

油
を
ひ
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
テ
ス
ト
し
、
騒
音
・
振
動
対
策
、
雪
害
対
策
み

た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
輌
の
関
係
で
は
い
ろ
い
ろ
高
速
化

の
車
輌
が
そ
こ
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

中
村
　
そ
う
い
う
技
術
開
発
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
電
気
技
術
担
当
の
方
、
機

械
技
術
担
当
の
方
な
ど
皆
協
力
し
て
や
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
技
師
長
室
と
い
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
専
門
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
技
師
長
室
の
調
査
役
に
は
そ
う
い
う
専
門
の
、
私
も
そ
の
一
人
だ
っ

た
の
で
す
が
土
木
屋
も
い
れ
ば
電
気
屋
も
い
ま
す
。
部
下
の
ほ
う
は
土
木
が
誰
、

電
気
が
誰
と
そ
う
い
う
チ
…
ム
が
出
来
て
い
ま
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
私

が
や
る
と
か
、
車
輌
は
車
輌
か
ら
来
て
い
る
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
か
。
で
す

か
ら
研
究
チ
ー
ム
は
い
ろ
ん
な
系
統
の
人
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

中
村
　
普
通
、
鉄
道
で
は
系
統
毎
に
あ
ま
り
交
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
施
設
局
、
電
気
局
と
か
運
転
局
、
工
作
局
と
か
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
実
行
機
関
で
す
か
ら
、
技
術
開
発
的
な
こ
と
は
各
局
か
ら
集
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ま
っ
た
専
門
家
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
一
緒
に
や
る
と
。
そ
れ
が
技
師
長
室
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
た
め
の
技
師
長
室
な
ん
で
す
ね
。

武
田
　
技
師
長
と
い
う
の
は
、
ど
こ
に
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
組
織
的
に
は
総
裁
の
下
に
あ
る
の
が
各
局
長
な
わ
け
で
す
が
、
技
師
長
と

副
総
裁
と
い
う
の
が
そ
こ
に
枝
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
技
師
長
は
そ
の
下
に
技

術
開
発
室
が
あ
っ
て
各
局
毎
に
並
ん
で
い
ま
し
て
、
技
師
長
は
技
術
開
発
を
指
揮

す
る
。
も
ち
ろ
ん
他
の
実
施
部
隊
の
ほ
う
の
技
術
に
つ
い
て
も
技
師
長
は
面
倒
を

み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
統
括
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
組
織
と
し
て
は
技
師
長
さ
ん
の
下
に
く
っ
つ
い
て
い
る
の
が

「
技
術
開
発
室
」
と
い
う
格
好
で
す
ね
。

武
田
　
副
技
師
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
の
お
仕
事
は
そ
の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
も
あ
ま
り
長
い
時
間
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
二
年
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
普
通
の
勤
務
で
す
ね
。

－
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軸
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亀
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亀
、
」
■
■
¶
、
唾
、
隔
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
鞠
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
隔
、
剛
、
陶
、
陶
、
陶
、
馳
、
剛
＼
口
、
馳
、
亀

武
田
　
そ
の
後
、
施
設
局
長
に
な
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

中
村
　
施
設
局
長
と
い
う
の
は
ラ
イ
ン
の
局
長
で
す
か
。

菅
原
　
施
設
局
長
は
完
全
に
ラ
イ
ン
の
局
長
で
す
ね
。
本
社
勤
め
で
は
あ
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
各
管
理
局
の
施
設
部
を
指
揮
す
る
。
人
事
な
ん
か
も
施

設
関
連
の
人
事
を
そ
こ
で
見
る
。
全
国
の
線
路
、
建
造
物
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の

維
持
・
管
理
を
指
揮
す
る
と
、
そ
う
い
う
の
が
施
設
局
長
の
仕
事
で
す
。

　
施
設
局
長
の
時
に
は
い
ち
ば
ん
や
っ
た
の
は
、
当
時
は
分
割
の
少
し
前
で
す
か

ら
い
く
つ
か
名
だ
た
る
悪
い
保
線
区
と
い
う
の
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
て
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
鉄
槌
を
下
さ
ね
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
の
を
や
り
ま

し
た
。
非
常
に
管
理
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の

を
逐
次
潰
し
て
は
い
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
と
て
も
足
り
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
施
設
だ
け
で
な
く
、
運
転
区
で
も
非
常
に
悪
い
地
域
が
あ
り
ま
し

た
し
。
車
輌
関
係
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
。

　
そ
の
う
ち
に
「
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
声
が

よ
う
や
く
幹
部
に
も
伝
わ
っ
た
し
、
国
会
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
て
。
そ
れ
と
赤

字
対
策
を
ど
う
す
る
か
を
含
め
て
、
分
割
民
営
化
と
い
う
課
題
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
の
前
に
私
が
大
学
で
運
輸
政
策
審
議
会
な
ど
に
出
て
い
た
頃
か
ら
「
ロ
ー
カ
ル

線
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
ど
う
や
っ
た
ら
赤
字
体
制
を
直
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
尾
を
引
い
て

き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
終
わ
り
頃
は
国
内
で
の
指
揮
・
命
令
系
統
は
と
に

か
く
総
裁
一
人
で
は
目
が
回
り
き
れ
な
い
と
。
や
っ
ぱ
り
い
く
つ
か
に
分
け
な
い

と
管
理
は
出
来
な
い
。
総
裁
と
い
う
の
は
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
か
ん

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
分
割
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。
民
営
化
と

い
う
の
は
、
、
民
営
そ
の
も
の
が
い
い
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
意
識
改
革

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
れ
と
そ
の
頃
わ
れ
わ
れ
が
逆
に
言
っ
て
い
た
の
は
、
国
鉄
が
赤
字
に
な
っ
た

の
は
「
現
在
運
営
し
て
い
る
範
囲
で
は
赤
字
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
。
だ

け
ど
結
局
、
敗
戦
で
満
鉄
や
何
か
か
ら
大
勢
人
が
引
き
揚
げ
て
き
て
必
要
以
上
の

人
員
が
い
っ
ぱ
い
い
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
を
ず
っ
と
抱
え
て
き
て
い

た
か
ら
、
も
の
す
ご
く
経
営
効
率
が
悪
い
わ
け
で
す
。
職
員
一
人
当
た
り
旅
客
何

人
・
キ
ロ
を
運
ぶ
な
ど
の
統
計
で
は
、
民
鉄
に
比
べ
る
と
も
の
す
ご
く
効
率
が
悪
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い
と
い
う
よ
う
な
話
が
さ
か
ん
に
出
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
国
鉄
の
運

営
の
責
任
で
は
な
く
て
、
た
ま
っ
て
き
た
長
期
債
務
と
い
う
も
の
を
「
こ
れ
は
国

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
論
理
が
だ
ん
だ
ん
通
っ
て
き
て
。
国
鉄
の

責
め
に
よ
ら
な
い
赤
字
を
国
が
抱
え
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
し
、

そ
れ
か
ら
あ
ん
な
に
大
き
な
組
織
を
総
裁
が
一
人
で
見
ら
れ
る
わ
け
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
。
そ
う
い
う
問
題
を
一
緒
に

な
っ
て
臨
調
で
も
ず
っ
と
検
討
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
中
で
管
理
体
制
が
悪
い
の
は

個
々
に
撃
破
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
や
っ
た
り
し
た
の
で
す
。

武
田
　
先
生
が
施
設
局
長
に
な
ら
れ
た
頃
は
、
各
場
所
場
所
で
見
直
そ
う
と
い
う

段
階
で
す
か
。

菅
原
　
我
々
の
立
場
と
し
て
は
そ
う
い
う
立
場
で
す
よ
ね
。

武
田
　
さ
っ
き
の
先
生
の
言
葉
で
「
こ
こ
に
鉄
槌
を
下
す
」
と
い
う
の
は
、
施
設

局
長
の
判
断
で
出
来
る
も
の
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
た
と
え
ば
保
線
区
の
管
理
が
い
い
、
悪
い
と
い
う
の
は
本
社
の
施
設
局
長

と
し
て
は
応
援
を
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
し
、
本
人
が
悪
い
の
な
ら
ば
本
人
を
指
導

し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
指
導
は
や
っ
ぱ
り
施
設
局
長

の
仕
事
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
。
自
ら
行
っ
た
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
局
の
中
で
施
設
部
長
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う

所
に
号
令
し
て
「
し
っ
か
り
や
れ
」
と
。

森
　
労
働
組
合
側
と
直
接
対
峙
す
る
と
い
う
場
面
は
そ
れ
程
多
く
は
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
施
設
局
長
レ
ベ
ル
だ
と
そ
ん
な
に
な
い
で
す
ね
。
管
理
局

に
よ
っ
て
は
、
名
古
屋
な
ど
は
部
長
を
や
っ
て
い
る
時
に
い
ち
ば
ん
そ
う
い
う
現

場
の
人
と
対
応
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
後
は
そ
う
い
う
の
は
皆
も
う
施
設
部

の
総
務
課
長
ぐ
ら
い
が
受
け
て
、
施
設
部
長
の
と
こ
ろ
に
も
時
々
集
団
で
陳
情
に

来
た
り
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
陳
情
を
受
け
る
よ
う
な
感
じ
で
。
み
ん
な
で
と
に

か
く
自
分
の
仲
間
だ
か
ら
、
良
く
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら

対
立
な
ん
か
す
る
わ
け
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
特
別
な
分
子
が

入
り
こ
ん
で
指
導
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
そ
う
い
う
い
い
関
係
に
な
ら
な

い
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
先
生
が
局
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
頃
は
、
先
生
ご
自
身
は
ご
苦
労
さ
れ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
た
だ
結
局
、
現
場
の
保
線
区
長
だ
っ
て
今
ま
で
の
悪
い
体
制
を
「
俺

が
も
と
へ
戻
し
て
や
る
」
と
言
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
人
が
あ
っ
て
も
、
い
ち
ば
ん

親
分
で
あ
る
施
設
局
長
が
「
お
前
は
だ
め
だ
」
と
や
っ
た
の
で
は
い
か
ん
の
で
、

そ
の
頃
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
「
管
理
者
一
体
の
原
則
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
施
設

部
長
と
本
社
の
施
設
局
長
の
考
え
方
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
そ
れ
で
実
際
闘
う
の
は

強
力
な
保
線
区
長
が
ガ
ン
と
や
る
と
。
そ
れ
は
本
社
も
皆
が
応
援
す
る
と
い
う
体

制
で
や
る
と
い
う
意
味
で
す
よ
。
じ
か
に
組
合
の
人
と
闘
う
と
い
う
よ
り
も
、
実

際
闘
う
の
は
保
線
区
長
が
闘
う
。
そ
れ
が
正
し
い
も
の
な
ら
ば
、
各
管
理
局
の
施

設
部
長
も
本
社
の
施
設
局
長
も
そ
れ
を
応
援
し
て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
】
体

の
姿
勢
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ご
■
「
＼
陶
、
隔
、
適
＼
亀
、
陶
、
陶
、
馳
、
亀
＼
軸
＼
剛
、
亀
、
趨
＼
職
＼
陶
、
亀
、
」
■
「
、
隔
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
軸
、
陶
♪
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武
田
　
そ
の
後
一
年
足
ら
ず
で
今
度
は
北
海
道
の
総
局
長
に
行
か
れ
ま
す
ね
。
北

海
道
の
中
も
、
な
か
な
か
経
営
的
に
は
厳
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
総
局
長
と
い
う
の
は
、
鉄
道
と
い
う
の
は
と
に
か
く
安
全
、
安
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定
輸
送
を
や
る
と
い
う
、
そ
れ
を
指
導
す
る
と
い
う
の
が
本
来
の
仕
事
な
の
で
そ

れ
が
出
来
れ
ば
い
い
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は

ロ
ー
カ
ル
線
を
、
そ
の
時
に
法
律
も
出
来
て
、
あ
る
輸
送
量
以
下
の
も
の
は
バ
ス

転
換
を
す
る
と
。
そ
う
で
な
き
ゃ
赤
字
が
た
ま
る
一
方
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
本
当
は
、
ロ
ー
カ
ル
線
は
全
部
別
会
計
に
し
ょ
う
な
ん
て
い

う
議
論
も
一
方
で
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
頃
は
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
出

来
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
い
う
の
は
線
路
の
廃
止
な
ん
て
い
う
の
は
地
元
の
同

意
が
な
い
と
出
来
な
い
と
か
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
ね
。
だ
か
ら
結
局
、
法
律
で

決
め
た
一
日
一
キ
ロ
当
た
り
二
千
人
以
下
と
い
う
も
の
は
バ
ス
転
換
を
す
る
と
。

そ
の
場
合
に
は
補
助
金
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
出
ま
す
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
路
線

の
運
営
を
地
元
が
引
き
受
け
て
第
三
セ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
運
営
す
る
と
し
て
も
、

一
キ
ロ
あ
た
り
三
千
万
円
で
し
た
か
、
い
ろ
い
ろ
「
嫁
入
り
支
度
」
が
い
り
ま
す

か
ら
ね
。
設
備
改
良
を
し
た
り
す
る
の
に
補
助
金
が
出
る
と
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル

が
出
来
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
で
地
元
で
熱
心
な
と
こ
ろ
は
第
三
セ
ク
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん
有
名
な
の
は
「
三
陸
鉄
道
」
で
す
。
リ
ア
ス
式
の
海
岸
に
な
っ
て
い
る

あ
の
辺
を
海
岸
に
平
行
し
て
走
っ
て
い
る
線
路
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
そ
こ
の
三

陸
鉄
道
と
い
う
の
は
、
若
干
つ
な
い
だ
り
な
ん
か
し
て
い
い
状
態
に
し
た
り
、
線

路
の
増
強
な
ど
も
し
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
を
県
の
出
資
会
社
の
三
陸
鉄
道
株
式
会

社
に
引
き
渡
し
た
わ
け
で
す
。
引
き
渡
す
時
に
は
そ
う
い
う
「
嫁
入
り
」
の
補
助

金
な
ど
も
出
し
て
、
そ
し
て
ま
た
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
人
は
非
常
に
張
り
切
っ
て

新
し
い
体
制
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
駅
の
職
員
に
し
て
も
普
通
だ
と
「
私

は
改
札
係
だ
」
と
、
出
札
は
こ
っ
ち
の
人
が
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
駅
の
ホ
ー
ム
の
掃
除
は
し
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
掃
除
の
人
が
や
る
ん

だ
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
け
れ
ど
も
、
三
陸
鉄
道
だ
と
、
改
札
し
て
お
客
を
送

り
出
し
た
ら
今
度
は
出
札
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
、
同
じ
人
が
何
役
も
や
る
よ
う

な
、
要
す
る
に
民
間
的
な
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
三
陸
鉄
道
な
ん
か
は
い
ち

ば
ん
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
は
い
い
状
況
に
な
っ
て
い
て
、
何
と
か
黒
字
で
も
つ

て
い
る
。
そ
れ
で
地
元
の
鉄
道
だ
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
も
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
作
っ
た
り
し
て
利
用
し
、
い
ち
ば
ん
長
持
ち
し
て
い
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
ね
。

　
最
近
も
新
聞
に
出
ま
し
た
け
れ
ど
、
何
線
区
か
日
本
中
に
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
非
常
に
い
い
例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
数
が
減
っ
て

き
ま
し
て
。
北
海
道
の
場
合
も
む
し
ろ
そ
う
い
う
線
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
北
海
道
こ
そ
鉄
道
が
な
き
ゃ
困
る
ん
だ
と
、
雪
が
降
っ
た
時
に
道

路
は
止
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
地
元
の
人
が
絶
対
に
反
対
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
を
市
長
、
村
長
を
集
め
て
は
説
明
を
し
た
。
私
も
現
場
を
ず
い
ぶ
ん
歩
き
ま
し

た
け
れ
ど
も
町
を
あ
ま
り
見
る
暇
が
な
く
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
網
走
の
先
の
ほ
う

に
行
っ
た
り
、
そ
う
い
う
所
ば
か
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
所
の
市
長
、
村
長

に
会
っ
て
は
言
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
知
事
以
下
「
が
ん
ば
れ
」
と
い
う
声

で
な
か
な
か
同
意
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
堂
垣
内
（
ど
う
が
き
な
い
）

尚
弘
さ
ん
と
い
う
知
事
が
我
々
の
身
内
み
た
い
に
親
し
い
人
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
知
事
の
立
場
と
し
て
は
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
。
地
元
の
町
長
さ
ん
に
「
陳
情
に
来
る
時
は
鉄
道
に
乗
っ
て
来
ま
す
か
。
」

と
い
う
と
、
皆
、
車
（
笑
）
。
い
ろ
い
ろ
ロ
ー
カ
ル
線
で
は
そ
う
い
う
物
語
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

　
「
美
幸
線
」
（
び
こ
う
せ
ん
）
の
町
長
が
毎
年
か
ぼ
ち
ゃ
に
「
美
幸
線
存
続
」
な

ん
て
い
う
の
を
書
い
て
、
実
っ
て
く
る
と
皆
に
配
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
そ

の
く
ら
い
皆
執
着
し
て
い
ま
し
た
が
。

　
本
当
に
ど
っ
ち
が
い
い
の
か
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
バ
ス
に
な
つ
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た
ら
や
っ
ぱ
り
、
信
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
三
便
走
っ
て
い
た
の
が
二

便
に
し
て
し
ま
う
と
。
「
お
客
が
少
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
っ
き
り
で
す

も
の
ね
。
鉄
道
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
「
ゼ
ロ
」
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
で
す
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
鉄
道
で
行
け
ば
東
京
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
安
心
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
ず
っ
と
反
対
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
そ
れ
こ
そ
特
別
措
置
法
で
す
ね
、
補
助
金
の
ル
ー
ル
な

ど
が
今
年
で
終
わ
り
だ
と
い
う
時
に
な
っ
て
皆
一
斉
に
バ
ス
転
換
を
進
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
第
三
セ
ク
タ
ー
で
残
っ
て
い
る
の
は
、
一
線
は
ま
だ
や

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
も
も
う
や
っ
ぱ
り
運
営
が
と
て
も
厳
し
い
と
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
赤
字
に
な
る
か
ら
や
め
る
と
い
う
の
は
本
当
に
い
い
の
か
ど
う
か
。

今
、
道
路
公
団
と
同
じ
こ
と
で
、
高
速
道
路
と
同
じ
よ
う
な
高
規
格
の
道
路
で
な

き
ゃ
だ
め
だ
と
作
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
も
ど
っ
ち
が
本
当
に
正
し
い
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
。

武
田
　
難
し
い
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
福
祉
的
な
問
題
と
、
経
営
的
な
問
題
と
い
う
の
は
い
つ
も
課
題
と
し
て
残

り
ま
す
ね
。
ど
こ
ま
で
も
付
き
ま
と
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
二
時
間
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
分
、
も
う
少
し
お
話
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
次
回
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

菅
原
　
は
い
。
北
海
道
の
時
の
こ
と
を
も
う
少
し
今
度
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
ロ
ー
カ
ル
線
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
が
あ
っ
た
。

最
初
に
導
抗
貫
通
と
い
う
行
事
が
あ
っ
て
［
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
一
月
、

先
進
導
坑
貫
通
］
、
そ
の
時
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
来
た
。
『
海
峡
』
［
東
宝
、
監
督

森
谷
司
郎
、
一
九
八
二
年
］
と
い
う
映
画
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
関
係

も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
な
ん
か
し
た
。

武
田
　
ぜ
ひ
写
真
も
見
せ
て
い
た
だ
い
き
た
い
で
す
ね
（
笑
）
。

菅
原
　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
札
幌
か
ら
ず
っ
と
東
、
釧
路
の
ほ
う
へ
行
く
新

し
い
石
勝
線
と
い
う
線
路
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
新
線
の
こ
と
を
。
そ

れ
か
ら
北
海
道
の
電
化
が
今
ま
で
な
か
っ
た
。
電
化
と
、
釧
路
の
ほ
う
に
行
く
線

路
と
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
と
。
大
き
な
鉄
道
で
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

そ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
か
な
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
「
鉄
道
一
〇
〇
年
」
と
い
っ
て
、

あ
そ
こ
が
い
ち
ば
ん
鉄
道
の
歴
史
で
は
古
い
ん
で
す
よ
。
品
川
～
横
浜
の
以
前
に

貨
物
を
運
ぶ
線
が
あ
っ
た
。
炭
鉱
か
ら
貨
物
を
運
ぶ
、
そ
の
一
〇
〇
年
の
行
事
と

か
。
「
義
経
」
と
「
し
っ
か
」
と
か
機
関
車
も
あ
っ
た
し
。
そ
れ
と
、
ロ
ー
カ
ル
線

で
稚
内
と
か
網
走
と
か
を
回
っ
た
話
と
か
。
案
外
そ
の
く
ら
い
し
か
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
常
務
理
事
と
し
て
の
お
仕
事
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
常
務
理
事
と
し
て
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
全
体
の
経
営
の
問
題
だ
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
ど
う
あ
が
い
て
も
人
口
五
〇
〇
万
か
ら
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ど
の
地
域
が
北
海
道
と
し
て

鉄
道
を
維
持
出
来
る
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。
札
幌
の
周
辺
と
本
線

－
釧
路
の
ほ
う
へ
行
く
線
と
か
旭
川
ま
で
と
か
、
函
館
か
ら
札
幌
ま
で
と
か
と

い
う
線
は
鉄
道
の
役
割
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
の
と
こ
ろ
は
役
割
は
な
い
ん
だ
と

い
う
ふ
う
に
仕
分
け
る
か
。
そ
こ
に
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
が
絡
む
わ
け
で
す
け
れ
ど
、

そ
れ
を
言
っ
た
ら
ほ
と
ん
ど
の
鉄
道
が
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。
鉄
道
な
し
で
本
当
に
道
路
だ
け
で
い
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
議
論
は
あ

ま
り
と
こ
と
ん
ま
で
突
っ
込
ん
で
な
い
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
結
局
、

民
営
分
割
と
い
う
一
ま
だ
私
が
い
る
間
は
ま
だ
分
割
さ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が

一
私
の
次
の
代
に
な
っ
て
か
ら
完
全
に
そ
う
な
っ
た
と
。
常
務
理
事
と
し
て
は

そ
う
い
う
全
体
の
運
営
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
だ
っ
て
、
そ
の
維
持
費
と
そ
こ
を
通
る
通
行
料
と
い
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う
の
が
北
海
道
の
鉄
道
運
営
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
イ
ン
フ
ラ
設
備

を
償
却
ま
で
持
っ
て
い
た
ら
と
て
も
そ
れ
だ
け
で
パ
ン
ク
し
ち
や
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
は
も
う
鉄
道
公
団
に
任
せ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
通
行
料
の
収
入
と
使
用

料
と
い
い
ま
す
か
、
補
修
費
は
北
海
道
側
が
青
森
の
岸
壁
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
補
修
費
、
修
繕
費
、
そ
れ
か
ら
排
水
の
費
用
が
収
入
よ

り
多
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
状
況
も
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
黒
字
に

は
と
て
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
全
体
の
経
営
の
問
題
と
い
う

の
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
ん
で
す
。

武
田
　
次
回
、
ま
た
そ
の
続
き
を
。
理
科
大
に
移
ら
れ
て
退
職
さ
れ
る
と
こ
ろ
ぐ

ら
い
ま
で
は
ぜ
ひ
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
次
か
ら
本
格
的
に
技
術
協

力
の
お
話
に
入
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

森
次
回
で
国
内
で
の
ご
経
歴
を
大
体
ま
と
め
て
、
出
来
れ
ば
国
際
協
力
の
ほ
う

に
も
少
し
い
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

菅
原
　
理
科
大
の
問
に
も
国
際
協
力
の
仕
事
が
始
ま
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
ね
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
い
っ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

武
田
　
先
生
が
理
科
大
の
時
で
す
ね
。
上
海
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
。

菅
原
　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
上
海
と
い
う
の
は
理
科
大
の
時
に
政
府
か
ら
頼
ま
れ

て
、
さ
っ
き
の
J
I
C
A
調
査
で
、
作
業
監
理
委
員
長
と
い
う
の
を
や
っ
た
ん
で

す
ね
。
私
が
J
A
R
T
S
に
入
っ
て
最
初
専
務
を
一
期
や
っ
て
か
ら
理
事
長
に
な

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
専
務
の
と
き
に
始
め
た
。
途
中
で
理

事
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
本
職
に
な
っ
た
。

武
田
　
年
表
だ
と
前
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
昭
和
六
十
年
で
す
ね
。

森
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
一
九
八
五
年
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
昭

和
六
十
年
だ
と
ま
だ
理
科
大
の
時
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
昭
和
五
十
九
年
と
い
う
の
は
ま
だ
理
科
大
で
す
ね
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が

そ
う
で
す
。
上
海
も
そ
う
で
す
ね
。
理
科
大
の
時
に
こ
う
い
う
専
門
の
仕
事
に
就

く
わ
け
が
な
い
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
私
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
海
外
協
力
の
プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
の
最
初
の
仕
事
で
す
ね
。
P
M

S
l
I
が
あ
り
、
H
が
あ
り
、
皿
が
あ
り
ま
す
。
P
M
S
l
I
の
時
は
J
A
R
T

S
専
務
の
時
に
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
最
初
の
契
約
を
し
た
も
の
で
す
。

武
田
　
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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i
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し

菅
原
　
そ
れ
で
は
北
海
道
の
話
を
少
し
し
ま
し
よ
う
か
。
一
九
人
○
年
－
昭
和

五
十
五
年
七
月
に
常
務
理
事
で
北
海
道
の
総
局
長
を
や
る
よ
う
に
辞
令
を
受
け
、

早
々
に
赴
任
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
昔
の
組
織
を
森
さ
ん
が
調
べ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
は
「
札
幌
鉄
道
局
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
「
北
海
道
支
社
」
と
い

う
時
代
が
一
時
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
私
が
行
っ
た
頃
に
は
「
北
海
道
総
局
」
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
自
主
性
を
も
た
せ
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
の

で
す
け
れ
ど
も
、
「
総
局
」
が
あ
っ
た
の
は
、
北
海
道
と
四
国
と
九
州
で
す
。
本
州

は
駐
在
常
務
が
仙
台
・
名
古
屋
・
大
阪
等
に
居
り
ま
し
て
、
駐
在
常
務
制
と
い
う

よ
う
な
時
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
変
化
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
「
総
局
」

と
い
う
名
前
の
時
に
着
任
を
し
て
、
札
幌
鉄
道
管
理
局
－
札
鉄
（
さ
っ
て
つ
）

局
1
そ
れ
か
ら
釧
路
、
旭
川
、
青
函
局
と
い
う
四
つ
の
管
理
局
を
管
理
す
る
仕

事
で
し
た
。

　
総
局
長
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
実
際
の
運
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
局
長
が
や
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
総
局
全
体
の
経
営
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
。
そ
れ
か
ら
や
は
り
北
海
道
全
域
の
鉄
道
の
安
全
・
安

定
輸
送
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
局
に
ま
た
が
っ
て
い
る
よ

う
な
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
い
く
、
あ
る
い
は
大
災
害
が
あ
っ
た
時
の
陣
頭
指

揮
と
か
が
大
き
な
仕
事
で
し
た
が
、
そ
れ
は
内
向
き
の
仕
事
で
し
た
。
や
は
り
地

域
で
は
知
事
と
い
う
も
の
が
非
常
に
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
当
時
は
北
海

道
開
発
庁
の
現
地
部
局
の
北
海
道
開
発
局
［
現
在
は
国
土
交
通
省
の
地
方
支
分
部

局
］
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
各
種
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
知
事
部
局
と
の
協
議
と
い
う
の
が
外
向
き
の
仕
事
で
は
多

か
っ
た
し
、
そ
れ
と
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

中
村
　
北
海
道
の
総
局
の
中
で
経
営
を
統
括
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
赤
字
の

問
題
を
ど
う
減
ら
す
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
総
局
で
立
案
し
た
り
す
る
ん

で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
常
に
そ
れ
を
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
北
海
道
と
い
う
の
は
と

に
か
く
面
積
が
日
本
の
二
割
で
す
か
、
線
路
も
一
割
以
上
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
と

こ
ろ
が
、
人
口
は
五
百
万
し
か
い
な
い
の
で
経
済
規
模
も
五
％
し
か
な
い
。
ど
う

し
て
も
収
入
は
少
な
い
。
常
に
赤
字
な
の
で
、
そ
れ
を
い
か
に
減
ら
す
か
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
中
央
で
は
「
臨
調
」
と
い
う
調
査
会
が
出
来

て
い
ま
し
て
［
「
土
光
臨
調
」
と
呼
ば
れ
た
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
］
、
国
鉄
の

民
営
分
割
問
題
な
ど
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
を
分
割
さ
れ
た
ら
ど
う
な

る
ん
だ
ろ
う
、
と
て
も
経
営
出
来
な
い
な
と
い
う
こ
と
を
漠
然
と
皆
考
え
て
い
た

わ
け
で
す
。
結
果
は
、
や
は
り
北
海
道
と
九
州
と
四
国
は
普
通
の
状
態
で
は
経
営

出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
、
「
経
営
安
定
基
金
」
［
一
九
八
六
年
十
二
月

の
「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
」
（
J
R
会
社

法
）
に
規
定
さ
れ
た
基
金
。
総
額
一
・
三
兆
円
］
と
い
う
も
の
を
逆
に
持
た
せ
る
、

本
州
の
三
つ
の
地
域
は
今
ま
で
の
長
期
債
務
の
一
部
を
自
体
で
も
負
担
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
格
好
で
、
「
こ
れ
で
や
っ
て
い
け
る
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
す
か
ら
経
営
全
体
を
見
る
と
い
っ
て
も
、
当
時
だ
と
ど
う
や
っ
て

赤
字
を
減
ら
し
て
い
く
か
と
い
う
合
理
化
と
、
も
う
少
し
将
来
の
こ
と
を
考
え
た

の
は
、
北
海
道
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
鉄
道
と
し
て
経
営
出
来
る
の
は
ど
の
線
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
以
外
は
本
当
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
で
既
に
い
ろ
い
ろ
審
議
会
が
出
来
て
い
ま
し
て
、
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国
鉄
全
体
、
あ
る
い
は
当
時
の
運
輸
省
の
考
え
方
と
し
て
は
、
幹
線
系
と
地
方
交

通
線
と
を
分
け
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
大
体
一
万
キ
ロ
ず
つ
で
す
か
ら
、

ほ
ぼ
半
々
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。
要
す
る
に
将
来
と
も
自
力
で
や
っ
て
い
け
る

線
と
、
鉄
道
と
し
て
は
残
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
も
黒
字
に
な
ら

な
い
と
い
う
よ
う
な
線
で
す
ね
。
今
で
も
地
方
線
と
幹
線
で
は
、
キ
ロ
当
た
り
の

運
賃
体
系
が
少
し
ち
が
い
ま
す
。
い
く
ら
か
運
賃
も
上
げ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
み
た

い
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
全
体
と
し
て
会
計
を
分
け
な
け
れ
ば
い
か
ん
と

い
う
よ
う
な
漠
然
た
る
理
論
が
、
「
分
割
・
民
営
」
の
前
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
本

当
の
ロ
ー
カ
ル
線
対
策
と
い
う
の
は
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
輸
送
力
の
小
さ
い
一
日

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
千
人
以
下
の
線
区
1
こ
れ
を
「
特
定
地
方
交
通
線

（
い
わ
ゆ
る
「
赤
字
八
十
三
線
」
）
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
バ
ス
運
行
の
ほ

う
が
コ
ス
ト
が
安
い
の
だ
と
、
四
千
人
以
下
の
も
の
を
ど
う
や
っ
て
バ
ス
転
換
す

る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
そ
の
う
ち
特
に
一
日
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
二
千
人
以
下
の
輸
送
量
の
線
区
に
つ
い
て
は
時
期
を
限
っ
て
早
く
バ
ス
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
＝
九
八
二
年
ま
で
の
第
一
次
廃
止
対
象
路
線
は
四
〇

線
］
。
北
海
道
に
は
そ
う
い
う
線
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
ら
［
第
一
次
・
工
次

廃
止
対
象
で
二
十
二
線
］
、
相
当
た
く
さ
ん
宿
題
を
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
私
が
北
海
道
に
い
る
間
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
い
ち
ば
ん
端
っ
こ
の
ほ

う
を
見
て
回
る
仕
事
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
見
て
回
ら
れ
る
時
に
は
当
然
、
地
元
の
方
と
も
議
論
さ
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
地
元
の
市
町
村
で
す
が
、
も
う
「
存
続
」
「
存
続
」
で
、
「
バ
ス
転
換
絶
対

反
対
」
で
す
。
　
一
線
だ
け
バ
ス
転
換
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

見
本
に
他
も
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
時
で
し
た
。
特
別
措
置
法
［
日
本
国
有

鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
、
一
九
八
○
年
十
二
月
］
が
出
来
て
、
バ
ス
転

換
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
地
方
が
そ
れ
を
受
け
持
っ
て
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
場
合
に
一
㎞
当
た
り
三
千
万
円

と
い
う
転
換
交
付
金
と
い
う
も
の
が
出
る
と
い
う
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
［
一
九

人
六
年
に
導
入
。
一
九
九
〇
年
四
月
の
宮
津
線
へ
の
交
付
が
最
後
］
、
北
海
道
の
各

地
域
は
み
ん
な
頑
と
し
て
や
は
り
最
後
ま
で
バ
ス
転
換
に
抵
抗
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
本
当
は
い
ち
ば
ん
私
共
の
理
解
者
だ
っ
た
の
で
す
が
、
北
海
道
の
知
事
さ
ん

も
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
存
続
の
先
頭
に
立
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
地
元
の
方
は
存
続
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

れ
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
内
容
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
や
は
り
い
ち
ば
ん
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
自
動
車
も
道
路
も
発
達
す
る
け
れ

ど
も
、
老
人
が
病
院
に
通
っ
た
り
市
役
所
に
行
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
高
校
以
下
の

人
－
通
勤
・
通
学
に
は
鉄
道
と
い
う
こ
と
で
す
。
通
勤
・
通
学
時
の
何
本
か
の

列
車
と
い
う
の
は
学
生
で
非
常
に
混
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
運
ん
で

い
た
の
で
は
、
と
て
も
黒
字
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
本
当
に
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
は
大
き
な
問
題
で
、
最
近
の
高
速
道
路
の
末
端
の
ほ
う
の
路
線
と
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
そ
の
当
時
は
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
知
事
さ
ん
と
は
ど
う
い
う
形
で
協
議
す
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
特
に
協
議
す
る
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
協
議
し
ま
す
。
ま
た
「
マ
ン

デ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
毎
週
月
曜
日
に
、
知
事
、
そ
れ
か

ら
各
官
庁
の
出
先
機
関
の
長
と
か
、
鉄
道
で
は
私
な
ど
が
集
ま
っ
て
一
般
の
情
報

交
換
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
議
論
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
堂
垣
内

（
ど
う
が
き
な
い
）
知
事
が
非
常
に
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

武
田
　
こ
れ
は
先
生
が
総
局
長
に
な
ら
れ
る
前
か
ら
で
す
か
。

菅
原
　
前
か
ら
で
、
定
例
で
会
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
総
局
の
意
見
を
出
す
と
い
う
よ
う
な
時
に
は
、
先
生
が
さ
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
札
幌
市
を
中
心
と
し
た
地
域
と
い
う
の
は
、
や
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は
り
都
市
交
通
に
鉄
道
も
か
な
り
役
に
立
つ
。
そ
れ
か
ら
道
路
も
か
な
り
混
雑
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
は
運
輸
政
策
審
議
会
1
「
運
上
審
」
（
う
ん
せ
い
し

ん
）
が
地
域
部
会
を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
頃
は
北
海
道
で
の
地
域
審

議
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
出
る
時
に
は
僕
ら
が
出
て
意
見
を
述
べ
る
。

そ
れ
で
そ
の
結
果
を
た
と
え
ば
国
鉄
本
社
の
理
事
会
に
報
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
と

も
う
ひ
と
つ
は
、
「
地
方
交
通
線
対
策
審
議
会
」
で
、
中
央
に
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
地
域
毎
に
部
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
度
々
開
き
ま
し
た
。
そ
の
時

に
は
む
し
ろ
私
の
主
催
で
市
町
村
の
担
当
幹
部
を
集
め
て
や
り
ま
し
た
。
み
ん
な

黙
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
（
最
後
は
）
「
反
対
」
と
こ
う
言
う
わ
け
で
（
笑

い
）
、
市
町
村
と
い
つ
も
そ
う
い
う
よ
う
な
や
り
取
り
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
先
生
は
、
経
営
の
面
で
は
何
と
か
経
営
的
に
成
り
立
つ
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
一
方
で
地
元
の
意
見
も
な
る
べ
く
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は

堂
垣
内
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

菅
原
　
堂
垣
内
さ
ん
も
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
は
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

や
は
り
市
町
村
長
の
統
領
で
す
か
ら
、
知
事
と
し
て
も
鉄
道
を
存
続
す
べ
く
中
央

に
働
き
か
け
る
と
い
う
、
こ
う
い
う
立
場
で
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
そ
れ
で
は
、
先
生
は
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。

－
、
唾
＼
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
畦
、
晴
、
亀
、
軸
、
亀
、
唾
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
鞠
♪
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亀
、
麹
、
唾
、
剛
、
口
、
亀
、
唾
、
唾
、
隔
、
晴
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
簡
、
亀
、
陶
、
亀
、
喚
、
軸
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀

菅
原
　
苦
労
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
い
仕
事
も
あ
っ
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
が
相
当
進
ん
で
き
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
私
の

い
る
時
に
導
坑
貫
通
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
［
一
九
八
三
年
一
月
二
十
七
日
］
。

そ
れ
で
盛
大
な
お
祝
い
が
あ
っ
て
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
当
時
は
『
海
峡
』
と
い

う
映
画
の
主
演
で
出
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
貫
通
式
に
も
来
ら
れ
た
ん
で
す
。
た
だ
、

日
本
で
は
工
事
現
場
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
と
い
う
の
は
女
性
は
入
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
て
、
「
貫
通
式
に
は
出
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
早
く
本
線
が
通
っ
て
鉄

道
が
通
っ
た
ら
い
ち
ば
ん
先
に
乗
り
た
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
が
通
る
断
面
が
出
来
て
全
体
の
貫
通
は
、
私
が
東
京
へ
引
き
揚
げ
た
後
で

し
た
［
一
九
八
五
年
三
月
十
日
貫
通
］
。
私
が
い
た
時
に
は
導
坑
貫
通
だ
け
は
あ
り
、

ま
た
北
海
道
電
化
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
地
域
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
私
ど
も
は
割
に
地
域
の
人
と
接
触
が
あ
る
も
の
で
す

か
ら
係
わ
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
日
高
山
脈
を
越
え
て
釧
路
の
ほ

う
へ
行
く
石
勝
線
を
鉄
道
公
団
が
建
設
さ
れ
た
の
で
す
が
、
本
当
に
立
派
な
線
路

で
し
た
［
石
勝
線
・
根
室
線
の
南
千
歳
～
釧
路
間
。
　
一
九
人
一
年
十
月
開
業
］
。
そ

れ
で
そ
こ
に
「
ト
マ
ム
」
と
い
う
地
域
が
開
発
さ
れ
て
立
派
な
ス
キ
ー
場
が
で
き

ま
し
た
。
急
勾
配
か
ら
緩
勾
配
ま
で
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

ク
ラ
ス
の
人
が
行
け
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
な
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
立
派
な
高
層
の

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
り
、
人
工
波
が
出
る
よ
う
な
プ
ー
ル
を
作
っ
た

り
し
て
、
そ
う
い
う
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
作
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
ど
う
も
そ
の
後
よ
く
繁
盛
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
［
ア

ル
フ
ァ
リ
ゾ
ー
ト
・
ト
マ
ム
は
一
九
九
人
年
に
投
資
過
剰
の
為
、
一
千
億
円
の
負

債
で
倒
産
。
現
在
は
加
森
観
光
と
占
冠
村
の
努
力
で
運
営
は
維
持
］
。
そ
う
い
う
問

題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
地
域
開
発
で
は
苫
小
牧
の
東
の
「
重
重
（
と
ま
と
う
）
地
域
」
［
苫
小

牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開
発
基
本
計
画
（
一
九
七
一
年
）
に
基
づ
く
北
海
道
開

発
庁
の
事
業
区
］
。
知
事
さ
ん
も
「
鉄
道
で
も
応
援
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
相
談
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
も
石
油
基
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地
［
国
家
石
油
備
蓄
基
地
第
二
号
と
し
て
、
一
九
八
一
年
｝
月
に
立
地
が
決
定
］

が
出
来
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
で
帰
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
話
で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

武
田
　
苫
東
は
新
全
総
（
新
全
国
総
合
計
画
、
一
九
六
九
年
五
月
）
の
時
に
指
定

さ
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
新
全
総
の
時
に
東
北
地
域
の
、
下
北
半
島
の
根
元
の
陸
奥

・
小
川
原
開
発
地
域
と
か
［
小
川
原
湖
か
ら
下
北
、
陸
奥
湾
一
帯
に
わ
た
る
開
発

構
想
］
、
苫
東
と
か
を
そ
の
頃
生
か
そ
う
と
し
た
の
で
す
。
あ
そ
こ
は
、
気
温
が
低

い
か
ら
冷
房
が
い
ら
な
い
ん
で
す
。
し
か
も
苫
小
牧
と
い
う
の
は
北
海
道
の
中
で

は
気
候
が
割
に
い
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
に
大
い
に
産
業
が
出

て
い
っ
て
悪
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
ふ

う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
人
が
集
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
。
た
だ
、
当
時
は
、
国
内
で
も
ま
だ
開
発
出
来
る
土
地
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

奄
、
建
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
」
■
「
、
簡
、
亀
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
陶
、
亀
、
麹
、
亀
、
麹
、
唾
、
唾
、
喚
、
唾
、
亀
♪
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ノ

冨
　
　
北
海
道
総
局
の
常
務
理
事
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
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ノ

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
疑
、
亀
＼
糎
、
亀
、
亀
、
麹
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
＼
麹
、
亀
、
唾
、
亀
＼
亀
、
陶
＼
剛
、
馳

中
村
　
国
鉄
の
常
務
理
事
と
し
て
、
本
社
の
会
議
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
行
か
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
わ
ゆ
る
地
域
担
当
の
常
務
理
事
は
、
そ
う
度
々
中
央
の
常
務
理
事
会
に

は
出
な
か
っ
た
で
す
ね
。
常
務
会
と
い
う
の
は
本
社
に
い
る
本
当
の
代
表
者
だ
け

が
集
ま
る
会
議
で
す
か
ら
地
域
担
当
の
常
務
理
事
は
理
事
会
に
出
る
の
で
す
。
理

事
会
だ
け
は
や
は
り
地
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
、
そ
れ
か
ら
中
央
の
指
令
を
伝

え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
出
な
い
と
い
け
な
い
。

武
田
　
大
体
、
総
局
長
と
い
う
の
は
常
務
理
事
を
兼
ね
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
常
務
理
事
・
北
海
道
総
局
長
で
す
。

武
田
　
で
は
、
本
社
と
い
う
か
中
央
に
い
る
理
事
と
は
、
ど
う
い
つ
だ
役
職
な
の

で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
本
社
に
は
業
務
別
担
当
の
常
務
理
事
と
い
う
人
が
居
り
ま
し
て
、
そ
の
上

が
総
裁
、
副
総
裁
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
先
生
は
そ
の
頃
か
ら
、
先
ほ
ど
も
お
話
に
あ
っ
た
分
割
と
か
民
営
化
の
お

話
と
い
う
の
は
、
大
体
、
北
海
道
か
ら
見
て
い
る
と
い
う
か
、
横
目
で
見
て
い
る

よ
う
な
感
じ
に
な
る
わ
け
で
す
か
。
八
○
年
の
臨
調
の
動
き
と
か
は
。

菅
原
　
北
海
朗
総
局
の
企
画
室
が
窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
社
の
経
営

計
画
に
関
す
る
情
報
は
逐
一
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

武
田
　
実
際
に
先
生
ご
自
身
は
会
議
に
参
加
は
。

菅
原
　
総
局
長
が
直
に
臨
調
に
出
席
す
る
よ
う
な
機
会
は
な
い
で
す
ね
。

　
北
海
道
は
、
割
に
大
き
な
投
資
は
結
構
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
の
を
見
る

機
会
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
北
海
道
の
場
合
に
は
雪
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
除
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
車
で
雪
を
飛
ば
し
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
、
北
海
道
の

雪
は
も
う
そ
れ
で
は
と
て
も
排
除
出
来
な
い
よ
う
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
駅

間
部
分
と
い
う
の
は
ラ
ッ
セ
ル
車
で
吹
っ
飛
ば
せ
ば
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
線
路

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
は
出
来
な
い
の
で
深
夜
に
人
力
で
や
る
よ
う

な
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
総
局
長
が
深
夜
で
も
出
て
い
っ
て
メ
ガ
ホ

ン
で
皆
を
激
励
し
て
歩
く
。
そ
う
い
う
の
は
度
々
や
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
総
局
の
人
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
ト
ー
タ
ル
で
一
万
二
、
三
千
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
総
局
自
体
は
小
さ

な
組
織
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
ん
で
す
ね
。
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中
村
　
管
理
局
ま
で
入
れ
る
と
一
万
人
強
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
要
す
る
に
全
体
、
北
海
道
で
働
い
て
い
る
鉄
道
職
員
全
部
で
、
一
万
二
、

三
千
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
総
局
そ
の
も
の
は
管
理
局
の
上
に
乗
っ
て
い
る
分
、
数
は
あ
ま
り
多
く
な

い
の
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
、
そ
れ
は
大
き
な
組
織
で
は
な
い
で
す
ね
。

武
田
　
総
局
と
し
て
は
、
北
海
道
は
大
き
い
ほ
う
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
面
積
は
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
輸
送
量
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
人
口
五
百
万
し
か
い
な
い
ん
で
す
か
ら
五
％
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
だ
か
ら

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
や
は
り
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
線
路
の
維
持
と
か
安
定
輸
送

と
か
の
ほ
う
が
大
き
な
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

∠
」
■
「
、
口
＼
亀
、
口
、
馳
＼
疑
、
難
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
陶
、
陶
、
剛
＼
陶
、
陶
、
隔
、
陶
、
陶
、
軸
、
陶
、
隔
、
陶
、
鞠
；

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
北
海
道
に
住
ん
で
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鳶

馳
、
亀
＼
亀
、
陶
、
剛
、
隔
、
鞠
、
陶
、
剛
、
剛
、
陶
、
亀
＼
亀
、
麹
、
唾
＼
亀
、
曉
、
陶
、
勒
、
隔
、
剛
＼
亀
、
剛
＼
亀

武
田
　
先
生
は
、
職
場
と
し
て
北
海
道
は
こ
の
時
初
め
て
で
す
よ
ね
。
三
年
間
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
た
か
。

菅
原
　
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
寒
い
の
は
好
き
じ

ゃ
な
く
て
（
笑
）
。
し
か
し
雪
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
線
路
に
対
し
て
は
迷
惑
だ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
、
ス
キ
ー
に
は
い
い
と
こ
ろ
で
ね
。

武
田
　
前
か
ら
ス
キ
ー
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
う
ん
と
若
い
頃
に
北
海
道
に
仕
事
で
行
っ
た
後
、
ニ
セ
コ

で
滑
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
が
そ
の
頃
は
、
ニ
セ
コ
が
い
ち
ば
ん
有
名
で
し
た
。

当
時
は
「
ニ
セ
コ
」
と
い
う
駅
は
な
く
、
倒
置
（
カ
リ
ブ
ト
）
と
い
う
駅
［
昭
和

四
三
年
四
月
に
ニ
セ
コ
駅
に
改
名
］
ま
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ニ
セ
コ
の
頂
上
ま

で
ス
キ
ー
に
シ
ー
ル
［
山
ス
キ
ー
の
用
具
。
ス
キ
ー
に
装
着
す
る
毛
で
で
き
た
滑

り
止
め
。
着
脱
可
能
］
を
つ
け
て
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
北
海
道
は
国
体
級

の
選
手
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
は
そ
う
い
う
人
が
一
人
つ
い
て
く
れ

ま
し
て
、
二
人
で
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
っ
て
頂
上
に
近
い
と
こ
ろ
に
山
の
家
が

あ
る
ん
で
す
。
そ
の
頃
は
木
造
で
し
た
が
、
そ
こ
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
も
う
く
た

く
た
に
な
っ
て
ぐ
っ
す
り
寝
て
、
翌
日
目
を
覚
ま
し
た
ら
遥
か
向
こ
う
の
頂
上
に

観
測
所
［
着
氷
観
測
所
。
戦
時
中
、
寒
地
航
空
学
研
究
の
た
め
建
設
。
ニ
セ
コ
ア

ン
ヌ
プ
リ
頂
上
の
観
測
所
は
北
海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
（
中
村
宇
吉
郎
教
授
）

の
一
部
で
も
あ
っ
た
。
終
戦
に
よ
り
閉
鎖
］
が
輝
い
て
見
え
る
わ
け
で
す
ね
。
そ

こ
へ
こ
れ
か
ら
行
く
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
案
内
し
て
く
れ
た
人
は
ベ
テ
ラ
ン

で
、
「
重
壁
が
今
ち
ょ
う
ど
固
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
行
っ
た
ほ
う
が
い

い
」
と
い
う
の
で
、
そ
の
北
壁
を
ず
一
つ
と
斜
め
に
上
が
っ
て
い
く
。
下
は
三
〇

〇
m
ぐ
ら
い
の
急
斜
面
で
、
「
滑
っ
た
ら
あ
そ
こ
ま
で
行
く
ん
で
、
滑
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
言
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
っ
て
、
こ
ち
ら
は
そ

ん
な
に
ベ
テ
ラ
ン
じ
ゃ
な
い
し
（
笑
）
。
ど
う
に
か
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
い
ち
ば

ん
上
の
観
測
所
に
上
が
っ
て
か
ら
は
良
か
っ
た
、
帰
り
は
倶
知
安
（
ク
ッ
チ
ャ
ン
）

ま
で
、
胸
ぐ
ら
い
ま
で
く
る
新
雪
を
ぱ
一
つ
と
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら
一
気
に
滑
っ

て
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
新
雪
の
中
を
滑
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　
そ
れ
で
北
海
道
へ
勤
務
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
そ
こ
は
ど
う
な
っ
た
と
い
う
わ
け

で
行
っ
て
み
た
ん
で
す
。
も
う
夏
だ
っ
た
の
で
す
が
、
同
じ
場
所
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
山
の
家
が
改
築
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
は

い
つ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
寒
い
け
れ
ど
も
楽
し
い
こ
と
で

も
あ
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
前
の
お
話
で
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
に
も
お
会
い
に
な
ら
れ
た
と
い
う
の
は
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映
画
の
ロ
ケ
か
何
か
で
す
か
。

菅
原
　
映
画
の
ロ
ケ
で
は
な
く
て
、
吉
永
さ
ん
が
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
導
甘
沼
通
式

に
よ
ば
れ
て
き
て
、
そ
の
後
あ
ち
こ
ち
引
っ
張
り
だ
こ
で
、
吉
永
さ
ん
が
パ
ー
テ

ィ
の
中
を
回
っ
て
い
る
時
に
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
と
か
。

武
田
　
ぜ
ひ
そ
の
写
真
を
載
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
（
笑
）
。

奄
、
亀
、
隔
、
鞠
、
陶
、
陶
、
隔
、
隔
、
隔
、
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
疑
＼
簡
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
、
鞠
、
陶
、
隔
、
馳
、
簡
♪
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躍
　
国
際
鉄
道
連
合
（
U
I
C
）
会
議
の
技
術
部
会
議
長
を
す
る
　
　
置
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亀
、
晴
、
隔
、
晴
、
唾
、
唾
＼
麺
、
隔
、
喚
、
唾
、
馳
、
顯
、
亀
、
唾
、
唾
、
陶
、
唾
、
職
、
噂
、
亀
、
隔
、
隔
、
口
、
馳

武
田
　
そ
れ
か
ら
年
表
を
見
ま
す
と
、
（
昭
和
）
五
十
七
年
1
【
九
人
二
年
忌
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
北
海
道
総
局
長
局
の
時
に
海
外
旅
行
な
ん
て
い
う
の
は
、
一
般

に
は
あ
ん
ま
り
な
い
ケ
ー
ス
で
す
が
、
U
I
C
（
d
巳
8
H
暮
Φ
舅
簿
註
§
巴
Φ
匙
①
の

O
ず
。
巨
ぎ
の
自
①
諭
円
）
1
国
際
鉄
道
連
合
の
会
議
と
い
う
の
が
四
年
に
一
回
あ
り

ま
し
て
、
私
が
ま
だ
本
社
の
施
設
局
長
を
や
っ
て
い
る
頃
に
も
う
そ
の
話
が
あ
っ

て
、
ち
ょ
う
ど
あ
と
三
年
後
ぐ
ら
い
だ
と
残
っ
て
い
る
の
は
お
前
ぐ
ら
い
し
か
い

な
い
よ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
頃
か
ら
指
名
さ
れ
て
い
た
わ
け
な
ん
で
す

ね
。
そ
の
後
北
海
道
へ
行
っ
て
も
「
そ
の
頃
に
な
っ
た
ら
そ
う
い
う
会
議
が
あ
る
」

と
い
う
の
が
分
か
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
で
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
た
だ
参
加

し
ろ
と
い
う
の
で
は
な
く
部
会
が
三
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
ひ
と
つ
の
部

会
議
長
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

武
田
　
そ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
会
議
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
今
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
形
の
世
界
鉄
道
会
議
［
世
界
鉄
道
研
究
会
議
（
W

C
R
R
）
な
ど
］
と
か
、
世
界
交
通
会
議
（
W
C
T
R
）
と
い
う
の
が
出
来
て
い

ま
す
が
、
そ
の
頃
は
非
常
に
少
な
い
国
際
会
議
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
外
貨
も
少

な
く
て
、
自
由
に
は
あ
ま
り
使
え
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
し
。
要
す
る
に
各

国
の
鉄
道
の
連
合
で
す
か
ら
指
名
の
講
演
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
応

募
の
講
演
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
議
長
と
し
て
司
会
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
部
会
も
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
部
会
は
確
か
三
つ
で
し
た
。
そ
の
う
ち
の
技
術
部
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

武
田
　
最
新
の
技
術
な
り
何
な
り
と
い
う
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
先

生
は
こ
の
三
年
間
に
部
会
の
準
備
は
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
三
年
べ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
で
す

け
れ
ど
も
、
指
名
を
さ
れ
て
い
た
か
ら
い
っ
か
そ
う
い
う
の
は
、
と
思
っ
て
い
た

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

中
村
　
具
体
的
に
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

菅
原
　
ス
ペ
イ
ン
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
が
ホ
ス
ト
国
に
な
り
ま
し
て
、
ま
た
会
場
は

「
マ
ラ
ガ
」
と
い
う
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
が
ス
ペ
イ
ン

国
の
南
の
端
に
あ
り
ま
す
が
、
マ
ラ
ガ
は
そ
こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
北
で
地
中
海
に
面

し
て
い
る
保
養
地
で
す
。
［
先
に
お
渡
し
し
た
］
私
の
記
録
は
主
に
海
外
協
力
の
こ

と
ば
か
り
書
い
て
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
一
般
の
鉄
道
の
話
は
あ
ま
り

業
績
リ
ス
ト
に
は
あ
げ
て
い
ま
せ
ん
。
学
会
の
発
表
リ
ス
ト
に
も
あ
り
ま
す
か
ね
。

『
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
か
け
る
世
界
の
鉄
道
』
と
い
う
題
の
論

文
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
、
こ
の
会
議
の
報
告
で
す
。

　
国
際
会
議
場
は
マ
ラ
が
都
心
か
ら
南
西
十
四
㎞
に
あ
る
国
際
的
保
養
地
の
ト
レ

モ
リ
ノ
ス
に
作
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
国
は
ち
ょ
う
ど
観
光
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
た

の
で
、
そ
こ
に
集
ま
っ
て
講
演
会
を
や
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
ホ
ス
ト

国
が
ス
ペ
イ
ン
だ
っ
た
。
前
に
一
度
お
話
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
留
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学
生
で
行
っ
た
時
に
案
内
し
て
く
れ
た
リ
オ
さ
ん
と
い
う
人
が
そ
の
時
偉
く
な
っ

て
い
ま
し
て
、
技
術
副
総
裁
み
た
い
な
感
じ
で
ち
ょ
う
ど
向
こ
う
で
の
ホ
ス
ト
と

し
て
挨
拶
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
昔
、
菅
原
と
い
う
日
本
の
若
い
技
師
と
一

緒
に
歩
い
た
と
か
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

森
　
当
時
は
何
ヶ
国
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
参
加
国
は
世
界
の
五
十
ヶ
論
理
あ
る
と
思
い
ま
す
。

森
先
進
国
だ
け
で
は
な
く
て
、
途
上
国
も
参
加
し
た
の
で
す
が
。

菅
原
　
い
く
つ
か
途
上
国
も
入
っ
て
い
ま
す
よ
。
た
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
多
い
で
す

ね
。
U
I
C
I
全
部
の
鉄
道
の
連
合
体
で
す
か
ら
。
本
部
も
向
こ
う
に
あ
る
し
、

や
っ
ぱ
り
フ
ラ
ン
ス
中
心
に
な
り
ま
す
。
前
に
留
学
の
時
に
お
話
を
し
ま
し
た
が
、

U
I
C
の
事
務
局
長
さ
ん
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
の
車
輌
局
長
や
何
か
を
や

っ
て
い
た
人
が
な
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
で
す
か
ら
そ
の
時
も
、
フ
ラ
ン
ス
国

鉄
の
車
輌
局
長
を
つ
と
め
た
ブ
ー
レ
と
い
う
人
が
U
I
C
の
事
務
局
長
と
し
て
来

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
が
最
後
の
ま
と
め
で
「
フ
ラ
ン
ス
に
交
流
電
化
の
速

い
列
車
が
出
来
て
、
目
本
は
そ
れ
を
見
て
新
幹
線
を
作
っ
た
。
そ
れ
で
日
本
の
新

幹
線
を
見
て
フ
ラ
ン
ス
も
T
G
V
を
作
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
し
た
。
確
か
に
技
術
交
流
で
す
よ
ね
。
あ
と
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
（
速

度
が
）
早
か
っ
た
り
し
て
［
当
時
の
T
G
V
は
最
高
速
度
二
六
〇
㎞
／
h
、
新
幹

線
は
二
五
〇
㎞
／
h
］
、
ド
イ
ツ
も
そ
の
頃
は
高
速
鉄
道
を
始
め
て
い
た
［
ド
イ
ツ

は
I
C
車
輌
開
発
に
よ
る
高
速
化
、
高
速
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い

た
］
。
今
で
は
も
う
ほ
と
ん
ど
各
国
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
性
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
は
ど
ち
ら
が
最
高
速
を
出
す
か
な
ん
て
い
う
の
が
非
常
に
問
題

に
な
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

武
田
　
会
議
は
二
週
間
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
ト
ー
タ
ル
で
そ
れ
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
を
越
え
て

ス
ペ
イ
ン
に
入
り
ま
す
と
あ
の
辺
は
グ
ラ
ナ
ダ
の
地
域
で
す
か
ら
、
や
は
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
ん
で
す
ね
。
ロ
ー
マ
の
遺
跡
的
な
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
ク
エ
バ
・
デ
・
ネ
ル
ハ
（
O
自
Φ
＜
⇔
の
勉
Φ
Z
①
こ
算
。
）
と
い
う

大
き
な
鍾
乳
洞
が
あ
り
、
そ
こ
で
オ
ペ
ラ
と
か
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
大

体
、
夕
方
七
時
か
人
時
ぐ
ら
い
に
食
事
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
ど

こ
へ
連
れ
て
行
く
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
地
下
劇
場
へ
ご
案
内
（
！
）
で
す
か

ら
ね
。
真
っ
暗
な
と
こ
ろ
へ
一
鍾
乳
洞
へ
入
る
と
、
そ
こ
に
高
さ
六
〇
m
・
八

○
○
席
位
に
あ
る
大
広
間
（
滝
の
部
屋
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を
見
せ

て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
［
毎
年
7
月
末
に
は
ネ
ル
ハ
洞
窟
国
際
舞
踊
音
楽
祭
が
開

催
さ
れ
る
］
。
あ
と
は
ア
フ
タ
ー
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
で
ス
ペ
イ
ン
の
得
意
な

鉄
道
関
係
の
施
設
を
見
た
り
し
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

武
田
　
先
生
は
部
会
の
時
に
は
何
語
を
使
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
が
質
問
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
語
で

や
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
一
般
に
英
・
仏
語
が
こ
う
い
う
場
合
の
公
用
語
で
使

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
大
会
議
場
に
は
英
・
仏
・
独
・
露
の
同
時
通
訳
の
設
備
が

あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
当
時
、
日
本
人
が
そ
う
い
う
国
際
会
議
の
部
会
を
仕
切
る
と
い
う
の
は
、

珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

菅
原
　
国
際
会
議
そ
の
も
の
が
少
な
か
っ
た
。
日
本
も
よ
う
や
く
新
幹
線
が
出
来

て
、
日
本
の
技
術
が
い
ち
ば
ん
ト
ッ
プ
の
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
な

っ
て
、
今
、
J
R
東
日
本
の
会
長
さ
ん
が
U
I
C
の
会
長
を
や
る
と
か
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
だ
ん
だ
ん
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
れ
ま
で
に

部
会
長
を
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
も
部
会
を
や
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
は
、
逐
次
、
日
本
の
新
幹
線
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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森
　
こ
の
会
議
に
は
基
本
的
に
一
ケ
年
か
ら
鉄
道
会
社
一
社
が
出
席
す
る
と
い
う

形
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
日
本
で
は
ま
だ
分
割
し
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
J
R
は
ひ

と
つ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
他
の
国
も
私
鉄
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
は
S
N
C
F
、
ド
イ
ツ
は
D
B
。
た
だ
各
社
一
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
幹
部
何
人
か
ぐ
ら
い
が
出
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
で
何
人
ぐ
ら
い
か
な
、
や
っ

ぱ
り
大
パ
ー
テ
ィ
の
時
に
は
千
人
近
い
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
人

は
も
ち
ろ
ん
大
勢
で
ホ
ス
ト
も
兼
ね
て
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
。

　
そ
の
頃
ス
ペ
イ
ン
で
新
し
い
タ
ル
。
コ
車
が
で
て
い
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ

ン
ス
と
の
国
境
の
と
こ
ろ
で
は
、
普
通
だ
と
そ
こ
で
列
車
を
乗
り
換
え
ま
す
。
そ

れ
は
結
局
レ
ー
ル
の
間
隔
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ジ
が
ち
が
う
か
ら
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
は

も
の
す
ご
く
ゲ
ー
ジ
が
広
い
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
通
常
、
標
準
軌
（
一
四
三
五
㎜
）

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
み
一
六
七
六
㎜
］
。
で
す
か
ら
乗
り
換
え
な
き

ゃ
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
自
然
に
車
輪
の
間
隔
が
広
が
る
よ
う
な
、
今
で

い
う
と
「
ブ
リ
i
・
ゲ
ー
ジ
・
ト
レ
イ
ン
（
軌
間
変
動
装
置
を
も
っ
た
車
輌
）
」
と

言
い
ま
ず
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
の
を
始
め
た
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
国
境
の
と
こ

ろ
で
機
関
車
は
取
り
替
え
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
は
乗
っ
た
ま
ま
で
パ
リ
か
ら
マ
ド

リ
ー
ド
ま
で
行
け
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
T
G
V
や
何
か
の
発
展
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
と

モ
ロ
ッ
コ
と
で
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
連
絡
の
講
演
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
日
本
か
ら
は
報
告
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
日
本
か
ら
も
各
分
野
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
テ
ー
マ
は
ち
ょ

っ
と
こ
こ
で
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
参
加
国
が
多
い
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
発
表
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
は
り
コ
ス
ト
を
い
か
に
下
げ
る
か
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。
帰
っ
て
『
交
通
新
聞
』
な
ど
に
報
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
総
局
の
仕
事
で
は

な
く
て
国
鉄
本
社
の
指
示
に
よ
る
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

商
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
軸
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
剛
＼
亀
、
亀
、
陶
、
剛
、
鞠
、
晦
、
馳
、
陶
、
陶
、
亀
、
剛
、
軸
、
亀
，

膚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
北
海
道
鉄
道
百
年
の
記
念
行
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

ノ
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ノ

r
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

菅
原
　
北
海
道
に
い
る
間
は
今
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

他
は
や
は
り
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
歴
史
的
な
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
「
北
海
道
鉄
道
百
年
」
□
九
人
○
年
］
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん

で
す
よ
。
東
京
の
ほ
う
で
も
新
橋
・
品
川
間
の
鉄
道
開
通
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
北
海
道
の
場
合
、
石
炭
を
炭
鉱
か
ら
港
ま
で
運
ぶ
路
線
と

い
う
の
が
い
ち
ば
ん
先
に
出
来
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
［
小
樽
港
か
ら
石
炭

を
積
出
す
官
営
幌
内
鉄
道
が
一
八
八
○
年
開
業
］
。
百
年
記
念
の
行
事
は
札
幌
鉄
道

局
が
自
分
の
管
内
で
す
か
ら
運
営
し
た
ん
で
す
が
、
小
樽
の
機
関
区
で
昔
の
蒸
気

機
関
車
の
『
し
っ
か
号
』
『
義
経
号
』
を
持
っ
て
き
た
り
し
ま
し
た
［
『
し
っ
か
号
』

と
『
義
経
』
号
は
関
東
大
震
災
で
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
百
周
年
行
事

に
あ
わ
せ
、
所
在
確
認
が
行
わ
れ
、
「
対
面
」
が
実
現
し
た
］
。

中
村
　
上
・
中
・
下
三
巻
分
の
な
か
な
か
立
派
な
年
史
で
す
が
、
『
北
海
道
鉄
道
百

年
史
』
［
日
本
国
有
鉄
道
北
海
道
総
局
］
も
そ
の
時
に
出
来
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
ま
さ
に
そ
う
で
し
ょ
う
ね
［
上
・
中
・
下
巻
が
、
一
九
七
六
・
八
○
・
人

一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
］
。

武
田
　
そ
れ
は
当
然
、
北
海
道
総
局
が
中
心
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
実
際
働
い
た
の
は
ほ
と
ん
ど
担
当
管
内
で
す
か
ら
当
芸
局
で
す
。

事
実
、
い
ち
ば
ん
古
い
線
路
が
出
来
た
の
は
札
男
前
の
中
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も
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行
事
の
時
な
ど
に
は
出
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
、

明
治
大
学
［
創
立
百
年
（
た
だ
し
一
九
八
一
年
が
そ
の
年
）
］
や
北
海
道
拓
銀
人
○

年
［
一
九
〇
〇
年
創
業
］
と
か
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
か
ら
明
治
大
学
野
球
部
を

招
待
し
ま
し
て
、
拓
銀
は
地
元
に
あ
っ
て
、
三
二
局
と
三
チ
ー
ム
で
野
球
の
リ
ー

グ
戦
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

中
村
　
記
念
同
士
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
で
始
球
式
を
や
り
ま
し
た
。

武
田
　
先
生
が
始
球
を
投
げ
た
の
で
す
ね
。
ど
こ
で
や
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
当
時
、
北
海
道
の
球
場
と
い
う
と
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
1
丸
山
球
場
で

し
た
か
。
そ
の
頃
か
ら
堂
垣
内
さ
ん
は
「
札
幌
に
も
ド
ー
ム
を
作
ろ
う
」
と
い
う

話
を
さ
か
ん
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
堂
垣
内
さ
ん
は
一
生
懸
命
、
北
海
道
の
開
発

に
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

武
田
　
そ
の
後
、
お
付
き
合
い
は
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
堂
垣
内
さ
ん
は
少
し
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
［
二
〇
〇
四
年
二
月
死
去
］
、

知
事
を
替
わ
ら
れ
て
か
ら
も
大
学
の
役
員
か
何
か
を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
し
、
ち
ょ
う
ど
噴
火
湾
（
内
浦
湾
）
の
海
の
底
を
通
っ
て
横
断
す
る
水
中
ト
ン

ネ
ル
を
作
る
研
究
会
を
指
導
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
［
社
団
法
人
水
中
ト

ン
ネ
ル
研
究
調
査
会
］
。
北
海
道
の
土
木
や
機
械
な
ど
の
学
者
や
建
設
業
の
人
な
ど

が
集
ま
っ
て
研
究
会
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
今
で
も
そ
れ
は
続
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
堂
垣
内
さ
ん
に
呼
ば
れ
て
行
っ
て
講
演
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

玄
■
「
、
亀
、
陶
、
亀
＼
陶
＼
陶
、
亀
、
剛
、
陶
、
簡
、
口
、
亀
、
亀
＼
隔
、
陶
、
剛
、
喚
、
唾
、
陰
、
陶
、
剛
、
馳
、
亀
、
曝
♪

眉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

眉
　
国
鉄
民
営
化
に
向
け
た
国
鉄
内
で
の
情
報
の
伝
わ
り
方
、
　
　
　
眉

…
　
　
　
　
　
そ
し
て
北
海
道
総
局
の
立
場
…

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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躍

亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
嫡
、
亀
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
唾
、
隔
、
隔
、
隔
、
亀
、
隔
、
亀
、
疇
、
陶
、
亀
、
隔
、
隔
、
亀

中
村
　
ち
ょ
っ
と
さ
っ
き
ひ
と
つ
聞
き
逃
し
た
の
で
す
が
。
分
割
・
民
営
化
に
つ

い
て
の
臨
調
の
話
が
中
央
で
進
ん
で
い
た
時
に
、
北
海
道
に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
情
報

は
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
か
。

菅
原
　
臨
調
の
話
は
一
般
の
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
も
あ
り
ま
し
た
が
。

中
村
　
い
わ
ゆ
る
「
会
社
」
と
い
う
か
、
国
鉄
の
ル
ー
ト
で
は
入
っ
て
き
て
い
ま

し
た
か
。

菅
原
　
国
鉄
の
ル
ー
ト
で
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
北
海
道
総
局
に
は
企
画
室

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
企
画
室
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
窓
口
役
な
ん
で
す
ね
。

そ
こ
が
北
海
道
の
経
団
連
－
北
経
連
（
ほ
っ
け
い
れ
ん
　
北
海
道
経
済
連
合
会
）

と
言
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
連
絡
を
取
り
ま
す
し
、
そ

れ
か
ら
国
鉄
本
社
で
、
以
前
に
私
も
勤
め
て
お
り
ま
し
た
審
議
室
と
も
連
絡
を
取

る
。
審
議
室
の
人
と
い
う
の
は
大
体
そ
う
い
う
臨
調
の
会
議
に
も
関
係
し
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
ル
ー
ト
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
内
輪
の

資
料
も
み
ん
な
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
に
対
す
る
北
海
道
総
局
の
立
場
と
い
う
か
、
雰
囲
気
と
い
う
の
は
や

は
り
非
常
に
「
反
対
だ
」
と
い
う
ほ
う
が
強
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
北
海
道
総
局
は
そ
の
頃
は
本
社
の
一
機
関
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、

民
営
分
割
に
つ
い
て
は
本
社
で
の
動
き
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
で
く
る
だ
け
で
、
こ

ち
ら
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
頃
か
ら
や
は
り
北
海
道
は

別
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
政
治
家
の
人
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
い
出
し
て
い
た
し
、

運
輸
省
も
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ど
う
い
う
格
好
で
［
分
割
］
す
る
か
と
い
う
こ
と

は
本
社
も
十
分
に
検
討
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
経
営
安
定
基
金
を

交
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
試
算
し
た
ん
で
す
。
経
営
安
定
基
金
の
金
利
は
当
時
だ

と
大
体
六
％
、
七
％
で
し
た
の
で
、
そ
れ
で
か
な
り
基
礎
的
な
収
入
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
金
利
が
下
が
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
非
常
に
苦
し
い
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だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
の
北
海
道
の
経
営
の
話
を
聞
き
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
［
金
利

を
］
四
％
ぐ
ら
い
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
い
る
し
、
そ
れ
と
職
員

に
働
く
意
欲
が
う
ん
と
出
て
き
て
、
生
産
性
を
上
げ
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
何
と

か
低
金
利
の
中
で
も
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
ん
で
す
。

み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
札
幌
駅
も
、
私
ど
も
は
ち
ょ
う
ど
正
面
の

古
い
駅
の
四
階
に
い
た
の
で
す
が
、
あ
そ
こ
も
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
高
架
も
出
来
ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
タ
ワ
ー
も
出
来
ま
し
た
で
し
ょ
う
。

そ
れ
な
り
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
お
ら
れ
て
、
そ
う
い
う
大
き
な
投
資
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
。
高
架
は
ま
さ
に
私
の
在
任
中
に
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
か
ら
札
沼
線
（
学
園
都
市
線
）
か
な
、
学
校
の
誘
致
［
北
海
道
医
療
大
学
］
が

出
来
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
み
た
い
な
線
の
根
元
の
と
こ
ろ
だ
け
は
通
勤
・
通
学
に
使

え
る
と
か
、
そ
こ
も
高
架
に
す
る
と
か
で
札
幌
周
辺
は
人
も
集
ま
っ
て
く
る
し
、

鉄
道
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
札
幌
の
駅
の
近
く
で
は
新
駅
を
作
り
、
新
駅
を
中
心
に
街
を
開
発
す

る
と
い
う
モ
デ
ル
地
域
み
た
い
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
私
の
い
る
間

に
も
十
ぐ
ら
い
の
新
都
市
を
作
る
計
画
が
あ
っ
て
、
事
実
少
し
動
き
だ
し
て
い
ま

す
［
『
札
幌
圏
都
市
計
画
』
な
ど
］
。
新
駅
を
作
る
時
に
は
、
今
ま
で
は
「
請
願
駅
」

と
い
っ
て
地
元
が
負
担
を
し
て
駅
を
作
る
と
い
う
ル
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
鉄
道
も
そ
れ
な
り
に
対
応
し
て
自
ら
も
投
資
を
し
、
そ
の
代
わ
り
そ
の
周
辺

の
開
発
を
し
て
負
担
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
開
発
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
札
幌
を
中
心
と
す
る
あ
の
範
囲
と
い
う

の
は
か
な
り
鉄
道
の
役
割
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
旭
川
、
帯
広
な
ど
も
そ

う
い
う
こ
と
で
高
架
化
し
た
り
し
て
、
じ
わ
じ
わ
と
い
い
状
況
に
は
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

《
9
「
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
馳
、
軸
、
唾
、
廟
、
亀
＼
喚
、
隔
、
口
、
喚
、
隔
、
亀
、
隔
、
魎
、
亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
唾
、
噂
♪
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道
事
業
以
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置
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ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

瞳
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
、
剛
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
馳
、
馳
、
唾
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀

森
先
日
、
「
鉄
道
会
社
は
日
本
で
は
も
う
鉄
道
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
。
駅

ビ
ル
の
開
発
な
ど
も
も
っ
と
進
め
る
方
向
で
な
い
と
い
け
な
い
」
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
例
と
し
て
札
幌
の
駅
前
の
開
発
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
菅
原
さ
ん

が
総
局
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
当
時
か
ら
そ
の
構
想
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
私
の
い
た
時
は
ま
だ
民
営
化
前
な
の
で
、
制
約
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
当
時
は
鉄
道
の
土
地
を
利
用
し
て
そ
こ
に
民
間
資
本
で
ビ
ル
を
建

て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
平
塚
の
駅
［
駅
ビ
ル
「
ラ
ス
カ
」
昭
和
四
人
年

人
月
開
業
］
か
ら
は
じ
ま
っ
て
池
袋
の
駅
の
付
近
な
ど
、
ち
ょ
う
ど
民
営
化
の
前

ま
で
に
数
十
ヶ
所
ぐ
ら
い
の
そ
う
い
う
格
好
の
駅
ビ
ル
な
ど
が
出
来
て
き
て
は
い

た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
収
入
は
全
体
で
い
え
ば
五
％
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
完
全
に
民
営
化
に
な
っ
て
自
ら
も
ど
ん
ど
ん
投
資
が
出
来
る
よ
う
な
格
好
に

な
っ
て
き
た
し
、
ま
た
そ
う
い
う
意
欲
も
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
ま
た
そ
れ
で
な

く
て
は
や
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
気
運
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　
い
わ
ゆ
る
大
手
の
民
鉄
を
見
ま
す
と
、
会
社
に
よ
っ
て
大
小
は
あ
り
ま
す
が
、

大
体
鉄
道
の
収
入
の
半
分
は
関
連
事
業
の
収
入
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
何
と
か
ト

ン
ト
ン
に
な
り
、
配
当
出
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
日
本
の
国
有
鉄
道
は

民
営
化
さ
れ
、
も
っ
と
そ
う
い
う
開
発
を
や
る
、
ま
た
そ
れ
が
出
来
る
客
観
情
勢

が
あ
る
わ
け
で
す
。
と
に
か
く
人
が
い
ち
ば
ん
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
。
そ
う

い
う
こ
と
で
聖
賢
ッ
セ
と
や
っ
て
い
て
、
収
入
規
模
は
鉄
道
収
入
の
一
〇
％
か
一
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○
数
％
と
い
う
ふ
う
に
は
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
関
連
事
業
を
四
割
か
五

割
や
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
開
発
じ
ゃ
な
く
て
、
今

ま
で
は
国
鉄
が
や
っ
て
き
た
の
を
外
注
に
落
と
し
て
外
注
会
社
が
行
っ
た
事
業
も

含
め
て
連
結
決
算
を
や
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と

「
鉄
道
以
外
の
収
入
も
こ
れ
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ち

ょ
っ
と
意
味
が
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
五
割
に
は
と
て
も
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
最
近
見
ま
す
と
、
京

都
の
駅
の
タ
ワ
ー
改
築
［
平
成
九
年
九
月
十
八
日
開
業
］
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
れ

か
ら
名
古
屋
も
マ
リ
オ
ッ
ト
の
入
っ
て
い
る
タ
ワ
ー
が
出
来
て
［
ホ
テ
ル
マ
リ
オ

ッ
ト
・
ア
ソ
シ
ア
、
平
成
十
二
年
五
月
開
業
］
、
北
側
に
駅
ビ
ル
［
平
成
十
一
年
十

二
月
竣
工
］
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
途
中
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
よ
ね
［
両
方
を
合
わ

せ
て
「
J
R
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ワ
ー
ズ
」
に
な
っ
た
］
。
そ
れ
か
ら
札
幌
駅
の
開
業

で
す
ね
。
東
京
駅
の
鉄
道
会
館
は
大
丸
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
間
、

再
開
発
の
着
工
式
が
九
月
九
日
頃
に
あ
り
ま
し
た
。
あ
そ
こ
も
全
部
鉄
道
会
館
か

ら
取
り
壊
し
て
、
す
ば
ら
し
い
四
十
六
階
ぐ
ら
い
の
タ
ワ
ー
を
建
て
て
、
四
十
六

階
［
地
上
四
十
二
階
、
地
下
四
階
］
と
四
十
七
階
［
地
上
四
十
三
階
、
地
下
四
階
］

で
し
た
か
、
そ
れ
を
デ
ッ
キ
部
で
つ
な
ぐ
と
い
う
よ
う
な
計
画
で
す
。
鉄
道
会
館

の
付
近
に
今
入
っ
て
い
る
お
店
な
ど
は
み
ん
な
、
一
端
、
仮
移
転
す
る
。
そ
れ
か

ら
地
下
街
も
い
っ
。
へ
ん
外
へ
出
て
く
れ
と
い
う
交
渉
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
阪
も
駅
の
両
側
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル
が
出
来
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
北
側

に
梅
田
の
貨
物
駅
と
い
う
の
が
あ
り
、
貨
物
取
り
扱
い
を
吹
田
の
近
く
と
か
城
東

線
の
ほ
う
に
持
っ
て
行
っ
て
、
あ
の
跡
を
大
改
築
を
す
る
計
画
を
た
て
て
、
そ
ろ

そ
ろ
動
き
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
欲
が
う
ん
と
出
て
き
た

し
、
ま
た
そ
れ
だ
け
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
ね
。
人
が
集
ま
っ
て
ち
ゃ
ん
と
ペ
イ
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
だ

け
の
力
が
つ
い
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
J
R
東
日
本
も
東
海
も
西
日
本
も
相
当

や
り
だ
し
て
き
た
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

《
■
「
、
亀
、
亀
、
麺
、
亀
、
亀
、
」
■
『
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
隔
、
隔
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
剛
、
鞠
♪
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”
　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
当
っ
て
の
内
部
で
の
認
識
　
　
　
　
　
　
8
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冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

噴
、
廟
、
簡
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
噂
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
曉
、
喚
、
隔
、
亀
、
麺
、
亀
、
亀
、
亀
、
麹
、
馳
、
亀
、
亀

武
田
　
民
営
化
さ
れ
て
十
六
、
七
年
で
す
か
。
だ
い
ぶ
、
い
い
面
も
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
ね
。
先
生
が
総
局
長
だ
っ
た
頃
に
は
、
ま
だ
組
合
の
反
対
は
そ
れ
程
強

く
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
総
局
長
の
頃
と
い
う
の
は
、
本
当
に
分
割
・
民
営
し
な
き
や
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
国
を
あ
げ
て
議
論
す
る
時
期
で
す
か
ら
、
全
体
で
言
え
ば
、
や
は
り

組
合
と
の
関
係
と
い
う
の
は
い
ち
ば
ん
悪
い
時
期
で
す
よ
ね
。
生
産
性
が
い
ち
ば

ん
低
い
時
期
で
し
た
が
、
そ
れ
が
い
い
ん
だ
と
い
う
教
育
を
組
合
側
は
や
っ
て
い

た
わ
け
で
す
。
せ
っ
せ
と
働
い
て
成
果
を
上
げ
う
と
い
う
こ
と
で
な
い
教
育
を
や

っ
て
い
た
わ
け
で
、
「
そ
う
じ
や
な
い
よ
」
と
言
っ
て
管
理
者
は
一
生
懸
命
や
る
の

だ
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
と
い
う
の
が
、

本
当
の
民
営
化
の
狙
い
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

中
村
　
や
は
り
分
割
・
民
営
化
を
や
ら
な
い
と
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
今

の
考
え
方
は
、
国
鉄
の
上
層
部
で
は
か
な
り
統
一
し
た
見
解
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。菅

原
　
幹
部
は
み
ん
な
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
現
実
に
、

い
ち
ば
ん
先
端
の
管
理
職
が
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
木
総
裁
が
さ
か
ん
に
言

っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
頃
は
生
産
性
に
お
い
て
国
鉄
と
民
鉄
と

の
一
人
当
た
り
の
輸
送
量
や
取
り
扱
い
量
な
ど
を
比
較
し
て
み
る
と
、
著
し
く
悪
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か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
は
人
の
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
鉄
道
も
漫

然
と
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
や
は
り
戦
後
、
満
鉄
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
人
を
吸
収
す
る
と
か
い
ろ
い
ろ
余
剰
人
員
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
や
っ
て
い
た
の

で
、
独
り
で
に
生
産
性
が
悪
く
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
分
割
・
民
営

化
の
時
に
は
そ
う
い
う
必
要
以
上
の
人
を
清
算
事
業
団
が
引
き
取
っ
て
、
別
な
仕

事
に
ふ
り
む
け
た
り
し
て
や
り
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
国
を
あ
げ
て
応
援
し
な
い

と
そ
れ
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

《
■
「
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
」
、
馳
、
剛
、
陶
、
剛
、
亀
、
疑
、
難
、
馳
、
口
、
剛
、
陶
、
剛
＼
剛
＼
喚
、
亀
、
麹
＼
難
，
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ノ

8
　
国
鉄
退
職
、
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
の
教
授
に
　
嘗

ノ
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r
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

武
田
　
先
生
は
ち
ょ
う
ど
一
九
人
三
年
の
七
月
に
国
鉄
を
辞
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
三
年
の
任
期
で
す
。
常
務
理
事
の
場
合
に
は
任

期
が
大
体
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
任
期
が
そ
ろ
そ
ろ
い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
私
は
大
学
教
授
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
「
大
学
の
経
験
あ
り
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
学
校
か
ら
J
R
を

卒
業
し
た
ら
来
て
く
れ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
た
だ
歳
も
ち
ょ
う
ど
六
十
ー
ー
い
わ
ゆ
る
定
年
に
間
近
だ
し
、
国
立
大
学

に
入
っ
て
も
す
ぐ
に
ま
た
定
年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
ま
た
国
家
公
務
員
に

戻
る
の
も
面
倒
だ
な
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
ち
ょ
う
ど
東
京
理
科

大
学
で
土
木
工
学
科
1
と
い
う
の
は
当
時
な
か
っ
た
の
で
す
が
一
、
千
葉
県

の
野
田
に
そ
う
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
が
出
来
た
と
い
う
。
そ
れ
に
、
ち
ょ
う
ど
東
大

の
学
生
の
頃
に
い
ろ
い
ろ
指
導
し
て
頂
い
た
丸
安
隆
和
先
生
［
専
門
は
測
量
学
］

が
、
東
大
退
陣
後
、
理
科
大
の
教
授
に
な
っ
て
土
木
工
学
科
を
創
設
さ
れ
て
「
来

な
さ
い
よ
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
の
一
年
先
輩
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
田
村
浩
一
さ
ん
と
い
う
構
造
設
計
の
専
門
で
非
常
に
人
格
者
の
先
生
で
す

が
、
こ
の
方
が
創
設
の
頃
か
ら
お
ら
れ
て
、
是
非
に
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
じ
ゃ
東
京
理
科
大
に
行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
辞
め
ら
れ
て
今
度
は
先
生
に
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
東
京
理
科
大
学
で
の
今
度
の
勤
務
は
、
私
立
大
学
で
の
初
め
て
の
経
験
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
東
工
大
の
時
と
で
は
や
っ
ぱ
り
私
立
大
学
は

だ
い
ぶ
ち
が
う
な
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
は
東
工
大
の
時
に

助
手
を
や
っ
て
い
た
人
で
、
内
山
久
雄
さ
ん
と
い
う
先
生
が
助
教
授
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

武
田
　
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
私
の
隣
の
講
座
の
助
手
で
す
け
れ
ど
［
内
山
氏
は
昭
和
五
一
～
五
十
四
年

の
間
東
京
工
業
大
学
土
木
工
学
科
の
助
手
］
、
同
じ
土
木
計
画
学
で
一
緒
に
や
っ
て

い
た
人
で
す
。
内
山
さ
ん
は
、
今
で
は
交
通
工
学
の
第
一
人
者
の
一
人
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
人
も
い
る
し
、
そ
こ
で
一
緒
に
な
っ
て
や
り
出
し
た

ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
も
と
東
大
に
い
た
先
生
と
か
東
工
大
に
い

た
先
生
が
定
年
後
に
転
進
し
て
こ
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
知
っ
た
人

も
た
く
さ
ん
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
に
な
る
と
官
公
庁
か
ら
審
議
会
と
か
委
員
会
と
か
の
呼
び
出
し
が
あ
り

ま
し
て
、
東
工
大
に
い
た
時
と
同
じ
よ
う
な
忙
し
い
時
代
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
国
立
と
ち
が
っ
て
自
分
で
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
授
業

が
や
た
ら
に
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
今
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
（
笑
）
。

130



菅
原
　
皆
さ
ん
の
学
生
の
時
に
は
何
人
ぐ
ら
い
お
ら
れ
た
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
東

工
大
の
時
で
す
と
四
十
人
ぐ
ら
い
が
一
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
理
科
大

だ
と
百
人
か
ら
百
十
人
ぐ
ら
い
が
一
ク
ラ
ス
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
講
義
す
る
に
し

て
も
資
料
を
配
る
に
し
て
も
、
と
に
か
く
大
変
な
ん
で
す
よ
。
試
験
の
採
点
が
い

ち
ば
ん
大
変
で
、
そ
れ
も
一
人
で
た
く
さ
ん
授
業
を
持
た
な
い
と
私
学
で
す
か
ら

経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
で
忙
し
い
し
、
そ
う
い
う
外
か
ら
の
研
究
会
や
何
か
な

ど
も
相
当
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
橘
高
（
き
っ
た
か
）
重
義
先
生
と
い
う

有
名
な
方
が
理
事
長
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
「
教
授
を
や
り
な
が
ら
他
の
協

会
の
役
員
を
や
っ
た
り
委
員
長
を
や
っ
た
り
し
て
い
い
も
の
で
す
か
ね
」
と
相
談

に
行
っ
た
ら
、
「
大
い
に
や
っ
て
く
れ
」
と
。
学
校
の
中
だ
け
で
な
く
て
社
会
的
に

役
に
立
つ
こ
と
な
ら
何
で
も
や
っ
て
く
れ
、
「
そ
れ
が
大
学
の
活
力
に
も
な
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
で
逆
に
勧
め
ら
れ
ま
し
て
、
そ
れ
で
ど
ん
ど
ん
や
り
だ
し
た
の
で
忙

し
か
っ
た
の
で
す
。

　
や
は
り
大
学
で
す
か
ら
、
普
通
の
授
業
と
「
研
究
」
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

中
村
　
こ
の
理
科
大
で
の
先
生
の
担
当
講
義
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
学
部
で
は
担
当
講
義
は
「
交
通
計
画
」
。
「
交
通
計
画
特
報
」
と
い
う
の
は

大
学
院
で
の
講
義
で
す
。
そ
の
他
に
「
土
木
施
工
」
と
い
う
の
を
引
き
受
け
た
り

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
測
量
実
習
」
1
そ
の
く
ら
い
の
授
業
を
ず
っ
と
現
職

の
時
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
測
量
実
習
や
何
か
に
な
る
と
、
最
近
の
大
学
と

い
う
の
は
、
大
学
院
の
学
生
が
授
業
補
助
と
い
う
こ
と
で
ア
ル
バ
イ
ト
み
た
い
な

格
好
で
や
っ
て
く
れ
ま
し
て
、
実
際
に
は
あ
ま
り
現
場
に
行
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
担
当
だ
け
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

奄
、
鞠
＼
隔
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
馳
、
」
璽
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
馳
、
麹
＼
鞠
、
鞠
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
♪

置
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ン
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ニ
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メ
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L
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r
i
i
i
i
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i
i
i
＼
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i
i
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i
一
＼
ー
ー
ー
ー
i
i
、
し

菅
原
　
そ
れ
か
ら
前
に
お
話
し
た
よ
う
に
「
土
木
計
画
学
」
と
い
う
の
が
東
工
大

に
行
っ
た
頃
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
各
大
学
に
ど
ん
ど
ん
広
ま

っ
て
き
て
、
あ
る
い
は
土
木
学
会
全
体
に
「
計
画
学
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
こ
に
復
帰
を
し
て
、
そ
れ
で
土
木
学
会
計
画
学

委
員
会
の
委
員
長
も
二
年
ぐ
ら
い
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
土
木
計
画
学
の
委
員
会
が

ち
ょ
う
ど
私
が
国
鉄
本
社
の
審
議
室
に
い
た
頃
に
出
来
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
、

確
か
一
九
七
〇
年
の
少
し
前
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
二
十
周
年
か
な
［
土
木
計

画
学
研
究
委
員
会
発
足
は
一
九
六
六
年
。
従
っ
て
こ
の
と
き
は
二
〇
周
年
］
。
そ
れ

で
経
団
連
の
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
り
ま
し
て
、
外
国
か
ら
も
人
を
呼
ん
で

や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
研
究
活
動
と
し
て
は
計
画
学
一
本
で
や
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
そ
の
頃
に
運
輸
省
関
係
の
仕
事
で
し
た
が
、
「
交
通
セ
ン
サ
ス
」
の
委
員
会
の
座

長
を
務
め
ま
し
た
。
道
路
系
の
人
が
や
っ
て
い
る
交
通
調
査
は
「
パ
ー
ソ
ン
・
ト

リ
ッ
プ
」
と
い
っ
て
、
各
人
が
ど
う
い
う
交
通
行
動
を
し
た
か
と
い
う
調
査
で
す
。

こ
れ
は
ず
っ
と
順
繰
り
に
四
十
各
都
市
を
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
運
輸
省
系
で

や
っ
て
い
た
の
が
「
交
通
セ
ン
サ
ス
」
と
い
い
ま
し
て
、
首
都
圏
、
中
部
圏
、
近

畿
圏
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
公
共
交
通
機
関
を
使
う
人
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
乗

っ
た
か
な
ど
の
交
通
調
査
で
す
。
ち
ょ
う
ど
五
年
毎
で
す
の
で
、
国
勢
調
査
の
あ

る
年
と
同
じ
年
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
現
在
、
常
磐
新
線
が
完
成
間
近
で
す
が
、
そ
れ
に
関
し
て
、
二
体
化
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法
」
と
い
う
の
が
出
来
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
略
語
で
す
［
正
式
に
は
「
大
都
市

地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
平
成
元
年
六
月
）
］
。
「
鉄
道
建
設
と
都
市
開
発
を
一
体
化
し
て
や
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
鉄
道
新
線
の
建
設
と
同
時
に
、
都
市
開
発
に
適
当
な
場
所
、
た
と
え

ば
道
路
と
の
交
差
と
か
、
そ
う
い
う
要
所
、
要
所
に
市
街
地
を
開
発
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
鉄
道
そ
の
も
の
に
沿
線
の
県
、
市
町
村
が
み
ん
な
出
資
を

し
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
地
域
毎
に
区
画
整
理
を
や
っ
て
鉄
道
駅
の
用
地
を
生

み
出
す
し
、
町
づ
く
り
も
や
っ
て
い
く
と
い
う
思
想
で
、
そ
こ
を
鉄
道
で
串
刺
し

に
し
て
鉄
道
利
用
の
町
づ
く
り
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

狙
い
を
、
運
輸
省
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
の
で
す
が
、
そ
の
調
査
を
や
っ

た
り
ス
タ
ー
ト
の
委
員
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
度
は
運
輸
省
の
ほ
う
の
地
下
鉄
の
「
低
廉
化
委

員
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
地
下
鉄
は
非
常
に
建
設
費
が
高
く
な
っ
て
、

な
か
な
か
作
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
都
市
の
メ
イ
ン
の
と
こ
ろ
に
は

大
き
な
地
下
鉄
が
出
来
て
い
る
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
都
市
の
外
周
を
取
り
巻
く

路
線
と
か
、
枝
線
と
か
、
輸
送
量
が
中
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
も
う
少
し
安
い
地
下

鉄
が
出
来
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
そ
の
頃
に
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
と
い
う

も
の
が
一
方
で
は
発
達
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
「
リ
ニ
ア
・
メ

ト
ロ
」
と
い
い
ま
し
て
、
今
J
R
で
実
験
を
進
め
て
い
る
超
伝
導
磁
気
浮
上
式
と

は
ち
が
う
ん
で
す
ね
［
前
者
は
リ
ニ
ア
誘
導
モ
ー
タ
（
L
I
M
1
1
目
言
①
鍵

H
昌
勉
仁
。
江
。
昌
竃
。
け
。
憎
）
を
使
用
、
後
者
は
リ
ニ
ア
同
期
モ
ー
タ
ー
（
L
S
M
1
1
＝
昌
Φ
震

の
冒
。
げ
8
0
二
ω
　
冒
9
自
）
を
使
用
す
る
違
い
も
あ
る
］
。
レ
ー
ル
と
車
輪
は
鉄
道

と
同
じ
も
の
で
、
た
だ
推
進
を
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
で
や
る
。
普
通
、
回
転
モ
ー
タ

ー
だ
と
車
軸
に
そ
の
モ
ー
タ
ー
が
直
結
し
て
い
る
。
モ
ー
タ
ー
が
回
る
と
ギ
ア
で

車
輪
を
回
す
わ
け
で
す
が
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
は
、
ギ
ア
が
要
ら
な
い
わ
け
で
す

ね
。
二
本
の
レ
ー
ル
の
間
に
ア
ル
ミ
の
反
力
板
を
置
い
て
い
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
形

の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
を
車
体
の
下
に
抱
い
て
い
る
の
で
全
体
が
小
さ
く
出
来
る
し
、

床
が
十
四
㎝
ぐ
ら
い
低
く
出
来
る
。
そ
う
す
る
と
ト
ン
ネ
ル
断
面
が
小
さ
く
な
り

ま
し
て
、
全
体
で
普
通
の
地
下
鉄
の
七
割
ぐ
ら
い
で
工
事
費
が
済
む
。
輸
送
力
は

そ
れ
程
大
き
く
な
い
の
で
す
が
ね
。
結
局
、
大
都
市
で
は
高
架
鉄
道
は
地
下
鉄
に

比
べ
る
と
安
く
、
建
設
費
は
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
出
来
ま
ず
け
れ
ど
も
、
騒
音
問

題
、
環
境
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
高
架
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
や
は
り
地

下
鉄
は
ど
う
し
て
も
ほ
し
い
け
れ
ど
も
、
輸
送
量
の
需
要
が
中
ぐ
ら
い
だ
と
い
う

よ
う
な
場
所
を
狙
っ
て
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
の
適
用
を
検
討
し
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
も
技
術
開
発
、
安
全
性
、
そ
れ
か
ら
F
／
S
の
三
つ
の
部
会
が
あ
っ
て
、

私
は
F
／
S
の
部
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
運
輸
省
が
中
心
に
な
っ
て
（
社
）
日

本
地
下
鉄
協
会
が
事
務
局
と
し
て
や
っ
た
。
大
阪
の
ほ
う
で
大
阪
南
港
（
な
ん
こ

う
）
と
い
う
地
域
が
ご
ざ
い
ま
す
が
そ
こ
に
試
験
線
が
出
来
ま
し
た
［
昭
和
六
〇

年
度
よ
り
三
年
間
実
用
化
試
験
を
実
施
］
。
大
阪
は
大
阪
で
や
は
り
そ
う
い
う
必
要

性
を
感
じ
て
い
て
、
地
下
鉄
協
会
の
研
究
と
大
阪
の
動
き
は
密
接
に
関
係
し
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
う
し
て
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
駆
動
の
中
量
輸
送
の
地
下
鉄
を

開
発
し
た
。
そ
の
第
一
号
が
「
花
の
万
博
」
の
開
催
と
併
せ
て
実
現
し
た
。
大
阪

市
七
回
線
（
鶴
見
緑
地
線
）
で
す
。

　
東
京
の
ほ
う
も
鈴
木
都
知
事
が
や
は
り
熱
心
で
、
大
江
戸
線
（
都
営
十
二
号
線
）

が
出
来
た
わ
け
で
す
ね
。
最
初
は
普
通
の
地
下
鉄
で
や
り
か
け
て
い
た
の
で
す
。

山
手
線
は
あ
れ
だ
け
お
客
が
乗
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
環
状
方
向
の
路
線
と
い

う
の
は
一
般
に
は
お
客
が
少
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
放
射
方
向
の
路
線
へ
の
乗
換
駅

ま
で
は
乗
り
ま
ず
け
れ
ど
、
ぐ
る
つ
と
一
回
り
す
る
人
は
少
な
い
。
東
京
の
山
手

線
の
場
合
に
は
池
袋
、
新
宿
、
渋
谷
、
品
川
と
か
大
き
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
お
客
が
あ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て
い
ま
す
。
大
江
戸
線
で
木
場
と
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か
の
ほ
う
を
回
る
の
は
、
現
在
で
は
利
用
者
が
少
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
は
小
型
で
安
い
地
下
鉄
を
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
と
い
う
の
は
、
断
面
が
小
さ
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

車
輪
と
レ
ー
ル
と
の
摩
擦
力
で
推
進
す
る
の
で
な
い
た
め
勾
配
が
自
由
に
取
れ
る

の
で
、
自
動
車
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
傾
斜
が
八
％
ぐ
ら
い
ま
で
取
れ
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
普
通
の
地
下
鉄
だ
と
三
・
五
％
ぐ
ら
い
が
普
通
で
す
。
既
に
地
下

鉄
の
放
射
線
が
出
来
て
い
る
よ
う
な
都
市
で
は
、
新
線
は
ず
一
つ
と
こ
の
下
を
行

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
駅
を
作
ろ
う
に
も
地
表
か
ら
深
く
な
っ
て
、

経
済
的
な
設
計
が
出
来
な
い
わ
け
で
す
ね
。
や
は
り
地
下
鉄
の
駅
を
作
る
と
こ
ろ

は
地
表
か
ら
近
く
な
い
と
お
客
さ
ん
も
乗
り
に
く
い
し
工
事
費
が
や
た
ら
に
高
い

で
す
か
ら
。
と
こ
ろ
が
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
だ
と
一
旦
深
い
と
こ
ろ
ま
で
下
が
っ
て

も
ま
た
す
ぐ
に
急
勾
配
で
地
表
近
く
ま
で
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

う
い
う
急
勾
配
に
も
耐
え
る
し
、
ギ
ア
が
な
い
の
で
車
軸
が
ス
テ
ア
リ
ン
グ
出
来

る
。
自
動
車
の
車
輪
の
方
向
の
よ
う
に
フ
リ
ー
に
回
転
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
特
徴
か
ら
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
市
七
号
線
で

い
ち
ば
ん
先
に
や
り
、
東
京
都
の
十
二
号
線
を
や
り
、
全
国
で
は
ず
い
ぶ
ん
増
え

ま
し
た
よ
。
横
浜
で
も
今
建
設
中
で
す
ね
［
横
浜
市
営
四
号
線
（
中
山
一
日
吉
）
］
。

そ
れ
か
ら
神
戸
で
も
ひ
と
つ
作
っ
て
海
岸
線
と
い
う
の
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
大

阪
で
は
七
号
線
の
他
に
も
う
一
路
線
を
建
設
中
で
す
［
大
阪
八
号
線
］
。
そ
れ
か
ら

福
岡
の
三
号
線
［
七
隅
線
］
も
、
や
が
て
開
業
に
な
り
ま
す
し
、
仙
台
市
も
作
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
［
仙
台
市
営
東
西
線
］
。
そ
う
い
う
こ
と
で
国
内
で
も
六
、
唇

線
、
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
中
国
の
広
州
で
も
や
は

り
リ
ニ
ア
．
メ
ト
ロ
と
い
う
こ
と
で
入
札
が
あ
っ
た
り
し
て
、
日
本
の
業
者
が
応

札
し
て
い
ま
す
。
中
国
も
た
く
さ
ん
都
市
が
あ
り
ま
す
か
ら
そ
れ
が
広
が
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
の
勉
強
会
と
い
う
の
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
指
導

し
て
こ
ら
れ
た
の
が
今
岡
鶴
吉
さ
ん
と
い
う
大
先
輩
な
ん
で
す
が
、
国
鉄
の
大
阪

支
社
長
か
ら
大
阪
市
の
交
通
局
長
に
な
っ
た
非
常
に
珍
し
い
人
で
す
。
そ
れ
で
リ

ニ
ア
・
メ
ト
ロ
を
推
進
さ
れ
、
地
下
鉄
協
会
で
も
ず
っ
と
委
員
長
で
や
っ
て
こ
ら

れ
た
ん
で
す
が
、
今
岡
さ
ん
は
二
年
ぐ
ら
い
前
に
亡
く
な
ら
れ
て
［
平
成
十
三
年

十
一
月
死
去
］
、
そ
の
あ
と
を
私
が
委
員
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
今
も
そ
の
委
員
会
は
続
い
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
続
い
て
い
ま
す
。
各
都
市
の
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
の
運
営
状
況
と
か
を
毎
年

一
回
報
告
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
新
し
く
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
人
が
今
度
は
そ

れ
を
勉
強
す
る
た
め
に
会
に
入
っ
て
き
た
り
と
、
そ
う
い
う
研
究
会
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
リ
ニ
ア
・
メ
ト
ロ
の
当
面
の
技
術
課
題
の
情
報
交
換
も
大
き
な
仕

事
で
す
が
、
今
後
の
更
な
る
技
術
改
善
の
た
め
の
標
準
間
の
問
題
や
、
海
外
普
及

の
た
め
の
委
員
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

《
■
「
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
唾
、
噂
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
隔
、
隔
、
鞠
、
隔
、
亀
、
馳
、
亀
、
麹
、
」
■
罵
、
噂
、
陶
、
剛
♪
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一
i
i
i
i
－
i
i
i
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、
一
i
i
i
置

武
田
　
先
生
は
こ
の
間
に
か
な
り
海
外
の
協
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
ら
れ
た

ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
こ
の
時
は
官
の
ま
ま
で
。
こ
れ
（
『
海
外
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
評
価
』
（
土
木
学
会
編
、
一
九
人
六
年
）
・
『
交
通
特
論
』
菅
原
操
著
（
山
海
堂
、

一
九
人
二
年
）
）
に
海
外
協
力
の
や
り
方
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
い
ず
れ
詳
し
く
お

話
す
る
時
期
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
…
…
。

中
村
　
こ
れ
が
そ
の
時
期
に
書
か
れ
た
本
で
す
ね
。
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菅
原
　
そ
う
で
す
、
土
木
学
会
の
計
画
学
の
委
員
長
を
や
っ
て
い
る
頃
に
ま
と
め

た
本
で
す
。
『
交
通
特
論
』
の
ほ
う
は
交
通
問
題
の
｛
般
論
で
、
海
外
協
力
も
最
後

に
ち
ょ
っ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
（
『
海
外
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
』
）

は
海
外
協
力
の
た
め
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

武
田
　
先
生
は
こ
れ
は
、
著
者
代
表
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
第
一
編
み
た
い
な
も
の
を
自
分
で
書
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

調
査
の
や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
し
、
最
近
は
組
織
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
言
う
と
先
ず
F
／
S
調
査
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
よ
う
と
い
う
段
に
な
る
と
、
今
度
は
当
時
の
O
E
C
F
（
海

外
経
済
協
力
基
金
）
1
今
の
国
際
協
力
銀
行
、
J
B
I
C
（
ジ
ェ
イ
ビ
ッ
ク
）

1
、
そ
こ
で
実
際
お
金
（
円
借
款
）
を
貸
し
て
も
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う

な
調
査
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
実
際
の
工
事
が
始
ま
る
。
す
る
と
、
今
度
は
そ
の

建
設
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
や
る
と
い

ヶ
順
序
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
場
合
に
は
施
工
者
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
て
、
技
術
協
力
的
な
仕
事
で
す
。
国
際
協
力
事
業
団
（
現
在
は

国
際
協
力
機
構
）
が
F
／
S
調
査
を
や
る
場
合
は
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
請
け
負

っ
て
そ
う
い
う
調
査
を
や
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
そ
の
調
査
を
官
と
し
て
監
理
を

す
る
「
作
業
監
理
委
員
会
」
と
い
う
の
が
必
ず
あ
っ
た
の
で
、
大
学
に
い
た
時
に

は
、
そ
の
委
員
長
と
い
う
の
を
二
つ
や
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
も
う
ひ
と
つ
は
上
海
地
下
鉄
で
す
。

武
田
　
委
員
長
に
な
ら
れ
た
経
緯
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

菅
原
　
運
輸
省
の
中
の
部
局
の
人
が
大
学
の
先
生
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
い
ま
し
て
、

た
と
え
ば
河
川
の
問
題
が
あ
っ
た
ら
河
川
の
先
生
と
か
、
道
路
の
問
題
が
あ
れ
ば

ど
う
い
う
先
生
が
適
当
か
と
い
っ
た
リ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
と
に
か
く
国

立
、
私
立
に
係
わ
ら
ず
適
当
な
先
生
を
選
ん
で
、
依
頼
し
て
い
く
。
特
に
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
も
車
輌
、
鉄
道
の
改
良
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
か
ら
、
他
に
鉄
道
の

経
験
が
あ
っ
て
大
学
の
先
生
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
人
が
い
な
い
の
で
、
私
が
ち

ょ
う
ど
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
場
合
は
日
本
の
援
助
で
F
／
S
調
査
ま
で
や
っ
た
け
れ
ど

も
、
あ
ま
り
先
に
は
進
ま
な
か
っ
た
ん
で
す
。
上
海
地
下
鉄
の
場
合
は
非
常
に
惜

し
か
っ
た
。
私
は
F
／
S
調
査
の
作
業
監
理
委
員
長
を
や
り
ま
し
た
が
、
「
上
海
の

地
下
鉄
第
一
号
線
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
を
中
国
政
府
の
中
で
も
中
央

と
上
海
市
当
局
が
や
り
と
り
を
し
て
決
め
て
、
日
本
に
円
借
款
を
要
請
し
て
い
た

ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
本
当
に
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
な
と
皆
言
っ
て
い
る
の
だ
け

れ
ど
も
、
な
か
な
か
O
E
C
F
が
そ
れ
に
借
款
を
つ
け
て
頂
け
な
か
っ
た
。

　
対
中
国
の
海
外
協
力
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

円
借
款
と
い
う
の
は
、
特
に
中
国
に
対
す
る
円
借
款
は
、
「
第
一
次
」
と
か
「
第
二

次
」
と
か
フ
ェ
ー
ズ
毎
に
切
っ
て
、
そ
の
フ
ェ
ー
ズ
内
に
貸
付
け
る
よ
う
に
、
総

額
を
決
め
て
し
ま
う
［
対
中
国
円
借
款
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
第
一
次
、
八
四
年

か
ら
第
二
次
、
八
八
年
間
ら
第
三
次
、
九
四
年
か
ら
第
四
次
と
フ
ェ
ー
ズ
で
区
切

ら
れ
て
い
た
］
。
だ
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
の
途
中
で
新
し
い
計
画
が
出
て
き
て
も
、
フ
ェ

ー
ズ
の
末
期
で
出
て
き
た
も
の
は
、
例
え
ば
「
次
の
第
三
次
に
入
れ
ま
し
ょ
う
」

と
か
出
来
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
第
ニ
フ
ェ
ー
ズ
を
実
施
し
て
い
る
最
中
に
出
て

き
た
も
の
は
、
せ
っ
か
く
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
採
択
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
上
海
の
場
合
、
ま
さ
に
そ
う
で
し
た
ね
。
円
借
款
を
な
か
な
か
つ
け

る
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
。
「
第
三
次
の
分
の
お
金
を
前
倒
し
に
で
き
な
い
か
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
め
で
し
た
。
そ
う

や
っ
て
い
る
う
ち
に
ド
イ
ツ
が
「
私
ど
も
で
設
計
を
た
だ
で
や
っ
て
あ
げ
ま
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
ド
イ
ツ
が
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で

一
号
線
は
ド
イ
ツ
が
自
国
の
借
款
で
施
工
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
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と
、
も
う
二
号
線
も
ド
イ
ツ
が
や
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
［
日
本
は
、
二
号

線
の
P
r
e
F
／
S
調
査
の
み
実
施
し
た
］
。
非
常
に
惜
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
手
続
き
上
の
問
題
だ
っ
た
の
で
す
。

－
、
鞠
＼
亀
、
口
、
剛
、
亀
、
剛
、
簡
、
陶
、
亀
、
麹
、
亀
、
」
■
－
、
畦
、
唾
＼
亀
＼
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
剛
＼
亀
、
剛
、
剛
♪
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曹
　
　
「
作
業
監
理
委
員
会
」
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
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冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

塵
、
唾
、
瞳
、
亀
、
亀
、
亀
＼
麹
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
鞠
、
鞠
＼
陶
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
＼
難
、
唾
＼
亀
、
亀

森
　
今
、
「
F
／
S
調
査
」
、
そ
れ
か
ら
「
円
借
款
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
海
外
技

術
協
力
の
お
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
技
術
協
力
の
用
語
も
出
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
「
作
業
監
理
委
員
会
」
と
い
う
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
う
ん
で
す
。
菅
原
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
監
理
委
員
会

を
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
、
そ
れ
か
ら
施
工
業
者
と
の

関
係
、
あ
る
い
は
「
円
借
款
」
を
出
す
主
体
と
な
っ
て
い
る
O
E
C
F
（
海
外
経

済
協
力
基
金
）
、
現
在
の
J
B
I
C
と
、
そ
れ
か
ら
J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業
団
）

1
今
は
国
際
協
力
機
構
に
な
っ
て
い
ま
す
が
一
そ
う
い
っ
た
も
の
の
関
係
と

役
割
を
ま
ず
整
理
し
て
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
ほ
う
が
、
わ
れ

わ
れ
も
混
乱
が
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も
、
関
係
図
の
よ
う
な

も
の
（
添
付
資
料
参
照
）
を
作
っ
て
み
た
の
で
す
。

菅
原
　
こ
れ
は
非
常
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
O
E
C
F
が

J
I
C
A
と
ど
う
連
携
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。
私
の
本
に
も
普
通
の
フ

ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
が
載
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

森
資
料
の
図
の
と
お
り
に
毎
回
事
業
が
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

ど
う
い
つ
だ
言
葉
が
出
て
く
る
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
円
借
款
と
技
術
協
力
と
い

う
も
の
の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
、
大
方
説
明
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
。

菅
原
　
こ
れ
は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

森
た
だ
当
方
が
作
成
し
た
図
で
は
、
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
ど
こ
に
関
わ
る
の

か
、
ど
う
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
ょ
く
分
か
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
そ
の
関
係
図
は
、
円
借
款
を
最
終
的
に
実
施
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
調
査
と
手
続
き
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
書
い
て
あ
る
関
係
図
な

の
で
、
そ
の
中
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
そ
し
て
F
／
S
の
調
査
団
の
作
業
監
理
委

員
会
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
分

か
ら
な
い
の
で
す
。

菅
原
　
そ
れ
は
今
度
、
海
外
協
力
の
話
が
メ
イ
ン
に
な
っ
た
時
に
ま
た
こ
れ
も
含

め
て
お
話
し
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
作
業
監
理
委
員
長
を
や
っ
た
の
は
理
科
大

に
い
る
時
だ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
お
話
を
し
ま
す
と
、
技
術
協
力
を
含
み
、

全
体
は
「
経
済
協
力
」
と
い
う
項
目
の
中
に
入
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
中
に
無

償
の
も
の
と
有
償
の
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
の
J
I
C
A
ス
タ
デ
ィ
（
F
／

S
調
査
）
と
い
う
の
は
「
無
償
協
力
」
な
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
た
だ
で
調
査

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
有
償
協
力
」
と
い
う
の
は
、
円
借
款

な
ど
で
す
、
建
設
な
ど
の
事
業
を
す
る
た
め
の
お
金
を
貸
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
無
償
協
力
の
J
I
C
A
の
F
／
S
調
査
の
場
合
は
調
査
そ
の
も

の
が
仕
事
な
の
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
J
I
C
A
の
仕
事
の
請
負
者
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
は
施
工
業
者
や
商
社
な
ど
は
、
　
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
J
I
C
A
が
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
を
し
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
そ
の
F
／
S
調
査
業
務
の

請
負
業
者
と
し
て
調
査
を
や
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
を
監
督
す
る
人
が
必
要
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
「
作
業
監
理
委
員
会
」
と
い
う
の
は
そ
れ
を
監
督
す
る
た
め
に
、

J
I
C
A
自
体
に
は
手
が
な
い
か
ら
、
専
門
的
な
人
を
作
業
監
理
委
員
長
に
依
頼

し
た
り
、
そ
れ
か
ら
運
輸
省
の
担
当
官
と
か
、
必
要
に
よ
り
建
設
省
の
人
も
一
緒
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に
入
れ
て
委
員
会
を
作
る
の
が
「
作
業
監
理
委
員
会
」
で
す
。
J
I
C
A
調
査
に

限
っ
て
作
業
監
理
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。

森
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
現
地
に
行
っ
て
実
地
調
査
を
何
回
か
し
ま
す
ね
。
そ
し

て
そ
の
情
報
を
持
ち
帰
っ
て
現
地
で
も
ま
と
め
ま
す
が
、
国
内
で
も
情
報
を
ま
と

め
る
。
作
業
監
理
委
員
会
は
そ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
持
ち
帰
っ
た
情
報
を
国
内

で
監
査
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
え
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
長
期
的
に
現
地
駐

在
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
ず
け

れ
ど
も
、
監
理
委
員
長
も
そ
の
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
四
、
五
回
現
地
に
行

き
ま
す
。
結
局
、
国
と
国
と
の
間
の
協
定
で
無
償
協
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

国
と
国
と
の
間
の
事
業
で
す
か
ら
向
こ
う
の
国
の
人
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
作
業
監
理
委
員
会
と
い
う
の
に
相
当
す
る
も
の
を
現
地
で
も
開
き
、
ま
た
日

本
国
内
で
も
開
き
ま
す
。
現
地
で
開
く
時
に
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
「
こ
う
い
う

仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
説
明
役
に
な
り
、
相
手
国
で
開
催
の
場
合
、
向
こ

う
の
責
任
者
が
出
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
監
理
委
員
長
、
あ
る
い
は
監
理
委
員
が
そ

こ
に
も
参
加
し
て
、
「
こ
う
い
う
進
め
方
で
い
い
で
す
ね
」
と
い
う
こ
と
を
調
査
の

最
初
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
途
中
で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
最
後
に
「
こ
れ
で
仕
上
が
り

は
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
の
も
チ
ェ
ソ
ク
す
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
時
に
も
立

ち
会
う
わ
け
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
国
内
だ
け
で
作
業
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
と
い

う
時
に
は
、
国
内
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
作
業
監
理
委
員
だ
け
で
議
論
し
て
「
こ

う
い
う
報
告
を
提
出
し
て
い
い
で
す
か
」
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
結
局
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
場
合
は
一
こ
の
場
合
は
J
I
C
A
の
請
負

人
で
す
か
ら
一
、
請
負
人
を
監
理
し
て
い
る
、
作
業
を
監
理
し
て
い
る
と
い
う

役
目
で
、
大
学
の
先
生
を
含
め
て
割
に
官
の
人
が
監
理
委
員
に
入
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
調
査
は
国
と
国
と
の
協
議
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、

向
こ
う
も
官
の
人
が
出
て
き
ま
ず
か
ら
、
こ
ち
ら
も
民
だ
け
で
は
相
手
に
対
し
て

も
失
礼
な
わ
け
で
、
大
事
な
会
議
の
時
に
は
作
業
監
理
委
員
長
も
行
く
し
、
監
理

委
員
が
行
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
の
う
ち
は
そ
の
作
業
監
理
委
員
長
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で

い
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
も
増
え
て
く
る
と
、
毎
回
委
員
長
が
行

く
わ
け
に
も
い
か
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
最
近
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
人
が
J
I

C
A
か
ら
仕
事
を
受
け
て
い
る
責
任
者
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
、
む
し
ろ
監
理
委

員
長
は
立
ち
会
い
に
行
く
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。
サ
イ
ン
な

ど
を
す
る
時
も
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
リ
ー
ダ
ー
が
サ
イ
ン
し
、
そ
れ
に
作
業
監

理
委
員
が
副
署
す
る
と
い
う
よ
う
に
変
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ま
た
作
業
の
中
間
で

の
監
理
委
員
会
の
時
に
は
「
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
や
り
ま
し
た
」
「
以
後
は
こ
う
進

め
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
、
議
事
録
に
サ
イ
ン
を
し
て
交
換
し
て
く
る
わ

け
で
す
ね
。

武
田
　
一
九
八
四
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
八
五
年
に
今
度
は
上
海
地
下
鉄
を
や

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
作
業
監
理
委
員
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
あ
る
も

の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
そ
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
単
年
度
か
年
度
に
ま
た
が
っ
て
い
る

か
に
も
よ
り
ま
す
。
調
査
内
容
に
よ
っ
て
、
一
年
以
内
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

一
年
半
く
ら
い
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

武
田
　
も
う
ひ
と
つ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
都
市
圏
P
M
S
i
I
。

菅
原
　
え
え
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
都
市
圏
を
や
る
の
は
、
大
学
か
ら
J
A
R
T
S
に

移
っ
て
か
ら
、
仕
事
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

武
田
　
で
は
、
詳
し
い
話
は
ま
た
こ
の
時
に
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
も
う
い
っ
．
へ
ん
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
O
E
C
F

の
円
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
に
は
作
業
監
理
委
員
会
と
い
う
の
は
な
い
わ
け
で
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す
よ
。
い
ち
ば
ん
わ
れ
わ
れ
が
望
ま
し
い
と
思
う
の
は
、
国
が
ま
ず
F
／
S
を
や

っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
こ
れ
は
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
と
相

手
国
の
お
互
い
が
認
め
る
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
O
E
C
F
が
行
っ
て
、
お
金
を

貸
し
た
時
に
有
効
に
使
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
も
う
い
っ
．
へ
ん
確
か
め
、
そ
れ

で
円
借
款
の
協
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
い
ん
で
す
。
現
実
に
は
そ
う
で
な
く

て
、
J
I
C
A
調
査
で
F
／
S
調
査
を
や
っ
た
だ
け
で
止
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
し
、
J
I
C
A
調
査
な
し
で
O
E
C
F
が
い
き
な
り
現
地
に
行
っ
て
「
こ
れ

は
円
借
款
で
実
行
し
た
ほ
う
が
い
い
な
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
や
る
ほ
う
が
実

例
と
し
て
は
多
い
で
す
ね
。
た
だ
、
重
慶
の
場
合
は
、
後
で
出
ま
ず
け
れ
ど
も
、

J
I
C
A
で
F
／
S
を
や
り
、
同
じ
チ
ー
ム
で
今
度
は
O
E
C
F
の
S
A
P
R
O

F
（
サ
プ
ロ
フ
ほ
ω
も
Φ
。
宣
一
》
の
巴
の
鼠
昌
8
ま
目
℃
昼
①
。
酔
団
自
筆
。
試
8
、
案
件
形
成

促
進
調
査
）
と
い
う
案
件
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
を
や
り
、
実
際
に
円
借
款
事

業
と
し
て
出
来
て
か
ら
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
る
と
い
う
の
が
一
そ
れ
は

私
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
一
、
非
常
に
い
い

姿
で
進
ん
だ
ひ
と
つ
の
例
で
す
ね
。

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
ま
ず
け
れ
ど
、
J
I
C
A
で

無
償
協
力
と
し
て
行
う
F
／
S
の
場
合
は
、
大
体
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
聞
が
か
か
る

の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
結
局
、
事
柄
が
決
ま
る
の
が
年
度
予
算
の
問
題
な
ど
も
あ
る
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
四
月
ぴ
っ
た
り
か
ら
始
ま
れ
ば
大
体
翌
年
三
月
ま
で
に
出
来
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
一
般
に
は
年
度
の
途
中
か
ら
か
か
っ
て
次
の
年
で

す
か
ら
、
ま
あ
一
年
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
間
に
提
出
す
る
報
告
と
し
て
は
、

先
ず
着
手
報
告
が
あ
っ
て
、
中
聞
報
告
が
二
回
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
（
最

終
報
告
書
の
）
ド
ラ
フ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
が
あ
る
。
最
後
は
出
来
上
が
っ
た

報
告
書
を
送
る
だ
け
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
う
い
う
四
回
ぐ
ら
い
の
節
目
が

ご
ざ
い
ま
す
。

奄
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
馳
、
麹
、
亀
、
麹
、
馳
、
喚
、
唾
、
噂
、
亀
、
陶
、
簡
、
亀
、
亀
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躍
　
技
術
協
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事
業
に
お
け
る
相
手
国
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立
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響
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ノ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
鴫
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
噴
、
噂
、
亀
、
隔
、
剛
、
陶
、
馳
＼
簡
、
亀

森
も
う
ひ
と
つ
お
聞
き
し
た
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
技
術
協
力
、
経
済
協
力
で

は
、
一
方
で
相
手
国
の
政
府
が
あ
っ
て
、
他
方
で
日
本
側
の
政
府
が
あ
っ
る
。
そ

し
て
直
接
的
に
は
日
本
政
府
の
機
関
I
J
I
C
A
な
り
O
E
C
F
な
り
一
が

発
注
者
と
な
っ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
り
施
工
業
者
な
り
が
決
ま
り
ま
す
ね
。
そ

し
て
、
今
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
J
I
C
A
の
F
／
S
調
査
で
は
、
調
査
作

業
に
当
た
っ
て
作
業
監
理
委
員
会
が
つ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
た
と
え
ば
、
こ
の
F
／
S
の
作
業
監
理
委
員
会
が
現
地
に
行
っ
て
調
査
作
業

を
監
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
会
議
を
持
っ
た
場
合
、
相
手
側
政
府
の
立
場
は
ど
の

程
度
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
さ
に
よ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
向
こ
う
も
か
な

り
の
人
が
出
て
き
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
バ
ン
コ
ク
の
「
首
都
圏
の
一
体
化
調
査
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

森
は
い
、
平
成
五
年
に
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

菅
原
　
都
市
開
発
と
鉄
道
整
備
を
一
体
化
す
る
と
い
う
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
と
F

／
S
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
特
に
タ
イ
で
は
鉄
道
を
管
理
し
て
い
る
省
庁
、
そ

れ
か
ら
都
市
開
発
を
担
当
す
る
省
庁
は
、
も
う
縦
割
り
意
識
が
強
い
で
す
ね
。
そ

れ
を
一
体
化
し
て
、
線
路
を
作
る
と
同
時
に
沿
線
を
開
発
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う

考
え
方
で
す
。
向
こ
う
の
政
府
か
ら
、
そ
う
い
う
の
を
や
っ
て
く
れ
と
い
う
要
望

が
出
て
く
る
。
そ
の
場
合
は
タ
イ
国
政
府
の
次
官
級
の
人
、
あ
る
い
は
王
様
の
直
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属
の
企
画
室
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
リ
ー
ダ
ー
の
人
が
旗
を
振
り
ま
す

ね
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か
タ
イ
の
鉄
道
省
と
建
設
省
の
政
務
を
一
緒
に
や
る
と
い

う
の
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
。

　
バ
ン
コ
ク
の
都
市
交
通
で
具
合
が
悪
い
の
は
、
鉄
道
は
鉄
道
と
し
て
あ
る
け
れ

ど
も
、
住
宅
は
み
ん
な
道
路
に
貼
り
つ
い
て
い
る
か
ら
、
街
は
自
動
車
向
き
の
街

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
来
る
車
が
都
心
に
集
ま
っ
て
く
る
か
ら
、
あ
あ
い
う

世
界
一
の
悪
い
交
通
状
態
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
じ
や
な
く
て
、
ま
だ
こ
れ

か
ら
も
大
バ
ン
コ
ク
圏
に
人
口
が
集
ま
っ
て
く
る
し
、
鉄
道
の
駅
を
中
心
に
街
を

作
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
計
画
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
も
賛
成
だ
し
、

田
園
都
市
線
な
ど
の
例
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
鉄
道
と
都
市
建
設
を
一

体
に
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
向
こ
う
も
運
輸
省
の
代
表
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
N
E
S
D
B
（
国
家
経
済

・
社
会
開
発
庁
）
の
サ
ン
サ
ー
ン
氏
と
い
う
次
官
が
居
ら
れ
て
、
作
業
監
理
委
員

会
を
開
く
と
き
は
、
必
ず
そ
の
人
が
出
て
く
る
。
そ
の
人
と
わ
れ
わ
れ
作
業
監
理

委
員
が
立
ち
会
い
の
サ
イ
ン
を
す
る
と
い
う
格
好
で
や
っ
て
き
て
、
報
告
書
ま
で

作
っ
た
。
最
後
に
向
こ
う
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で
や
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
時
に

も
こ
の
次
官
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
次
官
は
、
来
日
し
て
田
園
都
市
線
の
沿
線

開
発
な
ど
も
ず
っ
と
視
察
し
て
い
か
れ
ま
し
た
が
、
合
気
道
が
好
き
で
、
大
変
日

本
贔
屓
の
人
な
ん
で
す
よ
ね
。
合
気
道
の
道
場
を
見
せ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
道
場
に
ご
案
内
し
た
ら
、
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
、
道
着
を
奥
様
と
二
人
分

買
っ
て
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

武
田
　
タ
イ
に
は
ム
エ
タ
イ
も
あ
る
の
に
（
笑
）
。

－
、
陶
＼
剛
＼
亀
、
簡
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
陶
、
亀
、
軸
、
隔
、
口
、
亀
、
陶
、
陶
、
馳
、
辱
、
亀
♪
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陶
、
鞠
、
剛
、
亀
、
亀
、
陶
、
軸
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
唾
、
麹
＼
唾
、
亀
＼
噺
、
亀
、
亀
、
亀

武
田
　
そ
れ
か
ら
も
先
生
は
ず
っ
と
続
け
て
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
タ
ッ
チ
さ

れ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
東
京
理
科
大
で
最
後
ま
で
学
究
生
活
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
て
。
J
A
R
T
S
（
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
）
は

瀧
山
養
さ
ん
と
い
う
方
が
理
事
長
に
な
っ
て
や
っ
て
い
て
、
そ
の
後
継
者
に
私
の

一
年
下
で
信
沢
利
世
と
い
う
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
英
語
が
達
者
な
人

で
国
鉄
で
外
務
部
長
も
や
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
期
に
彼
は
（
J

A
R
T
S
の
）
常
務
理
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
も
う
J
A
R
T
S
に
行
く
こ

と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
人
が
韓
国
の
釜
山
の
地
下
鉄
に
協
力

に
行
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
何
か
悪
い
食
べ
物
に
当
た
り
、
日
本
へ
帰
っ
て
き
て
か

ら
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
頃
の
人
で
海
外
協
力
や
れ

る
人
と
い
う
の
で
鶴
山
さ
ん
か
ら
無
理
矢
理
に
引
き
出
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
も
東
京
理
科
大
に
せ
っ
か
く
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
皆
非
常
に
親
切
な
の
で
本

当
に
学
校
に
は
申
し
訳
な
い
な
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
突
発
事
情
じ
ゃ

し
ょ
う
が
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
理
科
大
は
教
授
三
年
で
や
め
て
J
A

R
T
S
に
移
っ
た
。
学
校
に
も
申
し
訳
な
い
か
ら
担
当
し
て
い
る
授
業
だ
け
は
い

く
つ
か
非
常
勤
講
師
で
も
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
の

が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
で
「
理
科
大
講

師
」
と
い
う
肩
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
局
J
A
R
T
S
の
専
務
に
な
り
、
一
期
だ
け
専
務
を
や
っ
て
、
理
事
長
に
。
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そ
れ
か
ら
海
外
協
力
が
本
当
の
専
門
に
な
り
ま
し
た
が
、
森
さ
ん
に
整
理
し
て
も

ら
っ
た
も
の
（
資
料
）
を
見
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
や
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

結
局
、
二
年
間
専
務
と
五
年
間
理
事
長
を
や
っ
た
か
ら
、
七
年
間
で
す
ね
。
一
〇

〇
回
ぐ
ら
い
外
国
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
数
十
国
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

私
の
場
合
、
行
っ
て
挨
拶
し
て
く
る
だ
け
と
い
う
の
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
い

く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
分
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

い
ち
ば
ん
ス
タ
ー
ト
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ん
で
す
ね
。

武
田
　
　
「
行
っ
て
挨
拶
で
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
先
生
の
お
気
持
ち
で
す

が
、
た
と
え
ば
「
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
い
い
」
と
言
え
ば
出
来
る
も
の
な
ん
で

す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
」
A
R
T
S
は
民
間
協
会
で
運
営
は
成
り
立
た
な

い
か
ら
、
自
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な
σ
て
や
ら
な
い
と
。
J
I
C
A
の
担
当
課
長
か
ら

も
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
欲
し
い
よ
」
と
い
わ
れ
ま
す
か

ら
、
回
り
き
れ
な
い
く
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
り
ま
し
た
。

私
が
経
歴
や
論
文
に
書
い
て
い
る
件
名
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
マ
ネ
」
ジ
ャ
ー
で
す
ね
。

武
田
　
で
は
次
回
か
ら
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
い
っ
た
ん
、
イ
ラ
ン
、
ザ
イ
ー
ル
な
ど
に
ち
ょ
っ
と
戻
る
こ

と
に
し
ま
し
よ
う
。
結
局
ザ
イ
ー
ル
や
イ
ラ
ン
は
、
そ
の
後
の
協
力
事
業
で
係
わ

り
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
の
前
哨
戦
の
ど
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
少
し
触
れ
て
、
そ

れ
か
ら
J
A
R
T
S
で
の
活
動
を
本
格
的
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
ち
ょ
っ
と
遡
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
き
ょ
う
は
経
済
協
力
の
全
体
的
な

お
話
で
し
た
が
。

菅
原
　
円
借
款
の
仕
事
で
O
E
C
F
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
、
J
I
C
A
と
ど
う

い
う
関
連
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
本
（
『
海
外
協
力
』
）
を
見
て

下
さ
い
。
最
初
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
最
初
の
う
ち
は
、
J
I
C
A
で
調
査
を
や
っ
て
、
そ
れ
を
今
度
は
円
借
款

事
業
に
し
て
、
そ
れ
で
お
金
を
貸
し
て
経
済
協
力
を
す
る
と
い
う
の
が
筋
だ
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
実
際
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
J
I
C
A
が
回
り
き
れ

な
い
。
ま
た
J
I
C
A
は
無
償
協
力
に
徹
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
O
E
C
F
の
ほ
う

は
1
今
J
B
I
C
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
一
、
開
発
途
上
国

の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
に
い
か
に
お
金
を
貸
す
か
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
ど
ち
ら
も

日
本
の
国
益
を
広
げ
て
い
く
の
が
仕
事
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
の
狙
い

が
ち
が
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
う
ま
く
協
力
し
て
出
来
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
関
係
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
次
の
時
に

お
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

4
■
■
「
、
陶
、
剛
、
剛
＼
亀
、
亀
、
亀
、
」
■
■
、
馳
、
鞠
、
麹
＼
麹
、
亀
、
麺
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
陰
、
陶
、
剛
＼
亀
、
口
♪

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
」

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
イ
ラ
ン
の
鉄
道
建
設
に
対
す
る
協
力
の
続
き
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覆

唾
＼
亀
、
亀
、
隔
＼
陶
＼
亀
＼
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
馳
、
亀
、
唾
、
疑
、
隔
、
陶
、
亀
＼
鞠
、
剛
、
亀

菅
原
　
イ
ラ
ン
と
ザ
イ
ー
ル
の
続
き
を
言
い
ま
す
と
、
ま
ず
、
イ
ラ
ン
の
場
合
に

は
テ
ヘ
ラ
ン
と
マ
シ
ャ
ド
（
霞
g
。
ω
げ
げ
曽
自
）
間
の
高
速
新
線
は
、
パ
ー
レ
ビ
王
が
追

放
さ
れ
て
、
ホ
メ
イ
ニ
師
が
帰
っ
て
き
て
2
九
七
九
年
目
イ
ラ
ン
革
命
］
、
全
体

が
高
速
鉄
道
建
設
な
ど
と
い
う
投
資
ム
ー
ド
が
な
く
な
っ
て
、
い
っ
．
へ
ん
計
画
が

消
え
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

　
し
か
し
革
命
後
、
今
度
は
わ
れ
わ
れ
も
い
ろ
い
ろ
調
査
に
行
っ
て
、
「
こ
の
後

を
ど
う
す
る
か
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
（
テ
ヘ
ラ
ン
の
）
南
の
ほ
う
約
三
〇
〇

キ
ロ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
（
国
ω
融
げ
①
昌
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
ま
た
南
の
ほ
う
に
シ
ラ
ズ
（
ω
『
呼
餌
N
）
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
べ
ル
セ
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ポ
リ
ス
と
い
う
宮
殿
の
遺
跡
が
建
っ
て
い
ま
す
［
シ
ラ
ズ
の
北
東
六
〇
㎞
。
ア
ケ

メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
遺
跡
］
。
そ
こ
で
当
時
建
国
二
千
年
の
お
祝
い
を
や
っ
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
シ
ラ
ズ
［
マ
ホ
メ
ッ
ド
第
一
の
弟
子
、
イ
マ
ム

・
ア
リ
の
直
系
パ
ブ
の
生
誕
地
］
が
奈
良
と
す
れ
ば
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
［
パ
ル
テ

イ
ア
朝
お
よ
び
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
九
百
年
以
上
、
お
よ
び
十
七
世
紀
ア
ッ
バ

ー
ス
一
世
時
代
の
イ
ラ
ン
の
首
都
］
が
京
都
、
テ
ヘ
ラ
ン
が
東
京
で
す
。
イ
ス
フ

ァ
ハ
ン
は
そ
う
い
う
歴
史
都
市
、
観
光
都
市
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
付
近
は
、
石
炭
と
鉄
鉱
の
産
地
の
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
イ
ス

フ
ァ
ハ
ン
に
石
炭
・
鉄
鋼
を
運
ん
で
製
鉄
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
基
地
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
も
の
す
ご
い
工
業
化
で
、
人
口
も
三
〇
〇
万
人
と
い
う
非
常
に
大
き

な
都
市
に
な
り
、
そ
れ
で
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
南
に
下
っ
て
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
へ
行
く
と

い
う
高
速
鉄
道
の
調
査
に
わ
れ
わ
れ
が
行
き
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
向
こ
う
の
経
済
大
臣
か
ら
も
要
請
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
駐
日
イ

ラ
ン
大
使
も
日
本
の
運
輸
省
に
来
て
「
調
査
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
J
I
C
A
の
F
／
S
調
査
み
た
い
な
も
の
の
民
間
版
で
、
そ
の
時
に
は

日
本
船
舶
振
興
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
1
今
は
「
目
本
財
団
」
で
す
か

1
調
査
費
の
半
額
ぐ
ら
い
補
助
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
前
（
J
A
R
T
S
）

で
も
費
用
を
持
ち
出
す
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
お
金
を
使
っ
た
り
し
て
、
い
わ

ゆ
る
自
主
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
別
の
資
料
に
も
出
て
い
ま
す
が
…
…
。

森
も
う
ひ
と
つ
イ
ラ
ン
は
、
「
マ
シ
ャ
ド
～
パ
フ
ク
（
閑
⇔
叔
ゲ
）
線
」
と
い
う
の

が
平
成
十
｝
年
に
あ
り
ま
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
（
地
図
参
照
）
カ
ス
ピ
海
が
イ
ラ
ン
の
北
に
あ
っ
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
か

ら
マ
シ
ャ
ド
に
東
西
に
抜
け
る
幹
線
が
あ
り
ま
す
。
マ
シ
ャ
ド
は
伊
勢
神
宮
み
た

い
な
と
こ
ろ
で
す
［
全
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ー
ア
派
に
と
っ
て
の
メ
ッ
カ
］
。
こ
れ
（
地

図
）
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
三
角
の
底
辺
［
マ
シ
ャ
ド
か
ら

パ
フ
ク
な
ど
の
南
部
を
結
ぶ
線
］
が
欠
け
て
い
る
で
し
ょ
う
。
マ
シ
ャ
ド
の
北
や

東
は
、
も
と
は
ソ
連
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
辺
に
た
く
さ
ん
ソ
連
の
属
国
み
た

い
な
国
が
あ
っ
て
み
ん
な
独
立
し
た
で
し
ょ
う
［
隣
国
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共

和
国
。
他
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
な
ど
］
。
こ
ち
ら
に
鉄
道
が
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
ザ
ラ
ン
ド

（
N
霞
①
昌
傷
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
南
へ
下
っ
て
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー

ス
（
閑
帥
】
P
匙
⇔
弓
　
　
b
ぴ
げ
⇔
o
o
）
と
い
う
港
町
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
鉄
道
も
出
来

て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
も
と
は
バ
ン
ダ
ル
．
シ
ャ
プ
ー
ル
（
］
W
曽
昌
畠
霞
ω
げ
9
げ
弓
。
霞
）
1
「
バ
ン
ダ
ル

（
b
d
き
傷
霞
）
」
は
「
港
」
な
の
で
「
王
様
（
の
げ
鋤
ゲ
）
の
子
供
（
b
o
霞
）
の
港
」
と

い
う
意
味
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
は
「
バ
ン
ダ
ル
・
ホ
メ
イ
ニ
」
と
な
っ
て
い
る

一
、
こ
こ
（
イ
ラ
ン
西
部
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
で
イ
ラ
ク
国
境
近
く
）
が
主
要
な

港
湾
と
な
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
イ
ラ
ク
に
攻
め
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
事
実
、

イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
戦
争
の
時
に
は
だ
い
ぶ
こ
こ
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
［
イ
ラ
ン
の

主
要
石
油
積
出
港
の
｝
つ
で
海
軍
基
地
で
も
あ
っ
た
が
、
度
重
な
る
爆
撃
に
あ
っ

た
］
。
そ
こ
で
、
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
を
主
要
な
輸
出
入
港
に
し
た
が
っ
た
わ

け
で
す
。
ザ
ラ
ン
ド
か
ら
ず
っ
と
南
に
下
っ
て
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
行
く
、

こ
の
線
路
も
大
変
な
線
路
で
す
け
れ
ど
も
、
前
は
こ
れ
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ

れ
は
革
命
後
に
イ
ラ
ン
の
力
で
建
設
し
て
い
ま
す
ね
。

　
そ
う
す
る
と
中
央
ア
ジ
ア
の
綿
花
な
ど
を
輸
出
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
の
線

（
マ
シ
ャ
ド
か
ら
パ
フ
ク
へ
抜
け
る
線
）
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

武
田
　
（
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
鉄
道
三
角
形
の
）
底
辺
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
じ
や
な
い
と
、
北
東
部
の
マ
シ
ャ
ド
か
ら
西
に
進
ん
で
テ
ヘ
ラ
ン
ま

で
行
っ
て
、
そ
こ
で
折
り
返
し
て
南
東
方
向
に
下
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
大
変
な
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エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ロ
ス
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
マ
シ
ャ
ド
か
ら
パ
フ
ク
ま
で
の
間
に
、
一
［
地
図
を

み
て
］
パ
フ
ク
の
北
に
ア
イ
ア
ン
マ
イ
ン
（
H
尾
O
］
P
　
　
リ
馬
出
］
P
Φ
）
な
ん
て
あ
り
ま
す
ね

一
、
こ
の
途
中
に
鉄
と
石
炭
の
鉱
山
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
大
き
な
鉱
山
開
発

が
出
来
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
も
、
今
は
細
々
と
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
い
る
。

マ
シ
ャ
ド
と
パ
フ
ク
を
鉄
道
で
つ
な
ぐ
と
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ず
っ
と
直
通
で
バ

ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
か
ら
輸
出
出
来
る
。
こ
う
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
通
産
省
関
係
の
仕
事
な
ん
で
す
が
、
ジ
ェ
ト
ロ
（
J
E

T
R
O
）
が
調
査
を
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
J
I
C
A
の
調
査
と
同

じ
よ
う
な
編
成
で
私
が
団
長
に
な
っ
て
調
査
を
し
ま
し
た
［
イ
ラ
ン
国

N
h
イ
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（2000年12月）イラン国鉄道網図

竃
β
。
の
ゲ
げ
巴
，
b
d
9
齢
げ
問
鉄
道
新
線
建
設
計
画
調
査
］
。
こ
れ
は
平
成
十
一
年
で
非
常

に
忙
し
い
調
査
だ
っ
た
の
で
す
が
、
七
〇
〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
を
三
日
ぐ
ら

い
か
か
っ
て
ず
っ
と
調
べ
ま
し
た
。

　
イ
ラ
ン
は
、
路
盤
ま
で
は
自
分
の
力
で
作
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、

軌
道
か
ら
上
の
、
信
号
や
車
輌
は
日
本
の
円
借
款
で
や
り
た
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

日
本
が
好
き
だ
か
ら
、
日
本
か
ら
円
借
款
を
借
り
て
作
り
た
い
と
ハ
ッ
キ
リ
言
っ

て
い
る
わ
け
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
一
緒
に
な
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
ど
う
し
て
も
日
本
の
外
務
省
に

認
め
て
頂
け
な
か
っ
た
。
日
本
の
円
借
款
事
情
も
厳
し
く
な
っ
て
い
て
、
長
期
低

利
の
円
借
款
は
、
環
境
対
策
と
人
道
支
援
（
貧
困
援
助
）
に
関
わ
る
も
の
し
か
認

め
な
い
と
い
う
立
場
が
強
く
主
張
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

武
田
　
難
し
い
で
す
ね
。

菅
原
　
と
う
と
う
日
本
の
外
務
省
の
判
断
は
全
く
「
不
賛
成
」
で
、
「
そ
ん
な
砂
漠

の
中
へ
線
路
を
引
い
た
っ
て
沈
ん
で
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
、
「
本
当
に
そ

ん
な
仕
事
（
路
盤
整
備
）
を
や
っ
て
い
る
の
か
ね
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
が
で
る

程
で
し
た
。
「
や
っ
て
い
る
も
何
も
、
も
う
路
盤
が
こ
こ
ま
で
出
来
て
い
ま
す
よ
」

と
言
っ
て
写
真
を
見
せ
て
も
、
全
然
相
手
に
さ
れ
な
い
。
本
当
に
惜
し
か
っ
た
で

す
よ
。
い
い
円
借
款
に
な
る
し
、
日
本
の
レ
ー
ル
や
信
号
だ
っ
て
売
れ
る
わ
け
で

国
益
に
も
な
る
ん
だ
し
、
い
い
と
思
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
た
だ
そ
う
い
う

国
際
問
題
の
中
で
わ
れ
わ
れ
が
「
こ
れ
を
や
る
べ
き
だ
」
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
、
そ
れ
は
引
き
下
が
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
の
時
に
イ
ラ
ン
で
は
ハ
タ
ミ
さ
ん
が
大
統
領
で
、
ハ
タ
ミ
さ
ん
が
次
の
年
（
平

成
十
二
年
）
の
十
一
月
に
日
本
に
来
ら
れ
た
の
で
す
が
、
円
借
款
に
は
な
ら
ず
、

輸
出
入
銀
行
の
ベ
ー
ス
の
輸
出
信
用
の
4
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
お
金
が
つ
い
た

り
し
て
［
イ
ラ
ン
国
鉄
関
係
で
は
南
部
地
域
の
光
伝
動
装
置
を
日
本
か
ら
輸
出
す
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る
案
件
。
他
は
鉄
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
案
件
］
、
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
の
線
は
、
「
テ
ヘ
ラ
ン
～
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
」
と
い
う
線
に
な
る

ん
で
す
。
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
と
い
う
と
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
へ

抜
け
る
途
中
で
す
ね
。
現
在
は
イ
ラ
ン
は
自
力
で
高
速
化
を
進
め
て
い
ま
す
よ
。

　
民
間
の
力
を
借
り
て
鉄
道
な
ど
を
建
設
す
る
形
式
に
、
B
O
T
l
】
W
‘
臣
⊆
・

O
b
Φ
舜
9
・
日
量
昌
ω
諭
円
－
民
の
お
金
で
建
設
し
、
民
間
主
体
で
運
営
を
し
て
、

三
〇
年
な
ら
三
〇
年
で
政
府
に
移
転
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
一
こ
れ
が
（
昭

和
）
五
〇
年
ぐ
ら
い
に
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
今
は
国
内
で
は
P
F
I
一

団
画
く
簿
㊦
国
昌
帥
昌
8
H
巳
江
簿
け
守
Φ
と
い
っ
て
、
そ
の
可
能
性
を
皆
で
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
名
称
か
ら
い
う
と
も
っ
と
幅
広
い
で
す
ね
。
当
時
は
「
B

O
T
」
と
い
う
名
前
で
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
B
O
T
で
、
ご
く

最
近
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
テ
ヘ
ラ
ン
～
マ
シ
ャ
ド
の
線
を
や
ろ
う
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
現
れ
ま
し
た
。
日
本
が
こ
の
線
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
は
三
十
年
前
で
す
か
。

「
調
査
し
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
」
と
い
う
。
イ
ラ
ン

側
で
調
査
設
計
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
や
っ
た
ら
「
設
計
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
前
に
日
本
が
計
画
し
た
ル
ー
ト
を
少
し
変
え
ま

し
た
、
と
か
い
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
B
O
T
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
当
て

に
な
ら
な
い
も
の
で
、
私
は
あ
ま
り
気
が
乗
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
。
調
査
し
た

当
時
、
本
当
に
こ
れ
は
協
力
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
…
。

　
た
だ
、
接
触
に
行
っ
た
人
か
ら
相
手
方
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
前

に
調
査
を
や
っ
て
い
た
時
の
道
路
・
運
輸
大
臣
と
、
そ
れ
か
ら
国
鉄
総
裁
が
B
O

T
会
社
に
名
前
を
連
ね
て
い
ま
し
て
、
あ
の
人
た
ち
は
よ
く
ホ
メ
イ
ニ
革
命
の
時

に
生
き
残
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

1
臨
■
「
、
亀
＼
陶
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
醜
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
」
■
「
、
亀
、
亀
、
陶
＼
軸
、
噂
、
亀
＼
疑
♪
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躍
　
ザ
イ
ー
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鉄
道
建
設
に
対
す
る
協
力
の
続
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躍

ノ
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窟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

陶
、
馳
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
趣
、
剛
、
陶
、
亀
、
口
、
剛
、
亀
、
亀
、
陶
、
竃
、
馳
、
亀
＼
陶
、
亀
、
亀

菅
原
　
ザ
イ
ー
ル
の
ほ
う
は
一
。

森
［
資
料
を
差
し
て
］
こ
れ
は
バ
ナ
ナ
・
マ
タ
デ
イ
間
の
鉄
道
建
設
計
画
の
時

の
図
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ザ
イ
ー
ル
の
国
は
コ
ン
。
コ
川
と
い
う
の
を
ま
た
い
で
い
る

ん
で
す
。
そ
れ
で
バ
ナ
ナ
の
と
こ
ろ
は
ザ
イ
ー
ル
の
国
で
す
［
バ
ナ
ナ
は
ザ
イ
ー

ル
の
西
南
部
の
端
に
あ
り
、
大
西
洋
に
面
し
た
町
。
南
は
コ
ン
ゴ
川
を
は
さ
ん
で

ア
ン
ゴ
ラ
の
飛
び
地
を
面
し
て
い
る
］
。
バ
ナ
ナ
に
港
を
作
る
、
あ
る
い
は
今
で
も

港
は
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
の
ア
ル
ミ
工
場
を
作
る
ん
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
こ
の
辺
は
銅
の
産
地
で
す
が
［
ザ
イ
ー

ル
は
銅
の
大
鉱
脈
帯
の
上
に
あ
り
、
銅
は
一
九
八
○
年
代
ま
で
生
産
量
世
界
五
位
、

コ
バ
ル
ト
は
現
在
も
世
界
一
位
］
、
一
貫
し
た
積
出
し
ル
ー
ト
が
な
く
、
河
川
の
船

運
と
道
路
輸
送
を
繰
り
返
し
て
港
ま
で
持
っ
て
き
て
、
輸
出
し
て
い
た
。
そ
れ
じ

ゃ
効
率
が
悪
い
と
い
う
の
で
、
鉄
道
線
を
キ
ン
シ
ャ
サ
か
ら
バ
ナ
ナ
ま
で
引
こ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
、
J
I
C
A
調
査
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

が
も
と
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
円
借
款
が
つ
い
て
、
鉄
道
建
設
を
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
例
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
＝
九

七
三
年
］
が
あ
っ
て
工
事
費
な
ど
が
三
倍
ぐ
ら
い
に
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
O
E

C
F
も
日
本
の
外
務
省
も
ち
ょ
っ
と
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
な
ん
で
す
。
ど

う
い
う
ふ
う
に
処
理
す
る
か
、
と
て
も
円
借
款
を
増
額
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
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量
器
艦
身
重
㎜
馨
織
論

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
マ
タ
デ
イ
の
と
こ
ろ
で
コ
ン
ゴ
河
を
渡

る
橋
の
建
設
費
だ
け
だ
と
、
ち
ょ
う
ど
全
工
事
費
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
の
費
用
だ

っ
た
。
マ
タ
デ
イ
か
ら
バ
ナ
ナ
ま
で
の
間
は
、
た
だ
砂
漠
に
線
路
を
引
く
だ
け
な

の
で
安
い
ん
で
す
よ
ね
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
大
き
な
橋
で
す
が
、
マ
タ
デ
ィ
の

橋
を
と
に
か
く
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
森
さ
ん
、
い
く
ら
か
ご
存
知
で
す
か
。

森
（
「
バ
ナ
ナ
～
マ
タ
デ
ィ
間
輸
送
力
増
強
事
業
」
に
対
す
る
）
円
借
款
は
三
百

四
十
五
億
円
で
す
。

菅
原
　
三
百
四
十
五
億
の
円
借
款
を
ま
た
組
み
直
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
内

容
変
更
で
鉄
道
・
道
路
併
用
橋
を
作
る
と
い
う
ふ
う
に
振
り
替
え
よ
う
と
い
う
ひ

と
つ
の
知
恵
を
出
し
た
ん
で
す
ね
。
「
そ
う
い
う
こ
と
で
良
い
か
」
と
い
う
こ
と
を

確
か
め
る
政
府
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
私
が
ま
だ
国
鉄
に
い
た
時
で
す

か
ら
官
か
ら
頼
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
「
い
い
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
そ
の
後
、
今
度
は
橋
だ
け
で
の
F
／
S
調
査
な
ど
で
J
A
R
T
S
か
ら
調
査

団
が
出
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
私
は
も
う
国
鉄
の
副
技
師
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
実
行
部
隊
の
応
援
の
立
場
な
ん
で
す
ね
。
日
本
国
内
で
土
木
学
会
の
理
事

を
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
「
マ
タ
デ
イ
橋
委
員
会
」
と
い
う
の
を
作
っ
て
、
伊
藤

学
さ
ん
［
専
門
は
鋼
構
造
学
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
］
と
い
う
先
生
を
委
員
長
に

頼
ん
で
、
橋
梁
の
関
係
の
先
生
を
集
め
て
、
私
も
委
員
の
一
人
に
な
っ
て
、
橋
が

完
成
す
る
ま
で
そ
の
委
員
会
を
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
。

森
　
土
木
学
会
が
作
っ
た
「
マ
タ
デ
イ
橋
委
員
会
」
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
現
地
の
作
業
を
し
て
い
る
部
隊
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
ザ
イ
ー
ル
国
の
政
府
が
日
本
の
土
木
学
会
に
依
頼
を
し
た
わ
け

で
、
お
金
も
、
そ
の
委
員
会
に
は
ザ
イ
ー
ル
政
府
が
出
し
た
ん
で
す
よ
。
土
木
学

会
の
側
で
い
え
ば
「
受
託
調
査
」
で
す
。
学
会
と
し
て
は
外
国
か
ら
そ
う
い
う
委

託
調
査
を
受
け
て
、
委
員
会
を
作
っ
て
、
こ
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
導
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
マ
タ
デ
ィ
の
橋
は
立
派
に
出
来
た
の
で
す
。

森
マ
タ
デ
イ
の
橋
を
作
る
こ
と
自
体
に
は
、
円
借
款
が
つ
い
た
わ
け
で
す
ね
。
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そ
れ
は
ザ
イ
ー
ル
政
府
が
日
本
政
府
に
資
金
供
与
を
要
請
し
て
、
借
り
た
と
い
う
、

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。
こ
の
円
錯
簡
の
内
訳
に
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

部
分
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
建
設
工
事
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
つ
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
工
事
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、

菅
原
さ
ん
が
係
わ
ら
れ
て
い
た
土
木
学
会
の
「
マ
タ
デ
ィ
橋
委
員
会
」
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
位
置
付
け
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
の
時
の
「
委
員
会
」
の
費
用
は
、
ザ
イ
ー
ル
政
府
が
出
し
た
と
い
う
け

れ
ど
も
、
円
借
款
は
向
こ
う
の
政
府
に
も
う
貸
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
、
向

う
の
政
府
が
今
度
は
使
う
わ
け
で
す
ね
。
O
E
C
F
が
直
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

契
約
す
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
O
E
C
F
は
相
手
国
政
府
に
お
金
を
貸
す
だ
け
で
、

向
こ
う
の
政
府
が
今
度
は
請
負
に
出
す
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
設
計
や
何
か
も
す

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
そ
の
設
計
業
者
に
や
は
り
お
金
を
支
払
い
ま
す
ね
。

そ
れ
が
円
借
款
の
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
費
用
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
は
「
設

計
料
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
マ
タ
デ
イ
の
場
合
に
は
、
全
く
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
な
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
監
督
す
る
人
間
は
J
I
C
A
で
出
し
て
頂
い
た
の
で
す
よ
。
し
か
も
、
そ

の
人
達
は
ザ
イ
ー
ル
国
の
O
E
K
B
局
長
と
か
橋
梁
課
長
な
ど
と
い
う
名
前
で
向

こ
う
で
任
命
し
て
い
る
ん
で
す
。
J
I
C
A
専
門
家
だ
か
ら
、
日
本
か
ら
の
お
金

で
「
無
償
協
力
」
し
て
い
る
。
そ
れ
で
工
事
と
か
設
計
と
か
の
費
用
は
、
円
借
款

の
中
か
ら
出
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

森
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
分
」
に
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
お
金
が
つ
い
た
の
か
と
い

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
手
元
に
あ
る
資
料
で
は
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
は
こ
う
い
う
工
事
費
三
百
何
十
億
に
比
べ
れ
ば
た
い
し
た
金
で
は
な

い
で
す
ね
。
委
員
が
九
人
い
て
、
日
本
国
内
で
の
研
究
委
員
会
の
他
、
ザ
イ
ー
ル

の
現
地
研
究
委
員
会
に
毎
年
一
人
か
二
人
、
交
替
で
行
く
ぐ
ら
い
の
金
で
す
し
、

そ
う
い
う
委
員
会
で
す
か
ら
給
料
を
出
す
わ
け
で
は
な
く
実
費
だ
け
で
す
し
。
工

事
費
に
比
べ
た
ら
委
員
会
の
費
用
は
そ
ん
な
大
き
な
金
で
は
な
い
で
す
ね
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
ザ
イ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
先
ず
マ
タ
デ
ィ
橋
梁
を
や
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
私
自
身
も
J
A
R
T
S
の
勤
務
と
な
っ
て
か
ら
、
キ
ン
セ
ソ
・
キ

ン
バ
ン
セ
ケ
間
の
通
勤
鉄
道
の
調
査
に
関
係
し
ま
し
た
。
私
も
こ
の
町
に
都
市
鉄

道
が
い
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
は
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
一
こ
れ
は
本
当
の
J

I
C
A
の
無
償
調
査
で
し
た
が
一
、
今
あ
る
鉄
道
を
若
干
強
化
し
て
、
そ
れ
か

ら
住
宅
地
の
ほ
う
に
線
路
を
引
っ
張
る
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

そ
の
調
査
に
出
た
ん
で
す
ね
。
ザ
イ
ー
ル
の
斜
な
ら
私
が
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

の
で
団
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
時
に
マ
タ
デ
イ
橋
も
見
に
行
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
橋
が
立
派
に
出
来
て
車
が
一
日
三
〇
〇
台
ぐ
ら
い
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
あ

ま
あ
成
功
し
た
な
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
そ
れ
を
確
か
め
た
ん
で
す
が
、
都
市
鉄

道
の
ほ
う
は
そ
の
後
何
も
音
沙
汰
も
な
い
し
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
調
査
だ
け

や
っ
て
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
も
し
何
か
そ
の
後
も
う
少
し
付
け
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
た
そ
の
時

に
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
書
き
加
え
て
い
た
だ
い
て
も
良
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
の
で
イ
ラ
ン
、
ザ
イ
ー
ル
の
こ
と
は
…
…
。

菅
原
　
ま
あ
そ
れ
で
終
わ
り
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

食
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
鞠
、
亀
、
唾
、
唾
、
嗜
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
亀
、
馳
、
職
、
陶
、
陶
、
亀
♪
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

菅
原
　
海
外
協
力
の
話
は
も
う
一
回
ぐ
ら
い
で
。
今
の
よ
う
な
話
に
ち
ょ
っ
と
ウ

エ
ー
ト
を
つ
け
て
し
ゃ
べ
る
ぐ
ら
い
で
し
た
ら
も
う
一
回
や
れ
ば
い
い
の
か
、
あ
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る
い
は
も
う
二
回
ぐ
ら
い
や
れ
ば
、
そ
れ
で
全
部
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
あ
と
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
重
慶
の
話
は
当
然
お
話
し
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
協
力
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
し
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
鉄
道
の
民
営
化
の
手
伝
い
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
も

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
町
を
中
心
に
（
放
射
線
状
に
）
線
路
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
す
が
、
最
初
に
貨
物
線
を
民
営
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
都

市
鉄
道
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
路
線
と
こ
の
路
線
を
A
グ
ル
ー
プ
、
こ
の
路
線

と
こ
の
路
線
を
B
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
て
、
み
ん
な
民
営
化
し
て
い

る
。
営
団
の
民
営
化
と
同
じ
こ
と
だ
か
ら
そ
れ
は
や
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
の

で
す
。
本
線
ま
で
民
営
化
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
L
O
C
A
（
ロ
カ
）

線
と
い
う
の
が
一
本
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
線
を
ず
っ
と
前
に
輸
出
入
銀
行
の
お
金

で
電
化
を
し
て
、
日
本
の
電
車
が
走
っ
て
い
ま
す
［
ロ
カ
線
は
日
本
が
支
援
す
る

ソ
ミ
サ
製
鉄
所
に
繋
が
っ
て
い
た
た
め
近
代
化
が
重
要
視
さ
れ
た
。
一
九
七
人
に

日
本
輸
出
入
銀
行
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
十
八
億
円
の
信
用
供
与
を
行
っ

た
こ
と
に
始
ま
り
、
官
・
民
双
方
の
技
術
・
経
済
援
助
が
行
わ
れ
た
］
。
そ
れ
を
含

む
三
本
ぐ
ら
い
の
線
の
民
営
化
を
引
き
受
け
ま
す
と
い
う
会
社
に
、
わ
れ
わ
れ
（
J

A
R
T
S
）
が
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
世
界
銀
行
が
さ
か
ん
に
そ
れ
を
支
援
し
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
世
銀
も
金
を
出
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

辺
の
と
こ
ろ
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
今
度
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
世
銀
の
人
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
市
の
幹
部
を
連
れ
て
き
て
、
説
明
を
し
て
、
「
誰
か

（
日
本
か
ら
）
応
援
に
来
て
く
れ
な
い
か
」
と
P
R
を
し
に
来
た
ん
で
す
ね
。
わ

れ
わ
れ
も
喜
ん
で
行
き
ま
す
よ
と
い
う
の
で
、
行
き
先
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
す
か

ら
現
に
か
な
り
の
人
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
何
人
行
っ
た
か
は
ち
ょ
っ
と
確
認
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

武
田
　
一
回
で
は
終
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
二
回
か
三
回
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

菅
原
　
大
物
だ
け
を
ち
ょ
っ
と
拾
い
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

森
前
回
も
少
し
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
先
ほ
ど
日
本
の
や
り
方

と
世
界
銀
行
の
お
話
が
出
た
の
で
す
が
、
他
の
国
の
鉄
道
分
野
の
技
術
協
力
の
や

り
方
で
お
気
づ
き
に
な
っ
た
点
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
ま
と
め
の
問
題
点
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
て
、
訴
え
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
。

武
田
　
そ
う
い
う
こ
と
を
残
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

森
先
ほ
ど
も
お
つ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力
か
ら

O
E
C
F
の
円
借
款
へ
の
連
携
－
言
葉
で
は
「
連
携
の
強
化
」
は
非
常
に
よ
く

聞
く
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
れ
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
鉄
道

の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
聞
か
れ
る
の
で
す
。
そ
の
点
な
ど

も
、
も
う
少
し
別
の
例
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
時
代
の
変
化
な
ど
も
大
き
い
で
す
か
。

菅
原
　
お
金
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
ど
ん
ど
ん
貸
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
時
は
よ
い

で
す
が
ね
。
「
円
借
款
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
、
完
成
後
の
技
術
指
導
も
円
借
款
で

出
し
て
欲
し
い
」
と
言
う
人
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ザ
イ
ー
ル
の
マ
タ
デ
イ
橋
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
は
い
ち
ば
ん
う
ま
く
い
っ
た
ほ
う
で
す
。
円
借
款
を
し
た
わ
け

だ
か
ら
、
そ
の
監
督
を
す
る
の
を
円
借
款
で
契
約
し
て
、
た
と
え
ば
J
A
R
T
S

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
受
け
て
や
る
の
が
普
通
の
や
り
方
で
す

ね
。
今
、
重
慶
で
や
っ
て
い
ま
す
し
。
そ
れ
を
ザ
イ
ー
ル
は
金
が
全
く
な
い
国
な

の
で
、
契
約
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
待
っ
て
い
た
ら
、
J
A
R

T
S
は
、
ず
い
ぶ
ん
赤
字
を
出
し
た
り
し
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
仕
事
が

出
来
な
い
、
と
い
う
の
で
私
が
外
務
省
に
お
願
い
し
て
、
一
普
通
J
I
C
A
が

無
償
で
派
遣
す
る
長
期
専
門
家
と
い
う
の
は
一
人
置
二
人
と
い
う
数
で
出
す
の
だ
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け
れ
ど
も
一
、
こ
こ
で
は
ト
ー
タ
ル
で
約
十
年
間
で
六
十
人
近
い
専
門
家
を
J

I
C
A
か
ら
出
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
み
ん
な
J
I
C
A
の
専
門
家
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
以
前
の
よ
う
な
契
約
の
心
配
は
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
円

借
款
の
仕
事
を
J
I
C
A
が
応
援
し
た
と
い
う
、
非
常
に
い
い
例
な
ん
で
す
よ
。

森
応
援
が
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例
も
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）
。

菅
原
　
逆
に
O
E
C
F
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
「
O
E
C
F
で
専
門
家
を
出
し
た
ら

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
今
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
、
そ
の

時
そ
の
時
で
協
力
し
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
ど
う
も
、
き
ょ
う
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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研究スタッフ）

記録者　　有限会社ペンハウス　荒岡則江



く
■
「
、
隔
、
陶
、
亀
、
隔
、
唾
、
亀
、
靹
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
陶
＼
晦
、
瞳
、
難
＼
亀
＼
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
隔
、
剛
、
鞠
♪

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
レ
ト
振
興
株
式
会
社
副
社
長
時
代
　
　
　
　
π

ノ
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
し

菅
原
　
き
ょ
う
は
、
P
C
の
話
が
出
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
で

フ
レ
シ
ネ
ー
さ
ん
［
周
奉
同
の
獣
昌
Φ
戸
国
犀
σ
q
①
昌
①
］
、
と
い
う
人
が
P
C
の
基
本
的
な
特

許
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
日
本
で
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
が
輸
入
し
た
話
は
前
に
こ
こ
に

出
て
き
ま
し
た
が
［
第
二
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
照
］
、
私
は
そ
の
頃
は
鉄
道
技
研
に

い
て
P
C
技
術
の
開
発
者
の
一
人
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
十
年
ぐ
ら
い
は
ず
っ
と
P

C
の
こ
と
を
や
っ
て
い
て
ド
ク
タ
ー
な
ど
も
取
っ
た
り
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
後
、
他
の
職
場
を
ま
わ
り
ま
し
た
か
ら
中
抜
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
に

F
K
K
を
創
設
し
た
藤
田
さ
ん
が
八
十
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
話
相
手
が
必
要
な
の

か
、
「
ぜ
ひ
来
て
く
れ
」
と
い
う
の
で
私
が
行
っ
て
副
社
長
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
何
も
や
ら
な
く
て
い
い
か
ら
、
俺
の
横
に
い
つ
も
い
て
く
れ
」
と
い
う
わ
け
で

毎
晩
飯
を
付
き
合
わ
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
大
し
た
仕
事
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士

の
養
成
に
参
画
し
た
り
し
ま
し
た
。
日
本
で
P
C
工
事
が
始
ま
る
頃
に
、
発
注
官

庁
の
ほ
う
で
「
こ
れ
は
新
し
い
技
術
だ
か
ら
監
督
出
来
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
現
場
に

配
置
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
フ
レ
シ
ネ
i
技
士
と
い
う
も
の

を
「
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
株
式
会
社
」
（
F
K
K
）
と
「
い
う
会
社
で
試
験

を
し
て
は
養
成
し
た
ん
で
す
ね
。
現
在
は
そ
の
養
成
の
方
法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
毎
年
、
養
成
し
て
、
今
で
は
七
千
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
そ

し
て
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士
の
資
格
を
取
っ
た
人
で
各
会
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
を
十

五
、
六
人
ぐ
ら
い
ず
つ
で
す
け
れ
ど
毎
年
海
外
研
修
に
連
れ
て
歩
い
て
、
ち
ょ
う

ど
私
が
F
K
K
に
い
る
間
に
四
回
そ
れ
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
み
た
い
な
も
の
で
す
。
そ
の
研
修
団
は
養
成
さ
れ
る
技
士
達
が
結
成
し
て
団

長
も
自
分
た
ち
で
決
め
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
ね
、
い
わ

ゆ
る
「
同
行
者
」
と
い
う
こ
と
で
、
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

森
海
外
研
修
に
十
五
、
六
名
お
連
れ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
ち
ら

に
行
か
れ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
大
体
フ
ラ
ン
ス
中
心
で
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
と
か
で
す
。
フ
レ
シ
ネ

ー
方
式
で
施
工
し
て
い
る
現
場
が
あ
る
と
、
そ
こ
を
回
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は

フ
レ
シ
ネ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
［
国
．
0
9
ヨ
b
①
u
O
⇔
が
フ
レ
シ
ネ
ー
の
志
を

継
い
で
P
S
工
法
普
及
の
調
査
研
究
の
た
め
】
九
四
三
年
に
設
立
し
た
S
T
U
P

（
の
。
旦
ひ
ま
臼
①
o
ず
巳
ρ
β
Φ
b
o
‘
同
冒
d
け
臣
の
9
菖
。
昌
傷
Φ
貯
℃
議
o
O
玉
江
心
礎
Φ
）
が
、
　
一

九
七
六
年
に
改
組
し
た
、
国
際
的
な
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
普
及
・
技
士
養
成
機
関
］

と
い
う
会
社
が
世
話
す
る
わ
け
で
す
。
向
こ
う
か
ら
案
内
な
ど
が
つ
い
た
り
す
る

け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
が
全
然
話
も
で
き
な
い
人
ば
か
り
で
は
逆
に
失
礼
し
て
し
ま

う
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
役
で
す
。
こ
の
海
外
研
修
が
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い

た
の
を
、
ち
ょ
う
ど
私
が
行
っ
た
と
き
に
そ
れ
が
復
活
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ

た
ん
で
す
。

　
こ
の
海
外
研
修
は
、
最
初
の
う
ち
は
三
人
ぐ
ら
い
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士
を
選
ん
で

三
ヶ
月
向
こ
う
に
行
か
せ
て
、
「
自
分
で
好
き
に
回
っ
て
こ
い
」
と
い
う
わ
け
で
、

自
分
た
ち
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ら
せ
た
り
し
た
の
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
だ

と
何
を
や
っ
て
き
た
か
分
か
ら
な
く
な
つ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。
阪
神
淡
路
の
地

震
が
一
九
九
五
年
、
ち
ょ
う
ど
計
画
し
て
い
た
の
が
春
頃
で
し
た
が
、
地
震
が
あ

っ
た
も
の
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
遅
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
年
か
ら
日
本
国
内

で
団
体
を
組
ん
で
一
定
の
行
動
で
行
っ
た
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
案
内
す
る
ほ
う
も

効
率
が
良
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
仕
組
み
に
し
ま
し
て
四
年
間
続
け
て
や
り
、
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そ
ん
な
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
そ
の
時
に
久
し
ぶ
り
に
歩
き
ま
し
た
。

森
｝
見
当
た
り
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
問
い
ら
っ
し
や
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
二
週
間
か
ら
三
週
間
ぐ
ら
い
で
す
。

武
田
　
な
か
な
か
長
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
ベ
ッ
タ
リ
つ
い
て
い
ら
れ
な
い
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
動

き
出
す
ま
で
の
間
、
多
分
一
週
間
ぐ
ら
い
い
つ
も
【
緒
に
行
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
団

体
行
動
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
後
は
も
う
団
長
に
ま
か
せ
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
F
K
K
の
仕
事
で
、
あ
と
は
本
当
に
大
し
た
こ
と
は
や
ら
な
い

で
い
て
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
も
亡
く
な
っ
た
し
息
子
の
藤

田
尭
雄
さ
ん
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
役
員
を
退
い
た
。

そ
う
や
っ
て
い
る
問
も
J
A
R
T
S
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
台
湾
の
新
幹
線
を
競
争
で

や
る
時
の
応
援
団
の
団
長
に
な
っ
て
く
れ
と
か
、
重
慶
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も

そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
「
や
っ
ぱ
り
あ
な
た
は
出
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」

と
い
う
よ
う
な
話
で
、
結
構
仕
事
の
半
分
以
上
を
海
外
協
力
の
ほ
う
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。

奄
、
剛
、
馳
、
麹
、
曝
、
曝
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
L
■
「
、
喚
、
贈
、
軸
、
亀
、
亀
＼
亀
、
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、
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、
亀
、
亀
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喚
、
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
㌧

菅
原
　
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
前
［
一
九
五
五
年
十
月
］
に
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
と
で
、

石
川
一
郎
さ
ん
と
、
そ
の
時
に
は
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
も
｝
緒
に
な
っ
て
日
仏
工
業

技
術
会
を
創
っ
た
わ
け
で
す
［
公
式
の
創
立
者
は
菊
池
真
一
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
］
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
五
〇
周
年
に
な
る
［
五
〇
周
年
特
別
講
演
は
二
〇
〇
四

年
十
｝
月
十
三
日
に
開
催
］
と
い
う
の
で
記
念
の
特
集
を
や
る
と
い
う
の
で
す
。

ま
さ
に
日
本
の
P
C
事
業
の
発
展
も
ぴ
っ
た
り
五
〇
年
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
い

い
テ
ー
マ
だ
と
と
い
う
の
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
は
、
雑
誌
に
出
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
『
日
仏
工
業
技
術
』
と
い
う
年
に
何
回
か
し
か
出
な
い
1
季
刊
誌
で
す

か
ね
［
年
三
回
発
行
］
1
、
が
あ
り
ま
す
。
今
度
、
五
〇
周
年
で
す
か
ら
ち
ょ

っ
と
厚
い
の
が
出
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
論
文
は
そ
の
雑
誌
に
は
そ
う

い
う
意
味
で
は
非
常
に
ぴ
っ
た
り
な
ん
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
や
っ
て
き
た

と
い
う
意
味
に
は
な
り
ま
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
の
で
私
共
の
報
告
書
に
も
載
せ
た

い
で
す
ね
［
巻
末
参
考
資
料
参
照
］
。

菅
原
　
技
術
交
流
だ
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
も
何
か
送
り
出
し
て
な
い
か
と
言
う
の
で

す
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
フ
ラ
ン
ス
の
人
と
技
術
討
論
な
ど
も
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
か
ら
、
ま
あ
技
術
交
流
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

奄
、
亀
、
亀
、
亀
、
喚
、
馳
、
噂
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
剛
、
亀
、
喚
’
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．
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ノ

r
i
i
、
重
三
雪
盲
i
i
i
、
ー
ー
ー
i
i
i
i
i
i
一
、
一
i
i
、
し

森
　
今
朝
作
成
し
た
追
加
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
お
話
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
ひ
と
つ
だ
け
、
「
フ
レ
シ
ネ
i
・
マ
ガ
ジ
ン
誌
よ
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
　
『
フ
レ
シ
ネ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
は
一
現
在
は
『
ω
o
出
。
・
即
の
砲
口
9
舞
Φ
。
・
』

と
い
い
ま
す
が
一
、
フ
レ
シ
ネ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
社
と
し
て
発
刊

し
て
い
た
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
季
刊
に
近
く
出
し
て
い
て
［
現
在
は
、
年
に
三
回
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発
行
］
、
日
本
か
ら
記
事
を
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
日
本
の
工
事
を
紹
介
し

た
り
す
る
の
も
時
タ
に
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
二
〇
〇
二
年
の
一
月
頃
に
編
集

者
が
回
っ
て
き
て
、
な
ぜ
か
私
を
指
名
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
に
傷
ま
し
た
。

も
っ
と
ベ
テ
ラ
ン
も
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
私
が

出
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
意
外
だ
っ
た
の
は
「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
方
式
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
た
こ
と
で
す
。
P
C
と
い
う
の
は
前
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
書

物
を
沢
山
持
っ
た
時
に
横
か
ら
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
桁
の
形
に
な
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
組
み
立
て
て
P

C
ケ
ー
ブ
ル
で
締
め
る
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
最
初
か
ら
そ
う
い
う
考
え
で
し
た
。

日
本
で
は
ス
タ
ー
ト
の
頃
の
信
楽
線
の
こ
と
が
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
〇
m

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
桁
を
作
っ
て
そ
こ
に
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
締
め
て
圧
縮
力
を

与
え
て
や
る
と
い
う
わ
け
で
、
道
路
も
鉄
道
も
ず
っ
と
そ
れ
で
き
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
継
ぎ
目
の
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
も
弱
い
だ
ろ
う
と
い
う
心
配
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
か
ら
水
が
入
っ
た
り
塩
分
が
入
っ
た
り
し
て
締
め
て
い
る

ケ
ー
ブ
ル
が
腐
食
し
た
り
す
る
と
P
C
に
な
り
ま
せ
ん
。
継
ぎ
目
が
あ
る
も
の
で

す
か
ら
、
特
に
鉄
道
関
係
者
は
慎
重
で
し
た
。

　
で
す
が
、
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
と
現
場
を
汚
し
ま
す
し
、
特
に
都
市

化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
し
た
ら
非
常
に
公
害
に
も
な
り
ま
す
し
、
だ

ん
だ
ん
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
も
の
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
締
め
る
と
い
う
よ
う
に
作

り
方
も
進
歩
し
て
き
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
で
も
最
近
は
大

型
の
も
の
は
み
ん
な
そ
う
い
う
や
り
方
で
す
。
特
に
道
路
公
団
も
最
初
は
非
常
に

心
配
し
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
最
近
の
木
曽
三
川
［
き
そ
さ
ん
せ
ん
、

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
を
指
し
、
こ
の
三
本
の
川
が
集
ま
っ
た
下
流
地
域
も

指
す
］
の
工
事
で
は
大
き
な
橋
が
沢
山
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
み
ん
な
ブ
ロ
ッ
ク
式

で
す
。
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
う
に
見
学
に
行
く
と
み
ん
な
ブ
ロ
ッ
ク
式
で
、
架

設
場
所
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
て
そ
れ
を
P
C
ケ
ー
ブ
ル
で
締
め
る
と
い
う
の

は
し
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
世
界
の
趨
勢
は
そ
う
な
の
で
「
日
本
も
そ
う
だ
ろ
う
」
と

い
う
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。
私
自
身
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
が
得
意
だ
と
い
う

こ
と
を
今
ま
で
何
も
言
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
わ

け
か
指
名
が
き
ま
し
た
。
私
も
昔
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
式
と
い
う
の
を
試
験
的
に
や
っ

て
は
い
た
ん
で
す
。
た
だ
、
総
武
線
や
東
北
線
で
何
例
か
あ
る
と
い
う
状
況
で
、

や
は
り
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
す
が
最
近
は

実
例
も
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
の
は
全
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
に
載
せ
て
い
ま
す
。

武
田
　
こ
れ
（
目
の
前
に
あ
る
雑
誌
を
指
し
て
）
が
菅
原
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
載
っ
た
も
の
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
こ
れ
は
そ
の
後
雑
誌
の
名
前
も
変
わ
り
、
少
し
き
れ
い
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
当
時
の
も
の
を
報
告
書
に
使
う
価
値
が
あ
れ
ば
持
っ
て
き
ま
す
よ
。

武
田
　
時
限
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
や
っ
て
い
ま
す
。
大
変
申
し
訳
な
い
で
す
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
全
体
と
し
て
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
奪
い
ろ
ん
な
も

の
を
報
告
書
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

菅
原
　
も
っ
と
著
名
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い

う
分
野
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
人
は
少
な
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
『
フ
レ
シ
ネ
ー
・
マ
ガ

ジ
ン
誌
』
で
今
は
名
前
が
『
の
O
一
一
〇
D
　
律
m
W
け
目
‘
O
ひ
d
F
目
Φ
の
』
に
な
っ
た
。

中
村
　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
何
年
で
す
か
。

菅
原
　
国
際
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
議
［
国
際
構
造
コ
ン
ク
リ
ー
ト
連
合
一
F
i
b

（
欲
島
曾
偉
。
厳
○
昌
汐
8
巨
9
訟
。
昌
巴
Φ
q
蝦
げ
騨
§
　
　
一
九
九
人
年
に
欧
州
国
際
コ
ン
ク

リ
ー
ト
委
員
会
（
C
E
B
）
と
国
際
プ
レ
ス
ト
レ
ス
連
盟
の
合
弁
で
設
立
）
の
開

151



催
す
る
会
議
］
と
い
う
の
が
二
〇
〇
二
年
の
十
月
で
、
こ
の
人
た
ち
が
来
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
六
月
で
記
事
が
七
月
に
出
て
い
る
。
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。

武
田
　
先
生
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
と
い
う
方
式
を
ず
っ
と
お
や
り
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
の
は
、
何
か
理
由
が
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
　
「
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
指
名
し
て
き
た
の
だ
け
れ

ど
も
、
（
事
実
は
）
他
の
人
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
こ

の
間
お
貸
し
し
た
本
［
『
交
通
特
論
』
山
海
堂
、
一
九
人
二
年
］
で
は
な
く
て
、
そ

れ
よ
り
も
っ
と
古
い
本
に
『
交
通
計
画
』
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
式
の
項
目
が
あ
る
の
で
す
。

森
　
一
九
七
〇
年
の
ご
本
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
に
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
式
と
い
う
も
の
が
こ
れ
か
ら
の
方
向
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
総
武
線
で
施
工
し
た
写
真
な
ど
も
出
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
を
見
て
向
こ
う
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
来
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
本
に
出
て
い
る
と
し
た
ら
そ

れ
ぐ
ら
い
の
も
の
な
ん
で
す
が
。
そ
れ
は
外
国
向
け
に
は
あ
ま
り
発
表
し
て
い
な

い
で
す
。
普
通
の
P
C
そ
の
も
の
は
こ
う
い
う
本
で
は
な
く
て
、
学
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
の
時
に
も
出
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
。

武
田
　
先
生
は
海
外
に
行
か
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
動
向
を
取
り
入

れ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
て
、
「
日
本
に
行
っ
た
ら
菅
原
だ
」
と
思
っ
て

来
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
買
い
被
り
を
さ
れ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た

の
で
す
。
略
歴
の
と
こ
ろ
に
僕
が
「
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
し
た
人
だ
」
と
あ
っ
て
、
「
今
、

国
鉄
の
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
写
真
の
説

明
に
書
い
て
き
ま
し
た
か
ら
、
結
構
そ
う
い
う
情
報
は
調
べ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
以
前
い
た
だ
い
た
履
歴
書
に
は
、
こ
の
F
K
K
の
副
社
長
の
と
こ
ろ
が
出

て
い
な
い
の
で
す
が
。

菅
原
　
私
が
国
際
貢
献
賞
の
候
補
と
し
て
何
年
か
前
に
土
木
学
会
で
審
議
さ
れ
時

が
あ
り
ま
し
て
□
九
九
八
年
に
土
木
学
会
の
国
際
貢
献
賞
を
受
賞
］
、
そ
の
時
に

作
ら
れ
た
資
料
な
ん
で
す
。
「
F
K
K
勤
務
」
と
い
う
の
は
そ
ん
な
に
国
際
貢
献
に

影
響
が
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
海
外
協
力
ま
で
の
と
こ
ろ
ま
で
で
、
後
は
書
い

て
い
な
い
の
で
す
ね
。

中
村
　
実
際
に
は
何
年
か
ら
で
す
か
。

菅
原
　
退
職
し
た
年
の
七
月
一
日
だ
と
思
い
ま
す
が
極
東
鋼
弦
の
役
員
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

森
平
成
五
年
の
七
月
一
日
か
ら
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
多
分
、
副
社
長
は
三
期
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
六
年
冬
ら
い

副
社
長
と
い
う
格
好
で
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
経
歴
書
と
し
て

は
継
ぎ
足
し
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
あ
と
は
副
社
長
を
辞
め
る
と
同
時
に
顧
問
に
な
っ
た
の
か
な
。
十
一
年
で
す
ね
。

だ
か
ら
副
社
長
を
辞
め
て
取
締
役
を
も
う
一
期
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
た
の
で
す
か
ね
。

次
の
代
に
な
り
、
私
も
七
十
い
く
つ
に
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
顧
問
と
い
う
格
好

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
今
も
顧
問
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。

奄
、
亀
＼
唾
＼
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
隔
、
剛
、
陶
、
亀
＼
喚
、
聴
、
唾
、
亀
＼
趣
、
亀
、
毒
、
亀
、
亀
、
隔
、
鞠
＼
亀
、
亀
；

冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
　
国
際
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
議
で
の
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

剛
＼
陶
、
鞠
、
陶
＼
陶
、
剛
＼
陶
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
唾
、
亀
、
喚
、
唾
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀

武
田
　
こ
こ
の
部
分
は
ダ
ー
ツ
と
お
話
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
が
何
か
F
K
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K
の
こ
と
で
他
に
お
話
を
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
特
に
な
い
の
で
す
が
、
後
は
国
際
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
議
に
出
し
た
発
表
の

文
章
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
い
い
論
文
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か

と
い
う
と
、
今
、
P
C
が
非
常
に
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
時
、

イ
ギ
リ
ス
で
運
輸
省
が
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
方
式
を
禁
止
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
ん
で
す
よ
［
一
九
九
二
年
九
月
、
グ
ラ
ウ
ト
・
ダ
ク
ト
を
使
っ
た
ポ
ス
ト
テ

ン
シ
ョ
ン
式
橋
梁
の
新
規
工
事
の
一
時
停
止
（
b
P
O
H
9
け
O
円
H
目
5
P
）
が
通
告
さ
れ
た
］
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
七
橋
ぐ
ら
い
、
継
ぎ
目
が
悪
か
っ
た
せ
い
で
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
て

落
橋
し
た
り
取
替
え
た
り
し
た
と
い
う
問
題
が
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。
プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
引
っ
張
っ
て
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
て

固
め
ま
す
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
な
の
で
す
が
、
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン

は
グ
ラ
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
不
備
だ
か
ら
禁
止
す
る
、
と
い
う
。
そ
れ
じ
ゃ
P
C
の
実

務
側
は
大
変
な
こ
と
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
専
門
家
が
集
ま
り
ま
し
て
二
年
間
ぐ
ら
い
研
究
会
を
や
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
「
T
R
4
7
（
日
記
ミ
・
∪
霞
9
乞
①
b
づ
8
傷
①
庫
勺
。
ω
酔
泣
①
昌
ω
ざ
昌
Φ
侮

0
8
自
Φ
8
b
づ
斜
影
σ
q
＄
）
」
と
い
う
報
告
書
を
出
し
て
、
「
グ
ラ
ウ
ト
［
σ
q
容
暮
地
盤

や
建
築
物
の
強
度
を
高
め
、
水
の
浸
透
を
防
ぐ
た
め
に
す
き
間
に
注
入
す
る
も
の
。

セ
メ
ン
ト
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
な
ど
が
含
ま
れ
る
］
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
す
べ
き
だ
」

と
い
う
仕
様
書
を
作
っ
た
。
日
本
の
P
C
建
設
協
会
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
仕
様
書

を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
イ
ギ
リ
ス
の
運
輸
省
も
O
K
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ト
に
対
す
る
自
信
が
皆
な
く
な
っ
て
き
た

ん
で
す
ね
。
桁
を
作
っ
て
ワ
イ
ヤ
ー
で
締
め
て
、
後
は
下
請
け
に
任
せ
た
と
い
っ

て
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
よ
そ
へ
行
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ト
を
注
入
し

た
中
に
気
泡
が
あ
っ
た
り
水
が
入
っ
て
い
た
り
と
い
う
の
は
誰
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
実
は
、
グ
ラ
ウ
ト
の
要
ら
な
い
も
の
に
と

い
う
の
が
だ
ん
だ
ん
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
よ
。
最
初
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
の

周
り
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で
ぴ
っ
た
り
包
ん
だ
ケ
ー
ブ
ル
と
い
う
の
が
出
来
た
。
そ

の
中
に
ワ
ッ
ク
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
割
に
早
い
時
期
に

そ
う
い
う
ふ
う
に
切
り
換
え
て
、
日
本
に
も
さ
か
ん
に
「
そ
う
い
う
ふ
う
に
す
べ

き
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
に
来
た
。
ち
ょ
う
ど
F
K
K
の
中
に
も
グ
ラ
ウ
ト

信
奉
者
が
い
ま
し
て
、
鉄
が
錆
び
な
い
よ
う
に
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ト
で

包
む
の
が
や
っ
ぱ
り
い
い
ん
だ
と
か
、
三
日
ぐ
ら
い
議
論
し
ま
し
た
か
ね
。

　
た
し
か
に
グ
ラ
ウ
ト
が
ち
ゃ
ん
と
詰
ま
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
完
全
に
詰

め
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か
も
そ
こ
に
経
験
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
い
て
責
任
持
っ
て
や
れ
ば
い
い
け
れ
ど
も
、
現
場
の
空
気
が
そ
う
じ
や
な
い
。

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
今
、
被
覆
ケ
ー
ブ
ル
と
い
う
の
が
主
流
に
な
り
か
け
て

い
る
と
い
う
状
況
で
は
あ
る
ん
で
す
。

中
村
　
こ
の
国
際
会
議
の
総
括
と
い
う
か
最
終
的
な
結
論
と
い
う
の
は
、
や
は
り

「
被
覆
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
か
ら
い
ろ
ん
な
テ
ー
マ
が
あ
っ
て
、
私
は
「
耐

久
性
」
と
い
う
分
野
で
発
表
し
た
だ
け
で
全
体
の
総
括
者
と
い
う
の
は
大
学
の
先

生
が
ま
と
め
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
設
計
や
構
造
形
式
、
景
観
の
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
中
に
は
耐
久
性
と
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
分
野
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

武
田
　
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

菅
原
　
大
阪
の
中
之
島
に
新
し
く
国
際
会
議
場
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
出
来
て
［
グ

ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
］
、
そ
こ
で
や
り
ま
し
た
。

武
田
　
先
ほ
ど
の
お
話
は
二
〇
〇
〇
年
頃
で
す
か
。

菅
原
　
　
「
F
i
b
2
0
0
2
」
と
言
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
十
月
で
し
た
。
こ

れ
は
論
文
に
な
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
し
、
C
D
に
入
っ
て
も
い
ま
す
。
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喚
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♪
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

武
田
　
お
話
し
は
少
し
進
ん
だ
の
で
す
が
、
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
株
式

会
社
の
何
か
他
の
お
話
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

菅
原
　
F
K
K
の
役
割
と
い
う
と
、
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
「
振
興
」
と
い

う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
会
社
で
は
な
い
ん

で
す
よ
。
フ
レ
シ
ネ
ー
方
式
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
特
許
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
極

東
地
域
に
広
め
て
工
業
化
を
す
る
と
い
う
会
社
で
、
そ
れ
で
「
振
興
」
と
い
う
名

前
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
今
、
八
十
数
企
業
ぐ
ら
い
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
企
業
に
再
実
施
権
を
与
え
て
、
そ
れ
ら
の
企
業
が
工
事
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
急
速
に
P
C
が
普
及
し
た
所

以
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
振
興
会
社
の
役
割
で
す
。
フ
レ
シ
ネ
ー

の
い
ち
ば
ん
の
信
奉
者
で
あ
り
推
進
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
P
C
そ
の
も
の
を
広

げ
る
手
伝
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
ん
だ
ん
と
競
争
者
が
増
え
て
き

て
、
今
シ
ェ
ア
も
5
割
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
F
K
K
の
副
社
長
と
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、

F
K
K
は
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
の
個
人
会
社
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
非
常
に
個
人
会

社
に
近
い
よ
う
な
感
じ
の
会
社
で
し
た
。
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
「
も
う
歳
も
取

っ
て
き
た
し
、
俺
の
と
こ
ろ
に
来
て
片
腕
に
な
っ
て
く
れ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
声

が
か
か
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
頃
か
ら
、
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
応
援
も
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
じ
ゃ
と
に
か
く
、
次
の
社
長
に
引
き

継
ぐ
ま
で
応
援
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

で
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
副
社
長
と
し
て
の
仕
事
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
の
間
に
J
A
R
T
S
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す

か
ら
、
フ
レ
シ
ネ
i
技
士
の
育
成
だ
と
か
、
そ
の
海
外
研
修
す
る
時
の
指
導
な
ど

を
ず
い
ぶ
ん
や
っ
た
と
い
う
よ
う
こ
と
で
す
。

中
村
　
要
す
る
に
F
K
K
と
い
う
の
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
み
た
い
な
感
じ

な
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
同
時
に
、
フ
レ
シ
ネ
i
式
の
定
着

具
な
ど
特
有
の
製
品
の
製
造
販
売
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
こ
の
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士
と
い
う
人
た
ち
は
、
F
K
K
に
所
属
さ
れ
て
い
た

ん
で
す
か
。

菅
原
　
た
と
え
ば
ピ
ー
エ
ス
三
菱
［
以
前
は
ピ
i
・
エ
ス
］
と
か
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
建
設
［
以
前
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
］
、
興
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
［
昭
和

十
四
年
設
立
。
昭
和
二
十
八
年
極
東
鋼
弦
社
が
資
本
参
加
］
、
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
［
昭

和
二
十
九
年
設
立
］
と
か
、
そ
う
い
う
専
門
業
者
が
二
十
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
し
、

そ
れ
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
皆
P
C
の
分
野
を
持
っ
て
い
ま
す
。
，
．
」
れ
ら
の

会
社
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
社
と
い
う
こ
と
で
、
F
K
K
が
再
実
施
権
を
与
え
た
会
社

で
す
が
、
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士
は
こ
れ
ら
の
会
社
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
P
C

工
事
を
施
工
す
る
際
に
は
「
フ
レ
シ
ネ
i
技
士
と
い
う
資
格
を
持
っ
た
人
が
つ
い

て
監
督
し
て
い
な
け
れ
ば
（
施
工
を
）
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
が
発

注
官
庁
の
指
導
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
最
初
は
フ
レ
シ
ネ
ー
し
か
な
か
っ
た
の
で
フ

レ
シ
ネ
i
技
士
を
必
ず
配
置
を
し
ろ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
に
他
の
工
法
も
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
現
在
は
P
C
［
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
］
技
術
協
会
が
「
P
C
技
士
」
と
い
う
の
を
作
っ
た
［
平
成
五
年

度
か
ら
毎
年
十
月
に
実
施
］
。
こ
れ
は
相
当
レ
ベ
ル
が
高
い
試
験
で
す
ね
。
土
木
施

工
管
理
技
士
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
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中
村
　
国
家
試
験
で
す
か
。

菅
原
　
協
会
試
験
で
す
。
そ
れ
を
受
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
F
K
K
で
講
習
会
を

毎
年
や
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
に
フ
レ
シ
ネ
…
技
士
の
資
格
を
与
え
て
い
ま
す
。

も
と
は
F
K
K
で
試
験
問
題
を
出
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
一
般

化
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
現
在
、
併
せ
て
七
千
人
ぐ
ら
い
の
人
が
フ
レ
シ
ネ
ー
技
士

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
今
は
全
国
で
P
C
の
工
事
が
一
万
件
ぐ
ら
い
あ
り
、
大

略
で
す
け
れ
ど
五
千
件
ぐ
ら
い
の
現
場
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
七
千
人
で

も
足
り
な
い
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

武
田
　
　
「
極
東
」
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
、
当
初
は
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
技
術
指
導
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
技
士
を
派
遣
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
技
術
指
導
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
レ
シ
ネ
ー
式
の
定
着
具
を
輸

出
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
範
囲
で
す
。
し
か
し
現
在
は
仕
事
量
が
圧

倒
的
に
日
本
国
内
が
多
い
。
も
う
ほ
と
ん
ど
国
内
だ
け
で
す
。
台
湾
な
ど
も
自
前

で
定
着
部
を
同
じ
よ
う
な
も
の
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
。
そ
れ
か
ら
フ
レ
シ
ネ
i
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
F
I
と
い
う
会

社
自
身
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
仕
事
が
な
い
。
で
す
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
の
諸
国
の
P
C
業
者
を
自
社
の
子
会
社
に
し
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
F
K
K

が
日
本
以
外
の
と
こ
ろ
に
手
を
出
し
て
い
る
の
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
ブ
イ
リ
ピ
ン
な
ど
で
は
や
は
り
フ
レ
シ
ネ
i
式
で
日
本
の
人
が
行
っ
て
設
計
を

し
、
日
本
の
材
料
も
あ
る
程
度
使
っ
て
施
工
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
名
残
は
少
し

あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
日
本
の
中
に
限
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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亀
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、
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、
亀
、
亀
、
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、
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、
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、
亀
♪
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望

亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
曉
、
唾
、
睡
、
唾
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
廟
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀

武
田
　
会
社
設
立
の
時
か
ら
「
極
東
鋼
弦
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
長
い
長
い
名
前
で
そ
れ
を
略
し
て
「
F
K
K
（
国
争
岩
の
け
9

辱
。
犀
暮
。
国
。
σ
q
Φ
昌
）
」
で
、
そ
の
ほ
う
が
今
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
感
じ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

中
村
　
フ
ラ
ン
ス
の
フ
レ
シ
ネ
ー
か
ら
出
資
を
か
な
り
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
出
資
は
な
い
で
す
。
結
局
、
特
許
契
約
で
す
か
ら
。
最
初
は
特
許

料
を
納
め
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は
特
許
料
と
い
う
の
は
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
実
際
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
的
な
も
の
と
か
の
関
係
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら

今
は
、
た
と
え
ば
研
修
生
を
送
っ
た
り
し
た
時
に
、
向
こ
う
で
人
が
つ
い
て
現
場

案
内
を
し
た
り
し
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
費
用
は
当
然
こ
ち
ら
か
ら
払
う
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
技
術
交
流
は
や
る
し
、
そ
れ
か
ら
日
本
で
新
し
い
特
許
を
取
っ
た

ら
ま
た
向
こ
う
に
も
使
わ
せ
て
あ
げ
る
と
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

中
村
　
F
K
K
は
、
先
ほ
ど
藤
田
さ
ん
の
個
人
会
社
み
た
い
な
も
の
だ
と
い
う
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
資
本
構
成
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

や
は
り
藤
田
さ
ん
の
個
人
の
持
ち
株
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
全
部
じ
ゃ
な
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
藤
田
さ
ん
の
持
ち
株
も
あ
り
ま

す
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
・
メ
ー
カ
ー
だ
と
か
、
そ
う
い
う
人
も
い
ま
す
し
。

中
村
　
最
初
に
こ
の
会
社
が
出
来
る
時
に
は
藤
田
さ
ん
が
中
心
に
な
り
、
そ
し
て

そ
う
い
う
関
連
す
る
メ
ー
カ
ー
か
ら
株
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
形
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
今
で
も
そ
う
い
う
体
制
で
す
。
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武
田
　
先
生
か
ら
き
ょ
う
頂
い
た
こ
れ
（
『
日
仏
工
業
技
術
』
五
〇
周
年
記
念
号
掲

載
予
定
の
論
文
）
が
F
K
K
の
大
体
の
概
略
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
が
結
果
的
に
は
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
の
追
悼
文
と
い
う

か
、
業
績
文
み
た
い
に
な
つ
ち
ゃ
つ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
日
仏
工
業
技
術
会
も

五
〇
年
で
、
し
か
も
技
術
会
そ
の
も
の
を
藤
田
さ
ん
が
菊
池
真
一
先
生
や
石
川
一

郎
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
作
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
日
仏
工
業
技
術
会
と
F
K
K
と
い
う
の
は
非
常
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
。

武
田
　
F
K
K
は
、
年
史
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
設
立
四
〇
年
の
時
に
作
る
、
と
い
う
の
で
作
り
か
け
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

あ
ま
り
そ
う
い
う
の
を
作
る
の
が
好
き
な
会
社
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
し
か

し
、
五
〇
周
年
で
本
当
は
何
か
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

武
田
　
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
た
と
え
ば
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
も
立
派
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

［『

ﾜ
〇
年
史
』
二
〇
〇
四
年
刊
行
。
他
に
『
四
〇
年
史
』
一
九
九
四
年
忌
あ
る
］
、

（
こ
う
し
た
施
工
会
社
は
）
自
分
の
と
こ
ろ
で
こ
う
い
う
橋
梁
を
作
っ
た
、
こ
う

い
う
構
造
物
も
作
っ
た
と
い
う
業
績
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
F
K
K
の
場
合
に
は
、

自
分
の
と
こ
ろ
で
作
っ
た
も
の
と
い
う
の
は
本
当
に
定
着
具
で
、
そ
れ
だ
け
で
社

史
を
編
集
し
た
っ
て
面
白
く
も
な
い
で
す
ね
。
フ
レ
シ
ネ
ー
式
の
工
事
史
な
ら
出

来
ま
ず
け
れ
ど
、
F
K
K
の
工
事
史
と
い
う
の
は
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
な
い
ん
で

す
よ
。
自
分
の
会
社
で
組
織
が
ど
う
な
っ
た
と
か
、
創
立
の
時
の
資
本
構
成
が
こ

う
だ
っ
た
と
か
、
ど
こ
で
総
会
を
や
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
種
類
の
こ
と
し
か
な

か
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
藤
田
さ
ん
の
伝
記
と
セ
ッ
ト
に
し
て
や
る
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

菅
原
　
え
え
。
藤
田
さ
ん
の
伝
記
も
、
と
う
と
う
作
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。
追
悼
文
ぐ
ら
い
を
工
業
技
術
会
の
会
誌
に
私
が
書
き
ま
し
た
け
れ

ど
、
そ
の
く
ら
い
の
も
の
で
す
。
立
派
な
人
だ
っ
た
。
こ
の
論
文
な
ど
は
ず
い
ぶ

ん
「
藤
田
亀
太
郎
」
の
名
前
は
入
れ
た
の
で
す
が
息
子
さ
ん
［
藤
田
尭
雄
氏
］
の

ほ
う
が
「
あ
ま
り
そ
う
言
わ
な
い
で
く
れ
」
と
い
う
わ
け
で
「
同
氏
」
と
い
う
ぐ

ら
い
に
し
て
お
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
の
業
績
的
な
文
章
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
藤
田
さ
ん
の
記
録
か
何
か
を
ご
覧
に
な
っ
て
書
か
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
藤
田
さ
ん
の
記
録
も
単
発
的
に
は
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
、
あ
ま
り
そ
う
い

う
ふ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
が
好
き
な
人
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

4
「
、
喚
、
亀
、
陶
、
亀
、
剛
＼
亀
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
陶
、
陶
、
馳
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
＼
鞠
；
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ノ

躍
　
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

儒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

戸
、
剛
、
馳
、
亀
、
亀
、
麹
、
亀
＼
陶
、
陶
、
陶
、
軸
＼
馳
、
馳
、
趣
、
隔
、
軸
、
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀

武
田
　
日
仏
工
業
技
術
会
を
こ
の
石
川
一
郎
さ
ん
達
と
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
た
と

い
う
の
は
、
何
か
経
緯
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
石
川
一
郎
さ
ん
は
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
と
非
常
に
関
係
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

武
田
　
ち
ょ
っ
と
質
問
が
ず
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
日
仏
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
他
の
国
と
の
こ
う
い
う
工
業
技
術
好
み
た
い
な
も
の
は
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
格
好
の
も
の
は
な
い
に
し
て
も
、
日
韓
友
好
協
会
［
全

国
組
織
で
は
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会
、
（
社
）
日
韓
経
済
協
会
な
ど
］
だ
っ
て
あ

り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
の
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
工
業
技
術
の
交
流

と
い
う
の
は
あ
る
か
ど
う
か
よ
く
存
じ
ま
せ
ん
［
日
韓
の
場
合
、
日
韓
産
業
技
術

協
力
財
団
が
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
］
。
フ
ラ
ン
ス
と
技
術
交
流
と
い
う
の
が
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か
な
り
あ
り
ま
す
の
は
、
P
C
の
関
係
が
ほ
ぼ
五
〇
年
ぴ
っ
た
り
に
な
り
ま
す
し
、

そ
れ
か
ら
鉄
道
で
い
え
ば
交
流
電
化
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
電
化
を
フ

ラ
ン
ス
が
や
っ
て
、
そ
の
技
術
を
日
本
が
取
り
込
ん
で
日
本
の
新
幹
線
が
出
来
た
。

そ
れ
で
非
常
に
日
仏
の
鉄
道
の
関
係
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
。

し
か
し
、
マ
ラ
ガ
の
国
際
会
議
で
U
I
C
と
い
う
国
際
連
合
の
事
務
局
長
が
挨
拶

し
た
時
に
、
「
日
本
の
新
幹
線
は
交
流
電
化
の
高
速
化
を
参
考
に
し
て
や
っ
た
ん
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
T
G
V
は
日
本
の
新
幹
線
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ

と
で
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
事
実
そ
う
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
も
フ
ラ
ン
ス
か

ら
大
勢
の
技
術
者
が
見
に
来
て
ド
ー
バ
ー
海
峡
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
た
。
あ
の

場
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
結
局
は
日
本
の
川
崎
重
工

と
か
が
行
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
も
持
田
豊
さ
ん
と
い
う
有
名

な
ト
ン
ネ
ル
専
門
家
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
派
遣
し
た
ん
で
す
よ
［
持
田
氏
は
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
の
海
底
地
質
採
取
、
音
波
探
査
、
潜
水
艇
、
先
進
水
平
ボ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
調
査
に
携
わ
っ
た
］
。

　
あ
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
話
が
抜
け
て
い
る
か
な
。
ち
ょ
っ
と
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
土
木
で
も
交
流
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
藤
田
亀
太
郎

さ
ん
自
身
が
P
C
を
導
入
し
た
他
に
も
「
ベ
ノ
ト
式
［
オ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン
グ
式
と

も
い
う
］
」
と
い
う
掘
削
機
を
導
入
し
た
と
か
。
そ
れ
か
ら
そ
の
文
章
の
い
ち
ば
ん

終
わ
り
の
ほ
う
に
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
サ
フ
ェ
ー
ジ
（
＄
諭
σ
Q
①
）
型
の
モ
ノ
レ

ー
ル
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
懸
垂
式
の
モ
ノ
レ
ー
ル
で
す
が
、
そ
れ
を
導
入

し
て
き
て
、
日
本
で
三
菱
重
工
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
会
社
を
つ
く
っ
た
り
し
た

ん
で
す
。
そ
の
時
、
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
が
中
に
入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
結

局
、
出
来
上
が
っ
た
形
が
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
は

も
う
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
う
の
は
な
い
で
す
け
れ
ど
ね
。
日
本
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
逆

に
、
日
立
製
作
所
が
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ウ
ェ
グ
［
≧
≦
Φ
σ
q
社
、
創
立
者
女
Φ
一
目
Φ
昌
⇔
巨

≦
Φ
昌
昌
霞
・
O
話
口
の
名
前
か
ら
付
い
た
社
名
］
と
い
う
｝
本
の
レ
ー
ル
を
跨
い
で

走
る
方
式
を
導
入
し
た
ん
で
す
。
現
在
日
本
で
は
、
そ
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い

で
す
ね
。
日
本
で
は
懸
垂
式
は
湘
南
と
千
葉
し
か
な
い
。
遊
園
地
な
ど
で
は
使
用

し
て
い
ま
す
［
名
古
屋
・
東
山
動
物
園
の
モ
ノ
レ
ー
ル
。
現
在
は
廃
線
］
。
そ
れ
に

対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
」
と
い
う
の
は
北
九
州
、
大
阪
モ
ノ
レ

ー
ル
に
し
て
も
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
し
て
も
み
ん
な
跨
座
（
ご
ざ
）
式
で
す

ね
。
た
だ
し
、
跨
座
式
モ
ノ
レ
ー
ル
の
軌
道
桁
と
い
う
の
は
み
ん
な
フ
レ
シ
ネ
i

式
の
P
C
桁
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
が
そ
こ
で

も
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

森
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
跨
座
式
は
ド
イ
ツ
型
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
P
C
の

ほ
う
は
フ
レ
シ
ネ
ー
式
で
フ
ラ
ン
ス
方
式
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
が
非
常
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い

う
の
は
必
ず
フ
レ
シ
ネ
i
式
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
だ
ん
だ
ん

こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
は
き
ま
ず
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
は
そ
う
で
し
た
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
向
こ
う
か
ら
輸
入
す
る
場
合
、
土
木
で
さ
え
も
そ
れ
だ
け
交

流
が
あ
っ
た
。
こ
っ
ち
か
ら
輸
出
す
る
も
の
だ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

T
G
V
の
中
に
入
っ
て
い
る
電
気
製
品
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
製
品
な
ど
は
三
菱
電
機

の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
か
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
も
の
は
向
こ
う
だ
っ
て
出
来
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
非
常
に
市
場
が
小
さ

い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
日
本
か
ら
買
っ
た
ほ
う
が
安
い
か
ら
と
。
外
国
の
も
の
だ

か
ら
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
日
本
で
も
T
G
V
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
を

持
っ
て
き
て
使
っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
は
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
フ
ラ
ン
ス
と
は
交
通
分
野
で
も
土
木
分
野
で
も
か
な
り
交
流
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
も
っ
と
他
の
分
野
で
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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石
川
一
郎
さ
ん
は
経
団
連
の
会
長
で
し
た
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
い
ち
ば
ん
の

有
力
者
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
は
そ
ち
ら
の
ほ
う
も
少
し
関
係
は

し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
P
C
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
導
入
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
参

加
し
て
い
た
。
日
仏
工
業
技
術
会
を
設
立
し
た
の
は
三
人
ぐ
ら
い
の
人
か
な
。
あ

と
学
校
の
先
生
が
一
人
い
て
［
菊
池
東
大
名
誉
教
授
］
、
三
人
と
も
今
は
い
な
い
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
方
が
日
仏
工
業
技
術
会
を
創
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
戦
後
の
工
業
技
術
の
上
で
ひ
と
つ
重
要
な
歴
史
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
え
え
、
そ
う
思
い
ま
す
。

武
田
　
お
話
を
聞
い
て
そ
う
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。
先
生
は
実
際
に
藤
田
亀
太
郎

さ
ん
に
お
会
い
に
な
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
ご
ざ
い
ま
す
か
。

菅
原
　
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
と
は
、
そ
れ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
い
ち

ば
ん
最
初
の
会
社
設
立
の
頃
か
ら
、
私
は
鉄
道
技
術
に
い
て
P
C
の
開
発
技
術
者

と
し
て
や
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
か
ら
藤
田
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
留
学
生
選

考
委
員
の
中
に
入
っ
て
試
験
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
ね
。
藤
田
さ
ん
が

試
験
官
で
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
行
き
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）
。

武
田
　
（
経
歴
的
に
は
）
ず
っ
と
し
ば
ら
く
空
い
て
、
ま
た
、
お
付
き
合
い
が
始

ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。

　
結
局
そ
う
い
う
こ
と
で
、
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
の
応
援
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
け

れ
ど
も
藤
田
さ
ん
も
亡
く
な
っ
た
し
、
次
の
社
長
も
独
立
で
き
て
き
た
よ
う
な
の

で
役
員
を
退
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
（
私
の
）
一
代
記
は
終
わ
り
に
し
て
、
技
術

協
力
に
入
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

≦
■
「
、
趣
、
亀
、
亀
、
軸
、
馳
、
陶
、
隔
、
馳
、
疑
、
陶
、
隔
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
剛
、
魅
、
麹
、
隔
、
馳
、
陶
、
陶
、
陶
♪
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響

亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
」
■
■
■
、
麹
、
麹
、
鷺
、
隔
、
陶
、
陶
、
隔
、
唾
、
疑
、
疑
、
唾
、
L
■
■
■
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀

中
村
　
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
お
話
を
ち
ょ
っ
と
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

武
田
　
き
ょ
う
、
あ
る
程
度
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
次
回
な
ど
に
質
問
が
で

き
る
の
で
す
が
。

菅
原
　
青
函
ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の
は
英
仏
の
関
係
者
が
大
勢
見
学
に
来
た
だ
け
の

こ
と
で
す
が
、
ド
ー
バ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
の
話
で
す
ね
。

　
ド
ー
バ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
、
日
本
の
建
設
業
者
な
ど
が

非
常
に
意
気
軒
昂
で
い
ろ
い
ろ
打
ち
合
わ
せ
な
ど
も
し
て
、
ど
う
や
っ
て
進
出
し

て
い
く
か
と
い
う
会
議
を
や
っ
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
結
果
的
に
は
そ
う
い
う
ふ

う
に
な
ら
な
く
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
。
そ
れ

で
私
と
持
田
豊
さ
ん
と
二
人
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
契
約
に
行
っ
た
ん
で
す
。

中
村
　
そ
れ
は
何
年
で
す
か
。

菅
原
　
J
A
R
T
S
の
専
務
に
な
っ
た
頃
で
す
。

森
そ
う
す
る
と
一
九
人
六
年
か
人
七
年
で
す
ね
。
専
務
理
事
に
な
ら
れ
た
の
が

八
六
年
の
夏
で
す
。

菅
原
　
ド
ー
バ
ー
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
行
っ
た
年
月
で
す
ね
、
こ
れ
は
調
べ

て
お
き
ま
す
が
。
そ
れ
で
結
局
、
向
こ
う
の
中
心
に
な
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
人

が
い
ま
し
て
、
そ
こ
へ
行
っ
て
日
本
の
技
術
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
ど

う
い
う
ふ
う
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
契
約
を
し
ま
し
た
。

完
成
ま
で
持
田
氏
が
年
に
四
回
と
か
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
二
回
行
く
と
か
と
い
う

よ
う
な
、
一
回
行
っ
た
ら
一
週
間
い
て
、
ひ
と
と
お
り
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
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い
う
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
か
ら
、
工
事
監
督
者
み
た
い
に
ベ
ッ
タ
リ

つ
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
は
な
い
ん
で
す
。
向
こ
う
か
ら
見
れ
ば
日
本

の
銀
行
団
が
う
ん
と
金
を
運
用
し
て
い
ま
す
か
ら
［
事
業
母
体
で
あ
る
民
間
企
業

「
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
ル
社
」
に
対
し
て
、
目
本
の
銀
行
団
（
全
部
で
三
人
行
）
が
必

要
な
五
百
億
フ
ラ
ン
の
二
三
％
を
融
資
し
た
］
、
や
っ
ぱ
り
日
本
の
意
向
を
聞
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
持
田
さ
ん
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
最
初
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き

た
ト
ン
ネ
ル
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ら
、
非
常
に
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
J
A
R
T
S
の
、
た
し
か
理
事
長
に
な
り
た
て
の
時
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
向
こ
う
の
中
心
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
J
A
R
T
S
と
契
約
を

し
た
わ
け
で
す
か
ら
。

武
田
　
向
こ
う
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
こ
の
組
織
は
ま
た
次
回
に
で
も
話
し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
地
質
が
ど
う
だ
と
か
い
う
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
詳
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
持
田
さ
ん
は
実
施
体
制
み
た
い
な
も
の
は
あ
ま
り
得
意
な
ほ
う
じ
ゃ
な
か
っ

た
ら
し
く
て
。
こ
れ
は
調
べ
て
お
き
ま
す
。

武
田
　
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
も
少
し
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

中
村
　
そ
れ
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
話
と
少
し
セ
ッ
ト
に
し
て
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

と
こ
ろ
が
ら
の
流
れ
と
い
う
こ
と
で
お
聞
き
し
ま
す
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
持
田
さ
ん
の
こ
と
を
少
し
書
き
ま
す
か
ね
。

武
田
　
先
生
は
同
時
に
様
々
な
こ
と
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
も

こ
の
話
は
ど
う
い
う
あ
れ
だ
っ
た
か
な
、
と
。
こ
っ
ち
に
く
っ
付
き
、
あ
っ
ち
に

く
っ
付
き
で
す
か
ら
ね
。

菅
原
　
ド
ー
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
の
話
は
、
今
度
の
日
仏
工
業
技
術
会
五
〇
周
年
の
技

術
交
流
の
テ
ー
マ
の
中
で
四
つ
の
中
に
選
ば
れ
た
ん
で
す
。
P
C
と
ド
ー
バ
ー
ト

ン
ネ
ル
と
。
こ
れ
に
は
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
は
非
常
に
関
心
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

じ
か
に
は
関
係
な
か
っ
た
で
す
ね
。

武
田
　
藤
田
さ
ん
と
ド
ー
バ
ー
の
関
係
は
そ
れ
程
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
F
K
K
は
と
し
て
は
あ
ま
り
関
係
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
藤
田
亀

太
郎
さ
ん
自
身
は
非
常
に
関
心
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
の
説
明
会
な

ど
の
時
に
、
現
地
に
藤
田
さ
ん
の
娘
が
結
婚
し
た
旦
那
が
い
ま
し
て
、
そ
こ
の
家

を
使
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
説
明
会
を
段
取
り
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
そ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
実
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
日
本
の
有
力
な
施
工
業

者
が
行
っ
て
、
「
入
札
に
参
加
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
非
常
に
熱
心
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

武
田
　
ド
ー
バ
：
ト
ン
ネ
ル
の
話
の
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
何
で
す
か
。
青
函
ト

ン
ネ
ル
を
見
に
来
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
ト
ン
ネ
ル
業
界
の
仲
間
で
は
、
ド
ー
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
が
い
つ
は
じ
ま
る
か

と
い
う
の
は
非
常
に
関
心
が
あ
っ
て
、
五
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
っ
て

い
た
わ
け
で
す
ね
［
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
構
想
は
、
ル
イ
十
五
世
時
代
に
誕
生
。

一
人
七
八
年
に
両
岸
か
ら
掘
削
が
開
始
、
四
年
後
に
中
断
。
一
九
七
三
年
に
工
事

が
再
開
（
但
し
二
年
後
に
再
度
中
断
）
。
一
九
人
一
年
に
英
仏
の
共
同
研
究
が
発
足
。

最
終
的
に
八
七
年
に
着
工
］
。
だ
か
ら
い
つ
も
関
心
を
持
っ
て
い
て
そ
ろ
そ
ろ
始
ま

る
よ
と
い
う
時
に
、
日
本
も
そ
こ
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
J
A
R
T
S
を

中
心
に
し
て
土
木
屋
の
集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
動
き
は
今
言
っ
た
よ

う
に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
や
り
に
行
っ
た
け
れ
ど
も
実
ら
な
く
て
、
結

局
、
目
本
の
銀
行
団
が
お
金
を
融
資
し
て
い
る
と
い
う
関
係
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

向
こ
う
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
契
約
を
し
て
J
A
R
T
S
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
す
よ
ね
。
た
だ
、
そ

の
後
、
わ
れ
わ
れ
と
は
じ
か
に
縁
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス

側
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
け
る
川
崎
重
工
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
、
そ
れ
か
ら
イ
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ギ
リ
ス
側
は
三
菱
重
工
が
若
干
関
係
し
た
の
か
な
。
両
側
と
も
日
本
の
掘
削
機
が

活
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
私
も
ち
ょ
う
ど
契
約
に
行
っ
た
時
に
見
て
歩
い
た
の
で

す
が
、
「
こ
れ
は
川
崎
重
工
の
も
の
だ
」
と
い
う
の
で
現
場
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

掘
削
機
に
つ
い
て
は
技
術
的
に
こ
ち
ら
か
ら
輸
出
を
し
た
感
じ
で
す
ね
。
売
っ
た

か
、
貸
与
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

中
村
　
そ
れ
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
機
械
が
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
青
函
ト
ン
ネ
ル
は
最
初
は
ト
ン
ネ
ル
・
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
と
い
う
も

の
を
使
っ
た
ん
で
す
よ
。
使
っ
た
け
れ
ど
も
結
局
、
断
層
が
多
く
て
使
え
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
で
は
普
通
の
ト
ン
ネ
ル
方
式
で
掘
り
ま
し
た
。
ド
ー

バ
ー
に
持
っ
て
い
っ
た
の
は
ド
ー
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
す
。

　
ド
ー
バ
ー
海
峡
の
ほ
う
は
、
海
底
の
地
層
に
白
色
の
チ
ョ
ー
ク
層
が
ず
っ
と
あ

る
ん
で
す
。
地
崩
れ
し
た
り
ク
ラ
ッ
ク
が
出
た
り
し
な
く
て
、
削
っ
て
い
く
の
に

ち
よ
う
ど
い
い
固
さ
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ボ
ー
リ
ン
グ
・
マ
シ
ー
ン
が
非
常

に
良
か
っ
た
。
日
本
は
そ
の
頃
、
そ
う
い
う
種
類
の
軟
岩
、
や
わ
ら
か
い
岩
と
い

う
の
は
地
下
鉄
で
多
く
経
験
し
て
い
ま
す
か
ら
、
向
こ
う
も
目
を
つ
け
て
、
日
本

の
技
術
を
買
い
に
来
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
は
そ
れ
で
大
き
な
技
術
輸
出

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
技
術
系
統
と
し
て
は
、
地
下
鉄
の
技
術
が
生
か
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
地
下
鉄
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
軟
弱
地
の
工
事
が

多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
地
下
鉄
と
い
う
の
は
、
堅
岩
－
石
灰
岩
が

大
多
数
で
す
ね
。

森
パ
リ
の
地
下
も
そ
う
で
す
ね
［
パ
リ
の
地
下
は
ロ
：
マ
時
代
に
岩
の
切
出
し

が
開
始
さ
れ
、
パ
リ
の
多
く
の
建
物
が
切
り
出
さ
れ
た
石
灰
岩
で
で
き
て
い
る
］
。

菅
原
　
そ
う
そ
う
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
技
術
そ
の
も
の
が
生
か
さ
れ
た
わ
け
で
も

な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
の
は
水
が
ど
こ
か
ら
出
て
く

る
か
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
問
題
で
、
特
に
海
底
の
場
合
に
は
で
す
ね
。
そ
の
点

で
は
持
田
さ
ん
な
ど
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
も
経
験
さ
れ
、
そ
の
箇
所
を
船

で
自
分
で
行
っ
た
り
し
て
い
る
写
真
な
ど
を
見
せ
た
り
し
て
、
「
こ
れ
が
私
だ
」
と

か
言
っ
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
技
術
は
や
は
り
「
経
験
工
学
」
で
す

か
ら
、
そ
れ
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
買
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

武
田
　
次
回
、
少
し
質
問
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

菅
原
　
J
A
R
T
S
の
と
こ
ろ
で
も
い
い
し
、
あ
る
い
は
専
門
の
章
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
ド
ー
バ
：
ト
ン
ネ
ル
の
話
と
い
う
の
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
ね
。

森
　
次
回
、
ド
ー
バ
ー
の
ほ
う
も
少
し
追
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
骨
子
の
ほ
う
に
は
イ
ラ
ン
の
こ
と
な
ど
が
出
て
い

ま
す
け
れ
ど
、
こ
れ
は
前
回
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
き
ょ
う
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
■
■
、
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
剛
、
陶
、
陶
、
亀
、
軸
、
陶
、
亀
、
亀
、
噂
、
唾
＼
唾
＼
隔
、
亀
、
亀
、
」
「
、
亀
、
亀
＼
亀
、
趣
♪

π
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置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
J
A
B
O
T
A
B
E
K
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
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ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

瞳
、
噴
、
隔
、
糎
、
亀
、
馳
、
亀
、
馳
、
馳
、
亀
、
馳
、
陶
、
亀
、
口
、
亀
、
馳
、
亀
、
馳
、
馳
、
口
、
馳
、
剛
＼
剛
＼
陶

武
田
　
先
生
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
協
力
に
た
く
さ
ん
関
わ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
け
れ
ど
、
い
ち
ば
ん
最
初
に
関
わ
ら
れ
た
の
は
ど
れ
で
す
か
。

森
少
し
申
し
上
げ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
鉄
道
部
門
に
は
、
日
本
か
ら
円
借

款
だ
け
で
も
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
か
ら
援
助
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
に
限
っ
て
い
っ
て
も
、
か
な
り
前
か
ら
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
私
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
係
わ
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
専
務
に
な
っ
た
時
か

ら
で
す
。
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武
田
　
一
九
八
六
、
人
七
年
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
時
に
「
P
M
S
」
と
い
う
の
が
始
ま
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

森
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
の
前
に
「
中
期
計
画
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

鉄
道
に
係
わ
る
も
の
で
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
都
市
交
通
の
鉄
道
用
の
車
両
の

提
供
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
バ
ン
ド
ン

（
切
9
昌
創
。
昌
σ
q
）
ま
で
の
鉄
道
の
高
速
化
と
い
う
テ
ー
マ
で
今
で
も
や
っ
て
い
ま
す

ね
。
そ
の
他
に
は
三
島
問
題
l
ー
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
島
i
こ
の
三
つ

を
結
ぶ
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
種
類
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
は
あ
る
の
で
す
が
、
現
実
に
動
い
て
い
る
の
は
「
首
都
圏
の
鉄
道
整
備
」
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働テ京新設

蜘山
酔
旨

te．1，

と
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
バ
ン
ド
ン
ま
で
の
鉄
道
改
良
」
で
す
。
バ
ン
ド
ン
ま
で
の

鉄
道
改
良
は
前
か
ら
交
通
技
術
株
式
会
社
と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
熱

心
に
民
間
ベ
ー
ス
で
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
き
て
、
今
で
も
さ
か
ん
に
や
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
の
鉄
道
の
外
郭
会
社
み
た
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
本
件
に
関
す

る
限
り
は
国
際
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
R
T
S
で
私
が
担
当
し
た
の
は
首
都
圏
の
「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
q
9
犀
強
。
含
⇔
）
、
そ
れ
か
ら
ボ
ゴ
ー
ル
（
団
○
σ
q
o
目
）

と
い
う
、
い
ち
ば
ん
南
に
あ
り
ま
す
［
地
図
参
照
］
。
そ
れ
か
ら
ブ
カ
シ
（
b
ご
Φ
犀
節
巴

と
い
う
の
が
右
下
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
で
「
J
A
B
O
T
A
B
E
K
」
（
ジ
ャ
ボ

タ
ベ
ッ
ク
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
「
T
A
」
が
は
ど
こ
で
す
か
。

菅
原
　
臼
9
β
σ
q
霞
p
昌
σ
q
（
タ
ン
ゲ
ラ
ン
）
線
と
い
う
の
が
西
側
の
方
に
あ
り
ま
す
。

武
田
　
自
鋤
昌
σ
q
Φ
尾
9
昌
σ
q
に
、
ゆ
。
σ
q
O
円
（
ボ
。
コ
ー
ル
）
に
、
b
d
Φ
犀
Φ
の
一
（
ブ
カ
シ
）
。

菅
原
　
左
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
が
セ
ル
ポ
ン
線
と
い
う
ん
で
す
。
下
か
ら

二
番
目
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
左
の
横
に
出
て
い
る
の
が
円
①
昌
α
q
Φ
蜀
昌
σ
q
（
タ

ン
ゲ
ラ
ン
）
線
。
真
ん
中
が
中
央
線
で
、
こ
こ
の
交
差
点
が
罎
9
昌
σ
q
鴛
巴
（
マ
ン

ガ
ラ
イ
）
で
ち
ょ
う
ど
新
宿
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
す
。
環
状
線
に
対
し
て
中
央
線

が
横
断
し
ま
す
か
ら
、
立
派
な
立
体
交
差
が
必
要
な
ん
で
す
。
あ
と
、
b
d
o
σ
q
o
村
（
ボ

ゴ
ー
ル
）
の
ほ
う
へ
は
複
線
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
東

の
ほ
う
の
切
①
訂
巴
（
ブ
カ
シ
）
と
い
う
と
こ
ろ
へ
は
複
線
電
化
で
、
こ
れ
は
か
な

り
進
み
ま
し
た
。
あ
と
は
東
急
と
西
線
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
円
形
に
な
っ
て
い
な

く
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
型
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
運
転
し
か
出
来
な
い
の
で

す
。
環
状
運
転
は
し
た
い
と
い
う
気
は
あ
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
出
来
な
い

で
す
ね
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
北
部
の
ほ
う
、
こ
こ
（
国
餌
目
9
昌
σ
q
切
⇔
口
島
⇔
け
カ
ン
ポ
ン
バ
ン
ダ
ン
）
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は
後
に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
よ
。
「
駅
改
良
」
と
書
い
て
カ
ン
ポ
ン
バ
ン
ダ
ン
が
あ

り
ま
す
ね
。

森
「
ケ
マ
ヨ
ラ
ン
」
に
向
か
っ
て
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
向
こ
う
は
「
エ
」
と
い
う
発
音
が
な
い
の
で
内
①
ヨ
昌
。
蜀
昌
を
「
ク

マ
ヨ
ラ
ン
」
と
言
う
の
で
す
が
。
東
駅
で
、
こ
れ
は
立
派
な
大
き
な
駅
で
す
。
こ

れ
を
う
ま
く
結
ん
で
、
今
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
線
路
な
の
で
、
運
転
の
方
式
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、
ク
マ

ヨ
ラ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
を
長
距
離
列
車
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
し
て
、
中
央
線
は
通
勤

線
に
し
ょ
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
果
的

に
は
や
っ
ぱ
り
中
央
線
の
O
偉
・
旨
び
群
（
ガ
ン
ビ
ー
ル
）
、
1
こ
こ
は
官
庁
が
集
ま

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
一
、
で
す
か
ら
長
距
離
列
車
の
、
日
本
で
い
え
ば
昔
の
「
つ

ば
め
号
［
昭
和
五
〇
年
ま
で
走
っ
て
い
た
。
日
本
の
特
急
の
代
表
的
名
前
］
」
と
か

に
相
当
す
る
よ
う
な
も
の
、
パ
ラ
ピ
ア
ン
ガ
ン
と
言
う
の
か
な
、
そ
れ
が
こ
こ
か

ら
皆
出
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
東
の
ほ
う
へ
、
ず
っ
と
バ
ン
ド
ン
ま
で
行
く

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
回
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
問
題
は
依
然
と

し
て
あ
る
に
は
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
マ
ン
ガ
ラ
イ
の
と
こ
ろ
は
ち
ょ
う
ど
新
宿
駅
み
た
い
な
の
で
す
が
、

平
面
交
差
で
行
き
来
を
し
て
い
ま
す
。
ぐ
る
つ
と
回
れ
る
と
い
っ
て
も
途
中
に
平

面
の
横
断
が
あ
る
わ
け
で
す
。
新
宿
の
場
合
に
は
環
状
運
転
も
出
来
る
し
、
中
央

線
が
立
体
交
差
で
出
て
き
ま
す
の
で
平
面
交
差
は
な
い
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
う
ま

く
や
れ
な
い
か
な
と
言
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
か
な
り
難
し
い
。
こ
の
仕
事
は
ま
だ

残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
あ
と
は
車
庫
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
が
ま
だ
若
干
あ
る
。
地
図
上
で
2
2
番
、

い
ち
ば
ん
南
の
ほ
う
に
「
デ
ポ
新
設
」
と
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
車
輌
基
地
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
マ
ン
ガ
ラ
イ
の
立
体
化
の
問
題
。

複
線
電
化
は
う
ま
く
出
来
て
い
る
ん
で
す
。
問
題
は
、
中
央
線
か
ら
ブ
カ
シ
の
ほ

う
へ
行
く
の
は
か
な
り
通
勤
者
が
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
だ
け
ど
二
線
、
西

線
の
ほ
う
は
ど
う
も
あ
ま
り
利
用
者
が
増
え
な
い
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ず
い
ぶ
ん
円
借
款
を
出
し
た
の
だ
け
れ
ど
、
利
用
者
が
少
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

－
、
剛
、
亀
、
隔
、
軸
、
軸
、
亀
、
噌
、
陶
、
隔
、
陶
、
陶
、
亀
、
剛
、
隔
、
簡
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
♪
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M
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π

麹
、
鞠
、
喚
、
唾
＼
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
簡
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
唾
、
隔
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀

森
一
九
七
〇
年
か
ら
ず
っ
と
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
八
○
年
代
後
半
か
ら
菅
原
さ
ん
が
係
わ
ら
れ
た
「
P
M
S
」
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
つ
だ
役
割
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
首
都
鉄
道
建
設
公
団
み
た
い
な
の
が
P
M
G
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
」
と
い
っ
て
運
輸
・
通
信
省
に
所
属
し
て

い
る
施
工
団
体
で
す
。

森
そ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
官
庁
に
属
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
技
術
提
供
を
す
る
の
が
P
M

S
で
、
そ
れ
を
J
A
R
T
S
が
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な

建
設
の
問
題
も
あ
れ
ば
車
輌
運
輸
の
こ
と
も
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
こ
と
も
あ

り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
い
ろ
ん
な
問
い
合
わ
せ
が
く
る
。
そ
れ
で
改
良
計
画
の
会
議

な
ど
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
出
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
そ
う
い
う
の
を
「
イ
ン
ハ
ウ
ス

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
い
う
ん
で
す
ね
。
政
府
の
下
請
け
で
す
け
れ
ど
、
結
局
、

政
府
機
関
の
建
設
公
団
の
下
請
け
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
の
が
P
M
S
で
す
。
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森
菅
原
さ
ん
が
係
わ
ら
れ
た
の
は
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
私
が
参
加
し
た
の
は
「
P
M
S
l
I
」
「
P
M
S
I
H
」
「
P
M
S
I
皿
」

の
三
つ
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
最
初
の
P
M
S
－
1
の
時
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ダ
イ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
1
と
H
の
問
は
何
年
あ
い
て
い
ま
す
か
。

武
田
　
（
経
歴
の
年
表
で
見
る
と
）
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
P
M
S
l
I
は
三
年
間
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
最
初
は
現
地
に
か
な
り
長
く

滞
在
し
ま
し
た
。
現
地
駐
在
員
も
い
る
の
で
す
が
、
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
も
必
要
な
時

期
に
、
た
と
え
ば
開
始
を
し
た
時
と
か
中
間
的
な
報
告
の
時
と
か
、
か
な
り
現
地

に
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
そ
の
時
点
そ
の
時
点
で
の
報
告
み
た
い
な
も
の
を
書

い
て
置
い
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
P
M
S
l
H
に
な
っ
て
く
る
と
、
ヴ
ィ
ジ
テ
ィ
ン
グ
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

（
≦
甑
江
戸
σ
q
　
ご
綜
①
9
自
）
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
に
本
拠
地
が
あ
っ
て
必
要
な
時

に
行
っ
て
指
導
す
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
P
M
S
l
m
の
場
合
は
、
ダ

イ
レ
ク
タ
ー
の
仕
事
は
も
う
少
し
軽
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
体
の
リ
ー
ダ

ー
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
行
か
な
く
て
い
い
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。

現
地
駐
在
が
か
な
り
や
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
格
好
で
い
き
ま
し
た
。
ト
ー
タ

ル
で
九
年
や
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

奄
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
陶
、
軸
、
亀
、
唾
＼
喚
、
隔
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
、
曉
、
陶
、
口
、
馳
、
喚
、
亀
♪
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π
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ノ

r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
廟
、
一
、
一
、
亀
、
一
、
亀
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
i
8

武
田
　
各
契
約
の
間
は
、
少
し
空
い
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
た
と
え
ば
P
M
S
l
I
と
H
の
間
と
か
、
H
と
皿
の
間
と
か
、
円
滑
に
契

約
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
し
ば
ら
く
は
契
約
な
し
で
駐
在
員

が
現
地
に
い
て
、
次
の
契
約
を
と
る
の
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
時
代
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
契
約
を
結
ぶ
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

中
村
　
日
本
か
ら
は
、
他
に
競
争
相
手
と
い
う
の
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
場
合
に
は
随
意
契
約
だ
か
ら
競
争
相
手

と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
作
っ
て
競
争
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
車
輌
と
か
信
号
と
か
は
国
際
競
争
で
や
り
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
契
約
す
る
時
に
な
か
な
か
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問

題
が
あ
っ
て
簡
単
に
は
決
ま
ら
な
い
。

武
田
　
具
体
的
に
は
、
何
か
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
や
っ
ぱ
り
政
府
側
の
担
当
が
替
わ
っ
た
り
す
る
と
、
前
の

話
が
全
然
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

中
村
　
先
方
の
担
当
者
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
先
方
の
担
当
者
が
替
わ
る
と
か
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
困
り
ま
す
ね
。

向
こ
う
は
引
き
継
ぎ
と
い
う
の
が
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
自
分
が
終
わ
っ
た
ら

そ
れ
っ
き
り
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ぶ
つ
か
る
と
、

し
ば
ら
く
放
っ
て
お
か
れ
た
り
と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
そ
の
時
は
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
押
し
か
け
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
こ
っ
ち
か
ら
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
し
、
現
地
事
務
所
に
連
絡
員

だ
け
を
置
い
て
し
ば
ら
く
待
っ
て
、
と
い
う
こ
と
と
か
。
そ
う
す
る
と
、
向
こ
う

で
困
る
か
ら
「
早
く
来
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
あ
ま
り
気
に
し

な
い
で
「
引
き
あ
げ
ち
ゃ
え
よ
」
と
よ
く
言
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
て
い
る
人

は
な
か
な
か
そ
う
い
う
決
心
が
つ
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
引
き
あ
げ
よ
う
」
と
い
う
気
に
は
な
か
な
か
な
れ
な
い
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で
す
よ
ね
。

菅
原
　
引
き
あ
げ
て
し
ま
っ
た
ら
終
わ
り
だ
と
い
う
感
じ
が
あ
る
し
、
事
実
、
そ

う
い
う
場
合
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
デ
ィ
テ
ー
ル
設
計
［
施
工
の
詳
細
設
計

の
こ
と
］
な
ど
を
や
っ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
っ
た
ら
、
滞
在
期
間
が
長
い

の
で
契
約
を
切
る
こ
と
が
少
な
い
わ
け
で
す
が
、
J
A
R
T
S
み
た
い
に
P
M
S

だ
け
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
す
と
、
次
の
契
約
が
な
か
な
か
取
れ

な
い
と
い
う
よ
う
な
時
は
判
断
に
困
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
契
約
す
る
時
は
、
J
A
R
T
S
と
相
手
の
P
M
G
と
の
や
り
取
り
だ
け
で

済
む
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
契
約
の
相
手
は
、
P
M
G
の
上
に
あ
る
陸
運
総
局
で
す
。

武
田
　
他
の
国
か
ら
の
働
き
か
け
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
お
そ
ら
く
円
借
款
だ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
円
借
款
で
日
本
と
の
場
合
に
は

競
争
が
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
逆
に
円
借
款
を
出
す
時
の
条
件
に
、
そ
れ
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
円
借
款
の
条
件
の
中
に
当
然
入
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
重
慶
の
時

も
そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
二
百
七
十
億
円
の
円
借
款
の
中
に
車
輌
が

何
億
円
、
信
号
が
何
億
円
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
い
く
ら
と
い
う
、
そ
う
い
う

こ
と
で
契
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
「
タ
イ
ド

（
江
①
傷
ひ
も
付
き
、
援
助
資
金
拠
出
国
の
業
者
・
資
機
材
を
使
う
こ
と
を
条
件
と

す
る
）
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
今
は
、
た
と
え
ば
中
国
の
場
合
だ
っ
た
ら
常
に
タ

イ
ド
と
い
う
の
は
な
く
て
「
オ
ー
プ
ン
（
ア
ン
タ
イ
ド
詔
昌
江
Φ
阜
、
ひ
も
な
し
）
」

で
三
社
を
比
較
す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。
（
タ
イ
ド
で
あ
っ
て
も
）
や
は
り
競

争
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
競
争
を
や
っ
て
も
、
重
慶
な
ど
の
場
合
だ
と
J
A

R
T
S
は
F
／
S
の
時
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
る
し
、
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
と

い
う
の
で
他
が
降
り
て
し
ま
う
と
か
で
、
そ
う
い
う
競
争
者
が
出
て
こ
な
い
ん
で

す
よ
。
む
し
ろ
「
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
」
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
が
。
競
争
し
て

も
勝
ち
目
が
な
い
わ
け
で
す
、
だ
か
ら
出
て
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

武
田
　
こ
の
資
料
は
森
さ
ん
が
国
際
協
力
銀
行
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
て
作
っ
た

も
の
で
す
ね
。
こ
れ
を
見
る
と
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
部
分
的
に
は
「
ア

ン
タ
イ
ド
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

森
　
国
際
協
力
銀
行
が
イ
ン
タ
：
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
る
情
報
は
、
承
認
さ
れ

た
円
借
款
案
件
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
条
件
か
と
い
う
こ
と
だ
け
な
ん
で
す
。
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
分
の
総
括
の
条
件
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
J
A
R
T
S
に
発
注

し
た
部
分
だ
け
で
は
な
く
て
、
設
計
の
ほ
う
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
テ
イ
ン
グ
も
含
め

て
、
そ
の
案
件
の
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
テ
イ
ン
グ
部
分
」
と
い
う
も
の
が
総
括
と
し

て
ど
う
い
う
ふ
う
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
「
部
分
ア
ン
タ

イ
ド
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

菅
原
　
　
二
君
ア
ン
タ
イ
ド
」
と
い
う
の
は
完
全
に
オ
ー
プ
ン
。
本
体
部
分
［
土

木
、
建
設
、
据
付
な
ど
の
実
際
の
作
業
部
分
］
は
大
体
そ
う
で
す
ね
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
部
分
は
、
や
っ
ぱ
り
タ
イ
ド
で
す
ね
。

武
田
　
一
部
分
、
ど
こ
か
と
一
緒
に
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

森
別
の
資
料
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。
先
生
が
係
わ
ら
れ
た
も
の
で

な
い
か
と
思
う
も
の
で
は
、
「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
圏
鉄
道
近
代
化
事
業
フ
ェ
ー
ズ
4
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
の
「
フ
ェ
ー
ズ
3
」
は
車
輌
な
ど
の
納
品
が
内
容
で
す
し
、

案
件
毎
に
円
借
款
の
性
質
が
か
な
り
ち
が
う
の
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
の

も
～
概
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
多

分
、
一
般
タ
イ
ド
に
な
る
時
と
部
分
ア
ン
タ
イ
ド
［
日
本
お
よ
開
発
途
上
国
に
限

定
し
た
業
者
・
資
機
材
を
使
う
条
件
の
こ
と
］
に
な
る
時
と
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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武
田
　
菅
原
先
生
の
ご
記
憶
だ
と
、
ま
あ
と
に
か
く
安
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
P
M
S
の
契
約
を
競
争
で
や
っ
た
と
い
う
よ
う
な
感
じ
は

な
い
で
す
ね
。

く
■
「
、
、
鞠
、
隔
、
廟
、
馳
、
亀
、
唾
、
亀
＼
亀
＼
隔
＼
陶
、
陶
、
亀
、
軸
、
亀
、
口
、
口
、
亀
、
麹
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
＼
隔
♪
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π
　
J
A
R
T
S
と
J
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T
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E
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計
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係
わ
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方
　
　
　
π
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ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
噂
、
剛
、
陶
、
剛
、
亀
、
亀
、
廟
、
馳
、
馳
、
麹
、
麹
、
唾
、
唾
＼
亀
、
剛
、
陶
、
隔
、
亀
、
剛
、
亀
、
馳
、
軸
＼
」
■
■
－

森
松
本
豊
彦
（
と
よ
ひ
ご
）
さ
ん
と
い
う
方
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
え
え
、
存
じ
て
い
ま
す
。

森
わ
れ
わ
れ
は
中
村
先
生
の
関
係
で
、
そ
の
方
の
資
料
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
方
が
一
九
人
二
年
か
ら
人
四
年
ぐ
ら
い
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
行
か
れ
た
時
の
資

料
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
J
A
R
T
S
が
、
か
な
り
前
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
首

都
圏
鉄
道
建
設
に
係
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
J
A

R
T
S
が
相
当
前
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
で
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
「
P
M
S
」
と
い
う
仕
事

が
出
て
き
た
時
に
随
意
契
約
に
指
名
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
P
M
S
の
前
に
（
交
通
網
整
備
）
全
体
の
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
作
り
の
J

I
C
A
の
F
／
S
が
あ
っ
た
ん
で
す
［
一
九
人
○
年
度
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
圏
の
鉄
道

網
の
総
合
的
な
近
代
化
計
画
に
つ
い
て
二
〇
〇
〇
年
を
目
標
と
し
た
計
画
を
作

成
］
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ヘ
ッ
ド
は
J
A
R
T
S
で
や
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
F

／
S
の
段
階
か
ら
J
A
R
T
S
が
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
や
っ
ぱ
り
J
I
C
A
派
遣
の
長
期
専
門
家
が
向
こ
う

の
政
府
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
も
運
輸
・
通

信
省
の
中
に
も
四
人
ぐ
ら
い
居
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
国
鉄
に
は
一
人
し
か
い
な
く

て
バ
ン
ド
ン
の
ほ
う
に
駐
在
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
他
の
と
こ
ろ
が
ら
見
る

と
、
専
門
家
の
数
は
少
し
贅
沢
過
ぎ
る
な
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
各
種
の
施
策
を

提
案
す
る
時
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

森
　
こ
の
運
輸
・
通
信
省
に
四
名
ぐ
ら
い
派
遣
さ
れ
て
い
た
専
門
家
は
J
I
C
A

の
お
金
で
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
J
A
R
T
S
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
す
か
。

菅
原
　
J
A
R
T
S
の
人
は
長
期
専
門
家
で
行
く
の
は
非
常
に
ま
れ
で
す
。
む
し

ろ
、
建
設
公
団
と
か
J
R
の
人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
ど
も
が
P
M

S
で
行
っ
て
い
る
頃
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
運
輸
・
通
信
省
で
そ
う
い
う
人
が
い

ま
し
た
。
専
門
家
と
い
う
の
は
当
時
は
O
D
A
の
予
算
も
十
分
で
あ
っ
た
と
み
え

て
、
非
常
に
条
件
が
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
外
交
官
の
よ
う
な
待
遇
で
家
が
あ
っ
た

り
、
皆
運
転
手
を
使
っ
た
り
、
門
番
一
人
と
か
雇
っ
て
い
る
の
に
、
J
A
R
T
S

の
駐
在
員
事
務
所
は
大
分
条
件
が
悪
く
、
不
満
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
の
で
す
が
ね
。

と
に
か
く
長
期
専
門
家
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
条
件
が
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
前
に
も
お
話
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
任
期
は
一
般
的
に
二

年
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
年
延
長
し
た
い
と
い
う
人
も
か
な
り
い
ま
し
た
。

《
■
■
「
、
亀
、
唾
＼
瞳
＼
晴
、
剛
＼
亀
、
馳
、
簡
、
麹
、
亀
、
唾
＼
晴
＼
陶
、
馳
、
亀
、
輌
、
鞠
、
亀
、
唾
、
隔
、
唾
、
唾
、
廼
，
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π

亀
、
剛
、
馳
、
唾
、
陶
、
陶
、
軸
＼
亀
、
馳
、
亀
、
亀
＼
唾
＼
隔
＼
亀
、
口
、
馳
、
亀
、
趣
、
亀
、
隔
、
剛
、
剛
、
陶
、
亀

武
田
　
先
生
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
お
仕
事
を
さ
れ
る
時
に
は
、
他
の
長
期
専
門
家

の
方
と
は
当
然
接
触
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
日
常
的
に
は
国
鉄
の
ほ
う
も
、
運
輸

省
の
ほ
う
も
。
結
構
役
に
立
つ
も
の
で
す
か
。
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菅
原
　
こ
れ
は
国
に
よ
り
け
り
で
す
ね
。
タ
イ
国
の
場
合
で
す
と
、
総
裁
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
長
期
専
門
家
が
い
て
そ
の
人
た
ち
が
一
生
懸
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ

て
く
れ
る
。
た
と
え
ば
空
港
ま
で
行
く
ア
ク
セ
ス
の
鉄
道
を
提
案
し
た
ら
い
い
よ
、

と
い
う
こ
と
を
進
言
し
た
り
し
て
く
れ
る
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
鉄
道
か
ら
上
に

あ
げ
て
、
「
日
本
で
O
E
C
F
の
お
金
（
円
借
款
）
を
つ
け
て
く
れ
」
と
か
と
い
う

ふ
う
な
話
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
長
期
専
門
家
と
い
う
の
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ド
で
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
人
に
も
よ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
営
業
的
な
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
人
と
い
う
の
は
、

や
っ
ぱ
り
日
本
で
営
業
を
や
っ
て
い
る
人
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
も
そ
う
い
う
人
は

あ
ま
り
長
期
専
門
家
に
採
用
さ
れ
な
い
で
す
し
、
鉄
道
（
建
設
）
公
団
の
人
は
、

建
設
の
こ
と
は
詳
し
い
が
営
業
の
こ
と
は
あ
ま
り
経
験
が
な
い
。
そ
れ
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
作
り
の
得
意
な
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
ま
す
よ
ね
。
「
運
転
の
方
式
を

こ
う
や
っ
た
ら
い
い
よ
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
人
は
い
て
も
、
「
こ
う
い

う
改
良
を
し
た
ら
い
い
よ
」
と
い
う
ふ
う
に
言
う
人
た
ち
は
、
日
本
で
も
そ
ん
な

に
い
な
い
で
す
か
ら
。
外
国
に
行
っ
て
い
る
経
験
が
あ
る
か
ら
そ
れ
が
出
来
る
と

い
う
わ
け
で
も
な
い
し
。
ま
あ
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
い
い
提
言
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

も
タ
イ
国
も
、
現
地
に
お
ら
れ
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
居
ら
れ
ま
す
。

武
田
　
P
M
S
の
場
合
は
、
長
期
専
門
家
と
も
接
触
は
あ
る
け
れ
ど
も
基
本
的
に

は
J
A
R
T
S
と
向
こ
う
の
P
M
G
と
の
直
接
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。

商
、
亀
、
曝
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亀
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亀
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疑
、
亀
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喚
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
噴
、
陶
、
噛
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
簡
、
陶
、
唾
、
馳
、
陶
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
疑
、
亀

森
　
先
生
の
参
加
さ
れ
た
P
M
S
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
円
借
款
で
す
よ
ね
。
「
ジ

ャ
カ
ル
タ
大
都
市
圏
鉄
道
整
備
計
画
」
と
い
う
の
は
、
1
先
ほ
ど
F
／
S
は
J

I
C
A
の
ほ
う
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
つ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど

一
、
J
I
C
A
と
O
E
C
F
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
出
来
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
J
I
C
A
と
O
E
C
F
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
連
携
は
う
ま
く
い
っ
た
例
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
結
局
、
J
I
C
A
で
作
成
し
た
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
、

向
こ
う
の
国
が
「
そ
の
と
お
り
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
国
の
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン

に
し
ま
す
よ
ね
。
向
こ
う
の
政
府
か
ら
今
度
は
「
こ
の
線
の
電
化
を
や
る
か
ら
円

借
款
を
つ
け
て
く
れ
」
と
き
ま
す
よ
ね
。
O
E
C
F
が
今
度
は
お
金
を
貸
す
立
場

で
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
（
⇔
b
鴇
巴
の
巴
　
審
査
）
を
す
る
わ
け
で
す
。
基
本
的
に
は
F
／

S
が
あ
っ
て
、
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
が
あ
っ
て
、
円
借
款
契
約
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

承
諾
）
に
な
る
。
F
／
S
の
時
に
は
本
当
に
仕
事
に
な
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な

い
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
は
無
償
で
や
っ
て
あ
げ
る
。
そ
の
中
か
ら
こ
れ
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
も
の
が
提
案
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
今

度
は
そ
の
と
お
り
か
ど
う
か
を
承
認
を
し
て
お
金
を
貸
す
。
そ
れ
が
「
ア
プ
レ
イ

ザ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
す
よ
ね
。
結
局
そ
れ
で
J
A
B
O
T
A
B
E
K
も
東
線

の
電
化
・
複
線
化
、
西
線
の
電
化
・
複
線
化
が
ず
っ
と
進
ん
で
き
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
い
ち
ば
ん
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ほ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
他
の
国
で
は
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J
I
C
A
の
調
査
だ
け
し
て
、
結
局
、
円
借
款
が
つ
か
な
い
で
終
わ
っ
た
と
い
う

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
、
J
I
C
A
の
F
／
S
が
な
く
て
い
き
な
り
O
E
C
F
の
調
査
で
円
借
款

が
動
い
て
い
る
と
い
う
案
件
の
ほ
う
が
数
が
多
い
み
た
い
で
す
ね
。
理
想
的
な
の

は
、
や
っ
ぱ
り
J
I
C
A
が
F
／
S
を
や
っ
て
国
の
施
策
に
決
め
て
、
そ
れ
か
ら

円
借
款
の
た
め
の
O
E
C
F
の
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
が
あ
っ
て
出
て
い
く
と
い
う
ひ
と

つ
の
流
れ
が
い
ち
ば
ん
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
い

で
、
「
も
う
こ
れ
は
F
／
S
を
や
ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
有
用
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
資
金
が
な
い
か
ら
貸
し

て
く
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
O
E
C
F
が
じ
か
に
「
こ
れ
は
大
丈

夫
だ
」
と
い
う
こ
と
で
円
借
款
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
数
は
多

い
で
す
ね
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
お
金
と
し
て
は
日
本
の
お
金
が
貸
さ
れ
て
、
使
わ
れ
る
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
人
材
や
技
術
が
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
全

く
未
知
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
戦
後
復
旧
の
頃
は
、
も
う
皆
タ
イ
ド
で
し
た
。

日
本
は
、
金
を
貸
し
て
は
日
本
の
業
者
が
み
ん
な
持
っ
て
行
く
と
い
う
の
で
、
開

発
途
上
国
も
不
満
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
他
の
国
が
や
っ
ぱ
り
不
満

で
評
判
が
悪
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
結
局
ア
ン
タ
イ
ド
に
だ
ん
だ
ん
な
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
外
国
へ
の
配
慮
か
ら
で
す
が
。
だ
け
ど
ア
ン
タ
イ
ド
に
な
っ

て
く
る
と
、
日
本
の
税
金
も
入
っ
て
い
る
円
借
款
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
他

の
国
の
企
業
が
み
ん
な
請
け
負
っ
て
し
ま
う
の
で
は
「
日
本
の
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ

ア
（
納
税
者
）
に
対
し
て
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
反
論
が
逆
に
今
出
て

い
る
。
特
に
経
済
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

今
で
も
日
本
の
特
有
の
技
術
を
使
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
に
は
、
円
借

款
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
な
ど
で
も
、
三
割
以
上
日
本
の
も
の
が
タ
イ

ド
で
使
え
え
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
ば
円
借
款
を
つ
け
ま
し
ょ
う
と
い
う

「
ス
テ
ッ
プ
方
式
」
と
い
う
の
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
向
こ
う
が
そ
う
い
う

ふ
う
に
申
請
し
て
く
れ
れ
ば
通
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
も
出
来

て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
で
な
い
と
、

日
本
の
税
金
を
払
っ
て
い
る
人
は
不
満
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
先
生
は
現
場
で
い
ろ
い
ろ
な
技
術
協
力
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
う

い
う
O
D
A
の
流
れ
i
批
判
や
そ
の
形
が
変
わ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
一
、
そ

う
い
う
も
の
は
だ
い
ぶ
影
響
を
受
け
る
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
、
も
ち
ろ
ん
競
争
だ
か
ら
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す

し
、
む
し
ろ
そ
こ
に
出
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
業
界
か
ら
苦
情
が
た
く
さ
ん
出
る
。

そ
れ
と
同
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
探
す
意
欲
が
、
特
に
商
社
が
熱
心
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
金
だ
け
使
わ
れ
て
、
他
の
人
に
仕
事

を
取
ら
れ
た
の
で
は
、
商
社
は
一
文
に
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
日
本

が
金
を
貸
し
た
以
上
は
、
何
か
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
全
部
取
っ

て
し
ま
う
と
い
う
の
は
悪
い
け
れ
ど
、
三
割
で
も
五
割
で
も
日
本
の
品
物
が
輸
出

出
来
る
の
で
な
く
て
は
た
し
か
に
お
か
し
い
で
す
ね
。
今
は
日
本
の
中
だ
っ
て
苦

し
い
ん
で
す
か
ら
。

中
村
　
三
％
の
金
利
で
出
す
わ
け
で
す
か
ら
タ
ダ
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
本
当
に
ま
ち
が
い
な
い
、
実
感
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
実
感
で
す
よ
。
前
は
、
そ
う
い
う
J
I
C
A
派
遣
の
長
期
専
門
家
も
、
新

規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
探
し
て
く
れ
た
り
、
大
使
館
に
出
向
さ
れ
て
い
る
方
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
作
る
の
に
努
力
し
て
く
れ
で
い
た
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
商
社
が

い
ち
ば
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
F
／
S
も
作
り
出
し
て
く
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れ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
今
、
F
／
S
だ
け
を
作
っ
た
っ
て
商
社
は
　
文
に
も
な
ら

な
い
。
調
査
団
が
来
た
時
に
い
ろ
い
ろ
応
援
す
る
ぐ
ら
い
の
出
費
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
仕
事
に
な
ら
な
き
や
な
ら
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
立
し
て
も
円
借
款

に
な
っ
て
も
、
日
本
か
ら
輸
出
す
る
も
の
が
な
い
の
で
は
全
然
収
入
が
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
商
社
と
し
て
も
「
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ
ま
り
や
る
な
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

奄
、
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、
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、
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、
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旨

軸
、
L
■
■
「
、
唾
、
亀
、
亀
＼
亀
、
陶
、
陶
、
陶
＼
亀
、
陶
、
剛
、
陶
、
廟
、
亀
、
舳
＼
亀
、
鞠
、
唾
、
唾
＼
陶
、
亀
、
剛
、
亀

森
　
お
手
元
に
あ
る
資
料
の
中
で
、
九
八
年
ぐ
ら
い
の
資
料
を
見
ま
す
と
［
地
図

参
照
］
、
J
A
B
O
T
A
B
E
K
地
区
の
鉄
道
整
備
の
と
こ
ろ
で
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
線

で
す
と
か
ム
ラ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
が
電
化
や
信
号
の
自
動
化
を
や
っ
て
い
る
と
あ
り

ま
す
が
、
菅
原
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
つ
た
時
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
鉄
道
整
備
事
業
に

も
加
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
う
か
ら
も
ず
い
ぶ
ん
「
俺
た
ち
も
入
れ
て
く
れ
」
と
い
う

陳
情
的
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
こ
の
五
線
の
と
こ
ろ
は
「
い
い
よ
」
と

い
う
ふ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
セ
ル
ポ
ン
線
と
タ
ン
ゲ
ラ
ン
線
は
フ
ラ
ン
ス
が

か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
も
っ
と
入
り
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
上
は
駄
目
で
環
状
線
か
ら
中
は
全
部
日
本
が
や
る
と
い
う
。
そ
う
い
う
意

味
で
「
フ
ラ
ン
ス
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
暗
線
と
西
線
の
信
号
な
ど
は
、
ド
イ
ツ
の
信
号
も
入
っ
て
い
る
。
ド

イ
ツ
の
こ
と
が
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
一
下
請
け
で
入
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

す
か
ね
。
計
画
か
ら
入
っ
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
線
で
、
特
に
セ
ル
ポ
ン
線
で
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す
。
タ
ン
ゲ
ラ
ン
線
で
は
そ
ん
な
に
入
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
。
セ
ル
ポ
ン

線
は
非
常
に
熱
心
に
「
入
れ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
入
れ
て
や
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
ね
。

森
　
菅
原
さ
ん
の
な
さ
っ
た
こ
の
P
M
S
は
、
全
体
的
な
鉄
道
整
備
計
画
を
指
揮

し
て
い
る
P
M
G
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本
以
外

の
国
の
技
術
協
力
が
部
分
的
に
入
っ
て
い
る
と
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
・
仕
方
や
難

し
さ
は
、
日
本
の
業
者
だ
け
が
や
っ
て
い
る
の
と
は
ち
が
う
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
メ
イ
ン
の
と
こ
ろ
で
他
国
の
業
者
や
技
術
協
力
が
入
っ
て
く
る
と
、
や
っ

ぱ
り
そ
れ
ぞ
れ
技
術
が
ち
が
う
か
ら
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
い
っ
て
排
除
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
枝
線
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
で
止
ま
り
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
は
入
れ
て
あ
げ
た
と
思
う
の
で
す
が
。
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武
田
　
そ
う
い
う
「
入
れ
る
」
「
入
れ
な
い
」
と
い
う
判
断
は
ど
こ
が
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
政
府
の
力
を
使
っ
た
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

相
当
熱
心
に
や
っ
て
き
た
ら
し
い
し
・
：
。
「
枝
だ
け
で
い
い
」
と
向
こ
う
も
「
何

と
か
入
れ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
入
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

た
だ
環
状
線
の
ほ
う
も
、
ジ
ー
メ
ン
ス
の
信
号
が
入
っ
て
い
る
と
か
が
あ
っ
て
、

下
請
け
の
品
物
に
つ
い
て
は
ジ
ー
メ
ン
ス
か
ら
買
っ
た
り
し
た
も
の
が
入
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
仕
様
は
日
本
の
仕
様
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
で
な

い
と
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
ら
。

《
■
■
「
、
馳
、
趣
、
唾
、
亀
、
鞠
、
陶
、
亀
＼
亀
、
亀
、
馳
、
陶
、
亀
＼
疑
、
難
、
職
、
喚
＼
亀
、
軸
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
口
♪

冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
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ノ
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躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
　
そ
の
後
の
J
A
B
O
T
A
B
E
K
圏
の
交
通
網
整
備
の
状
況
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
唾
、
噴
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
麹
、
麹
＼
亀
、
」
■
■
「
、
唾
＼
畦
、
唾
、
喚
、
陶
、
陶
、
簡
、
亀
、
亀
、
亀

菅
原
　
こ
の
図
の
カ
ン
ポ
ン
バ
ン
ダ
ン
だ
と
、
ち
ゃ
ん
と
環
状
線
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
ね
。
こ
れ
で
半
環
状
運
行
が
出
来
る
。
中
央
線
の
先
の
ほ
う
、
ボ
ゴ
ー
ル

の
ほ
う
に
行
く
と
こ
ろ
は
住
宅
開
発
な
ど
も
か
な
り
出
来
て
、
利
用
者
も
大
分
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
マ
ン
ガ
ラ
イ
か
ら
コ
タ
（
国
。
♂
）
ま
で
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
高
架
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
こ
に
大
き
な
国
道
と
の
交
差
が
あ
り
ま
し

て
、
非
常
に
交
通
を
阻
害
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
高
架
に
な
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
都
市
の
交
通
が
良
く
な
っ
た
と
。
高
架
橋
と
い
う
の
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
非
常
に
い
い
印
象
で
し
た
ね
。

　
こ
の
図
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
：
・
、
あ
あ
、
も
う
一
つ
の
図
に
タ
ム
リ

ン
・
ス
デ
イ
ル
マ
ン
通
り
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
［
地
図
参
照
］
。

武
田
　
コ
タ
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

地・繊纏R・r）及びトリプルデツか・一の搬騰線

一一’一　／／’　g／k．，rr“k　’｝”一”t’S‘

㌶・，㌻グ葡

。旗，7鯉1＼L警
壱一’乱延へ

一ぐ幽

　露場囲
曝一`議躯躯

・lll喋鴬一輸誰／

菅
原
　
こ
こ
が
い
ち
ば
ん
混
む
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。

森
太
い
線
で
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

菅
原
　
官
庁
、
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
。
日
本
の
デ
パ
ー
ト
も
出
て
い
ま
す
し
、
そ

れ
か
ら
ホ
テ
ル
が
ず
っ
と
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
バ
ン
コ
ク
の
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通

り
な
ど
に
比
べ
た
ら
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
道
路
の
混
む
と
こ
ろ

の
ひ
と
つ
の
見
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
地
下
鉄
を
作
ろ
う
と
か
、
い
ろ
ん

な
案
を
持
っ
て
く
る
人
が
い
ま
す
。
私
が
い
た
頃
に
も
こ
の
地
下
鉄
を
や
ろ
う
と

い
う
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
何
か
と
い
ろ
い
ろ
協
議
が
あ
り
ま

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
皆
地
下
鉄
を
作
っ
て
も
と
て
も
ペ
イ
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
の
調
査
を
含
め
て
こ
の
通
り
を
ど
う
し
ょ
う
か
と
い
う
よ

う
な
話
ぐ
ら
い
に
は
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
か
軌
道
系
の
交
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通
機
関
が
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
れ
だ
け
の
大
都
市
で
、
し
か
も
メ
イ
ン
通
り
に
今

何
も
軌
道
系
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

　
「
ト
リ
プ
ル
デ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
の
は
三
階
建
て
の
何
か
を
作
る
と
い
う
わ
け

で
す
ね
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
行
く
と
、
あ
る
要
人
が
「
こ
う
い
う
案
を
持
っ
て

き
た
」
と
か
で
、
話
が
ま
と
も
に
進
ま
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
真
面
目
に
F
／
S
を

や
っ
て
、
一
番
適
切
な
も
の
を
採
用
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
話
で
は
な
く
て
、
「
私

の
何
々
を
こ
こ
に
通
し
た
い
」
と
か
で
、
こ
れ
か
ら
も
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
の
が
出
て
く
る
と
、
計
画
を
立
て
る
ほ
う
か
ら
す
れ

ば
た
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
聞
か
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
。

菅
原
　
ま
あ
し
ば
ら
く
、
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
る
ま
で
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

　
こ
の
図
で
い
く
と
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
線
か
ら
ず
っ
と
中
へ
入
っ
て
来
て
東
西
を
貫

通
す
る
よ
う
な
も
の
が
欲
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
う
ち
に
も
っ
と
発
展
し
て
く

れ
ば
、
こ
れ
は
全
部
地
下
に
し
て
ク
マ
ヨ
ラ
ン
の
ほ
う
に
抜
け
る
と
い
う
。
こ
う

い
う
の
が
出
来
る
と
か
な
り
い
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
そ
う
い
う
よ
う
な
計
画
を
是
非
や
る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
場
合

は
、
ど
う
い
う
形
で
提
案
し
て
い
く
ん
で
す
か
。

菅
原
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
提
案
し
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
運
輸
省
な
ど
に
出
て
い
る
長
期
専
門
家
と
か
、
あ
る
い
は
大
使
館
付
き
の

専
門
的
な
人
が
運
輸
省
に
行
っ
て
い
れ
ば
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
人
が
思
い
つ
き
で
言
う
の
で
は
な
く
て
、
具
体
的
な
案
に
し
て
持
っ
て
行
っ

て
、
そ
れ
を
大
統
領
と
か
に
届
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
結
局
、

F
／
S
に
持
っ
て
き
て
も
ら
う
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
わ
け
で
、
そ
う
な
っ
て
く
る

と
だ
ん
だ
ん
と
先
へ
進
む
の
で
す
が
。
日
本
の
国
際
経
済
協
力
は
、
あ
く
ま
で
要

請
主
義
で
す
か
ら
、
相
手
方
の
政
府
か
ら
要
請
が
出
て
は
じ
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

武
田
　
動
き
は
じ
め
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
儲
け
本
位
の
人
が
「
私
の
案
だ
」
と
い
う
わ
け
で
線
を
描
い
て
し
ま
う
と
、

O
D
A
の
ほ
う
が
今
度
は
手
を
つ
け
に
く
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
場
所
が
な
い
か
ら
ト
リ
プ
ル
デ
ッ
カ
ー
か
…
…
。
た
だ
ト
リ
プ
ル
デ
ッ
カ
ー
は

い
い
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
街
に
降
り
る
の
で
す
か
ね
。
通
過
す
る
だ
け
な
ら

い
い
で
す
け
れ
ど
。

武
田
　
「
ト
リ
プ
ル
デ
ッ
カ
i
」
と
は
何
で
し
ょ
う
。

森
資
料
を
見
る
と
、
こ
の
場
合
は
軽
量
鉄
道
、
L
R
T
が
ひ
と
つ
、
そ
れ
か
ら

高
速
道
路
、
普
通
道
路
の
三
つ
で
す
ね
。
鉄
道
と
し
て
は
軽
量
鉄
道
で
す
ね
。

武
田
　
こ
の
案
は
、
菅
原
先
生
は
全
く
知
ら
な
い
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
ト
リ
プ
ル
デ
ッ
カ
ー
の
話
は
、
前
か
ら
こ
れ
に
近
い
も
の
は
あ
る
の
で
す
。

M
R
T
（
地
下
鉄
）
の
ほ
う
は
か
な
り
具
体
的
に
調
査
を
や
っ
て
も
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
一
緒
に
や
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
し
。
．
今
度
、
円
借

款
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
結
局
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
鉄
道
は
オ
ラ
ン
ダ
が
作
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
あ
ま

り
使
わ
れ
な
い
で
い
た
の
で
「
鉄
道
に
乗
る
人
は
野
菜
を
売
り
に
行
く
人
だ
」
と

い
わ
れ
て
い
た
。
い
ち
ば
ん
最
初
に
P
M
S
で
行
っ
た
時
は
、
ま
さ
に
野
菜
を
い

つ
ば
い
籠
に
詰
め
た
人
が
行
商
に
使
っ
て
い
る
の
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
そ
ん
な

も
の
に
乗
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
と
日

本
の
場
合
は
首
都
圏
の
端
の
方
に
住
宅
が
あ
っ
て
、
オ
フ
ィ
ス
が
都
市
の
中
心
部

に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
の
が
鉄
道
だ
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
都

市
構
造
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
通
勤
用
に
鉄
道
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
け
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れ
ど
、
ま
だ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。
官
庁
な
ど
に
通
う
偉
い
人
は
車

で
来
る
の
で
、
あ
ま
り
鉄
道
は
使
わ
な
い
。
そ
れ
か
ら
日
本
の
山
手
線
み
た
い
に

新
宿
や
池
袋
や
渋
谷
な
ど
の
集
客
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
く
れ
ば
、
こ
の
環
状
線
に

も
皆
乗
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
今
は
ま
だ
経
済
発
展
が
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

－
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
喚
、
唾
、
唾
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
麹
、
馳
「
、
唾
、
唾
、
喚
♪

置
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ノ

置
　
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
係
わ
る
　
　
　
　
眉

ノ
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
亀
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
i
擢

武
田
　
先
生
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
係
わ
ら
れ
た
時
に
は
、
ま
だ
ス
ハ
ル
ト
政
権
の

頃
で
し
ょ
う
か
。
大
暴
動
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

菅
原
　
そ
れ
は
も
う
終
わ
っ
た
後
で
す
ね
。

武
田
　
で
は
こ
の
数
年
間
、
P
M
S
－
1
、
P
M
S
一
■
、
P
M
S
l
皿
と
割
と

安
定
し
て
仕
事
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
間
は
、
こ
れ
は
私
ど
も
の
協
会
で
は
な
い
の
で
す
が
、

協
会
と
そ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
名
前
と
同
じ
名
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
「
日
本
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
る
協
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
人
た
ち
は
非
常
に
活
発
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
い
学
生
を
日
本
に
送
り

出
す
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
こ
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
P

M
S
と
別
人
格
で
そ
ち
ら
の
会
議
に
時
々
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
単
に
鉄
道
だ
け

で
は
な
く
て
、
道
路
も
あ
れ
ば
産
業
構
造
、
新
し
い
産
業
都
市
や
学
園
都
市
を
作

る
と
か
、
そ
れ
を
一
緒
に
見
て
回
る
と
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
大
来
佐
武
郎
（
お
お
き
た
さ
ぶ
ろ
う
）
さ
ん
が
外
務
大
臣
で
向
こ
う
の
人
と

非
常
に
親
し
く
や
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
流
れ
の
協
会
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

経
済
に
詳
し
い
日
本
の
学
者
も
い
た
り
し
て
、
最
近
の
状
況
の
報
告
を
聞
い
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
向
こ
う
に
ハ
ビ
ビ
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
ん
で
す
。
私
が
い
た
頃
は
科
学
技
術

大
臣
に
な
る
前
ぐ
ら
い
の
時
で
し
ょ
う
か
。
も
の
す
ご
く
秀
才
で
、
そ
の
人
が
向

こ
う
側
の
実
際
の
幹
事
長
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
が
。

武
田
　
日
本
が
大
来
さ
ん
な
の
で
す
か
。

菅
原
　
大
来
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
衆
議
院
の
林
義
郎
さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
人
脈
の
多
い
協
会
で
し
た
ね
。
そ
の
中
で
も

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
都
市
交
通
の
話
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
に
は
都
市
交
通
部
会
な

ど
を
作
っ
て
勉
強
し
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
世
界
銀
行
と
も
接
点
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
銀
行
で
は
大
体
が
、
鉄

道
は
儲
か
ら
な
い
、
資
金
を
貸
し
て
も
返
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
鉄
道
に
は
も

う
融
資
し
な
い
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
中
に
十
二
、
三
人

ぐ
ら
い
鉄
道
に
関
心
の
あ
る
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
サ
ベ
テ
イ
（
し
。
筈

Φ
江
）
さ
ん
と
い
う
人
が
J
A
R
T
S
に
や
っ
て
き
ま
し
て
、
鉄
道
の
こ
と
で
議
論

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
私
が
日
本
の
運
輸
省

に
も
話
し
て
、
運
輸
省
の
会
議
室
で
日
米
の
合
同
の
「
都
市
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

と
い
う
の
を
開
い
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
私
は
座
長
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
ル
ー
ト
設
定
を
す
る
都
市
交
通
計
画
の
支
援
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
を
作
り
ま
し

て
、
画
面
を
ず
っ
と
な
ぞ
っ
て
い
き
ま
す
と
独
り
で
に
こ
の
ル
ー
ト
で
は
利
用
者

が
ど
の
く
ら
い
出
る
と
か
、
工
事
費
が
い
く
ら
と
か
、
そ
う
い
う
数
字
が
出
る
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
世
銀
の
人
が
喜
び
ま
し
て
、
「
こ
れ
な
ら
あ
ま
り
苦

情
を
言
う
人
は
い
な
い
ね
」
と
か
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
。
そ
ん
な
こ
と
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
っ
て
、
そ
の
後
、
世
銀
の
調
査
団
は
日
本
の
交
通
を
見
て
回

っ
た
り
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
鉄
道
を
都
市
交
通
に
使
う
と
い
う
こ
と
の
シ
ン
パ
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に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ン
コ
ク
の
地
下
鉄
が
い
つ
ま
で
も
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、
最
初
に
世
銀
が

や
っ
て
い
た
か
ら
で
す
ね
。
鉄
道
と
い
う
の
は
一
切
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
と
や
っ
ぱ
り
鉄
道
で
な
く
て
は
駄
目
だ
な
と
い
う
こ
と
が
分
か
つ

て
き
て
、
そ
の
頃
か
ら
地
下
鉄
も
計
画
す
る
と
か
、
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
を
計
画
す

る
と
か
が
出
て
き
ま
し
た
。

武
田
　
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
私
が
J
A
R
T
S
の
理
事
長
に
な
り
た
て
ぐ
ら
い
の
時
で
す
か
。

森
　
今
ま
で
い
た
だ
い
た
中
に
は
ち
ょ
っ
と
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
。

菅
原
　
そ
の
縁
が
あ
っ
て
、
サ
ベ
テ
イ
さ
ん
が
今
度
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
世
銀
の
駐

在
代
表
に
来
て
い
ま
し
て
。
私
は
ま
だ
P
M
S
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、

そ
う
い
う
縁
で
倉
本
に
世
銀
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
契

約
を
し
て
、
「
鉄
道
と
住
宅
開
発
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う
な
案
を
作
っ
て
く
れ
」
と

い
う
わ
け
で
、
田
園
都
市
線
な
ど
日
本
に
も
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
一

つ
の
案
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
世
銀
の
調
査
と
い
う
の
が
こ
れ
で
す
。

森
い
ま
ま
で
頂
い
て
い
た
資
料
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
項
目
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
で
す
ね
。
こ
の
資
料
に
あ
る
二
体
化
調
査
」
は
、
先
日
お
話
し
い
た
だ

い
た
バ
ン
コ
ク
で
の
事
業
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
世
銀
の
調
査
と
い
う
の
を
ど
こ
か
に
入
れ
ま
す
よ
。
今

度
調
べ
て
き
ま
す
。

武
田
　
先
ほ
ど
名
前
が
出
て
き
た
大
来
さ
ん
は
、
き
ょ
う
お
話
し
い
た
だ
い
た
頃

は
ご
存
命
、
ご
健
在
で
す
か
。

菅
原
　
大
来
さ
ん
は
か
な
り
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
で
は
大
来

さ
ん
が
会
長
で
、
向
こ
う
は
ハ
ビ
ビ
さ
ん
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。
大
来
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
林
さ
ん
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
林
さ
ん
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は

ま
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
パ
ー
テ
ィ
の
時
な
ど
奥
さ
ん
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
服
を

着
て
出
て
来
ら
れ
た
り
、
非
常
に
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

武
田
　
先
生
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
は
ま
っ
た
ほ
う
で
す
か
。

菅
原
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
割
に
好
き
な
ほ
う
だ
っ
た
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
雨
期
の

時
は
涼
し
い
ぐ
ら
い
で
。
気
候
的
に
言
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ほ
う
が
バ
ン
コ
ク

よ
り
楽
で
し
ょ
う
ね
。

森
　
P
M
S
i
I
の
時
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
か
な
り
長

く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
行
っ
て
ら

っ
し
ゃ
つ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
長
く
て
も
お
そ
ら
く
二
週
間
と
か
三
週
間
と
か
。
い
ち
ば
ん
最
初
の
P
M

S
l
I
の
時
に
は
、
そ
の
く
ら
い
居
た
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
契

約
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
団
長
が
三
週
間
と
か
。
あ
る
い
は
三
年
の
間
に
最
初

に
三
週
間
来
て
、
途
中
で
二
週
間
を
何
回
と
か
。
ヴ
ィ
ジ
テ
ィ
ン
グ
・
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
の
時
に
は
現
地
で
特
別
に
必
要
な
時
だ
け
行
く
と
い
う
と
い
う
格
好
で
。

武
田
　
そ
れ
は
も
う
契
約
の
時
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
駐
在
が
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
ま
ず
か
ら
。
．
駐
在
の
ほ
う

は
畑
知
良
さ
ん
と
い
う
人
が
ず
っ
と
や
っ
て
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
上
手
な

ん
で
す
ね
。
そ
の
人
だ
と
会
議
に
出
ら
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
普
通
だ
と
と
て
も
会

議
に
出
て
も
何
も
分
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。

武
田
　
先
生
は
、
少
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
も
お
で
き
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
挨
拶
ぐ
ら
い
し
か
出
来
な
く
て
。
覚
え
る
つ
も
り
で
行
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
ね
。

武
田
　
時
間
も
経
過
し
た
の
で
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
と
で
捕
捉
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
次
回
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
。
内
容
で
す
よ
ね
、
同

時
進
行
と
い
う
ん
で
す
か
。
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森
台
湾
の
新
幹
線
の
こ
と
、
重
慶
の
こ
と
も
お
聞
き
し
た
い
と
い
で
す
ね
。

菅
原
　
韓
国
新
幹
線
は
当
初
の
競
争
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
負
け
た
話
で
す
が
、
韓
国

は
そ
の
後
や
っ
ぱ
り
日
本
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
頼
ま
れ
て
調
査
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
理
由
の
話
に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
そ
れ
で
は
、
台
湾
、
重
慶
、
韓
国
。

森
先
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
民
営
化
の
こ
と
を
少
し
伺
い
ま
し
た
が
、
大
体
、

そ
の
辺
り
を
メ
イ
ン
に
お
願
い
し
ま
す
。
問
題
点
の
総
括
な
ど
に
つ
い
て
。

武
田
　
補
足
が
年
明
け
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

菅
原
　
十
一
月
と
十
二
月
で
、
も
う
一
回
、
一
月
が
仕
上
げ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
ち
ょ
っ
と
も
う
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
抜
け
て
い
る
か
と
思
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

タ
イ
は
や
っ
ぱ
り
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
は
F
／
S
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

中
村
　
都
市
内
交
通
で
い
く
と
、
重
慶
と
韓
国
は
だ
い
ぶ
ち
が
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
種
類
は
同
じ
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
相
手
が
も
の
す
ご
く
ち
が
う
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
重
慶
と
い
う
の
は
今
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。
高
速
鉄
道
の
ほ
う
も
動
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
都
市
交
通
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
重
慶
だ
け
で
は
な
く
て
他
の
都
市
で
も
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
る
。
早

く
や
ら
な
い
と
ま
た
自
動
車
が
多
く
な
っ
て
、
環
境
破
壊
に
な
り
ま
す
か
ら
。
多

分
、
中
国
は
ど
ん
ど
ん
や
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
く
ら
い
の
お
金
は
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
。

中
村
　
そ
っ
ち
を
一
緒
に
や
る
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
じ
ゃ
、
く
く
っ
て
み
ま
す
か
。
都
市
交
通
の
話
と
い
う
の
と
、
高
速
鉄
道
、

そ
れ
か
ら
あ
と
は
一
般
の
運
営
、
民
営
化
。
民
営
化
と
い
う
の
は
か
な
り
数
は
多

い
の
で
す
が
、
私
は
あ
ま
り
た
く
さ
ん
は
知
ら
な
い
の
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
だ
け
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
高
速
の
中
に
は
韓
国
、
台
湾
。
中
国
が
ど
う
な
る
か

分
か
ら
な
い
し
、
台
湾
ま
で
で
し
ょ
う
ね
。
民
営
化
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
都
市
交

通
が
バ
ン
コ
ク
と
重
慶
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
あ
と
、
何

か
思
い
つ
い
た
ら
入
れ
ま
す
。

森
次
回
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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亀
、
辱
、
亀
＼
唾
、
陶
、
鞠
、
陶
、
剛
、
亀
、
馳
、
疑
、
難
、
陶
、
陶
、
亀
＼
亀
、
馳
、
麹
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
、
馳
、
麩

武
田
　
で
は
、
き
ょ
う
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
の
お
話
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
　
菅
原
さ
ん
が
J
R
ガ
ゼ
ッ
ト
に
連
載
さ
れ
た
『
海
外
鉄
道
事
情
』
の
中
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

菅
原
　
こ
れ
は
、
そ
の
時
点
［
一
九
九
三
～
九
四
年
］
の
も
の
で
す
か
ら
今
と
状

況
が
少
し
ち
が
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、
ま
ず
バ
ン
コ
ク
の
都
市
交
通
の
事
情
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
当
時
バ
ン
コ
ク
市
は
人
口
が
七
〇
〇
万
人
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
五
〇
〇
万
人
ぐ
ら
い
は
周
辺
も
含
め
て
人
口
が
増
え

て
く
る
可
能
性
が
あ
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
。
今
、
地
下
鉄
と
か
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン

が
出
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て
道
路
は
非
常
に
混
雑
し
て
い
ま
す
。
バ

ン
コ
ク
の
市
街
地
の
道
路
混
雑
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト

（
の
‘
窪
g
§
丘
辟
）
と
い
う
有
名
な
通
り
で
す
が
、
朝
晩
渋
滞
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

平
均
時
速
が
二
㎞
／
h
と
か
三
㎞
／
h
に
な
り
、
途
中
で
車
か
ら
降
り
て
歩
い
た

ほ
う
が
早
い
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
て
、
い
ち
ば
ん
悪
い
例
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
通
り
に
「
タ
ナ
ヨ
ン
」
［
筆
頭
株
主
・
事
業
推
進
者
の
タ
ナ
ヨ

ン
社
か
ら
つ
け
ら
れ
た
通
称
］
と
い
う
高
架
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
出
来
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
問
題
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
街
の

作
り
方
が
自
動
車
で
通
勤
で
き
る
よ
う
に
作
っ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

鉄
道
の
駅
に
向
か
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
鉄
道
利
用
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か
ら
車
で
都
心
に
通
え
る
よ
う
な
住
宅
配
置
に
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ

と
が
ひ
と
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
バ
ン
コ
ク
の
都
市
交
通
と
い
う
の
は
世
界
銀
行
が
相

当
早
く
か
ら
手
が
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
前
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
時
に
ち
ょ
っ
と

話
が
出
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
世
界
銀
行
は
都
市
鉄
道
へ
の
融
資
は
消
極
的

で
、
や
っ
て
も
金
が
返
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
そ
う
い
う
空
気
が
強
か

っ
た
の
で
地
下
鉄
を
作
る
と
い
う
話
は
全
然
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
に
チ
ャ
オ
プ
ラ
や
川
が
あ
り
、
最
近
そ
う
い
う
話
は
数
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
氾
濫
し
て
や
は
り
か
な
り
市
街
地
が
水
浸
し
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
水
位
が
高
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
地
下
鉄
は
出
来
な
い
の
だ
と
い

う
神
話
が
あ
っ
た
。
私
ど
も
が
調
査
に
行
き
ま
し
た
時
に
、
相
当
偉
い
先
生
か
ら

も
「
地
下
鉄
は
技
術
的
に
出
来
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
を
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
。
日
本
で
は
、
水
位
の
下
だ
っ
て

地
下
鉄
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
ま
す
。
山
地
の
高
い
と
こ
ろ
だ
け
鉄
道
を
作
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
て
、
日
本
の
街
は
大
体
、
河
口
に
近
く
発
達
し
て
い
る
の
で
、

下
町
を
通
る
地
下
鉄
を
掘
っ
て
い
ま
す
か
ら
技
術
的
に
は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
時
に
ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
そ
の
頃
か
ら
世
銀
の
中
に
も
や
は
り
都
市
交
通
は
鉄
道
で
な
け
れ
ば
い
か

ん
と
い
う
空
気
が
出
て
き
た
の
で
す
が
、
当
時
は
そ
ん
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
結
局
、
自
動
車
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
菅
原
先
生
が
始
め
ら
れ
た
の
は
一
九
九
三
年
に
な
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
、
技
術
協
力
の
前
に
、
バ
ン
コ
ク
の
市
長
が
「
都
市

交
通
線
に
つ
い
て
提
案
を
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
の

入
札
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
J
A
R
T
S
に
い
て
鹿
島
建
設
と
一
緒
に
高
架
の
案

な
ど
を
出
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
カ
ナ
ダ
の
U
T
D
C
（
d
導
9
U
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目
蜀
昌
の
b
o
洋
簿
註
。
昌
U
①
〈
Φ
δ
冒
目
Φ
馨
O
o
巷
。
円
9
江
。
昌
）
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。

U
T
D
C
と
い
う
の
は
、
今
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
リ
ニ
ア
メ
ト
ロ

の
よ
う
な
一
要
す
る
に
普
通
の
鉄
道
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

推
進
を
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
で
走
る
小
型
の
電
車
を
開
発
し
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

今
は
「
b
d
o
日
ぴ
霞
岳
霞
（
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
）
」
と
い
う
大
き
な
車
輌
メ
ー
カ
ー
に

吸
収
さ
れ
て
［
一
九
九
二
年
］
ボ
ン
バ
ル
デ
イ
ア
の
技
術
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
会
社
が
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
（
の
ζ
器
ぎ
）
と
い
う
も
の
を
提
案
し
た
の

で
す
＝
九
八
六
年
に
バ
ン
ク
ー
バ
な
ど
に
導
入
さ
れ
た
］
。
そ
の
ル
ー
ト
は
、
こ

れ
（
地
図
）
で
見
る
と
、
こ
の
右
の
半
円
形
の
と
こ
ろ
が
「
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
高

架
」
と
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
現
在
は
1
地
図
に
都
心
を
東
西
に
横
断
す
る

高
架
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
一
、
こ
れ
を
「
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
」
と
言
っ
て
い

る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
点
線
で
書
い
て
あ
る
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
と
い
う

の
は
、
U
T
D
C
が
途
中
で
B
O
T
の
契
約
を
放
棄
し
た
ん
で
す
ね
。
B
O
T
提

案
を
し
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
途
中
で
辞
退
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

森
建
設
ま
で
い
か
ず
に
放
棄
し
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
ま
あ
、
調
査
の
段
階
で
と
て
も
駄
目
だ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
ね
。
金

が
集
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
そ
の
後
、
結
局
、
タ
イ

国
の
側
か
ら
日
本
の
外
務
省
に
調
査
を
し
て
く
れ
と
い
う
話
が
来
た
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
か
ら
が
技
術
協
力
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
先
生
が
書
か
れ
た
「
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
関
係
に
な
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
タ
イ
国
の
鉄
道
は
、
こ
の
図
を
見
る
と
割
に
太
い
線
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

バ
ン
コ
ク
の
都
心
か
ら
北
の
ほ
う
に
行
く
線
と
東
の
ほ
う
に
行
く
線
と
あ
り
、
バ

ン
コ
ク
中
央
駅
ー
ホ
ア
ラ
ン
ポ
ン
（
＝
⊆
臼
。
り
①
目
も
ゲ
8
σ
q
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
北
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
い
る
の
が
、
こ
れ
が
北
線
で
す
。
そ
れ
か
ら
東
の
ほ
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う
に
行
っ
て
い
る
の
は
曲
線
で
す
。
北
線
を
ず
っ
と
上
が
っ
て
い
っ
て
バ
ン
ス
ー

の
辺
か
ら
今
度
は
西
に
曲
が
っ
て
き
て
、
ナ
コ
ン
パ
ト
ム
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

っ
て
、
こ
れ
が
ず
っ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ほ
う
ま
で
行
く
南
扇
な
ん
で
す
ね
。
西

に
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
南
に
行
っ
て
「
導
線
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
う
い
う
の
が
タ
イ
国
の
鉄
道
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
線
と
汀
線
な
ど

も
含
め
て
、
こ
の
絵
の
よ
う
に
三
階
建
て
の
高
架
橋
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ

れ
で
鉄
道
を
三
階
に
上
げ
、
そ
の
外
側
に
小
さ
な
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
軽
量
軌
道
交

通
）
を
く
っ
つ
け
、
そ
れ
か
ら
そ
の
上
の
階
に
は
高
速
道
路
を
作
り
ま
す
と
い
う
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提
案
を
、
B
O
T
方
式
で
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
と
い
う
会
社
が
提
案
し
た
わ
け
で
す
。

当
時
の
金
で
三
四
〇
〇
億
円
と
い
う
よ
う
な
金
額
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
作
っ
て

鉄
道
を
運
営
し
た
だ
け
で
は
商
売
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
二
階
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
何
か
で
使
え
る
と
か
、
そ
れ
以
外
に
も
車
庫
の
用
地
と
か
開
発
用
地
を
タ

イ
の
国
鉄
か
ら
も
ら
っ
て
そ
れ
を
開
発
す
る
と
い
う
承
認
を
と
っ
て
、
そ
れ
が
ト

ー
タ
ル
で
運
営
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
こ
う
い
う
B
O
T
の
提
案
を
出
し

て
承
認
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
こ
れ
は
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
社
が
、
で
す
か
。

菅
原
　
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
社
が
提
案
し
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
は
「
B
O
T
」
と
い
う

言
葉
が
出
だ
し
た
頃
で
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
代
表
例
で
、
そ
れ
も
特
別
に
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
に
も
矛
盾
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
鉄
道
沿
い
に
は
既
に
高
速
道
路
が
一
期
工
事
、
二
期
工

事
と
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
の
と
競
合
し
て
し
ま
う
じ

ゃ
な
い
か
と
。
鉄
道
の
北
線
の
ほ
う
に
こ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
も
、
そ
の
す
ぐ
隣

に
高
速
道
路
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
わ
け
だ
し
、
い
ろ
い
ろ
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
　
「
M
R
T
A
（
タ
イ
都
市
高
速
鉄
道
公
団
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
か
。

菅
原
　
い
い
え
。
高
速
道
路
は
こ
の
図
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
方
向
に

は
既
に
第
二
期
工
事
も
含
め
て
か
な
り
の
高
速
道
路
が
出
来
か
け
て
い
た
わ
け
で

す
。森

　
こ
の
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
イ
の
鉄
道
省
が
承
認
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
向
こ
う
は
国
鉄
と
同
じ
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
鉄
道
省

が
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
に
対
し
て
承
認
を
し
た
わ
け
で
す
ね
。
高
速
道
路
は
、
や
は
り

B
O
T
方
式
な
ん
で
す
よ
。

武
田
　
承
認
す
る
の
は
国
鉄
で
は
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
タ
イ
国
鉄
は
土
地
を
貸
し
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
線
路
も
向
こ
う

で
金
を
出
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
高
架
に
あ
げ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す

ね
」
と
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
で
は
、
高
速
道
路
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
承
認
す
る
の
も
国
鉄
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
も
う
そ
れ
は
国
鉄
の
土
地
利
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
で
す
ね
。

武
田
　
よ
く
矛
盾
す
る
の
を
同
時
に
承
認
し
ま
し
た
よ
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
鉄
道
と
し
て
な
ぜ
そ
れ
を
承
認
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の

報
告
書
に
も
ち
ょ
っ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
バ
ン
コ
ク
の
都
心
に
鉄
道
が
な
ぜ

あ
ま
り
は
や
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
三
十
数
箇
所
の
平
面
踏
切
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
そ
の
踏
切
で
は
、
自
動
車
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
鉄
道
の
回
数
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
1
ま
あ
力
関
係
で
し
ょ
う
ね
ー
ー
、
自
動
車
交
通

量
が
多
い
と
逆
に
鉄
道
の
ほ
う
を
シ
ャ
ッ
ト
（
遮
断
）
し
て
、
そ
れ
で
自
動
車
を

通
す
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
東
北
の
ほ
う
や
北
の
ほ

う
か
ら
鉄
道
が
入
っ
て
来
て
も
、
都
心
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
踏
切
の
と
こ
ろ
で
逆

に
自
動
車
が
通
る
の
を
待
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
時
間
が
か
か
る
の
と
、

い
つ
着
く
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
鉄
道
は
信
用
な
ら
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。

　
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
と
い
う
の
は
完
全
に
民
間
団
体
で
［
香
港
企
業
出
o
b
①
≦
亀

山
。
崔
厳
σ
q
の
の
現
地
法
人
］
、
鉄
道
の
土
地
を
使
っ
て
そ
れ
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
、

高
速
道
路
の
ほ
う
は
普
通
の
高
速
道
路
の
企
業
連
合
が
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
道
路
の
ほ
う
は
道
路
の
ほ
う
で
い
ろ
い
ろ
話
が
あ
り
ま
す
。
熊
谷
組
な
ど
が
中

心
に
な
っ
て
企
業
連
合
を
作
っ
て
進
め
た
の
で
す
が
、
開
業
す
る
時
に
な
っ
て
料

金
レ
ベ
ル
で
「
下
げ
ろ
」
と
か
い
ろ
い
ろ
注
文
が
つ
い
た
り
し
た
。
こ
れ
は
、
B

O
T
の
本
質
に
係
わ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
熊
谷
組
が
手
を
引
い
た
と
い
う
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よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
高
速
道
路
の
B
O
T
と
い
う
の
が
成
り
立
つ
例
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
自
動
車
で
走
る
人
か
ら
料
金
を
取
り
ま
す
か
ら
か
な
り
高
い

料
金
が
取
れ
る
わ
け
で
す
。
鉄
道
の
ほ
う
は
、
一
般
民
衆
が
乗
る
と
い
う
の
で
料

金
を
う
ん
と
抑
え
ら
れ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
な
か
な
か
鉄
道
の
B
O
T
は

成
り
立
た
な
い
け
れ
ど
も
、
高
速
道
路
の
B
O
T
は
か
な
り
成
り
立
つ
と
、
そ
う

い
う
構
造
が
あ
る
の
で
す
。

舌
■
「
、
馳
、
唾
、
畦
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
麹
、
亀
＼
隔
＼
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
＼
隔
、
陶
＼
陶
、
亀
、
亀
♪
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π
　
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
都
市
交
通
整
備
計
画
の
行
方
　
　
　
　
　
　
8

ノ
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置

陶
＼
隔
、
亀
、
口
、
口
、
陶
、
馳
＼
亀
、
亀
、
晴
、
剛
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
唾
、
陶
＼
陶
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
馳

武
田
　
先
生
が
書
か
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
他
に
も
い
く
つ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
ま
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
三
つ
の
都
市
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
は

そ
の
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
で
す
ね
。
ひ
と
つ
は
今
、
東
西
線
の
南
の
ほ
う
に
併
行
し
て

タ
ナ
ヨ
ン
と
い
う
線
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
（
地
図
下
部
を
東
西
に
走
っ
て
い
る

線
）
が
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通
り
で
、
タ
ナ
ヨ
ン
が
南
東
部
の
ほ
う
か
ら
ず
っ
と
上
が

っ
て
き
て
、
都
心
を
横
断
し
て
ひ
と
つ
の
分
岐
は
北
の
ほ
う
に
、
勝
利
記
念
塔
の

ほ
う
に
向
か
っ
て
い
ま
す
ね
。
も
う
ひ
と
つ
の
分
岐
は
い
ち
ば
ん
繁
華
街
の
と
こ

ろ
で
、
こ
の
枝
線
が
完
全
に
出
来
て
い
ま
す
［
一
九
九
九
年
十
二
月
五
日
に
開
業
］
。

ち
ょ
う
ど
い
ち
ば
ん
こ
の
混
む
道
路
の
と
こ
ろ
に
作
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
タ
ナ
ヨ

ン
は
本
当
に
良
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
利
用
者
は
必
ず
し
も
充
分
で

は
な
く
、
予
定
ど
お
り
の
期
間
に
ち
ゃ
ん
と
借
金
を
返
せ
る
か
ど
う
か
危
惧
は
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ち
お
う
成
功
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
U
T
D
C
の
計
画
し
た
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
の
後
と
い
う
の
は
、
当
時

は
そ
う
い
う
高
架
の
軽
量
の
鉄
道
が
提
案
さ
れ
た
わ
け
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
や

は
り
そ
こ
も
相
当
輸
送
力
の
大
き
な
も
の
で
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
い
く
つ
か
変
遷
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
誰
か

他
に
や
る
人
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
募
集
を
政
府
は
し
た
ん
で
す
が
、
誰
も
や

る
人
が
居
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
と
、
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
の
高
架

橋
は
そ
の
頃
、
王
宮
を
上
か
ら
眺
め
る
よ
う
な
の
は
い
け
な
い
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
が
あ
っ
て
、
新
し
く
作
る
な
ら
地
下
で
な
く
て
は
駄
目
だ
と
い
う
制
約
が
出

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
こ
の
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
沿
い
の
と
こ
ろ
を
地
下
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
尚
更
B
O
T
で
で
き
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
て
、
結

局
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
国
ベ
ー
ス
で
、
都
市
（
バ
ン
コ
ク
市
）
ベ
ー
ス
で
や
る
と

い
う
こ
と
で
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
円
借
款
で
や
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ん
で

す
ね
［
一
九
九
六
年
か
ら
五
次
に
亘
る
借
款
が
充
て
ら
れ
た
］
。

　
円
借
款
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
時
の
請
負
は
、
も
ち
ろ
ん
現
地
の
大
き
な
請
負
が

や
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
業
者
も
南
北
で
二
区
に
分
け
ま
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
入
っ
て
い
ま
し
た
。
営
団
の
専
門
家
が
監
理
に
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
も
う
完
成
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
［
二
〇
〇
四
年
七
月
三
日
開
業
］
。
そ
の

地
下
鉄
の
や
り
方
が
非
常
に
新
し
い
や
り
方
で
、
ト
ン
ネ
ル
は
円
借
款
で
や
り
ま

し
た
か
ら
国
の
施
設
で
す
。
円
借
款
を
行
っ
て
い
る
期
間
は
二
十
五
年
間
、
環
境

と
関
係
し
て
い
る
と
四
十
年
で
す
か
、
期
間
も
長
い
し
低
利
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ

は
日
本
の
国
が
貸
し
て
一
定
の
期
間
で
償
還
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
国
の
こ
と
で
す
か

ら
契
約
に
従
っ
て
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
［
タ
イ
地
下
鉄
建
設
事
業
の
場
合
、

第
｛
次
・
二
次
（
設
計
な
ど
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
主
）
は
償
還
期
間
が
二
十
五

年
で
金
利
二
・
七
％
、
第
三
次
・
四
次
・
五
次
（
建
設
が
主
）
は
環
境
関
連
借
款

で
償
還
期
間
が
四
十
年
で
金
利
○
・
七
五
％
］
。

　
車
輌
か
ら
上
は
「
イ
ン
フ
ラ
外
」
で
、
「
イ
ン
フ
ラ
外
」
と
い
う
も
の
は
信
号
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と
か
電
機
と
か
車
輌
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
、
運
営
も
含
め
て
B
O
T
で
入
札

を
し
た
わ
け
で
す
。
最
近
よ
く
鉄
道
運
営
が
イ
ン
フ
ラ
も
全
部
含
め
て
運
営
し
て

も
、
と
て
も
成
り
立
ち
つ
こ
な
い
と
い
い
ま
す
。
日
本
の
地
下
鉄
で
も
全
部
費
用

を
持
っ
て
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
六
割
ぐ
ら
い
の
建
設
費
は
国
と
地

方
自
治
体
が
出
し
て
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
何
と
か
新
し
い
地
下
鉄
が
成
り
立
っ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
と
イ
ン
フ
ラ
外
と
い
う
も
の

を
分
け
て
考
え
る
と
い
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
上
下
分
離
」
な
の
で
す
が
、
こ
れ

が
そ
れ
の
い
ち
ば
ん
先
進
の
例
で
あ
る
わ
け
で
す
。
施
設
は
政
府
が
持
っ
て
い
て
、

イ
ン
フ
ラ
外
の
、
つ
ま
り
車
輌
か
ら
上
の
部
分
の
運
営
を
B
O
T
会
社
が
持
っ
て

い
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
そ
れ
を
た
だ
で
使
う
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
使
用

料
を
払
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
運
営
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
払
え
る
か
と

い
う
の
が
競
争
の
条
件
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
ら
利
益

が
た
く
さ
ん
上
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
早
く
返
せ
ま
す
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
競
争

だ
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
地
の
大
き
な
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
み

た
い
な
と
こ
ろ
が
取
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
車
輌
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ス
ト
ム

が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
［
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
仏
A
L
S
T
O
M
な

ど
の
土
ハ
同
企
業
体
が
車
両
お
よ
び
運
行
シ
ス
テ
ム
納
入
の
交
渉
権
契
約
を
し
た
］
。

そ
れ
が
か
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
ジ
ー
メ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
［
二
〇
〇
二
年
一
月
、
バ
ン
コ
ク
地
下
鉄
会
社
は
先
の
納
入
交
渉
権
契

約
を
取
り
消
し
、
独
ジ
ー
メ
ン
ス
と
契
約
し
た
］
。
最
初
は
ア
ル
ス
ト
ム
が
取
る
と

い
う
こ
と
で
、
目
本
の
電
機
会
社
も
入
り
［
三
菱
電
機
が
共
同
企
業
体
に
参
加
。

ま
た
三
菱
商
事
も
参
加
し
た
］
、
ま
あ
ま
あ
日
本
の
企
業
の
傘
下
の
よ
う
な
感
じ
に

は
な
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
こ
れ
は
ト
ン
ネ
ル
の
金
だ
け
日
本
で

出
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
ド
イ
ツ
の
車
輌
が
走
っ
て
い
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
た

と
い
う
、
非
常
に
残
念
な
例
で
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
で
す
が
、
そ
う
い
う
格

好
で
地
下
鉄
が
出
来
上
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
こ
の
地
図
に
ス
カ
イ
ト
レ

ー
ン
と
か
い
て
あ
る
線
の
と
こ
ろ
に
地
下
鉄
が
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に

タ
ナ
ヨ
ン
と
い
う
の
が
「
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
」
と
い
う
名
前
で
営
業
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
は
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
高
架
橋
の
柱
が
国
鉄
の
用
地

の
端
っ
こ
の
ほ
う
に
出
来
ま
し
て
、
ず
っ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
延
長
何
㎞
ぐ
ら
い

出
来
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
1
数
㎞
ぐ
ら
い
出
来
上
が
っ
て
［
六
～
八
㎞
と
い

わ
れ
て
い
る
］
、
さ
あ
こ
れ
を
ど
う
し
ょ
う
か
と
い
う
の
が
問
題
な
ん
で
す
ね
。
日

本
は
そ
れ
を
円
借
款
で
、
高
架
そ
の
も
の
は
や
っ
ぱ
り
や
っ
た
ら
い
い
ん
だ
と
い

う
話
が
あ
り
ま
す
。
日
本
も
そ
う
い
う
気
は
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
が
前
か

ら
バ
ン
コ
ク
の
高
架
化
と
い
う
の
は
手
が
け
て
い
た
の
で
す
。
単
独
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
ド
イ
ツ
も
国
際
協
力
の
資
金
を
つ
け
て
、
そ
の
後
を
や
ろ
う
と
い
う
意

欲
も
あ
る
ら
し
く
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
む
か
分
か
り
ま
せ
ん
［
二
〇
〇

四
年
四
月
、
日
本
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
も
参
加
し
て
、
ホ
ー
プ
ウ

ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
部
分
的
復
活
の
可
能
性
を
探
る
調
査
を
開
始
し
た
］
。

－
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
陶
、
麹
、
亀
、
陶
、
喚
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
疇
、
亀
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
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r
、
ー
ー
、
ー
ー
i
i
i
－
i
、
一
、
一
i
i
ー
ー
ー
、
一
i
一
、
ー
ー
i
i
冨

森
一
九
九
三
年
に
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
の
一
体
開
発
に
関
し
て
提
案
を
さ
れ
ま
す

ね
。
そ
の
時
点
で
は
三
つ
の
都
市
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
て
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
始
め
た
時
に
は
、
そ
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
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い
て
い
る
と
い
う
前
提
で
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
こ
（
『
海
外
鉄
道
事
情
』
）
に
も

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
大
都
市
の
鉄
道
網
と
し
て
都
市
交
通
線
が
何
本
か
走
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
は
な
か
な
か
良
い
都
市
交
通
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
鉄
道
を

降
り
て
か
ら
目
的
地
ま
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
鉄
道
だ
け

を
良
く
し
て
も
駄
目
な
の
で
、
鉄
道
か
ら
降
り
た
ら
た
と
え
ば
タ
ナ
ヨ
ン
の
列
車

に
乗
れ
る
と
か
、
こ
う
い
う
乗
り
継
ぎ
が
全
部
う
ま
く
出
来
て
い
る
と
か
な
り
ネ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
予
定
通
り
完
成
す

る
と
い
う
前
提
で
鉄
道
も
改
良
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
そ
れ
が
「
首
都
圏
一
体
化
」
と
い
う
意
味
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
鉄
道
網
の
一
般
の
原
則
で
す
ね
。
こ
こ
に
挙
げ
た
「
一
体
化
」
と

い
う
名
称
は
、
そ
の
頃
か
ら
土
地
の
有
効
利
用
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
政
府

の
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
タ
イ
国
鉄
は
国
鉄
で
当
然
、
鉄
道
の
性
能
ア
ッ
プ

に
よ
っ
て
利
用
増
を
図
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
人
が
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
二

つ
の
要
望
が
｝
緒
に
な
っ
て
あ
が
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
外
務
省
が
一
本
に

し
て
、
そ
れ
で
都
市
開
発
と
一
体
化
し
た
鉄
道
改
良
と
い
う
J
I
C
A
案
件
に
し

て
、
そ
れ
を
J
A
R
T
S
が
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
時
は
私
は
J
A
R

T
S
の
理
事
長
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
J
I
C
A
調
査
を
お

受
け
し
ま
し
た
。
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
ま
ず
作
り
ま
し
て
、
沿
線
で
既
成
市
街

地
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
バ
ン
コ
ク
南
東
部
は
田
ん
ぼ
が

あ
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ど
う
い
う
ふ
う

に
駅
を
作
り
、
駅
の
周
辺
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
開
発
す
る
か
と
い
う
、
そ
れ
が
コ

体
化
」
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
快
速
列
車
を
走
ら
せ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
鉄
道

の
改
良
も
や
っ
て
い
き
、
複
線
電
化
も
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
ホ
ア
ラ

ン
パ
ン
と
い
う
中
央
駅
か
ら
チ
ャ
オ
プ
ラ
や
川
の
向
こ
う
側
に
「
メ
ク
ロ
ン
線
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
の
間
は
鉄
道
路
線
が
切
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

川
の
向
こ
う
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
川
の
西
側
の
交
通
の
要
衝
、

あ
る
い
は
中
心
点
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
南
の
ほ
う
へ
行
く
鉄
道
が
あ

っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
辺
は
三
角
州
で
す
か
ら
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
、
鉄
道
の
途
中
で
連
絡
船
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
短
い
ロ
ー
カ
ル
線
が
あ
っ

て
、
連
絡
船
が
あ
っ
て
ロ
ー
カ
ル
線
が
あ
る
一
そ
う
い
う
線
で
、
こ
れ
は
今
、

日
本
か
ら
の
経
済
・
技
術
協
力
で
こ
れ
を
増
強
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
っ
て
行
く
の
に
、
今
だ
と
国
鉄

北
線
を
北
に
上
っ
て
、
バ
ン
ス
ー
の
付
近
か
ら
西
に
分
岐
し
て
、
大
廻
り
で
南
に

進
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。

森
こ
の
地
図
で
は
西
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
不
思
議
な

「
南
」
線
で
す
ね
。

菅
原
　
こ
の
メ
ク
ロ
ン
線
で
［
南
西
方
向
に
］
行
く
と
、
南
線
に
つ
な
が
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
を
本
当
に
強
化
出
来
れ
ば
、
バ
ン
コ
ク
都
心
か
ら
南
海
に
そ
の
ま
ま

行
け
る
と
い
う
よ
う
な
狙
い
も
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
付
近
に
も
住
宅
開

発
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
住
宅
開
発
を
同
時
に
や
る
と
改
良
費
が
か
な
り
生
み

出
さ
れ
る
と
い
う
計
算
を
し
て
い
ま
す
。
数
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
に
ま
と
め
た
も
の
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
最
後
に
加
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
［
菅
原
操
「
タ
イ
国
都

市
開
発
と
一
体
化
し
た
首
都
圏
鉄
道
輸
送
力
増
強
計
画
調
査
に
つ
い
て
」
『
会
報
J

A
R
T
S
』
一
四
六
号
、
平
成
八
年
五
月
］
。

　
こ
の
場
合
は
相
手
は
も
う
運
輸
省
だ
け
で
は
な
く
て
、
前
に
も
お
話
し
し
た
よ

う
に
N
E
S
D
B
と
い
う
組
織
で
、
日
本
語
で
言
え
ば
経
済
・
社
会
開
発
庁
み
た

い
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
担
当
の
次
官
で
サ
ン
サ
ー
ン
（
の
帥
昌
の
①
巨
）
と
い
う
方

が
居
ま
し
た
。
非
常
に
日
本
を
好
き
な
方
で
、
そ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
「
一
体

化
」
と
い
う
の
が
進
み
出
し
た
ん
で
す
。
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、
亀
、
陶
、
廟
、
馳
、
亀
、
亀
、
晦
＼
隔
、
剛
、
亀
、
隔
、
鞠
、
剛
、
亀
、
嫡
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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響
　
　
マ
ス
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・
プ
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よ
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作
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の
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ノ

r
i
i
、
妻
子
i
i
i
i
i
＼
一
i
ー
ー
i
i
i
、
一
i
i
、
一
i
－
i
置

武
田
　
基
本
的
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
調
査
を
す
る
時
に
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
で
も
、

調
査
し
て
い
る
う
ち
に
「
こ
こ
は
少
し
や
め
た
ほ
う
が
い
い
」
と
，
か
、
「
こ
こ
は
も

っ
と
続
け
た
ほ
う
が
い
い
」
と
か
と
い
う
こ
と
も
出
て
く
る
か
と
思
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
も
提
案
は
す
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
作
る
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
線
に
、
た
と
え
ば
こ
こ
に

住
宅
を
貼
り
付
け
る
と
こ
ち
ら
に
は
ど
う
い
う
改
良
を
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
額
を
出
す
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
交
通
量
と
か
ど
う
い
う

便
益
が
出
る
か
と
い
う
こ
と
を
計
算
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
効
果
を
出
す
ん
で

す
。
ど
こ
が
い
ち
ば
ん
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
ト
ー
タ
ル
で
は
「
プ
ラ
ス
」
な
の

で
、
こ
れ
は
や
る
べ
き
だ
と
。
だ
け
ど
ど
う
い
う
順
序
で
や
る
の
が
良
い
か
と
い

う
の
を
、
費
用
便
益
の
関
係
で
出
す
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
、
バ
ン
コ
ク
の
場
合

は
緊
急
性
の
あ
る
の
は
動
線
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
そ
う
い
う

提
案
を
中
間
報
告
で
ま
ず
提
出
す
る
わ
け
で
す
。
相
手
国
政
府
と
合
意
し
た
後
、

今
度
は
直
線
に
つ
い
て
の
F
／
S
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
東
線

に
つ
い
て
は
更
に
少
し
丁
寧
に
工
事
費
を
出
し
て
、
都
市
開
発
の
面
も
具
体
的
に

書
い
て
や
り
ま
す
。

武
田
　
そ
れ
だ
け
手
数
を
踏
む
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
こ
う
い
う
大
き
な
と
こ
ろ
を
や
る
場
合
に
は
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン

を
作
っ
て
投
資
順
位
を
決
め
て
、
投
資
順
位
の
い
ち
ば
ん
い
い
と
こ
ろ
を
も
う
少

し
詳
し
い
F
／
S
を
や
っ
て
い
く
と
。
そ
れ
を
向
こ
う
の
国
も
採
用
す
れ
ば
、
デ

ィ
テ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
円
借
款
に
な
っ
た
り
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
よ
。
東
線
に
は
い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
っ
て
、
新
空
港
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ち
ょ
う
ど
東
回
の
途
中
の
と
こ
ろ
に
出
来
て
そ
の
頃
は
新
空
港
の
建
設
を
始
め

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
へ
枝
骨
を
出
す
こ
と
も
提
案
し
ま
し
た
。
腸
線
を
出
す

と
同
時
に
直
通
の
快
速
列
車
を
出
す
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
新
空
港
の
ほ

う
の
便
益
が
上
が
る
し
、
鉄
道
の
需
要
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
。
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「
都
市
交
通
一
体
化
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の
調
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職
＼
唾
、
剛
、
剛
＼
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
＼
馳
＼
亀
＼
亀
、
隔
、
鞠
、
馳

武
田
　
先
ほ
ど
の
お
話
で
は
、
N
E
S
D
B
と
い
う
組
織
で
、
1
次
官
と
い
う

と
か
な
り
実
力
者
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
一
、
そ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
マ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
作
れ
て
、
そ
の
先
の
計
画
が
作
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
か
な

り
大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
今
の
日
本
以
上
に
縦
割
り
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
が
い
な

い
と
ま
ず
出
来
ま
せ
ん
ね
。
鉄
道
の
人
は
鉄
道
の
こ
と
ば
か
り
し
か
や
り
ま
せ
ん

し
、
都
市
の
人
は
都
市
し
か
や
り
ま
せ
ん
か
ら
。

、
武
田
　
そ
の
次
官
の
方
が
親
日
家
で
、
そ
れ
で
日
本
の
ほ
う
に
提
案
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
結
局
、
そ
う
い
う
人
が
「
一
体
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
日
本
に
も

見
に
来
ら
れ
、
田
園
都
市
線
を
案
内
し
ま
し
た
。

武
田
　
日
本
の
留
学
経
験
も
あ
る
方
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
留
学
経
験
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
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武
田
　
田
園
都
市
線
と
い
う
の
は
、
世
界
的
に
と
い
う
か
、
海
外
で
も
知
ら
れ
て

い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
あ
ま
り
日
本
人
も
そ
れ
を
宣
伝
を
し
た
人
は
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
時
も
ち
ょ
っ
と
話
し
ま
し
た
が
、
世
銀
の
人
が
鉄
道
だ
け
で
成

り
立
つ
と
い
う
の
は
出
来
な
い
の
だ
か
ら
、
都
市
開
発
と
一
体
に
し
て
、
そ
れ
の

開
発
利
益
で
や
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
何
か
考
え
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
一
つ

の
調
査
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
田
園
都
市
線
開
発
を
大
い

に
説
明
し
た
ら
、
み
ん
な
が
「
初
め
て
聞
い
て
非
常
に
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
ぐ
ら
い
で
、
そ
う
い
う
一
体
化
と
い
う
こ
と
を
そ
ん
な
に
言
っ

た
人
は
い
な
い
よ
う
で
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。
日
本
で
は
、
田
園
都
市

線
の
ほ
か
に
、
大
阪
で
い
え
ば
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
と
泉
北
鉄
道
建
設
の

一
体
化
の
例
が
あ
る
。
そ
の
く
ら
い
の
大
き
さ
の
規
模
で
す
か
ら
、
期
間
も
十
年
、

十
五
年
、
も
っ
と
長
い
期
間
で
、
し
か
も
範
囲
が
広
い
で
す
か
ら
、
バ
ン
コ
ク
市

だ
け
で
は
な
く
て
沿
線
の
都
市
も
全
部
入
れ
な
い
と
実
行
出
来
な
い
の
で
、
上
の

方
か
ら
声
が
か
か
ら
な
い
と
な
か
な
か
実
行
に
は
移
せ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

武
田
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
辺
り
が
都
市
交
通
の
は
し
り
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

菅
原
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
時
は
、
こ
ち
ら
に
も
そ
う
い
う
例
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た

の
で
、
一
体
化
の
話
と
い
う
の
に
な
っ
て
も
、
ど
う
い
う
調
査
を
持
っ
て
い
け
ば

い
い
か
と
い
う
構
想
は
す
ぐ
に
立
っ
た
の
で
す
。

武
田
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
例
と
バ
ン
コ
ク
の
例
と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
関
係
し
て

く
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
開
発
利
益
の
還
元
と
い
う
こ
と
で
考
え
方
は
同
じ
で
す
ね
。
そ

の
頃
は
、
や
は
り
日
本
で
も
土
地
の
値
段
が
都
心
か
ら
の
時
間
距
離
に
比
例
し
て

上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
都
心
か
ら
の
距
離
が
縮
ま
れ
ば
ど
れ
だ
け
上
が

る
か
、
と
い
う
デ
ー
タ
が
バ
ン
コ
ク
に
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
周
辺
地
域
を

開
発
す
れ
ば
ど
れ
だ
け
利
益
が
上
が
る
か
、
そ
う
い
う
計
算
が
一
つ
の
テ
ー
マ
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
B
O
T
の
ス
タ
ー
ト
の
頃
で
も
あ
り
、
鉄
道
だ
け
で

は
成
り
立
た
な
い
と
。
そ
れ
に
上
下
分
離
し
た
ら
政
府
が
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

話
も
ま
だ
は
っ
き
り
出
て
い
な
い
時
代
で
す
か
ら
。
要
す
る
に
鉄
道
の
建
設
・
運

営
の
費
用
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、
運
賃
で
取
る
か
、
目
的
税
で
取
る
か
、
あ

る
い
は
、
足
り
な
け
れ
ば
税
金
で
埋
め
る
か
と
い
う
こ
の
三
つ
が
基
本
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
税
金
も
運
賃
も
十
分
出
な
い
と
な
る
と
、
そ
う
い
う
開
発
利
益

の
よ
う
な
も
の
で
埋
め
る
し
か
な
い
。
開
発
利
益
の
還
元
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
交
通
の
計
画
で
は
い
く
つ
か
の
例
が
出
て
き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
ね
。
田

園
都
市
線
な
ど
も
ず
っ
と
そ
れ
を
先
行
し
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

森
ご
経
歴
の
平
成
十
二
年
－
二
〇
〇
〇
年
に
あ
る
「
バ
ン
コ
ク
都
市
交
通
」

で
す
が
、
こ
れ
は
、
調
査
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
J
I
C
A
に
よ
る
「
一
体
化
調
査
」
を
や
っ
て
と
に
か
く
一

段
落
を
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の
残
り
の
仕
事
で
た
と
え
ば
メ
ク
ロ
ン
線
の
更
に
具

体
的
な
調
査
を
や
っ
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
調
査
は
や
っ

ぱ
り
い
ろ
ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
調
査
を
や
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
に
計
量
計
画
研

究
所
（
I
B
S
一
臼
ゲ
①
H
U
。
。
け
詳
暮
Φ
o
h
b
d
Φ
ゲ
帥
≦
o
吋
巴
ω
o
一
①
昌
。
Φ
）
と
い
う
の
が
あ
る

ん
で
す
。
建
設
省
の
交
通
調
査
の
依
託
な
ど
を
よ
く
や
っ
て
い
る
機
関
で
す
が
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
勤
め
て
い
る
人
は
自
主
研
究
で
何
か
や
り
た
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
の
工
業
大
学
の
時
の
学
生
の
ひ
と
り
で
、
幹
部
に
な
っ

て
い
る
杉
田
浩
と
い
う
研
究
者
が
バ
ン
コ
ク
も
ひ
と
つ
や
っ
て
み
た
い
と
。
昔
、

私
が
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
か
ら
一
緒
に
行
っ
て
く
れ

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
連
中
と
一
緒
に
タ
ナ
ヨ
ン
が
そ
の
後
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
と
か
、
バ
ン
コ
ク
の
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
の
後
が
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
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か
と
か
、
地
下
鉄
が
ど
ん
な
ふ
う
に
進
ん
だ
か
、
二
〇
〇
〇
年
に
見
に
行
き
ま
し

た
。
三
、
四
日
ぐ
ら
い
行
っ
て
様
子
を
見
て
き
た
と
い
う
だ
け
で
す
。
そ
れ
も
I

B
S
の
年
次
報
告
み
た
い
な
も
の
に
は
出
て
い
ま
す
［
（
財
）
計
量
計
画
研
究
所
『
研

究
活
動
報
告
二
〇
〇
一
』
八
十
三
～
八
十
八
頁
］
。
そ
の
間
に
長
期
専
門
家
で
出
て

い
る
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
「
高
架
に
し
て
、
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
が
逃
げ
た
後
は
こ
う

し
た
ら
い
い
」
と
か
と
い
う
勉
強
も
や
っ
て
向
こ
う
の
政
府
に
話
し
た
り
、
い
ろ

ん
な
方
が
い
ろ
い
ろ
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
そ
の
後
の
研
究
を
ま
と
め
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

4
■
「
、
亀
、
馳
、
麹
、
亀
、
贈
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
」
■
隔
、
曝
、
建
、
唾
、
唾
＼
亀
、
鞠
、
陶
、
剛
、
軸
、
亀
♪
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し
［

菅
原
　
バ
ン
コ
ク
で
い
ち
ば
ん
感
じ
て
い
た
の
は
、
携
帯
電
話
が
も
の
す
ご
く
発

達
し
て
い
ま
す
ね
。
全
体
の
電
話
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
も
の
が
あ
ま
り
進
ま
な
い
中

で
、
携
帯
電
話
は
本
当
に
便
利
で
す
も
の
ね
。
は
じ
め
の
頃
は
み
ん
な
大
き
な
も

の
を
持
っ
て
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
こ
ん
な
小
さ
な
電
話
で
何
で
も
通

じ
る
の
で
す
か
ら
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
私
も
一
九
九
八
年
ぐ
ら
い
に
タ
イ
に
調
査
に
行
き
ま
し
た
が
、

日
本
人
専
門
家
は
私
も
含
め
て
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
タ
イ

側
は
み
ん
な
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
て
、
「
な
ん
だ
、
日
本
人
な
の
に
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
な
い
の
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）
。

菅
原
　
中
国
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
ね
。
と
に
か
く
…
携
帯
電
話
が
な
い
と
逆
に
電

話
が
通
じ
な
い
。
重
慶
の
開
業
の
時
だ
っ
て
、
「
な
か
な
か
電
車
が
来
な
い
そ
。
ど

う
し
た
ん
だ
」
な
ん
て
い
う
の
も
み
ん
な
携
帯
電
話
で
や
る
わ
け
で
す
。
工
事
現

場
な
ど
で
は
構
内
電
話
的
な
も
の
は
昔
は
あ
っ
た
が
、
今
で
は
携
帯
電
話
が
本
当

の
必
需
品
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
や
っ
ぱ
り
相
変
わ
ら
ず
バ
ン
コ
ク
は
多
い
。
車
社
会
と
は
言

っ
て
も
全
部
が
車
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
普
通
の
通
勤
は
バ
イ
ク
で

す
ね
。

中
村
　
バ
ン
コ
ク
市
内
は
割
と
水
運
が
発
達
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
水
運
は
依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
大
量
通
勤
が
出
来
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
い
よ
う
な
住

宅
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
運
河
が
縦
横
に
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
水

上
交
通
と
い
う
の
は
か
な
り
あ
り
ま
す
。
で
も
、
数
字
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
量

的
に
は
そ
ん
な
に
大
し
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

匂
、
亀
、
剛
、
唾
、
亀
、
剛
、
亀
、
陶
、
陶
、
隔
、
亀
、
亀
、
麹
、
噴
、
亀
、
陶
、
剛
、
剛
、
陶
、
剛
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
♪
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冨

陶
、
剛
、
亀
、
亀
、
軸
、
馳
、
亀
、
喚
、
噂
、
剛
、
剛
、
陶
、
舳
、
麹
＼
亀
、
隔
、
亀
、
晦
、
陶
、
亀
、
陶
、
馳
、
適
、
奪

菅
原
　
私
ど
も
の
大
学
の
ほ
う
で
は
、
タ
イ
に
対
し
て
道
路
信
号
装
置
導
入
を
相

当
勧
め
て
き
て
い
る
先
生
が
い
る
の
で
す
が
、
い
く
ら
言
っ
て
や
っ
て
も
ち
っ
と

も
や
ら
な
い
と
言
っ
て
嘆
い
て
「
も
う
や
ら
な
い
そ
」
と
怒
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
ど
う
い
う
理
由
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

森
　
そ
の
信
号
は
、
鉄
道
の
も
の
の
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
鉄
道
で
は
な
く
て
、
道
路
信
号
で
す
。
道
路
交
通
の
ほ
う
の
人
な
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
度
は
タ
イ
国
は
円
借
款
は
も
う
使
わ
な
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
円
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
円
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借
款
を
借
り
た
ら
返
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
こ
の
線
の

ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
の
後
な
ど
は
日
本
も
円
借
款
を
提
案
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
な
か

な
か
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
は
も
ら
え
な
い
。
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
な
と

い
う
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。

森
　
た
し
か
に
為
替
変
動
リ
ス
ク
は
、
借
り
た
ほ
う
が
負
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

の
が
円
借
款
の
原
則
で
す
か
ら
大
変
で
す
よ
ね
。
た
だ
、
他
の
と
こ
ろ
が
ら
借
り

ら
れ
る
あ
て
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ド
イ
ツ
は
か
な
り
の
関
心
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

森
先
ほ
ど
「
世
界
銀
行
の
人
で
都
市
交
通
の
整
備
と
い
う
の
を
少
し
気
に
す
る

グ
ル
ー
プ
が
出
て
き
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
た
と
え
ば
バ
ン

コ
ク
の
場
合
、
都
市
交
通
整
備
に
世
銀
の
借
款
を
つ
け
る
と
い
う
よ
う
な
動
き
を

お
聞
き
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
れ
は
聞
き
ま
せ
ん
ね
。
日
本
で
な
い
と
し
た
ら
ド
イ
ツ
で
す
か
。

ド
イ
ツ
の
ほ
う
は
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
な
条
件
の
い
い
借
款
が
あ
る
よ
う
で
、
前

か
ら
高
架
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
先
ほ
ど
の
地
下
鉄
の
車
両
納
入
が
「
ジ
ー
メ
ン
ス
に
結
局
取
ら
れ
た
」
と

い
う
の
も
、
1
。

菅
原
　
そ
れ
は
ど
う
い
う
政
治
的
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

武
田
　
一
こ
れ
も
政
治
的
な
絡
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
も
う
相
当
な
政
治
的
な
絡
み
で
し
ょ
う
ね
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
抜

か
り
が
あ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
。
ま
た
ア
ル
ス
ト
ム
が
お
金
を
集
め
る
の

が
苦
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
あ
と
は
高
架
の
話
で
は
、
今
の

こ
う
い
う
一
切
の
も
の
が
始
ま
る
前
に
、
ホ
ア
ラ
ン
ポ
ン
と
い
う
中
央
駅
か
ら
北

の
付
近
を
高
架
化
を
す
る
と
い
う
提
案
を
し
な
い
か
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
高
架
化
を
し
て
も
ら
え
ば
高
架
下
の
使
用
権
を
与
え
ま
す
と
い
っ
て
い
ま

し
た
。

中
村
　
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
の
提
案
で
す
か
。

菅
原
　
タ
イ
国
の
政
府
か
ら
で
す
。
大
体
、
高
架
の
下
を
使
う
と
ど
の
く
ら
い
の

利
益
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
だ
と
建
設
費
の
五
％
ぐ
ら
い
。

日
本
の
都
市
計
画
で
鉄
道
を
連
続
立
体
化
を
す
る
と
、
た
と
え
ば
中
央
線
を
複
々

線
化
し
て
新
線
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
鉄
道
側
の
負
担
で
作
る
、
だ
け
ど
も
在
来
線

を
高
架
化
し
た
時
に
は
従
来
の
ル
ー
ル
で
す
と
、
一
〇
％
は
国
鉄
が
持
ち
な
さ
い
、

民
鉄
の
場
合
は
人
％
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
で
連
続
立
体
化
と
い
う
の
が

始
ま
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
く
ら
い
の
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

だ
か
ら
そ
の
下
を
い
ろ
い
ろ
倉
庫
に
し
た
り
店
に
し
た
り
し
て
数
％
ぐ
ら
い
の
利

益
が
出
る
。
そ
れ
か
ら
踏
切
と
い
う
の
は
警
報
機
を
つ
け
た
り
補
修
し
た
り
い
ろ

い
ろ
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
も
連
続
立
体
化
で
な
く
な
る
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
連
続
立
体
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
の
は
五
％
ぐ
ら
い
か
ら
一
〇
％
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
と
。
日
本
で
は
鉄
道
側
は
、
そ
の
く
ら
い
は
負
担
し
て
も
い
い
よ
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
タ
イ
で
同
じ
よ
う
に
し
て
も
建
設
費
は
日
本

の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
、
だ
け
ど
物
の
売
上
な
ん
て
十
分
の
一
か
二
十
分

の
｝
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
で
商
売
を
や
っ
た
ぐ
ら
い
で
は
と
て
も
合
わ
な
い
の

で
そ
れ
は
誰
も
提
案
し
な
か
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
が

パ
ッ
と
で
か
い
の
を
提
案
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
た
り
し
た
り
し
ま
ず
け
れ
ど
も
、
何
ひ

と
つ
と
し
て
進
ま
な
い
。
空
港
と
高
速
道
路
は
出
来
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
に
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
タ
ナ
ヨ
ン

は
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
地
下
鉄
は
上
下
分
離
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
何
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
が
今
ま
で
の
状
況
な
ん
で
す
。
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武
田
　
た
い
へ
ん
具
体
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

－
、
麹
、
噂
、
陶
、
簡
、
難
、
亀
、
陶
、
亀
、
麹
、
唾
、
亀
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
噂
、
陶
、
亀
、
唾
、
陶
、
馳
♪
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菅
原
　
今
回
は
都
市
交
通
に
つ
い
て
で
す
ね
。
中
国
の
都
市
交
通
の
話
も
い
く
つ

か
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
中
国
で
は
い
ち
ば
ん
最
初
に
出
た
の
は
上
海
で
す
が
、

こ
れ
が
理
科
大
の
教
授
の
時
に
F
／
S
調
査
を
頼
ん
で
き
た
ん
で
す
。

武
田
　
一
九
人
五
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
で
、
F
／
S
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
頃
に
上
海
に
は
既
に
［
地

下
鉄
］
一
号
線
だ
け
で
は
な
く
て
か
な
り
た
く
さ
ん
の
計
画
線
を
持
っ
て
は
い
た

の
で
す
が
、
い
ち
ば
ん
緊
急
を
要
す
る
と
い
う
の
は
今
、
一
号
線
に
な
っ
て
い
る

線
で
す
。
そ
れ
が
普
通
に
F
／
S
を
や
っ
て
、
私
は
作
業
監
理
委
員
長
と
い
う
立

場
で
や
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
で
調
査
業
務
を
J
A
R
T
S
が
引
き
受
け
て
F
／
S

を
や
っ
た
。
F
／
S
の
承
認
ま
で
は
非
常
に
喜
ば
れ
て
、
向
こ
う
も
中
央
政
府
と

や
り
と
り
を
し
て
そ
れ
を
実
行
に
移
す
と
い
う
段
階
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
こ
そ

円
借
款
に
し
て
く
れ
と
い
う
頼
み
を
向
こ
う
は
非
常
に
強
く
持
っ
て
い
た
わ
け
な

ん
で
す
。
そ
れ
で
向
こ
う
の
上
海
市
の
役
員
と
か
議
員
さ
ん
た
ち
が
大
勢
で
当
時

の
O
E
C
F
に
頼
み
に
来
た
り
し
た
の
で
す
が
、
中
国
の
場
合
、
五
年
毎
に
区
切

っ
て
借
款
を
決
め
て
い
ま
し
た
［
ラ
ウ
ン
ド
式
］
。

　
中
国
へ
の
円
借
款
の
区
切
り
は
、
当
時
は
「
二
次
」
で
す
か
。

森
　
第
一
次
、
第
二
次
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
あ
る
い
は
「
フ
ェ
ー
ズ
」
で

呼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

菅
原
　
そ
れ
で
途
中
だ
っ
た
ん
で
す
。
第
二
次
［
一
九
八
四
～
八
九
年
］
の
途
中
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漕宝路駅

噺合筆駅

講乙訓
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だ
っ
た
の
で
、
も
う
そ
の
五
年
分
の
円
借
款
を
決
め
て
い
て
、
「
そ
れ
を
貸
す
わ
け

に
は
い
か
ん
」
と
言
っ
て
、
ど
う
し
て
も
貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
う
や
っ

て
い
る
う
ち
に
ド
イ
ツ
が
「
そ
れ
じ
ゃ
、
自
分
の
ほ
う
で
デ
ィ
テ
ー
ル
・
デ
ザ
イ

ン
を
無
償
で
や
っ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
の
で
「
ド
イ
ツ
に
し
ま
し
た
」
と
い
う
わ

け
で
す
ね
。
日
本
に
は
開
業
式
に
は
必
ず
来
て
く
れ
と
か
言
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
時
、
笹
沼
さ
ん
と
い
う
人
が
建
設
省
を
割
に
若
い
時
に
辞
め
て
O
E
C
F
の

担
当
の
課
長
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
「
こ
れ
は
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。
是
非

や
り
た
い
の
で
す
が
」
と
さ
か
ん
に
言
っ
て
い
て
、
そ
の
第
三
次
の
対
中
円
借
款
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を
前
倒
し
て
で
も
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
そ
れ
ほ

ど
金
が
余
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
て
円
借
款
を
「
使
い
た
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

も
そ
れ
以
外
に
も
ま
だ
あ
っ
た
り
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
な
か
な
か
借
款

が
出
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
残
念
な
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
結
局
、
一
号
線
の
建
設
も
ド
イ
ツ
の
借
款
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
第

二
号
線
も
ド
イ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
上
海
の
場
合
に
は
、
三
号
線
と

い
う
の
は
普
通
の
鉄
道
み
た
い
な
も
の
で
外
回
り
を
す
る
線
で
、
そ
こ
ま
で
は
出

来
て
い
ま
す
。
計
画
と
し
て
は
十
一
号
近
く
ま
で
あ
る
の
で
す
が
、
こ
う
な
る
と

な
か
な
か
日
本
も
入
り
に
く
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
上
海
の
都
市
計
画
関
係
の
人
と
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や
っ
た
り
い
ろ
い

　
N
蜜江湾鎮

楊高南路

張江高料

①一1号線
②一2号線
③一3号線

上
　
　
①

②
　
　
　
　
　
　
轄

中山公園

上海南駅

上海市軌道路線図

ろ
や
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ

か
ら
先
、
日
本
の

円
借
款
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
話
は

な
い
よ
う
で
す
。

北
京
・
上
海
間
の

高
速
鉄
道
建
設
の

問
題
も
含
め
て
上

海
と
は
い
ろ
い
ろ

連
絡
は
取
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。中

村
　
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
ド
イ
ツ
が
、
た
だ
で
や
っ
て
あ
げ
る
」
と
い
う

の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
た
だ
で
設
計
を
や
っ
て
あ
げ
た
っ
て
誰
か
の
金
を
使
う
の
で
す

か
ら
、
ど
こ
か
ら
か
金
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
で
商
品
が
売
れ

ば
そ
れ
ま
で
か
か
っ
た
費
用
相
当
額
が
戻
っ
て
く
る
と
か
、
あ
る
い
は
国
が
先
に

融
資
し
ま
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
、
中
国
の
人
は
そ
う
言
っ
て

い
ま
し
た
よ
、
ド
イ
ツ
の
人
が
来
て
「
た
だ
で
や
っ
て
く
れ
る
」
と
。
中
国
と
し

て
は
、
早
く
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
次
の
第
三
次
円

借
款
に
入
る
ま
で
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
し
、
ド
イ
ツ
は
ド
イ
ツ
で

一
生
懸
命
早
く
貸
し
て
自
分
の
国
で
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。
や

つ
ば
り
J
I
C
A
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
の
は
、
中
国
の
場
合
は
ラ
ウ
ン
ド
式
の
円
借

款
の
ち
ょ
う
ど
境
目
の
と
こ
ろ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
上
が
っ
て
く
る
よ
う

だ
と
、
上
手
く
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
、
北
京
の
O
E
C
F
の
代
表
は
よ
く
言
っ

て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

武
田
　
実
際
の
そ
の
開
通
式
に
は
呼
ば
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
た
だ
私
自
身
は
行
け
な
く
て
、
常
務
理
事
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ

の
前
全
線
を
見
て
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
立
派
な
地
下
鉄
で
す
。

－
、
隔
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
唾
＼
陶
、
亀
＼
剛
、
亀
、
疇
、
陶
、
陶
、
亀
、
唾
、
晴
、
鞠
、
隔
、
陶
、
辱
、
亀
、
隔
、
隔
♪
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π
　
中
国
で
の
鉄
道
関
係
セ
ミ
ナ
ー
開
催
　
－
商
社
の
力
も
借
り
る
窟
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

菅
原
　
後
は
ハ
ル
ピ
ン
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
前
『
S
U
B
W
A
Y
』

（
日
本
地
下
鉄
協
会
）
の
記
事
に
書
い
た
の
で
す
が
、
今
、
中
国
で
は
一
〇
〇
万
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都
市
が
四
十
人
あ
る
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
う
ち
軌
道
系
の
都
市
交
通
が
あ
る

も
の
と
い
う
の
は
四
都
市
し
か
な
い
ん
で
す
。
今
度
は
重
慶
が
出
来
た
か
ら
五
都

市
に
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
F
／
S
を
や
っ
て
い

る
都
市
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
が
二
〇
二
か
年
に
な
る
と
八
十
都
市
ぐ
ら
い
が

一
〇
〇
万
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
日
本
だ
と
一
〇
〇
万
都
市
と
い
う
の

は
、
大
体
、
政
令
指
定
都
市
で
、
地
下
鉄
も
一
本
、
二
本
じ
ゃ
な
く
て
数
路
線
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
し
、
ま
た
な
け
れ
ば
通
勤
輸
送
は
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。
中
国
も
早
く
軌
道
整
備
を
し
な
い
と
自
動
車
渋
滞
が
起
き
る
し
、

交
通
事
故
・
環
境
破
壊
の
街
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
相
当
本
気
で
や
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
大
き
な
開
発
を
し
て
軌
道
系
の
交
通
機
関
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
先
生
が
中
国
の
技
術
協
力
を
な
さ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
上

海
で
す
か
。

菅
原
　
上
海
で
は
具
体
的
に
F
／
S
を
や
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
私
が
理
事
長
の
時

も
そ
う
い
う
ふ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ち
こ
ち
で
セ
ミ

ナ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン
で
も
や
り
ま
し
た
し
。

武
田
　
中
国
で
や
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
ハ
ル
ビ
ン
に
行
っ
て
、
要
す
る
に
一
種
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
大
連
で
も
や
り
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
は
ど
う
い
う
名
目
で
や
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
こ
れ
は
、
む
し
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
（
事
業
の
発
掘
）

に
属
し
ま
ず
け
れ
ど
も
、
自
主
調
査
の
時
に
は
日
本
の
あ
る
種
の
団
体
－
日
本

財
団
な
ど
一
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
が
ら
三
割
ぐ
ら
い
補
助
が
出
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
も
ら
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
歩
く
よ
う
な
セ

ミ
ナ
ー
を
毎
年
二
件
か
三
件
や
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
参
加
す
る
の
は
、
向
こ
う
の
鉄
道
関
係
の
人
で
す
か
。

菅
原
　
都
市
の
場
合
に
は
向
こ
う
の
都
市
の
交
通
局
か
何
か
の
人
も
呼
ぶ
し
、
そ

れ
か
ら
向
こ
う
か
ら
も
二
つ
ぐ
ら
い
発
表
し
て
も
ら
う
と
。
向
こ
う
の
人
は
そ
う

い
う
こ
と
を
親
身
に
話
し
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
で
情
報

が
全
部
入
る
わ
け
で
説
明
会
を
開
い
て
き
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
、
J
A
R
T
S
と
し
て
や
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
J
A
R
T
S
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
を
や
る
と
、
か
な
り
の
確
率
で
そ
の
後
F
／
S
に
繋
が
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
ま
ず
は
専
門
家
派
遣
と
い
う
よ
う
な
話
に
、

そ
う
い
う
事
に
な
れ
ば
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
成
功
で
す
よ
ね
。
専
門
家
が
そ
こ
に
入

り
込
む
と
、
そ
こ
で
「
F
／
S
を
や
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
」
と
か
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
し
。
専
門
家
派
遣
と
い
う
格
好
に
持
っ
て
く
る
と
、
T
O
R
（
日
霞
目

o
h
国
Φ
融
話
昌
。
①
委
託
事
項
）
と
い
う
か
、
F
／
S
調
査
の
注
文
書
み
た
い
な
も
の

を
「
こ
ん
な
も
の
を
出
し
た
ら
や
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
頃
は
目
本
も
ま
だ
O
D
A
の
枠
は
ど
ん
ど
ん
広
が
る
｝
方
で
し
た
か
ら
、
F
／

S
調
査
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
国
際
協
力
の
分
野
で
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
F
／
S
調
査
を
向
こ
う
か
ら
要
請
し
て
も
ら
う
。
日
本
は
あ
く
ま
で
要

請
主
義
な
の
で
、
相
手
側
か
ら
要
請
し
て
も
ら
う
よ
う
な
段
取
り
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

武
田
　
他
の
国
も
同
じ
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
の
は
同
時
期
に
や
っ
て
い
る
ん

で
す
か
。

菅
原
　
他
の
国
も
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
も
っ
と
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
れ
か
ら
、
要
人
招
聰
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
「
要
人
招
聰
」
と
い
う
の

は
向
こ
う
で
関
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
は
向
こ
う
の
交
通
局
長
み
た
い
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な
人
を
呼
び
ま
し
ょ
う
と
。
日
本
に
は
海
外
運
輸
協
力
協
会
と
い
う
、
も
う
ひ
と

つ
の
政
府
に
近
い
協
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
国
か
ら
補
助
金
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
を
J
A
R
T
S
が
も
ら
っ
て
き
て
費
用
に
充
て
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
要
人
招
聰
と
か
専
門
家
派
遣
ど
か
と
い
う
ふ
う
に
ま
ず

つ
な
い
で
、
そ
れ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
場
所
と
い
う
の
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
場
所
を
狙
っ
て
戦

略
的
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
こ
で
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
も
情

報
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
商
社
に
あ
る
ん
で

す
。
商
社
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
現
地
に
情
報
・
人
材
網
の
根
を
張
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
。
特
に
商
社
の
中
で
も
輸
送
機
器
部
門
な
ん
て
あ
っ
て
、
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
そ
の
地
方
の
交
通
局
な
ど
に
行
っ
て
仲
良
し
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
い
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
は
向
こ
う
か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
頼
ま
れ
た
り
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
少
し
日
本
か
ら
調
査
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
話
も
し
て
い

る
し
、
円
借
款
を
借
り
ら
れ
な
い
か
な
ん
て
い
う
話
も
く
る
。
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
商
社
も
わ
れ
わ
れ
の
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
う
人
か
ら
聞
い
て
場
所
な
ど
を
決
め
た
り
し
ま
す
。
何
も
な
い
と
こ

ろ
に
唐
突
に
行
っ
て
も
段
取
り
も
出
来
ま
せ
ん
か
ら
。

中
村
　
そ
う
い
う
場
合
、
商
社
の
人
が
、
た
と
え
ば
現
地
で
も
段
取
り
み
た
い
な

も
の
を
や
っ
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
商
社
の
人
が
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。
ど
ん
な
場
所
を

借
り
た
ら
い
い
か
と
か
、
こ
う
い
う
人
を
呼
ん
だ
ら
い
い
よ
と
か
。
そ
う
い
う
人

が
い
な
い
と
、
案
内
を
出
す
に
し
て
も
ど
ん
な
ふ
う
に
出
し
て
い
い
か
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
ね
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
商
社
の
情
報
と
い
う
の
は
生
の
情
報
で
い
い
で
す
ね
。

菅
原
　
大
事
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
商
社
の
情
報
と
い
う
の
は
、
商
社
の
人
が
働
き
か
け
て
こ
ら
れ
る
ん

で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
J
A
R
T
S
の
ほ
う
か
ら
商
社
に
尋
ね
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
か
。

菅
原
　
商
社
も
わ
れ
わ
れ
の
会
員
で
す
か
ら
、
よ
く
集
ま
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
そ
う

い
う
情
報
交
換
の
会
議
を
や
っ
た
り
し
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
は
定
期
的
に
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
そ
れ
よ
り
も
商
社
は
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
つ
も
狙
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
そ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
れ
ば
商
売
に
な
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
デ
イ
リ
ー
に
品
物
を
買
っ
た
り
売
っ
た
り
と
い
う
よ
う

な
部
門
も
あ
り
、
そ
う
い
う
の
と
同
時
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
成

立
す
る
と
よ
い
。
で
す
か
ら
商
社
が
い
る
と
国
際
協
力
の
仕
事
も
進
展
す
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
れ
が
、
前
回
の
時
に
お
話
し
た
よ
う
に
最
近
は
「
ア
ン
タ
イ
ド
」
で
、

せ
っ
か
く
円
借
款
に
な
っ
て
も
み
ん
な
他
の
国
に
取
ら
れ
た
り
す
る
の
で
は
何
に

も
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
段
取
り
だ
け
し
て
も
商
社
に
と
っ
て
何
も
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り
そ
う
い
う
努
力
を
し
た
と
こ
ろ
に
は
メ
レ
ッ
ト
が
行
く

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
、
職
場
で
い
ち
ば
ん
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
は
担
当
者
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
結
局
、
商
社
も
大
き
な
組
織
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
部
門
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
品
物
の
買
い
付
け
と
か
の
部
門
も
あ
る
し
、
今
言
っ
た
よ
う
に

輸
送
機
器
と
い
う
分
野
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
こ
で
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
と
い

う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
官
庁
に
出
入
り
し
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
し
、
あ

る
い
は
自
分
で
判
断
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な

人
が
い
て
く
れ
れ
ば
尚
い
い
の
で
す
が
。

武
田
　
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
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菅
原
　
え
え
。
商
社
は
や
は
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら
な

く
な
る
だ
ろ
う
し
。
そ
れ
か
ら
頼
り
に
し
て
い
る
の
は
大
使
館
に
出
向
し
て
い
る

人
で
す
。
運
輸
省
や
何
か
か
ら
行
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
非
常
に
関
心
が
あ
る
人
が
い
た
り
す
る
と
進
む
と
か
。
そ
れ
か
ら
長
期
専

門
家
が
向
こ
う
の
政
府
の
中
に
派
遣
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
う
い
う
人
は
当
然
自
分

で
も
提
案
す
る
だ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
逆
に
相
手
国
鉄
の
総
裁
か
ら
「
こ
う
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

非
常
に
い
い
情
報
に
な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
中
国
の
場
合
も
、
実
際
は
商
社
の
情
報
と
い
う
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
商
社
の
情
報
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
中
国
で
は
鉄

道
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
も
う
な
か
な
か
な
い
、
と
。
そ
れ
ま
で
は
結
構
、
電
化
と

か
、
南
北
線
の
複
線
化
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は

中
国
は
自
分
で
も
力
が
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
鉱
産
物
の
積
出
し
に
北
京
の
近
く

の
港
が
あ
り
ま
し
た
［
秦
皇
島
］
。
ま
た
、
天
津
の
少
し
上
の
ほ
う
に
、
石
臼
港
が

あ
り
ま
し
て
、
鉱
山
か
ら
の
線
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
円
借
款
金
額
の
大
き
な
線

で
す
。
［
エ
ン
州
・
石
臼
所
間
鉄
道
建
設
事
業
（
一
）
～
（
五
）
］

森
　
北
西
の
ほ
う
か
ら
港
に
行
く
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
西
に
近
い
で
す
が
、
鉱
山
か
ら
の
積
み
出
し
線
で
す
ね
。
そ
れ
な
ど
は
お

金
だ
け
貸
し
て
い
て
と
い
う
σ
は
お
っ
た
け
れ
ど
も
、
都
市
交
通
と
い
う
の
は
、

軌
道
系
を
早
く
作
ら
ね
ば
い
か
ん
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

北
京
な
ど
は
自
転
車
通
勤
だ
っ
た
り
し
て
、
「
北
京
は
こ
れ
で
い
い
の
か
な
」
、
と
十

年
ぐ
ら
い
前
は
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
最
近
北
京
に
行
く
と
、
ホ
テ
ル
か
ら
見
て

い
て
も
、
ち
ょ
う
ど
バ
ン
コ
ク
の
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通
り
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
晩
な

ど
、
天
安
門
の
前
の
通
り
な
ど
は
自
動
車
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
あ
い
う
国
で
よ

く
み
ん
な
自
動
車
が
買
え
る
な
と
思
う
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
ン
制
度
が
非
常
に
発
展

し
た
ら
し
い
で
す
ね
。
ロ
ー
ン
で
買
っ
て
自
動
車
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
、
と
に
か
く
相
当
急
が
な
い
と
北
京
も
バ
ン
コ
ク
と
同
じ
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

｛
■
鴨
、
陶
、
馳
、
麹
、
隔
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
陶
、
馳
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
糎
＼
唾
、
亀
、
亀
♪
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r
i
i
、
ー
ー
i
i
一
、
一
i
、
一
i
i
、
一
、
一
i
i
、
一
i
i
、
一
i
i
、
し

菅
原
　
北
京
も
こ
の
図
（
『
S
U
B
W
A
Y
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
図
）
だ
と
、

ま
だ
環
状
線
の
他
に
左
の
ほ
う
に
三
図
園
と
い
う
枝
が
一
本
し
か
出
て
い
ま
せ
ん

よ
ね
。
こ
の
地
図
だ
と
、
そ
れ
に
は
環
状
線
と
東
西
線
だ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
上

に
十
三
号
線
と
い
う
の
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
十

三
号
線
ま
で
は
出
来
て
い
て
、
計
画
線
で
は
十
四

号
線
、
十
五
号
線
ぐ
ら
い
ま
で
考
え
て
い
ま
す
。

今
度
の
J
A
R
T
S
の
報
告
書
に
は
絵
が
つ
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
十
㎝
月
号
で
す
か
ら
今
度
出
る

と
思
い
ま
す
［
「
中
国
都
市
へ
の
軌
道
系
シ
ス
テ

ム
の
進
出
と
日
中
都
市
交
通
技
術
交
流
」
『
会
報

J
A
R
T
S
』
一
八
七
号
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
］
。

北
京
も
相
当
な
勢
い
で
軌
道
系
都
市
交
通
の
整
備

を
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
今
は
な
り
ま
し

た
。　

十
年
ぐ
ら
い
前
の
理
事
長
の
頃
は
、
鉄
道
を
や

ろ
う
と
い
う
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時

霞
♪
寸

束鍵鍔

四憲東鮎

⑫

酉単　　建国門

①一一1弩線
Q　Pt【2脅撮

幣

百颪門

蜜興門

果遡

図一2　北京市都市軌道路線図
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に
、
運
輸
省
か
ら
大
使
館
に
出
向
し
て
い
た
小
林
堅
吾
（
け
ん
ご
）
さ
ん
と
い
う

人
が
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
「
日
中
東
北
友
好
協
会
」
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。
東
北
地
域
－
旧
満
州
地
域
と
日
本
の
経
済
界
の
協
力
協
会
み
た
い

な
も
の
で
す
が
、
日
中
全
体
の
経
済
協
力
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
の
会
長
さ
ん
と

一
緒
に
回
っ
て
歩
い
た
時
に
非
常
に
中
国
の
こ
と
に
詳
し
い
人
が
い
て
、
そ
の
人

が
「
中
国
で
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
を
考
え
て
い
る
人
は
幸
い
な
い
。
け

れ
ど
も
一
人
だ
け
い
る
の
は
小
林
さ
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
小
林
さ
ん
と
い
う
人
は
中
国
に
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
と
い
う
こ
と
を

そ
の
頃
か
ら
考
え
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
の
方
が
大
使
館
勤
務
を
終
わ
っ
て
、
運
輸
省
に
帰
ら
れ
た
あ
と
、
重
慶
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
は
鉄
道
局

の
中
の
そ
う
い
う
よ
う
な
職
に
つ
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
に
重

慶
の
市
長
な
ど
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
見
て
「
こ
れ
は
い
い
」
と
考
え
た
ら
し
い
ん
で

す
。
だ
か
ら
重
慶
の
人
は
そ
の
頃
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
を
そ
こ
に
持
っ
て
き
た
い
と

ふ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建

設
し
て
く
れ
と
い
う
だ
け
で
は
F
／
S
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
重
慶
の
都
市
交
通

と
い
う
案
件
で
F
／
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
前
後
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
九
〇
年
か
ら
少
し
経
っ
て
い
る
の
で
、
理
事
長
の
現
職
の
時
で
す
。

武
田
　
一
九
九
二
年
に
重
慶
市
快
速
軌
道
交
通
二
号
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ

た
と
経
歴
の
表
に
は
あ
り
ま
す
が
一
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
九
二
年
で
し
ょ
う
ね
。
F
／
S
の
時
に
は
外
務
省
の
課
長

と
小
林
さ
ん
な
ど
が
事
前
調
査
団
と
し
て
出
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
に
は
向

こ
う
も
「
F
／
S
を
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
意
思
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
F
／
S
の
ど
う
い
う
こ
と
を
や
る
か
と
い
う
条
件
や
何
か
を
決
め
て
く
る
、

そ
れ
が
事
前
調
査
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
小
林
さ
ん
は
一
緒
に
や
ら
れ
た
。
こ
れ

は
「
S
／
W
（
の
8
恩
Φ
o
h
≦
o
時
　
実
施
細
則
）
協
議
」
と
い
う
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
調
査
団
で
行
か
れ
て
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
今
度
は
小
林
さ
ん
か
ら
逆
に
わ

れ
わ
れ
が
注
文
を
受
け
る
。
J
I
C
A
を
通
じ
て
J
A
R
T
S
が
F
／
S
を
や
っ

て
く
れ
と
い
う
わ
け
で
す
。
私
自
身
は
理
事
長
で
し
た
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
の

リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ほ
う
は
何
と
か
進
展
さ
せ
た
い
と
い

う
こ
と
で
団
長
を
引
き
受
け
ま
し
て
、
調
査
団
を
率
い
て
行
っ
た
わ
け
で
す
。

武
田
　
小
林
さ
ん
と
は
そ
れ
ま
で
に
も
面
識
が
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
東
京
理
科
大
に
い
た
時
に
上
海
の
都
市
交
通
の
F
／
S
に
行
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
作
業
監
理
委
員
長
、
つ
ま
り
官
の
一
員
で
行
っ
た
わ
け
で
す
。
当
然
、

大
使
館
に
挨
拶
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
小
林
さ
ん
は
書
記
官
で
、
そ
の
時
に
初
め

て
お
会
い
し
ま
し
た
。
私
は
東
京
理
科
大
の
教
授
が
終
わ
っ
て
か
ら
J
A
R
T
S

に
行
き
、
J
A
R
T
S
の
三
年
目
に
理
事
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
に
小
林

さ
ん
は
東
京
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
て
、
そ
れ
で
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
き
た

わ
け
で
す
。
小
林
さ
ん
と
し
て
は
中
国
に
も
軌
道
系
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
さ

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

4
薗
「
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
隔
、
陶
、
亀
、
亀
、
麹
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
麹
、
畦
、
亀
、
隔
、
亀
、
噂
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
♪
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一
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一
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一
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一
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一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

中
村
　
重
慶
は
ど
う
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
目
を
つ
け
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
重
慶
は
、
寿
陵
江
と
揚
子
江
の
合
流
点
の
半
島
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
中
心

に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
は
水
面
か
ら
の
高
さ
が
二
〇
〇
m
ぐ
ら
い
あ
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
山
城
な
ん
で
す
ね
。
重
慶
の
こ
と
を
よ
く
「
山
城
」
（
サ
ン
ジ
ョ
ウ
）
と
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言
い
ま
す
が
、
「
城
」
と
い
う
の
は
「
都
市
」
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら

「
山
の
都
市
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
ぐ
ら
い
勾
配
の
き
つ
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
平
地
が
全
然
な
い
ん
で
す
よ
。
い
ち
ば
ん
ト
ッ
プ
の
と
こ
ろ
に
少
し
あ
る

だ
け
で
。
そ
こ
に
当
時
は
ま
だ
高
い
ビ
ル
が
そ
う
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
し
、
人
口
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
山
の
中
を
越
え
る
に

は
ま
ず
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
で
相
当
急
な
勾
配
で
も
登
っ
て
行
き
ま
す
よ
ね
。
リ
ニ
ア
メ
ト
ロ

は
日
本
で
も
大
阪
の
七
号
線
－
花
の
万
博
線
ぐ
ら
い
し
か
出
来
て
い
な
く
て
ま

だ
日
本
で
も
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
ち
ら
で
技
術
開
発
を
や

っ
て
い
る
時
期
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
最
初
は
い
ろ
い
ろ
な
交
通
機
関
を
並
べ

て
み
て
、
そ
れ
で
こ
こ
は
モ
ノ
レ
ー
ル
が
い
い
と
な
っ
た
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
も
懸
垂
式
と
跨
座
式
が
あ
り
ま
す
が
、
懸
垂
式
と
い
う
こ
と
は
鋼

製
の
箱
桁
の
中
を
モ
ノ
レ
ー
ル
の
台
車
が
走
る
わ
け
で
す
。
要
す
る
に
鉄
で
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
重
慶
と
い
う
都
市
は
、
当
時
は
経
済
発
展
｝

本
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
質
の
悪
い
燃
料
を
ど
ん
ど
ん
焚
く
し
、
酸
性
雨
が
降
る

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と

で
、
跨
座
式
の
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
う
の
が
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
事
実
、

千
分
の
三
十
五
と
い
う
の
が
普
通
の
鉄
道
の
最
急
勾
配
で
す
。
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
走

っ
て
い
る
道
路
は
千
分
の
六
十
と
か
1
要
す
る
に
六
％
ぐ
ら
い
で
す
。
鉄
道
だ

と
三
・
五
％
が
最
急
勾
配
で
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
ス
リ
ッ
プ
し
た
り
ブ
レ
ー
キ

な
ど
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
ゴ

ム
タ
イ
ヤ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
。

半
島
部
の
幅
は
狭
い
と
こ
ろ
は
四
〇
〇
m
ぐ
ら
い
し
か
な
い
し
、
そ
こ
で
高
さ
二

〇
〇
m
の
差
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
相
当
な
勾
配
で
す
。
そ
れ
で
モ
ノ
レ
ー

ル
が
い
ち
ば
ん
い
い
と
。

　
そ
れ
か
ら
交
通
量
か
ら
い
っ
て
も
大
都
市
で
都
心
が
一
点
集
中
し
て
い
る
ん
だ

っ
た
ら
、
輸
送
力
の
大
き
い
交
通
機
関
が
要
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
重
慶
の
場
合

に
は
半
島
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
都
市
の
中
心
が
あ
る
し
、
嘉
陵
江
の
北
の
ほ
う
に

も
市
街
地
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
揚
子
江
の
南
側
に
も
都
市
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

要
す
る
に
分
散
都
市
な
ん
で
す
ね
。
割
に
い
い
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
川

を
渡
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
一
本
の

路
線
の
輸
送
力
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
く
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
モ
ノ
レ

ー
ル
に
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
れ
は
先
方
が
先
に
決
め
て
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
れ
は
F
／
S
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
公
平
に
比
較
し
て

こ
れ
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
方
は
モ
ノ
レ
ー
ル
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
モ

ノ
レ
ー
ル
を
提
案
し
て
も
ら
え
ば
い
ち
ば
ん
い
い
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
た
し

か
に
重
慶
の
街
に
は
普
通
の
鉄
道
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
ね
、
勾
配
が

こ
ん
な
感
じ
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
い
ち
ば
ん
い
い
選
択
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

向
こ
う
の
ニ
ー
ズ
と
合
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

武
田
　
先
生
、
あ
る
い
は
J
A
R
T
S
と
し
て
は
、
重
慶
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ

う
に
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
。

武
田
　
重
慶
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
重
慶
市
か
ら
の
要

請
で
す
か
。
そ
れ
と
も
小
林
さ
ん
が
何
か
や
ろ
う
と
考
え
て
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
で
し
ょ
う
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
半
分
「
官
」
の
側
か
ら

も
だ
し
、
あ
る
い
は
小
林
さ
ん
が
い
ろ
ん
な
街
を
知
っ
て
い
て
「
や
っ
ぱ
り
重
慶

で
何
か
や
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
案
が
出
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。
そ
れ
か
ら

逆
に
産
業
の
ほ
う
も
、
日
立
製
作
所
な
ど
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
ど
こ
か
海
外
に
普
及

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
ら
。
そ
れ
が
官
・
産
・
学
で
す
ね
、
大
勢
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重慶市都市軌道網路線図（2020年）

b．　tr．，twggt／1＃・

の
人
が
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
わ
れ
わ
れ
も
、
い
ろ
ん

な
街
で
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
い
い
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
は
い

た
の
で
す
が
、
具
体
的
に
重
慶
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

武
田
　
九
二
年
か
ら
F
／
S
を
。
そ
れ
が
二
号
線
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
九
二
年
に
報
告
が
出
て
い
る
か
ら
、
一
年
半
ぐ
ら
い
で
や

っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

森
中
心
部
か
ら
南
北
に
出
て
い
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
な
ぜ
二
号
線
か
と
い
う
と
、
こ
の
図
の
よ
う
に
軸
物
江
と
い
う
長
江
の
支

流
が
北
北
西
か
ら
南
南
東
に
向
か
っ
て
あ
っ
て
、
長
江
の
本
流
が
南
西
か
ら
蛇
行

し
つ
つ
東
へ
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
流
地
の
半
島
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
重
慶
の

都
心
で
す
。
一
号
線
と
い
う
の
は
長
江
と
嘉
陵
江
の
合
流
点
付
近
か
ら
西
に
向
か

う
地
下
鉄
、
こ
れ
が
一
号
線
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
二
号
線
と
い
う
の
は
、
　
一

号
線
と
同
じ
河
の
合
流
点
付
近
か
ら
出
て
、
今
度
は
一
号
線
の
北
側
を
通
り
ま
す
。

1
こ
の
地
域
（
一
号
線
と
二
号
線
が
ほ
ぼ
平
行
し
て
走
る
地
域
）
は
最
も
発
展

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
一
二
号
線
は
そ
れ
か
ら
南
へ
行
く
。
最
初
は
重
慶
市
は

一
号
線
を
考
え
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
香
港
の
あ
る
企
業
ー
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル

で
は
な
い
企
業
（
笑
い
）
1
が
、
B
O
T
で
や
る
こ
と
に
し
て
い
た
ん
で
す
。

も
う
中
心
部
か
ら
西
部
に
抜
け
る
線
の
起
点
付
近
の
工
事
を
や
り
か
け
て
い
ま
し

た
。　

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
B
O
T
だ
か
ら
、
市
政
府
と
し
て
は
財
政
資
金
は
あ
ま

り
い
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
二
号
線
を
円
借
款
で
実
行
す
る
と
し
て
も
、
軌
道

か
ら
上
の
部
分
は
円
借
款
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
柱
や
基
礎
工
な
ど
は
自
前
の
資
金

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
資
金
が
準
備
で
き
た
の
で
す
。
そ
れ
で
二
号
線
を
モ

ノ
レ
ー
ル
で
や
っ
て
く
れ
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
二
号
線
の
F
／
S
を

始
め
た
時
に
は
ま
だ
こ
こ
に
一
号
線
が
あ
る
前
提
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
事
実
、

街
の
中
心
部
付
近
は
既
に
一
号
線
の
工
事
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
れ
が
あ

っ
た
か
と
い
う
と
、
重
慶
の
街
は
日
本
軍
が
だ
い
ぶ
爆
撃
を
し
た
わ
け
で
、
そ
れ

で
蒋
介
石
政
権
が
い
た
る
所
に
地
下
道
を
掘
っ
て
、
こ
こ
に
立
て
篭
も
ろ
う
と
し

て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
繋
ぐ
と
か
な
り
大
き
な
断
面
の
ト
ン
ネ
ル
が
出

来
る
。
こ
れ
も
交
通
量
は
中
程
度
で
す
か
ら
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ー
小
型
の
電
車

を
入
れ
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

武
田
　
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
状
況
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
人
た
ち
は
本
当
に
そ
れ
を
や

る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
で
、
そ
れ
で
わ
れ
わ
れ
は
交
通
需
要
予
測
を
し
ま
し
た
。
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あ
と
三
号
線
と
い
う
の
は
、
嘉
陵
江
の
北
の
方
か
ら
重
慶
の
都
心
部
を
横
断
し
て

長
江
の
南
側
を
連
絡
す
る
と
い
う
、
こ
う
い
う
ル
ー
ト
だ
け
は
あ
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
辺
が
前
提
条
件
で
い
ろ
い
ろ
計
画
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

亀
、
唾
、
剛
、
口
、
亀
、
軸
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
麹
、
喚
、
唾
、
唾
、
隔
、
簡
、
馳
、
馳
、
鞠
、
鞠
、
睡
＼
唾
、
隔
、
亀
♪

輝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
日
本
の
円
借
款
事
業
と
し
て
重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建
設
す
る
ま
で
　
π

ノ
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篭

目
、
亀
、
噴
、
陶
、
亀
＼
亀
＼
馳
＼
亀
、
亀
、
陶
、
隔
＼
亀
、
亀
、
馳
、
」
■
唇
「
、
唾
＼
亀
、
亀
、
陶
、
剛
、
馳
、
馳
＼
亀
、
唾

菅
原
　
J
I
C
A
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
は
完
結
を
し
て
、
九
二
年
に
報
告
書
を
出
し

た
。
重
慶
市
政
府
も
そ
れ
を
了
承
し
て
サ
イ
ン
を
し
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
五
年

忌
ら
い
休
ん
で
い
た
ん
で
す
。
本
当
は
休
ん
で
い
た
の
で
は
な
く
て
、
お
互
い
に

何
と
か
そ
れ
を
進
め
よ
う
と
い
う
政
府
間
の
い
ろ
い
ろ
動
き
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
重
慶
市
は
中
国
西
部
地
域
の
開
発
の
拠
点

に
な
り
人
口
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ち
ゃ
っ
て
、
周
り
の
都
市
も
含
め
て
一
五
〇
〇
万

人
と
か
、
そ
う
い
う
街
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
こ
の
範
囲
と

い
う
の
は
首
都
圏
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
す
よ
ね
。
三
峡
地
域
と
い
う
の
も
、
み
ん

な
重
慶
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
重
慶
の
工
務
局
長
と
い
う
の
は
大
変
大

き
な
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
重
慶
市
に
は
高
層
ビ
ル
な
ん
て
ポ
ツ
ポ
ツ
し

か
な
か
っ
た
の
が
、
今
行
き
ま
す
と
香
港
み
た
い
に
ぎ
っ
し
り
立
ち
並
ん
で
い
る
。

長
江
の
南
側
も
川
南
地
区
と
い
う
の
で
工
業
団
地
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
ま
で
の
経
済
発
展
は
も
の
す
ご
い
大
き
い
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
O
E
C
F
が
「
S
A
P
R
O
F
」
（
案
件
形
成
促
進
調
査
）
と
い
う
の
を

起
こ
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
O
E
C
F
の
や
る
F
／
S
み
た
い
な
も
の
で
す
。

要
す
る
に
最
初
の
J
I
C
A
の
F
／
S
調
査
か
ら
時
間
が
経
っ
た
か
ら
も
う
い
っ

ぺ
ん
調
査
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
O
E
C
F
が
独
自
に
調
査
し
直
す

と
い
う
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
。
独
自
で
も
何
で
も
い
い
け
れ
ど
も
O
E
C

F
で
や
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
を
競
争
で
や
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
の
時
に
私
は
J
A
R
T
S
の
理
事
長
を
辞
め
て
、
F
K
K
に
居
り
ま
し
た
が
、

J
A
R
T
S
の
最
高
技
術
顧
問
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
前
に
重
慶
市

の
調
査
を
や
っ
た
の
だ
か
ら
出
て
こ
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
団

長
に
な
っ
て
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
負
い
、
F
／
S
と
同
じ
よ
う
な
調
査
を
や

り
ま
し
た
。
経
済
発
展
が
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
進
み
、
重
慶
市
は
中
国
で
四
番

目
の
直
轄
都
市
に
な
り
、
人
口
が
う
ん
と
増
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ
前
に
F
／
S

調
査
を
や
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
、
そ
ん
な
に
苦
労
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
、
そ
の
S
A
P
R
O
F
の
結
果
に
対
す
る
承
認
も
取
れ
た
。
そ
う
や
っ

て
い
る
最
中
に
、
一
号
線
の
工
事
で
香
港
企
業
が
B
O
T
を
放
棄
し
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
わ
け
で
す
。
前
は
こ
の
中
心
部
に
は
都
市
軌
道
が
二
本
あ
る
と
い

う
前
提
で
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
。
二
回
線
が
な
く
て
も
そ
れ
で
足
り
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
O
E
C
F
の
理
事
さ
ん
か
ら
さ
か
ん
に
聞
か
れ
て
、
理
事
の
と
こ
ろ

に
説
明
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
S
A
P
R
O
F
ま
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
お
互
い
「
円
借
款
を
貸
し
ま
し
ょ
う
」

「
借
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
空
気
に
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
側
が

勝
手
に
や
る
の
で
は
な
い
し
、
中
国
政
府
と
の
合
意
で
進
め
、
そ
れ
で
二
〇
〇
一

年
の
三
月
に
円
借
款
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
円
借
款
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、
重
慶

市
の
経
済
が
一
層
発
展
し
て
い
ま
し
て
、
長
江
・
嘉
陵
江
沿
い
に
は
、
ず
っ
と
道

路
も
出
来
た
り
、
嘉
陵
江
の
北
側
や
長
江
の
南
側
に
も
都
市
開
発
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。

武
田
　
菅
原
さ
ん
が
調
査
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
人
里
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
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《
■
「
、
陶
、
陶
、
亀
、
口
＼
唾
＼
庵
、
唾
、
唾
、
唾
＼
鴫
、
唾
、
陶
、
陶
＼
陶
、
口
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
噂
、
亀
、
陶
、
亀
♪
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＼
一
、
一
、
一
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

中
村
　
残
り
の
一
号
線
、
三
号
線
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
一
号
線
は
そ
う
い
う
こ
と
で
B
O
T
会
社
が
放
棄
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

政
府
が
買
い
戻
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
は
政
府
が
持
っ
て
い
て
、
誰
に
や
ら

せ
る
か
、
本
当
に
B
O
T
で
や
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
村
　
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
地
下
鉄
で
や
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
こ
れ
は
地
下
鉄
で
す
ね
。

　
三
号
線
は
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
よ
。
最
初
の
F
／
S
調
査
の
時
は
計
画
ル
ー
ト

だ
け
し
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
ケ
ー
ブ
ル
で
や
る
と
い
う
よ
う
な
提
案

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
れ
ど
も
大
き
さ
は
電
車
の
よ
う
な
大
き
さ
の

も
の
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
ほ
う
で
開
発
し
た
と
い
う
よ
う
な
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私

は
「
都
市
交
通
に
そ
う
い
う
も
の
は
充
分
で
は
な
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
計
画
の
具
体
的
な
も
の
は
全
然
な
か
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
う
で
出
し
て
い
る
『
ア
ー
バ
ン
・
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
と
い
う
雑
誌
［
年
六
回
発
行
、
パ
リ
］
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
三
号
線
は
ケ
ー
ブ
ル
で
電
車
を
運
行
し
て
い
る
絵
が
出
て

い
る
ん
で
す
よ
。
三
号
線
は
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
予
定
図

で
す
。
だ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
の
は
遅
い
も
の
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
。
既
に

そ
の
時
に
は
、
重
慶
市
の
人
口
も
増
え
て
い
る
し
、
市
街
の
周
辺
地
の
沿
線
の
人

口
も
う
ん
と
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
（
三
号
線
の
予
定
路
線
の
北
部
部
分
か
ら

北
東
方
面
に
少
し
伸
ば
す
）
を
空
港
ま
で
つ
な
ぐ
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
そ
う
な

る
と
そ
ん
な
ケ
ー
ブ
ル
み
た
い
な
も
の
で
は
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
。
こ
れ
も
今
、

「
日
本
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
い
ま
す
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
二

号
線
だ
け
で
は
な
く
て
三
号
線
も
モ
ノ
レ
ー
ル
と
な
っ
た
の
で
す
。
四
号
線
か
ら

先
は
何
を
す
る
か
、
た
く
さ
ん
計
画
線
が
あ
り
ま
す
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
と
り

あ
え
ず
は
二
号
線
を
早
く
完
成
さ
せ
て
、
三
号
線
に
早
く
か
か
り
た
い
と
、
そ
ん

な
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
す
。

く
■
「
、
軸
、
陶
、
亀
、
唾
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
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亀
＼
噴
、
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、
亀
、
亀
、
馳
、
唾
、
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、
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、
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、
隔
♪

冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

扁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

葺
　
重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
　
　
　
爾

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眉

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
i
i
i
i
i
i
i
、
ー
ー
ー
i
i
i
－
i
i
i
、
一
i
i
、
し

菅
原
　
二
〇
〇
一
年
三
月
に
目
中
間
で
円
借
款
契
約
が
出
来
て
、
今
度
は
実
際
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
な
る
と
現
地

に
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
い
て
、
私
は
ス
タ
ー
ト
の
時
と
か
途
中
の
節
目
に
、

現
地
に
行
っ
て
指
導
す
る
と
い
う
形
で
進
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
感
じ
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
既
に
試
運
転
が
終
わ
っ
て
、
今
年
の
十
二
月
か
ら
試
運
行
と
い
う
の

を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
土
日
だ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
百
二
十
元
旨
旨
千
五
百

円
ぐ
ら
い
の
料
金
を
取
っ
て
運
行
の
練
習
を
兼
ね
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の

は
中
国
で
は
必
ず
あ
る
ん
で
す
よ
。
「
試
運
行
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
合
に
は
「
観
光
運
行
」
と
い
う
名
前
に
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ

る
程
度
終
わ
る
と
、
今
度
は
本
当
の
営
業
は
来
年
の
六
月
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
来
年
ま
で
は
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
感
じ
で
す
。

武
田
　
少
し
話
が
逸
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
上
海
か
ら
中
国
で
の
技
術
協

力
の
お
仕
事
を
始
め
ら
れ
て
、
現
在
ま
で
、
八
九
年
を
挟
ん
で
天
安
門
事
件
の
後
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で
あ
っ
た
り
、
政
権
が
変
わ
っ
た
り
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
の
は
先
生
の
お
仕
事
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
天
安
門
事
件
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も

の
に
は
あ
ま
り
影
響
は
な
い
で
す
ね
。

武
田
　
重
慶
の
担
当
者
は
そ
の
間
、
ず
っ
と
同
じ
人
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
こ
の
写
真
（
左
下
写
真
）
に
出
て
い
る
の
は
社
長
、
副
社
長
で
す
。
も

う
一
人
副
社
長
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
三
人
は
い
ち
ば
ん
最
初
の
F
／
S
の
頃

か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
重
慶
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
だ
つ

た
の
で
す
が
、
今
は
「
重
慶
市
軌
道
交
通
総
公
司
」
と
い
う
政
府
会
社
み
た
い
な

も
の
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
三
人
は
ず
っ
と
同
じ
で
す
ね
。

武
田
　
ず
っ
と
同
じ
担
当
者
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
他
の
と
こ
ろ
で
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
立
場
の
人
は
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
の
上
に
い

た
の
が
王
根
芳
と
い
う
人
で
、
F
／
S
調

査
を
や
っ
て
い
る
頃
は
重
慶
市
の
工
務
局

長
で
、
そ
の
人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任

者
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ま
だ
そ
れ
は
調
査

の
段
階
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
現
実
の

仕
事
に
な
る
前
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

人
が
熱
心
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
市
長
が
熱

心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
換
わ

っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
が
。

武
田
　
重
慶
側
の
カ
ウ
ン
ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
話
が
つ
け
ば
、
大
体
、
順
調
に
い
く
と

舞
脚

・
繧

い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
そ
れ
は
順
調
で
す
ね
。
重
慶
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
と
本
当
に
仲
間
内
で
気
心
を
知
り
合
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
す
か
ら
次
の
契
約
に
移
っ
た
り
し
て
も
全
然
問

題
な
し
で
す
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
小
林
堅
吾
さ
ん
は
今
も
関
わ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
運
輸
省
（
現
　
国
土
交
通
省
）
に
帰
ら
れ
て
か
ら
、
現
在
、
広
島
の
中
国

運
輸
局
長
に
な
っ
て
居
ら
れ
ま
す
。

武
田
　
直
接
に
重
慶
モ
ノ
レ
ー
ル
に
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。

武
田
　
い
ろ
い
ろ
部
署
も
替
わ
る
で
し
ょ
う
か
ら
ね
。

奄
、
亀
、
亀
、
亀
、
晦
、
亀
、
剛
、
鞠
、
鞠
、
隔
、
喚
、
喚
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
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、
亀
、
亀
、
亀
、
贈
♪
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r
－
i
、
一
i
i
i
－
i
i
、
一
i
－
i
i
、
一
、
一
、
ー
ー
ー
、
一
i
i
、
し

武
田
　
こ
れ
は
ま
さ
に
現
在
進
行
中
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
三
号
線
が
出
来
て
、
も

し
か
し
た
ら
四
号
線
、
五
号
線
と
モ
ノ
レ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

菅
原
　
そ
う
な
る
と
い
い
で
す
が
、
今
は
な
か
な
か
円
借
款
が
難
し
い
よ
う
で
す

ね
。
中
国
は
も
の
す
ご
く
経
済
発
展
し
て
い
ま
す
か
ら
。
た
だ
現
在
の
円
借
款
の

原
則
は
、
「
人
道
問
題
」
と
「
環
境
問
題
」
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
都
市

交
通
機
関
と
い
う
の
は
た
し
か
に
環
境
改
善
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
都
市

交
通
に
は
円
借
款
は
つ
き
や
す
い
ん
で
す
。
た
だ
そ
の
時
に
、
せ
め
て
三
割
ぐ
ら

い
、
日
本
の
物
を
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
と
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
う

い
う
条
件
で
も
い
い
か
ら
貸
し
て
く
れ
と
い
う
ふ
う
な
要
請
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
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れ
は
日
本
も
受
け
て
立
て
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
日
本
側
か
ら
声
を
か

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本
政
府
も
今
、
そ
う
い
う
立
場
な
ん
で
す
ね
。
二

号
線
の
場
合
、
現
実
に
は
日
本
の
物
が
三
割
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
場

合
に
は
最
初
か
ら
国
産
化
率
七
〇
％
と
い
う
方
針
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
は
あ
ま

り
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
と
し
て
は
、
な
る
べ
く
技

術
援
助
を
も
ら
っ
た
ら
後
は
自
分
で
や
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。

武
田
　
そ
う
な
る
と
、
三
割
は
日
本
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
大
体
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
り
得
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
技
術
と
い
う
の
は
、
他
の
欧
米
諸
国
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
他
に
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
う
の
を
好
ん
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う

の
は
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
重
慶
の
時
に
競
争
相
手
と
し
て
で
出
て
き
た
の
は
、

モ
ノ
レ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
に
は
、
三
本
、
軌
道
系
が
あ
り
ま
し
て
、
一
本
は
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、

一
本
が
カ
ナ
ダ
の
リ
ニ
ア
メ
ト
ロ
の
よ
う
な
も
の
、
｝
本
が
モ
ノ
レ
ー
ル
で
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
は
日
本
企
業
が
途
中
ま
で
作
っ
た
ん
で
す
。
日
立
［
車
両
や
信
号
な

ど
の
建
設
は
伊
藤
忠
商
事
と
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
T
E
C
）
が
受
注
し
、

日
立
の
車
両
を
納
入
予
定
で
あ
っ
た
］
が
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
下
部
構
造
は
現
地

の
関
係
者
が
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
主
に
ア
ジ
ア

通
貨
危
…
機
の
影
響
で
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で

日
本
企
業
は
そ
れ
な
り
の
補
償
も
受
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
、

現
地
の
自
動
車
会
社
み
た
い
な
会
社
が
引
き
受
け
て
、
そ
の
時
に
ボ
ン
バ
ル
デ
イ

ア
と
い
う
と
こ
ろ
の
技
術
支
援
を
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
言
え
ば
ア

ル
ス
ト
ム
、
ド
イ
ツ
で
言
え
ば
ジ
ー
メ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
で
は
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
と
、

こ
う
な
る
わ
け
で
す
ね
。
要
す
る
に
そ
の
国
を
代
表
す
る
、
日
本
で
言
え
ば
三
菱

重
工
と
川
崎
重
工
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
な
、
そ
の
国
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
会
社

な
ん
で
す
。
ボ
ン
バ
ル
デ
イ
ア
は
そ
う
い
う
交
通
関
係
を
何
で
も
や
っ
て
い
る
わ

け
で
、
リ
ニ
ア
メ
ト
ロ
も
や
れ
ば
モ
ノ
レ
ー
ル
だ
っ
て
作
れ
る
。
そ
こ
が
知
恵
を

出
し
て
、
自
動
車
会
社
み
た
い
な
企
業
［
モ
ノ
レ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
社
］
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
作
っ
て
い
る
途
中
で
い
ろ
い

ろ
問
題
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
多
分
、
そ
れ
は
も
う
動
い
て
い
る
で
し
ょ
う
［
二

〇
〇
三
年
人
月
三
十
一
日
開
業
］
。
そ
の
企
業
が
、
重
慶
に
も
応
募
し
て
き
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
そ
う
い
う
経
験
の
全
然
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
や
れ
な
い
、
と
い
う
の
で

重
慶
で
は
日
立
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

森
「
第
六
回
目
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
菅
原
さ
ん
が
、
日
立
製
作
所
が

ド
イ
ツ
の
ア
ル
ヴ
エ
グ
（
A
L
W
E
G
）
式
と
い
う
跨
座
式
モ
ノ
レ
ー
ル
を
導
入

し
た
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
調
べ
た
ら
「
今
、
ア
ル
ヴ
エ
グ
式
を
引
き
継
い
で
い
る
の
は
日
立
し
か
な
い
」

み
た
い
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
日
本
ぐ
ら
い
し
か
や
っ

て
い
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

菅
原
　
事
実
、
あ
れ
と
同
じ
格
好
で
出
来
て
い
る
の
は
米
国
シ
ア
ト
ル
に
あ
り
ま

す
。
本
当
に
日
本
と
同
じ
よ
う
な
格
好
で
す
。
シ
ア
ト
ル
で
万
博
み
た
い
な
も
の

を
や
っ
た
会
場
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
都
心
ま
で
ニ
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
複
線
［
レ

ッ
ド
．
ト
レ
イ
ン
と
ブ
ル
ー
・
ト
レ
イ
ン
の
二
線
］
跨
座
式
が
あ
り
、
そ
の
形
は

ア
ル
ヴ
エ
グ
と
同
じ
よ
う
な
格
好
で
す
［
ア
ル
ヴ
エ
グ
式
］
。
そ
こ
で
今
度
は
も
っ

と
本
当
の
長
い
モ
ノ
レ
ー
ル
を
引
こ
う
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
す
［
全
長
二
十
二

㎞
の
グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ
ン
。
二
〇
〇
五
年
着
工
、
二
〇
〇
七
年
｝
部
開
通
予
定
］
。

こ
れ
は
今
、
日
立
製
作
所
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
取
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
が
二
本
目
ぐ
ら
い
に
な
る
［
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内

に
も
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
計
画
が
あ
る
］
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
今
、
こ
れ
は
日
立
が
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入
札
で
が
ん
ば
っ
て
取
っ
て
モ
ノ
レ
ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
外
国
で
は
そ
れ
ぐ

ら
い
し
か
な
い
ん
で
す
ね
。
新
交
通
の
よ
う
な
も
の
は
到
る
所
に
あ
り
ま
ず
け
れ

ど
も
、
跨
い
で
走
る
モ
ノ
レ
ー
ル
は
他
に
な
い
ん
で
す
。

武
田
　
で
は
、
貴
重
な
技
術
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
で
す
か
ら
日
本
の
得
意
な
技
術
が
三
割
で
も
売
れ
る
な
ら
ば
と
い

う
こ
と
で
、
重
慶
の
三
号
線
も
う
ま
く
条
件
に
乗
せ
て
円
借
款
の
案
件
が
組
め
れ

ば
、
こ
れ
は
進
む
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
で
な
い
と
、
な
か
な
か
三
号
線
は
動
か

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

武
田
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
陶
、
陶
、
陶
、
軸
、
唾
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
、
麹
、
亀
、
馳
、
唾
＼
亀
、
亀
、
亀
、
廟
、
亀

武
田
　
そ
れ
で
は
、
き
ょ
う
は
台
湾
の
お
話
を
。

菅
原
　
私
が
台
湾
に
関
係
を
し
た
の
は
一
九
八
四
年
頃
（
鉄
道
に
関
わ
る
国
際
協

力
一
覧
表
を
参
照
）
、
「
国
際
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
と
こ
ろ
に
台
北
と
い
う
の

が
ち
ょ
っ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
高
速
鉄
道
と
い
う
話
が
ま
だ
な
く
て
、

台
北
市
の
、
し
か
も
台
湾
の
道
路
協
会
が
主
催
し
た
会
議
で
都
市
軌
道
の
こ
と
を

議
論
し
て
い
ま
す
。
特
に
木
柵
（
も
く
さ
く
）
線
［
全
線
一
〇
・
九
㎞
。
動
物
園

－
忠
孝
復
興
（
南
港
線
接
続
）
一
中
山
国
中
学
校
］
と
い
い
ま
し
て
、
中
量
輸
送

の
線
路
を
計
画
し
て
い
る
線
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う

も
の
が
い
い
か
と
い
う
よ
う
な
話
が
重
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
も

講
師
の
一
人
に
な
っ
て
日
本
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
と
い
う
こ

と
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
推
薦
し
て
講
演
を
し
に
い
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
よ
く
「
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本

か
ら
の
輸
出
が
多
く
て
台
湾
で
は
輸
入
ば
か
り
だ
、
だ
か
ら
日
本
か
ら
輸
入
出
来

な
い
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ
経
由
で
提
案
を

す
る
よ
う
な
格
好
で
無
理
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
結
局
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
取

っ
て
「
V
A
」
」
と
い
う
日
本
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
相
当
す
る
も
の
が
今
出
来

て
い
ま
す
［
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
走
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
無
人
運
転
シ
ス
テ
ム
］
。
建

設
当
初
、
火
災
が
三
回
起
き
た
と
か
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

今
は
相
当
健
全
に
動
い
て
い
ま
す
。

　
新
竹
（
シ
ン
ジ
ュ
ウ
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
国
立
の
交
通
大
学
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
こ
の
教
授
で
書
家
祝
さ
ん
と
い
う
人
が
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
人
が
後
で
高
速
鉄
道
の
責
任
者
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
時
に
張
さ
ん
と
い
う
人
と
そ
う
い
う
関
わ
り
が
一
回
あ
り
ま
し
た
。
J

A
R
T
S
の
理
事
長
に
な
る
少
し
前
の
年
次
の
時
で
す
け
れ
ど
も
、
台
北
の
地
下

鉄
公
社
で
斉
（
チ
イ
）
さ
ん
と
い
う
総
裁
が
、
特
に
私
に
会
い
た
い
と
い
う
わ
け

で
日
本
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
何
を
頼
ま
れ
る
か
と
思
っ
た
ら
、
「
こ
れ
か
ら
地
下
鉄

［
台
湾
で
は
「
捷
運
」
］
網
を
作
る
の
で
、
そ
れ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
く

れ
」
と
い
う
話
が
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
土
木
、

台北都布高速鉄道網

x

N．一．．

雄
方

孝

1／，Ai

／ノ
　　土城

itttll．，Vii

　　　　4

；d号

？◆脚台；爵鉄磁

a7Lr）地下鉄紅線

a■■c地下鉄膏線
Cta　D中量軌道輸送システム
α泌◎地下鉄檀線
◎騨ρ地下鉄保守稼

mou◎憩艦†醐線
。　｛亭車場

＠　　簿輌暴地

　＼．髄　　　　，〆

　　　　　Nx”×一

、筆

＼　　菖璽翫，．．．鶴勇幽思、1。　毫
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電
気
、
車
輌
な
ど
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
出
し
て
普
通
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や

り
、
一
号
線
が
完
成
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
に
は
日
本
の
車
輌
が
三

〇
〇
輌
ぐ
ら
い
入
っ
た
の
で
非
常
に
い
い
結
果
に
な
っ
た
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
号
線
と
い
う
の
は
東
西
を
結
ぶ
線
［
昆
陽
一
新
哺
］
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
時
も
協
力
し
て
く
れ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
は
平
行
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
一
号
線
と
い
う
の
は
南
北
に
走
る
の
で
す
。
J
R
ガ
ゼ
ッ
ト
の
『
台
湾
の

地
下
鉄
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
（
図
参
照
）
。
も
と
も
と
こ
こ
に
、

台
北
か
ら
在
来
鉄
道
の
淡
水
線
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
ロ
ー
カ
ル
線
に
な

っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
地
下
鉄
公
社
が
台
湾
鉄
道
か
ら
買
収
し
ま
し
て
、

台
北
駅
か
ら
南
は
新
線
を
建
設
し
て
一
号
線
と
な
り
ま
し
た
。
東
西
に
貫
く
線
が

二
号
線
で
す
。

武
田
　
二
つ
の
線
が
交
わ
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
台
北
の
駅
前
の
と
こ
ろ
で
交
わ
る
の
で
す
が
、
い
ち
ば
ん
メ
イ
ン

の
線
で
す
ね
。
一
号
線
の
建
設
の
時
に
は
ま
だ
都
市
軌
道
シ
ス
テ
ム
が
何
も
な
か

っ
た
ん
で
す
。
設
計
と
か
施
工
方
法
、
運
転
方
式
、
あ
る
い
は
車
輌
の
仕
様
な
ど

を
コ
ン
サ
ル
ト
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
二

号
線
を
作
る
時
に
は
、
も
う
車
輌
な
ど
の
こ
と
は
大
体
よ
か
っ
た
の
で
、
今
度
は

現
実
に
交
通
の
非
常
に
激
し
い
と
こ
ろ
で
地
下
鉄
を
作
る
に
は
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
土
木
の
専
門
家
を
二
人
出
し
ま
し
て
、
工
事
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
し
ま

し
た
。

武
田
　
一
号
線
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
二
号
線
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
時

期
的
に
は
一
年
と
か
二
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
一
号
線
が
一
年
半
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
後
は
二

号
線
に
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。
二
号
線
は
そ
ん
な
長
い
時
間
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
少
し
だ
ぶ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
、
ち
よ
つ
と
だ
ぶ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

周
、
簡
、
馳
、
亀
、
軸
、
唾
＼
亀
＼
噌
、
陶
、
鮨
＼
鞠
＼
贈
、
亀
＼
隔
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
嗜
、
陶
、
亀
、
亀
；

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
台
湾
高
速
鉄
道
（
新
幹
線
）
事
業
が
立
ち
上
が
る
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

陶
、
鞠
、
晴
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
＼
亀
、
鞠
、
亀
＼
馳
、
唾
、
陶
、
唾
＼
亀
、
隔
、
陶
、
陶
、
軸
＼
隔
、
陶
＼
軸
、
亀
、
馳

菅
原
　
そ
れ
を
や
っ
て
お
り
ま
す
頃
に
台
湾
の
交
通
部
が
i
日
本
で
言
え
ば
運

輸
省
で
す
け
れ
ど
も
、
高
速
鉄
道
の
計
画
を
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

日
本
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
高
速
鉄
道
が
い
つ
出
る
か
と
い
う
の
で
待
機
を

し
て
い
た
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
奮
い
立
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

武
田
　
も
う
多
分
、
高
速
鉄
道
の
話
も
出
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
予
測
し
て
い

た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
も
う
皆
が
予
測
を
し
て
い
ま
し
た
。
台
湾
と
い
う
の
は
前
に
差
し

上
げ
た
資
料
（
「
世
界
に
お
け
る
鉄
道
高
速
化
の
動
向
と
台
湾
・
韓
国
に
お
け
る
高

速
鉄
道
計
画
」
『
土
木
学
会
誌
』
一
九
九
二
年
一
月
号
、
四
五
～
五
〇
頁
）
に
も
あ

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
約
二
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人
口
の
大
半
が
西
海
岸

側
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
東
側
は
非
常
に
険
し
い
海
岸
が
続
い
て
、
観
光
地

と
し
て
は
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
交
通
需
要
は
少
な
い
。

そ
の
頃
か
ら
高
速
鉄
道
は
日
本
の
も
の
が
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ
し
い
と
言
わ
れ
て
い

た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
在
来
線
が
一
〇
六
七
㎜
と
い
う
狭
軌
な
ん
で
す
ね
。
日
本

と
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
作
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
新
幹
線
だ
け
が
一
四
三
五
㎜
の
標

準
軌
間
で
作
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
問
題
な
ど
も
あ
り

ま
す
し
、
1
ま
だ
新
幹
線
一
在
来
線
間
の
直
通
の
問
題
が
出
な
い
時
で
し
た
け

れ
ど
も
一
、
そ
ろ
そ
ろ
山
形
新
幹
線
の
話
な
ど
が
出
だ
し
て
い
ま
し
た
。
線
路
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を
拡
幅
し
た
ら
直
通
が
出
来
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
議
論
が
少
し
あ
っ
て
、
そ
れ

が
発
表
さ
れ
る
頃
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
台
湾
は
都
市
が
繋
が
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
T
G
V
の
場
合
は
、

パ
リ
を
出
た
ら
も
う
途
中
ほ
と
ん
ど
大
き
な
街
が
な
く
て
、
リ
ヨ
ン
で
し
よ
う
。

途
中
は
甜
菜
の
畑
や
牧
場
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
台
湾
の
ほ
う
は
日
本
の

よ
う
に
市
街
地
が
連
続
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
日
本
で
使
っ
て
い
る
「
電
車

方
式
［
殆
ど
全
て
の
車
両
の
車
輪
に
電
動
機
（
モ
ー
タ
）
等
を
搭
載
し
、
そ
れ
を

使
っ
て
走
行
す
る
方
式
］
」
と
い
う
も
の
が
加
減
速
の
面
で
有
利
だ
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
て
、
停
車
駅
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
追
い
越
し

た
り
す
る
場
合
で
も
電
車
（
方
式
）
の
ほ
う
が
い
い
の
だ
と
い
う
議
論
が
ひ
と
つ

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
台
風
、
地
震
と
い
う
天
然
災
害
の
問
題
で
す
ね
。
台
湾
は
完
全
に
環

太
平
洋
の
地
震
帯
に
入
っ
て
い
る
し
、
台
風
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
る
わ
け
で
、
自

然
災
害
と
い
う
も
の
は
日
本
は
た
く
さ
ん
経
験
し
て
い
る
し
そ
の
対
策
も
出
来
て

い
る
。
台
湾
も
そ
れ
で
非
常
に
困
っ
て
い
て
、
日
本
の
技
術
が
い
ち
ば
ん
い
い
ん

だ
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
台
湾
政
府
か
ら
高
速
鉄
道
を
作
る
と
い
う
発
表
が
あ
っ
て
、
当
時
は
1
0
T

l
冒
の
蜂
暮
①
O
h
弓
蜜
昌
薯
O
暮
9
註
O
昌
l
l
「
運
輸
研
究
所
」
と
い
う
の
が
交
通

部
の
下
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
前
に
お
話
し
た
張
教
授
が
、
交
通
大
学
の
教
授
か
ら

1
0
T
の
所
長
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
何
回
か
そ

こ
で
F
／
S
の
事
前
調
査
み
た
い
な
こ
と
で
「
P
r
e
F
／
S
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
や
っ
て
、
そ
こ
に
日
・
独
・
仏
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
は
ま
だ
本
格
的
調
査
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
で
だ
ん
だ
ん
と

仕
切
り
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
九
九
〇
年
に
政
府
の
決
定
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
台
北
・
高
雄
間
で
す
ね
。

菅
原
　
台
北
・
高
雄
、
三
四
五
㎞
を
高
速
で
結
ぶ
と
い
う
発
表
が
出
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

武
田
　
プ
レ
F
／
S
は
一
九
八
九
年
か
ら
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
何
回
か
そ
う
い
う
調
査
の
依
頼
が
運
輸
研
究
所
ベ
ー
ス
で
来

ま
し
た
。
そ
の
頃
に
台
湾
新
幹
線
建
設
局
み
た
い
な
も
の
が
出
来
た
。
P
O
H
S

R
l
高
速
鉄
道
準
備
室
と
い
う
の
が
最
初
に
出
来
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
が

実
施
に
移
る
段
階
で
新
幹
線
建
設
局
と
い
う
ふ
う
な
も
の
が
出
来
た
。

　
そ
の
頃
は
ま
だ
政
府
か
ら
二
か
年
間
に
二
〇
兆
円
で
す
か
i
大
投
資
を
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
金
が
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
当
時
、
I
T
の
生
産
が
あ
の
頃
い
ち
ば
ん

先
に
成
功
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
し
、
外
貨
保
有
高
が
世
界
一
と
い
う
よ
う
な
状

態
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
よ
。
実
際
、
そ
れ
く
ら
い
の
金
が
あ
り
そ
う
な
感
じ
が

し
て
い
ま
し
た
し
、
建
設
局
も
出
来
て
、
日
本
の
技
術
を
是
非
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
1
ま
だ
本
当
の
競
争
に
な
る
前
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
一
当
時
の
日
本
の
運
輸
次
官
の
O
B
の
方
が
ち
ょ
う
ど
顧
問
で
お
ら
れ
た
の

で
、
私
ど
も
も
そ
う
い
う
人
に
お
供
を
し
ま
し
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
回
り
ま
し

た
。　

向
こ
う
に
行
き
ま
す
と
、
そ
の
頃
は
蒋
介
石
前
総
統
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か

っ
た
の
で
、
ま
ず
蒋
介
石
の
お
墓
と
い
う
か
御
陵
に
花
を
捧
げ
た
り
、
そ
れ
か
ら

国
会
議
長
と
か
建
設
委
員
、
あ
る
い
は
（
財
）
交
流
協
会
と
か
、
そ
う
い
う
要
人

の
ほ
う
に
も
P
R
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

武
田
　
P
R
は
そ
の
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
そ
の
頃
か
ら
、
台
湾
の
環
境
条
件
に
対
し
て
、
日
本
の
新
幹

線
が
非
常
に
条
件
に
合
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
だ
か
ら
日
本
の
技
術
を
使
っ
て
く
だ
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さ
い
よ
と
。
時
期
的
に
ち
ょ
う
ど
梁
井
新
一
さ
ん
と
い
う
方
が
韓
国
の
大
使
を
や

っ
て
お
ら
れ
て
［
一
九
八
七
年
三
月
～
｝
九
九
〇
年
七
月
］
、
そ
れ
か
ら
台
湾
に
移

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
（
財
）
交
流
協
会
の
台
湾
駐
在
代
表
で
「
大
使
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
方
が
非
常
に
良
く
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
で
そ
の
頃
に
台
湾
鉄
道
の
台
北
駅
付
近
を
地
下
化
す
る
と
い
う
工
事
が
あ

り
、
台
北
地
下
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
お
ら
れ
た
董
薄
（
ト
ン
ピ

ン
）
さ
ん
と
い
う
人
が
居
ら
れ
ま
し
た
。
台
湾
鉄
道
は
台
北
駅
に
は
当
時
、
南
の

ほ
う
か
ら
入
っ
て
き
て
、
台
北
駅
に
は
複
線
で
入
っ
て
い
ま
し
た
。
複
線
で
あ
っ

た
の
を
四
線
に
す
る
と
共
に
地
下
に
入
れ
る
工
事
で
し
た
。
そ
れ
で
そ
の
上
を
道

路
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
も
だ
い
ぶ
方
向

が
出
来
て
き
た
頃
に
、
新
幹
線
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
こ

の
リ
ー
ダ
ー
の
輩
捧
さ
ん
が
新
幹
線
建
設
局
長
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
非
常
に
実

行
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
体
制
は
良
く
出
来
て
い
た
ん
で
す
。
本
当

に
そ
う
い
う
こ
と
で
進
む
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

武
田
　
今
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
本
当
に
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た
体
制

が
出
来
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
で
資
金
も
十
分
野
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
何
回
か

の
運
輸
研
究
所
の
プ
レ
F
／
S
み
た
い
な
も
の
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
で
交
通
部

が
一
九
九
〇
年
の
六
月
に
正
式
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
や
る
の
か
や
ら
な
い
の
か
と
い
う
の
は
、
ま
だ
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

森
こ
の
プ
レ
F
／
S
は
台
湾
交
通
部
の
運
輸
研
究
所
が
単
独
で
実
施
し
た
わ
け

で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
運
輸
研
究
所
は
そ
う
い
う
事
前
の
調
査
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く

任
さ
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
要
す
る
に
、
プ
レ
F
／
S
は
日
本
で
都
市
の
交

通
を
決
め
る
時
で
も
一
箇
所
で
や
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
人
が
提
案

で
や
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
だ
け
ど
本
格
的
に
や
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
政
府
が
責

任
持
っ
て
や
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
こ
の
場
合
は
運
輸
研
究
所
が
そ
う

い
う
役
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

《
匿
「
、
鞠
、
亀
、
嫡
、
簡
、
亀
、
陶
、
唾
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
晴
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
剛
、
隔
、
簡
、
麹
、
毒
♪
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．
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台
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陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
麹
、
唾
、
亀
、
陶
、
陶
、
口
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
噂
、
陶
、
陶
、
馳
、
亀
、
贈
、
軸

森
土
木
学
会
誌
に
お
書
き
に
な
っ
た
記
事
に
は
、
そ
の
後
「
日
・
独
・
仏
の
三

者
が
協
力
し
て
総
合
計
画
調
査
を
行
う
」
と
い
う
ふ
う
に
出
て
い
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
台
湾
交
通
部
が
、
大
体
、
日
・
独
・
仏
が
今
後
高
速
鉄
道
の
入
札
な
ど
に

手
を
挙
げ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
踏
ん
で
、
そ
の
三
者
を
呼
ん
だ
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、
日
本
も
も
ち
ろ
ん
台
湾
国
会
な
ど
の

ほ
う
に
も
根
回
し
を
し
ま
し
た
し
、
交
通
部
そ
の
も
の
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

何
回
も
や
り
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
そ
れ
以
上
に
も
っ

と
偉
い
政
府
の
人
が
来
た
り
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
日
本
は
中
国

と
台
湾
の
両
方
に
良
く
や
ら
な
い
と
い
か
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、

政
府
が
あ
え
て
運
輸
次
官
O
B
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
の
は
そ
こ
に
あ

る
ん
で
す
ね
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
は
そ
ん
な
遠
慮
は
な
い
。
だ
か
ら
経
済
大
臣

と
か
相
当
偉
い
人
が
ど
ん
ど
ん
来
ま
し
た
よ
。
日
本
の
場
合
に
は
、
課
長
職
ま
で

は
と
に
か
く
台
湾
に
入
っ
た
ら
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
決
定
が
出
来
た
も
の
で
す
か
ら
、
総
合
調
査
と

い
う
、
今
度
は
い
よ
い
よ
本
当
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
競
争
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
台
湾
政
府
が
日
・
独
・
仏
を
呼
ん
で
競
争
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
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ら
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
時
に
J
A
R
T
S
は
中
国
の
ほ
う
も
1
北

京
・
上
海
の
高
速
鉄
道
の
課
題
も
あ
る
も
の
で
す
か
ら
台
湾
だ
け
や
っ
て
い
た
の

で
は
具
合
が
悪
い
し
、
そ
れ
で
「
J
A
R
T
S
I
H
S
R
」
と
い
う
会
社
を
作
っ

た
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
新
幹
線
建
設
の
経
験
の
あ
る
メ
ン
バ
…
で
、
元
鉄
道
技

術
研
究
所
長
の
西
亀
さ
ん
と
か
国
鉄
本
社
の
新
幹
線
建
設
局
長
の
高
橋
克
男
さ
ん

達
も
こ
の
会
社
に
加
わ
っ
て
、
台
湾
の
高
速
鉄
道
は
そ
れ
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
台
湾
の
人
で
日
本
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
人
に
相
談
に
行
っ
た

り
し
た
ら
、
「
日
本
は
ド
イ
ツ
と
一
緒
に
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
競
争
し
た
ほ
う
が
い

い
よ
」
と
か
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
向
こ
う
も
そ
れ
な
り
に

自
分
の
と
こ
ろ
で
や
り
た
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
う
い
う
話
も
あ
ま
り
ま
と
ま
ら

な
い
う
ち
に
、
そ
の
後
、
競
争
に
な
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ

ぞ
れ
や
り
ま
し
た
。
台
湾
の
人
は
「
日
本
の
も
の
が
い
一
ち
ば
ん
良
く
分
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
字
が
ま
ず
分
か
り
や
す
い
で
す
し
ね
。

武
田
　
目
本
語
が
出
来
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

菅
原
　
日
本
語
が
出
来
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
［
一
九
七
四
年
ま
で
］

は
J
I
C
A
の
前
身
の
O
T
C
A
（
O
＜
霞
。
。
＄
の
日
①
o
げ
巳
。
巴
O
O
8
Φ
蜀
江
。
昌

諺
σ
q
Φ
u
畠
）
が
あ
っ
て
日
本
に
研
修
に
来
た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
し
、
日
本
贔
屓
と

い
う
か
日
本
好
き
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
評
価
の
結
果
は
フ

ラ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
で
開
票
に
参
加
し
た
台
湾
の
人
に
聞
く
と
、
十

三
人
の
入
札
評
価
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、
評
価
結
果
を
開
票
し
な
い
で
、
董
薄
さ
ん

が
「
投
票
の
如
何
に
係
わ
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
に
決
め
た
」
と
言
う
ん
で
す
。
や
っ
ぱ

り
相
当
「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
」
の
人
な
ん
で
す
ね
（
笑
）
。

　
と
い
う
こ
と
で
メ
イ
ン
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
、
た
だ
日

本
と
ド
イ
ツ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
協
力
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と

で
、
や
っ
ぱ
り
一
部
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
日
本
も
担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、

総
合
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
や
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
の
あ
と
で
、
盛
大
な
晩
餐
会
を
台
湾
政
府
が
開
い
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
人
が
「
自
分
ら
は
パ
リ
と
台
北
の
直
行

便
を
入
れ
る
と
い
う
お
土
産
を
持
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
か
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
の
人
一
か
月
考
え
な
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
は
次
長
級

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
1
こ
ち
ら
に
は
局
長
級
と
か
理
事
長
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
て

一
、
二
番
手
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
話
を
さ
か
ん
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
の
話
の
他
に
戦
闘
機
購
入
契
約
の
こ
と
と
か
、
そ
れ
に
類
す
る
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
同
時
に
外
交
的
施
策
も
持
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
日
本
も
何
も
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
や
っ
ぱ
り
中
国
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
か
ら
さ
ま
に

外
交
手
段
で
台
湾
新
幹
線
事
業
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
言
え
な
い
。

政
府
は
一
生
懸
命
応
援
は
し
て
く
れ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
そ
う
い
っ
た
意

味
で
ね
一
。

武
田
　
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
で
フ
ラ
ン
ス
に
決
ま
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
不
幸
の
も
と
で

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
メ
イ
ン
の
設
計
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
そ
の
影
響
は
今
で
も

ず
っ
と
尾
を
引
い
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
大
き
な
重
量
の
列
車
が
通
る
よ
う
な

大
き
な
橋
梁
が
架
か
っ
て
い
ま
す
し
、
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
も
日
本
で
作
る
よ
り
う

ん
と
大
き
な
断
面
の
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
使
用
上
は
マ

イ
ナ
ス
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
運
営
す
る
時
に

は
大
き
な
負
担
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
日
本
で
す
と
新
幹
線
の
人
五
％
ぐ
ら
い
の
駅
は
在
来

線
を
ア
ク
セ
ス
に
し
て
新
幹
線
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
ほ
と

ん
ど
在
来
鉄
道
の
駅
と
接
触
し
て
い
ま
す
ね
。
ま
る
き
り
離
れ
て
い
る
と
い
う
の
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は
東
海
道
新
幹
線
の
場
合
、
岐
阜
羽
島
と
か
本
当
に
い
く
つ
か
し
か
な
い
で
す
。

東
北
の
ほ
う
に
行
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
在
来
線
と
接
続
し
て
い
ま
す
よ
ね
［
長
野

新
幹
線
の
場
合
、
安
中
榛
名
が
在
来
線
駅
か
ら
非
常
に
離
れ
て
い
る
］
。
鉄
道
網
と

い
う
の
は
そ
う
じ
や
な
い
と
い
か
ん
と
思
う
の
で
す
が
。
フ
ラ
ン
ス
の
人
は
ど
う

い
う
考
え
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
在
来
線
の
駅
と
接
続
す
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通

す
の
に
工
事
が
面
倒
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
ま
る
き
り
そ
の
街

か
ら
何
十
㎞
も
離
れ
た
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
ど
も
が
考

え
て
い
た
計
画
か
ら
い
ち
ば
ん
違
っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
れ
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
や
モ
ノ
レ
ー
ル
等
で
連
絡
す
る
。

あ
る
い
は
都
市
開
発
を
新
し
く
や
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

武
田
　
ま
だ
都
市
開
発
な
ど
の
話
は
進
ん
で
は
い
な
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
今
は
開
通
予
定
期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
の
が
精
一
杯
で
や
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
い
ろ
い
ろ
動
い
て
は
い
る
よ
う
で
す
。

奄
、
陶
、
亀
、
陶
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
亀
、
難
、
疑
、
亀
、
隔
、
亀
、
陶
、
鞠
、
簡
、
口
、
馳
、
亀
♪
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8
　
受
注
競
争
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
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置
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π

隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
口
、
馳
、
亀
、
簡
、
亀
、
舳
、
亀
、
喚
、
唾
、
陶
、
隔
、
剛
、
鞠
、
隔
、
馳
、
亀
、
唾
、
亀

武
田
　
先
ほ
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
受
注
競
争
の
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
競

争
を
や
っ
て
い
る
時
に
「
フ
ラ
ン
ス
は
こ
う
い
う
お
土
産
を
持
っ
て
き
て
い
る
」

と
か
、
そ
う
い
う
の
は
分
か
る
も
の
で
す
か
。

菅
原
　
競
争
の
終
わ
っ
た
後
の
懇
談
会
だ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
気
楽
に

し
ゃ
べ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
そ
れ
以
前
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
。
や
っ
ぱ
り
企
業
秘
密
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

菅
原
　
パ
リ
か
ら
の
直
行
便
の
話
も
正
し
い
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ス
タ

ッ
フ
の
人
が
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
。
も
っ
と
外
務
省
の
中
心
の
人
だ
っ
た

ら
発
言
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
そ
う
い
う
こ
と
が
口
に
出
る
と
い
う

こ
と
は
や
っ
ぱ
り
何
か
そ
う
い
う
考
え
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
先
生
が
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に
は
、

も
う
少
し
日
本
は
が
ん
ば
ら
な
い
と
契
約
を
持
っ
て
い
か
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
焦
り
み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

菅
原
　
え
え
。
そ
の
頃
か
ら
私
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
商
社
や
メ
ー
カ
ー
の
人

も
皆
が
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
後
で
出
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
韓
国
で
も
外
国
政
府
は
大
統
領
と
か
、
大
臣
級
の
人
が
来
て
お

り
ま
し
た
が
、
台
湾
に
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
人
が
来
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。
日
本
は
非
常
に
生
真
面
目
に
官
庁
の
課
長
以
下
で
、
課
長
以
上
は
公
式
の
場

に
出
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

武
田
　
も
う
少
し
や
っ
ぱ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
い
う
の
は
、
当

時
か
ら
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
当
時
か
ら
皆
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
要
す
る
に
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
の
場
合
は
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
と
ア
ル

ス
ト
ム
と
い
う
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
カ
バ
ー
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
フ
ラ
ン

ス
政
府
が
応
援
す
る
と
い
う
の
は
ア
ル
ス
ト
ム
の
製
品
を
い
か
に
売
る
か
と
い
う

こ
と
で
、
ド
イ
ツ
だ
っ
た
ら
ジ
ー
メ
ン
ス
を
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。
日

本
の
場
合
に
は
大
中
の
メ
ー
カ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
政
府
が
じ
か
に
そ
れ
を
応
援
す
る
と
今
度
は
逆
に
弊
害
が
で
る

と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
も
の
で
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
政
府
は
そ
う
い
う
こ
と
に

は
何
も
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
き
っ
と
な

り
に
く
い
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。
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武
田
　
先
ほ
ど
梁
井
大
使
の
お
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
大
使
は
精
神
的

に
応
援
す
る
立
場
な
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
具
体
的
に
も
色
々
配
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
田
　
で
も
、
具
体
的
に
は
や
っ
ぱ
り
人
を
紹
介
す
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
い
う
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た

時
に
関
係
者
を
集
め
て
面
会
の
場
を
作
っ
て
く
れ
る
と
か
、
会
食
の
場
な
ど
も
ず

い
ぶ
ん
開
い
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

武
田
　
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
も
っ
と
や
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
フ
ラ
ン
ス
な
ん
か
は
も
っ
と
、
そ
れ
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
よ
。
お
そ
ら

く
大
勢
招
待
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
。

二
■
「
、
廟
、
亀
、
廟
、
亀
、
亀
、
馳
、
簡
、
馳
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
軸
、
隔
、
隔
、
唾
、
馳
＼
喚
、
唾
、
唾
、
唾
＼
晦
♪
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”

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

眉
　
台
湾
新
幹
線
建
設
計
画
が
本
格
的
に
進
む
　
　
　
　
　
　
　
　
儒

…
　
　
　
l
B
・
T
へ
の
変
更
と
某
企
菱
注
…
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r
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

菅
原
　
そ
ん
な
こ
と
で
進
み
出
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
最
初
は
政
府
の
仕
事
と

し
て
フ
ラ
ン
ス
が
工
事
を
始
め
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
そ
の
頃
に
な
っ
て

現
実
に
は
や
っ
ぱ
り
財
政
事
情
は
そ
ん
な
に
金
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
そ
れ

か
ら
B
O
T
と
い
う
、
民
間
が
お
金
を
出
し
て
建
設
し
て
運
営
し
て
一
定
期
間
の

後
に
、
そ
の
施
設
を
政
府
に
移
転
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
式
が
だ
い
ぶ
世
界
的
に

出
て
き
た
ん
で
す
。
公
共
の
持
っ
て
い
る
金
が
足
り
な
く
て
、
民
間
の
ほ
う
に
は

金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
B
O
T
方
式
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
の
B
O
T
も
や
る
と
い
う
事
業
法
が
成
立
し
た
の

が
一
九
九
四
年
置
す
。
　
一
九
九
四
年
の
六
月
の
決
定
と
い
う
の
は
、
政
府
事
業
と

し
て
や
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
一
九
九
四
年
十
二
月
に
交
通
施
設
に

対
す
る
B
O
T
事
業
法
と
い
う
の
が
成
立
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
高
速
鉄
道
の
建
設
を
対
象
に
し
て
作
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

一
九
九
六
年
に
B
O
T
事
業
者
の
資
格
審
査
が
行
わ
れ
た
。
提
案
方
式
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
今
度
は
本
当
の
競
争
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
B
O
T
の
事
業
者
が
ふ
た
つ
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
が
「
中
華
高
速
鉄
道
連
盟
」
、
そ

れ
か
ら
二
つ
目
の
ほ
う
が
「
台
湾
高
速
鉄
道
連
盟
」
と
い
う
名
前
で
、
似
た
よ
う

な
名
前
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
の
ほ
う
に
日
本
－
三
井
物
産
と
か
三
菱
重
工
、

川
崎
重
工
、
東
芝
［
そ
の
他
、
三
菱
商
事
、
丸
紅
、
住
友
商
事
が
参
加
］
1
そ

う
い
う
の
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
台
湾
高
速
鉄
道
連
盟
の
ほ
う
に
は
G

E
C
ア
ル
ス
ト
ム
、
ジ
ー
メ
ン
ス
な
ど
が
つ
い
た
。
こ
れ
が
独
仏
連
合
と
い
う
こ

と
で
す
。
独
仏
の
ほ
う
は
ひ
と
つ
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
日
本
は
今
言
っ
た

よ
う
な
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
中
華
高
速
と
組
ん
で
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い

う
格
好
で
そ
れ
ぞ
れ
提
案
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
が
一
九
九
六
年
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
九
七
年
に
二
番
目
の
台
湾
高
速
鉄

道
連
盟
の
ほ
う
が
契
約
の
優
先
交
渉
権
を
得
た
。
要
す
る
に
そ
ち
ら
が
第
一
位
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
は
、
提
案
し
た
金
額
が
も
の
す
ご
く
高
か
っ
た
ら
し

い
で
す
ね
。
技
術
的
な
内
容
は
当
然
日
本
が
い
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
値
段
が
そ
れ
だ
け
ち
が
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
か
ら
台
湾
高
速
鉄

道
連
盟
を
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
最
初
に
総
合
計
画
を
立
て
た
の
も
フ
ラ
ン
ス

だ
し
、
提
案
方
式
で
も
台
湾
高
速
鉄
道
の
ほ
う
が
取
っ
て
、
そ
れ
に
独
仏
連
合
が

つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
、
も
う
あ
の
新
幹
線
は
フ
ラ
ン
ス
が
や
る
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

森
た
だ
、
そ
の
後
、
日
本
企
業
に
車
輌
受
注
が
来
ま
す
よ
ね
。

菅
原
　
え
え
。
そ
こ
で
日
本
が
非
常
に
が
ん
ば
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
総
統
の
李
登
輝
さ
ん
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
の
に
非
常
に
カ
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を
尽
く
し
て
居
ら
れ
て
、
連
盟
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

任
期
の
最
後
に
「
や
っ
ぱ
り
日
本
の
話
を
聞
い
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
ふ
う
に

言
っ
た
と
い
う
話
が
ひ
と
つ
あ
る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
最
初
の
提
案
方
式
で

中
華
高
速
鉄
道
連
盟
と
台
湾
高
直
連
盟
と
の
競
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
い
る
も
の
が
ど
の
国
の
技
術
か
と
い
う
こ
と
も
本
当
は
入
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。
中
華
高
速
の
ほ
う
は
日
本
の
企
業
が
組
ん
で
い

る
し
、
台
湾
高
鉄
の
ほ
う
は
独
仏
の
企
業
が
組
ん
で
い
る
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
で

「
台
湾
高
恩
が
い
い
」
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
結
果
か
ら

言
え
ば
そ
う
い
う
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
持
っ
て
提
案
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
は
一
体
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
な
か
な
か

不
思
議
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
公
式
の
判
断
は
「
優
先
交
渉
権
は
台
湾
撃
鉄
が

取
っ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
台
湾
高
望
が
、
今
度
は
日
本
の
技
術
を
選
ぼ

う
が
、
独
仏
の
技
術
を
選
ぼ
う
が
、
そ
こ
で
ま
た
選
択
が
出
来
る
の
だ
と
い
う
判

断
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

武
田
　
不
思
議
な
案
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
の
間
に
も
日
本
も
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
読
本

の
話
も
聞
い
て
や
れ
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
J
R
東
海
な
ど
に
も
依
頼
し
て
、
そ

の
頃
さ
か
ん
に
説
明
に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
私
も
一
回
技
術
交
流
会
の
セ
ミ

ナ
ー
で
講
演
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
は
ま
だ
優
劣
は
な
し
で
、
た
だ
台
湾
高

鉄
が
取
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
は
事
実
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
独
仏
連
合
の
ほ

う
か
日
本
が
や
る
の
か
と
い
う
競
争
で
、
お
そ
ら
く
ど
う
や
っ
た
ら
い
ち
ば
ん
有

利
に
な
る
か
と
い
う
戦
術
が
い
ろ
い
ろ
練
ら
れ
た
の
で
す
。

武
田
　
菅
原
先
生
も
戦
術
を
練
る
ほ
う
に
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
結
局
、
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
後
も
、
そ
の
と
き
の
大
使
に
ど
う
や
っ
た
ら
い

ち
ば
ん
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
ご
相
談
し
た
。
い
ち
ば
ん
い
い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
台
湾
の
世
論
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
議
論
し
た
の
が
、

結
局
こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
の
カ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
で
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
を
大
勢
招
待
し
て
、
そ
れ
で
日
本
の
新
幹
線

に
乗
せ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
そ
の
人
た
ち
は
、
や
っ
ぱ
り
彼
ら
も
仕
事

で
す
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
台
湾
国
内
に
見
聞
記
を
出
す
し
、
テ
レ
ビ
も
ど
ん
ど

ん
や
る
で
し
ょ
う
。
毎
日
日
本
の
新
幹
線
の
絵
が
マ
ス
コ
ミ
に
載
っ
た
と
。
そ
う

す
る
と
国
民
が
見
た
ら
、
「
新
幹
線
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
も
や
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
距
離
が
近
い
で
す
か
ら

い
ち
ば
ん
有
利
な
わ
け
で
す
ね
。
マ
ス
コ
ミ
の
力
と
い
う
の
は
相
当
大
き
か
っ
た

な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

武
田
　
全
部
で
湿
掻
ぐ
ら
い
来
日
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
お
そ
ら
く
三
十
人
ぐ
ら
い
の
人
が
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
一
緒

に
夕
食
会
な
ど
を
や
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

武
田
　
何
日
間
か
は
滞
在
し
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
一
週
間
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

森
地
理
的
に
近
い
と
い
う
の
は
有
利
で
す
ね
。

菅
原
　
有
利
で
す
ね
。
向
こ
う
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
呼
ば
れ
れ
ば

も
っ
と
良
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
（
笑
）
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て

そ
れ
で
結
局
、
逆
転
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
九
九
年
の
十
二
月
二
十
八
日

一
「
二
十
人
日
」
と
い
う
の
は
（
台
湾
で
）
意
味
が
あ
る
み
た
い
で
す
け
れ
ど

も
、
台
湾
高
知
が
目
本
連
合
に
優
先
権
を
与
え
、
翌
年
に
契
約
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
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、
亀
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馳
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難
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亀
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隔
、
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陶
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躍
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設
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フ
ラ
ン
ス
式
で
あ
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r
i
i
i
i
i
i
一
、
ー
ー
、
一
i
i
i
i
i
i
i
i
、
ー
ー
i
i
、
」

中
村
　
総
合
調
査
そ
の
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
が
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。

中
村
　
そ
う
す
る
と
、
そ
も
そ
も
ル
ー
ト
設
定
の
仕
方
や
線
路
の
作
ら
れ
方
が
違

う
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
こ
な
ん
で
す
よ
。
将
来
、
う
ん
と
長
期
に
見
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
今
、
何
が
問
題
か
と
い
う
と
、
ま
ず
利
用
す
る
人
が
台
北
の
よ
う

な
と
こ
ろ
し
か
乗
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
か
、
途
中
の
新
幹
線
駅
と
在
来
市
街

地
と
の
間
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
一
体
誰
が
作
る
の
か
と
か
。
途
中
の
駅
か
ら
じ

か
に
乗
る
人
は
少
な
い
わ
け
で
、
そ
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
思
う

の
で
す
よ
。
そ
れ
は
視
点
が
長
い
か
ど
う
か
に
も
よ
り
ま
す
し
、
本
当
に
新
し
い

市
街
地
が
沿
線
に
出
来
て
く
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。
そ
れ
か
ら
お
話

し
し
た
よ
う
な
経
緯
で
、
い
ろ
ん
な
規
格
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。
ま
だ
そ
の
頃
の
メ
ン
バ
ー
の
名
残
の
人
が
台
湾
高
鉄
の
中
に
集
ま
っ

て
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
そ
う
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
入
っ
て
い
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
な
か
な
か
設
計
・
仕
様
を
直
せ
と
言
っ
て
も
直
さ
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
今
、
日
本
の
企
業
グ
ル
ー
プ
は
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
後
で
も
出
ま
す
が
、
ま
ず
レ
ー
ル
が
U
I
C
（
一
”
d
巳
。
け
ぎ
8
巨
①
証
8
巴
Φ
自
o

O
ず
Φ
日
言
ω
島
①
捨
目
国
際
鉄
道
連
合
）
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
の
レ
ー
ル
だ
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
で
軌
道
工
事
は
全
体
を
五
区
間
に
分
け
て
、
そ
の
う
ち
の
四
区
間

を
日
本
企
業
が
請
負
う
こ
と
が
出
来
た
。
第
一
区
間
と
い
う
の
は
台
北
の
市
内
で

地
下
化
を
既
に
や
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
そ
こ
を
や
っ
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
か
、
ド
イ
ツ
、
そ
う
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
取
っ
た
ん
で
す
［
豪

州
の
建
設
大
手
レ
イ
ト
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
中
心
に
英
国
の
建
設
会
社
ジ

ョ
ン
・
モ
ー
レ
ム
の
豪
州
子
会
社
や
独
ハ
イ
カ
ン
プ
・
レ
ー
ル
の
ほ
か
地
元
台
湾

企
業
二
社
も
参
加
し
て
い
る
］
。
そ
れ
以
外
の
四
区
間
は
全
部
日
本
が
取
っ
た
の
で

す
が
、
た
だ
レ
ー
ル
の
規
格
が
そ
う
い
う
設
計
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
い
ち
ば

ん
危
な
い
わ
け
で
す
ね
。
日
本
メ
ー
カ
ー
か
ら
納
め
る
車
輌
の
フ
ラ
ン
ジ
（
φ
き
σ
Q
Φ
）

の
形
と
日
本
の
J
I
S
の
レ
ー
ル
の
断
面
が
合
っ
て
い
る
か
ら
脱
線
し
な
い
わ
け

で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
は
厳
重
に
申
し
入
れ
て
、
向
こ
う
も
理
解
を
し
て
、
日
本
の

J
I
S
に
直
り
ま
し
た
。

武
田
　
最
初
か
ら
日
本
に
や
ら
せ
れ
ば
い
い
の
に
（
笑
）
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。

丸
尾
皿
区
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
か
ド
イ
ツ
な
ど
も
加
わ
っ
た
企
業
連
合
が
取

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
は
レ
ー
ル
ま
で
は
請
け
負
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
こ
の
軌
道
工
事
は
日
本
で
な
い
国
の
企
業
が
取
っ
た
。
だ
け
れ
ど
も
レ

ー
ル
の
規
格
は
全
体
が
U
I
C
規
格
だ
っ
た
も
の
を
「
そ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
」
と
言

っ
て
J
I
S
の
規
格
に
直
さ
せ
た
ん
で
す
。

森
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
合
が
工
事
を
請
け
負
っ
た
と
こ
ろ
も
J
I
S
に
直
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
上
手
に
修
正
さ
せ
た
唯
一
の
も
の

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
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嗜
、
陶
、
陶
、
口
、
陶
、
亀
、
亀
、
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亀
、
剛
、
亀
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亀
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噂
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亀
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π
日
本
の
新
幹
線
方
式
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
式
が
対
立
す
る
と
こ
ろ
　
5
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π

陶
、
軸
、
馳
、
亀
、
亀
、
靹
＼
隔
、
隔
、
亀
＼
隔
、
陶
、
馳
＼
亀
、
陶
、
鞠
、
馳
、
亀
、
亀
＼
亀
、
口
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀

菅
原
　
こ
れ
は
、
非
常
に
専
門
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
本
線
か

ら
停
車
場
に
入
る
と
こ
ろ
に
、
分
岐
器
を
設
置
し
て
待
避
線
と
通
過
線
と
に
分
か

れ
ま
す
。
そ
の
と
き
日
本
の
新
幹
線
は
電
車
方
式
で
減
速
度
が
大
き
い
で
す
か
ら
、

分
岐
器
に
か
か
る
前
に
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
来
る
の
で
、
そ
の
分
危
機
に
は

普
通
十
人
番
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま
す
。
　
一
方
フ
ラ
ン
ス
の
T
G
V
は
、
機
関
車
牽

引
方
式
で
、
減
速
度
が
低
く
、
相
当
高
速
度
の
ま
ま
で
分
岐
器
に
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
三
十
三
番
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
分
岐
器
の
番
数
は
大
き
い
ほ
ど
、
開
き
の
角
度
が
鋭
く
な
り
ま
す
。
日
本
で
は

三
十
三
番
ポ
イ
ン
ト
は
作
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
買
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
の
技
術
が
入
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
軌
道

ス
ラ
ブ
も
ド
イ
ツ
式
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
レ
ー
ダ
ー
方
式
と
い
う
軌
道
ス
ラ
ブ

で
す
。

　
そ
れ
で
J
R
東
海
か
ら
来
て
い
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
の
人
が
「
停
車

場
構
内
は
そ
こ
に
責
任
を
持
た
せ
る
」
と
、
こ
う
言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
本
当
は
そ
う
い
う
の
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。
や
っ
ぱ
り
全
体
を
日
本
企
業

連
合
が
請
負
っ
て
い
て
、
そ
の
総
括
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
人
が
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
れ
は
他
の
国
の
シ
ス
テ
ム
だ
っ
て
や
っ
ぱ
り
総
括
的
に
は
責
任
を
持
た
な

い
と
い
か
ん
で
す
よ
ね
。
今
、
参
加
し
て
い
る
J
R
東
海
の
人
は
そ
う
い
う
言
い

方
を
し
て
い
ま
す
。
「
日
本
で
経
験
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
責
任
を
持
っ
て
指
導

す
る
」
と
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
ら
外
国
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
出
来
ま
せ
ん
よ
ね
。
他
の
国
だ
っ
て
い
っ
ぱ

い
そ
う
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
高
速
鉄
道
の
場
合
に
は
や
っ
ぱ
り
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
安
全
側
で
J
R
東
海
は
前
か
ら
「
自
分
た
ち
は

参
加
す
る
け
れ
ど
も
ノ
ン
・
リ
ス
ク
、
ノ
ン
・
メ
リ
ッ
ト
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
技
術
を
教
え
る
だ
け
だ
、
と
。

武
田
　
そ
れ
は
何
か
思
惑
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
東
海
旅
客
鉄
道
と
し
て
、
責
任
を
持
て
る
範
囲
を
言
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
い
ち
ば
ん
の
問
題
は
、
日
本
の
場
合
に
は
複
線
の
一

方
が
上
り
線
で
、
も
う
一
方
が
下
り
線
な
わ
け
で
す
ね
。
必
要
な
所
に
は
渡
り
線

が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
設
計
で
は
こ
ち
ら
の
線
も

上
り
列
車
も
行
け
ば
下
り
列
車
も
行
く
。
も
う
一
方
の
線
も
上
り
も
下
り
も
使
え

る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
の
技
術
の
違
う
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。
双
方
向
自
動
信
号
と
い
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
方
式
の
何
が
い
い
か
と
い
う
と
、
も
し
一
方
の
線
が
故
障
し
た
り
補
遺
作

業
し
た
り
す
る
時
に
は
、
も
う
一
方
の
線
だ
け
で
列
車
の
運
行
を
や
れ
ば
い
い
と

い
う
考
え
で
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
理
論
で
は
あ
る
。
で
す
が
、
た
だ
日
本
の
よ
う

に
列
車
数
が
う
ん
と
多
い
と
こ
ろ
で
は
上
り
・
下
り
別
に
や
ら
な
い
と
、
一
時
間

に
一
〇
本
も
一
五
本
も
列
車
を
出
す
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
わ
け
で
す
よ
。
で

す
か
ら
列
車
の
数
が
少
な
い
と
こ
ろ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
は
そ

れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
も
う

全
部
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
開
発
途
上
国
に
つ
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
皆
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
整
骨
の
新
幹
線
み
た
い
に
通
勤
列
車
並
に
一
回
分
以
下
の
間

隔
で
行
き
来
す
る
よ
う
な
も
の
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
作
っ
た
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経
験
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
な
い
で
す
ね
。

武
田
　
台
湾
も
そ
う
い
う
状
況
で
す
か
。

菅
原
　
台
湾
も
そ
う
い
う
考
え
で
基
本
的
な
設
計
は
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も

の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
本
当
は
非
常
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
頑
と
し
て
台
湾
軽

鉄
側
が
直
さ
な
い
わ
け
で
す
よ
。
日
本
で
す
と
、
最
初
の
設
計
が
悪
か
っ
た
ら
す

ぐ
設
計
変
更
を
す
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
工
事
で
も
そ
う
で
す
ね
。
現
場
の
工
事
区

長
さ
ん
な
ん
か
、
設
計
変
更
の
少
な
い
人
と
い
う
の
は
あ
ま
り
熱
心
で
な
い
人
だ

と
い
わ
れ
る
。
本
当
に
真
面
目
な
人
だ
っ
た
ら
、
た
と
え
ば
杭
の
長
さ
が
少
し
違

っ
た
ら
設
計
変
更
を
出
し
て
、
一
も
ち
ろ
ん
費
用
も
精
算
さ
れ
る
わ
け
で
す
が

一
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
ん
で
す
。
だ
け
れ
ど
、
台
湾
と
い
う
国
は
設
計
変

更
を
出
す
と
前
の
人
の
業
績
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
思
想
が

あ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
最
初
の
人
の
設
計
を
設
計
変
更
し
な
い
の
が
礼

儀
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
風
習
が
あ
る
ら
し
い
ん
で
す
。

武
田
　
中
国
は
ど
う
で
す
か
。

菅
原
　
中
国
で
も
同
じ
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
一
中
国
で
は
そ
う
い
う
の
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
台
湾
は
特
に
そ
う
で
、
そ
れ
は
地
下
鉄
を
や
っ
て
い
る
連

中
が
皆
言
い
ま
し
た
ね
。
地
下
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
壁
面
の
断
面
で
も
、
厚
さ
が
一
m

ぐ
ら
い
の
壁
だ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
の
計
算
し
て
み
れ
ば
こ
ん
な
必
要
は

な
い
ん
だ
と
言
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
絶
対
に
直
さ
な
い
、
と
。
こ
れ
は
地
下
鉄
二

号
線
を
や
る
時
に
ア
ド
バ
イ
ス
に
行
っ
て
い
た
専
門
家
の
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
逆
転
劇
で
い
ろ
ん
な
部
門
の
人
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

く
■
「
、
唾
、
晴
、
亀
、
喚
、
亀
、
馳
、
馳
、
噴
、
陶
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
剛
、
馳
、
軸
、
喚
、
亀
、
口
、
亀
、
軸
、
亀
、
陶
’
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π
　
日
本
企
業
連
合
が
組
ま
れ
る
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

ノ
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ノ

r
－
i
、
ー
ー
ー
i
i
i
i
、
一
i
i
－
i
i
i
、
ー
ー
i
、
一
i
i
、
し

中
村
　
実
際
に
入
れ
る
段
階
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
の
は
、
や
は
り
商
社
で
す
か
。

そ
れ
と
も
メ
ー
カ
ー
の
ほ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
台
湾
の
場
合
に
は
、
J
R
東

海
の
カ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
J
R
東
海
の
ほ
う
も
相
当
強
力
に
頑
張
っ
た

し
、
台
湾
高
鉄
の
ほ
う
の
責
任
者
の
人
も
J
R
東
海
の
技
術
力
を
非
常
に
買
っ
て

い
た
一
と
に
か
く
実
績
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
日
本
の
新
幹
線
は
、
三
十
五
年

の
i
今
は
四
十
年
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
。
や
は
り
日
本
の
新
幹
線
は
技
術
的
に

い
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
何
回
も
台
湾
に
行
っ
て
P
R
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
も
や
っ
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
途
中

で
ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ
の
I
C
E
が
大
事
故
を
起
こ
し
て
人
が
死
ん
だ
し
［
平
成
十

年
六
月
三
日
。
弾
性
車
輪
破
損
に
よ
る
脱
線
事
故
］
、
そ
れ
か
ら
台
湾
中
部
の
地
震

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
［
平
成
十
一
年
九
月
二
十
｝
日
］
。
日
本
は
そ
の
前
に
地
震
を

阪
神
で
経
験
し
て
、
わ
ず
か
何
日
間
か
、
何
時
間
か
で
回
復
し
た
り
し
て
い
ま
す

ね
［
全
線
開
通
（
新
大
阪
一
姫
路
間
開
通
）
は
四
月
八
日
だ
が
、
岡
山
－
博
多
間

は
地
震
発
生
か
ら
約
八
時
間
後
、
京
都
i
名
古
屋
間
は
約
十
二
時
間
半
後
、
京
都

一
新
大
阪
間
も
三
日
後
に
運
転
再
開
］
。
そ
う
い
う
地
震
対
策
な
ん
か
も
準
備
も
出

来
て
い
る
し
対
策
も
い
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
も
相
当
大
き
く
作
用
し
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
よ
。

武
田
　
日
本
連
合
と
い
う
の
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
形
成
し
て
い
る
ん
で
す

よ
ね
。
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菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
最
初
の
1
0
T
l
つ
ま
り
運
輸
研
究
所
な
ど
が
F
／
S

調
査
を
や
っ
て
い
る
頃
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
や
っ
て

い
た
わ
け
で
す
ね
。
総
合
計
画
の
入
札
の
時
も
そ
う
で
し
た
。
そ
れ
で
B
O
T
に

な
っ
た
の
で
初
め
て
連
合
が
出
来
た
。
そ
れ
ま
で
、
も
ち
ろ
ん
下
話
は
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

武
田
　
P
R
す
る
時
は
、
連
合
を
組
ん
で
一
斉
に
や
る
と
い
う
よ
り
は
、
バ
ラ
バ

ラ
に
や
る
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

菅
原
　
私
も
ど
う
い
う
時
に
連
合
が
組
ま
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
議
論
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
要
す
る
に
規
模
に
よ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
小
さ
な

規
模
の
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
社
が
自
分
で
見
つ
け
て
き
た
仕
事
は
自
分
た
ち
が
も

ら
う
。
競
争
で
負
け
れ
ば
別
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
に
他
の
業
者
が
入
っ
て
き
て
取

り
合
う
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
日
本
の
中
で
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
で
す
ね
。
で
す

か
ら
あ
る
地
域
で
は
ど
の
商
社
が
強
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
一
般
に
は
あ
る

ん
で
す
。

武
田
　
も
う
少
し
大
き
く
な
る
と
一
。

菅
原
　
大
き
く
な
る
と
、
　
社
で
は
や
り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
手
方
は
も
っ
と
大
き
い
の
が
き
ま
す
か
ら
、
だ
か
ら
連
合
を
組
も
う
と
い
う
話

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
な
る
ほ
ど
。
こ
の
場
合
、
J
R
東
海
は
割
と
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
い
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
。
技
術
面
で
は
J
R
東
海
が
中
心
な
ん
で
す
ね
。
あ
の
頃
は
J
R
東

海
が
台
湾
高
話
の
組
織
の
中
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
書
き
方
も
あ
っ
た
り
し
て
、

台
湾
側
は
逆
に
、
そ
う
い
う
印
象
を
相
当
強
く
持
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

「
J
R
東
海
が
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
強
い
」
と
い
う
ふ
う
に
。
J
R
東
海
は
あ

く
ま
で
も
企
業
連
合
の
中
に
入
る
の
で
は
な
く
て
、
連
合
に
カ
を
貸
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
立
場
で
す
。
ノ
ン
メ
リ
ッ
ト
で
、
し
か
し
リ
ス
ク
は
負
わ
な
い
よ
、
と
。

そ
う
い
う
言
い
方
を
ず
一
つ
と
通
し
て
き
て
い
ま
す
。

周
、
陶
、
亀
＼
麹
、
亀
、
唾
、
唾
＼
噂
、
亀
、
剛
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
隔
、
軸
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
、
馳
♪
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車
両
シ
ス
テ
ム
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の
受
注
と
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嘗

」
■
■
罵
＼
亀
、
亀
、
廟
、
剛
、
陶
、
鞠
、
亀
、
陶
、
鞠
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
醸
、
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀

森
　
そ
う
す
る
と
、
J
R
東
海
の
方
が
何
か
技
術
指
導
で
す
と
か
、
ま
た
い
ろ
ん

な
話
し
合
い
に
出
か
け
る
時
は
、
J
A
R
T
S
の
チ
ー
ム
と
し
て
入
っ
て
向
こ
う

に
行
く
と
い
う
形
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
そ
の
時
に
全
部
J
A
R
T
S
の
立
場
に
な
っ
て
、
J
A
R
T
S
か

ら
出
張
を
す
る
。
J
A
R
T
S
は
企
業
連
合
と
契
約
し
て
、
そ
う
い
う
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
務
を
総
括
し
て
い
る
と
い
う
立
場
で
す
ね
。

　
J
R
東
海
の
葛
西
敬
之
さ
ん
と
い
う
社
長
が
「
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
応

援
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
本
土
の
高
速
鉄
道
を
応
援
し
て
も
国
益
に
な
ら
な
い
」

と
雑
誌
の
中
に
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
よ
く
読
め
ば
、
中
国
に
技
術
を
教
え

た
っ
て
日
本
製
品
が
売
れ
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
と
。
重
慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
全

部
で
八
十
四
輌
で
す
か
。
そ
の
う
ち
の
八
輌
は
日
本
か
ら
そ
っ
く
り
売
れ
た
け
れ

ど
、
後
は
日
立
製
作
所
が
長
春
軌
道
客
車
に
技
術
移
転
し
、
長
春
軌
道
客
車
と
の

合
作
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
場
合
に
は
台
車
が
特
別
の
も
の
で
す
か
ら
殆
ど
売
れ
ま
し
た
け

れ
ど
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
都
市
間
の
準
高
速
運
転
用
の
車
両
の
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。
あ
れ
は
別
に
日
本
が
車
両
の
納
入
を
取
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

て
、
日
本
と
四
方
（
し
ほ
う
）
と
い
う
工
場
が
組
ん
で
こ
の
仕
事
の
一
部
を
受
注

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は
技
術
移
転
を
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
技
術
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を
教
え
た
四
方
会
社
を
指
導
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
ア
ル
ス
ト

ム
な
ら
ア
ル
ス
ト
ム
が
長
春
工
場
と
組
ん
で
一
部
を
受
注
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
長
春
工
場
が
技
術
移
転
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
効
果
は
先
進
国
か

ら
の
技
術
移
転
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
広
い
度
量
で
い
け
ば

そ
れ
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
商
売
と
い
う
立
場
で
い
え
ば
台
湾
の
場
合
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
。

　
こ
れ
は
技
術
協
力
そ
の
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
で
、
技
術
を
教
え
ち
ゃ
っ
た
ら

皆
取
ら
れ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
重
慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
場
合
に
も
そ
う
い
う

こ
と
を
言
う
人
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
は

技
術
を
輸
出
す
る
国
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
そ
れ
を
教
え
た
先
の
国
が
一
人
前
に
な

っ
て
、
そ
こ
か
ら
売
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
は
日
本
で
は
ま
た
新
し
い
技
術
が
ど

ん
ど
ん
湧
き
出
る
よ
う
で
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
日
本
も
ど
ん
ど

ん
新
し
い
技
術
を
開
発
し
て
い
く
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

奄
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
軸
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
喩
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
軸
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
♪
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武
田
　
先
生
は
葛
西
さ
ん
と
お
会
い
に
な
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

菅
原
　
昔
か
ら
色
々
な
場
面
で
お
会
い
し
て
い
ま
す
。

武
田
　
葛
西
さ
ん
の
哲
学
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
葛
西
さ
ん
は
相
当
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
台
湾
高
速
鉄
道
の
応
援
に

つ
い
て
は
、
部
下
を
ど
ん
ど
ん
出
す
。
J
R
東
日
本
は
中
国
の
ほ
う
に
は
応
援
を

し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
自
分
で
三
六
〇
㎞
／
h
の
新
幹
線
を
開
発
す
る
と
言

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

武
田
　
こ
の
台
湾
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に
、
韓
国
も
動
く
ん
で
す
か
。

菅
原
　
韓
国
も
そ
う
で
す
。

武
田
　
台
湾
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
は
、
中
国
の
高
速
鉄
道
の
話
は
ま
だ
出

て
い
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
中
国
の
高
速
鉄
道
と
い
う
の
は
、
ま
だ
出
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
あ
そ

こ
に
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
銀
行
が
関
わ
っ
て
い
ろ
い
ろ

F
／
S
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
日
本
も
早

く
し
な
い
と
い
か
ん
な
と
い
う
よ
う
な
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
具
体
的

に
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
と
し
て
出
て
き
た
の
は
も
っ
と
後
で
す
ね
。
後
と
い
う
よ
り

未
だ
に
出
な
い
わ
け
で
す
が
。

　
韓
国
の
ほ
う
に
話
が
は
い
り
ま
す
が
、
台
湾
の
話
は
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

武
田
　
は
い
。

菅
原
　
問
題
点
が
い
く
つ
か
あ
る
け
れ
ど
も
、
解
消
出
来
る
も
の
は
解
消
し
つ
つ

進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
問
題
は
試
運
転
を
今
年
［
二
〇
〇
四
年
］
の
十

月
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
訓
練
生
を
J
R
東
海
と
か
J
R

西
日
本
が
引
き
受
け
て
日
本
で
研
修
を
し
て
あ
げ
た
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
出
来
て
い
て
後
は
試
運
転
を
待
つ
ば
か
り
だ
と
い
う
の
が
、
だ
い
ぶ
遅
れ
て

来
年
一
月
に
な
る
よ
う
で
す
。
全
線
的
に
二
〇
〇
五
年
十
月
の
本
格
開
業
ま
で
に

は
相
当
厳
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
公
表
と
し
て
は
予
定
ど
お
り
や
る
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

武
田
　
こ
の
塩
森
さ
ん
と
い
う
方
は
、
そ
の
後
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
葦
蔀
さ
ん
は
そ
の
後
槍
が
な
く
な
っ
た
か
ら
1
相
当
の
年
輩
で
は
あ
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
総
合
計
画
の
時
に
は
出
て
き
た
け
れ
ど
も
、
B
O
T
に
な
っ
て

か
ら
は
民
間
の
人
が
主
体
に
な
り
ま
し
た
。
董
薄
さ
ん
自
身
の
話
は
も
う
あ
ま
り
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知
ら
な
い
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
こ
の
時
に
「
投
票
に
か
か
わ
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
に
決
め
る
」
と
い
う
、
そ
れ

だ
け
の
カ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
れ
だ
け
の
カ
は
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
体
制
が
変
わ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
民
間
の
ほ
う
に
仕

事
の
重
点
が
移
っ
た
の
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
直
轄
で
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ

と
や
っ
ぱ
り
大
分
、
そ
れ
か
ら
年
も
経
っ
て
い
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
こ
の
B
O
T
は
全
部
の
費
用
を
民
間
が
出
す
と
い
う
の
で
は
な
い
ん
で
す

よ
。
台
北
の
駅
を
地
下
化
し
て
、
四
複
線
と
そ
れ
か
ら
一
本
だ
け
通
過
線
と
い
う

九
本
の
線
路
を
新
し
い
台
北
駅
の
下
に
入
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
最
初
は
普
通
の

通
勤
電
車
を
各
駅
停
車
の
電
車
と
急
行
の
電
車
を
と
い
う
こ
と
で
四
複
線
に
し
た

の
で
す
。
新
幹
線
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
し
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
董
捧
さ
ん

が
や
っ
て
い
る
頃
は
そ
う
い
う
考
え
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
新
幹
線
が
決

定
さ
れ
た
時
に
、
ど
こ
に
入
れ
る
か
と
い
う
の
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
ず
っ
と

も
め
て
い
た
と
い
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
板
橋
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
は
複
々
線
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ひ
と
つ
は
急
行
線
、
ひ
と
つ
は
緩

行
線
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
急
行
線
の
ほ
う
は
新
幹
線
に
振
り
替
え
て
し
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
入
る
場
所
も
そ
こ
し
か
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
で
、

董
捧
さ
ん
の
仕
事
は
も
う
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

｛
■
「
、
亀
、
唾
＼
陶
、
亀
、
隔
、
簡
、
馳
＼
亀
＼
睦
、
隔
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
陶
、
馳
、
亀
、
贈
、
噂
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
♪
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武
田
　
今
度
は
韓
国
で
す
ね
。

菅
原
　
韓
国
の
ほ
う
は
、
ス
タ
ー
ト
の
時
期
が
一
。

武
田
　
年
譜
で
見
る
と
、
九
一
年
に
「
（
京
釜
高
速
鉄
道
）
部
分
開
業
調
査
（
指
導
）
」

と
あ
り
ま
す
ね
。

菅
原
　
J
A
R
T
S
理
事
長
の
こ
の
時
期
で
す
か
ら
、
韓
国
で
は
九
箇
年
の
六
月

に
新
幹
線
を
作
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
。
韓
国
鉄
道
庁
が
。

菅
原
　
そ
の
頃
、
鉄
道
大
臣
が
日
・
独
・
仏
の
三
国
を
回
っ
た
ん
で
す
ね
。
彼
は

独
・
仏
の
ほ
う
か
ら
日
本
に
回
っ
て
き
て
日
本
に
も
挨
拶
を
し
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
「
今
度
、
新
幹
線
を
作
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
各
国
を
調
べ
に
回
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
い
ち
ば
ん
最
後
に
来
た
の
は
、
日
本
の
新
幹
線
が
い
ち
ば
ん
早
く
や
っ
て

い
て
古
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
冗

談
で
言
っ
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
新
技
術
と
い
う
こ
と
で
や
る
時
に
は
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
新
し
い
も
の
が
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
強
い
と
い
う
こ
と

が
ひ
と
つ
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
プ
ル
ー
ブ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
胃
。
＜
①
昌
叶
①
畠
u
巳
。
撃
）
と
い
っ
て
、
実
績
の
あ
る
技
術
で
な
け
れ
ば
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
裏
腹
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
大
臣
が
な
ぜ
あ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
の
か
い
ま
だ
に
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
三
国
を
回
っ
て
、
い
よ
い
よ
勝
負
で
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
始
ま
る
前
に
も
韓

国
に
行
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を
や
り
、
や
っ

ぱ
り
そ
れ
を
作
る
と
い
う
決
定
が
出
て
か
ら
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
頃
フ
ラ
ン
ス
の

人
が
韓
国
に
来
て
「
日
本
の
新
幹
線
は
高
い
」
と
言
い
ま
く
っ
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
す
よ
。
建
設
費
が
一
㎞
当
り
八
○
億
円
か
か
る
と
か
、
七
〇
億
円
か
か
る
と
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か
。
フ
ラ
ン
ス
は
七
億
円
か
八
億
円
で
や
っ
て
い
る
と
。
日
本
の
は
高
い
よ
と
言

っ
て
宣
伝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
向
こ
う
の
日
本
シ
ン
パ
の
鉄
道
関
係
の
人

た
ち
が
「
日
本
も
早
く
来
て
宣
伝
を
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
わ
け
で
、
そ
う
い
う

宣
伝
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
で
の
地
形
の
中
で
作
る
か
ら
高
い
の
で
あ
っ

て
、
車
両
の
座
席
一
個
あ
た
り
に
し
た
ら
日
本
の
ほ
う
が
安
い
の
だ
と
か
、
日
本

は
山
あ
り
坂
あ
り
の
中
で
作
る
か
ら
そ
の
工
事
費
が
高
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
側
は
今
で
言
う
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
の
を
や
り

始
め
て
い
た
。
そ
れ
で
日
本
も
早
く
韓
国
に
来
て
く
れ
な
い
と
韓
国
の
国
民
が
皆

そ
う
思
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
ま
で
に
何
回
か
そ
う
い
う
セ
ミ
ナ
：
や

説
明
会
を
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
そ
う
い
う
事
前
の
仕
切
り
み
た
い
な
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
て
、

韓
国
で
今
度
は
、
こ
の
前
の
総
合
計
画
の
台
湾
で
や
っ
た
と
同
じ
よ
う
な
各
国
の

高
速
鉄
道
の
メ
ン
バ
ー
を
呼
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時

は
日
・
仏
・
独
、
ア
メ
リ
カ
も
や
っ
ぱ
り
呼
ば
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
も
そ
ん
な
に
日
本
ほ
ど
速
く
は
な
い
け
れ
ど
も
高
速
鉄
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
う
い
う
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
日
本
も
運
輸
省
の
溝
口
正
一

課
長
が
来
て
一
席
熱
演
さ
れ
た
り
、
当
時
の
鉄
道
建
設
公
団
の
堀
内
理
事
や
J
R

東
海
の
工
藤
純
生
課
長
ら
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
今
度
は
企
業
連
合
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

提
出
で
、
そ
の
時
に
や
は
り
同
じ
よ
う
に
競
争
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
は
国
内
で
高
速
鉄
道
委
員
会
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

作
り
の
応
援
を
し
た
り
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
す
。
年
表
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

提
出
が
い
つ
で
す
か
。

武
田
　
九
二
年
の
一
月
の
終
わ
り
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
も
段
ボ
ー
ル
箱
ひ
と
つ
ぐ
ら

い
の
内
容
な
ん
で
す
ね
。
技
術
的
に
も
い
い
し
、
値
段
も
日
本
の
ほ
う
が
安
く
て

日
本
が
取
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
韓
国
側
が
ち
ょ
う

ど
一
年
ぐ
ら
い
審
査
し
て
い
る
間
に
円
高
が
進
み
＝
二
〇
円
／
ド
ル
ぐ
ら
い
だ
っ

た
の
が
一
〇
〇
円
／
ド
ル
そ
こ
そ
こ
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
値
段
的
に
逆

転
し
た
の
だ
と
、
公
式
に
は
そ
う
い
う
言
い
方
で
、
韓
国
鉄
道
の
人
も
商
社
の
人

も
言
っ
て
い
ま
し
た
が
。
何
で
負
け
た
の
だ
と
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
怖

い
ん
で
す
よ
ね
。
誰
が
操
作
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
こ
れ
だ
け
の

た
め
に
操
作
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
裏
は
い
ろ
い
ろ

ま
た
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
台
湾
以
上
に
複
雑
な
話
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

武
田
　
や
っ
ぱ
り
、
首
相
ク
ラ
ス
、
大
統
領
ク
ラ
ス
の
政
治
家
が
ド
イ
ツ
も
フ
ラ

ン
ス
も
や
っ
て
き
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
も
う
。
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
も
ア
メ
リ
カ
の
そ
う
い
う
種
類
の

人
が
「
自
分
を
使
え
ば
そ
の
辺
は
う
ま
く
回
せ
る
」
と
か
、
日
本
の
商
社
の
人
の

名
前
を
挙
げ
て
「
そ
う
い
う
人
と
い
つ
も
付
き
合
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
か
そ
う
い

う
感
じ
で
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
商
社
の
人
も
そ
う
い
う
の
は
全
然
相
手
に
し
な

か
っ
た
で
す
ね
。

森
九
一
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
カ
ー
ル
首
相
が
韓
国
訪
問
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ス
テ
ム
を
後
押
し
し
た
と
い
ろ
い
ろ
な
年
譜
に
載
っ
て
い
ま
す
し
、
九
三
年
の
始

め
に
は
ド
イ
ツ
の
コ
ー
ル
首
相
が
や
は
り
韓
国
訪
問
で
ド
イ
ツ
の
シ
ス
テ
ム
を
後

押
し
し
て
い
る
と
い
う
の
が
載
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
首
相
が
経
済
団
を
率
い
て

日
本
の
新
幹
線
シ
ス
テ
ム
を
後
押
し
し
た
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
の
が
な
い
も
の
で
、
日
本
の
関
係
者
か
ら
は
他
の
国
と
同
じ
よ

う
に
政
府
に
応
援
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
声
が
強
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
間
、

大
臣
が
韓
国
に
行
か
れ
て
い
ま
す
が
、
「
日
本
の
新
幹
線
を
使
っ
て
く
れ
」
な
ん
て
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言
い
出
し
た
の
は
最
近
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
扇
千
景
さ
ん
が
中
国
に
行
き
ま
し
た
ね
［
二
〇
〇
三
年
八
月
六
日
］
。

菅
原
　
本
当
に
は
っ
き
り
新
幹
線
を
使
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
辺
か
ら
だ

ん
だ
ん
皆
言
っ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
が
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
韓
国
の
時
に
は
大
臣
が
行
か
れ
て
も
、
そ
う
い
う
話
は
出
な
か
っ

た
と
い
う
ふ
う
に
新
聞
に
は
出
て
い
ま
す
。
あ
の
時
は
商
社
も
四
商
社
、
全
部
入

っ
て
い
ま
し
た
し
、
メ
ー
カ
ー
も
名
前
を
四
つ
ぐ
ら
い
し
か
挙
げ
て
い
な
い
か
ら
、

そ
れ
に
入
っ
て
い
な
い
業
者
と
い
う
の
も
当
然
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
そ

れ
だ
け
を
応
援
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
う
ま
く
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
韓
国
の
中
で
も
日
本
贔
屓
と
い
う
か
、
日
本
の
新
幹
線
を
導
入
す
る
べ
き

だ
と
い
う
人
と
、
違
う
意
見
の
人
が
当
然
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
目
本
贔
屓
の
人

と
は
や
っ
ぱ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
連
絡
が
あ
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
私
ど
も
も
ず
い
ぶ
ん
そ
の
関
係
で
は
韓
国
に
何
回
も
行
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
向
こ
う
の
交
通
学
会
会
長
と
か
、
鉄
道
の
協
会
の
会
長
と
か
、

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
人
と
は
か
な
り
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
ま
た
当
時

の
若
い
鉄
道
技
師
、
陳
西
学
さ
ん
（
現
在
、
韓
国
鉄
道
建
設
公
団
首
都
圏
支
社
長
）

の
東
大
留
学
の
お
世
話
を
す
る
と
か
、
ず
い
ぶ
ん
親
し
く
や
っ
て
き
て
い
る
わ
け

で
、
日
本
シ
ン
パ
は
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。
ソ
ウ
ル
の
地
下
鉄
へ

の
協
力
以
来
ず
っ
と
日
本
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
の
国
で
の

競
争
に
当
っ
て
大
統
領
や
何
か
の
、
ど
う
い
う
操
作
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
の
が

い
ち
ば
ん
の
要
因
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
公
式
に
は
今
言
っ
た
よ
う
に
「
為
替
レ
ー

ト
が
上
が
っ
た
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
。

　
そ
れ
で
日
本
の
運
輸
省
も
だ
い
ぶ
怒
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
韓
国
に
新
幹
線
の

こ
と
は
教
え
な
い
と
。
韓
国
鉄
道
の
技
術
研
究
所
と
J
R
の
総
研
な
ど
も
技
術
提

携
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
「
在
来
線
の
技
術
に
限
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
ス
ラ
ブ
軌
道
を
日
本
の
を
真
似
て
作
り
た
い
、

日
本
の
を
見
せ
て
く
れ
と
か
何
度
も
要
望
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
の
も
一

切
見
せ
た
ら
い
か
ん
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
す
。
韓
国
側
で
も
自
ら
勉
強
し
て

少
し
ず
つ
や
っ
た
り
し
て
い
ま
ず
け
れ
ど
も
。
そ
ん
な
こ
と
が
ず
っ
と
ま
だ
あ
り

ま
す
ね
。
そ
の
間
で
も
日
本
の
い
ろ
ん
な
技
術
の
専
門
家
と
い
う
の
は
時
々
呼
ば

れ
て
行
っ
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
向
こ
う
へ
行
っ
て
話
を
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た

り
し
て
、
線
路
の
保
守
の
こ
と
と
か
、
安
全
の
問
題
の
こ
と
な
ど
で
専
門
家
同
士

で
は
ず
い
ぶ
ん
話
が
通
じ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
た
だ
台
湾
に
比
べ
る
と
、

韓
国
は
加
藤
清
正
以
来
の
怨
恨
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

武
田
　
恨
み
五
百
年
の
国
で
す
か
ら
ね
。

菅
原
　
　
（
日
本
殖
民
時
代
の
）
台
湾
総
督
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
善
政
を
施
し
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
身
内
の
よ
う
に
や
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
韓
国
の
場
合
に

は
そ
う
じ
や
な
く
て
、
や
は
り
少
し
扱
い
が
悪
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

武
田
　
そ
れ
は
実
際
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

菅
原
　
わ
れ
わ
れ
が
付
き
合
っ
て
い
る
範
囲
で
は
ま
る
き
り
感
じ
な
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
の
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
教
育
を
一
代
、
二
代
前
ぐ
ら
い

の
大
統
領
の
時
代
に
も
皆
や
っ
た
し
、
小
学
校
か
ら
そ
う
い
う
教
育
で
育
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
あ
の
国
も
言
葉
に
し
て
も
ハ
ン
グ
ル
だ
け
に
す
る
と
か
、
そ
う

い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
ち
ょ
っ
と
台
湾
よ
り
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
台
湾
の
時
に
は
日
本
に
関
係
者
を
御
招
待
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た

と
い
う
お
話
で
す
が
、
韓
国
の
時
に
は
そ
れ
は
や
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
韓
国
の
時
に
は
や
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
韓
国
の
ほ
う
が
決
定

が
先
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
じ
や
な
い
で
す
か
。
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森
　
そ
う
で
す
ね
。

菅
原
　
韓
国
で
負
け
て
い
た
か
ら
台
湾
で
は
絶
対
に
勝
つ
ぞ
と
い
う
の
で
、
そ
れ

は
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
皆
で
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
韓
国
と
の
関
係
で
、
鉄
道
の
仲
間
で
は
、
私
だ
け
で
な
く
各
部
門
の
専
門

家
が
講
演
に
招
か
れ
た
り
、
韓
国
か
ら
の
研
修
生
を
受
入
た
り
、
技
術
的
な
交
流

は
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

－
、
」
■
「
、
亀
、
贈
、
唾
、
晦
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
陶
、
口
、
亀
、
鞄
、
亀
、
陵
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
馳
、
馳
♪

π
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ノ

ー
　
韓
国
新
幹
線
に
関
し
て
の
日
本
の
貢
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
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置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

亀
、
馳
、
麹
、
喚
、
唾
、
唾
、
噂
、
陶
＼
隔
、
鞠
、
陶
、
陶
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
唾
、
唾
＼
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
馳

菅
原
　
韓
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
帰
趨
が
決
ま
っ
た
後
で
も
、
韓
国
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
と
講
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
「
京
釜
高
速
鉄
道
部
分
開
業
調
査
（
指
導
、
シ

ン
ポ
）
」
。
こ
れ
は
韓
国
の
鉄
道
の
関
係
者
が
こ
う
い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
て
き
た
ん

で
す
よ
。
鉄
道
関
係
者
と
し
て
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ソ
ウ
ル
に
持
っ
て
い
き
た
い

の
で
、
現
在
の
駅
の
と
こ
ろ
に
併
設
し
た
い
と
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
ウ
ル
の
場
合
に

は
市
域
に
入
っ
た
ら
市
が
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
市
の
発
言

が
強
く
て
、
日
本
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
市
の
中
心
部
に
持
っ

て
き
た
ら
混
雑
が
増
す
だ
け
だ
か
ら
周
辺
で
止
め
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

森
東
海
道
新
幹
線
の
場
合
も
、
品
川
ま
で
に
し
て
く
れ
と
い
う
話
で
し
た
ね
。

菅
原
　
日
本
で
言
え
ば
品
川
ま
で
と
い
う
ふ
う
な
。
都
市
計
画
の
人
は
そ
う
い
う

こ
と
を
す
ぐ
考
え
る
の
で
ね
。
で
も
鉄
道
の
人
は
都
心
に
近
く
ど
う
し
て
も
入
れ

た
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
か
調
査
が
あ
っ
て
講
演

し
て
く
れ
と
い
う
の
で
、
日
本
の
東
京
、
大
阪
の
例
を
講
演
し
て
や
っ
た
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
実
に
は
韓
国
の
鉄
道
当
局
が
ず
い
ぶ
ん
が
ん
ば
っ

て
、
都
心
に
入
れ
て
い
ま
す
ね
。
た
だ
あ
そ
こ
も
非
常
に
複
雑
で
す
よ
ね
、
既
存

の
ソ
ウ
ル
駅
そ
の
も
の
に
併
設
し
て
い
る
所
か
ら
出
る
列
車
も
あ
る
し
、
ソ
ウ
ル

駅
か
ら
少
し
南
に
下
っ
た
所
に
新
し
く
駅
を
作
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
。
タ

：
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
み
た
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ

に
し
て
も
新
幹
線
が
ソ
ウ
ル
都
心
に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
計
画
面
で
の
指
導
・
支
援
は
や
っ
て
も
い
い
わ
け
で
す
ね
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
問
題
と
い
う
の
は
J
R
の
特
許
が
か
ら
む
も
の
が
あ
る
し
、
そ
れ
は
見

せ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
二
〇
〇
二
年
の
秋
頃
に
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
韓

国
高
速
鉄
道
の
部
分
開
業
で
、
ソ
ウ
ル
都
心
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
っ
て
、
在
来
線

の
大
田
（
デ
ジ
ョ
ン
）
、
大
邸
（
デ
グ
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
朝
鮮
半

島
の
南
東
部
に
慶
州
、
蔚
山
、
そ
れ
か
ら
釜
山
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
と
こ

ろ
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
若
干
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
は
高
速
鉄
道

は
大
田
の
と
こ
ろ
で
在
来
線
に
乗
り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
大
田
ま
で
が
新
線

京釜葛速電鉄計画路線図
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で
、
二
〇
〇
四
年
三
月
は
こ
こ
ま
で
の
部
分
開
業
で
す
。
後
は
在
来
線
が
通
っ
て

い
る
。
複
線
は
出
来
て
い
ま
す
か
ら
こ
こ
を
電
化
を
し
て
線
路
強
化
を
し
て
、
そ

れ
で
新
幹
線
が
釜
山
ま
で
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
大
田
に
ど
う
や
っ
て
乗
り

込
む
か
と
い
う
の
が
非
常
に
技
術
的
に
難
し
い
と
い
う
の
で
、
韓
国
鉄
道
が
K
O

T
I
（
コ
テ
ィ
円
げ
Φ
】
困
。
尾
Φ
弾
D
日
H
⇔
昌
の
b
O
同
酔
H
昌
ω
着
け
β
ひ
Φ
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
頼
ん
で

い
た
ん
で
す
。
K
O
T
I
と
い
う
の
は
交
通
研
究
開
発
警
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
に
は
鉄
道
の
人
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
た
ち
が
大
田

で
の
在
来
線
へ
の
入
り
方
を
研
究
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
大
郎
（
デ
グ
）

の
と
こ
ろ
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
在
来
線
と
接
続
し
て
い
く
か
と
い
う
。
今
は
こ
の

大
邸
で
な
く
て
東
大
邸
と
い
う
駅
で
在
来
線
と
交
差
し
て
、
駅
を
過
ぎ
た
ら
や
っ

ぱ
り
別
線
で
建
設
を
進
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
夫
邸
の
と
こ
ろ
は
在
来
線
が
東
西

に
走
っ
て
い
る
の
に
対
し
南
北
に
直
角
に
入
っ
て
来
る
。
こ
う
い
う
線
が
い
い
の

か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
そ
れ
を
調
査
し
て
い
る
人
が
日
本
の
野
村
総

研
な
ど
が
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
経
由
で
ち
ょ
っ
と

頼
ま
れ
て
意
見
を
出
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
行
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
の

入
り
方
は
日
本
で
は
中
央
線
の
中
野
～
三
鷹
間
の
複
々
線
化
の
工
事
で
、
い
ろ
い

ろ
研
究
し
ま
し
た
そ
の
時
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
作
っ
た
か
と
い
う
と
、
非
常
に
狭

い
、
両
側
か
ら
家
が
来
て
い
る
、
こ
こ
に
複
線
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
複
複

線
に
す
る
ん
で
す
か
ら
相
当
大
変
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
一
本
ず
つ
柱
を

立
て
て
在
来
線
を
　
線
ず
つ
こ
の
上
に
の
せ
て
、
そ
の
跡
地
に
新
し
く
高
架
橋
を

作
る
と
い
う
よ
う
な
の
も
あ
る
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
運
行
中
の
線
路
を
片
方
に

寄
せ
て
複
線
を
作
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
込
み
入
っ
た
作
り
方
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
よ
う
な
例
を
話
し
て
や
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
向
こ
う
の
希
望
も
あ
っ
て
、

上
野
の
と
こ
ろ
に
地
下
で
入
っ
て
く
る
時
に
ど
の
よ
う
な
勾
配
で
入
っ
て
く
る
と

か
の
工
事
史
を
送
っ
て
や
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
が
結
局
決
定
案
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
韓
国
側
で
各
案
の
比
較
を
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
の
評
価
項
目
と
い
う
の

で
「
防
災
」
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
最
初
に
出
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
防
災
と
環

境
と
テ
レ
ビ
。

武
田
　
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

菅
原
　
　
「
防
災
」
は
火
災
対
策
。
「
環
境
」
は
特
に
騒
音
。
「
テ
レ
ビ
」
と
い
う
の

は
、
高
架
で
走
る
と
テ
レ
ビ
電
波
障
害
が
起
き
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
が
評
価

項
目
で
、
そ
れ
を
何
点
か
ら
何
事
ま
で
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
だ
い

ぶ
違
う
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
に
工
事
費
と
い
う
の
が
当
然
あ
る
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、
あ
の
国
で
は
や
っ
ぱ
り
「
防
災
」
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
項
目

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
彼
ら
の
防
災
は
や
っ
ぱ
り
火
災
対
策
の
ほ
う
だ
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
結
局
、
大
邸
の
街
を
ず
っ
と
地
下
で
入
っ
て

き
て
東
大
邸
と
い
う
駅
の
と
こ
ろ
で
直
角
交
差
を
し
て
出
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な

案
が
い
ち
ば
ん
い
い
よ
、
と
言
っ
て
や
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
報
告
も
書
い
て
や

っ
た
後
、
K
O
T
I
の
下
請
け
の
テ
レ
ビ
マ
ン
が
来
て
、
一
生
懸
命
日
本
の
防
災

設
備
を
映
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
し
た
ら
そ
の
二
日
後
ぐ
ら
い
に
大
邸
の
地
下
鉄
で
火
災
を
起
こ
し
ち
ゃ
っ
た

ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
地
下
鉄
そ
の
も
の
の
火
災
で
す
。
あ
の
場
合
に
は
犯
人
が
い

て
、
わ
ざ
と
放
火
し
た
の
で
す
が
、
起
き
た
時
に
あ
あ
い
う
問
題
が
起
き
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
K
O
T
I

の
人
は
そ
れ
を
撮
っ
て
帰
っ
て
、
「
日
本
で
は
こ
う
や
っ
て
い
る
」
と
「
安
全
だ
」

と
い
う
意
味
の
テ
レ
ビ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
彼
ら
の
い
ち
ば
ん
の
関
心
は
ど
う
い
う
問
題
だ
と
い
う
の
が
よ
く
こ
れ

で
分
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
計
画
の
よ
う
な
こ
と
は
教
え
て
や
っ
て
も
い
い

と
い
う
こ
と
で
、
個
人
の
考
え
で
指
導
し
た
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田
　
で
も
向
こ
う
の
人
は
喜
ん
だ
の
で
は
な
い
で
す
か
。

220



菅
原
　
　
「
非
常
に
満
足
し
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
し

た
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鉄
道
の
接
近
工
事
を
や
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う

狭
い
と
こ
ろ
で
工
事
を
や
る
に
は
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
で
、
初
め
て

の
人
に
し
て
み
れ
ば
ど
う
や
っ
た
ら
本
当
に
そ
ん
な
狭
い
と
こ
ろ
に
複
線
を
作
れ

る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

武
田
　
一
度
仕
事
が
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
も
し
か
し
て
裏
切
ら
れ
た
と
い

う
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ

て
完
全
に
そ
の
後
、
関
係
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
ら
次
の
仕
事
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
韓
国
の
人
は
、
心
情
的
に
は
日
本
人
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
高
速
鉄
道
の
試
運
転
が
始
ま
っ
た
と
き
も
、
以
前
に
日
本
か
ら
い
ろ
い
ろ
指

導
を
受
け
た
人
に
高
速
鉄
道
の
試
運
転
を
見
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
、
招
待
を
受
け

た
り
し
て
い
ま
す
。

商
、
唾
、
噂
、
亀
、
亀
、
晦
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
亀
＼
瞳
、
亀
、
亀
、
隔
、
剛
、
亀
、
曉
＼
唾
、
亀
、
馳
、
亀
、
唾
、
陶
♪
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i
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i
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i
i
i
i
、
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i
i
i
i
i
、
ー
ー
ー
ー
i
i
、
し

森
　
韓
国
の
場
合
は
、
韓
国
の
鉄
道
庁
－
日
本
の
運
輸
省
に
あ
た
る
よ
う
な
と

こ
ろ
に
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
入
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
台
湾
の
場
合
は
そ
う
い
う
日
本
以
外

の
国
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
台
湾
の
交
通
部
な
り
鉄
路
局
な
り
に
あ
た
る
と
こ
ろ

に
入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
台
湾
の
場
合
は
、
従
来
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
な
ど
が
ず
い
ぶ
ん
入

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ア
メ
リ
カ
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。
ド
ゥ
ル
ー
カ
ー
サ
ー
と

い
う
よ
う
な
会
社
の
人
な
ど
が
C
E
C
I
［
O
ぼ
け
㊤
国
け
腹
下
8
匡
け
∞
q
O
o
づ
の
q
犀
㊤
暮
の

H
昌
ρ
　
財
團
法
人
中
華
顧
問
工
程
司
］
と
い
う
、
一
交
通
部
の
お
抱
え
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
よ
ね
一
、
鉄
道
設
計
を
し
た
り
す
る
会
社
な
の
で
す

が
、
そ
の
C
E
C
I
に
は
ア
メ
リ
カ
人
も
何
人
か
普
通
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
い
ま
し
た
。
た
だ
高
速
鉄
道
の
関
係
は
な
い
け
れ
ど
も
、
普
通
の
鉄
道
技
師
と

し
て
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
C
E
C
I
と
い
う
の
は
台
湾
で
す
か
。
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
台
湾
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
基
本
的
に
は
開
発

途
上
国
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
先
進
国
の
技
術
者
を
抱
え
る
の
が
い
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
韓
国
の
場
合
に
は
、
地
下
鉄
の
時
に
い
ち
ば
ん
そ
う
で
し
た

が
、
地
下
鉄
の
一
号
線
、
二
号
線
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

や
っ
て
、
円
借
款
で
建
設
し
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
三
号
線
、
四
号
線
と
い

う
の
は
、
自
力
で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
次
に
五
号
線
の
建
設
に
な
る
と
、
韓
国

側
か
ら
こ
う
言
っ
て
き
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
三
号
、
四

号
線
を
や
っ
て
い
る
間
に
先
進
国
は
皆
う
ん
と
進
歩
し
て
い
る
の
で
、
五
号
線
に

つ
い
て
は
そ
う
い
う
新
し
い
技
術
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
五
号
線
を
や
る

に
つ
い
て
は
日
本
か
ら
も
来
て
く
れ
と
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
、
他
の
国
か
ら

も
来
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
政
府
の
お
抱
え
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
中
に
先
進
国
の
技
術
者
を
入
れ
る
と
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
開
発
途
上
国
で

は
普
通
で
し
た
一
お
抱
え
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
韓
国
の
高
速
鉄
道
の
話
で
、
私
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
べ
り
間
違
え
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
大
使
館
の
ア
タ
シ
ェ
に
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
の
人
が
送

り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
日
本
で
は
大
使
館
の
ア

タ
シ
ェ
に
国
鉄
の
人
が
行
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
少
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
運
輸

省
（
現
　
国
土
交
通
省
）
か
ら
出
向
者
は
か
な
り
あ
る
ん
で
ず
よ
。
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武
田
　
運
輸
省
（
現
　
国
土
交
通
省
）
か
ら
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

菅
原
　
官
庁
か
ら
の
出
向
者
の
人
は
、
大
使
館
の
ア
タ
シ
ェ
に
か
な
り
出
て
お
ら

れ
ま
す
ね
。
国
鉄
の
人
と
い
う
の
は
あ
ま
り
大
使
館
に
は
出
向
し
て
い
ま
せ
ん
。

｛
■
「
、
亀
、
隔
、
隔
、
剛
、
隔
、
亀
、
亀
、
剛
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
簡
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
軸
、
陶
、
馳
；
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置

亀
＼
馳
、
亀
、
陶
、
軸
、
陶
、
亀
、
陶
、
軸
、
亀
、
亀
、
髄
、
亀
、
曝
、
唾
、
唾
、
唾
＼
塵
、
馳
、
塵
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀

武
田
　
フ
ラ
ン
ス
は
そ
う
い
う
形
で
送
り
込
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。

森
　
ド
イ
ツ
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
ド
イ
ツ
か
ら
の
話
は
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
フ
ラ
ン

ス
が
韓
国
の
高
速
鉄
道
は
ど
う
し
て
も
取
る
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
、
が
ん
ば
っ
て

い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
フ
ラ
ン
ス
は
そ
れ
を
取
る
た
め
に
そ
の
人
を
送
り
込
ん
で
い
た
ん
で
す
か
。

そ
れ
と
も
、
た
ま
た
ま
そ
の
人
が
韓
国
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
る
た
め
に
で
し
ょ
う
ね
。
あ
そ

こ
は
大
陸
の
一
部
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
有
利
な
の
は
、
鉄
道
の
全
線

が
標
準
軌
間
で
す
か
ら
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
点
同
じ
な
ん
で
す
。
韓
国
の
場
合

は
今
の
ソ
ウ
ル
か
ら
釜
山
ま
で
新
幹
線
を
作
っ
て
、
こ
の
辺
か
ら
光
州
ま
で
在
来

線
を
う
ん
と
強
化
す
れ
ば
新
幹
線
と
同
じ
よ
う
に
行
け
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

台
湾
は
こ
う
は
い
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
台
湾
は
在
来
線
が
狭
軌
で
す
か
ら
。
中

国
も
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど
こ
を
取
っ
て
も
み
ん
な
標
準
軌
間
で
す
か
ら
ね
。

森
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
有
利
で
す
か
。

菅
原
　
そ
の
点
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
有
利
に
な
つ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

武
田
　
韓
国
に
は
董
蔀
さ
ん
み
た
い
な
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
韓
国
の
場
合
は
、
そ
う
い
う
す
ご
い
人
に
あ
ま
り
会
わ
な
い
で
す
。
み
ん

な
や
っ
ぱ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
も
昔
の
先
生
扱
い
を
し
て
い
ま
す
ね
。
台
湾

で
も
、
忍
言
さ
ん
な
ん
か
非
常
に
特
殊
な
人
な
の
で
し
ょ
う
ね
、
元
将
軍
で
す
か

ら
。
台
湾
は
先
進
国
と
し
て
の
日
本
へ
大
勢
学
生
を
出
し
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
相
手
で
す
し
、
そ
れ
な
り
の
敬
意
を
持
っ
て
と
い
う
の
が
普
通
な
の
で
し

ょ
う
か
ら
。

武
田
　
フ
ラ
ン
ス
に
決
ま
っ
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ラ
ン
ス
に
決
め
ら
れ
た
時
は
そ
う
で
す
ね
。

武
田
　
逆
に
韓
国
に
董
蔀
さ
ん
み
た
い
な
人
が
い
れ
ば
少
し
あ
き
ら
め
が
っ
く
か

も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
。

森
何
を
言
っ
て
も
「
フ
ラ
ン
ス
に
決
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
ね
（
笑
）
。

菅
原
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
話
は
親
し
い
人
か
ら
後
で
聞
い
た
わ
け
で
す
け

れ
ど
ね
。

森
何
の
た
め
に
今
ま
で
や
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
ね
。

菅
原
　
審
査
結
果
の
票
を
開
け
な
か
っ
た
と
い
う
情
報
は
公
式
の
も
の
じ
ゃ
な
い

で
す
け
れ
ど
。

森
結
果
は
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
と
（
笑
）
。

中
村
　
韓
国
の
場
合
、
事
前
に
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん

で
す
か
。
ち
ゃ
ん
と
コ
ン
ペ
を
や
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
韓
国
の
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
取
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
世
銀
が
相
当

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
実
際
の
事
業
で
も
世
銀
が

も
っ
と
強
く
い
ろ
い
ろ
や
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
結
局
、
世
銀
そ

の
も
の
は
、
お
金
は
あ
る
の
と
、
一
般
の
鉄
道
や
何
か
で
海
外
経
験
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
鉄
道
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
か
ら
。
結
局
、
日
本
が
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
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武
田
　
世
銀
が
何
か
少
し
や
っ
て
く
れ
る
と
。

菅
原
　
世
銀
が
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
手
伝
っ
た
り
し
て
、

日
本
も
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
F
／
S
を
や
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う

折
衝
を
し
た
場
合
は
、
そ
ん
な
に
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
ね
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
時
に
全
額
資
金
援
助
を
す
る
と
言
っ

た
。
資
金
援
助
と
い
う
よ
り
、
借
款
を
出
す
と
、
そ
う
言
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
れ
は
結
局
、
最
後
に
そ
ん
な
に
借
款
を
出
し
た
と
い
う
よ
う
な
話
は

聞
か
な
い
し
、
韓
国
も
金
が
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
で
と
に
か
く
今
、
部
分

開
業
で
一
段
落
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
一
時
は
こ
の
部
分
開
業
で
ス
ト
ッ
プ
と

い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
先
の
ほ
う
に
も
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
で
も
建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
後
に
は
全
線
を

仕
上
げ
る
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
ま
た
台
湾
の
時
み
た
い
に
、
逆
転
で
日
本
が
入
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

す
か
。

菅
原
　
も
う
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

《
■
「
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
、
亀
、
難
、
隔
、
職
、
陶
、
剛
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
職
、
亀
、
亀
、
喚
、
亀
、
陶
、
麹
、
唾
♪
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ロ
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r
i
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i
i
－
i
i
i
i
、
一
i
i
i
i
i
i
i
i
i
、
二
王
i
、
し

菅
原
　
韓
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
地
下
鉄
、
高
速
鉄
道
の
外
に
フ
ロ
ン
テ
ジ

ャ
ッ
キ
ン
グ
工
法
の
普
及
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

森
フ
ロ
ン
テ
と
言
う
の
は
ど
ん
な
工
法
で
す
か
。

菅
原
　
こ
れ
は
、
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
下
を
、
新
し
く
計
画
し
た
道
路
や
水

路
な
ど
が
横
断
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
鉄
道
や
高
速
道
路
の
運
行
を
続
け
た
ま
ま

で
、
安
全
で
、
し
か
も
迅
速
に
施
工
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
内
外
で
最
も
実
績
の

多
い
工
法
で
す
。

　
そ
の
特
徴
は
、
既
存
の
鉄
道
や
高
速
道
路
の
外
側
で
、
将
来
の
立
体
交
差
の
構

造
物
と
な
る
躯
体
を
構
築
し
一
こ
れ
を
導
体
と
言
っ
て
い
ま
す
が
一
こ
の
連

体
を
鉄
道
線
路
や
、
高
速
道
路
な
ど
の
下
に
引
き
込
ん
で
立
体
交
差
を
完
成
す
る

も
の
で
す
。

武
田
　
そ
う
い
う
立
体
交
差
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
鉄
道
や
道
路
の
下
を
横
断
し
て
、
新
し
い
道
路
を
つ
く
る
工
事
は
全
国
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
既
存
の
踏
切
を
廃
止
し
て
立
体
化
す
る
こ
と
も
多
く
、
都
市

の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
鉄
道
や
高
速
道
路
を
一
時
遮
断
す
る
こ
と
な
く
、
工
事
を
施
工
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
工
法
．
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め

既
存
の
道
路
を
一
時
遮
断
で
き
れ
ば
、
地
表
か
ら
地
面
を
開
削
し
て
そ
こ
に
躯
体

を
現
場
施
工
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
現
在
の
運
行
状
態
及
び
交
通
量
等
か
ら

運
行
を
続
け
た
ま
ま
で
、
立
体
交
差
化
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

武
田
　
フ
ロ
ン
テ
工
法
の
特
徴
は
何
で
す
か
。

菅
原
　
鉄
道
や
高
速
道
路
の
運
行
を
継
続
し
な
が
ら
立
体
交
差
を
造
る
わ
け
で
す

か
ら
工
事
の
安
全
が
最
も
大
事
な
点
で
す
．
そ
の
た
め
既
存
の
鉄
道
路
盤
や
道
路
面

に
沈
下
な
ど
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
街
地

が
対
象
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
工
期
の
短
縮
も
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
テ
工
法
で
は
、
立
体
交
差
の
構
造
物
を
鉄
道
、
道
路
の
運
行
と
関
わ
り

な
く
、
造
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
十
分
な
管
理
の
も
と
で
構
築
す
る
の
で
品
質

の
確
保
が
出
来
ま
す
。
こ
の
様
な
長
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
類
似
の
工
法
も
出
て

来
て
居
り
ま
す
が
、
フ
ロ
ン
テ
工
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
線
路
敷
の
外
側
で
造
っ

た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
函
体
を
高
張
力
の
ケ
ー
ブ
ル
で
既
存
鉄
道
の
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下
に
引
き
込
む
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
盗
塁
は
一
体
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
数
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

武
田
　
フ
ロ
ン
テ
工
法
は
ど
ん
な
順
序
で
施
工
す
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ロ
ン
テ
エ
法
で
は
ま
ず
既
存
の
鉄
道
や
高
速
道
路
の
下
を
横
断
し
て
、

鋼
管
を
押
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
仮
防
護
工
と
し
、
周
辺
地
盤
の
安
全
を
図
り
ま

す
。
こ
れ
を
パ
イ
プ
ル
ー
フ
と
言
い
ま
す
が
、
工
事
の
安
全
確
保
に
効
果
が
大
き

い
の
で
す
。
パ
イ
プ
ル
ー
フ
の
下
で
、
函
体
の
引
き
込
み
が
行
わ
れ
る
た
め
で
す
。

パ
イ
プ
ル
ー
フ
は
男
体
の
天
井
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
側
壁
の
部
分
に
も
施
工
し

ま
す
か
ら
函
体
を
引
き
込
む
時
の
側
面
の
安
全
も
守
れ
ま
す
。

森
　
フ
ロ
ン
テ
工
法
の
特
徴
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に

し
て
、
発
展
し
て
来
た
の
か
。
ま
た
韓
国
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
フ
ロ
ン
テ
工
法
は
植
村
厚
一
さ
ん
と
い
う
人
が
考
え
出
し
、
一
九
六
五
年

に
植
村
技
研
工
業
と
い
う
会
社
を
設
立
し
、
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
（
株
）

の
藤
田
亀
太
郎
さ
ん
が
こ
の
技
術
に
賛
同
し
、
共
同
開
発
し
ま
し
た
。
小
型
の
も

の
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
鉄
道
の
横
断
地
下
道
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
が
、

本
格
的
な
大
規
模
な
も
の
は
、
一
九
六
九
年
、
国
鉄
常
磐
線
南
千
住
駅
構
内
で
、

隅
田
川
貨
車
ヤ
ー
ド
の
入
口
を
陸
羽
街
道
が
横
断
す
る
踏
切
の
、
立
体
交
差
化
で

威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
私
は
当
時
国
鉄
の
東
京
第
三
工
事
局
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
技
術
委
員
会
を
設
け
て
、
慎
重
な
議
論
を
交
わ
し
て
、

工
事
を
進
め
ま
し
た
。
工
事
は
無
事
故
で
完
成
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
現
在
ま
で

に
フ
ロ
ン
テ
工
法
で
施
工
さ
れ
た
立
体
交
差
は
六
〇
〇
件
を
超
え
て
居
り
ま
す
。

　
韓
国
鉄
道
の
技
術
研
究
所
で
、
地
質
の
研
究
を
や
っ
て
居
ら
れ
た
金
世
理
と
い

う
人
が
、
特
殊
建
設
と
い
う
会
社
を
興
し
、
一
九
八
四
年
頃
に
こ
の
フ
ロ
ン
テ
工

法
を
日
本
か
ら
韓
国
に
導
入
し
、
現
在
ま
で
に
約
一
人
○
件
の
工
事
を
施
工
し
て

居
り
ま
す
。
金
さ
ん
は
日
本
語
が
達
者
で
毎
年
何
回
も
訪
日
し
私
達
と
も
技
術
交

流
を
行
な
い
、
ま
た
日
本
の
技
術
図
書
を
購
入
し
て
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

フ
ロ
ン
テ
工
事
の
ほ
か
に
建
設
機
械
の
輸
入
な
ど
建
設
業
と
し
て
巾
広
く
活
動
し
、

韓
国
の
土
木
界
で
重
要
な
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
先
生
も
韓
国
の
フ
ロ
ン
テ
工
事
を
見
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
。

菅
原
　
フ
ロ
ン
テ
工
法
は
韓
国
で
は
特
許
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
全
部

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
許
の
期
限
が
切
れ
て
居
り
、
そ
の
後
の
技
術
情
報
の
交

換
の
場
と
し
て
一
九
九
三
年
に
フ
ロ
ン
テ
協
会
を
設
立
し
て
、
そ
の
普
及
に
つ
と

め
て
居
り
ま
す
。
現
在
、
日
本
の
建
設
業
四
〇
社
程
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
は

協
会
設
立
時
か
ら
協
会
会
長
を
つ
と
め
て
、
こ
の
工
法
の
発
展
に
努
力
し
て
来
ま

し
た
。
韓
国
の
特
殊
建
設
は
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
（
株
）
と
の
協
定
が

あ
り
。
当
初
は
日
本
か
ら
も
技
術
指
導
に
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
わ

た
し
も
何
回
か
大
き
な
工
事
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
目
下
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
～

釜
山
間
の
高
速
鉄
道
の
大
田
の
駅
の
直
下
を
横
断
す
る
フ
ロ
ン
テ
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
テ
協
会
の
事
務
局
は
、
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
（
株
）
内
に
あ

り
、
同
社
の
田
中
　
宏
氏
と
植
村
技
研
工
業
（
株
）
の
丸
田
新
市
氏
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
て
居
り
ま
す
。

森
フ
ロ
ン
テ
工
法
は
日
本
以
外
で
は
韓
国
だ
け
で
す
か
。

菅
原
　
以
前
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
高
速
道
路
下
で
、

　
件
施
工
し
た
例
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
外
国
で
活
発
に
や
っ
て
い
る
の
は
韓
国

だ
け
で
し
ょ
う
。

た
だ
最
近
で
は
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
台
北
の
松
山
空
港
の
滑

走
路
直
下
を
横
断
す
る
道
路
計
画
で
こ
の
工
法
が
採
用
さ
れ
、
フ
ロ
ン
テ
工
法
と

そ
の
応
用
と
も
い
え
る
E
S
A
工
法
と
を
併
用
し
て
施
工
し
ま
し
た
。
本
工
法
で
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の
施
工
部
分
は
二
〇
〇
三
年
無
事
完
了
し
ま
し
た
。
本
施
工
は
、
台
湾
国
内
全
て

の
公
共
事
業
の
中
か
ら
、
最
も
優
れ
た
事
業
と
し
て
の
最
高
賞
で
あ
る
「
金
質
倉
」

が
、
台
湾
総
督
の
金
水
遍
氏
よ
り
、
工
事
に
係
わ
っ
た
台
北
市
政
府
及
び
大
陸
工

程
・
鉄
建
建
設
の
企
業
連
合
に
与
え
ら
れ
た
と
聞
い
て
居
り
ま
す
。

　
私
も
二
〇
〇
二
年
に
こ
の
工
事
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
空
港
の
滑
走
路
直
下

を
延
長
一
〇
一
m
に
わ
た
っ
て
総
巾
二
十
二
・
二
m
の
道
路
が
横
断
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
現
在
ま
で
の
最
大
の
規
模
の
工
事
で
あ
り
、
断
面
積
二
〇
〇
㎡
も
あ
る

規
模
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
を
、
1
日
五
〇
〇
回
を
超
え
る
航
空
機
の
離
着
陸
す
る
滑

走
路
直
下
へ
建
設
す
る
工
事
は
、
世
界
で
も
例
の
無
い
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

－
、
口
、
唾
、
喚
、
舳
＼
馳
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
、
軸
、
唾
、
亀
、
馳
、
亀
、
唾
、
陶
、
馳
、
亀
、
喚
、
馳
、
亀
、
隔
♪

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
中
国
の
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鳶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
、
一
i
i
i
－
i
i
、
ー
ー
唾
i
i
i
i
＼
一
i
i
、
一
i
i
i
置

森
　
中
国
の
高
速
鉄
道
は
如
何
で
す
か
。

菅
原
　
中
国
は
今
の
時
点
で
は
あ
ま
り
お
話
し
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
ね
。
中

国
へ
の
関
わ
り
を
ち
ょ
っ
と
復
習
か
ら
し
て
い
き
ま
す
と
、
や
っ
ぱ
り
近
い
国
で

す
か
ら
、
そ
の
前
に
鉄
道
同
士
の
付
き
合
い
と
し
て
向
こ
う
か
ら
も
大
勢
の
人
が

来
ま
し
た
。
主
に
見
学
に
来
る
の
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
長
期
専
門
家
を
J
I
C
A
か
ら
毎
年
二
人
ず
っ
と
出
し
て
い
ま
し
た
。

長
期
専
門
家
を
出
す
と
い
う
意
味
は
、
そ
の
人
た
ち
は
自
分
で
も
教
え
た
り
す
る

の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
国
で
は
た
と
え
ば
ス
ラ
ブ
軌
道
の
こ
と
を
少
し
教
え
て
や

っ
た
ら
い
い
と
か
、
短
期
で
ど
う
い
う
専
門
家
を
派
遣
す
る
の
が
良
い
か
と
い
う

の
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
が
ひ
と
つ
の
役
目
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
J
I
C
A

の
短
期
専
門
家
で
行
っ
て
、
講
義
だ
け
し
て
き
た
と
い
う
人
は
だ
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
J
A
R
T
S
の
中
に
も
い
た
し
、
国
鉄
・
J
R
の
現
職
か
ら
出
て
い
く
人
も

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
形
の
技
術
協
力
を
ず
い
ぶ
ん
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
金
の
面
で
は
、
北
京
の
ち
ょ
っ
と
北
の
ほ
う
に
歪
面
島
（
シ
ン
ノ

ウ
ト
ウ
）
と
い
う
港
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
に
ず
一
つ
と
奥
の
大
同
の
ほ
う
か
ら

鑛
産
品
積
出
し
の
た
め
の
貨
物
線
を
引
い
た
ん
で
す
よ
。
鑛
産
品
輸
送
力
を
増
強

す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
円
借
款
を
ず
っ
と
つ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
や
る
と
い
う
よ
り
は
、
お
金
だ
け
貸
し
て
い
る
一
と
に

か
く
円
借
款
の
額
か
ら
言
え
ば
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
上
海
地
下
鉄
の
F
／
S
調
査
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
時
、
私
は
ち
ょ
う
ど
理
科
大
の
教
授
を
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
官

の
ほ
う
か
ら
頼
ま
れ
て
作
業
監
理
委
員
長
を
や
っ
た
話
は
お
話
し
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
い
い
計
画
が
出
来
た
け
れ
ど
も
、
円
借
款
の
フ
ェ
ー
ズ
に
合
わ
な
か
っ
た
。

結
局
、
ド
イ
ツ
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
上
海
も
都
市
鉄
道
の
計
画
線
路
が
十
一
線

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
ら
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
後
は
一
九
八
人
年
、
J
A
R
T
S
の
理
事
長
に
な
っ
た
頃
に
、
日
中

東
北
開
発
協
会
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
日
中
開
発
協
会
と
い
う
の
は
も

っ
と
全
国
対
象
の
組
織
で
す
け
れ
ど
も
、
東
北
開
発
協
会
と
い
う
の
は
旧
満
州
で

の
い
ろ
い
ろ
投
資
を
考
え
た
り
す
る
協
会
で
す
。
そ
れ
で
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に

旧
満
州
を
回
り
ま
し
た
。
団
長
は
昔
の
興
銀
頭
取
の
正
宗
猪
早
夫
さ
ん
と
い
う
有

名
な
方
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
十
五
人
ぐ
ら
い
で
長
春
と
か
、
藩
陽
、

大
連
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
ず
っ
と
回
り
ま
し
た
。
そ
の
地
元
の
経
済
団
体
と
一

緒
に
会
議
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
結
局
「
お
金
を
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と

と
「
技
術
を
持
っ
て
き
て
く
れ
」
と
要
望
さ
れ
た
。
土
地
と
労
働
力
は
中
国
側
が

提
供
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
頃
か
ら
な
か
な
か
そ
う
い
う
こ
と
で
新

し
い
投
資
を
し
て
も
上
手
く
い
か
な
い
と
い
う
定
説
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
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み
ん
な
望
む
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
う
い
う
要
望
は
沢
山
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
私
が
同
行
し
た
の
は
、

交
通
関
係
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
ハ
ル
ビ
ン
に
行
っ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
L
字
型
に
二
階
建
て
の
地
下
道
が
作
っ
て

あ
っ
て
、
地
下
一
階
の
ほ
う
は
商
店
街
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
雪
国
だ
か
ら
そ

う
い
う
の
を
作
っ
た
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
地
下
二
階
の
レ
ベ
ル
に
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
を
動
か
し
て
く
れ
な
い
か
と
、
そ
れ
こ
そ
B
O
T
を
や
っ
て
く
れ
な
い

か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
商
社
の
人
な
ど
に
い
ろ
い
ろ

話
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
手
を
挙
げ
る
人
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
大
連
に
は
や
は
り
都
市
内
の
混
雑
が
激
し
い
か
ら
軌
道
系
の
交
通
機
関
が
必
要

で
す
。
大
連
は
開
発
区
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
当
時
、
日
本
の
企
業
が
多
く
出
て
い

ま
し
た
。
都
心
と
の
間
に
は
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
出
来
て
い
る
ら
し

い
で
す
が
。
ハ
ル
ビ
ン
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ
と
、
あ
ま
り
誰
も
や
る
と
い
う
人
が
い

る
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

武
田
　
そ
れ
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
儲
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
時

点
で
は
中
国
で
は
新
し
い
鉄
道
を
引
く
と
い
う
考
え
は
あ
ま
り
な
い
の
だ
と
い
う

の
が
一
般
常
識
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ま
し
て
や
高
速
鉄
道
の
話
も
ま
だ
出
て
こ
な

い
し
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
頃
に
一
人
だ
け
、
や
っ
ぱ
り
中
国
に
も
鉄
道
や
都
市
の
軌
道
だ
っ
て
こ
れ

か
ら
あ
り
得
る
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
当
時
の
運
輸
省
か

ら
大
使
館
に
ア
タ
シ
ェ
で
出
て
い
た
人
で
、
小
林
堅
吾
さ
ん
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
今
、
中
国
地
方
の
運
輸
局
長
を
や
っ
て
い
る
人
で
す
が
、
そ
の
人
が
後
で
重

慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
進
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
重
慶
だ
け
は
前
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
円
滑
に
進
ん

だ
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
国
で
も
鄭
州
～
宝
鶏
間
の
電
化
を
や
っ
た
り
、
衡
陽

か
ら
広
州
ま
で
の
複
線
化
の
工
事
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
複
線
の
た
め
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
な
ど
。
こ
れ
ら
は
円
借
款
で
や
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
今
や
中
国
は
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
、
年
間
一

六
〇
万
人
の
人
が
都
市
に
集
ま
っ
て
く
る
と
。
人
n
［
一
〇
〇
万
人
以
上
の
都
市
が

今
、
四
十
人
あ
る
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
中
で
軌
道
系
が
出
来
て
い
る
の
は
北

京
、
天
津
、
上
海
、
広
州
、
重
慶
と
五
つ
し
か
な
い
。
他
の
街
は
今
大
急
ぎ
で
都

市
軌
道
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の
二
十
年
ぐ
ら
い
前
の
状
況
で
し
ょ
う
か
、

人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
て
道
路
は
自
動
車
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
に
北
京
～
上
海
と
い
う
高
速
鉄
道
を
作
る
問
題
も
出
て
き
た
。
北
京
～
上

海
の
高
速
鉄
道
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
は
上
海
に
浮
上
式

の
ト
ラ
ン
ス
ラ
ピ
ッ
ド
を
朱
警
世
さ
ん
が
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
の
が
後
を
引
い
て

い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
北
京
～
上
海
の
高
速
鉄
道
の
計
画
に
も
、

ひ
と
つ
の
案
と
し
て
浮
上
式
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
は
在

来
型
の
新
幹
線
を
作
り
た
い
。
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
今
、
こ
の

浮
上
式
導
入
の
案
は
消
え
か
け
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
上
海
で
空
港
～
都
心
間

に
建
設
し
た
浮
上
式
は
非
常
に
値
段
が
高
い
。
手
元
基
さ
ん
自
身
が
「
も
う
こ
れ

以
上
は
や
ら
な
い
よ
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
中
国
工
程

院
の
徐
匡
迫
院
長
が
北
京
～
上
海
に
つ
い
て
は
、
浮
上
式
は
採
用
し
な
い
こ
と
に

な
る
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
中
国
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
北
京
～
上
海
間
の
高

速
鉄
道
の
ほ
か
、
主
要
都
市
間
に
旅
客
輸
送
専
用
線
を
建
設
し
、
高
速
鉄
道
は
二

五
〇
㎞
／
h
、
旅
客
輸
送
専
用
線
は
二
〇
〇
㎞
／
h
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
在
来
線
を
強
化
し
、
中
速
と
か
準
高
速
と
か
い
わ
れ
て

い
る
二
〇
〇
㎞
／
h
の
車
両
の
入
札
を
行
い
、
日
本
企
業
も
六
〇
編
成
を
受
注
し
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て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
何
の
た
め
か
と
い
う
と
、
人
に
よ
っ
て
見
解
は
い
ろ
い
ろ
違
う
の
で
し

ょ
う
け
れ
ど
も
、
各
先
進
国
の
技
術
を
取
り
入
れ
て
み
て
、
北
京
～
上
海
高
速
鉄

道
の
た
め
の
下
準
備
を
す
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
常
識
的
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
で
な
い
と
い
ろ
ん
な
国
の
も
の
が
入
り
込
ん
だ
ら
困

り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
都
市
間
で
そ
れ
を
や
っ
て
み
て
、
機
種
選
択
の
判
断
の
参

考
に
し
ょ
う
と
し
て
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
次
に
鄭
州
～

西
安
、
北
京
～
天
津
、
武
漢
～
広
州
な
ど
五
区
間
に
つ
い
て
は
二
五
〇
㎞
／
h
の

高
速
列
車
を
動
か
す
計
画
を
立
て
、
近
い
う
ち
に
総
合
計
画
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
入
札
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
北
京
～
上
海
に
つ
い
て
は
決
定
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
始
ま
り
そ
う
だ
な
と
い
う

と
き
に
、
中
国
政
府
の
鉄
道
部
次
官
な
ど
と
話
し
た
時
に
、
向
こ
う
の
次
官
が
お

っ
し
ゃ
る
に
は
「
日
・
独
・
仏
に
は
い
ろ
い
ろ
そ
の
技
術
を
教
わ
っ
て
こ
こ
ま
で

き
た
の
で
、
新
幹
線
を
作
る
時
に
も
必
ず
三
国
か
ら
ま
た
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら

い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
「
あ
わ
て
て
歩
い
て
回
る
必
要
も
な
い
で
す
よ
」
な
ん

て
言
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。
中
国
は
自
分
自
身

で
ど
ん
ど
ん
F
／
S
も
や
れ
る
し
、
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
㎞
／
h
の
準
高
速
化
と
い

う
の
も
自
分
で
、
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
中
国
に
つ
い
て
は
そ
の
ぐ
ら
い
の
こ

と
し
か
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

武
田
　
こ
れ
は
、
契
約
が
取
れ
た
ら
大
き
い
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
取
れ
た
ら
大
き
い
で
す
け
れ
ど
ね
。
た
だ
そ
の
取
り
方
が
結
局
、
台
湾
の

場
合
に
は
金
は
あ
る
け
れ
ど
も
作
る
人
が
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
日
本
企
業
の
商

売
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
中
国
の
場
合
に
は
そ
れ
を
作
る
人
が
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
日
本
に
入
っ
て
く
る
の
は
そ
ん
な
に
な
い
。
北
京
～
上
海
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
様
子
を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
段
階
で
す
ね
。

武
田
　
ま
だ
ま
だ
お
忙
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
お
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
。

菅
原
　
中
国
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
重
慶

の
場
合
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
か
ら
、
直
接
に
い
ろ
い
ろ
や
る
の

で
す
が
、
高
速
鉄
道
の
場
合
に
は
そ
れ
が
な
い
わ
け
で
す
ね
。
都
市
間
の
も
の
で

ど
の
会
社
が
ど
れ
だ
け
車
輌
を
製
造
を
受
け
る
か
と
か
、
請
負
い
や
す
く
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
よ
う
な
応
援
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
じ
か
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
教
え
る
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。
当
面
は
武
漢
～
広
州
問
の

高
速
新
線
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
が
、
こ
れ
も
ド
イ
ツ
と
連
合
し
た
形
の
よ

う
で
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

森
も
し
か
し
た
ら
メ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
自
体
、
中
国
が
自
分
で
設
計
ま
で
し
て
、

細
か
い
と
こ
ろ
だ
け
を
日
本
企
業
が
取
る
と
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

菅
原
　
中
国
も
良
く
勉
強
し
て
い
る
か
ら
、
例
え
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
組
み
は

日
本
の
ほ
う
が
い
い
な
と
か
、
信
号
に
つ
い
て
は
ジ
ー
メ
ン
ス
が
い
い
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
を
考
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
や
っ
ぱ
り
あ
の
国
も
八
方
に
気
を
配
っ
て

い
る
か
ら
、
日
本
だ
け
と
い
う
こ
と
は
な
い
代
わ
り
に
、
そ
っ
く
り
日
本
の
技
術

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

武
田
　
ち
ょ
っ
と
時
間
オ
ー
バ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
了
）
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史
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菅原操　オーラル・ヒストリー　第九回　質問のテーマ

○　戦後の経済成長は、戦争に参加した人々の必死の努力で達成されたのだという

　　見方がありますが、ご自身の経験からどう思われますか。

○　現揚、コンサルの立場から、日本の技術援助の問題点は何だと思いますか。ど

　　のような改善を、どのような人に訴えたいですか。

○　日本の技術協力と欧米の技術協力で決定的に異なるのはどの点でしょうか。そ

　　れぞれの長所と短所を挙げるとすれば、どういつだ点でしょうか。

○　先生が関わられた鉄道産業一般に現在関わっている後輩達に贈る言葉はどんな

　　ものですか。

○　ご自身の人生を現時点で振り返ってみて、何か是非お話されたいことは他にご

　　ざいますか。

以上
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武
田
　
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
お
話
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菅
原
　
私
が
ち
ょ
う
ど
J
A
R
T
S
一
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
の
理
事
長
を

や
っ
て
い
る
頃
、
技
術
協
力
の
対
象
国
か
ら
の
要
請
と
し
て
、
新
し
い
線
路
の
設

置
と
か
そ
う
い
う
も
の
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
鉄
道
の
運
営
・
管
理
の
こ
と
に
つ
い

て
や
っ
て
く
れ
と
い
う
内
容
の
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
形
の
F
／

S
を
や
っ
た
り
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
詳
し
い
現
実
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や

っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
そ
う
い
う
よ
う
に
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
直
接
手
が
け
た
も
の
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
首
都
圏
鉄
道
の
民
営
化
に
参
加
を
し
た
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
も
当
時
、
非
常
に
経
済
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
し
、

そ
れ
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
そ
の
も
の
も
、
収
入
と
支
出
の
関
係
が
非
常
に
悪

く
な
り
ま
し
た
。
ど
の
く
ら
い
悪
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
一
九
九
〇
年
・
九
一
年

で
収
入
の
二
倍
か
ら
三
倍
ぐ
ら
い
経
費
が
か
か
る
状
況
で
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

も
国
が
大
き
い
で
す
か
ら
、
線
路
の
延
長
か
ら
言
う
と
三
六
〇
〇
〇
㎞
ぐ
ら
い
あ

る
ん
で
す
ね
。
新
幹
線
を
別
に
す
れ
ば
日
本
が
二
〇
〇
〇
〇
㎞
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
線
路
の
延
長
は
相
当
あ
る
し
人
も
た
く
さ
ん
い
る
け
れ
ど
も
、
生
産
性

が
非
常
に
悪
い
わ
け
で
す
よ
。
生
産
性
を
何
で
見
る
か
と
い
う
と
職
員
一
人
当
た

り
の
何
ト
ン
キ
ロ
、
あ
る
い
は
何
人
キ
ロ
を
運
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が

日
本
と
比
べ
る
と
七
分
の
一
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
生
産
性
が
七
分
の

一
で
す
ね
。
そ
の
く
ら
い
能
率
の
悪
い
運
営
を
し
て
い
ま
し
た
。
国
全
体
の
方
針

と
し
て
航
空
と
か
水
道
、
ガ
ス
、
通
信
な
ど
公
共
的
事
業
が
一
九
九
〇
年
頃
で
す

が
民
営
化
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
鉄
道
は
取
り
残
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
頃
は
鉄
道
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
の
中
で
首
都
圏
を
管
理
す
る
首

都
圏
鉄
道
公
社
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
が
首
都
の
通
勤
鉄
道
全
線

を
管
理
す
る
、
そ
う
い
う
形
の
運
営
を
し
て
い
た
の
で
す
。

武
田
　
両
方
を
民
営
化
す
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
貨
物
が
い
ち
ば
ん
先
に
民
営
化
さ
れ
て
、
長
距
離
の
旅
客
線

は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
次
い
で
首
都
圏
交
通
を
や
っ
て
い
た
通
勤

線
を
民
営
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
J
R
ガ
ゼ
ッ
ト
の
論
文
に
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
は
扇
型
に
放
射
状
の
鉄
道
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

市
営
の
地
下
鉄
が
五
線
と
、
国
鉄
の
近
郊
線
が
七
線
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
数
線

ぐ
ら
い
ず
つ
に
切
っ
て
、
三
つ
の
会
社
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
を
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
側
は
と
っ
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
そ
れ
は
先
方
が
最
初
に
言
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
、
先
方
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
「
区
切
っ
て
入
札
し
て
く
だ
さ
い

よ
」
と
言
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
頃
に
世
銀
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国

鉄
支
援
に
入
っ
て
い
た
ん
で
す
。
鉄
道
の
運
営
そ
の
も
の
も
悪
い
か
ら
い
ろ
ん
な

投
資
な
ど
に
金
を
貸
し
た
り
、
あ
る
い
は
運
営
の
面
倒
を
み
た
り
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
世
銀
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
人
が
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
運
輸
省
の
中
に
入
っ
て
居
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
そ
の
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
国
鉄
の
幹
部
の
人
を
何
人
か
連
れ
て
日
本
に
来
ま
し
て
、
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

も
鉄
道
の
民
営
化
を
や
り
た
い
。
そ
れ
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
」
と

い
う
P
R
に
来
た
ん
で
ず
ね
。
そ
れ
で
私
ど
も
に
頼
み
に
来
た
の
で
、
東
経
で
ど
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こ
か
に
会
場
を
借
り
ま
し
て
建
設
業
、
メ
ー
カ
ー
や
商
社
の
人
を
集
め
て
説
明
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
そ
う
い
う
格
好
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
結

果
的
に
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
の
あ
る
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
民
営
化
す
る

た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
ブ
ー
T
A
（
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
）
1

技
術
支
援
だ
け
を
や
る
と
い
う
格
好
で
そ
の
民
営
化
に
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。　

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
全
体
を
四
期
に
分
け
ま
し
て
、
第
一
期
、

つ
ま
り
民
営
化
の
承
認
を
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
O
O
］
P
O
O
の
ω
H
O
］
P
）
1

ど
う
い
う
条
件
で
そ
の
民
営
化
の
仕
事
を
受
け
取
っ
た
か
と
い
う
全
体
の
承
認
の

こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
ま
で
に
ど
う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
か
と
い

う
の
が
第
一
期
で
す
ね
。
民
営
の
今
の
三
線
を
管
理
す
る
会
社
が
出
来
て
か
ら
今

度
は
一
年
目
は
組
織
を
変
え
て
い
く
と
か
、
二
年
目
は
そ
れ
を
少
し
具
体
化
し
て

い
く
。
三
年
目
以
後
は
今
度
は
実
際
に
わ
れ
わ
れ
が
提
案
し
た
こ
と
を
そ
の
と
お

り
に
や
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
経
営
安
定
期
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
分
け
ま
し
て
、

ト
ー
タ
ル
十
年
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を
し
た
ん
で
す
。

　
そ
の
会
社
は
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
と
い
う
名
前
で
す
。
ト
レ
イ
ン
は
列
車
の
「
ト

レ
イ
ン
（
美
酒
巴
昌
）
」
、
メ
ッ
ト
は
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
竃
①
貯
o
b
o
犀
霊
昌
）
」
の
メ

ッ
ト
で
し
ょ
う
。
自
動
車
運
営
会
社
組
合
み
た
い
な
機
関
と
、
そ
れ
か
ら
地
元
の

建
設
業
者
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
人
が
主
な
事
業
主
に
な
っ
て
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト

と
い
う
会
社
を
創
っ
た
。
そ
の
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
と
契
約
を
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

武
田
　
他
の
二
つ
の
会
社
は
ま
た
別
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
か
の
国
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

武
田
　
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
国
鉄
が
民
営
化
を
し
て
い
る
時
期
で
し
た
が
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
い
ろ
ん
な
国
へ
「
手
伝
っ
て
く
れ
」
と
頼
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

菅
原
　
世
銀
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
か
ら
同
じ
よ
う
な
依
頼
は
日
本
だ
け
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
時
期
は
一
九
九
二
年
頃
で
す
か
ら
、
日
本
の
民

営
化
も
よ
う
や
く
や
っ
て
五
年
ぐ
ら
い
で
安
定
期
に
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
が

［
国
鉄
が
J
R
七
二
に
分
割
民
営
化
さ
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
四
月
］
、
ド
イ
ツ
で

は
上
下
分
離
［
線
路
保
有
組
織
と
列
車
運
行
組
織
を
分
離
］
を
す
る
と
か
、
小
さ

な
会
社
に
分
け
る
と
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
は
じ
め
た

と
い
う
状
態
で
［
ド
イ
ツ
の
上
下
分
離
と
民
営
化
は
一
九
九
四
年
、
ス
エ
ー
デ
ン

は
上
下
分
離
（
民
営
化
せ
ず
）
の
改
革
を
一
九
人
八
年
に
実
施
］
、
ま
だ
他
国
に
教

え
ら
れ
る
と
い
う
状
況
ま
で
に
い
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

森
　
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
当
時
ど
う
な
ん
で
す
か
。

菅
原
　
イ
ギ
リ
ス
は
割
に
早
か
っ
た
の
で
す
が
［
一
九
九
三
年
に
民
営
化
実
施
］
、

イ
ギ
リ
ス
の
や
り
方
と
い
う
の
は
バ
ラ
バ
ラ
に
上
下
を
分
け
る
だ
け
で
は
な
く
て

路
線
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
分
け
た
り
、
と
て
も
難
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
も
事
故
が
起

き
た
り
し
て
［
一
九
九
九
年
十
月
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
二
〇
〇
一
年
五
月
と
大

事
故
が
発
生
］
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
で
す
が
、
今
は
大
体
各
国
と

も
割
に
上
下
分
離
と
い
う
こ
と
で
統
一
さ
れ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る

間
に
E
U
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
と
い
う
も
の
が
強
固
な
形
に
な
り
ま
し
て
、
E

U
の
中
で
の
指
令
が
出
て
い
る
ん
で
す
ね
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
由
に
解
放
す

る
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
狙
い
で
す
。
ゲ
ー
ジ
が
、
い
わ
ゆ
る
標
準
軌
間
（
一
四

三
五
㎜
）
で
す
か
ら
、
各
国
の
列
車
が
夫
々
自
由
に
運
行
す
る
の
は
、
物
理
的
に

は
可
能
で
す
が
、
そ
れ
を
や
る
に
は
下
部
構
造
は
国
が
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
、

こ
の
会
社
の
線
路
は
通
行
料
が
高
い
と
か
、
こ
の
会
社
は
整
備
の
レ
ベ
ル
が
低
い

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
も
困
る
の
で
す
。
そ
れ
で
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に

相
当
す
る
部
分
は
政
府
が
持
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
公
共
が
持
っ
て
い
て
上
部
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を
民
営
会
社
が
運
営
す
る
と
。
欧
州
諸
国
で
は
ゲ
ー
ジ
は
同
じ
で
す
か
ら
、
車
両

が
他
国
の
線
路
に
入
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、
信
号
な
ど
は
土
ハ
通
の
方
式
で

作
る
か
、
車
両
の
側
に
複
数
の
装
置
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
簡
単
で
は

な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
格
好
の
も
の
に
今
は
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。
「
イ

ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
（
言
8
容
b
霞
⇔
び
臣
身
）
」
と
二
一
目
う
の
か
な
。
相
互
に
運

行
出
来
る
方
法
で
や
る
。
そ
れ
を
や
る
に
は
上
下
分
離
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方

で
、
そ
れ
が
、
今
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す
。
当
時
は
そ
う
い
う
も
の
が
い

い
の
か
、
あ
る
い
は
縦
に
割
っ
た
ら
い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。

武
田
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
鉄
と
日
本
の
国
鉄
と
の
交
流
な
ど
は
、
ず
っ
と
あ
っ

た
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
日
本
と
の
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
く
れ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
種
類
の

特
定
の
専
門
の
こ
と
に
つ
い
て
は
専
門
家
が
行
っ
て
指
導
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
今
回
の
民
営
化
の
対
象
の
一
つ

の
路
線
で
ロ
カ
線
と
い
う
路
線
を
日
本
の
輸
出
入
銀
行
の
支
援
で
電
化
を
実
施
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
J
I
C
A
に
よ
り
、
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー
を
作

っ
て
、
そ
こ
の
講
師
を
派
遣
し
て
お
り
ま
し
た
。

－
、
亀
、
隔
、
唾
、
亀
、
鞠
、
隔
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
隔
、
陶
＼
陶
、
隔
、
隔
、
隔
、
隔
＼
喚
、
亀
、
陶
、
隔
、
亀
♪
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武
田
　
日
本
に
、
あ
る
い
は
J
A
R
T
S
に
頼
ん
で
き
た
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ

り
、
日
本
で
国
鉄
民
営
化
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
。
日
本
は
国
鉄
民
営
化
で
実
績
が
上
が
っ
て
い
た
時

点
で
す
か
ら
。
日
本
の
人
な
ら
ば
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
で
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
場
合
は
、
そ
の
準
備
期
に
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
日
本
で

も
民
営
化
を
す
る
時
に
、
民
営
化
し
て
一
本
立
ち
出
来
る
よ
う
に
1
設
備
が
弱

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
一
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
強
化
し
て
や
る
と
か
、

そ
れ
に
は
政
府
か
ら
資
金
援
助
し
て
く
れ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
投
資
も
あ
る
し
、

そ
れ
か
ら
運
営
・
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
な
き
ゃ
駄
目

だ
よ
」
「
こ
う
い
う
規
定
が
な
い
じ
や
な
い
か
」
と
か
、
「
そ
う
い
う
規
定
を
作
ら

な
け
れ
ば
い
か
ん
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
を
対
象
路
線
の
現
状
を
見
て
そ
れ

を
蓄
積
を
し
て
、
一
年
の
間
に
民
間
に
移
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
や
る
。

そ
れ
を
い
か
に
効
率
良
く
や
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
指
導
し
て
い
っ
た
の
が
最
初

の
一
年
間
で
し
た
。

　
日
本
か
ら
ど
う
い
う
人
が
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
私
自
身
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

行
っ
た
の
で
す
が
「
経
営
」
と
い
う
項
目
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
経
営
の
関
係

が
三
人
、
あ
る
い
は
車
輌
の
関
係
は
二
人
、
そ
れ
か
ら
車
輌
の
保
守
、
線
路
の
保

守
、
そ
う
い
っ
た
の
を
併
せ
て
ト
ー
タ
ル
で
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
は
十
二
、

三
人
ぐ
ら
い
の
人
が
行
き
ま
し
た
。
長
く
行
っ
て
い
る
人
も
あ
っ
た
し
、
僕
ら
の

よ
う
に
短
期
間
見
て
統
計
数
値
み
た
い
な
も
の
か
ら
基
本
論
を
述
べ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ち
ば
ん
永
く
滞
在
し
て
指
導
を
頼
ま
れ
て

い
た
の
は
車
輌
の
専
門
家
で
大
久
保
大
樹
さ
ん
で
し
た
ね
。
車
輌
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
と
て
も
悪
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
で
な
ぜ
そ
の
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
と
わ
れ
わ
れ
が
契
約
し
た
か
と
い
う
と
、

ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
の
扱
っ
て
い
る
線
と
い
う
の
は
三
線
あ
り
ま
し
て
、
「
R
O
C
A

（
陰
毛
）
線
」
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ
か
ら
「
ベ
ル
グ
ラ
ー
ノ
南
線
・

北
線
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
「
サ
ン
マ
ル
チ
ン
線
」
と
い
う
三
線
を
扱
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う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ロ
カ
線
と
い
う
の
を
、
先
に
お
話
し
し

た
よ
う
に
輸
出
入
銀
行
の
支
援
で
電
化
を
し
た
ん
で
す
。
そ
の
時
は
車
輌
も
電
車

化
を
し
て
、
電
車
を
一
五
六
輌
輸
出
を
し
て
い
ま
す
［
一
九
七
〇
年
］
。
で
す
か
ら

十
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
最
初
は
評
判
が
良
く
て
日
本
の
勇
ま
し
い
名
前
の
「
義
経
」

と
か
そ
う
い
う
ふ
う
な
名
前
で
し
た
が
好
評
で
、
他
の
近
郊
線
は
ま
だ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ロ
カ
線
だ
け
は
い
ち
ば
ん
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で
、
そ
こ

を
狙
っ
て
電
化
を
し
た
と
。
こ
れ
は
私
が
国
鉄
本
社
で
海
外
協
力
の
世
話
を
し
て

い
る
頃
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
日
本
に
は
ぜ
ひ
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
向
こ
う
か
ら
頼
ん
で
き
た
面
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
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意
味
で
、
や
っ
ぱ
り
あ
の
国
は
日
本
贔
屓
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
の
頃
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
と
い
う
の
は
中
進
国
な
ん

だ
け
れ
ど
も
、
G
N
P
か
ら
い
う
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
い
ち
ば
ん
高
く
て
、
も
う

円
借
款
供
与
国
基
準
か
ら
少
し
上
に
出
て
い
る
よ
う
な
一
、
そ
れ
は
日
本
輸
出

入
銀
行
の
支
援
－
今
は
国
際
協
力
銀
行
と
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
一
、
い
わ

ゆ
る
輸
銀
の
ベ
ー
ス
の
借
款
で
そ
れ
を
仕
上
げ
た
。
そ
れ
は
非
常
に
有
効
的
で
あ

っ
た
し
、
向
こ
う
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
日
本
も
良
く
や
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
そ
れ
は
ま
だ
ず
っ
と
生
き
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り

あ
の
国
も
東
南
ア
ジ
ア
で
言
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
も
ら
っ
た
ら

後
は
そ
れ
を
徹
底
的
に
定
期
的
に
点
検
し
て
部
品
を
補
充
し
て
や
っ
て
い
く
と
い

う
ふ
う
に
し
な
い
ん
で
す
ね
。
故
障
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
そ
こ
か
ら
部
品
を
取

っ
て
き
て
、
足
り
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
使
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
民
営
化
の
開

業
の
時
に
は
五
十
二
編
成
あ
る
べ
き
も
の
が
十
数
編
成
ぐ
ら
い
し
か
稼
動
で
き
る

の
が
な
い
。
三
〇
％
は
使
え
な
か
っ
た
と
か
聞
い
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
な
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
の
時
行
っ
た

車
両
の
メ
ン
バ
ー
な
ん
か
は
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

武
田
　
そ
れ
は
結
局
、
向
こ
う
で
働
い
て
く
れ
る
人
材
を
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
い

け
な
い
。
教
育
訓
練
と
い
う
の
で
す
か
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
辺
が
き
ょ
う
の
最
後
の
「
宿
題
」
に
も
あ
る
の
だ
け

れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
国
民
性
が
相
当
ち
が
う
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。
日

本
人
は
や
は
り
勤
勉
で
あ
る
と
思
う
。
中
国
と
か
ベ
ト
ナ
ム
と
か
か
ら
の
研
修
生

は
、
何
で
も
か
ん
で
も
資
料
を
も
ら
っ
て
自
分
の
知
恵
に
し
ょ
ヶ
と
い
う
感
じ
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
現
地
調
査
を
す
る
と
き
は
せ
っ
か
く
い
い

メ
ン
バ
ー
を
連
れ
て
行
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
や
る
の
を
見
て
い
る
だ
け
な
ん
で

す
よ
ね
。
ブ
イ
リ
ピ
ン
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
円
借
款
で
せ
っ
か
く
た
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く
さ
ん
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
カ
ー
な
ど
を
入
れ
た
け
れ
ど
も
廃
車
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

非
稼
動
の
車
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
だ
い
ぶ
非
難
を
受
け
た
り
し

て
い
ま
し
た
ね
［
日
本
は
一
九
七
四
年
か
ら
円
借
款
に
よ
る
ブ
イ
リ
ピ
ン
国
鉄
の

強
化
事
業
を
行
い
新
車
両
も
購
入
し
た
が
、
車
両
保
守
整
備
状
況
が
悪
い
た
め
、

一
九
八
三
年
に
は
『
国
鉄
車
両
検
修
基
地
建
設
事
業
』
に
よ
る
支
援
を
行
っ
た
］
。

　
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
当
の
人
は
長
く
駐
在
し

て
、
向
こ
う
の
人
と
｝
緒
に
な
っ
て
油
に
ま
み
れ
て
指
導
し
て
い
た
。
そ
の
人
た

ち
の
報
告
だ
と
、
そ
こ
へ
来
て
い
る
現
地
の
技
術
者
は
相
当
熱
心
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
仕
方
を
勉
強
し
て
行
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
そ
う
で
す
が
。
後
は
経
営
面
で
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
チ
ー
ム
の

方
も
行
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
経
営
と
い
う
か
一
般
の
運
営
的
な
内
容
で
指
導
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

運
転
手
は
日
本
で
も
列
車
に
乗
務
す
る
時
は
指
令
所
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
し

て
、
「
こ
れ
か
ら
第
△
△
列
車
に
乗
務
し
ま
す
」
と
や
っ
て
乗
務
し
て
、
一
日
何
往

復
か
し
て
、
夕
方
に
は
報
告
し
て
帰
る
。
「
異
常
な
し
」
と
か
「
異
常
あ
り
」
と
か
。

そ
う
い
う
の
が
普
通
で
す
よ
ね
。
当
然
考
え
る
で
し
ょ
う
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
も

そ
う
い
う
連
絡
所
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
途
上
国
で
の
技
術
協
力
事

業
の
現
場
に
行
っ
た
人
の
話
で
す
と
、
当
時
、
全
然
事
務
所
に
寄
ら
ず
に
自
分
の

列
車
を
運
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
て
、
出
勤
し
て
い
き
な

り
列
車
に
乗
っ
て
運
転
し
ち
ゃ
う
。
勤
務
が
終
わ
る
と
そ
の
ま
ま
家
に
帰
っ
て
し

ま
う
。

武
田
　
直
行
・
直
帰
で
す
ね
（
笑
）
。

菅
原
　
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
た
だ
、
連
絡
所
に
出
勤
・
帰
宅
を
報
告
す
る
こ
と
は
規
定
に
は
ち
ゃ
ん
と
書
い

て
あ
る
そ
う
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
連
絡
所
の
ほ
う
に
そ
こ
を
管
理
す
る
よ
う
な
し

っ
か
り
者
が
い
な
く
て
、
そ
こ
を
昼
間
は
閉
め
切
っ
て
い
る
と
い
う
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
挨
拶
に
行
こ
う
に
も
相
手
が
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

そ
の
う
ち
に
「
い
い
や
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
規

律
や
何
か
が
や
っ
ぱ
り
良
く
な
い
。
こ
う
い
う
の
は
運
営
面
の
問
題
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
の
を
し
っ
か
り
や
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
年
目
、
三
年
目
と
や
っ

て
い
っ
て
、
三
年
目
を
や
っ
て
い
る
頃
に
は
も
う
大
体
い
い
形
に
な
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
。

－
、
亀
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
噂
、
亀
、
馳
、
喚
、
隔
、
陶
＼
馳
、
亀
＼
唾
＼
陶
、
馳
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
廟
♪
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菅
原
　
こ
う
い
う
技
術
支
援
の
こ
と
を
契
約
し
て
、
単
価
い
く
ら
、
大
体
何
人
と

い
う
ふ
う
な
契
約
に
は
な
る
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
い
っ
か
ら
い
つ
ま
で
と
い
う

の
は
、
そ
の
都
度
、
「
今
度
は
い
っ
か
ら
い
つ
ま
で
運
転
の
専
門
家
に
来
て
く
れ
」

と
向
こ
う
か
ら
言
っ
て
く
る
の
で
す
。
相
手
が
言
っ
て
こ
な
い
と
、
う
ち
か
ら
出

す
必
要
も
な
い
わ
け
で
す
。
十
年
の
間
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
随
時
要
請
が
あ
る
か

と
思
っ
た
ら
、
最
初
か
ら
入
れ
て
四
年
ぐ
ら
い
で
注
文
が
あ
ま
り
来
な
く
な
っ
た
。

も
う
そ
れ
で
十
年
を
経
過
し
て
、
そ
の
契
約
は
消
滅
し
て
い
ま
す
。

武
田
　
契
約
は
消
滅
し
た
と
い
う
話
合
い
が
別
に
あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
。菅

原
　
も
う
契
約
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
応
援
の
ほ
う
は
五
年
目

以
降
は
あ
ま
り
派
遣
要
請
が
な
か
っ
た
。
無
事
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
い
う
よ
う
な
形
態
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
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森
　
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
技
術
協
力
だ
と
、
大
体
は
五
箇
年
で
す
ね
。

そ
の
場
合
は
、
長
期
専
門
家
が
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
っ
て
と
い
う
の
は
、

も
う
五
箇
年
分
決
め
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
短
期
専
門
家
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
程
き
っ
ち
り
と
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
こ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
鉄

民
営
化
の
場
合
は
ど
う
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、
十
年
は
専
門
家

の
派
遣
要
請
を
日
本
に
対
し
て
し
て
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
基
本
合
意
を
し
、
あ

と
は
、
最
初
の
年
の
分
だ
け
し
か
専
門
家
の
派
遣
を
決
め
て
い
な
か
っ
た
、
そ
の

ぐ
ら
い
の
契
約
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

菅
原
　
J
I
C
A
専
門
家
な
ど
は
、
出
る
費
用
が
日
本
の
国
の
費
用
で
派
遣
す
る

わ
け
で
す
。
政
府
か
ら
派
遣
す
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
政
府
は
予

算
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
年
目
に
二
人
と
か
三
年
目
に
何
人
と
か
と
い
う
ふ
う
に

決
め
る
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
年
度
で
や
る
場
合
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
政

府
予
算
の
議
論
で
す
ね
。
今
の
場
合
は
、
そ
の
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
と
い
う
民
間
会

社
が
わ
れ
わ
れ
に
頼
む
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
も
当
然
予
定
が
は
っ
き
り

立
て
ば
最
初
か
ら
そ
う
い
う
割
り
当
て
も
出
来
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
事
前
に

は
ど
う
い
う
専
門
の
人
が
ど
れ
だ
け
必
要
な
の
か
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
や
っ

て
い
る
う
ち
に
分
か
っ
て
く
る
か
ら
、
「
も
う
一
回
こ
の
人
に
来
て
く
れ
」
と
い
う

の
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
「
今
度
は
電
気
専
門
家
は
い
ら
な
い
か
ら
軌
道
の
専
門
家
に

来
て
く
れ
」
と
か
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
の
時
そ
の
時
で
必
要
の
あ
る
者

を
要
請
し
て
き
ま
す
、
と
い
う
契
約
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
単
価
は
一
日
当
た
り
何

ド
ル
で
す
と
い
う
よ
う
な
契
約
で
す
。
で
す
か
ら
三
年
や
れ
ば
三
年
と
準
備
期
間

と
で
か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
開
業
し
た
時
に

は
、
ロ
画
線
の
輸
送
量
は
民
営
前
の
状
態
の
一
六
〇
％
の
交
通
量
が
出
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
、
成
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

｛
■
「
、
隔
、
唾
、
隔
、
簡
、
喚
、
亀
、
亀
、
陶
、
唾
、
陶
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
隔
、
亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
剛
♪
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窟
　
他
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
民
営
化
支
援
と
の
関
係
に
つ
い
て
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躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

馳
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
亀
、
亀
、
馳
、
陶
、
亀
、
晴
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
、
」
■
6
■
、
軸
、
亀
、
贈
、
陶
、
亀
、
隔
、
唾

中
村
　
ち
な
み
に
、
残
り
の
二
つ
は
ど
こ
の
国
が
受
け
て
い
る
か
分
か
り
ま
す
か
。

菅
原
　
他
の
国
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
応
援
し
よ
う
と
い
う
の
で
来
て
い
た
の
が

ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
B
A
R
T
（
バ
ー
ト
　
b
コ
昌
≧
＄
男
碧
達

円
轟
昌
鋒
）
と
い
う
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
有
名
な
鉄
道
路
線
で
す
が
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
も
応
援
を
す
る
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
グ
ル
ー
プ

の
中
に
も
一
部
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
も
電
車
を
入
れ
た
か
ら
電
車
に
つ
い
て
は
い
ち
ば
ん
詳
し
い

け
れ
ど
も
、
サ
ン
マ
ル
チ
ン
と
か
ベ
ル
グ
ラ
ー
ノ
（
線
）
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
ま
ま

で
改
善
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
改
善
し
な
い
と
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
と
い
う
と
や
っ
ぱ
り
あ
の
方
面
で
は
ア
メ
リ
カ
が

作
っ
て
い
る
し
、
そ
う
い
う
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
車
輌
の
メ
ー
カ
ー
も
下
請
け
に
入
っ

て
く
れ
と
い
う
話
が
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
結
局
そ
う
い
う
人
は
来
な
か
っ
た

ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
チ
ー
ム
の
中
は
J
A
R
T
S
㎝
本
で
や
っ
て
い
た
。
他
に

も
今
言
っ
た
名
前
が
挙
が
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
た
ち
は
わ
れ
わ
れ
の
と

こ
ろ
に
も
参
加
し
そ
う
で
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

武
田
　
そ
れ
は
、
全
体
で
統
一
的
に
連
絡
を
取
っ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
民
営
化

支
援
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
あ
ま
り
他
の
二
社
と
協
調
し
た
と
か
と
い
う
報
告
は
な
い

で
す
ね
。

武
田
　
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
ね
。
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菅
原
　
そ
れ
を
ま
た
や
れ
と
い
う
こ
と
は
、
昔
の
首
都
圏
全
部
を
一
本
で
管
理
す

る
と
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
競
争

で
や
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
J
R
を
三
つ
に
分
け
た
と
き
も
、
一

そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
個
人
的
な
友
好
と
か
技
術
的
な
交
流
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が

i
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
競
争
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
よ
。

　
そ
れ
は
そ
の
成
果
が
ロ
カ
線
の
旅
客
増
一
六
〇
％
と
い
う
結
果
で
す
か
ら
、
良

く
出
来
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

窺
、
鞠
＼
剛
、
亀
、
隔
、
馳
、
唾
＼
難
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
＼
亀
、
陶
、
軸
、
亀
、
疑
、
唾
、
剛
、
隔
、
陶
、
鞠
、
馳
♪
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鉄
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置

鞠
、
馳
、
難
、
唾
、
陶
、
隔
、
剛
＼
亀
、
馳
、
職
、
」
■
「
罵
、
竃
＼
亀
、
亀
、
陶
、
剛
、
剛
、
馳
、
麹
、
疑
、
鞠
、
陶
、
亀
、
亀

武
田
　
国
鉄
民
営
化
の
時
の
経
験
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
役
に
立
っ
た
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
今
の
三
線
を
扱
う
中
で
も
、
投
資
関
係
で
言
え
ば
、

や
っ
ぱ
り
楽
居
で
や
っ
た
民
営
化
と
か
ロ
ー
カ
ル
線
対
策
と
か
、
そ
う
い
う
施
策

を
全
部
入
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
特
に
輸
送
量
の
小
さ
い
路
線
は
バ
ス
転
換
し
な

さ
い
と
か
。
そ
う
い
う
の
を
実
際
や
れ
た
路
線
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
た
し
、
逆
に
言
え
ば
、
あ
あ
い
う
国
で
は
、
日
本
で
は

経
験
が
少
な
い
で
す
が
、
「
無
賃
乗
車
対
策
」
が
必
要
で
す
ね
。
と
に
か
く
開
発
途

上
国
の
鉄
道
は
無
賃
乗
車
が
多
い
ん
で
す
。
旅
客
が
一
六
〇
％
に
増
え
た
と
い
う

け
れ
ど
も
、
本
当
に
鉄
道
の
機
能
が
向
上
し
て
利
用
者
が
増
え
た
の
か
、
今
ま
で

た
だ
で
乗
せ
て
い
た
の
も
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
駅
構
内
を
囲
う
楴
も
何
も
な
い
。
だ
か
ら
列
車
の
後
ろ
の

ほ
う
に
乗
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
は
ど
ん
ど
ん
線
路
を
横
断
し
て
家
に
帰
っ
て
し
ま

う
と
い
う
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
通
勤
で
は
三
〇
％
～
五
〇
％
の
無
賃
乗
車
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
輸
送
改
善
の
計
画
の
時
も
そ
れ
を
抑
え
る
の
が
い

ち
ば
ん
増
収
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
ん
て
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
中
央
線
の
高
架
化
の
時
に
は
、
高
架
橋
だ
か
ら
そ
う
い
う
線
路
か
ら

侵
入
し
て
の
無
賃
乗
車
は
出
来
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
高
架
橋
を
作
る
と
い
う
の

は
無
賃
乗
車
対
策
に
非
常
に
い
い
ん
で
す
よ
。
地
下
鉄
も
そ
う
で
す
ね
。
日
本
で

も
私
達
の
少
年
の
頃
は
駅
の
周
り
に
柵
な
ん
か
な
く
て
、
列
車
の
後
ろ
の
ほ
う
か

ら
降
り
た
人
は
線
路
を
横
断
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
列
車
の
回
数
も
少
な
い
か
ら
、

一
般
の
人
が
自
由
自
在
に
線
路
を
横
断
し
た
と
思
い
ま
す
よ
。

中
村
　
こ
の
時
に
行
か
れ
た
専
門
家
の
方
と
い
う
の
は
、
や
は
り
国
鉄
の
民
営
化

を
経
験
し
た
方
々
で
す
か
。

菅
原
　
国
鉄
の
人
は
、
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
派
遣
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
年
齢
の

人
は
、
全
員
が
民
営
化
を
経
験
し
て
い
ま
す
ね
。
民
営
化
と
い
う
か
、
今
の
最
後

に
申
し
上
げ
た
の
は
効
率
ア
ッ
プ
の
問
題
で
す
よ
ね
。
民
営
で
な
く
て
も
本
当
は

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
で
は
ロ
ー
カ
ル
線
の
対
策
だ
っ
て
民
営
化
以
前

に
ロ
ー
カ
ル
線
を
バ
ス
転
換
を
す
る
。
地
元
が
引
受
け
る
な
ら
ば
第
三
セ
ク
タ
ー

を
作
っ
て
、
そ
う
い
う
鉄
道
を
運
営
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
決
め
て
ど
ん
ど

ん
実
行
し
た
わ
け
で
す
ね
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
も
そ
う
い
う
種
類
の
施
策
を

ず
い
ぶ
ん
提
案
し
た
ん
で
す
。

　
あ
る
い
は
C
T
C
（
O
Φ
け
貯
巴
冒
①
窪
目
鍔
康
o
O
o
昌
貯
9
　
（
ω
図
ω
け
Φ
ヨ
）
）
1
列

車
を
集
中
し
て
制
御
す
る
と
か
。

　
そ
れ
か
ら
構
内
配
線
な
ど
が
あ
ま
り
能
率
が
良
く
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ほ
う
も
ご
旅
行
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
着
発
線
が
沢
山
並
ん
で
い
て
、
そ
こ
か
ら
本
線
が
二
本
に
な
っ
て
出
て
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く
る
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
そ
う
い
う
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
な
く
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
は
着
発
線

は
出
線
あ
り
ま
す
が
、
車
両
留
置
の
た
め
に
は
、

駅
か
ら
離
れ
た
場
所
の
車
輌
基
地
に
車
輌
留
置

線
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
信
号
は
、
先
に
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
集
中
制
御
に
す
る
。
昔
か
ら
や
っ
て
い
た

の
は
要
員
合
理
化
的
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
同
時
に
安
全
確
保
に
な
り
ま
す
し
。

的
な
施
策
は
ひ
と
通
り
提
案
を
し
て
、
二
年
目
、

や
れ
た
か
や
れ
な
か
っ
た
か
、

導
し
て
い
っ
た
と
。

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
っ
た
運
営
と
し
て
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
目
に
は
、
そ
の
と
お
り
に

　
　
　
　
や
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
指

そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
三
年
、
四
年
の
間
に
や
っ
た
と
い

匂
、
亀
、
陶
、
陶
、
陶
、
亀
＼
麹
、
陶
、
亀
、
亀
、
剛
、
陶
＼
亀
、
唾
、
亀
、
陶
、
廟
、
亀
、
亀
、
陰
、
亀
、
亀
、
馳
、
軸
♪

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
組
合
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

窟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
i
i
i
－
i
i
i
i
i
、
重
三
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
、
！
」

武
田
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
鉄
の
仕
組
み
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
的
外
れ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
労
働
組
合
な
ど
は
あ

る
の
で
す
か
。

菅
原
　
え
え
。
ど
こ
の
国
に
も
あ
り
ま
す
。

武
田
　
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
の
中
で

も
組
合
が
さ
か
ん
に
運
動
し
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
情
勢
で
は
あ
っ
た
わ
け
で

す
か
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
組
合
の
考
え
方
は
、
ど
こ
の
組
合
も
i
極
端
な
も
の
を
除
け

ば
一
み
ん
な
自
分
た
ち
の
働
き
は
少
な
く
し
て
収
入
は
増
や
し
た
い
と
い
う
考

え
方
で
す
ね
。
そ
う
い
う
人
が
通
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
そ
の
国
の
性
格
に
な

っ
て
き
ま
す
ね
。

武
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
運
営
な
ど
は
。

菅
原
　
ど
こ
に
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
の
場
合
で
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
会
社
が
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う

よ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。
民
営
化
の
い
い
と
こ
ろ
は
そ
こ
に
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
昔
は
赤
字
に
な
っ
て
も
政
府
が
一
〇
〇
％
補
填
を
出
し
て
く
れ
る
な
ら
い

い
け
れ
ど
も
、
民
営
に
な
っ
た
ら
政
府
か
ら
の
公
的
資
金
は
出
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
。
こ
の
く
ら
い
の
能
率
で
や
れ
ば
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
で
し
ょ

う
と
い
う
だ
け
の
手
を
打
っ
て
、
そ
れ
で
民
営
に
渡
す
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
と

お
り
い
か
な
け
れ
ば
後
は
も
う
給
料
を
減
ら
す
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

武
田
　
向
こ
う
の
組
合
側
と
も
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
り
と
い
う
の
も
支
援
業
務
の

中
に
当
然
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
技
術
支
援
の
場
合
に
は
、
同
時
に
駐
在
し
て
い
る
人

も
五
、
六
人
以
下
で
、
短
期
間
駐
在
し
て
い
る
く
ら
い
で
は
、
そ
の
鉄
道
の
こ
と

が
全
部
分
か
る
は
ず
は
な
い
で
す
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
テ
ク
ニ
カ
ル
な
ア
シ
ス
タ
ン

ス
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
「
こ
う
い
う
こ
と
は
や
る
べ
き
だ
」
と
い
う
提
案
を
す

る
。
そ
う
い
う
立
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

奄
、
陶
、
亀
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
麹
、
隔
、
陶
、
口
、
軸
、
喚
、
唾
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
趣
、
唾
♪
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武
田
　
J
A
R
T
S
と
し
て
、
民
営
化
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
（
T
A
）

一
こ
れ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
最
初
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
、
実
際
に
そ
う
い
う
契
約
を
し
た
の
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
最
初
で
す

ね
。
そ
の
後
、
や
っ
ぱ
り
民
営
化
と
い
う
テ
ー
マ
で
大
き
か
っ
た
の
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
す
。
こ
れ
は
規
模
が
う
ん
と
大
き
い
ん
で
す
よ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
そ
の

も
の
が
、
今
ま
で
は
ソ
連
圏
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
自
由
経
済
の

ほ
う
に
入
る
と
い
う
［
一
九
人
九
年
］
。
ソ
連
の
手
か
ら
離
れ
て
と
に
か
く
自
由
圏

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
ド
イ
ツ
の
ほ
う
に
寄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う

自
由
経
済
社
会
に
お
け
る
交
通
の
あ
り
方
と
い
う
、
総
合
交
通
計
画
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
J
I
C
A
で
出
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
総
合
交
通
計
画
で
す
か
ら
鉄
道

だ
け
で
は
な
く
て
道
路
や
自
動
車
も
含
ん
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
に

は
わ
れ
わ
れ
J
A
R
T
S
は
そ
の
中
の
鉄
道
部
分
で
ど
う
い
う
点
を
重
点
的
に
整

備
す
べ
き
か
と
言
う
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら

次
の
段
階
で
ま
た
J
I
C
A
の
調
査
が
出
ま
し
て
都
合
三
回
出
た
ん
で
す
ね
。
今

度
は
鉄
道
の
民
営
と
し
て
の
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
ち
ょ
う
ど
一
九
九
二
年
ぐ
ら
い
。
私
が
ま
だ
理
事
長
を
や
っ
て
い
る
最
後

の
年
に
一
回
目
の
も
の
が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

森
　
一
九
九
三
年
に
J
A
R
T
S
の
顧
問
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

菅
原
　
そ
れ
で
は
一
九
九
二
年
だ
な
［
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
総
合
交
通
計
画
』
が
一
九
九

一
年
五
月
～
一
九
九
二
年
十
二
月
。
『
国
鉄
民
営
化
支
援
計
画
調
査
』
が
一
九
九
六

年
十
月
～
一
九
九
人
年
二
月
］
。

武
田
　
で
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
あ
と
、
具
体
的
な
民
営
化
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

で
て
き
た
ん
で
す
。
エ
ジ
プ
ト
民
営
化
は
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
に
J
I
C
A
の
調

査
が
出
た
の
で
す
が
、
運
営
改
善
と
い
う
名
前
の
J
I
C
A
調
査
を
や
り
ま
し
た

［『

G
ジ
プ
ト
ア
ラ
ブ
土
ハ
和
国
国
鉄
経
営
改
善
計
画
調
査
』
｝
九
九
五
～
九
六
年
］
。

こ
れ
は
言
う
な
れ
ば
わ
れ
わ
れ
が
国
鉄
の
再
建
計
画
を
作
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
輸
送
量
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
鉄
道
と
バ
ス
の
ど

ち
ら
が
い
い
の
か
と
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
需
要
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
変

わ
っ
て
く
る
か
と
。
ど
こ
ま
で
需
要
を
増
や
せ
る
か
と
か
、
生
か
す
べ
き
線
路
は

ど
れ
か
と
か
。
そ
れ
か
ら
運
営
に
し
て
も
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
い
つ
ぱ

い
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
規
律
的
な
問
題
も
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
鉄
道
の
運
営
改
善
に
つ
い
て
の
調
査
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
し
た
ね
。
そ

う
い
う
の
が
三
件
ぐ
ら
い
続
け
て
出
て
き
て
い
ま
し
た
。

｛
■
「
、
鞠
、
唾
、
陶
、
陶
、
鞠
、
亀
、
亀
、
馳
、
唾
、
隔
、
噂
、
亀
、
亀
、
馳
、
麹
＼
瞳
、
隔
、
亀
、
剛
、
陶
、
適
、
無
、
奢
，
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武
田
　
J
A
R
T
S
は
そ
う
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
は
、
そ
の
都
度
あ
ら
た
め

て
人
材
を
集
め
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
い
ろ
い
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
J
A
R
T
S
自
体
に
は
、
そ
ん
な
に
常
時
、

各
部
門
の
専
門
家
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
J
A
R
T
S
の
理
事

に
な
っ
て
い
る
細
雪
か
の
人
は
み
ん
な
何
で
も
出
来
る
で
す
が
。
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
引
受
け
た
り
、
実
行
す
る
と
き
は
、
J
R
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
（
正
式
名

称
は
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
）
［
平
成
十
五
年
十
月
に
日
本
鉄
道
建

設
公
団
と
運
輸
施
設
整
備
事
業
団
が
統
合
し
て
出
来
た
新
た
な
法
人
］
、
東
京
メ
ト

ロ
な
ど
か
ら
専
門
家
を
集
め
ま
す
。
財
務
の
問
題
だ
っ
た
ら
銀
行
か
ら
出
向
し
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
い
ち
ば
ん
技
術
協
力
の
問
題
点
に
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も
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
常
に
そ
う
い
う
人
を
J
A
R
T
S
内
部
に
つ
か
ん
で

い
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
掘
す
る
に
も
非
常
に
い
い
わ
け
で
す
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
場
合
、
収
入
な
し
で
［
人
材
を
］
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
組
織
の
経

営
と
し
て
は
難
し
い
。
ま
た
、
人
材
を
持
っ
て
い
る
機
関
か
ら
専
門
家
を
年
月
か

ら
一
月
ま
で
貸
し
て
く
れ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ

を
含
む
二
年
間
位
［
出
向
し
て
く
れ
］
と
い
う
ふ
う
な
依
頼
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
う
ち
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
数
ヶ
月
、
後

は
J
A
R
T
S
内
で
本
当
の
一
般
の
調
査
み
た
い
な
格
好
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
そ
こ
が
い
ち
ば
ん
の
難
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。

　
昔
の
国
鉄
で
す
と
海
外
協
力
室
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
外
国
と
の
応
対
だ
と
か

国
際
会
議
の
世
話
な
ど
は
外
務
部
が
担
当
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
通
年
的
な
業
務
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
技
術
協
力
と
い
う
の
を
波
動
的
に
J
A
R
T
S
か
ら

お
願
い
す
る
。
そ
れ
に
は
、
海
外
協
力
室
が
応
え
て
く
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
れ
は
き
ょ
う
の
ご
質
問
の
中
に
入
っ
て
く
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
く

ら
い
絆
が
強
け
れ
ば
、
そ
う
い
う
波
動
的
な
専
門
家
派
遣
の
依
頼
も
で
き
た
る
わ

け
で
す
ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
い
時
で
も
か
な
り
の
各
部
門
の
専
門
家
を
抱
え

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
。
今
は
、
国
鉄
も
民
営
化
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
体

制
は
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
の
J
A
R
T
S
の
運
営

上
の
苦
労
で
す
ね
。
技
術
協
力
の
要
請
に
は
波
が
必
ず
あ
り
ま
す
か
ら
。

武
田
　
そ
う
で
す
ね
、
波
は
必
ず
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

菅
原
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
四
月
か
ら
三
月
ま
で
で
終
わ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

で
す
か
ら
。

中
村
　
基
本
的
に
こ
う
い
う
人
た
ち
は
出
向
で
来
て
も
ら
う
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
O
B
で
は
な
く
て
現
役
の
方
で
す
か
。

菅
原
　
最
初
は
O
B
も
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
の
で
、
現
役
の
技
術
者
の
派
遣
を
頼

ん
で
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
う
ち
に
、
現
役
で
本
当
に
そ
の
力
の
あ
る
人
と
い
う

の
は
、
所
属
す
る
組
織
で
も
出
し
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
今
度
は

各
分
野
の
専
門
家
の
O
B
の
登
録
を
し
た
わ
け
で
す
。
リ
ス
ト
も
作
っ
た
。
そ
れ

で
O
B
で
も
ま
だ
元
気
な
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
人
は
必
要
な
時

だ
け
出
て
き
て
頂
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
経
営
が
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い

る
と
い
う
の
が
J
A
R
T
S
の
現
状
で
し
ょ
う
ね
。
他
の
コ
ン
サ
ル
も
、
特
に
海

外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
機
関
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
常
時
多
く
の
専
門
家
を

抱
え
て
い
た
ら
大
変
で
す
よ
。

　
大
き
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
だ
と
、
普
段
は
国
内
の
設
計
業
務
な
ど
を
や
ら

せ
て
い
て
、
そ
れ
で
海
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
た
時
は
少
し
そ
こ
か
ら
抜
き
出

し
て
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
J
A
R
T
S
は
非
常

に
専
門
化
さ
れ
て
い
て
鉄
道
の
調
査
業
務
だ
け
を
や
る
協
会
で
す
。
だ
か
ら
そ
う

い
う
人
を
常
時
抱
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
経
営
上
出
来
な
い
と
い
う
の
が
、
そ

こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
で
O
B
さ
ん
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

幸
い
最
近
、
O
B
も
、
寿
命
が
延
び
て
き
た
し
定
年
に
な
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
仕
事

が
出
来
る
人
が
あ
り
ま
す
。

森
　
ち
ょ
っ
と
民
営
化
そ
の
も
の
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
今
の
専
門
家

を
揃
え
る
話
で
、
O
B
の
リ
ス
ト
な
ど
を
作
る
時
は
J
A
R
T
S
の
ほ
う
か
ら
リ

ク
ル
ー
ト
を
す
る
ん
で
す
か
。
そ
れ
と
も
向
こ
う
か
ら
「
国
際
協
力
の
場
面
で
O

B
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と
自
薦
し
て
く
る
の
を
待
つ
の
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
は
J
A
R
T
S
に
以
前
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で
前
職

を
退
職
し
た
人
と
い
う
の
は
、
全
部
名
簿
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
こ
の
人
は
ま

だ
元
気
だ
け
れ
ど
も
定
年
が
来
た
、
今
は
他
の
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
名
簿
を
J
A
R
T
S
で
作
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
逆
に
リ
ク
ル

ー
ト
が
必
要
な
時
に
は
個
人
に
「
こ
う
い
う
仕
事
が
あ
る
け
れ
ど
も
J
A
R
T
S
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の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
声
を
か
け
る
わ
け
で
す
。
そ
の

リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
一
種
の
リ
ク
ル
ー
ト
で
す
ね
。
本
当
に
や
り
た
い
と
い
う
人

は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
J
A
R
T
S
に
来
て
は
「
何
か
な
い
か
」
と
言
う
人
も
あ
る
ぐ

ら
い
で
す
が
。

武
田
　
J
A
R
T
S
の
財
産
と
い
う
の
は
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
と
す
る
と
、
あ
る
程
度
人

材
を
常
時
抱
え
て
い
る
わ
け
で
な
く
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
た
い
に
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
る
と
初
め
て
集
ま
っ
て
来
る
と
い
う

形
な
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
の
点
は
J
A
R
T
S
の
経
営
面
で
い
く
と
非
常
に
い
い
ん
で
す
。
け
れ

ど
も
、
そ
う
か
と
い
っ
て
も
そ
う
い
う
O
B
さ
ん
だ
け
だ
と
一
。
そ
の
人
た
ち

が
現
役
で
勤
め
て
い
た
時
ま
で
の
最
新
技
術
は
頭
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
後
は
勉
強
家
の
人
だ
っ
た
ら
い
つ
も
新
技
術
を
吸
収
し
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
だ
け
勉
強
し
て
い
る
人
は
い
ち
ば
ん
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
も
い

ま
す
。
で
も
、
そ
う
で
な
い
人
だ
と
、
そ
こ
で
「
最
近
の
技
術
は
…
…
」
と
言
っ

て
、
後
輩
の
と
こ
ろ
に
い
ろ
い
ろ
行
っ
て
資
料
を
も
ら
っ
て
く
る
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
。
O
B
の
活
用
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
収
支
面
に
は
非
常
に
い
い
け
れ

ど
も
、
「
あ
い
つ
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
古
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て

く
る
。
そ
れ
と
、
開
発
途
上
国
の
技
術
者
も
熱
心
な
人
は
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
い
ろ
ん
な
資
料
を
ど
ん
ど
ん
集
め
ま
す
か
ら
ね
。
向
こ
う
の
ほ
う
が
新
し

い
資
料
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

森
　
開
発
途
上
国
側
も
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
他
の
国
に
も
ア
プ
ロ

…
チ
す
る
わ
け
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
の
や
り
と
り
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

集
め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

菅
原
　
で
す
か
ら
、
こ
の
四
番
の
「
後
輩
に
贈
る
言
葉
」
と
い
う
の
で
は
、
視
野

を
も
つ
と
広
く
し
て
自
分
の
と
こ
ろ
の
専
門
を
や
っ
て
き
た
経
験
だ
け
を
守
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
て
、
世
界
の
も
の
も
よ
く
見
て
、
そ
れ
で
目
を
開
い
て
見
識
を

広
め
て
お
い
て
く
れ
と
。
そ
う
で
な
い
と
相
手
の
ほ
う
が
逆
に
知
っ
て
い
る
と
い

う
事
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
。
特
に
中
国
や
韓
国
な
ど
は
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

二
■
「
、
隔
、
亀
、
亀
、
隔
、
馳
、
亀
、
陶
、
馳
、
陶
、
亀
、
麹
、
亀
、
亀
、
亀
、
鞠
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
＼
」
■
「
、
亀
、
亀
♪

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
鉄
道
民
営
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

隔
、
亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
陶
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
喚
、
曉
、
亀
、
亀
、
亀
、
聰
、
亀
、
亀
、
亀
、
馳

武
田
　
今
も
こ
の
民
営
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
ん

で
す
か
。

菅
原
　
現
時
点
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
よ
う
や
く
そ
う
い
う
報
告
が
出
た
ぐ
ら
い

の
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
、
実
績
は

ま
だ
少
な
い
わ
け
で
す
ね
［
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
国
有
鉄
道
民
営
化
計
画
調
査
』
は
二

〇
〇
二
～
〇
三
年
度
実
施
］
。
去
年
ぐ
ら
い
に
最
初
の
報
告
を
出
し
た
ぐ
ら
い
で
す

か
ら
。

　
他
に
も
完
全
民
営
化
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
。
た
と
え
ば
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
鉄
道
な
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
現
役
の
頃
に
民
営
化
を
す
る
か
ら
支
援
を
し

て
く
れ
と
か
、
世
銀
が
金
を
出
す
か
ら
そ
れ
に
参
加
し
て
く
れ
と
か
と
い
う
話
は

あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
も
結
局
、
完
全
民
営
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い

な
い
。
た
だ
上
部
と
イ
ン
フ
ラ
と
を
分
け
て
、
イ
ン
フ
ラ
は
政
府
が
持
っ
て
、
上

部
は
国
鉄
が
持
っ
て
い
る
。
上
と
い
う
の
は
要
す
る
に
車
輌
か
ら
上
の
動
く
部
分

で
す
。
E
M
と
言
い
ま
す
が
、
中
聞
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。
世
界
銀
行
は
盛
ん
に
そ
の
頃
そ
れ
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
、
鉄
道

全
体
の
民
営
化
で
は
な
く
て
。
世
銀
そ
の
も
の
も
、
そ
こ
の
鉄
道
技
師
が
何
で
も
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民
営
化
を
知
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
世
銀
は
自
分
が
鉄
道
を
持
っ
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

武
田
　
そ
も
そ
も
世
銀
は
鉄
道
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
十
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
の
鉄
道
技
師
が
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

　
他
で
は
ど
う
で
す
か
ね
。
完
全
民
営
化
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
運
営
改
善
と
い

う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

｛
■
「
、
亀
、
喚
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
麹
、
噴
＼
亀
、
陶
、
陶
＼
隔
、
馳
、
麹
、
唾
、
軸
、
陶
♪
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鉄
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薫
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…
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r
＼
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
し

武
田
　
J
A
R
T
S
の
中
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
こ
れ
も
種
類
別
に
い
え
ば
同
類

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
依
頼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
と
、
他
の
一
般
コ
ン
サ
ル
が
手
が

つ
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
日
本
に
は
、
有
力
な
交
通
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
こ
に
は
何
人
か
は
鉄
道
出
身
の
人
も
い
ま
す
よ
。
そ
れ
は

設
計
屋
と
し
て
入
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
、
運
営
を
や
っ
て
い
る
人
で
そ

こ
に
入
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
ね
。

　
J
A
R
T
S
の
場
合
に
は
基
本
的
に
は
、
J
R
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
東
京
メ

ト
ロ
な
ど
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
人
材
を
派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も
都
合
が
悪
い
場
合
は

別
と
し
て
、
や
っ
ぱ
り
お
互
い
協
力
す
る
と
い
う
基
本
的
な
条
文
は
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
国
鉄
の
民
営
化
直
後
は
、
そ
の
辺
の
絆
が
消
え
か
け
て
き
て
非
常

に
苦
労
し
た
感
じ
は
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
最
近
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
ね
。
特
に
今
の
台
湾
の
高
速
鉄
道
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で
は
技
術
協
力
の
た
め
に
J
R
東
海
と
J
R
西
日
本
か
ら
大
勢

が
J
A
R
T
S
に
出
向
し
て
き
て
、
そ
れ
で
日
本
の
企
業
連
合
を
支
援
し
て
い
ま

す
。　

若
い
人
に
し
て
み
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
海
外
協
力
も
や
り
た
い
と
い
う
。
た
だ
所

属
す
る
会
社
の
た
め
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
会
社
に
い

た
ら
一
人
当
た
り
給
料
の
何
倍
か
稼
い
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
海

外
協
力
に
出
る
時
に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
は
い
か
な
く
て
、
ぎ
り
ぎ
り
給
料
プ
ラ
ス

関
連
経
費
ぐ
ら
い
で
派
遣
さ
れ
る
格
好
に
な
り
ま
す
し
。
そ
れ
と
他
の
国
の
人
に

技
術
を
教
え
て
し
ま
う
の
で
、
そ
ん
な
の
で
い
い
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

言
う
人
も
あ
り
ま
す
。

武
田
　
考
え
方
と
し
て
は
あ
り
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
　
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

中
村
　
で
も
J
R
が
最
近
ま
た
協
力
的
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
J
R
の
ほ

う
に
余
裕
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
ま
あ
、
安
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
と
今

の
鉄
道
・
運
輸
機
構
で
す
が
、
今
は
要
員
が
足
り
な
い
よ
と
言
う
。
だ
け
れ
ど
も
、

台
湾
の
時
な
ど
わ
れ
も
わ
れ
も
と
非
常
に
腕
の
い
い
人
が
た
く
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
た
り
し
た
。

　
技
術
屋
の
多
く
は
、
や
っ
ぱ
り
海
外
に
も
出
て
い
っ
て
仕
事
を
し
て
み
た
い
と

い
う
気
が
あ
る
の
で
す
よ
。
ま
た
、
そ
の
機
会
も
増
え
て
き
た
。
そ
う
い
う
空
気

が
あ
る
。
国
際
的
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
に
会
社
全
体
と
し
て
、
特
に
J
R

東
海
の
場
合
に
は
、
台
湾
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
が
社
長
を
や
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
。

　
J
R
東
日
本
も
か
な
り
有
力
な
職
員
を
派
遣
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
台

湾
の
民
営
化
の
問
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
速
鉄
道
は
、
最
初
政
府
が
や
っ
て
い
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て
、
途
中
で
金
が
な
く
て
B
O
T
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
1
一
新
幹
線
が

出
る
前
ご
ろ
に
1
在
来
線
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
の
中
で
民
営
化
の
話
が

あ
っ
て
、
そ
の
時
に
は
J
R
東
日
本
の
松
田
昌
士
（
ま
さ
た
け
）
さ
ん
が
副
社
長

を
や
っ
て
い
た
の
で
頼
み
に
行
っ
た
。
「
そ
う
い
う
の
は
文
化
交
流
だ
か
ら
こ
の
人

を
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
わ
け
で
、
現
在
は
り
そ
な
銀
行
の
会
長
を
や
っ
て
お

ら
れ
る
細
谷
英
二
さ
ん
、
1
時
々
テ
レ
ビ
に
出
ま
ず
け
れ
ど
も
一
そ
の
方
と
、

そ
の
下
に
も
う
一
人
ち
ょ
っ
と
若
い
運
輸
の
専
門
家
の
有
森
さ
ん
と
い
う
人
で
す

が
、
そ
の
人
も
経
営
管
理
室
に
い
て
、
そ
の
二
人
が
出
て
い
っ
て
民
営
化
を
こ
う

い
う
ふ
う
に
や
る
ん
だ
よ
と
指
導
し
た
。
そ
れ
で
投
資
会
社
を
作
る
時
に
は
こ
う

や
っ
て
や
る
ん
だ
よ
と
い
う
話
を
し
て
歩
い
た
ん
で
す
よ
ね
』
こ
れ
が
台
湾
に
対

す
る
民
営
化
の
講
義
の
始
ま
り
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
後
小
田
急
に
勤
め
て
い
た
奥

猛
さ
ん
に
も
出
張
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
台
湾
の
時
に
は
一
方
で
高
速
鉄
道
の
シ

ス
テ
ム
の
競
争
を
や
っ
て
い
る
途
中
で
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

武
田
　
J
R
東
日
本
と
東
海
と
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ち
が
う
ん
で
す
か
。

菅
原
　
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
は
も
う
か
な
り
ち
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
競
争

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
J
R
東
日
本
は
そ
の
う
ち
に
三
六
〇
キ
ロ
の
試
験
車

を
導
入
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
の
他
に
J
R
東
日
本
が
最
初
に

J
R
東
日
本
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
［
二
〇
〇
二
年
設
立
、
さ
い
た
ま
市
］
を
作
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
J
R
東
海
が
小
牧
市
に
J
R
東
海
の
研
究
所
［
総
合
技

術
本
部
研
究
施
設
。
平
成
十
四
年
七
月
設
立
］
を
作
っ
て
い
ま
す
。
他
の
各
社

は
独
自
の
研
究
所
は
な
く
て
、
中
央
の
総
合
技
術
研
究
所
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
研
究
体
制
も
先
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
く
る

か
。
他
の
民
営
鉄
道
で
は
そ
う
い
う
の
が
な
い
か
ら
、
，
や
っ
ぱ
り
総
研
に
技
術
の

問
題
は
相
談
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
J
R
は
だ
ん
だ
ん
自
分
の
と
こ
ろ
に
研
究
施

設
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
こ
の
辺
は
厳
し
い
競
争
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
J
A
R
T
S
は
そ
う
い
う
全
て
の
機
関
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
自
社
で
自
ら
海
外

協
力
を
や
ろ
う
と
い
う
ふ
う
な
感
じ
で
は
な
い
の
で
す
。

　
J
R
東
日
本
は
、
も
う
少
し
文
化
的
な
事
業
が
必
要
と
い
う
の
で
、
「
東
日
本

鉄
道
文
化
財
団
（
一
九
九
二
年
設
立
）
」
と
い
う
の
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
ず
っ
と
や

っ
て
い
ま
す
。
私
も
評
議
委
員
会
の
委
員
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ

国
の
鉄
道
か
ら
何
人
か
人
を
呼
ん
で
き
て
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
研
修
す
る
わ
け
で

は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
J
R
東
日
本
に
頼
ん
で
、
そ
こ
の
職
員
の
席
に
座
ら
せ
て

研
修
を
や
っ
た
り
、
北
京
・
上
海
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
の
と
き
は
、
何
回
も

何
回
も
中
国
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
文

化
財
団
が
し
ま
し
て
、
J
A
R
T
S
は
必
要
な
と
き
に
講
師
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
は
J
R
東
海
も
積
極
的
で
す
。

台
湾
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
運
転
士
を
訓
練
す
る
た
め
に
、
J
R
東
海
か

J
R
西
日
本
か
が
受
け
る
。
そ
れ
も
実
際
に
ハ
ン
ド
ル
は
取
ら
せ
な
い
の
で
す
が
、

運
転
室
に
入
れ
て
見
習
い
を
さ
せ
る
と
か
。

武
田
　
文
化
交
流
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

形
で
交
流
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
勉
強
の
方
法
も
文
化
交
流
だ
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
そ
れ
が
な
い
と
、
そ

う
い
う
海
外
研
修
生
の
訓
練
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
J
A
R
T
S
が
や
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
文
化
交
流

と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
の
仕
事
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
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亀
、
麹
、
亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
亀
、
亀
、
麹
、
麹
、
噴
、
陶
、
亀
、
喩
、
亀
、
鞠
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
＼
隔
、
鞠
、
馳

森
今
、
訓
練
・
教
育
面
の
こ
と
が
出
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
J
R
ガ
ゼ
ッ
ト

の
記
事
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
鉄
民
営
化
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
中
に
「
要

員
の
日
本
に
お
け
る
教
育
訓
練
」
と
い
う
の
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

菅
原
　
そ
れ
は
何
人
か
指
導
者
級
の
人
を
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

森
　
そ
の
前
の
「
④
日
本
に
お
け
る
教
育
訓
練
」
と
い
う
の
が
一
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
一
。

森
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
①
、
②
、
③
、
④
と
な
っ
て
い
て
一
。

武
田
　
お
尻
の
ほ
う
は
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

菅
原
　
実
際
に
は
現
場
要
員
を
呼
ん
で
研
修
し
た
と
い
う
の
は
、
な
か
っ
た
で
す

ね
。森

　
そ
う
で
す
が
。
私
は
こ
れ
が
も
し
実
施

さ
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
こ
で
や
っ
た
の
か
を

お
聞
き
し
た
が
っ
た
の
で
す
が
。

菅
原
　
こ
の
表
［
下
記
参
照
］
に
「
要
員
受

け
入
れ
」
と
い
う
の
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
す
ね
。
結
局
、
そ
う
い
う
要
請
が
向
こ
う

か
ら
出
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

武
田
　
こ
の
場
合
は
、
や
っ
ぱ
り
技
術
者
が

対
象
に
な
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
れ
は
各
分
野
の
人
と
な
る
と
思
い
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ま
す
。
現
在
、
重
慶
市
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
試
運
行
の
状
況
で
す
が
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
に
お
願
い
し
て
、
重
慶
の
要
員
を
二
十
人
受
け
入
れ
て
も

ら
っ
て
、
二
週
間
ぐ
ら
い
研
修
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
駅
業
務
員
。
そ
れ
か
ら

施
設
の
従
業
員
、
電
機
、
車
輌
、
の
保
守
要
員
の
ほ
か
、
運
転
、
司
令
に
当
た
る

人
な
ど
二
班
に
分
か
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
要
員
で
す
か
ら
東
京

モ
ノ
レ
ー
ル
に
お
願
い
し
て
講
義
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

武
田
　
実
地
も
や
る
わ
け
で
す
ね
。

菅
原
　
実
地
も
や
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
時
に
、
必
ず
要
員
の
日
本
に

お
け
る
教
育
訓
練
の
こ
と
を
入
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
当
初
の
計
画
を
書
い
て
い
る

頃
に
は
第
四
段
階
で
は
そ
う
い
う
こ
と
も
や
る
と
計
画
し
た
の
で
し
ょ
う
。
①
②

③
の
計
画
に
は
こ
う
い
う
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
派
遣
し
た
の
は
こ
の
表

で
す
よ
、
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

　
本
当
は
教
育
訓
練
ま
で
や
る
べ
き
な
の
で
す
が
、
た
だ
、
重
慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル

だ
と
か
台
湾
の
高
速
鉄
道
の
運
転
手
を
訓
練
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
今
ま
で

何
も
な
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
そ
の
人
を
日
本
で
訓
練
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
だ

け
ど
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
対
象
の
路
線
で
は
、
今
ま
で
鉄
道
を
運
行
し
て
い
た
わ
け

で
す
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
圏
鉄
道
公
社
の
人
を
そ
の
ま
ま
新
し
い
民
間
会

社
が
抱
え
た
だ
け
の
こ
と
だ
か
ら
「
日
本
に
行
っ
て
規
律
を
勉
強
し
て
こ
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

武
田
　
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

菅
原
　
列
車
の
動
か
し
方
は
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
あ
る
い
は
実
地
で
の
訓
練
要
請
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

武
田
　
葛
西
さ
ん
の
「
日
本
国
鉄
の
民
営
化
」
を
勉
強
し
て
こ
い
と
。
そ
う
い
う

こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
場
合
も
、
ち
ゃ
ん
と
午
前
九
時
に
み
ん
な
集
ま
っ
て
、
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そ
れ
で
区
長
の
訓
示
が
あ
っ
て
、
「
き
ょ
う
は
こ
れ
を
や
る
」
と
か
「
点
呼
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
そ
れ
か
ら
仕
事
に
就
く
と
か
。
研
修
生
に
対
し
て
も
そ

う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
や
ら
せ
た
か
ら
、
今
も
恐
ら
く
重
慶
で
は
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
本
か
ら
専
門
家
と
し
て
指
導
運
転

士
が
二
人
行
っ
た
の
で
す
が
、
「
指
差
し
点
検
」
と
い
う
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
出

発
進
行
」
と
か
、
ド
ア
の
ス
イ
ッ
チ
押
し
と
か
。
そ
れ
を
や
ら
せ
よ
う
と
し
た
の

で
す
が
、
言
う
と
や
る
け
れ
ど
も
後
は
や
っ
て
い
な
い
の
で
怒
る
と
、
「
そ
ん
な
も

の
は
何
で
要
る
ん
だ
」
と
い
う
わ
け
で
、
「
俺
は
列
車
の
運
転
を
間
違
い
な
く
や
っ

て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
よ
。
最

後
ま
で
日
本
式
の
指
差
し
確
認
が
や
れ
る
か
ど
う
か
。
日
本
で
は
ど
う
で
す
か
ね
。

武
田
　
地
下
鉄
は
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

森
声
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
は
別
と
し
て
、
ど
こ
で
も
指
差
し
確
認
は
や
っ
て

い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
J
R
で
は
な
く
て
私
鉄
の
相
模
鉄
道
で
気
づ
く
の

で
す
が
、
新
人
が
入
っ
て
く
る
前
後
は
大
き
な
声
で
確
認
し
て
い
ま
す
ね
。
「
あ
れ
。
」

と
思
う
け
ど
、
す
ぐ
「
あ
あ
、
そ
う
か
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
新
人
が
入
っ
て
く
る
ん

だ
」
と
思
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
新
人
と
一
緒
に
大
き
な
声
を
出
し
て
指
差
し
確

認
を
や
っ
て
い
る
（
笑
）
。

菅
原
　
や
っ
ぱ
り
あ
れ
を
や
る
と
や
ら
な
い
で
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
思
い
ま
す
よ
。

何
も
な
し
で
出
発
進
行
、
G
O
と
い
う
サ
イ
ン
を
出
す
の
と
、
ち
ゃ
ん
と
進
行
可

能
な
状
況
を
確
認
す
る
の
と
は
違
う
。
た
と
え
ば
、
そ
う
い
う
確
認
事
項
が
五
つ

あ
る
と
、
手
が
こ
う
い
う
ふ
う
［
別
々
の
五
方
向
を
指
す
］
に
五
つ
動
く
わ
け
で

す
ね
。
そ
れ
で
す
ん
な
り
出
発
と
な
る
。

武
田
　
重
慶
に
行
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
転
手
を
ち
ょ
っ
と
見
て

み
よ
う
（
笑
）
。

菅
原
　
そ
う
い
う
規
律
的
な
も
の
は
た
し
か
に
指
導
運
転
士
と
し
て
行
っ
た
人
が

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
指
導
し
き
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。
そ
の
辺
が
国
民
性
と

い
う
も
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
は
い
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
国
民
性
の
人
に
無
理
に

押
し
付
け
よ
う
と
す
る
と
駄
目
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
国
に
は
ど
う
い
う
の
が

い
い
の
か
。
そ
う
い
う
確
認
で
は
な
く
て
ま
た
別
の
確
認
方
法
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
日
本
は
指
差
し
確
認
が
い
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

武
田
　
そ
う
い
う
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
レ
と
い
う
の
は
本
当
に
大
変
で
す
ね
。

周
、
亀
、
」
5
「
、
亀
、
噺
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
疑
、
』
曜
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
陶
、
鞠
、
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、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
♪
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術
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業
務
に
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け
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用
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亀
、
亀
、
亀
＼
亀
、
晦
、
陶
＼
亀
、
亀
、
廟
、
馳
、
亀
、
鞠
、
馳
、
唾
、
唾
＼
瞳
、
喩
、
隔
、
嚇
、
亀
、
口
、
亀
、
亀
、
亀

森
菅
原
さ
ん
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
行
か
れ
た
時
は
英
語
を
お
使
い
に
な
っ
た
の

で
す
か
。

菅
原
　
向
こ
う
の
会
社
の
人
と
契
約
を
し
た
り
す
る
時
と
か
、
パ
ー
テ
ィ
で
の
交

歓
な
ど
で
は
英
語
で
し
た
ね
。
た
だ
実
際
働
い
て
い
る
人
は
、
油
ま
み
れ
で
工
事

な
ど
を
や
る
時
に
は
片
言
の
ス
ペ
イ
ン
語
を
し
ゃ
べ
っ
た
り
。
そ
れ
は
通
訳
が
つ

い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ん
て
い
う
時

は
、
「
つ
け
る
の
が
普
通
だ
」
と
い
う
考
え
で
通
訳
が
つ
け
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

英
語
は
大
体
通
訳
を
つ
け
る
と
い
う
の
は
な
い
。
そ
・
れ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
英

語
は
出
来
な
く
て
は
お
か
し
い
と
い
う
、
こ
れ
は
J
I
C
A
な
ど
の
考
え
で
も
そ

う
で
す
。
報
告
書
を
書
く
時
も
、
英
文
に
翻
訳
す
る
な
ん
て
い
う
の
は
J
A
R
T

S
の
中
で
英
語
が
出
来
る
人
が
や
る
。
ま
た
は
本
人
が
や
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

か
ら
、
別
途
翻
訳
は
つ
か
な
い
。
だ
け
ど
、
中
国
語
な
ど
は
翻
訳
も
つ
く
し
、
現

地
に
行
く
時
は
通
訳
も
つ
く
。
J
I
C
A
の
調
査
の
時
な
ど
は
最
初
の
着
手
の
会

議
に
行
っ
た
時
は
十
五
人
ぐ
ら
い
の
部
隊
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
日
本
か
ら
二
人
ぐ
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ら
い
通
訳
を
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
向
こ
う
で
も
二
人
ぐ
ら
い
通
訳
が
入
っ
た
。

四
人
ぐ
ら
い
い
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。
電
気
部
門
、
土
木
部
門
と
分
か
れ
て

調
査
に
回
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
通
訳
が
い
な
い
と
い
け

な
い
で
し
ょ
う
。
英
検
は
完
全
に
準
一
級
、
悪
く
て
も
二
級
以
上
じ
ゃ
な
い
と
、

買
い
物
ぐ
ら
い
は
出
来
て
も
実
際
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
つ
ら
い
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
専
門
的
な
用
語
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
や
っ
ぱ
り
知
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
通
訳
さ
ん
は
い
つ
も
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
ノ
ー

ト
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
ね
。
専
門
用
語
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
に
聞
い
て
、
「
こ

れ
は
何
て
い
う
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
。

武
田
　
ず
っ
と
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
な
人
に
通
訳
を
頼
む
、
経
験
を
積
ん
で
も
ら

う
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
る
わ
け
で
す
か
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
重
慶
で
も
だ
ん
だ
ん
と
「
あ
の
人
が
い
い
」
な
ん
て
い
う

こ
と
で
、
み
ん
な
名
前
を
覚
え
て
「
今
度
は
あ
の
人
を
呼
ん
で
く
れ
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
し
ま
す
。

武
田
　
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原
　
以
前
に
事
前
調
査
に
来
た
時
に
あ
の
人
が
良
か
っ
た
か
ら
あ
の
人
を
呼
ん

で
く
れ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
指
名
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
中
だ
と

そ
う
も
い
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
J
I
C
A
の
下
部
会
社
と
い
う

の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

森
　
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
（
J
I
C
E
）
と
い
う
下
部
会
社
が
あ
り
ま
す
。

菅
原
　
そ
こ
に
資
格
の
あ
る
人
が
登
録
し
て
い
る
順
番
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

武
田
　
財
団
法
人
で
す
か
。

森
そ
う
で
す
。
で
も
、
J
I
C
A
の
中
に
も
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
ん
で
す
。

菅
原
　
そ
う
い
う
人
は
研
修
生
な
ど
が
来
た
時
は
都
市
交
通
に
つ
い
て
は
誰
が
担

当
と
か
割
り
振
ら
れ
る
。
私
は
、
今
、
鉄
道
経
営
改
善
の
時
の
関
係
で
、
J
I
C

A
で
ず
っ
と
毎
年
ひ
と
つ
研
修
団
の
講
義
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
通
訳
さ
ん
も
同

じ
人
が
十
年
近
く
や
っ
て
い
る
。
い
ま
で
も
若
い
か
ら
最
初
や
っ
た
時
も
ず
い
ぶ

ん
若
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。

　
海
外
か
ら
の
研
修
団
と
い
う
の
は
、
チ
ー
ム
で
回
る
の
は
二
ヶ
月
間
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
ね
。

森
そ
う
で
す
ね
、
そ
の
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。

菅
原
そ
の
通
訳
さ
ん
は
、
ず
っ
と
国
内
で
は
付
い
て
い
て
、
各
省
か
ら
説
明
を

受
け
た
り
す
る
時
も
通
訳
を
や
る
し
、
そ
れ
か
ら
現
地
の
旅
行
の
案
内
か
ら
何
か

ら
み
ん
な
や
る
人
が
い
て
、
大
体
こ
の
分
野
・
テ
ー
マ
の
チ
ー
ム
は
こ
の
人
が
担

当
と
い
う
ふ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
こ
う
し
た
通
訳
の
方
は
開
発
途

上
国
の
人
が
し
ゃ
べ
る
英
語
は
み
ん
な
分
か
る
ん
で
す
よ
。
こ
ち
ら
は
、
な
か
な

か
そ
う
い
う
の
が
分
か
ら
な
い
か
ら
「
今
何
て
言
っ
た
。
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

ち
ら
か
ら
言
う
の
は
、
相
手
側
は
分
か
る
の
で
す
が
。

武
田
　
通
訳
の
能
力
と
か
人
柄
と
か
で
印
象
が
ち
が
い
ま
す
も
の
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
開
発
途
上
国
か
ら
来
る
研
修
団
の
人
達
の
発
音
は
ま
ち
ま

ち
で
す
ね
。

武
田
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
お
話
は
大
体
こ
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

－
、
喚
、
唾
、
陶
、
陶
、
亀
、
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■
■
、
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、
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亀
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、
亀
、
馳
、
唾
＼
陶
、
亀
、
亀
、
噂
、
剛
、
亀
、
趣
＼
曝
、
亀
♪
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i
i
層

菅
原
　
ど
う
い
う
ふ
う
に
最
後
の
締
め
く
く
り
を
し
ま
し
よ
う
か
。
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森
［
質
問
の
テ
ー
マ
の
紙
を
示
し
な
が
ら
］
こ
ち
ら
か
ら
い
ち
お
う
質
問
の
テ

ー
マ
と
い
う
こ
と
で
、
大
体
の
関
心
事
を
並
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
田
　
先
生
が
お
話
し
や
す
い
と
こ
ろ
が
ら
お
聴
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
良
け
れ
ば
、

そ
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

菅
原
　
そ
れ
で
は
こ
の
順
序
で
話
し
ま
し
ょ
う
。
「
戦
争
に
参
加
し
た
人
の
努
力
で

経
済
成
長
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
」
と
書
い
て
あ
り
ま
ず
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
す
か
。

武
田
　
こ
れ
は
、
お
生
ま
れ
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菅
原
　
そ
う
で
す
が
、
私
自
身
が
戦
争
に
参
加
し
た
こ
と
と
の
関
連
で
す
か
。
こ

の
と
お
り
の
質
問
が
出
た
と
し
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
の
専
門
家
じ
ゃ
な
い
か
ら

私
も
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
戦
後
の
経
済
成
長
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
日

本
人
の
勤
勉
性
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
そ
れ
は
交
通
計
画
な
ど
で
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
う
の
で
す
が
、
年
間
の
勤
務
時

間
が
日
本
で
二
〇
〇
〇
時
間
だ
何
だ
と
言
っ
て
い
る
頃
に
、
ド
イ
ツ
は
｝
六
〇
〇

時
間
と
か
で
し
た
。
ド
イ
ツ
の
人
と
い
う
の
は
、
働
く
時
間
が
い
ち
ば
ん
短
い
で

す
ね
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
う
が
ま
だ
多
い
［
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
よ
り

五
〇
～
一
〇
〇
時
間
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
〇
〇
時
間
程
多
い
］
。
け
れ
ど
も
ド
イ
ツ
は

あ
ん
な
に
発
展
し
て
い
る
。
あ
の
人
た
ち
は
あ
ま
り
働
か
な
く
て
も
発
展
す
る
の

か
な
と
も
、
不
思
議
に
は
思
い
ま
す
が
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
目
本
は
そ
の
差
が
二

割
ぐ
ら
い
高
い
状
態
が
ず
一
つ
と
続
い
て
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
不
思
議
に
思

わ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
土
曜
半
日
で
五
・
五
日
働
い
て
一
目
あ
た
り
八
時
間

で
す
ね
。
こ
の
こ
と
が
日
本
の
経
済
成
長
に
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
あ

る
。　

そ
れ
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
の
が
日
本
の
場
合
、
終
身
雇
用
制
で
す
。
官
庁

も
そ
う
だ
し
、
特
別
に
悪
い
人
は
辞
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
職
場
に
忠
誠
心
が
あ
る
。
自
分
の
仲
間
に
対
す
る
絆
が
強
い
か
ら
そ
れ

だ
け
勤
勉
に
ま
た
働
き
た
く
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
勤
勉
性
と
い
う
の
が
基
本

的
に
は
い
ち
ば
ん
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
「
戦
争
中
に
働
い
た
人
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
こ
と
を
お
話
し

に
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
戦
争
中
の
技
術
と
い
う
の
は
実
際

平
和
利
用
に
さ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
日
本
で
新
幹
線
が

出
来
た
と
い
う
の
は
昔
の
海
軍
技
術
研
究
所
み
た
い
な
と
こ
ろ
の
人
が
鉄
道
技
術

研
究
所
［
現
在
の
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
の
前
身
］
に
入
っ
て
き
て
や
っ
た
と
か

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
昔
や
っ
て
い
た
軍
事
技
術
が
平
和
利
用
に

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
だ
け
で
全
体
の
経
済
発

展
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
飛
行
機
な
ど
は
現
実

に
は
出
来
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
は
「
戦
争
放
棄
」

で
し
ょ
う
ね
。
軍
事
費
を
使
わ
ず
に
、
そ
の
代
わ
り
に
生
活
基
盤
、
社
会
基
盤
、

一
第
二
東
名
（
高
速
道
路
）
ま
で
作
っ
た
し
、
新
幹
線
も
作
っ
た
し
。
だ
か
ら

い
ろ
い
ろ
批
判
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
経
済
発
展
の
基

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
戦
争
で
い
ろ
い
ろ
経
験
し
た
か
ら
よ
く
働
い
た
と
い
う
感
覚
は
な

い
で
す
ね
。
強
い
て
言
え
ば
「
国
民
性
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
企
業
に
、
あ
る
い
は
役
所
に
い
れ
ば
自
分
の
お
役
所
の
仕
事
の
た
め
に
一

生
懸
命
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
超
過
勤
務
も
や
っ
て
い
た
し
休
暇
だ
っ
て
法
定
の

二
〇
日
な
ん
て
取
っ
た
こ
と
も
な
い
で
す
か
ら
。
せ
い
ぜ
い
休
暇
と
し
て
取
る
と

い
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
風
邪
を
ひ
い
た
か
ら
二
、
三
日
休
む
ぐ
ら
い
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
な
ど
は
そ
の
頃
か
ら
有
給
休
暇
を
二
〇
日
間
取
る
と
か
、
も
っ
と
長
く
て
一

ヶ
月
ぐ
ら
い
リ
ビ
エ
ラ
と
か
モ
ナ
コ
と
か
に
避
暑
に
行
っ
た
り
、
そ
う
い
う
ゆ
と
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り
の
あ
る
生
活
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

ね
。
そ
う
い
う
の
も
含
め
て
実
働
時
間
に
う
ん
と
差
が
つ
い
て
、
日
本
は
コ
ツ
コ

ツ
稼
い
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
。

≦
■
「
、
亀
、
軸
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
、
陶
、
簡
、
亀
、
剛
、
陶
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
＼
畦
、
亀
、
階
、
剛
、
馳
、
唾
、
陶
；

置
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ノ

醒
　
国
鉄
改
革
を
内
部
の
人
は
ど
う
み
て
い
た
の
か
　
　
　
　
　
　
躍

ノ
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π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

亀
、
隔
、
亀
、
亀
、
唾
＼
適
、
亀
、
亀
、
口
、
陶
、
隔
、
陶
、
隔
、
陶
、
鞠
、
剛
、
隔
、
亀
、
亀
、
剛
＼
亀
、
亀
、
亀
、
亀

中
村
　
菅
原
さ
ん
と
葛
西
（
敬
之
　
現
J
R
東
海
会
長
）
さ
ん
は
世
代
的
に
は
同

じ
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
十
年
ぐ
ら
い
私
の
ほ
う
が
上
で
し
ょ
う
。
［
葛
西
氏
は
昭
和
十
五
年

十
月
生
れ
。
菅
原
氏
が
十
三
歳
年
上
］
。

中
村
　
た
と
え
ば
葛
西
さ
ん
が
、
『
未
完
の
『
国
鉄
改
革
』
巨
大
組
織
の
崩
壊
と
再

生
』
［
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
一
年
］
と
い
う
本
な
ど
で
国
鉄
の
民
営
化
に
つ

い
て
特
に
労
務
管
理
と
か
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
葛
西

さ
ん
の
よ
う
な
国
鉄
の
民
営
化
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
菅
原
さ
ん
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
お
感
じ
で
す
か
。
葛
西
さ
ん
は
経
営
畑
の
人
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

技
術
の
ほ
う
の
菅
原
さ
ん
か
ら
見
た
ら
、
民
営
化
と
い
う
の
は
一
体
ど
う
い
う
も

の
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
。

菅
原
　
私
自
身
は
、
民
営
化
を
や
る
組
織
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
に
直

接
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
わ
け
で
す
、
立
場
上
も
。
け
れ
ど
も
民
営
化
の

い
ち
ば
ん
の
狙
い
は
何
か
と
い
う
と
、
三
点
ぐ
ら
い
あ
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
は
、
国
鉄
の
運
営
責
任
で
は
な
い
債
務
を
た
く
さ
ん
背
負
っ
て
い
た
。
た
と

え
ば
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
を
多
く
入
れ
た
か
ら
一
時
は
四
六
万
人
に
も
な
っ

て
人
件
費
が
う
ん
と
か
か
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
も
の
は
国
で
や
る
べ
き
だ
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
国
が
理
解
し
た
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
組
合
と
い
う
も
の
が
、
生
産
性
か
ら
見
る
と
非
常

に
悪
い
考
え
の
人
が
は
び
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
の
こ
と

に
協
力
す
る
人
達
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
で
管
理
者
も
困
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
分
割
民
営
化
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
分
割
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
技
術
面
に
関
し
て
、
こ
れ
は
今
の
経
営
陣
の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
人
で
も
い
ろ

い
ろ
議
論
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
首
都
圏
の
ど
こ
で
切
っ
た
ら
い
い
か
、

線
路
は
つ
な
が
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
運
営
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
こ
れ
は
、

情
報
技
術
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
る
過
程
に
あ
っ
た
か
ら
、
分
割
さ
れ
た
会
社

間
の
運
賃
の
受
け
方
と
か
、
保
守
の
受
け
方
と
か
、
そ
う
い
う
の
も
容
易
に
処
理

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
結
果
と
し
て
問
題
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

れ
か
ら
安
全
設
備
に
し
て
も
、
信
号
設
備
を
ち
ゃ
ん
と
や
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
や
っ
ぱ
り
交
通
量
な
ど
を
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
大
き
な
ゾ
ー
ン
毎

に
大
体
九
〇
％
は
お
さ
ま
る
。
京
阪
神
、
中
京
、
関
東
と
。
そ
う
い
う
状
況
も
分

か
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
関
東
の
人
の
主
な
動
き
は
、
関
東
エ
リ
ア
で
あ
る
、
中
部

の
人
た
ち
は
中
部
エ
リ
ア
と
い
う
ふ
う
に
、
交
通
圏
と
い
う
の
が
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
切
っ
て
も
別
に
困
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
だ

ん
だ
ん
や
っ
て
い
る
う
ち
に
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
は
勝
手
き

ま
ま
に
「
も
っ
と
細
か
く
分
け
た
ら
い
い
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
案
を
出
す
人
が

い
ま
し
た
。
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
今
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
ゾ
ー
ン
毎
で
九

割
ぐ
ら
い
の
輸
送
量
が
お
さ
ま
る
と
い
う
よ
う
な
デ
ー
タ
分
か
っ
て
き
て
み
る
と
、

こ
れ
は
分
別
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
な
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
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商
、
唾
、
隔
、
隔
、
口
、
亀
、
唾
、
贈
、
陶
、
亀
、
亀
、
軸
、
隔
、
畦
、
唾
、
陶
、
亀
、
口
、
鞠
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀
；
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中
村
　
そ
の
調
査
は
民
営
化
の
前
に
行
っ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
い
や
、
民
営
化
の
時
で
す
。
考
え
方
は
民
営
と
分
割
は
同
時
で
し
た
か
ら
。

中
村
　
分
割
の
前
提
と
し
て
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
調
査
を
や
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

菅
原
　
え
え
。
そ
れ
で
も
っ
と
縦
に
ず
っ
と
通
し
て
割
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
か
。

貨
物
だ
け
は
ち
ょ
っ
と
非
常
に
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
。

貨
物
列
車
だ
け
は
独
自
の
線
路
が
な
い
の
で
結
局
、
旅
客
会
社
の
線
路
を
借
り
て

運
営
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
倉
庫
し
か
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
貨
物
は
非
常

に
苦
し
い
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ト
レ
イ
ン
メ
ッ
ト
の
時
は
、
も
と
の
首
都
圏
鉄
道
公
社
と
い

う
も
の
が
持
っ
て
い
た
も
の
を
三
つ
位
に
分
け
て
そ
の
ま
ま
民
間
会
社
が
引
き
取

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
だ
け
ど
J
R
の
場
合
は
そ
う
じ
や
な
い
で
す
か
ら
ね
。
J
R

の
場
合
に
は
、
い
っ
。
へ
ん
国
鉄
を
解
散
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
新

し
く
出
来
た
東
日
本
、
東
海
、
西
日
本
な
ど
の
会
社
が
要
員
を
採
用
し
た
。
こ
の

時
も
い
い
人
だ
け
を
採
用
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
組
合
は
訴
え
を
起
こ
し
た
り
な

ど
し
て
、
ず
っ
と
長
く
そ
れ
が
続
い
た
わ
け
で
し
ょ
う
［
通
称
、
国
労
採
用
差
別

事
件
裁
判
。
二
〇
〇
三
年
十
二
月
に
J
R
が
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
妥
当
と
す

る
最
高
裁
判
所
判
決
］
。
要
す
る
に
働
く
意
欲
の
あ
る
人
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
の
要
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
経
営
の
人
た
ち
は
も
っ
と
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
が
分

割
の
狙
い
だ
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
非
常
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
し
、
若
干
、
輸
送
計
画
な
ど
に
も
直
接
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
に
お
話
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
の
頃
は
北
海
道
全
域
の
鉄
道
の
責
任

者
で
も
あ
っ
た
。
あ
そ
こ
は
本
州
と
鉄
道
路
線
が
切
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い

う
［
ど
こ
で
分
け
る
の
か
と
い
う
］
分
割
の
問
題
も
な
か
っ
た
。
た
だ
人
口
が
増

え
な
く
て
、
そ
の
時
で
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
み
た
い
に
収
入
よ
り
支
出
が
か
な
り
多

い
と
い
う
状
況
で
そ
れ
以
上
収
入
が
増
え
な
い
、
人
口
が
増
え
な
い
と
い
う
中
で
、

こ
れ
は
別
途
扱
い
し
な
き
や
な
ら
ん
な
と
思
っ
て
い
た
。

　
そ
の
中
で
政
治
家
の
人
た
ち
－
ー
ー
田
中
角
栄
さ
ん
な
ど
も
「
北
海
道
は
や
っ
ぱ

り
別
の
扱
い
だ
ね
」
と
い
う
お
考
え
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
、

九
州
、
四
国
は
別
途
扱
い
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
全
然
関
係
な
し
で
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
い
い
方
向
に
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
に
改
革
推
進
に
努
力
さ
れ
た
の
は
葛
西
さ
ん
と
松
田
（
昌
士
）
さ
ん
と

井
出
（
正
敬
　
現
J
R
西
日
本
社
長
）
さ
ん
で
す
か
、
そ
の
三
人
が
中
心
に
な
っ

て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

中
村
　
技
術
的
に
、
た
と
え
ば
先
生
の
よ
う
に
土
木
系
の
技
術
を
中
心
に
見
ら
れ

て
き
た
方
か
ら
考
え
た
ら
、
こ
の
「
分
割
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
映
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

菅
原
　
土
木
技
術
者
と
し
て
は
、
そ
れ
は
別
に
問
題
は
な
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
は
土
木
学
会
の
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
別
に
鉄
道
屋
だ
け
が
集
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
て
、
建
設
省
の
道
路
屋
さ
ん
も
来
る
し
農
業
の
関
係
の
人
も
来

る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
人
が
集
ま
っ
て
技
術
の
研
鎭
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
い
い
こ
と
な
の
で
、
三
つ
に
分
か
れ
た
っ
て
今
で
も
み
ん
な
集
ま
っ
て
技

術
の
研
鎭
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
分
割
し
た
か
ら
困
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
す
。

249



　
た
だ
、
軌
道
や
何
か
に
つ
い
て
言
う
と
、
や
っ
ぱ
り
東
海
と
東
北
と
み
ん
な
ち

が
い
ま
す
よ
ね
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
努
力
し
て
よ
い
状
態
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　
東
海
道
新
幹
線
は
盛
土
の
上
だ
っ
た
か
ら
軌
道
ス
ラ
ブ
を
並
べ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
普
通
の
バ
ラ
ス
ト
軌
道
で
し
ょ
う
。
私
が
施
設
局
長
を

や
っ
て
い
る
時
も
、
　
一
度
そ
の
バ
ラ
ス
ト
を
全
線
交
換
し
た
り
、
レ
ー
ル
を
六
〇

キ
ロ
レ
ー
ル
に
交
換
し
、
架
線
も
少
し
小
さ
く
な
っ
た
も
の
を
大
き
い
も
の
に
交

換
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
一
週
間
に
一
回
だ
け
止
め
た
ん
で
す
。
水
曜
か
何
か
午

前
中
に
止
め
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
全
部
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
東
海
道
は
バ

ラ
ス
ト
軌
道
で
揺
れ
が
大
き
く
て
、
東
北
新
幹
線
、
上
越
新
幹
線
の
よ
う
に
ス
ラ

ブ
軌
道
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
揺
れ
な
い
と
い
う
時
代
が
一
時
あ
っ
た
ん
で
す

よ
。　

し
か
し
今
で
は
、
東
海
道
新
幹
線
に
お
乗
り
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
は
保
線
の
人
が
う
ん

と
が
ん
ば
っ
た
わ
け
で
す
。
い
ろ
い
ろ
検
査
器
具
や
何
か
も
新
し
い
の
が
入
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
や
っ
ぱ
り
保
守
の
や
り
方
と
し
て
も
、

一
〇
m
の
弦
で
三
㎜
狂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
補
修
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
四
〇
m

弦
で
三
㎜
以
内
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
保
守
方
式
に
し
た
ん
で

す
。
高
速
運
転
を
し
た
時
に
そ
れ
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
い
ち
ば

ん
効
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
東
海
道
の
人
は
バ
ラ
ス
ト

軌
道
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
努
力
し
た
ん
で
す
ね
。

東
北
・
上
越
の
人
は
ス
ラ
ブ
軌
道
だ
か
ら
、
揺
れ
に
く
い
1
車
内
で
煙
草
を
立

て
た
ら
立
っ
た
ま
ま
で
走
っ
て
行
く
と
か
と
い
う
。
金
は
か
か
る
け
れ
ど
も
。
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
が
技
術
的
に
は
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

《
■
1
、
麺
、
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、
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亀
＼
喚
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、
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、
亀
、
馳
、
亀
、
唾
、
喚
、
唾
、
唾
、
唾
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
隔
、
隔
、
瞳
、
亀
♪
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中
村
　
上
下
分
離
し
て
下
（
イ
ン
フ
ラ
）
を
一
体
化
し
て
お
く
よ
り
も
、
逆
に
分

割
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
が
生
じ
て
、
い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

菅
原
　
日
本
の
場
合
は
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
上
下
分
離
と
い
う
の
は
二

つ
考
え
が
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
鉄
道
と
い
う
も
の
は
新
幹
線
な
ど
は
特
別
な
も
の

で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
線
路
と
運
営
機
構
を
両
方
持
っ
て
い
た
の
で
は
ペ
イ
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
一
般
常
識
と
し
て
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
事
実
、

地
下
鉄
だ
っ
て
建
設
費
の
六
割
ぐ
ら
い
を
公
共
か
ら
も
ら
っ
て
い
て
、
や
っ
と
二

〇
年
ぐ
ら
い
で
累
積
債
務
が
解
消
す
る
と
い
う
計
算
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
て
、
特
に
経
済
部
門
の
先
生
な
ど
は
イ
ン
フ
ラ
部
分
は
公
共
が
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
し
て
、
上
部
だ
け
採
算
が
成
り
立
つ
よ
う
な
こ
と
が
鉄
道
の
運
営
の

目
標
で
あ
る
と
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
経
済
理
論
な
ん
で
す
ね
。
道
路
と
同
じ
で
、

道
路
は
国
が
作
り
、
走
る
車
は
自
分
の
経
済
観
念
で
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
い
う
考
え
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
う
は
そ
れ
よ
り
も
各
国

の
列
車
が
自
由
に
走
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
制
度
的
な
こ
と
は
当
然
や
る
に
し

て
も
、
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
も
の
は
国
や
底
土
ハ
が
持
っ
て
い
る
よ
う
に
し
た
ら
い
い

の
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
れ
で
共
通
運
用
が
出
来
る
と
い
う
立
場
で
し
ょ
う
。
ち
ょ

っ
と
そ
の
視
点
は
ち
が
い
ま
ず
け
れ
ど
も
。
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武
田
　
民
営
化
の
時
に
先
生
は
実
際
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
大
変
な

変
化
の
時
代
で
し
た
か
ら
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
私
自
身
が
現
役
で
い
た
時
は
、
ま
だ
そ
う
い
う
議
論
が
さ

れ
て
い
た
と
い
う
時
で
す
。

武
田
　
そ
の
後
で
す
ね
、
実
際
に
関
わ
ら
れ
た
の
は
。

菅
原
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
東
京
理
科
大
学
の
教
授
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。
そ
の
頃
の
国
鉄
の
運
賃
問
題
懇
談
会
と
い
う
経
営
委
員
会
み
た
い
な
も
の
の

委
員
を
四
年
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
民
営
分
割
を
こ
う
い
う
ふ
う

に
や
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
で
、
こ
の
問
題
は
あ

ま
り
じ
か
に
や
っ
て
い
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
歯
痒
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う
こ
と
で
す
。

武
田
　
国
鉄
改
革
の
話
は
、
中
（
内
部
）
の
方
の
話
は
ま
だ
あ
ま
り
表
に
出
て
い

な
い
と
い
う
か
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
仁
杉
（
巖
）
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
挑
戦
　
鉄
道
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
共
に
六
〇
年
』
［
交
通
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
］
と
い
う
一
代
記
み
た
い

な
も
の
に
は
、
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
仁
杉
さ
ん
が
総
裁
を
や
め
、
民
営

化
反
対
派
を
一
掃
す
る
こ
と
が
唯
一
可
能
な
国
鉄
再
建
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

と
言
う
こ
と
で
す
。

武
田
　
葛
西
さ
ん
の
本
［
『
未
完
の
国
鉄
改
革
』
］
と
い
う
の
は
結
構
読
ま
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

菅
原
　
か
な
り
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

《
■
「
、
馳
、
唾
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
、
隔
、
陶
、
馳
、
喚
、
亀
、
亀
、
麹
、
噂
、
亀
、
亀
、
馳
、
亀
、
噂
、
亀
、
亀
、
亀
、
亀
♪
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菅
原
　
あ
と
は
「
日
本
の
技
術
援
助
の
問
題
は
何
だ
と
思
う
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

は
、
技
術
援
助
を
何
で
評
価
す
る
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
、
ひ
と
つ
に
は
相

手
が
本
当
に
欲
し
て
い
る
、
相
手
の
役
に
立
つ
も
の
を
提
案
し
た
か
と
い
う
こ
と

が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
主
に
技
術
支
援
の
場
合
で
す
よ
ね
。
円
借
款
で
あ
っ

た
り
、
あ
る
い
は
J
I
C
A
調
査
で
あ
っ
た
り
。
提
案
す
る
時
に
相
手
に
役
に
立

つ
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
台
湾
の
高
速
鉄
道
の
よ
う
に
、
本

当
の
経
済
競
争
で
日
本
が
ち
ゃ
ん
と
勝
て
た
か
ど
う
か
と
い
う
評
価
も
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
、
そ
の
三
つ
ぐ
ら
い
の
問
題
に
な
る
と
思
う
の
で
す
ね
。

　
最
初
に
技
術
協
力
は
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
よ
る
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
ず
っ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
と
、
そ
れ
か
ら
「
要
請
主
義
」
と

よ
く
言
い
ま
す
が
、
相
手
が
こ
れ
を
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
を
や

っ
て
や
る
、
日
本
で
選
ぶ
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
本
当
に
相
手
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
例
え
ば
、
携
帯
電

話
で
こ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
、
テ
レ
ビ
の
つ
い
た
設
備
に
し
て
く
れ
と
途
上
国

側
が
仮
に
言
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
国
に
本
当
に
そ
れ
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
。

あ
る
い
は
も
っ
と
必
要
な
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う

も
の
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
し
て
あ
げ
る
べ
き
で
、
相
手
が
こ
れ
が
欲
し
い
か
ら
と

い
っ
て
そ
の
と
お
り
や
る
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
。
そ
の
時
に
日
本
人
の
慈
覚
で
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「
こ
の
国
は
ま
だ
水
が
良
く
な
い
か
ら
給
水
設
備
を
整
備
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
か
。
相
手
の
国
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、

水
の
浄
化
装
置
を
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
国
民
性
、
民
族
性
と
い
う
も
の
を
考
え
な
い
と
駄
目
な
ん
だ
よ
と
い
う

先
達
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
ち
ば
ん
私
が
感
じ
た
の
は
、
台
湾
の
高
速
鉄
道
の
競
争
が
始
ま
る
前
で
す
け

れ
ど
も
、
台
湾
の
鉄
路
局
長
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
っ

て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
新
幹
線
に
乗
っ
て
回
っ
て
き
た
と
い
う
。
「
書
本

の
新
幹
線
は
や
か
ま
し
い
ね
」
と
こ
う
言
う
わ
け
で
す
よ
。
騒
音
が
大
き
い
と
。
「
日

本
で
は
新
幹
線
の
騒
音
問
題
に
つ
い
て
は
名
古
屋
で
の
訴
訟
以
来
、
い
ろ
ん
な
勉

強
を
し
て
と
に
か
く
沿
線
住
民
側
に
迷
惑
を
与
え
な
い
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
T
G
V
な
ん
か
は
、
沿
線
に
九
十
ニ
フ
オ
ン
位
の
騒
音
を

立
て
て
走
っ
て
い
る
」
と
こ
う
言
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
乗
客
は
、

中
で
ゆ
っ
た
り
す
る
こ
と
よ
り
も
高
速
が
必
要
だ
と
い
う
人
が
多
い
か
ら
で
す
。

日
本
の
新
幹
線
は
車
内
が
や
か
ま
し
い
か
ら
乗
ら
な
い
と
い
う
人
は
あ
ま
り
い
な

い
。　

だ
け
ど
台
湾
の
鉄
路
局
長
み
た
い
な
人
は
、
日
本
の
新
幹
線
に
乗
車
し
た
と
き

は
お
客
さ
ん
で
す
か
ら
、
周
り
の
住
民
が
ど
う
な
っ
た
っ
て
、
お
金
を
払
っ
て
乗

る
の
だ
か
ら
車
内
で
は
ゆ
っ
た
り
し
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
ん
で
す

ね
。
こ
れ
は
国
民
性
と
い
う
よ
り
は
、
立
場
の
ち
が
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
は
だ
く
さ
ん
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
向
こ
う
の
国
の
立
場
に
立
っ
て
、
本
当
に
こ
れ

は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
ニ
ー
ズ
な
の
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
い
か
ん
と

い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
今
ま
で
言
っ
て
い
な
い
。
車
内
騒
音
と
い
う
の
は
い

ち
お
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
は
今
ま
で
あ
ま
り
議
論
に

な
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
ド
イ
ツ
の
（
列
車
）
に
乗
っ
て
み
る
と
、
腰
板
の
と

こ
ろ
が
ら
床
の
ほ
う
は
し
っ
か
り
絨
毯
が
敷
い
て
あ
る
。
レ
ー
ル
と
車
輪
の
転
動

音
が
車
内
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
の
新
幹
線
は
、

は
と
に
か
く
荷
重
を
軽
く
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
、
ま
た
車
輪
と
レ
ー

ル
と
の
間
で
の
転
置
音
が
小
さ
い
よ
う
に
と
。
と
に
か
く
そ
れ
に
は
車
体
重
量
を

軽
く
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
防
音
的
な

も
の
は
極
力
減
ら
し
て
、
車
体
を
軽
く
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
沿
線
の

人
に
は
静
か
だ
け
れ
ど
も
、
中
は
や
か
ま
し
い
と
い
う
こ
と
が
事
実
あ
る
。
で
も
、

日
本
で
は
車
内
騒
音
が
や
か
ま
し
い
か
ら
補
償
を
出
せ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
人
は
誰
も
い
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
そ
の
国
の
人
と
か
使
う
人
の

立
場
で
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
な
感
じ
を
ち
ょ
っ

と
持
っ
て
い
ま
す
。

《
■
「
、
隔
、
唾
、
唾
＼
陶
、
陶
、
亀
、
馳
、
喚
、
唾
、
陶
、
亀
、
亀
、
亀
、
喚
、
唾
、
喚
、
亀
、
亀
、
亀
、
陶
、
亀
、
喚
＼
亀
♪
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麹
、
鞠
、
隔
、
喚
、
剛
、
口
、
簡
、
亀
、
亀
、
隔
＼
陰
、
亀
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
陶
、
亀
、
陶
、
亀
、
亀
、
唾
、
唾
、
亀

菅
原
　
だ
ぶ
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
「
コ
ン
サ
ル
の
立
場

か
ら
技
術
援
助
の
問
題
点
」
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
自
分
の
専
門
が
高
い
と
同
時
に
視
野
の
広
い
目
で
見
る
人
で
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
を
常
時
雇
っ
て
お
く
こ
と
は

難
し
い
。
こ
れ
が
経
営
上
か
ら
い
う
と
い
ち
ば
ん
の
難
点
で
す
。
昔
の
国
鉄
み
た

い
に
応
援
団
を
置
い
て
お
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
け
れ
ど
も
、

今
は
そ
う
は
行
か
な
い
。
そ
う
い
う
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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笥
、
隔
、
陶
、
馳
、
噂
、
亀
、
口
、
亀
、
睡
、
晴
、
亀
、
亀
、
馳
、
L
■
「
、
疇
、
亀
、
陶
、
陶
、
亀
、
陰
、
陶
、
隔
、
亀
、
唾
♪
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r
i
i
、
ー
ー
i
i
i
i
一
＼
一
i
i
i
i
i
、
三
三
三
皇
、
一
i
、
一
し

菅
原
　
そ
れ
か
ら
三
番
目
の
「
技
術
協
力
で
欧
米
と
の
技
術
協
力
と
の
ち
が
い
」

と
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、

日
本
の
場
合
、
J
A
R
T
S
と
い
う
も
の
は
J
R
と
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
東
京
メ

ト
ロ
な
ど
が
人
員
の
リ
ソ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
ソ
フ
レ
ラ
ー
ユ
（
S
O
F
R
E
R
A
I
L
、
ω
8
敏
ま
匿
鍔
鉱
の
Φ
島
、

冷
気
①
ω
簿
衛
①
厳
爵
簿
δ
窃
融
霞
9
斗
跨
Φ
の
）
と
い
う
J
A
R
T
S
み
た
い
な
機
関

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
下
鉄
関
係
の
ソ
フ
レ
テ
ユ
（
S
O
F
R
E
T
U
、
の
。
。
ま
ま

守
缶
拷
鉱
の
①
匙
．
騨
⊆
傷
Φ
の
簿
自
Φ
撤
9
犀
ω
鋤
江
o
U
。
。
創
Φ
育
9
昌
魯
。
洋
の
霞
び
蝕
霧
）
と
い
う

地
下
鉄
コ
ン
サ
ル
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
九
九
五
年
に
一
緒
に
な
っ
て
、

一
九
九
九
年
に
さ
ら
に
合
併
し
た
結
果
シ
ス
ト
ラ
（
S
Y
S
T
R
A
）
と
い
う
名

前
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
う
い
う
組
織
が
あ
り

ま
す
。
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
ド
イ
ツ
国
鉄
（
D
B
、
∪
Φ
暮
の
。
げ
Φ
b
づ
⇔
げ
昌
）
が
支
援

し
て
い
る
、
デ
コ
ン
サ
ル
（
∪
国
O
O
昌
o
D
9
崔
）
と
い
う
機
関
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
よ
う
に
国
に
近
い
機
関
が
く
っ
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
な
り
の
支
援
を
や
っ

て
い
る
。
J
A
R
T
S
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
は
国
鉄
が
民
営
化
し
て
、
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
こ
と
は

や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
影
響
が
だ
ん
だ
ん
出
始
め
て

い
る
か
な
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
情
勢
の
中
だ
か
ら
そ
れ
に
対
応

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
次
に
大
き
い
の
は
、
こ
れ
は
韓
国
の
新
幹
線
の
例
で
す
が
、
森
さ
ん
が
作

っ
た
年
表
に
韓
国
に
フ
ラ
ン
ス
首
相
が
訪
韓
し
た
と
い
う
の
が
載
っ
て
い
ま
す
よ

ね
。
そ
う
い
う
首
相
が
競
争
の
場
に
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、
た
だ
来
て
挨
拶
す

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
施
策
を
持
っ
て
く
る
わ
け
で

す
ね
。
台
湾
の
場
合
に
は
前
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
「
俺
た
ち
は
パ
リ
と
台
湾
の
直

行
便
の
計
画
を
持
っ
て
き
た
」
と
か
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
が

本
当
な
の
か
、
お
話
だ
け
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
施
策
を
必
ず
持

っ
て
く
る
。
目
溢
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
方
は
居
ら
れ
な
い
。

　
い
な
い
し
、
そ
う
い
う
の
を
日
本
の
一
部
の
企
業
の
利
益
の
た
め
に
や
る
と
い

う
の
は
国
内
的
に
他
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
か
ら
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
政
治
家
や
官
庁
の
大
物
が
海
外
に
行
っ
て
、
そ
う
い
う
お
ま
け
を
つ
け
る
と

い
う
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
他
に
は
台
湾
と
中
国
の
問
題
と
い
う
の
が
あ
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
で
す
ね
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
は
G
E
C
ア
ル
ス
ト
ム
と
い
う

大
会
社
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
ジ
ー
メ
ン
ス
と
い
う
大
会
社
が
あ
っ
て
、

他
に
競
争
会
社
が
な
い
ん
で
す
。
日
本
の
場
合
に
は
、
車
輌
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
も

た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
一
緒
に
な
っ
て
日
本
で
は
こ
の
一
本
な
の
だ

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
政
府
も
相
当
な
応
援
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
。

そ
れ
に
し
て
も
「
そ
う
い
う
人
だ
け
を
応
援
し
て
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
人
だ
っ

て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
な
か
な
か
企
業
を
そ
う
い
う
中
で
応
援
す
る
と
い

う
こ
と
が
出
来
な
い
立
場
が
日
本
の
政
府
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
が
言
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
国
を
あ
げ
て
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
女
王
が
来
て
よ
く
セ
ー
ル
ス
を
や
る
。
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
時

な
ん
か
も
そ
う
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
そ
こ
に
道
路
橋
を
架
け
た
で
し
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よ
う
。
二
本
目
の
橋
を
伊
藤
忠
が
受
け
た
の
か
な
［
一
九
八
六
年
忌
伊
藤
忠
商
事

・
石
川
島
播
磨
重
工
業
・
三
菱
重
工
業
な
ど
の
日
本
資
本
が
受
注
］
。
そ
の
時
に
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
も
の
す
ご
く
怒
っ
て
、
あ
れ
は
自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
も
の

だ
っ
た
と
。
日
本
が
不
当
に
取
っ
た
と
言
っ
た
と
か
と
い
う
話
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
。

武
田
　
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
怒
ら
れ
た
ら
怖
い
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
い
う
ぐ
ら
い
の
国
を
あ
げ
て
の
商
売
を
と
い
う
ム
ー
ド
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
が
基
本
的
に
外
国
と
の
大
き
な
ち
が
い
で
し
ょ
う
ね
。

武
田
　
先
生
の
お
話
を
ず
っ
と
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
て
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
う
の
は
本
当
に
な
く
て
や
っ
て
こ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
よ

ね
。菅

原
　
そ
う
で
す
ね
。
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

周
、
亀
、
亀
、
鞠
、
剛
、
亀
、
陶
、
亀
、
唾
＼
喚
、
隔
、
陶
、
亀
＼
亀
、
簡
、
馳
、
建
、
喚
、
陶
、
亀
、
隔
、
亀
、
麹
、
隔
♪

π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鳶
後
輩
に
贈
る
言
葉
　
一
先
人
の
叡
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を
学
び
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視
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を
広
く
持
て
　
8
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r
i
i
i
i
i
i
i
－
i
、
一
i
i
i
i
i
i
i
i
i
、
一
i
i
、
し

菅
原
　
四
番
目
の
テ
ー
マ
、
「
後
輩
に
贈
る
」
と
い
う
話
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

言
い
た
い
の
は
、
と
に
か
く
先
人
一
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
た
ち
の
叡
智
、
努
力
で

い
い
も
の
が
出
来
る
。
そ
れ
を
ま
た
後
輩
の
人
た
ち
も
そ
れ
に
磨
き
を
か
け
て
世

界
に
冠
た
る
も
の
が
出
来
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
新
幹
線
に
つ

い
て
も
四
〇
年
間
、
人
身
無
事
故
の
実
績
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
非
常
に
揺
れ
の

少
な
い
高
速
新
幹
線
も
出
来
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
都
市
交
通
だ
っ
・
て
モ
ノ
レ
ー
ル

も
リ
ニ
ア
メ
ト
ロ
、
H
S
S
T
だ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
日
本
で
出
来

て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
交
通
技
術
の
面
で
は
先
端
を
い
っ
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
日
本
で
は
自
分
た
ち
の
技
術
で
こ
れ
が
い
い
と

言
っ
て
自
分
た
ち
で
評
価
出
来
る
け
れ
ど
も
、
さ
っ
き
の
台
湾
の
鉄
道
局
長
み
た

い
な
人
だ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
わ
け
で
す
ね
。
向
こ
う
の
人
は
そ
ん

な
も
の
は
い
ら
な
い
。
「
新
幹
線
、
そ
ん
な
に
何
を
急
い
で
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
か
」

と
言
う
人
だ
っ
て
他
に
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
席
を
ゆ
っ
た
り

作
っ
て
く
れ
と
か
と
い
う
人
だ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。
そ
れ
か
ら
日
本

人
は
日
本
の
ス
ラ
ブ
軌
道
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
台
湾
の
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
部

分
は
ド
イ
ツ
の
レ
ー
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
ど
っ
ち
が
い
い
か
本
当
は
分
か
ら
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
日
本
の
技

術
者
は
「
あ
ん
な
も
の
は
お
か
し
い
」
と
言
う
け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
あ

る
見
方
で
は
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
の
国
の
技
術
に
も
っ
と
目
を
開
い
て
、

そ
の
上
で
相
手
を
理
解
す
る
と
い
う
ふ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
く
れ
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
ハ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
て
、
将
来
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
管
理
も
考
え
て
、
ソ
フ
ト
の
面
も
考
え
て
い
け
る
よ
う
な
視
野
の
広
い
技
術
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
今
の
ご
指
摘
の
点
だ
と
、
た
と
え
ば
土
木
は
土
木
、
機
械
は
機
械
み
た
い

に
か
な
り
蛸
壺
化
す
る
の
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
総
合
技
術
み
た
い
な
も
の
に
目

を
開
く
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
方
向
性
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
私
が
J
A
R
T
S
の
ほ
か
に
関
係
し
て
い
る
、
J
R
E
A
（
q
碧
9
口
Φ
の
Φ

男
①
雪
昌
国
け
σ
Q
汀
Φ
霞
畔
㈹
》
ω
。
・
o
。
貯
江
8
）
、
（
社
）
日
本
鉄
道
技
術
協
会
と
い
う
の

が
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
で
す
。
鉄
道
と
い
う
の
は
も
と
も
と
が
総
合
技
術
な
ん
だ
か

ら
、
土
木
だ
け
と
か
、
電
気
だ
け
の
技
術
誌
を
読
む
と
い
う
の
は
そ
れ
だ
け
専
門

的
に
や
る
仕
事
の
人
は
そ
れ
で
い
い
け
れ
ど
も
、
幹
部
に
な
る
人
は
ぜ
ひ
J
R
E

A
の
会
員
に
な
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
今
、
会
員
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
そ
う
な
る
と
難
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
デ
ィ
テ
ー
ル
の
議
論
も
必
要

で
す
が
、
た
と
え
ば
こ
の
路
線
に
は
自
動
信
号
が
い
い
ん
だ
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
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う
な
効
用
の
こ
と
に
つ
い
て
で
す
ね
。
こ
う
い
う
場
所
に
は
双
方
向
の
自
動
信
号

が
い
い
ん
だ
と
か
、
そ
れ
は
悪
く
て
む
し
ろ
普
通
の
複
線
自
動
信
号
が
い
い
ん
だ

と
か
、
そ
う
い
う
判
断
が
出
来
る
よ
う
な
人
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意

味
で
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
今
で
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
台
湾
で
も
お
話
し
ま
し
た

が
、
台
湾
の
高
速
鉄
道
は
、
各
線
で
双
方
向
に
走
れ
る
よ
う
な
信
号
に
な
っ
て
い

ま
す
。
普
段
は
右
側
通
行
で
走
る
の
で
す
が
。
た
し
か
に
こ
れ
は
一
線
が
故
障
し

た
時
な
ど
に
は
い
い
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
信
号
の
設
備
費
は
倍
近
く
か
か
っ
て
い

る
わ
け
で
す
よ
。
両
線
と
も
往
復
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。
だ
か
ら
金

が
無
駄
で
は
な
い
か
と
、
日
本
側
の
信
号
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
相
手
に
提
言
し
た
し
、

僕
ら
も
言
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
が
最
初
に
基
本
設
計
を
全
体
や

っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
設
計
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
そ
れ
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
。
目
本
手
も
ず
い
ぶ
ん
反
対
し
て
い
た
け

れ
ど
も
、
仕
様
書
が
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
は
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
と
お
り
作
っ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
他
に
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
の
や
り
方

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
σ
て
い
な
い
と
、
俺
た
ち
が
や
っ
て
い
る
の
し

か
正
し
く
な
い
よ
、
と
な
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
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菅
原
　
最
後
が
い
ち
ば
ん
難
し
い
ん
で
す
ね
。
「
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
何
か
」
。

こ
れ
は
編
集
後
記
的
な
も
の
だ
な
と
い
う
感
じ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
何
か
振
り

返
る
と
す
る
な
ら
ば
、
武
田
さ
ん
た
ち
の
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
非
常
に
熱
心

な
質
問
が
あ
っ
て
、
特
に
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は
「
史
実
」
で
す
ね
。
特
に
年
時

考
証
的
な
資
料
を
森
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
頭
が
整
理

出
来
て
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
む
し
ろ
人
生
と
い
う

よ
り
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
感
想
で
す
が
。

　
そ
れ
か
ら
「
海
外
協
力
に
つ
い
て
後
輩
に
参
考
に
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
こ
と
」

を
本
当
は
書
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
体
の
流
れ
の
中
で
い
く
と
、

そ
の
当
時
の
表
面
的
な
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
書
い
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
デ

ィ
テ
ー
ル
の
海
外
協
力
の
仕
方
的
な
こ
と
は
あ
ま
り
書
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

　
最
後
が
本
当
の
人
生
論
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
私
は
ま
だ
人
生
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
か
ら
ね
（
笑
）
、
何
を
言
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

た
だ
私
の
場
合
に
は
、
経
歴
で
い
ろ
い
ろ
お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
け
れ
ど

も
、
軍
の
学
校
に
行
っ
た
の
は
、
ま
あ
そ
の
当
時
の
社
会
情
勢
の
中
で
行
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
あ
と
鉄
道
に
入
っ
て
途
中
で
大
学
（
東
京
工
業
大
学
）
に
四
年
間

教
授
と
し
て
行
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
な
ど
も
大
学
の
先
生
か
ら
強
い
要
請
が

あ
っ
た
し
、
周
り
の
人
か
ら
も
頼
ま
れ
て
行
っ
て
四
年
で
帰
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

頼
ま
れ
た
こ
と
を
大
体
旧
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
結
局
、
常
に
自
分
の
判

断
と
い
う
よ
り
も
社
会
の
情
勢
に
流
さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
が
強
い

の
で
す
。

武
田
　
そ
れ
は
言
い
方
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）
。

菅
原
　
常
に
受
け
身
で
あ
っ
た
と
。
そ
れ
だ
け
に
周
り
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
助

け
て
も
ら
わ
な
い
と
出
来
な
か
っ
た
点
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
が
一
杯
で
す
。
今
、
も
う
七
十

い
く
つ
に
な
っ
て
も
海
外
協
力
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
社
会
で
い
ろ
い
ろ

応
援
し
て
く
れ
た
人
達
へ
の
お
返
し
で
、
元
気
の
続
く
限
り
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
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う
と
。
今
、
後
書
き
を
書
く
と
し
た
ら
そ
う
い
う
ふ
う
な
感
じ
で
、
そ
れ
で
良
か

っ
た
、
悪
か
っ
た
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
案
外
、
友
達
と

か
弟
子
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
の
で
、
本
当
は
先
生
方
の
よ
う
に
ず
一
つ
と
先

生
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
ら
、
今
度
は
お
弟
子
さ
ん
が
う
ん
と
何
百
人
も
い
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
非
常
に
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
人
生
も
あ
る
し
、
あ
っ
ち
行
っ
た
り
こ
っ
ち
行
っ
た
り
、
本
当
に
良
か
っ

た
か
悪
か
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

武
田
　
先
生
の
よ
う
に
多
彩
な
ご
経
験
を
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
い
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
官
公
庁
か
ら
大
学
に
行
っ
た
き
り
と
い
う
人
は
多
く
あ
り
ま
す
。
鉄
道
の

技
術
研
究
所
を
や
め
て
大
学
の
先
生
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
人
は
か
な
り
い
ま
す

か
ら
。
あ
の
と
き
帰
っ
て
き
た
の
が
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
ま
あ
、
お

か
げ
で
山
陽
新
幹
線
の
建
設
に
も
問
に
合
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

武
田
　
瀧
山
さ
ん
が
あ
る
時
期
か
ら
鉄
道
分
野
の
海
外
技
術
協
力
を
仕
切
ら
れ
て

き
て
、
そ
の
後
先
生
が
継
が
れ
た
と
い
う
言
い
方
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ら
れ
て
き
た
、

そ
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
瀧
山
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

菅
原
　
そ
う
で
す
ね
。
瀧
山
さ
ん
は
私
ど
も
が
国
鉄
に
入
る
頃
に
も
う
い
ち
ば
ん

幹
部
に
近
か
っ
た
。
非
常
に
勉
強
家
で
、
要
す
る
に
技
術
の
勉
強
と
い
う
よ
り
は

鉄
道
経
営
の
勉
強
家
で
お
ら
れ
た
ん
で
す
。
非
常
に
い
い
人
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
の

尊
敬
す
る
人
だ
っ
た
の
で
す
。
瀧
山
さ
ん
自
身
が
国
鉄
を
や
め
て
、
ま
た
技
師
長

に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
り
し
た
の
で
す
が
、
鹿
島
建
設
時
代
に
海
外
協
力
を
や
っ
て

お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
中
国
な
ど
に
も
ず
い
ぶ
ん
お
弟
子
が
い
る
わ
け
で
す
。
イ

ラ
ン
の
新
幹
線
建
設
協
力
で
、
僕
ら
が
出
て
い
っ
て
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
作
っ

た
と
い
う
話
の
前
に
、
事
前
調
査
な
ど
に
は
瀧
山
さ
ん
自
身
が
出
て
行
か
れ
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
事
前
調
査
は
や
っ
た
け
れ
ど
も
後
は
こ
い
つ
に
や

ら
せ
う
と
い
う
の
で
、
大
阪
工
事
局
長
と
い
う
の
を
一
年
半
ぐ
ら
い
で
引
き
ず
り

出
さ
れ
ち
ゃ
つ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
理
科
大
の
教
授
を
や
っ
て
い
る
時
に
、
と
に
か
く
J
A
R
T
S
に
来

い
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
断
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
「
あ
い
つ
に
言
え
ば
何
で

も
断
ら
な
い
で
や
っ
て
く
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
き
た
。

武
田
　
最
初
、
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た
時
は
、
技
術
協

力
に
関
し
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
や
は
り
、
ぜ
ひ
一
代
量
的
に
最
初
か

ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
大
変
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
当

に
い
ろ
ん
な
現
場
の
見
方
と
か
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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二二a4 スト7クホ’レムO地F駐単場

　4．　スト’Vクホルムの地下鉄

　Pt卜．ノクホル“F＆ス＝一一デγ．干国の首榔，人r：75万，

大小いくつかの島と半島とから成っている水の都・北方

のべ易スという所で，ちょうど布刈利から楓戸内を糀め

．5ような美しい街である、ただ異なっているのは，尉じ

まの問に大きな僑や両県トソ！しが建設ffh・・水際から

ぎっしり新らしい建物が］fi．しでいる颪である。

　夏は瞭しく，国際会議などもしばしば開かれt：n＝・’t’

a砦るしく選く，池も河も即く氷が張ケ．筆者郁訪れた

とぎは木ぎの技ド．霜が凍りついていた。

　■．JL一デγという飼は．こ．つように之の果てにありな

がら，なかなか謡気のある工藁圏で．向働蜂が

多く，国民G．5人にlkという高臣曜を示して

．｝6り．γメリカ下直国にi＝遠く置ばないが映ま

しい田である．二の四りT業｝．tスェーッノ掴や

タイガー，　ラィォンナ【．のさく裳慨でもケ．旺ら」し

　C㌧、．さめ．：，號耳【のA力；‡世界4位を自ぬている

強四でらある。
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n／Vlil，立を削り翼r』自国のtiy，に催ん；：lib下

F”空三を塞な概・つてい6とい　肖極的なヨ「であ
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．t・ル．c、で：t3zaよntc；；．辿下弓－4u5｝を三献所ほ．

工して，，二の問題の曜決をほかつている（写耳．
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写真一5　 ストvク，r・．山ムリ地下鉄
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S）口　これらレ＆：隣要の厭i二はヒ記0彫牛壕として1絢（．二

とはもらろんである。
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大変面合がよいとの；とであったa
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が．馬現在，図一4の太篠のUt区闘ce20km）e江＄tt

冗成し〔写SC一一5），　Ltらに延能二四を胞潮田であbl
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　　　　　　　　　　　o；uRsHeLM
　　KA了しsc

図一4　　ストv7か・ら∴±1近交通日

1eApEn
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？1「’からりトンネルv）msl　己…によっている．

　卸「葺く：よ勉と．r述べる」．うtsうtt　T一　用しら1，

断囮33m一’L下A1・γ　tL．につ㌧・でII』，ilil　k・階

きくfrezt’あった。

　岩のよい所は掘りつばなしの所しあり，また厚き　　L

しのモルタ几．吹きf・「けで築遵Lc・る所，厚さ3駄．mのコ

ノク1」　’で壱いている駈もあるか，雄者が見学した所

．では図一5の，【うに、T艶隅と5mm財阪とによる防渥

をしており（写瓦一S）t一？：M製セントル鯉め込ん℃

いる漸もあった・そのようti区蹴｝麓き工凝ま棚．

1．，ているn

　アーチ謝分のコンフリー呂よ，巾50cmのブレキ，ス

　・の＝γクリHトブ1r．ンクによウ竃工し幽，、」めり；1：丁分の

．み覗」湯打ちしていた【〔写耳一7）

　咽さくに先き立ち．岩のわもい所、砂層ので．C．・る

．写「・水りでる所でぽセメン｝．・ミルクを．庄人1．ていた。

毫た水のでる所で確コγク’・ト「1ち匹あたって，LTソ

クを設置し．1、「｝kg’cm3りFEり　腸ホを撒して」＝！ク

リ．．・トが瓶工された。
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ヨ　一　ロ　　ッ　ノミ｝旋学言己（3）

　2、　適瓢人ロに悩む国　才ランダー

　　モして水との斗い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1勲姻
　A．ランタとL・it．ばまず思、いUS31t　4のが渉．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱k由f
ロ蜜営O多いこと，そ、．し’＝．新胡土借1昇のノこめ　　．＝’　．　、．

の干拓地（，Hr・グー）r犠物り．孤中．チニー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リソブなどてあろう。　　　　　　　　　　　　．♪

　駐饗の国を．へ＝卜密度の多い脚♂二なら・く．ると

つぎのようにな．モ・。　（ゆ甜年網）

　tラ　／タ’翌：rs人！kn1『　汽O’‘飛広2S｝人”km」

　ベルギーev3人．’km：　・rギ　リ　ス2D6人ノk＝，・■

　中国（台湾）248人thm＝」nドfア24人tUmi

　口　　本2哨4〃km圏

　3－P7パξ人口密肛のもっとも小さい国は，ノルウ

；L一・の10．7人ノkt］1：i．　ttつている，

　したがって，オラγダて’は農京の氏男坊以下の処理が

大tyrt間閥で，そのために斬恢土を開発する・Z・要が．ち

i。そしてここに移り住むには岐重な試験にバ7．しt‘け

ればなら．ttい．＝f・傷技術1．L一般の士木按術に対して鐸．十．

太コ＝学と除し学校では重墾な斜目の1つになって1・・る。

　オ「tソダの大半は高度0かり敬乗，最嵩箇駈でClllで

ある。北磁｝二のぞむ二8CGkロ1の長い海趾凍を高iI藍の言｝．毘

から守るr．τ．は堤防を即るしかない≡この海．岸奪恥二．此って

見ると，子fiLの頃聞いた，　EV，iの腕を壊弓止にして堤賜の

欠かいを防いだ勇敗吐少叩の．胸証Vt，：，しょし4’と啓し

出さ｝しみの㍗ある？また一力には，干拓によって人丁題

剰を解決しなけヒばならない催愈｝＝ある，モの距紘中世

以来節轟切りと千拓事漿がたえプ縫けらオ．して来ている。

モして蓼こ在干拓」也Fil露rhのF｝露．以Ltt占y）ている｝

　復尋IL，幾歳月にわたll大」二堀・の末二，長さ釣Xkm

の大堤1方によって，ノ・fデ’」醒な外海と分離し，そ‘’）ltH

展：ニアノ・ヒル湖を生みり1一武こと臨．二［”．；VJしずこ。、T．　n嗣は、

現此ほ満さんとぶをたたえ．’、二㍊よ湖て．．らワ・すで；ニー部

ぽ部ルノーと㌃つて㌔．．ξ．．tらに二のソく．画．培朔り511：VJt・、
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　ドでッと7ラソ7・にはさtれ，北晦4：．ndしt；3つLD小

さな平；05tff国、†ラγグ・・一ル・g一・ルtl　tγブルク・

‘図一1）：のR国は西rku；中心地1；当るという辿礎的

集1半にあって、日雀1．．ぱしば仙場とな嶺運命をもつ．ζい

たコ

　’tヲン．’J’S；：t・じめて仙Ψを瓦＃1．．t，・のはし5里年，そし

てITUL一死のはじibt＝はつぎつぎと諏外に概民地を閉い

て・のうング曇斎の花咲く且7、且rlヒ紀のvva＝町代を迎え

た・そetel，k・etの騨、内t．フ〃ス靴の距之
などを径て，m’sllr一かs．i2”＋の．VIL；客ち付いた．，嬬｝次
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うけP三E冠や改府；期　ロンドンにtJつてい鳥。まセ＿

方ぐは嬬2次大怖駄P，｝展洋に持っていたSJくのi餌

1，．iJLLを失なうという大trt：いたでを∴うt；つた．

　「㍉レ，ギ『t・：iE，t・’．王田として起めら．「1．ず・・nはISII∫1．

そして5｝1呪鮒じめr．tt’rフ幼の岬・在甑．eN

としてい6，両大戦てi．tylfigの優陥をうげ，夜局とし

ての憂hを県ていモ。

　ルク．ヒノプル，．：±U“i7日目太）’：fidとして左1硅を認’㌧ジ，

．…L　その｝都は1．／！名り臼1；mて．もぞ・吟心クeソプルワ．li「

匹ttt方ttmい三筋で脈ギ・．かつて闘凝隅1肋曹調

『C，、，っ．k　t．盤礎な弼窓として知ジ》．｝tていた。当er．sC，

鰍F触．’♂ても町凝ごかL．・二眠っている【写■一1｝

この国I」5「…ソ・リミて．／：をiL玉匡の侵婿をづと1十ている。

　・＝’11「t・咽1鴨、田1鴇．；二’t；”t，クス．フ．。．，7
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　．一舷に干拓のカ．法は，まず節め切i，匪所．を両恨1から堤

防で迫めて来．ぐ髄しばらくおくと．“央が蔵水により深

く嘱れて安定ずる。をの離分t：　tt．一ソアを沈1・’させて置

爪を止め昏此だちにこれ鵬土砂を㎎充して完4ヒ．に締め男

る。界沸の材料としては．木と「起をtgんだT・y｝．（ソノ

沈床）と土砂とを変互t．r．沈下させ，岐1如「粘土で授い，

こ．ILをしごチ，メアて訪疫1る，♂；なi・｝近ti深．∫20臨・6‘；tn

さでつバ〈涜択池帯で．ちって，この方法が脚耶‘1．乗石．な

」っ；している堤防着り瞭フ＝濠て．ある。そし■．，S．UE窪てそ「

iL以しのフゴ．FLは；tM：一hてしtJい，，

　．・・方過5：艦年，聞配アh粥也1：P・にオ」ける六ホ魯で，　　n

人の人倉を賓2間げ：のを英欲としC，政唐は繰木的な1同

土保全政鍬をたて，デルタ・γワンヒして行牝わ．ltるこ

のtUJiの穴縞．助縣りユ、喧が紘L’y｝ら、ttt：の工ある伺こ匡

に二って1’：潮：．D．1㌃険　　．∫，問ド’rに感P：jl河川’，），fi水tb．『

よって喫　VitStb：いを」、くす乙ことが’ぐき，±たYJ聖川の

ホ位慨下Lより干拓可姥の鄙ラ〉もぐきる二とになる。

　現在第1tl「L／窪点のHAHIN．；VLIETて．層二，尚口を

きおめ　ノ， る　y：　ソ，　ま　．．「’ 翔」；こ！．氏　　 1　k脚LL　 ：二iフt；　 る　婦i 匹多の ：！逼

巌卜防を設策し，ここに■．パ’■t．鞠＝11の1圏Cけた17迅を

逢．♪二し．こ．…∵’・；’・ライフs’ら．L．．トを’取り’．；’ニナる工．郎が行

bわ．tL’C㌧・る｝；方面∫｝の完岐吸，両呵の麟め窮与：〔：帯

　　　　　　　　　か1．1．’‘わ脅しる。この．「1｝：tt］PS7＃

　　　　　　　　　に；凝．t／“」ら紅，1〔）91．；11・ξ「起丁．疋
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　PC！t’．．1之図一2：二；ガ；す工㌔tt■
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一方己は珊らしい国圭を造り出†という承老のたt±tt

い一4・・が続：rら」tているのて．ある．，

　寝やばドイソ人岡岬，尉究好きである、，　　クv＿L

閲1’囁け』「”堤在＿1いくつかσ♪委tahhtltb孤てい

るq，．‘lt）、　画の下に，篇爽に四蜜1り匙i11面をL　て評

く．．二の目鳥1よ欧州内で］1．越した一人蹟で毎るという理

L’．nしすL隔

　5．　奴手と自転耳の同君なオランダ人

　Pt　の吸苓店『C一＝一ピーtt円みなからノーi．　i・S．Fi！し

tL」一と・オラアダベ廻1の外ぼうの　ヤヂさんが入ツ

　＝Hlld，，）・圏・：：k取った。およえ，二口＊J．か，おれはlil‘

　伯「L1臨．？紳Flr曽11りたこと4削る　hltrLド，はカ：

運だとゆ商∫二　皆ん．．．．舌一ホ　ご　L珊ぞしZ’innl，lkt

9’・）c『Pうて薦るρ．tst　L　tf’．　｝・．1可Ltだと　　　．　う

馬の「㍗1・・1じくらいrlゲ冒したらいくつメ・，；St（乞

〆・うt：い．「よ．｝t：’人■£　　＝な’）て　　㌔つ．tt，t｛tて

虞t，こ乳μのゆまで〆／を’IXしてく．tL
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　　　　ala．．一

軸
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　tiランダiユ，鱈理i裳塩力・らく

『〔nt：6　．．らぎりうまいもりが

な（、調にも，ち坐り二いものが

なビ。しかし耳ラング．といえば

だれしもジγのことを連想ナる

．であろう。そりと篇り，ジアの

本nltttライダであ7，才ラγ

ダでltジγといわず　ジ；ネヴ

ﾆい’｝gこ上しは7ラ7人　 P
　　　　　　　　ロ
’Js二ニグル（殴r）から来〔

いる，すなわち毅斑の順酵肢に

壮松の実を入れて醗ぜて閥酵さ

せ自ものを，蒸溜してつくつな

の　　　イヴ7の本物である。

これがイギリスに四つ’‘，製法

も少しかわって1：アドγ．ジン

となり，世界中に広｛つたので

遊る。ところでこららは列車の辱．翔が迫つ’乗る。気が

気でないりとうと興O分悶rこ13回ほど岨出してわかれ

～㍉政野人で司素に楽だことのある人は，ほとんど大の

親日駅r＿なっている”［本り⊥葉力と日本人の現切とが

罫れられたいと皆いっているg会ってしやくにさnる奴

tt口本のことを如らない奴である。

　†γラグη薦僧はbばうしく1と爾されている．，自動坦

調道蹟1ち十火に分割帯噛しつ資3竃隷のが争．・“し

かし二の凹のノ・にとって．なくて巳エノ薩ないも」渦よ臼箆

」！「r・もる。心胆準曝露五寸ほ自札、巾用の副虹がV6ず

つt　もいるのは二の国の特欣e凌》る。供道㊧駅にit■aら

．V 撃?十’ptff10if，t：あi｝，その巾｝二は素のhほもちろん＝

Stl－t’Jt：止t．：木1：　敦の14転ユ三が紬！r｝になつ℃主人

v■ @’t’やつ（L・る＝二　にアブL璃」〕転朔Σは，駅荊の

いわ：titt「41；こノ；ラ「Jと妃ぺりれ6r夕細　　よきン♪ど

’戸；．’働西金が自【＝叩にの’，’⊂帰ってサく、、そ．して1＝ni’t

I「のウンデゾー‡、才姐1妻↓　らζ．“（写瓦・一4、5，
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ζブフソとルO小翼小●1の凍⊃

　4．7レシネ式100tケー7ルを使用したPC戯道橘

　オランダの朕遭｝二はトンネルがほとんどない。し’．：が

って見せてもらう⊥一Pt自爲と磯ワようコ憂事だけになっ

てしまう。

　筆港h：†ワソダ田蹟本辻土木課の塙顔よ5ttmaStet：r

氏を防問したとき，ちょうど亮虞問uatJつた旙りように

Tw6Uo構がある。　二の纏りようは才ラγダ國鉄DEVEN・

TER付近にあり，従来わずかの盛十区問であった所に．

新道路が立体交差するもので，列車運転を休lk†ること

なくPC賎道慣を施工し、下路櫨で劇臨しかも達焼は

りとし9う濯湿なT事．eあっko

　目路ば腹腺で、列翠閥合は旺間30分，夜問卜．tlミ物列取

の運行状滋によっても直なるt”’，3－L巳晦日の叫合t：

とれる◎ここに新らしい果道橋を施工†ること［こなった

わけであるが．橘りようのけt　Ptを匝度に押えられたた

めに，談けにで庫工すれば槽生けt＝とせざるをえず．屈

曲上の理由でPCが採用されtc＝T二事費は

　PCの二三　　550，eOO　7　P一リソ（52，0GO｝F円）

　鉄けたの場舎正，100．αo⊃7・一リ7（脳、㎝千円）

である．

　tラソダeettn，ニニでUCけた．を山臥し．主trttにit

フレシネ式1COtケーブル，5k．版の縦横方向のプレAトレ

困一3　Twe1ユ。爾側颪N

図一．4　Twella禍断団国（」†た燭邸〉

菅　　原 操・

慶題コ

‘騨

写寓一G　オ，vメ田訣Tw61b　PC蘇道橘

幽門

臼毬■己 8睡摩過

　　園一5　’rwello樋施工m序（VdT！）

uaesgett一・

me（b11
顯一、　図一6　TweLloets工事些＝椴斯面；

λは巳2一φ7mmケ曽ブル．主けだ乃よぢれに抵賦させEt：

めの市葬〔のブ」’Xトレスはψ26珊艦n鋼俸を使用した。矯

りよ5Dスパン割は図一3のようで断．面は図→のよう

である臨こり膚りようの絡工順序は図一5．6によったり窪

ず維銘の両側の図・一5に示す位匿にケーツン〆を晩

下させte。　aのケーシ7グは外径2．9mの鉄筋コンクリ

ート・Jlイブで，内部を人力でtaLtくして自重で沈下さ

せる。深さ約Dmの所定の固いψ展まで到寓すると．下

師；はコンタ望一トを矯生して．7・・fアグとし，そ瓦

から鉄濾2ソクリートの禰脚を立．ヒる。

　この侮楽と同．晦に床版の鰯分を抜き楓ワでde1．S3mず

つコンクリートプロ7ク．を竃序する棚このとき各プロ．ン

クには濱方向に14本のケーヅル孔を出置し，宝ずl」木の

！2トφ71nmケーブルを飛して聚張†る。

　床版が全認組工されると，これtr　12一“7mmゲーブル

で縦縮めし，ついで所定り位置に両主けたを施幽する。ζ

のとき主けたはすでに石工された価獅上に来る、ついで

主けたの縦廓め｛12－4d±1：’nトラγの眠潤め（12つ7mm）

ttt’iないまた鉛直方向の．ノvハトレx（φ26mm）を与え

る6

　荷窟をすべて新画脚上1：移したのちに，通路部分の握

さくをはじめ，先に施工しksイブD不要齢分を取りニ

わすことになる（写蔦一6）

　tランダ隅映は，二のほかにpc鉄道陵2播を施工し

ており，本檎を露購したのち｝さらに数構ウようにつ

いてPCが隈用される二とttttつているゆ

　5．　ベルギー国鉄

　ベルギー国鉄で臨本醜段局の．deS課ftbehocn氏？濡

りよう披劇SDロ虻O氏，トソ亭ル技師F漣氏などの融話に

なり，i室造物の匪待管理の方法や改良工事現場などを見

せてもらつto

　ベルギー婦鉄審琵に入つ．く行くとまず限に人るのが，

xxドレ．X式の一対の＃：レペータでちる●これは口勒的

g：いくつかのかごが一定りi蝋度で一方絃卜tきに一■tt

下方tltr．進行するものである，もちうんかご｝＝は係はな

い．したがって利用者は．自分の工も　］tVかごが近ず

いてPtt　一一き飛びのり，希盟の障を通過するときに飛び

おりるわけである．少しよう危険でち為が，待つ必要が

ftいので気厘かなだれかに向いていると思う目

　さてP坦脹行での筆者の皿いは，建造拘の瞳全度の給

漸方tt…を各鰯でどうやつ’ているり・を卸ること’eあった

が，これが墨草化されている国ぱないようである，鉄け

たのゑについて隠守限慶を決めている園は多く，べS」f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一一t

i，封t
武昌1

　轟’．．

　　　　　　　　　　　　　　　｛　‘　．　鴫
　　　　　　　　　サ　　　ロ

ー，　．．噂．．，．噸～
　　写寓一・『

　　　　　　　を月いて斬獅台の施工中｝

閉」ザ

h’． T冒

s監，Ro頓b楕佳闘広張二事（帳，，k

．田圃　聯工槻七四ζ淋挫湖　士＊磯）

（tso｝

z
a
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　　　写翼一8　W；tet；co古戦場に立つライt
　　　　　　　　ソわ碕とベルギFの舐野

一国鉄では，建設のとき標準括荷重に対し12COkgdCm9の

許容応力’e蟹俘された鉄けたFt，保守眼度として，窒荷

ヨしに対してL脚kHκ」n「をとっている点直itlし変わって

いた．　（池の国｝ヱもう少し！い鮫守阪度をとっている）

　Sorte氏の案肖で楓りよう故良工事を4箇所見せて貰

ったが，列車弦が多いので，列耶間舎を利用して安全確

実聖乙漉Tする方法に努力がltらわit’ていtt。写翼一7は

St　Rりd幽磯で印現客．磯eよう1－Lス’1γ3dnnである¢を，

河刈改1｝に伴って■．t！ソ50mに拡巾するもコ）で，購台

裏に仮けたを設け，新謡台を範工中であった一列車釦錯

は4nkm！hに撚し．緑賂上の材糾運鼠をさけ，コアクリ

ートも一戯に／ラントを股け，φMcmの’eイブによワ，

EMTP．甑を湘いて運搬していたe二のパイプ律隅角離2

箇所を有し，全長灼IQOmである・

　1’iとんど平地で飛樹に運河のSt．しつているベルギーの

ことであるn「亀＝の趣の工事ht一“多くある。しかし全

面積は九州よりやや小1∫いくらいの岡であるので，乍後

半目で，肥沃な耶原，美しい疎の問をねってドライ・7す

るうちに，　喧師り噛ワよう工事を見ることカしできた●

　ratSWitCtleゆの古戦場を通ウ往肯を隠んだが，そこは

今に三りたく平穏な田園で高さのmぽかりか丘り上に1

ライオンの記4≧燥が一つ淋しく立つばかウー乎あった●く犀

翼一8）

　6，　フレーム・クリーニンヴ（・Kt7U祈掃）

　UtllLの囚鉄で，段けなカケンγにフレーム・タリー・ニ

ソノ’ �A尉している‘二ろは少なく，使用しなち　t巾と

して． 7レ門ム，タリー；ソ7’ vt．ftb男…イ’　分なことを第

　．あげている、．ぺ勘で　旧Sk；t二の万法を常弼してい

るほとんどfiE・の訟遵である，

　所曵亟二の歌け’　糞一般にやγ卜’・ノラノゆによる萌

題か6なわれるカ㌔．砲ワf5えのときはフレーム・クリー

ニソ〆をVらず用いている．fiith，の局合でJSISτノこき

くて，サンド’ブラストの画胆か困駈な場含にi工7レー

ム・クリーニングbt許される；

　鉦暫はABR工場というe駐昇k工境を見学したが「ら

C4Dl＞
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写真一9　ベルギーABR工場に｝霧ける鉄け
たのフレ’あ・　ケリ「．昌ソグ

“
尽
励

／
は齢

¢眉

p
囎
z
o

召

図一7　フレ．一ムクリ　　　図．．8

　　　　一！グ川・kn

嫉
よ5どフレーム・クリーニソ〆にしるゲレソカ冨行なhk

ていた，火口ば三一Tのようtもりで［tlaはlkmのて，

のと20emのものとを用いていた。

　駿索ア七チレソ混合物のri…川量はそ’しそれlf“M’hお

よび40colihで．臣力は3～3．5kyie：i，Tである。唄出孔臨

針穴狸a－Pi＝【Htt3mmである。二の火口を図一aのよ

うに、烙が候函とヂκp刃3駅の角度をなすように当て．．

対応崩の先端がよつやく鉄面に墨する紐度の距蟹を保

って．ltb2cmiSCcの沈唾で移勅　　．る・　（写罵一9）

　したb乙つ’ζ，　このフレPム・タリー‘．ングでは古峨襖

を切り除くことが主般で，黒底を野咲にとることはでき

ttい7また鹸板のj（さが？mm以上のとき7レF．ム・ク

1）一＝ソグがE）’庇である。

　7．ベルギー国鉄のトンネル改良工寳

　翌9はトγネル技師FinnftreとBRUXELしESから約【

X“rfi’rりuEGビに渦かけ，3箇所のトγネル改良配転を

尾曝した9いずれもUEGE－VERVIERS問の電化のた

めの断面拡大工事である．燕醜鼠区間は尺ム上4800

mm『？、樋化されると5潔GK）mmが必要となるの1C，1日蟹

工（煙za4G～Skbn）をとりニわし厚30cmのコンクリー

ト・ブu7クによウ趣き蔚す工別て’ある棚

　歯騒区間であるが．工事のkめ．単絵運転を行ない，L

襟を灼1叩中央に陳って他の線ほ一時撒幻し．撤却した

あと西＝．ltGOcmゲーずのトロ繰を引㌧・ている。；lfllD．旭

t／・！；1の高さ1．’閥り鮒mずつステー弔ソグ上にレーA．を世置

1．．11：Ztftの7一十・．itア1．ルナ「011二ξ｝動でtるよ5

に｝．．tlftり、5れζいr．　（写貰　10）

　こし　　Fnば，亙飛帳約Too』嵐｛｝している．が，とウ

Cbした耀瓦山辺を見るとほとんど健診であ弓，当曄つ

　　　写真一m　ペルギP国鉄トンネル改良工事
　　　　　　　　（移押脚ソレル慈用）

昌塘モルタルであるから，し　目循｛1篇8服

つくい程度のものであるにも

ノr・かわらず．そうと，の丁度

を有してい仁。煽水がないの

て’煤厘だけでは冒即のふしょ

く：t．あまり態こらないことが

よくわかる。嶺き直しの際紋

箇腓櫛水の争，跳fは浸工‘長

面にアスフ・’ルト，0．1冊m

厚．ルミ版，さらに7ス7r

ん1いう売ら防．水掴を施工し

ていた。

ロう
161軍　2司「属

（反54鰍6c・）

図・9　ト’■・t・ル

　　　　改漿用．T

　　　　γ9　堕一

　　　　トブ9v
　　　　ク

　覆丁．に2γクリート7．Pックを用いt：のtt工刃」．を眈や

めるためて’ブπソクとしては図一9のような甑わったも

りを用いていた．，

　卜！ネル断面の測定tt．は，同時P綴ヰ点を測定できる醜

微弐（スケール犬）のもハが．用し・ら．tL（写X一11）また．

2イラン武のものも．耶いられていたが，わが国で検尉さ

れているような光学的OもOはまだ他用されていなかっ

た。　　　　　　　　　　　　　　（この環終り）

写耳一11　ベルギー国鉄　トノネ・r臨

　　　　　出田定車（阪賊式｝

C・：D2）
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ヨ　一　1コ口ッ．ノマ．遊学言己（5＞

一スペイン・．ボルト河ル・一

1．駄淵の中のアジア

　バリD；i「一スヲリ7ツ駅から広1舜たる1宥仏t沃野

J［弓，　急行で1闘悶，　ジ1到ζtj乙南の国画迂駅セノレーく一’レをr血

｝邑するころ1＝なると，次塘に断岸が1亀f＝四ってく5。二

　2乗闘）換えてスベf．『入ると．平心二はふたたびひら

けるが、そ：こにに．いま｝．く”）欧州とまったく異なった

訊眠りく贋『する　fiそれは満々と水をlt：t，：えたドの原．eあ

り，また小さく区切うれた野菓畑で．ある，（antr1）

　7ワアλかFJス・1イγにλる粥3のルートは．北の国

螺イル！を屈過する’ンー1・である。スペイγ国鉄の軌

問＋tltiliSmtU’C’あるので，フつ！凶から来る漂幣ゲ．一ジ

のi・庫は，．画境のどの部分からでもそηま主λる‘とが

でぎない。†べての鼻k客は固S’4駅で寮り換えなければな

らない。

　イルアから年占5甲ドリ．ソゼに珂る640kmり．q㌦は，有

名な閥sutl；m　Targv（芝川一1）が．萢つ〔㌧・るコ長さ約5

r＝u）thPti！昭顎下で，寧．両のつぎHり位置に軍．融があ

XJO　Ptp’」4凱リク7イ＝ソゲ・．ソートで、すdb，．いが，

平均巫唖は75km！liくらい．広軌　n，r：：txビードが小

　し・・　7・ベイ！ぐ一喧’y］」嘔‘二，　こゆTaT9・⊃り；糞力㌦2、

3のデ｛一ゼ・艦’・つ一だけてあとはハビードn：c．つとお

t，，【等中＝．も木Uりがたくさんあるg二のTa：soでfl

六

尋

　輪戚鳥
託
　8唱ls

　’t

．耀
踏

、
〆

u　tt’

図一1　落ペイ／・．Hルtガn・

溜
”t

菅　　原 操●

幽
、
．L閣

議
㍑
“

k

’

写真一1　ぞ・ペイン国鹸自幌n列“Tatgo

くと，昆皮ナかぎりゆるい起伏の岩山．モの岩山を仕切

っているみすぼらしい剛り石債みの塀P空の＃さ．はξか

山の上rこ円嗜で履られた蚊盤に囲まれた中世夙の国i市，

LH・北欧に見られ復かつた弘景であるnさ；pt＝足をのば

1．てスベイγ・卍　トガル国墳をこえるころになるとr

一覧の水田が眼目二号磁L，故国に帰りついたかの鴛覚

を感ずるelワシソトア・アーブ　ソグD「7ル．・・γ一■VI

の序Xに幽かれた「ピ’ネpv）191衷7）ドである」の一

句がはたと胸な打「汲つである；

　フランス乃拘唖高で麻嚇した経済感覚が．ここてやっ

とよヌへ．郎是」つて乗るほだの拘のIM」1，そして旅行者，と

くに「．1再入蟹二．対ずる才べての人の炉．切5。スペtγ・ポ

ルトガルではジロジ国見られるけ．1しど1rその眼つきに‘

はあ’．：たかいもDかtS］±’c量しる。

辱国画班斌陰．事　　　下磯董ξ

　2．スペイン国鉄の友陵

　ス・：イソ図鹸覧俵施設門艶7）」，lnnesscの説明を）けP

王任技函のHncAr氏と肢藩のEscndc！p　ncがJkreの茶内

．をしてくれt：”　t’1■一，実に1脳費局に所属するAつ

の工場があり．嫡りよう、謳路材t・Fの描構など　行なつ．

ており．工場膨嗣のほか，現房　出かけて，舞1）ようの

．弾け韓■9悦｝レ甫なビも行なってい’ご，一れが建造物

雛待笥理の組彫＝の下色をなしでいる。筆者の見学した

Vilt“tet　le幽境では、3？O人の致員により，．これらの業

路を行なっており，榊内己ぱ災L鰭け此や，1・ヲス揺ほど

警 し
、

”塙瀞

驚

－
．

　　　　　　　　　　．掃♂．混

　　　　写真一2　スペイ　国欧つVL十laverde

もありそうな手廷慶なども保管聲蛇されていたn　（写翼

＿2〕この［場は七野りょうり倹査叢務レ裏行なつ’ζいないの

で均ドイ’鉄道の協り．ヒう区r二田当するものと考えられ

る仰

　LDFSの夜iヤで北スペイン．のトγわしおよび韻、叩よう

の工事堤購を見に哲くことになり．マfり’rドからPU

EBLA竃ではスベ　　国鉄の精別1巨がllt傑出　し．＄円

の2人と，老にり炉」さんと4人でtH発しt，この特別

車‡，個室のべ　　’，シtワー，ム議室．炊事場つぎで

わが一笥寝台Aより大分立眼であb。「君遠は出張のとき

．いつもこ＃u二乗るか＝と聞くとrいや．今Flは透い日本

から客人が火た硫｝で，局良がと（に手配してくれにつ

だjとの二と。hkこし、t・F理が次つぎと出てくるの1：；t参

った9褐手のZ却幽体重ltJ，kgあり七うな人建、平気で

平げている。こちらもま躍ずにがんげつ’二。

　3，　スペイン国舷のトンネル改頴工；．

　aドゆソ　．朝ついて，日中は1日説晦を聞き，夜は

この朔．艇に乗ったので，匠1、て翌朝ウ㎡個宝でぐつす4

　　　’．瓢

　　　　　　即瓦り∴．巳伽㍗畳lr順
　　　　　　E「，：ユ＝漕景「・りむ．塑1

（E，fiG）

　．lt：nて．，吐碍1」ヘ

ン聾

図一2　Ptdrnlf，」｝　　も肛旧

．酔

2S

Utt　o朝ミ9きて見6と，石炭岩の白じ．うとし・たllio申．C一

ある、夜中のうちt：．この窄〔だけ切はなし．ttfいてくれ

たもりである9．｝・一クカーウ1待っていでこれに資卑し・．

3画．所のトン．ネル改桑工塩を見る。

　スペインの国は≦と伶が高さ700hiばる・りり＋t山．、こ

れに小さい起｛t：ある。糧路は． ^高の高い所を哩ること

㌃二な，，　トン不’レリ敷Lエ多し・ヵ：，艮±とtb，：‘ny　しま一股i二

小さい。そしてかぶりが山員のn悟以下りト　　A一［tt｛i

懐する．ことがときどきあるという．

　Ped皿」bO　トγ亭’レトよ江長．LsGhしで，　坑．日「rtj「T30生n区1唱ヨ

か前兆なく崩壊した91t颪は花尚岩で顛理が多く．マ．f

力片を多く含んでいた．．上に豆ると直．．遠臣mi嬢ぎ’mほ

どの孔があいていたり

　復旧方決は，まず崩れた都分にr．E入を行　い，脱「ヒす

ると，ついでこれを切りひろげ、さらr＿慌入・．，U）htm：t’

る。最憧に綱製七ソトルと木後支夙工をlm腿周，梗工し

ておさiて．Uいて地山に注入tる、　Lヒ入：t，セ’ント・ル

クまklk一ルタルで，カ‘7、＋t一を珊いで2k8！e“Ft．

くらいの臣力で行なつ〔い”。（図一2泥最優に旧断面よ

り大きく盈工を掩工する．

　スベイソでは，トンネルりTsT＝’L－75ルトを’用い

るのがはやりである。ル』ヴH｛’叶をamくらい｝　打ち

込んt77t一とし，こ2しに金網を張って厚さ・SCtllくら

いi二吹きf・Ptる。　M．S．15ninLの砂利を含む＝ンクリn

ト1》吹きけけである。混合物はノズルまで聖縛りt来て．

モニで水力’ラx系り急葡剤を含む水と混ftさ，＝．nJ／lf，tC

られる＝㎡ルトの敗li1．5m乳に1．Nくらいで、1｛km～30

cm目のリスC64mm）を二1tに取り仙ナる。’1．一フ・1｛

ルHば2毬あり地山h：閥いときは肱大ア　　t　敦かい

ときは夙充箸ルタル式「二よつているμ（図・・．3）

　4．スペインの旅

　トンネル工事見＃を終って，つぎの筒りよう現場乾

で，鞭用車で高原の遣を砥々5DOk1”のドライブとな　4P

途中，頚にものをのせ，・’＝に樵剰曙なっていら蝿人

口瓦P▼ト民
τ毎1．層紬．闘。

　
か
‘

【
帽
4

，
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内
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図一5　x・ペイノ国鉄でffl」で使用しているルーフボルト
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　写真一｝　絵筋，ンクリート喬rこ改田中oNeln槻

を．多く見かけるり円転人は皆黒斐天である。道躍で9戒

しているドまわりさん，産営の着路＿談の工手たちが印

われわP）薫t：／”して直立不動，挙手の敬礼をする。在

轟時代，膚州国軍の歌r」をうけたときの二とを思い出

す“｝ンれわれの耳にはSE［tVIC［O　OFMCI《L（公用）

のλ字かかかれているのt’ある．途中ORE：’SEの醇で

昼食をとマ　南てXkQ，の那PERCEBEである。（図一

4）戸／：trffの毛がにO足かと思ったが．綬がなくぶ

よがよしている。．「れが辿さ「訴海底＝つ岩｝．こくつ．ついてい

ると説噌きれても，勒物か嘔特かもわからない。光靖の

玉欲固い毅であるa目元から広小、　・技まで生え亡い

る。　同　優の岡堆動物とい：ことt）tわかり，おそるお

．そる＋’むいC代田の肉にう・ぶ，つくと燦あしてなかな

がつ圭・・。そのうちにこれμやみ’．；き1．二　』つた。吹州

でiエ、　7予ンスrPh・tcつむ』りとf　llカエル、一i．に．二の

PE尺。互EE　こOJ　3つ・）tHwt：翻i；Tはしつとも芒氏閉）よう

に　Nた。

　5　スペイン医鉄の橋りよう改良工瑠

　曲Lは‘kに入ってCORO爵Aに到蒋、ここで一泊．翌朝

cnRON　の感て二SCtのPC舳（ケレーv船♪t：llたり

ち，lst　」中をとばしてNcdo機の現1島に行く〇

　二　卵⊥）：t，L’9スパン’．；Gmt・iア　’，・一グ4M

が架かって、たが，梅岸の，　ti．C・し．よく甚だしく，蓬t．筋

コン「 Dフリー11．、に故桑中である。（写真一3’a，ン中央

i・『．二｝一．掃ツク・r一γアをb．1：して橋貼を財上り，

趨
骸
．

鰍
．．

．
鼠
．

鰍
〆
／
．
、

ケ
迄F

〆

〈5ss）

図一・4　PERCE［．ちEのし〈

その脚二etkにit・nv’」ンクリートけたを拒工して凋電を

s．Ltかえ．　果鋭けたを激却する。斬けたは，2ヨ三けtL

紫翫武パラス9t　7ロr・タイプである。壱来隔し1は新トナ

ttりかかる位殴だけあっかしめUj突しでL．・る。ホ傑は

4mで流れは少なく，地質ば貝毅重じりの砂傑，　i匡弔

均，U11．’9度it】beIrxrnであっk。

　欧州では聞τ式の瞬　．こうが畢守上耶只音であること

には亭く気けいて、小さし・ガーダばコソク1一トで笹

き．大ぎい．フスはこのよウに厳筋コ7vU．．ト、PC

の，」・ラブけきv）有道隆の儲りエうに改醒している。も

ちろん新設礪りようtt・やむを色ない限り．ほとんど床師

付き有置床式である。

　証彩は簡りようおよ［SVL遵昂極上，バラスト・77ア

が．必要な．二とをかねて曲調してい　ht，心血での，この

ような橘ウようユ＝事や、窺成した構りようを見るi二及び

また．各田の」巨当者から　見を聞いて建造物深守7）要畔iよ

ここにあるとの悪■を早くしたのである。

　6．　ポルトガルの臓

　車中から悪窪れる淘々と水をたた丸た租田，〆スゲ7

トや水がめを頭1二のせた旧訓．ポルトガルに入ったら鴨

群を族したときのことを思いdiLt，リスポ7駅前に迅

て†γ・ゐ一ジ岐からバノラrr曳景を薬しむ9この成

ばL4世紀r＝出来た西方への碧で　賦内に星PlCOと祢†

る白ク〆ヒタカ、たく　ん＝＋「｛しlr．　「なr．’．1＝いる．．石藏、

F．些、古㌧・大「詞の叢ん～粛ノしのfirsど，　FX，Hの蟻とPtt2つ

て，口成り古憾を思わせる心（写翼一4｝ll症の興昆酉を

あるくと，曲，｛ねった石但・蝉　　現1ミの六邸夕Eltft

えないう1，しh・し市の1」」心解に、ナカニに　．1の西」）玄

妙ロたる・二a　轟．い＄atるもi）　　る，

　1LI5牙ト．＝r9ボソタたって1田オデ　トについ’＝。

二の列．t「t　t・：・t’L）．サル最高の：tthe　tSSL±i！hで心る。

人であるがp自らハvドルをとり遡中臼宅に案内してく

才．，た。地上1陛であるが，地下2陶．獅室という大きな

憲に5入討）お．填さんと．女．中とのfi人く’らし，旭下1．二は専

用の暗室まである。童わりり人達り．風体を見るにつけ貧

豊の差りはげしい国であると漁じさ悲られる．

　ここで2り年を糧だ古めかしい順がら出された、不場の

爺一．トワイ！を．ゴちそうに左つた．と■ろでポートソィ

ンとは何かといウと，これ｝：：±2つの不可欠の条侮・があ

る。その三つはこの隠の北㍊の，ドロウ⊥地て採れたぶ

どらで，｛こて造られたワインてあるしと、もう1つは

そつぶどう酒を樽につめて，ト’ウ冒O急簾を河L．1り才fi

ルト港に逗」、そ．二で婿整されたのち、この港から鮪出

さh．たものでtJることである．（園圃一5）この2つの氏

件を漸えなL・ものはポートワインとt一クしてはならな

いということにたっているそうであみe

　さてそこでPC工都の見学となったbt，このmはまだ

PC工事の色SUht浅く，4～5本のプレキャストの主け

た．を頑次舛弼に架設し，これらを横締めして行く単雛け

た解愚のv）ようがfiOtaくらい歳工されたつみで洪道構

に：tt　麹用さhていないようであっt。けたの支承と

してlt，各竃けたV：E下に鉛の円板を敷き，他の部分に

は凪r材として］ルク糎を用いてL・♂二∩コルクはぶどう

酒とと』i＝，ニハ　の荷産で．．bる。淑．・レyガルtこn深

得間が多く，．こO選ではでしろ大一間アーチの工事の阯

験が5いようて．義つた、．

e7

　7．ポルトガルのPC工事

　オ　　・レト信あるPtくECOMATE　ttでt〔「艮¢Rego氏

に会い　pc．L巾の｝MJP，を允せて弘らう。．ヒ5とうmE

唾・

写耳一ヤ4　ボrvトガルの古域

；

　　　　　蜘嵯メt彰
　　　　　　　　　　　　　謎　　ut．

　　写真一5　魂ルトガルリドウP河にかかる　D．M孤e

　　　　　　映凹凹（スパvlSOm）斜面はあど，煩

　才．デルトでの見掌を報・つて，ス4イ！経由髄フラγス

方面行きの列京に乗ろ。ポルトガル国鉄の旅客係は少し

変わっていて，私股指定席係とでもいうべきか1caffの

入口に頑張っていて，衆ろうとするお＃ttむりやりza意

まt’案内してくれるe席のよしあしに応じたフーワプをと

らh石二とはもちろんである6向いの席は20歳前置りお

嬢さん，黒鍵に黒眼等．6等身の願人でちよつと日本人

と見分けt：つかない。しかし箭かいうぶ毛に覆われてい

ると．ころbt，やはり欧州人であること々肝明していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（この項終り〉

（カ71．に情酪的亀ゲラナグのM脅卜う．

　　　　　　　　　四手高綾生しり一’tル七」「学にて｝

（5刃）

≡ヨ　一　ロ　　ッ　ノhe遊学言己　（6＞

一イタIJ　＝・オーストリー・スイス（上）

　1．　イタ｝，一の旅笛‘図一1）

　r一口．ンパを寿芝行して，　ど二〇t－tS2　ゐ・つノニか　 潟

か匹れぽ，躊略なく「そlt十t”一マて．ず［と　みる

　豊かだ舞光と呵7い青記の下‘．＝ひろかる芸術と堤史り

国．据…いパリの生t”．恢竺の天気・二蝿ざ．ノ、びとの夏r予的

な瑳か　が疾しくなったたき，らよっと通りかかるイ・F

ナーのどんな出船街でも，われわ．邑日．仁人は峻かく漣え

　　　　　　　　　　　　　　　　　られ，‘仁のばりと
　　　　　　　　　　　　x
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　図・．1　イ，り一；．zイλ・

　　　　　t一スtり一

鶏IL．．L二ときにに〔写真一1）駅を出るたり一教人の着し・男

女．のグループに囲まれた弓例寧かや話しかけて来て目オご

q）こと舵聞手たがJUn　h・つ．ζσ♪ノ「隔て．、漉慢まて．症台軍

も・桐5F、闘ったロ乱人，そ；．て制しように人を食曽・　髪

。．zaLつ邑の’二んとなく‘堤通つ’　1ぢへに．カ・．「．．らn・1コ口

nJ　I！敬wをもrフ・う［：当然で＝らろう。P部脱先生η式で

ラ”メソを’f，’t　；とをド1FIにし冒くいる按薪Mしいた日

・齢二，慣

した心の潤し・t’与

えられるだるf’9

　田境の駅で乗り

込んで豪る負聞点

マ卑’ξヒが．「口木メ．

てしすね」といって．

につ．二1♪笑つ．ぐ憐

1して行く。．巻A

に・Fteひかhた幼

な＝h「ジt司ミ．㌻」

を如’）ている．

　底の播ペニスを

写翼．一1　ベニスの｛　ゴンドラD果」｝場

　
　
　
　
　
　
　
　
∠

等
」’一il’一r4

ト

羅
，　　　東　　事：tJ⊥＊隅究誰

　　i’」）

写真．3　t’J　i．ピvク村の齢水塔

th

申

　噸　　　』　　’　　　　　　　u’

　　　　　　写夏一2　TOr　di　Ql±inte属

　Z昌1±nリムピック説嫡つ見学　モンソラ■トンネル

工事の見学，イタリr国鉄り坊閉など，面合呂同イt■V

一に行った。揖一一回目・r－tをたずhたときに．有lttt

ト〆．γイの噴水に買幣を1無テ入れた。，；，するレ』耳びロ

ー『 宴許Kれることがごぎるそう．トモ。．？t二Lτ嚇賄，

また7一マ匹蹄ってイクV　．謳rを見掌す■二とがでぎ

た，明餌　蛇爵」）あOイ〆・一国映の肢師声らのハを思

い出すたびにF今．喫n．ロ．7・堪行く画会があ．れは認ず

≡軍一マへと思う。

　しかし一方．イクジーぐ1．t，同じ道をパy・で．行っても

妻｝金々三ちみ1う。　SA綱たタクシー運転．丁や．　チップを強要

一る徽港の四二顎などがいる．、訳の疏面n：tr」ヒ「にはtt．ン．

パライ鮮讐蹴1．．てい7，断路の果勿指ワなども平気魑h

銭をごまA吋。1．fri　ヲのとこ1｝を3伽D　　，札し．呂

＝＝ないOX屡rる．と平S，と’　．1eX）リラに換丸’で、t

ず”かつて此大一町つしつ　杖えら．ttt：イ7リP王口，

域隆はや‘灼　等罰「；な，トつて1．tつ．㌧のか9．ヒ1こか

くうカしうカ・とt、，f了できなヒTマ5裏ある。

　2．　ローマ・才リムビ・7ク設櫓

　1㎜年の†”ムピ・vクはr］一マ．．で盛会てb’）r！こと＝よ

周知のitおりてnる．　a一マ1二着いf，すく’1二PCハ権

師BASSINO氏に案内してもらう。

　窪ずロー÷9牽．ムビ．ノクヲ飾3‘二ゐ・t・るTり【diqJll圏t）

橋を見る顎写耳．．2）この嬬リkうはλバソ．Jlm＋1±Om

14！i・・診3径911匡綻で．bる。巾員t±k1114tnて1レ央に

．7．5m－n　　唾篇　（．口電）　跨i．らり．r　irl｛Ptt＿＝lll　lm・J｝．11F：／V，

およ「メ11　mの払．葛を有している。

　■一コ・パて十tp｛；’，’一〆所よL武　こ大山二t．・ほ．

t：向にあり，フ・シ械でい2－vanより即γ一ゾル

カ恥er一にじめていet・，　・のT・fdlQ’・1“toM｝t

こりゲーカeML・tkエl　t　vnCCt）ものである・

　近代的アパ　　か歳出果て㌧る＋り　．γク逃手村は

鵬賄・，・とltて一ms・th者k14suされているが

．、に二野を雌妬継恥と？びt・t’ザインh‘tfi

un’t：、（写真r3）
ilecL．ンt－e．t・nh．　fitgわれkパrのノ．一ルを見

た。．mfimari：一．・筆おきに’・うの花LMi二’つtいて・これ

が臥鵬た水LM和して凱い・：ktプールでV－
PteL’CEt，．いF．O’・n：．ブー．’・・踊ず磁劉中の

］6，

　b駐）

m．t；ce．ttiれて、うれ層つr・・（写貰一4）

　　？、XSSEC］c．：ATA・nEし。1＾e・x・lidE（躰人の敏

　　　wう．；o・t5t・ていたのは・イ列一畝砿

。＿v覗．trt｛て獅で想・…そし．て・ntv
，cイゼ、遺跡を轟毎」Lt＝，、こ馨liし二約二50U年前につくbht：

が、．U・nt，・r．スヴ・秋山曝晃i・・ご灘ってし

tい，め脚年orから暴】紬に発薗が1まじめられ・毘在

！J3が硬元さ祉ていi・。

儲煙鵬して一慨立つ・Y・Aブitoeett－t「
わ・”／．く（写X－5）P一・eす，へらされ煩㎜年苅の石

門のnraYP，6に’・け彫痂・’・二とは・畑で悩熱

そうtあろうが，コーr．・・lt・mtzaと・・うしのiS・則

するのnlあt；：）t一　i＿であると．ttう考えにたっているとし’

伽　　1
　　　　i

　幽

拶’

訟

写真．一5　f　’1〆り矧ぎよとヴ」7・’ソ「i山

董

う二と’C’るる。

あ抽にt，：剛末な迅『獅装がしみしみと匿い｝跡れ

たe

3．　イ9リー国鉄の改良工事

　戸＿マからイタリー田鉄黛設局の岐師FERRE’rrl氏

と”」．t、1・Utるn－一・1・’・の殖一・般卿耐・ほとん

ど一曲5人、2WSi5．Kh；け・P・γパ『トになってい

る。寝台箪は同じく「ソパートで・　L≒弼工1人・2人・

お：び4人，20Ft6人Dかい認賦㌔　4Dある極
の屯と同傑であるが，径台にカーアソがないので・葉人

とM・・、ki・、・tt・，すると．せっh・く寝台をと’・て楓に

な7欝灘搬。脚。。鰯鮒
aJ：eずl　rmの・ソ’・一トで1MSOリヲ碩し．eラ

ig　ti　t　CUt2が，6MtDzaMt：－－2A，tの（”Pつく1）S

めた．9trt．ttと臥なく目脱のILvaemの鰹

ゼノウ． A「eあ歴e

ア／1）．t．大込の発見者＝・γノス鱗地である。ここ

で管理商の工事課長，保線区長さんの案内で・竹－Fの矯

りよう改良工4を見芋した．（写真一．6）e解ss～

　　ツロ．．3。m．ラ4XG．22・nfJアーチ灘脚鵬連

lt．L－tS’1・．流心上i：x’・？22mになっている・・イ列

一t’1±．このくらいのス’・・では翫力二らの㍗チ圃棚

（637）
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一f

恋。ようであっtt。支保工は十E・tイブ製である。

　この膚りようの燐には入パン！Omのトプス2連

が．本腺を跨ぐ工事を鷹工し．ていた。イタリ・一国

鹸にはt5の管琿局に1箇所．γつの矯りよう区があ

り．鰯橋の検壷．保守の責任をもつている∂こり

楯りよう区it樋げt5の修樽や，現協での招岳取り

轡え工凋【などにも応じそいる◎

　置一a7’「の．各鉄湛は．橋りょうにつL・て鮭別

の組紬をもうている所が多く，前号’ぐ超介したX

ペインのよう．に．橘ワよう工事を掲当する機開を

もつ’Cいるものと，スイス・イヌリーのように．．

鍋りようについての検．査・保守の£責任を持って

いるものとh；ある，

　4．　Icos工i去

　イタリーの北部ミラノd）聞は髄この国最穴のオ．

ペラの股匡・スカり座でも有名であるが，篭暫ら

の卿味り中心はICOS工thiZよる地下鍛の建敦

工事であった。

　：COS工法は．昭和21，5年国イタリーに

おいてはじめられkXthで，　i・レγチ捌さくの際

に印トレγチ内に常時ベントナイトな含む水（Mid

IViter）t満た†ことにより，据きく面の鵬慶を防

ぎ脚特別の支保⊥tしで間さくでき乙こと訴持訊

○

．
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fO　D ～概面

’eある。トレγチ旧きくの准行に岸って，Msd　Wnter

をhrite　て行く方嵌と．Med　Waヒerを・．幣fl・冠させて，

醗僅紀一足に傑って斤く方工とがあり，饗た惚さくのた

め1ニガ7トを用いる77寅と，tクシ‘γ・綱ンプを晴い

る方怯などがある。サクシ．．！・帯γゾを用いる方　ま，

1CC）Sの牙派であるがボICO5占と』とは遍しでいな．。

　lCO5工法によ1，目下洪を題片するには図一2」）順

吊；よる◎

　　フノの地．r，tkit．筆者らが訪れた昭和3引凱月末己

は．ちょうど1号巌ISktVのうち10kmゆ竃完成したと二る

であった。

　市tk±しの浬物から5Ccmくういしか離れていない所を．

　　　ユ　ロ　　　　ドロ　　　　　　　　　　　　　　
　　　・図　　 泣＿　　琴卿一一一　一
　　　　　　　　　　　　一剛‘｝一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　1　　　　＿・塾

　　　o　o，

1鰍1聾1
　　　　　　　　　　　　翻

弄一2　 ≡ヲノ吐ド餓紀工鰹（1COS工法｝

この工法で掘さくずるので（写瓦一7）　建街　洗下に

ついての心配がもったが、写翼一8のよ，な大がか．りな

偉物試験をiゴなってそO彫響をerh・OPた．すなわち，曝

さく位置と荷重声とr）はなれがrrmとなるよ5に　ト

ラスと，トラスの晦端に覗けたジ1・V瀞とによって置面

L．荷重の大きさを変えて．伊盈占の置目一しτ㍗を副定し

ていt’t”

　火瞭庭T箇所ぐも陽物のウ下はまったく見られないと

いっていたe

　　　　　　　　　　　　　　　（・＝の項りAく｝

カ・IOし’ナの鱗一健雌51師　，　tiA高aM．㎞．　nt，　a

　　　さ5S・eSin・■G書わりて鍮贈に亀1罰仙躍してレ・るが，庄　嶺

　　　t：JV障よ，訪止駅がとらd」ていろ，

一aL／4・　．，

　　　　．tt一一

飛　・，

’

　　　　　　　　　　　　　　　帽　L

写寓一1　1CO3エ薩による1ラ！地下鉄工塔 写真一巳　ICOS工法に対．ナる鍵悔沈下fAk

（6蛤）

ia
一L，

ヨ　　一　　ロ　　ッ　　ノ呼～．遊．学　言己「（7）．

　5　モンブラン・トンネル工事

　　ラノでICOS工法によろ地．ド銑建読↓郭デL回し

たbと，1団を堆頃ミヲ！を国国10で出．15し，ナニモがれり

北でタリーの浜田をぴ鳶走りに走って，20rllr頃7ルマー

．、＝薪L・た。　（園一1）　ここ：L脅！ソラγ，卜γ　ル工

事の・rワリー）EltLe）†触てちる，輩ごOIトン．　拙、さく

班　上‘丘技師LAN八丁1氏り椴「討てトソネ’『r．置ひ見

ギ1た。　のトノネル砿．f　r－r・フラγ．スを靴．ぢ煎要

な星＝竃．勘到t．1己路‘；な乙もハ’C・．　jMftl：J1璽r6km，　　今．檸まで

に両国よリit50的3k川潮一くが遮ん．C・いた冒准者ら

e見学したrkfbLL．巨富毘在、イタリー国では，4硅ジt

ン贋一ル，さく岩磯L【⑪N，（［i：1）欝台を使月十る全

断．戴くつ．雲くを行な’，「ζL・た◎　ここLtx工・．デγ工迭力二

人づていて，先に紹介したラ・ゴー工法が行なわれて1．・

　　孔敬は1日直当たり1Ll，闇「ξある．尉買は花商岩

で’．さく孔逮度はom16ninで．hる。ずOblkは1］lltra　lcs

型］白を使凧しtずり，且1しば10”eダγブトラ．ングIStt

を使川し〔いた。行母しまlfi2回発破で平均吊際遣度は

9m／日て．あるe

　余固目の立覗た3ングV一トブヲγトが設柵され’じお

う，＝ソ．rll一ト照i嗜聖1よL．5n亀諭の1ギサー・トランク

10rktx用いているsこりトラ．ノクi二：t水；7γクがついて

いし⊂．　コン7り・．1．をか純リt綬レt髄理141rtiに水を訓・

世、提合層「範り1』ビリζいう方泳をとりていた内　（宰

X－18）

欝欝・ミ攣
t，ξL’m・・．。　）．幽＝ケ、、．

レぐ風
tN
’ノ　　麹；湿

図・・盧　．rタリー・スイr．・trストリ寵

イタリ噌・オFストリー・スイス（下〕
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　　　　　　　、真　、　1一．＿1

　　　　　　　　　　　　　し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La

　　写罵一1　モ．ンプ，！・トンネル工事とミ串や

　　　　　　傅・トラ学ク

　こif）工嘱の馳掌を縫って．衆・．十，・r一ブルて・モγ7ラア

をこえて7ヲγ入側　モニー冒轟つた．，

　ゴγドffが上E・につれて自鯉・一蝿くアルブ芦の山やま

の屡望かひらけ，お㌧からの快暗．．．その翼快きはこトとし

おであった，　（写真一⑳

　PtfAM境に橿当する峰には，出人面険丘および税潤の

出彊所もありt記念にパス㎡一トに大きたxタア7’を押

してもらつtコ

　このケーブルが，今田，ジ＝フト機で切1erさiL，7，ヤ

ー客を引潮したゴンドラが，篇誠の上にai－rt）にたって

一侠なあかすなど、大さわぎ噴・．伺じたも。である。

「孤識　皐UtT．暫口　．ヒ＊．憩霞

（600j

　G．チロル㊨層

　夏はアルブAの山肌をもとめ毛によく，冬は；t中　に

みい“窺光客のt・：ラ〆4．Aといhれる才一■・F／J一て

は．旅1者陰特別に観切に1庚われるのt’，くつるいtl、

がtき

　濯rAトリーの首町ウ　　74tl　yこ一）hv　碧きト「ナウ

の紺しの右，＝t　した典雅　“囲気の吋　．一匝の沈

濁し畠空気が感一ノ．k．5，．人コ＝孤軍が何了たってしあ

まり変わF　いのも一股の大antiTとS4なつしいる，大学

教授のLt■ttx，fktt，鳳雁の1“ttMX，弧・“nの．．1’・姶

は狭道員と．r曳　弓㌦戯粛が「）けつがれる；．ヒが3いと

いう。

、
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　　　写真一2　＃’ノブ　！越え空・11学P

　　　　ブル．，かhノ．伊に肉う。KkK－o「9．

燕1や希m田土Ln　t／LI・，レの騨：」たど℃口木　　も刊し

まれているこの地方」よ．スギー翌一ゆ’t．！カて．1　る2

瓢朕；m寺庖じ晶エ呪．｝1が”賢’慣いて暁し　つて・t：iを・

急ii’ウ17f・「’t・　｝　果・t：rる9　モ写真一5｝

　、｝・一入1レ画・）旧7駈・，’ぎて7・f”・i：人’）｝：・モ

こ　：tth．．‘ζ晴い　7　d．7スO渕や士．再Pt，と百｝上り

カ　　，’　1、　1，聡らついた浦らかt：fli，ち．；く監

儒1、！しt一嚇かつらなり．］i“でP’」．・客をMXξ・1・；yjl：i！1

来てい；：‘・｝な彰じ　ナ母・．

　7．　コンクリート駝和削などの研究所

　・卜，．”ソ；．t’．　faSlKAのEE∫＝所を　　一ね・5こ

と」二t．た》VII：d島fft！｝tiSCHEIDFGGEに氏がり

i．1二無て（．れて．研死．膏」ぎ工場を見せてく」したρここ1二

丁ソ．7り．一トr二t看ナるt’ン．ト分散’聴として「レブ弓；曳V「

∫ソ丁・圏Fケ．肛芥｝としての㍉純5［1くA襲1嘱，．‘【N｝1と1・

・⊂のTイ乙∵ス，チ■’f　　／．ラ「 ジ」．「γト，’・tEγ

ナ　　沁二1，場て’あ｛、．（写翼．．・4》

　急縞膏唱についてLtsrKへ4Atckハ｝燃を目の，え

でやってくれ’こウ、し筒荊に夏，、・ろいみあiJh：．；の製品

は，水と1二2V）比で儒鳶して．こ畝‘ヒメン」ヒ疎り

±ぜると，　40；S’くbい二側ヒし一i・・m1くらいの姫

’v
・
●

’

」

写真一5チ・ル刎L．“tオー・・ト’ヌーのtS行列卓

’　　　∫ても；．ltを“ilえる．二と力し㌦LL／乙。

　硬葎．ワ　　，7・．・一L用のウt．・　　i鱒t談・　」齋e：

融解轟璽．乃共tJ／かりtt：teetnどな見せてもらった。

　nyン・ク．一ト協区「濁1として．乃セノ！ト分［tl剤｛±身；titc

隣巡■ち6。コー口t・tt：i’k，プラスチ　　一v）ffnti’c」

tF．±こ及む．，　旭しこ啄．L凹＿t11　う　‘、ρ｝　1・あ　二．t」．　iEewJt一溶

工位をt・㌧ている9t　．’スは．　「lh・町iつたも：bc一

”t，tt’：．・v．TIイクi’・一r　t，s一く「）し・’「1から］－：L’咄x一

ている“　．レた・・ノ1田にしプラ］一←；二・1．．り1．．場　ぞ㍗融

されてτ拷，，‘1・r；v｝1・F：JT晦1聡．’訊’tu’　してレる．

　劉都二大販島転胃」　て＝冨シFl当してギるとき．分散

早L　EtHl二ついて．いうい弓、も・．験をして見たことみ㍉銃る

が，大俗に・「ゴいて，．皇配合の台座躬ノ．ラヅやi一メン「tc

どに：t，t　闘λ〇二，ま藍に配合のト　　ル・麟イ　：：’・

概㎎など｝・：：÷プラ人チ！！トrJ臼和で病もという漏・喬な

得た，9「ムなどにブラλチ！／1・が）yくJ際いり1るらえ

，　．ら《う．

　二の9，：紀所てtt　いi．しし7・．ず．畑t　、さ4．n／’dia．く

をやってく1L，’；っ；．コ．・μ．　門のど哩）曜　’・・しりtt「

：ガント　．じ’」／L．t．二晶

　SCH三IDEGGEKL馬，‘lt，’）口；ド超て’・畷字の凱

鰍　 Frかて’Aしt＿rlr：案／「．牙して（kkn　tの・らと夫

　’、レゴへて1疋唱～り．》レKI・ゴγ．なク舞をと『）t：’7・イス馬

　H当rt筍勤傾　　也㌣，・：・や辛t：のtン》lt‘いう有各乙属

柄を．IVi’！■iLt：，人イ累【t剛匙艦暫．　繭7．・二†ると4

　b．t’人隊し．t．力段海　」鱈，　1問’“召糞擁があり・

　ごi　材．t’ζつ・5く。しi、「史「lcき1・二緩を臼『しに符ち

　1つて1喝」．冗L・’i、，フラγ二で，tF三琵力．・1；TLrilてある

　ので，・．tF定a雪つs．：tζを皆忘｝ビ〔＝．　f．）、．　xfスリh

　ガ．．星L　といってい’；，7k世1窒瞳丁・ノ1・て匹つとも争く

　り，．tしてliつ二り眠1町1ト　い譲際の瞬か見ら｛i．るnlt

　l気肉て．ちろ’｝ゐ」

8．　スイス畳鉄の建造物の保守

　S一・‘スー匝睾祐はべんγにあC，ニニでt木課畏

BR【DEL氏と．因陰よf，i畢FtMA邑＋‘；RET氏の誕

1

ご

蘭

、髪壷．濠。観訓
写翼一弓　r．．rスs「KAの，ソ7り一レ研究厨
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明を郵ナた。

　　イス国鉄は3つゆ管理届に分割され．各

管理局に5～6の県譲区があり・綴路およ

び一勉の建遣物の継得管理に任じている。

しかし属ウようについてば管理局の僑hよ．

　粛二1つ」～碕り一：う区が所属してe）

二の矯，’う区が管内り搦ウようの演査

艮み一切り孕務を行乍　て．’る。橿ワよ．う

咽鱒菅呪の質唾堀理売。鴇りよう評長

　ある二しになついいる｝モしてt一ゼは揖

ウまノしついては也ゆ構商勘に．くらべて萄

昧な　験な』璽とするからであるといって

いる

　sレ．の‘［1ば厨庫が争」の』e一般にトン

ネルの建農に竿工事となるが，出■上h：つ　　　写真一｛｝

たもOの嘩守に［tt：いしててまばカ・からな

いt’うであ．6噛

　ここではト．ンネルD断面検査に写摂測量式の尋戚を用

　Cいる　二t：Lt卜γネルの内邸にむがって強　光浮を．

ちて，立虚写真のように2台のカメラて断面を撮彪し，

二」しが重ね台わさ．｝して臼”的｝二百面形か記議　tしるLD

℃ある。

　わが国で娯下黒匹た光学武頭もむとは少し万式が異’

るが，賦概Aハ　　と異牟って．電化区閥」P断面内F：ta．

架物がある場台などでも容易に洞ノ｛がて．きるりで1餅1］で

thる，　IA度lt－i　laiiくう，．・：’ある・ら．この犠戚二霊と

して持珂．輸送の断面形のf＝v　一弔いられる」5であ

った＝

　筆者がべ．・レ’x．を訪i］t，＝とき．ちよひど＾　 ！馴，　改良．

工事が行なわ，十tていt，：。ベルン駅｝■一方ゐ切取こ　．つて

い勧；，拡張工串r：当たって用地の簡現1≡海って．山倒

を切り取り例腺を増設してい　d．そのとき、切取」＿3㌻＝

位置するF」軍に支障を与えないように．．／一／tab工iが

周いらftiこ。．

　．駅構内を世断ずるcMvaa．スパン40m　3径間M’“一’

よびi’パン船伽1堅問DPCげたで，柱の断面を’j’：一く

するため羽菅まが吏胴されていた二（写冨一E）

彊
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写真一5　諏良工事翫工中のペルソ駅

べth． ¥Mnb　Pd1　　　写真一7　7・イz胸b±う工

禍工事　　　　　　　　　　　　　4の賓R工

　　9．スイスの櫓りよう

　スイス国黛の．僑りようの慶県ハ式【，原均βとしてパラ

スF．7Pアーである。セして」股にスパ　　・破で鉄萄

コンフリー1・版けた，1）nから上はPCけたが向刊と。

；とである。スイ］・L＝．B．B．R．V方式の総本山である

ので幽飲道偶にもこの方武吟もの顔争い。スイ7の入も

ドイ．ノみと岡県　勉強ずきて．，ぢ59許砦応力e♪とり方1

つをとって．見て1たと4rt5＄：7ぜについて

　　　　　・t・一・ee・（t．・。．3会）ka；・mt

　　　　A．最小力　　8＝最大力

というように拉労を考えた悔濡応力を決めている、．

　塵た先厭骨なわれてい乙U．1．．C．（国降駄温逆臼）

り慮ワよう街撃廉数り会鴻『ぐも，　λイ7・日詣襲の撮粟し．ぬ：

武がもっとt冥際のものに近い。溝直吻の喉物試験もli

tilitLl不更にtcつた麺路凶のとり二わしり際隠疲が試

enをfiなってがら，取■ 閧ｱhLを｝t．ししt：　のもあり｝

　ベルγでB．B．R．V力式通路矯の亮エ“t見た．　こ．D

橘ワよbiS巾鼓33，5m．4径問遮姥．　母臣335隅のもゆ

で，生艮にわr：つてr・「｝一di7LS：nlの題観ケーブルを1いr・

この田9ようはB，日，RV．方式として最大の．　記ケ

．一
vレをIHL　品Pt」）ものtiる，　（写真L6）

　Jノクリーi・の型」，く，二．7ブンスほ尤　一azパで．

VtevaAりのもの所争L嚇・ここ．．は厚　3：nniのフγ．

イパ　を幌板として劃い七いたコ

　Aテ　’ングは木とバイ7’のMA　わせてlk．下．Mu）9

．節が・．きるt5に九って．・」一．　（写真一1）「

　ec．ttこ1．よデレス1・t’・導入b：nる　で‘零　scth＝ン．

．クリートltr：’ 奄闔繧｢もので．ちるカしら　rAl易打ち“　尾含．

はとく1・型オつく．支？工の設、．「一凝工に江　ヴ癌要．であ．．

6已　．（．　糎二　り）

宏．，トけ鵬雁’融　　凋局しジ畠．t’一プ》」【

CS92，）

sb

驚＿、，

ヨーーロ．ツノ．ミ遊学記（8）

玉，加。夜、、。鵬障M、h，綱。。。

eSt〈t獅二D。・r晦勉越えて・眠〃：Sめると

静　ノドンであ㍍

　そ　「は駄謂大陸とまつ畠く畏なった世界が展開して

、る緑の牧場に1灯しDCfれがゆうゆうと牧肛を食み，

そ鰍古し歴史と伝統にかがやく大ロソドノがゆった

施勲獄ていこ．

　　Jnらの列庫の到看†るVtnrifi　S【qtla吟の駅廊「十t，

鐘鈎呼のラノシ占｝よざることながら，洋傘をステγギ代

？㍉刎高齢二無い服の紳士遷が縄歩し・酔塗りの箱型

ノ〃ノが行き来するさま鳳．まさに明治蒔代のわが国

を愈ま；せ‘エうである。

　ちte殊にH－L一．sパでE矧通行O黒はスニーーデノとイ
　ドト

ギミ　1・バリ節㍍2ヵ月置に・にしめてtt　7ド！を訪

ねセと堅桟．2r博建て。）パal二畏国の忙甫綴を扱」7いつつ

量

　　b
、啄．

厩‘

　　彦多

〃物

民
ヲ
ワ
冒
7
．

薮

　　v十’

象厚

fイソアi》F｝

』幽6

勧擁慨
夢惚

図一富　イ　ギ　ワス

ifc〈，　，

e

イ　ギ　リ　スー

菅　　原 操’

写冨一1　　ロソvt’■．　Vicヒorin　Stadon

も．何となくなつかしい土地へ来たようた気がしt，

（写翼一D

　口γトソの地下ttLt7つり緯が理逝発整していてS：い

へん便利であるが．地衷かう栗いのが特ttv，架り換え

はすぺてエ！ベータ．または工入力！一タになっている◎

二つs・スカレータも三嘱通行　 うることはもちるん』ξ．ら

る。窓口で切ffを買，Cきに、売子の晃音がわかウ悸い

こと’二定評があるが，行尭に応1：てR勅券売吸がたくさ

．L置．・てあるので艇利であ49

　さてこの国のイギリスという呼び名は，善ヨhはUロiにd

Kipgdam（題合玉暇）を指すt；，この濁：tさらにEnRlaod．

諭【hiNl．　W：ltsの3地方にわかれ．ている（図一1）。

したがって大ブリテン島．の」ヒ弟は　Engl＝lnd．ではなくて

S◎Otland（．t　77チ・ウイS十一t二の逸万の酒で・らる）

℃あ　　この地方の人t±Seetland生tれということをた

いへん醇りにしている。峯看はSQO山ndり州都Edinbu㎎h

．を坊ねたとき，折かうデート十の膏者たちと．．・緒にな

り，愉脚こ一鏡を過しt’二とが必つたが，Eng』ロd地方

つ入と轟なってF曖かみり昂る気分の良い入h：・eいよ5

であった．

蝋燗工■覇．，木撮艮

2．　斬つ才一ス・プリッチ

Etilnbv－chの近郊脚7．t．r7・r雪t：n・かる，高さしCOm．

eog）
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新フr一蹄・ブリ7ヂ

湘
L

薩長2．5Lmにわたる江のような長大取道矯がフt一ス・

ブリ7ヂである（写X－2）gこの橘りょうはユ卵0年に

完成して，長大構薩工技術の先駆となったが，現在モリ

上鷹側に道路橋の新7オース・ブリ7ゲを建設中でr葦

者が都1回に英潤を肪れた3S年LO月には．　M＾i錦Tnwer

tt建設中であった（写罵一5）。この橘のス　　トンは

図一2りようなもので，庇工朗間lit　33年IO月一・S8T！O

月，総工事費i．口50億円である。

　このMりょうが完成すると，その中央入パンに欧州で

第1位，世界で第些位のスパンとなる。このes　d）よ5の

設計のためr－ltいろいろな試験研究ht行なわれており，

材韓としては姦装力鋼，高彊力’fthトなどh：Sんだんに

便用されている。二の工事り見学慢Da＝dEtまで足を伸

ばしてティー・プリ・，ヂを見t。この橋も長大鉄這摘と

して有名であるu

　3．　イギリス国族の離日物O保印

　PンドンP二ついて，．甲逮イ．ギリλ国鹸を訪問した。ま

ず施設局次長のC轟mpb追補から施設の県内についての

戚要の脱明をうけたりち，累局の施設部次長Ftrgumn

氏や，O㎜氏などに現場粟内をして貰った。

　電化の非較的進んでいないイギリス国鉄では・気魂rc

よる建造物り腐食が大きい問題で．た、・へん古い趣造物

冨

‘暗

（110）

LIVL．

写＃一一2　フt－A・ブリ7ヂ

箕k

K
c

イ

写x－3　新7t一ス・ブリ’ヂ陀設工事

を渉繕していつft・GNJUしていた．紺徽ば

写真一5　pc槙り襲伽

ξ沸　　40mの』の24遮を蒐工中で．各Aパ．ンは‘tT

ユ　のイレ辛ヤストブロックユ3片を間隔3灰mに現楊に

掴忍立て，締め付ける方式であるn両凋りはね出し鄙分や

ダイヴフ．ラムに当たる郎分も全離プレ中ヤ．ストである。

　stSUdigeの工場では・7レシネ式および｛ノ「ノイヤー

式り各種の鶴具を見せて貰った・13－d7mmケーブル用

σ審管装置として．替題の7レシ羊“一γつほが、答フ

　　　を1本ず。’M■す：JJj式りものがあっt＝eイギリ

ン」では；束になっている塀凍の1本すつに均等のカが加

bSLIItとくに生Eがなさξもて廊り．上妃の足筋具を

困　れtt，帽線をt本ずつ緊蛋し簸母することがC・き．〔

emr；reあると考えているようであっSこ。二つ．弓．え方が

イぞワ」べ㌘モノワイヤー式（購繊式）の発逆したゆえん

　　　　　　　　向工場’e単線用の黙張殴，定着Aな

ど㌧ろいろ見せてくlttc．

巳鉄瀧虞ではスパン正2mまでは銑筋’ノクリート，雌m

“’pa．mttPC・それ以上が罐けたの有利な猷囲とされて

　帰魂C．D．C．工場．：・pcrkの襲年状況を見掌した¢

．の工喝では主として醸湾の工事に用いうれるPC矢恢

早C挽などを製潔していた。抗としてi±3ひtfilス40hmの

鯉形断面のもの，径50⊂mの中窺巳角断面のものなどで

軍距6　TetU　Biidgc

s5

写翼一7　ウイγザF域

写翼一5ほ陵者のもので幽φ7：nrnのPC鋸線を用いたゲ

レテソシ‘7式で，工本の長さは30mである。

　E，大ロンドンとモの近邪

　入口85e．万．かつて蘭．実，金融．姓治，許方面におい

て，琶界最大を跨った大郁市ロγド’Vit，一通ウ見て回

■g　ttけつも敗日を費す必要が．ちるといわれろ．

　とくに歴史と伝続を尋ねるならば・？はりまずV！ドア

嗜て．ももう・ロγドン塔といっても，t’7JILIgや7

更卓タワーtnどのような，7一でtttzくて，．｛・h；s1078

年以来の英国の西富艇苫殿－eある．エリザベ．λ女王（一

欺）以来．国事．犯の牢蹴としC座われたため，こ．二で捕

われの身となつt：人｝．よ，国王．女王，貴笠，名士など無

置であり，一’肇に広ギ謬チγはじめ各窪の死刑，掩問の

道具などが残されていて，今なお血なまぐさ．．・感じ．b：ず

る。しかし他の一室にはダイrモンドをちりばめた代々

の王冠や，金の裟飾具などが陳列され，tぱゆいItかり

でおる¢

　二のロンドv畜の環醒がテームズ河で，近くにTvwer

Bridgcがある。（写冨一一6）1694年に開通したも刀で，

2つの高いt・｝vクの塔が立ち，その間の概が中央から

八の字に上下に開いて．昭を通すようになっている。

　Tewer　BrkLBeの上流に必るのがtOndon　Bridgeで，

恩31牢に完成したロンドγ最古の賃である。

　nンFソの酉3重㎞り位置「二あるウtンザーは，850年

r：わたる幾室の届・甑で，これまた歴史と伝説「二富む古

嫉’なある。（写真一7）申央大円塔には今も十数門り古め

かしい大tStht四方に向って配置されているのe：まことに

’火時供的で，らった．

　ロンドV“’知＋ニレエ，，k．蓼で有客なオ7クハ7ず一卜丁，

ケン7’ 梶D7チやシニークスビヤの断ストラトフ牢．曽ドな

ど，文敦的雰囲蒐に富む地方も多いが，阪うれた時間内

F，なかなか尋．ねつくすことができないくらいマある．

　ITIetocln　StatlOm　r9はDelnx特急Golden　Arnw号が

7ラソス行きの旅客を待っている・Pンドアを且L時に出

（ltl＞

S6

（聴2）
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無
長，馬」

　1．　己ドイツの縦（図一一1＃照）

　到一ロツパでもつとも決適な旋行のできる国．モれに

西ドイツである。萩道FtjE確と迎度と，般繭の優秀さを

ま導り．辱慎中戦隆を覇じ．ドイツ罷済r二大きな役割を果たし

ている，窃動車道酪構慮二ころよい〆ライブを楽しませ

てくれる5Fr■醸匠u麗の大空港には却以1；の航皇会桂の

飛行磯が入．れかわり立ちかわり出入し、その設葡の†ば

らしさi．r．新役の恥山・Ody飛行場のそれに劣らttい。

大耶会1：｝itだ駿火の跡も桟っているが・十のかわワ新

しい建物が多く．ホテルの近代的なことit．maの間ぐにの

比ではないユ物価が比嚇廉く、日本における直段と比

べてなんとか合点の行く糧度で．あることも有燧く，まk

2‘入ウの焼物の大・jti・yキで喋わ5t＝ソへV・ビー

ルの味もそ．の魅力のユつであるが，なんといってもドイ

ツの人びとの観切心，とくに日参人に対して艮い年月に

培われて楽t：友情こそ，ド・fツの旅斤を快適にしてくれ

る大きな頁昇窪．である。

　遍割．晒ドイツ国境を列車で12回勇適したが・パスポ

ートの検査．税関吏などまことに親切でまた列

粟乗務員の敵正な．態度tどかちも，西ド．fツに

対する友憶と儒積とを一胆漂くしたDであろ。

　第1回目の西ドイシ訪悶は円中烹工局長（当

時違設局財酌快長⊃や深貧さん　（元隅役技劉）

ヨ　一　ロ　　ツ　ノ〈遊学言己

のお1’Fで，［ru5tetdσ【［棒よび1くbi翫付近の燥車

場や，橋りようを見学ト；行ったとぎ雪ある（写

真一1》。だいたいドィシ語という奴はまことに

、lu介t；言票て’．国鉄の申でもドイツ諭．をすらす

ら話せる人ttftであるが，田中局長1＝これ．をな

んの著もなくぐt｝ておf）hto｝：はtつたく感

じ入った次第である。

　一tの貨北欧畿国のPGの調査セこttつた逸中・

西ドィ．ンを2回避過し’二が、そのときHnmh“rg

の衝を一見し．た。　二こば．歌・粥でit＋“．雪日本

虜に鳳に涯町であ6。邸市の真中にア・レ．スター

’湖という大きな湖があり．一面には清潔なスイ

スの簡を黒bせる所もあるが，他の一・面にrエ夜

。》猷巣厨レーパーパーソを見5ことができる9

日；挙の出草を思おせるこの歓盗衝にi±re町にふ

さわしいあらゆる種調の享楽歯設ゆ筋つまって

　　9司駿瓢kr事局　凶是

（234）

一西　ド　イ　ツ（上）』

菅．　原 操・

いるe4何目には　MUnchtn　を誌れて，　t一入

に虞け，そのあと．スイスから再び西fイツに天

HtWt：bergに一泊した。「アルト・ハイデルペル

ハイvリソヒと，ゲテイのPマ7xで有嶺なこの

Nttlarの澗疏に配われて発遷した吉巴ゆかしし

市である（写真一2）。　醸高200mの旭に立つ中1

のハイデルベルクzalt，美しい淡紅色の石竃みで〆

年の歴史をものがたっているが，‘の地下＝za万’

の酒爵があって．見学者の足をとめでいるS）もお国

あっte酉ドイ7賊鮭の耶台で二．＝からrt一ぴM．

にらる・F衆樟術局を訪間．やる二とにf‘つた●

　2．　Mh風。』¢馳にて

M…h…）ig央tttaret，　SffUta・・Sc・・氏曜

いし．ζ，脱拘の保守の闘．嵌けたの塗袋O問題

について思明をうけ．±たMarulLtL＝付近の橋りど

や．直繕軌道の機Oようたどを峯内して貰った9西F

ツ国銭の．述造物P）Pt持f理では．険鋳門の組謙と

管馴講りよう課に露する憐りよう検．査官と．規4

・瞬一

嘩
　1ラ；1 筆

鮮
・

　
　
　
」

　a．　i；izn一
　　￥t　’lt’／’t

虎瓢＼　礼　＋／．”］x［’Llt

imtn－M　r”　X　）s．

鑑
》
㌃

｝
ぎ

。，＝；　　一暑、

　　　　　　　t
；
　　副j
　　l早受

　　　；一l　　　　　N　日R　CKE　　　ln什近）

　　　悸の保守工事を担当する眠りよう区り存在が特

　　　っているが，このことについて緯，本年1月号

　　　・弛ので省騒する。

　　　．侑局の地下にはペイントリ研究室があって・鉄
　指しヒ
　　　各種脆糾について試験が行なわれていた・試験

　　鼠単塑縣（光明丹2層、雌化鹸rPビ止めペインV

　　〆との比較において行tcわれ，ちょうどエポキシ，

　タウッチ，ビ手s声’／系塗1｛などが試験中であった

　きイツ国鉄では・工勝旭帯D亜一諾ガス・アルカ

　なとに対して、D．　D．（Dtmlep監tt・De3mgdur）と称す

　　かよいとされていた。ばく露試験のほカ・訊験室内

　　　　をしてKtSternlehが国用され．〔い≠こ。　こhは

　’caおよび水艇気て．満されf二su”c，湿度1〔勘落の

蝋画牌時間こ．の帆入れ・つ㌧層で麟一団
　　に開放し，これを25日間疏り返すものて’ある。ち

　9の薗置を用い’〔，高張カボルトによ蔦楯りよう

　　管のrA験を実価rFであっに（写真一乙おこの試験

　廟碍こ管通のw。ヒh訂s…xtc＃や都匙，氏沼試験賊な

1難画論，＿，＿。。。，，

　3番目の品市で，芸堀とピールの師である．．E92薗二

　　ゆ　　しらヒ．γ「7－n：けつ起し，ひぎつづ，、　イツ国家

　　蟄の中心であったわけであらが，ばしめて「ナチ」

り名りりをあげたのがPホー7プロイ・ハウxというビ

i一ルである（写真一4）・ピーfi．なう’c’lt反。あけtE

　質であってみれば，MUncltnにご7ホールの多いのは

　鞭ある力宝，　まず手玉宝L・ところがら，　レーワェンブロ

　　ウスに入る。地下の一角に陣取って味わってみる

｝随ehcnビールi：もいろいるなfイプのあ09がわ

’も一Mt二γルコール分が5すく，幼児にもつま．eら

　｝《らsなのが．ここのピーノL．の特陰であるが，B小

　　ルに近1．・ものもちる。翌晩‘．【ホープブ日イ・ハウ

甑た．広・階F・t・とんUM．Hの鰍で．三二

　　鵠者らしいたくましし・躬連や．ビr鴎Dxうなお
　ん達がもらも5とした腰草の厘と喧鞭リキで．それ

　検大のジ．’7tをxaけてい6。階上は中臣Oや，小
　tl”

　　②h．いくつもり部屋に分かれていてrcや高級らし

ぜ婚礼の一角にわりとん一e21’2　i・1ギを注又したが，

1

水を軟むようで，ろルスthといくらでも喉を通過する．

　ホール内’：lt楽隊も賄まワ印これに曰わせて．ペン乎

の上に立ち．ヒがって，肩を韻みながら伺やらわからね歌

を夫声t・悠　，sるものもあ）、歓声は大巾一ルの高い天井

1こどよもしているという景気である◎見知ら磯ド．fツ人

力辱ら「±一・トモダチ」．ニンポy」などと声がtびしトテ

くかけられるころ，夜もふけkので惜しい．榎を上げた．．

　　　　　　　　　　　　　　　　（こり項つづく）

写麗一3　酋ドイク国候阻料研死軍にお帥る
　　　　　促遣洪験減、Kest町ni＝h

＿鑑蕊

写真一4　r論ソ＾ソ・ピ・一ルのホープブロイ・ttケA

OS5）
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重いイyのPG

㌔難解黙碁腱灘畿：勇繕

馨爺畷舞。1鍵寵1騨佃野
　　　のF±cvssiLXt方弐は恨つよくくいこんでおり．

黛灘芸図画1・一回
転一5；tM．’nchenの近く，　tDS・J　4rご完成した新

　ぷ
酒肥≒1’日；・tktであるTヂパ7go闘’i・lOOLII・o「｝”1の

重闘迦続のPCトラスで・最功の僑は腿争でet曜さtL

働優ラ．弥ガー〆で→肺二便旧されていた撮初の

蓬 　Lttiり三脚により架設し，中火7・パアは腰じめの

｝t　，二ね毘1．．式．kの．らとは仮り蛎脚によワ刀工し

のである。

　　en　h・らF＝aLxkl町仁tで．塗中「熈い葎jを突

　るrelt　6nekn1のドライブを行なった。　ULmを過

　るから次第にL邑1倉いに入り，箱根r二阻た谷川な走

と力多くなる，　「魚い森」と1．、うのiま階部ドイ．ンに

　　にわにつてmStgつている山脈で，陳高風㎜mく

ヨ　一　ロ　　ッ　ノミ遊学言己　　）

一．．．・ ｼ　Fイ　ツ（下）一一

菅　　原 操。

句O新慷につつ垂れた快適な’〕イウ‘イをUOki叫fhくら

いでとば†爽快さは欧摺ならで拡と思ったが，二の挙箭

の南ドイツの天候ttt．いへし不．畷で，5分晴れれば．5

分強雨にたたカ・れ，つぎり59は霧というように定まら

ないのが足例であるらしいgせっかくのうfン何の畏望

も霧のはれ冒に一犠にして夕ぎてし重った．

　ク刻になって山乾の温泉地Bades・b8dep　t：；1費した。

ここには豪勝ホテル，近代的温泉療喪設戯，カヂノ，音

栗覚などがあっ’〔ドイ．ノ第翼の休提地である。

　このルートで，放塵所Dywidag式のP⊂膚を見せて

もbつた。写瓦一61t　Gcntlua．1πuaeでVtm付近ド

声ウ何にかかるもので，中央XAソeOmである。　ドナウ

河臨ウィーン付近でもそうであったが，茶色に濁ってい

　その日rよさらi二足．を借fl」て　 Ett監iogen一恥den　1ニー泊

しk。B：dUtというの践南独の弗の名前であるが．こD

宇は戯泉を意味するのであ乙から，先のBadcn・b・dcnが

ドイツ第1の温泉地であることは名前からもよくわか

る①だいたいドイ’ンの料理は栄甕満点であるだけ　らま

りうまくないのが定評で．もるが，ここで飲んttヲイγ・

ワインリ白の柴1よかくべつであった。

　翌朝EttliρgeLtかろヲイ！餌に渦ってFrmdifurtの遜

くW；csbedcnまでラィγの羅の数かずを見ながら下つ

醸

－－s一

｛
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「曳．

L
　写寓由6　GENZTOA　BRUCKE．　PC繍（tTIWt付近）

Ces5）
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画
孕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐

人r婦して無闘．Oになっているフヲ！スO人びと。中

でひとり魚心に口本人に鰐識ウつくしてくれた人であ

る・国族から．1）出嶺者・とくし：de4生「を妓吟世訴になら

ぬもの峨少ない．とく：：va学生Ltltい滞在て淋しかるう

と．しばしば口宅に田袴してくれ，帰りもわざbleV駐ff

場±で［．分の順で湯ってくれるなどF惑脚にたえ’灘．こ

とであった。

　ブーρ・一島ユの森に行ったときIL，　trmのお填さんで

母説がなく・父覗が隅豪i「・thるという不準な子1共2）駐び

柑手になって・褒女を公園乙伴って7ξ｛1・」たが・個人主

軌に．徹しているフランス人の中て暖がさ．を悪じさせるノ、

であったr

　4．　闇耐濯の宝潔

　いつ印ヒい　界中でいらばん7ルコPルをよけいに敦む

国民はど二Z一あろ5かといえば．図一2のとおりそltlt

7ヲvス“またけた外れに多し・。脅して葡萄酒の閣費

髭にいたつ．c陰なおさらモうであって幽フランスはE購

的に佃．を引き離している●そしてその楓周も実に畳窩で

ある。この敏字だけからみると，B木人はまだまだ廻D

飲み方が足ワないようてあるが・これi±ee入ロの〒．均な

のである・フランスでは姑子‘lttgkにアルコ囁を

飲むから｝平均超防乙高くなるので，日本人の酒飲みり肩

量は決して甜外田におとるものではない；

　フランス人の動窮は・劉を輻鉄ホ社にとってmt：．tI
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は
，
航
空
機
、
自
動
詞
と
の
駁
争
関
係

の
巾
で
，
そ
の
位
置
け
”
を
高
め
る
た
め
鉄
這
高
曇

化
が
｝
つ
の
方
向
で
め
略
．
台
澗
．
韓
国
等
の
中
進

国
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。

　
闊
発
途
上
国
の
中
で
も
．
イ
ン
ド
，
申
国
等
の
鉄

逗
は
．
愉
送
量
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
、
特
に
拘
資
噛

送
で
大
き
な
役
訓
を
累
た
し
て
お
ワ
．
経
鴬
状
想
も

よ
い
が
、
．
他
の
多
く
の
国
の
鉄
．
滋
で
は
，
翰
送
量
が

旧
歓適

1

．1
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の

イ
真

夕
写

　
〔

減
り
赤
字
経
営
に
悩
ん
で

．
い
る
。

　
一
方
．
光
進
国
．
開
発

途
上
国
を
問
わ
ず
、
首
都

要
靖
も
轟
は
じ
鵠
て
い
る
．

都
市
鉄
道
に
つ

え
る
便
益
が
大
き
（
、

は
十
分
に
認
醸
さ
れ
な
が
ら
．

的
な
フ
抽
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
が
小
さ
か

り
た
り
、
ま
た
財
源
不
足
の
た
め
瀬

常
の
方
法
で
は
実
行
が
で
き
ず
．
、
倒

発
刊
益
屈
党
を
禽
め
た
、
民
間
資
企

の
活
呵
を
彊
つ
た
B
O
T
方
式
な
ど

』
提
案
さ
れ
て
い
る
、

●
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
楠
微
と
要
員

の
青
成

　
鉄
遭
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
…
と
同
時
に
．
そ
の
上
を
走
行
す

る
事
両
σ
運
行
を
行
う
組
織
体
で
め

　
彫
市
鉱
道
と
し
て
は
．
シ

ャ
カ
ル
タ
の
都
心
を
通
愚

す
る
申
央
線
の
高
架
化

〔
写
真
Z
）
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
ま
た
近
年
は
世
界

各
国
の
鉄
遺
で
経
営
近
代

化
に
つ
い
て
．
甥
本
の
」

R
民
営
化
の
成
果
が
注
目

の
的
と
な
っ
て
お
り
．
民

営
化
に
つ
い
て
の
協
力
の

　
　
　
　
　
　
博
に
、

　
　
い
て
は
．
地
域
に
与

　
　
　
　
そ
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
財
務

　
　
　
　
　
る
巳

聯　
　
　
　
　
　
近
年
特
殊
な
形
鰻
と
し
て
．
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

　
　
　
　
　
チ
．
舗
，
1
の
所
有
と
、
卓
両
の
運
行
を
別
に
扱
う
岨
織

　
妙
‘
o

海外にお．ける鉄道プロジェクト
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
じ

　　

@
陪
嚥
L
磨
讐

や
旭
方
の
高
Ψ
核
都
市
こ
お
い
イ
．
に
、
道
路
混
推
が

年
々
激
し
く
な
り
（
写
真
1
H
．
一
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
岡

引
も
あ
っ
て
鉄
刀
の
必
要
住
が
強
く
唱
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
先
追
諸
国
に
む
い
て
は
．
囲
・
地
話
等

の
三
審
で
地
下
玖
の
建
設
が
進
む
が
、
開
発
途
上
の

請
田
で
は
、
そ
の
国
の
経
済
争
情
の
た
め
に
、
投
資

財
疎
に
著
慮
し
．
そ
の
．
・
ゆ
う
な
銭
・
軌
一
系
の
7
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
着
工
に
灘
ら
な
か
っ
た
ウ
．
廷
期
を
余

饒
な
く
さ
れ
て
い
る
椀
が
多
い
。

　
筆
者
は
＊
誌
か
ら
憬
題
の
テ
ー
マ
で
連
載
．
す
る
よ

う
依
頼
を
受
け
た
が
、
服
ら
れ
た
諺
面
で
み
り
、
も

．，・岡

阻国

臼膏

　翼慶都市幌直綾増
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形
態
も
生
じ
て
い
る
が
．
　
【
般
的
に
は
．
こ
れ
ら
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
の
鰭
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
同
｝

組
撮
体
の
中
に
納
め
て
、
、
兀
管
理
し
．
縫
営
体
と
し

て
経
営
責
任
を
鼠
っ
て
い
」
鳳
が
他
の
豪
題
モ
ー
ド

と
異
な
っ
た
二
二
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
．
先
進
田
、
開
発
途
上
国
を
問
わ
ず
，

各
国
の
鉄
道
で
は
、
施
設
の
計
醐
、
設
計
．
施
工
．

モ
の
財
源
の
準
備
と
い
う
聞
題
の
膣
か
に
必
ず
．
運

営
委
鼠
の
町
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ら
。
し

か
」
閉
発
途
上
国
の
場
合
に
は
，
こ
り
而
か
ら
見
て

も
所
要
の
設
備
．
教
材
．
推
導
要
貝
が
ト
分
で
な
い

堪
ム
ロ
が
多
い
．

　
近
年
，
電
化
、
自
動
俄
号
化
な
ど
．
鉄
道
施
設
の

近
代
化
が
進
展
†
．
6
に
従
っ
て
．
近
代
化
後
の
鉄

道
の
運
営
・
保
守
の
た
め
の
技
術
者
育
成
が
必
要
と

な
り
．
い
く
つ
か
の
旧
で
先
造
国
の
援
助
に
よ
る
鉄

遺
学
園
、
職
員
訓
融
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
釈
設
・
改
良

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
噌
加
し
て
い
る
．

畿、
艦藷．薄

・
見
溶
顕
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矯
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

鷹
　
　
轍
　
感
　
鞭
．
鵬

」
ー
ヒ
．
．
…
．
ド
ー
層
唱
一
層
唱
、
1
　
　
　
　
　
　
r
．
’

ち
う
ん
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
述
べ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
．
主
と
し
て
日
率
か
ら
の

技
術
協
力
に
関
わ
ゆ
の
の
る
プ
ロ
ジ
（
ク
ト
や
、
T

n
P
i
C
惟
の
あ
る
事
捕
，
交
通
モ
ー
ド
等
に
つ
い

て
，
以
h
口
回
に
分
け
て
巡
べ
る
。

　
　
弊

　
　
皆

蟹
陶

，
ゴ

●
海
外
に
お
け
る
鉄
憎
ヲ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
種
類

　
鉄
雌
・
都
市
交
通
に
関
し
て
、
近
年
日
本
に
技
術

協
力
を
要
晴
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
分
轄
す

る
と
．
藤
西
化
、
輸
送
力
増
強
、
電
化
．
耶
両
工
場

近
代
化
．
酪
薦
銭
沮
な
ど
に
な
る
（
爽
参
瞭
罵

●
新
し
い
交
通
モ
ー
ド

　
在
来
型
の
鉄
通
寧
両
と
し
て
、
先
進
母
国
は
、
よ

り
高
通
化
を
狙
っ
た
新
型
車
両
を
次
々
と
開
発
し
て

い
る
。
わ
．
が
国
に
お
い
て
も
．
J
R
各
社
は
競
っ
て

新
し
い
高
速
車
両
を
開
発
」
、
本
年
3
月
か
ら
は
I

R
束
海
は
東
海
道
祈
幹
線
に
3
0
帥
．
系
二
三
を
導
・
へ

し
．
晶
高
逮
度
2
7
e
㎞
／
．
h
の
常
業
運
転
に
人
弓

て
い
る
ほ
か
．
J
R
東
日
・
瓜
で
は
．
4
0
n
系
璽
両

（
本
年
7
月
営
業
運
転
開
始
〕
に
」
覇
る
3
4
5
圏
h

磁
度
斌
験
が
行
わ
れ
．
3
5
0
㎞
／
h
の
営
叢
最
副

涯
度
を
目
橿
と
す
る
9
F
一
・
2
系
電
喚
の
試
作
．
高
連

走
行
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
、

　
工
R
酉
H
本
に
お
い
で
も
．
将
来
a
5
0
㎞
／
h

運
転
を
め
ざ
す
，
5
0
0
系
試
験
電
車
が
試
刷
さ
れ
．

5
月
中
旬
か
ら
高
冷
走
行
テ
ス
ト
が
庁
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
、

　
ま
た
．
祁
市
隠
鋸
川
の
電
車
．
貨
物
馬
車
用
の
大

掴
機
関
車
等
が
各
国
に
お
い
て
閉
発
さ
れ
て
い
る
、

　
本
論
で
は
．
こ
れ
ら
の
在
来
蟹
の
鉄
沮
車
両
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
前
半
6
回
に
あ
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
述
べ
る
こ
と
・
ヒ
し
．
後
単
に
セ

い
て
箭
し
い
交
通
モ
ー
ド
と
し
て
の
ラ
イ
ト
レ
ー
・
ル

（
写
真
3
）
．
デ
占
ア
ル
モ
ー
ド
バ
ス
．
モ
ノ
レ
ー

．
ル
．
マ
グ
レ
ブ
．
り
「
ニ
ア
地
下
鉄
等
の
各
項
目
に
つ

い
て
．
横
断
的
に
世
界
各
困
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

．
い
を
概
観
†
る
こ
と
と
し
た
い
山

S（iJR野ゼ．ソゼ92．■
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韓国高速
鉄道計画

菅原　操
鉄道技術熾力招会

　　理‘長・工博

（杜

　
蕨
行
に
お
”
る
所
要
時
間
の
短
貼
は
．
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
目
的
な
ど
を
除
い
て
，
古
来
か
ら
人
頚
の
願
望

で
あ
り
、
時
間
価
順
の
ヒ
昇
三
技
術
の
日
展
」
伸
い
．

多
（
の
交
温
手
段
の
発
展
を
見
て
い
る
。
そ
し
て
，

鉄
道
の
持
つ
碇
実
性
，
大
量
輸
送
、
需
要
中
心
地
へ

の
接
近
性
、
安
全
性
，
誉
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
気
滑
染

か
ら
の
解
放
等
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
、
多
く
の
国
で

鉄
遭
の
高
速
化
が
行
わ
れ
．
ま
た
訴
幽
さ
れ
て
い
る
。

　
欧
州
の
先
進
諸
国
に
お
い
て
．
鉄
揃
は
時
速
3
5

0
㎞
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
を
追
う
も
の
と
し

’
．
．
、
台
湾
．
韓
岡
．
中
国
．
ト
ル
コ
．
カ
ナ
ダ
．
北

米
．
オ
ー
ス
ト
ラ
ノ
ア
等
に
お
い
て
も
高
速
鋏
道
プ

・
ジ
ェ
ク
ト
が
台
頭
し
て
い
る
．
．
こ
れ
ら
の
う
ち
，

け
本
に
と
っ
て
最
も
近
い
凹
々
で
あ
る
台
湾
及
び
偉

国
」
お
い
て
は
、
膏
工
を
目
前
に
し
て
．
悶
・
独
■

仏
3
国
の
技
南
の
し
烈
な
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
本
編
で
は
ま
ず
，
轍
国
の
ソ
ウ
ル
ー
釜
山
間
高
速

．
b
　
上
記
の
シ
ス
・
ノ
ム
に
つ
．
い
て
の
ト
レ
ー
一
一
ン
グ
．

　
　
試
験
、
運
妖
・
保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
指
導
”

c
　
技
術
移
転
計
画
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
ポ
ー

　
　
ザ
ル
、

d
　
以
上
の
ほ
か
に
2
．
3
の
オ
プ
シ
日
ン
の
項
目

　
　
が
あ
る
．

　
本
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
評
価
に
当
た
っ
て
1
1
技
術
・

価
格
に
加
．
ん
、
次
の
2
点
が
眠
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
　
技
撰
移
転
の
内
容

　
　
フ
ァ
｛
ナ
ン
ス
の
乗
弊
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狂
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ξ

　
、
戸
声
三
、
．

　
　
　
　
ご
年
．
’

畷
プ
。
ジ
．
ク
と
つ
．
妄
の
概
。
を
昭
介
す
羽
粍
働
戴

●
韓
国
馨
7
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯

　
ソ
ゥ
ル
ー
葦
山
閏
の
交
通
駄
は
年
々
噌
大
L
、
輸

送
力
の
増
強
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
ゆ
．
こ
の
区
間

に
高
壇
鉄
遺
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
，
倫
湛
力
噌

強
を
図
る
計
画
は
、
引
数
年
来
の
も
の
で
あ
る
が
．

韓
国
経
済
の
伸
縮
に
よ
伽
，
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
催
長
が
あ
っ
た
，
1
9
8
9
午
初
よ
ウ
、
韓
国
側

の
凹
き
は
活
発
と
な
り
、
金
交
背
部
艮
官
を
は
じ
め
、

数
次
に
わ
た
る
調
査
団
が
．
H
独
仏
の
高
遼
鉄
遊
の

謂
査
を
行
っ
て
き
た
。

　
1
9
8
9
年
1
0
局
に
は
、
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
エ
週

間
に
わ
た
り
日
独
仏
の
3
国
の
ほ
か
，
米
・
加
な
ど

の
辱
門
泉
を
含
む
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
．

ま
た
｝
方
で
は
健
脚
交
通
闇
闇
研
究
院
〔
K
O
T
↓

を
中
心
と
す
る
調
査
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
、
先
遊

3
国
の
高
遼
鉄
道
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
．
ノ
ス
テ
ム

選
定
の
準
備
が
行
b
れ
た
”

　
そ
の
後
，
高
速
鉄
道
の
建
設
実
施
機
関
に
つ
い
て
．

将
来
の
建
設
公
団
の
母
体
と
な
る
高
逼
電
鉄
恵
ム
釆
二

二
嗣
が
1
9
9
1
年
2
月
に
編
成
さ
れ
、
k
9
9
1

年
8
月
2
6
口
に
1
1
独
仏
3
国
の
企
某
グ
ル
ー
デ
．
に
婦

し
て
プ
目
ポ
ー
ザ
ル
要
癖
書
（
R
F
P
｝
が
発
送
さ

れ
た
。

●
韓
国
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
君
子

㈲
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
作
歳

　
日
本
の
企
某
グ
ル
」
プ
は
．
韓
国
高
逮
鉄
道
口
本

述
合
を
組
み
．
こ
の
地
域
に
最
も
ふ
さ
わ
．
」
い
高
速

鉄
弓
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
ζ
、
率
年
－
月
末
に
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
提
出
し
た
四

　
祈
幹
線
の
先
迭
撲
術
は
、
旧
J
N
R
．
現
J
R
グ

ル
ー
プ
．
鉄
道
公
団
等
の
開
面
し
た
内
客
を
多
く
含

む
も
り
で
あ
ウ
．
ま
た
試
験
運
転
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
公
的
機
関
の
一
層
の

重
り
な
く
し
‘
は
、
」
」
こ
．
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
及
び
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別
表
　
京
藍
高
速
電
鉄
討
圃
概
要

璽
一
瞭

。］

E
鑑
じ
。

績

m
計
画
概
要

　
偉
国
経
済
の
発
展
に
俸
い
三
道
に
よ
る
害
貨
の
輸

送
は
増
大
し
て
お
り
，
国
内
で
り
n
O
㎞
に
及
ぶ
鉄

滋
高
速
化
の
計
画
を
持
っ
て
い
る
が
．
当
面
魚
眉
の

急
と
な
弓
．
て
い
る
の
は
．
ソ
ウ
ル
ー
釜
山
問
約
4
1

0
㎞
の
園
躍
で
あ
る
（
別
図
）
。

　
計
幽
の
概
要
は
斑
衰
の
よ
う
で
あ
る
。

②
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提
出
要
語
〔
R
F
P
｝

　
高
遼
竜
鉄
群
楽
企
画
団
か
ら
臼
独
仏
の
企
莱
グ
ル

ー
プ
に
対
し
て
発
送
さ
れ
た
．
プ
ロ
ボ
ー
ザ
．
ル
要
請

書
の
内
容
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
と
の
で
あ
る
．
．

a
　
電
車
線
，
車
両
、
A
T
C
設
備
を
ー
パ
ッ
ケ
ー

　
　
ジ
と
し
て
、
日
独
仏
3
国
か
ら
選
択
す
る
。

一

プ
ロ
浪
ー
ザ
ル
の
翼
成
は
困
難
で
め
る
6

　
従
り
て
．
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
に
基
づ
き
、

こ
れ
ら
の
先
五
雲
術
の
移
転
に
つ
い
て
，
H
本
連
合

ヒ
し
て
関
係
機
関
の
了
承
と
協
力
支
援
々
得
て
遺
め

て
き
た
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
梅
国
の
高
速
電
鉄
事
業
企
画
団
．
．
．

（
環
在
は
高
速
鉄
道
建
設
公
団
V
に
お
い
て
総
合
評

価
中
で
あ
り
、
早
け
れ
ば
こ
の
5
月
に
は
探
用
シ
ス

・
7
．
ム
が
映
定
†
る
』
の
と
匂
わ
れ
る
．
．

婁　
建
国
の
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
施
工
事
の

直
前
の
段
階
ま
で
到
達
し
て
い
る
が
，
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
研
舛
鳩
七
二
ロ
で
は
．
　
列
構
T
の
藍
本
シ
ス
曹
ア
ム
を
艀
7
7
｛
疋
せ

ず
，
ど
の
よ
・
フ
な
シ
ス
テ
ム
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
条
件
の
下
で
入
礼
に
よ
り
ン
ス
テ
ム
決
定
を
行
う

こ
と
に
な
る
．

　
輪
国
側
と
し
て
．
こ
の
地
域
に
最
も
ふ
さ
b
し
い

シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
し
て
選
書
†
6
か
に
雨
笠
．

的
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
．
そ
の

ほ
か
に
U
本
と
の
間
の
外
交
的
問
題
．
貿
易
イ
ン
バ

ラ
ン
ス
等
繰
済
的
問
題
が
あ
る
の
で
．
そ
の
選
定
に

は
か
な
り
手
尉
取
る
で
あ
ろ
う
”
そ
し
て
．
シ
ス
．
テ

ム
選
駅
に
轟
た
り
て
は
、
．
技
南
移
転
と
フ
7
｛
ナ
ン

ス
の
条
仲
を
重
脱
し
て
お
力
．
技
術
の
優
劣
の
み
が

評
価
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
の
ザ
．
国
及
び
鉄
道
産

漿
界
を
挙
げ
て
の
対
応
が
必
饗
で
あ
る
と
旛
感
」
て

い
る
。

5め5JRガゼ7卜’，2
5．11　JRが何・7卜’Sl
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台湾西部R

速鉄道計匪

■
は
じ
め
に

高
画

β

操
釜

菅原

　
世
界
的
な
鉄
道
高
逮
化
の
傾
向
の
中
で
欧
娼
の
完

遣
趨
国
に
お
い
て
は
、
鉄
避
時
速
3
5
0
㎞
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
日
木
に
触
も
近
い
国
々
で
あ
る
．
台

湾
及
び
悼
国
に
お
い
て
』
高
遼
鉄
道
建
設
が
目
前
に

迫
っ
て
お
り
．
日
独
仏
3
国
の
融
し
い
技
権
競
争
が

競
い
て
い
る
、

　
競
号
で
は
．
韓
国
ソ
ウ
ル
ー
釜
山
圃
高
速
電
気
麩

心
計
醐
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の
で
，
本
号
で
は
台
湾

函
部
高
．
魂
欺
避
卍
画
に
つ
い
て
紹
介
す
る
．
．

●
台
湾
西
部
高
逮
餓
遵
計
画
の
経
緯

月3

苻
p
の
怪
済
発
暖
と
交
通
事
情

　
台
湾
は
L
9
7
0
年
代
か
ら
の
工
業
化
の
難
魑
に

よ
り
．
雫
均
年
準
1
0
％
を
超
え
る
高
度
鐸
済
成
長
を

続
け
．
　
現
在
で
は
8
0
0
億
ド
ル
や
一
超
・
礼
る
世
界
一

の
外
貨
齢
備
嵩
に
象
鼓
さ
れ
る
よ
う
に
二
三
の
経
済

な
い
。

b
　
聞
接
効
果

　
旅
行
時
閥
の
短
縮
、
事
故
の
解
消
な
ど
で
年
隅
5

0
5
億
元
（
1
5
…
5
億
凹
W
の
便
薩
が
計
上
き
れ

る
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
改
善
、
都
市
分
敢
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
節
減
．
マ
イ
カ
ー
癩
制
、
大
気
汚
染
の
減
少
、
技

術
ホ
準
の
向
上
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
9

鐵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方

　
蓮
設
の
た
め
の
予
算
が
承
認
さ
れ
れ
ば
．
個
々
の

項
目
に
つ
い
C
人
礼
行
為
に
入
る
が
．
そ
の
発
注
方

式
と
し
て
は
架
線
、
車
両
髄
信
号
設
備
は
．
コ
ア
艦

ン
λ
テ
ム
と
し
て
＝
バ
ッ
．
ケ
【
ジ
で
人
札
と
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
．

懸
●台湾西．部高遮鉄道路線図

　　　　f
邸’泣遊a乳

　　　　　胃贋
緬，T　　r．蒙

　　　、マ

隆喰裾内‘ぴ㎞

轟　央

山

　甑矯

：
ノ

　隆．嶢

ak！M‘蹴
｛＝タ止禰臼山1

北回嘩R

成
長
を
達
げ
て
い
る
。

　
台
跨
の
経
済
艶
展
に
伴
い
、
含
湾
西
部
回
廊
は
交

漕
椴
が
増
大
し
．
諭
送
力
の
噌
強
の
必
要
に
迫
ら
れ

’
、
い
る
，
持
に
総
入
口
約
2
0
0
0
万
人
の
大
部
分

．
は
脊
梁
山
脈
の
西
側
に
屠
住
し
．
筋
市
が
土
日
し
、

沿
腺
人
口
密
貿
は
か
な
ソ
人
き
い
。
そ
の
た
め
二
目

一
言
北
一
古
中
一
台
南
一
高
醗
の
台
湾
西
部
回
廊
に

交
通
量
が
果
申
し
て
澄
り
、
台
北
一
高
雄
間
の
高
産

鉄
贋
嘘
脱
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
．

鞘
総
国
国
顕
調
査

　
A
ロ
3
6
父
温
部
運
輸
研
究
所
は
，
1
9
8
9
年
－
月

一
鱒
年
5
月
に
か
け
て
、
磁
気
浮
上
列
准
、
高
邑
新

綴
の
碓
設
を
臼
8
1
鉄
直
の
高
越
化
に
つ
い
τ
の
．
7
レ

フ
ィ
ー
ジ
ど
リ
テ
｛
1
目
配
を
実
旛
し
た
。

　
こ
の
二
二
蜻
果
を
も
」
一
に
9
0
年
6
阿
．
台
北
一
高

雄
蕊
臼
3
4
0
㎞
り
に
高
越
新
級
の
建
改
が
決
定
し

た
．
9
0
年
1
0
月
よ
り
9
1
年
H
月
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
の

S
O
F
R
E
R
A
【
L
．
ド
イ
シ
．
の
D
e
I
C
D
n

言
－
t
．
及
び
臼
本
の
J
＾
R
T
S
I
H
S
R
の

協
力
に
よ
り
総
合
龍
画
澗
査
が
行
わ
れ
．
ル
ー
ト
選

定
．
設
硅
基
箪
の
作
臨
、
シ
ス
テ
ム
選
竃
、
入
札
設

計
苔
の
警
備
等
が
実
施
さ
れ
た
。

　
日
躯
チ
ー
ム
と
し
て
は
．
J
R
グ
ル
1
プ
．
鉄
筆

公
団
等
B
の
駿
関
か
ら
隠
名
の
専
門
家
が
こ
の
凋
査

に
蓼
加
し
た
、

●
計
画
の
琶
嬰

m
取
一
b
皮
び
雁
叱

　
下
灘
構
翫
厄
に
つ
い
C
に
、
地
膨
・
地
質
・
気
象
柔

件
の
類
似
し
て
い
る
門
本
の
技
虚
者
．
企
業
の
谷
加

へ
の
掴
待
が
大
き
い
。

　
高
連
鉄
道
建
設
準
湖
処
に
低
い
f
一
は
．
新
年
度
f

算
で
早
周
に
下
部
構
遣
の
詳
柵
設
計
を
遣
め
る
た
め
．

こ
れ
に
列
立
っ
て
．
卓
両
を
合
ひ
コ
ア
．
シ
ス
テ
ム
の

入
札
を
行
い
、
採
嘱
す
凸
ン
ス
テ
ム
を
決
定
し
た
い

捗
え
で
あ
る
句

　
し
か
し
1
9
9
2
年
7
録
か
ら
始
ま
る
新
年
度
予

算
漿
に
は
調
査
・
設
計
費
1
6
・
臼
億
N
T
ド
ル
（
駒

80

ｭ
円
｝
の
み
が
計
上
さ
れ
て
お
り
．
建
設
費
は
計
上

さ
れ
ギ
・
．
実
施
機
関
で
あ
る
高
逗
鉄
屯
建
設
紘
「
備
処

ノ
み
／
／

牌
湘
。

輯
瀦

叢
山
／
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㎝
双
n
配
屏
仁
，
い
て
　
当
“
駐
‘
で
1
3
鳳
こ
へ
と
戚
ロ
い
側

　
　
　
誼
て
　
　
レ
触
が
．
頃
羅
吊
し
罰
．
m
耽
，
冒
腕
【
、
“
巴
斎
餓
O
．

　
　
　
ハ
O
．
M
　
㌧
．
臣
隅
脈
と
慧
恨
卜
n
　
甲
費
5
動
議
置
に
凌
8
，
へ
」

「
■
．
．
．
…
．
．
．
　
，
、
一
i
ヨ

fA
t
’
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総
合
罐
画
調
査
に
お
い
ζ
検
討
さ
れ
た
高
逮
鉄
荘

の
ル
ー
｝
‘
主
饗
な
請
疋
は
図
表
の
と
お
り
で
あ
る
．
．

勘
建
設
費

　
1
9
り
1
年
田
月
，
行
政
院
報
告
博
に
お
け
る
建

設
費
総
頷
は
4
2
6
6
信
N
T
ド
〃
（
Z
兆
1
7
6

0
導
燈
｝
で
め
る
。

ゆ
建
設
効
果

“
　
直
門
効
渠
　
．

　
湾
蒸
収
入
と
し
て
2
0
1
一
年
で
年
間
3
6
Z
億

元
〔
L
9
1
0
億
円
〕
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
他
駅

関
連
事
業
開
薙
で
年
問
約
3
μ
0
偬
元
が
予
定
さ
れ

で
、
■
る
が
．
こ
の
収
入
は
財
務
分
所
に
ば
・
〈
い
τ
い

は
実
脚
鳥
の
2
1
噛
め
の
財
浬
イ
．
く
り
に
力
．
和
－
注
い
で
い
る
、
．

●
紡
び

　
煮
湾
で
は
．
U
独
仏
＄
国
の
新
幹
線
妓
術
が
激
」

い
競
争
の
場
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
蹴
争
の
鳩
で
、

地
元
を
禽
め
4
ヵ
国
の
技
術
者
が
相
配
に
十
分
な
技

術
討
論
を
行
っ
て
，
対
匁
国
に
と
っ
て
H
『
適
の
シ
x

テ
ム
を
つ
く
り
晒
†
．
こ
と
は
．
鉄
遣
技
歯
の
晃
展
に

と
つ
τ
入
き
な
貢
献
と
な
る
こ
と
と
思
う
。

　
孟
た
台
湾
に
お
い
て
も
．
騰
国
同
様
各
俘
の
国
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
し
て
選

択
↑
る
か
試
技
術
的
に
重
大
な
問
題
で
め
る
ば
か
り

で
な
く
．
そ
の
ほ
か
“
凪
奉
と
の
間
の
外
交
的
閥
㎎
、

貿
易
f
ン
バ
ー
フ
ン
ス
雄
σ
桂
済
的
聞
題
が
あ
る
。
　
陸
っ

て
．
コ
ア
・
シ
ス
・
ア
ム
の
人
札
の
行
方
は
全
（
f
側

で
き
乏
い
が
．
日
本
と
よ
く
似
た
台
湾
の
日
二
条
俸
．

社
会
眼
件
か
ら
見
て
、
実
務
レ
ベ
ル
に
舘
い
て
日
本

の
新
幹
繰
妓
術
の
評
価
は
高
い
り

　
台
湾
は
且
9
9
i
年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
国
家
建

設
6
力
年
計
凶
（
総
額
8
兆
2
0
0
U
億
N
T
ド
ル

π
約
4
0
兆
円
甘
の
注
の
一
つ
と
し
て
こ
の
高
声
鉄
面

計
両
を
弊
1
1
て
い
る
が
．
池
の
国
家
ブ
匪
ジ
ェ
ク
ト
．

あ
る
い
は
他
の
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
－
の
醗
争
り
中

で
産
み
の
苦
・
い
み
が
あ
る
も
の
と
思
・
O
れ
る
。
こ
の

高
壇
鉄
道
計
画
を
着
工
に
導
く
た
め
の
妓
術
移
転
を

行
っ
て
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
破
立
を
交
解
す
る
こ
と

が
，
3
国
の
弓
術
逓
争
以
前
に
重
要
な
二
』
で
あ
ろ

甲
7
9

ss6JRガゼット’91
F5r｝　JRカ’ゼットYl

t　tt

も査旛
。
．
脚

・
穂
．
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，
…
・
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．
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義

bETANV

その4

fスタ

ー高速

　
　
ぐ

≦
。
φ

シンジャン～アtjフィ工間建殴中の
鉄通斬織トンネル

アンカラ～イスタ

ンブしソレ問高速

．鉄i絶目f1由i（トノレ！コ）

　　　　菅原　操
（社）‘魚田髄技術ホ肋協会

　　　　理事長・工博

●
は
じ
め
に

　
中
進
国
以
ト
の
縦
国
は
ち
ら
う
ん
、
開
発
途
上
の

国
」
お
い
て
も
．
畦
済
発
展
に
伴
い
U
民
の
モ
ビ
リ

ナ
ィ
ー
が
噌
川
し
、
主
要
な
交
通
回
廊
に
交
通
鍵
が

準
中
し
．
屡
く
の
場
へ
門
モ
ー
ヶ
ソ
ゼ
ー
シ
日
ン
の
嬉

喉
に
エ
リ
，
這
賂
混
羅
・
渋
冊
が
激
し
ζ
．
環
境
破

壊
の
問
題
を
生
ず
る
に
至
っ
て
い
ろ
。

　
．
η
、
航
窄
翰
送
網
は
日
次
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
．
そ
の
．
輪
迷
力
は
交
通
需
要
の
こ
く
㎜
部
を
賄
う

に
唄
岨
望
b
な
い
場
A
口
が
多
い
。

　
そ
の
た
め
高
速
逝
路
の
建
設
と
．
鉄
遺
の
改
良
・

高
悪
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
競
争
状
態
に
な
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
．
．

　
本
号
で
は
甲
鉄
准
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
岡
時
に
，

代替案の般引出1

r買掬列軍¢300しeVdnd皐けん弓鵬

3
時
間
半
蹴
内
に
収
め
よ
う
と
い
う
．
ア
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
例
と
」
て
、
ト
〃
2
国
の
ア
ン
ヵ
ラ
ー
イ
ス
ク
ン

ブ
ー
ル
闘
の
笠
「
迷
践
道
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
、

●
ア
ン
カ
ラ
～
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
問
、
高
逮
鋏
通

　
計
霞
の
凝
緯

田
鉄
紅
短
絡
の
必
要
注

　
卜
〃
コ
隔
の
2
大
宝
所
ア
ン
カ
ラ
へ
入
目
3
0
け

万
人
り
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
〔
入
1
1
娠
O
q
万
人
〕
問

は
．
在
恥
鉄
道
は
図
に
示
†
よ
う
に
、
シ
ン
ジ
ャ
ン

ー
ア
リ
フ
．
．
二
間
で
エ
ス
キ
シ
T
一
〃
を
結
ん
で
た

き
く
う
回
し
、
服
客
諭
送
に
お
い
ζ
9
時
間
を
賢
」

て
い
る
．
こ
の
ル
ー
ト
は
ま
た
．
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ

　
当
協
会
は
、
1
9
3
7
年
に
こ
の
7
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
行
可
能
粍
に
つ
い
て
r
鯖
調
食
を
行
い
，
ま
た

89

N
に
は
翻
速
扶
贋
及
び
手
直
近
代
化
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
に
努

め
て
き
た
　
ト
ル
コ
国
政
晦
か
ら
は
．
こ
．
の
一
r
備
調

査
を
踏
ま
え
て
．
9
1
争
n
駐
に
、
臨
本
政
府
．
」
吋
し

本
絡
的
な
7
｛
ー
ジ
ビ
リ
．
テ
！
．
調
査
の
要
5
4
が
な
さ

れ
て
い
る
。

●
計
爾
の
擬
要

鵠
検
討
し
た
代
替
案

　
当
協
会
が
6
7
年
に
実
施
し
た
チ
備
祠
奇
の
凛
に
、

検
討
」
た
代
玉
案
は
衷
－
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

ω
建
設
費

　
予
融
調
竃
の
段
階
で
あ
る
の
で
極
め
て
厩
算
で
め

る
が
．
設
備
の
蜆
惜
に
吋
応
し
て
総
漣
設
費
は
2
2

0
り
億
一
．
2
δ
O
■
億
円
と
試
翼
さ
れ
た
。

⑥
扱
資
効
果

　
予
儲
調
査
で
試
算
さ
れ
た
内
部
収
益
率
は
表
2
の

よ
．
，
に
、
国
民
楼
済
的
な
判
断
貸
料
と
な
る
経
済
的

内
部
収
益
串
｛
E
且
R
R
▼
で
は
．
最
も
高
連
〔
畔

速
2
6
0
㎞
り
の
代
辱
案
【
が
有
n
で
み
り
．
財
務

的
内
部
収
益
率
〔
F
［
R
K
）
で
は
最
高
時
遼
1
5

0
㎞
程
度
の
も
の
が
訂
利
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
．

　
．
｝
の
よ
う
な
ケ
；
．
民
で
は
．
…
畿
に
軽
僻
分
栃
結

果
を
妻
田
す
べ
き
で
あ
り
、
昏
ら
に
財
務
曾
析
結
果

に
お
い
て
．
4
つ
の
代
排
窯
柑
亙
縄
、
」
顕
留
な
差
が

な
い
．
｝
と
を
サ
霞
ポ
る
と
，
総
合
的
に
代
蟄
案
1
†

各寮の内部収益寧衷2

ケー．ス 優斎開硯蔭囎皐
eE」Rm　　　【％，

馴確酋内鱈覗益準
kF｝RR｝　　｛，の

代盟躍　1　　　　．

¢ﾖ寒　含

　　　巳756
|．．
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ン
パ
を
囁
岬
（
幹
線
ル
・
．
．
ト
ぐ
み
る
％
し
め
、
　
欧
直
遷
絡

の
貨
物
働
遊
に
つ
い
て
ら
電
翼
な
位
置
を
占
め
て
い

る
q

　
そ
の
た
φ
．
シ
ン
ジ
卸
．
ン
ー
ア
リ
フ
’
、
工
聞
を
，

高
崖
鉄
遜
煙
搭
の
新
綴
で
血
結
し
、
距
離
で
』
約
1

6
0
㎞
の
経
確
を
図
り
、
ま
た
ア
ン
カ
ラ
ー
シ
ン
ジ

や
ン
間
及
び
ア
リ
ソ
｛
エ
ー
イ
戦
タ
ン
ノ
ー
ル
閲
は

在
米
梅
〃
，
グ
レ
ー
に
．
・
ア
ツ
ブ
・
し
．
γ
ン
カ
一
7
ー
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
間
を
3
時
聞
半
稚
皮
で
縞
ぼ
う
と
い

う
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
で
あ
る
．
．

㈹
プ
ロ
げ
ソ
ェ
ク
ト
の
岬
総
緯

　
ト
ル
コ
国
政
府
は
L
9
了
0
午
米
こ
の
臨
画
を
推

量
し
て
き
て
お
り
．
短
絡
線
部
分
で
は
、
写
真
u
」
示

．
す
よ
う
に
既
に
一
部
の
ト
ン
ネ
ル
r
事
に
着
手
し
た

が
、
財
政
曝
溶
な
ど
に
よ
ウ
中
断
し
て
い
る
．

な
わ
ち
簾
高
晦
煙
2
δ
0
㎞
の
案
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
る
，

■
鰭
ぴ

　
礎
来
ト
ル
コ
国
政
府
は
．
b
O
T
万
式
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
熟
心
ず
あ
る
r
す
な
．
わ
ら
、

光
進
国
王
が
．
ア
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
琳
源
を
侍
ち
”
恐
4

で
建
設
を
行
い
、
＝
虚
期
開
（
例
え
ば
2
5
香
り
煙
賞

し
た
後
．
ト
ル
コ
国
仁
施
設
・
運
営
を
移
曽
す
る
方

式
で
．
応
陸
前
（
機
概
甲
か
ら
の
提
案
を
求
め
τ
き

た
．
し
か
し
、
こ
の
鉄
滋
投
資
は
．
民
問
資
動
の
み
．

で
探
算
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
旧
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
政
府
の
財
源
』
用
意
し
、
ま
た

日
奉
そ
の
他
か
ら
の
縫
済
協
ヵ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
・
一
と
が
分
か
り
．
現
在
は
B
O
T
方
式
に
こ
だ
．
O

’
り
な
い
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
9

　
現
在
の
・
こ
こ
ろ
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ク
ー
…
ナ

ル
は
．
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
東
側
軌
．
ア
ジ
ア
側
V
の

ハ
イ
デ
ル
パ
シ
ャ
地
区
に
計
画
し
て
い
る
が
．
欧
亜

連
緕
を
考
え
る
と
．
海
峡
の
西
鮒
ま
で
廷
長
ず
る
の

が
趙
切
で
あ
り
．
海
峡
部
の
水
臨
ト
ン
ネ
ル
窒
や
．

第
3
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
〔
鉄
山
・
道
路
併
用
橋
V
な
ど

の
壌
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
．

な
プ
ロ
ヅ
ェ
ク
ト
が
膨
成
さ
れ
よ
う
．

…
局
大
凧
概
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畢
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イラン国鉄の

　高速化と
　増強計画

●
は
じ
め
に

　　　・菅原　操
社〕；毎外鉄道技術協力協会

　　　　理事長・工博

　
‘
ラ
■
！
国
に
，
　
見
9
7
9
㌔
9
2
茄
命
以
後
、
　
f
冒
ツ

ク
と
の
長
い
吸
争
な
ど
が
あ
っ
た
が
，
罷
近
の
安
定

政
購
を
背
肝
に
．
次
薦
に
国
民
常
活
の
句
L
、
の
改

策
に
向
か
っ
て
、
外
資
の
導
人
．
民
力
の
活
用
な
ど

に
目
や
■
隅
い
．
、
い
る
．

　
G
N
P
で
言
え
ば
，
国
民
－
八
当
た
り
1
8
0
0

σ
S
ド
ル
と
な
り
，
緋
済
盾
動
の
活
王
化
に
伴
い
、

欽
沮
の
噌
強
に
力
を
入
れ
て
い
る
山

　
・
・
9
7
5
年
㍑
躍
、
わ
が
国
の
開
議
丁
解
じ
礁
づ

き
．
テ
ヘ
ラ
ン
ー
マ
シ
ャ
ド
間
の
高
迎
鋲
遭
瞠
画
に

村
．
し
く
、
当
時
の
日
ぷ
国
段
の
二
三
力
を
も
弓
て
虐

乃
ず
る
こ
．
ζ
と
な
P
．
箪
滑
ら
に
、
L
9
7
5
年
か

ら
L
9
7
7
甲
に
か
け
C
こ
の
湖
速
鉄
憾
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
亭
掛
け
な
』
の
で
あ
っ
た
が
．
近
無
早

急
に
活
題
に
翫
り
出
し
て
い
る
の
が
．
テ
．
ヘ
ラ
ン

ー
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
間
の
鉄
道
〃
四
逮
化
で
あ
・
り
。

表1国瞭収支の椎移
「取♂立：L風ドん・P

許笥慨
香D・「1．うノ」E本圃．易振罵余資匹・L‘5

目本との買易翻の罐移
　　　　　　　・：中位’自．hFル

2

臼峯から

。）幅人

『tへの

幅比

篇ド：：

耀．主：置界．＆国賢賢に’う

　
イ
ラ
ン
国
は
、
鉄
垣
の
高
丘
化
の
み
で
な
（
．
港

湾
貨
物
、
及
び
砿
罷
物
の
簡
濫
力
た
助
の
斬
線
計
画

を
多
く
持
つ
亡
お
り
，
逐
次
実
現
さ
七
て
い
る
，

●
イ
ラ
ン
国
の
概
要

　
イ
ラ
「
．
曽
国
の
へ
口
は
、
5
1
2
0
万
人
↑
・
り
窪

9
甲
｝
で
、
こ
れ
が
日
峯
の
約
“
陪
の
面
凹
（
i
6

4
万
紺
U
に
住
’
馬
副
」
い
る
．

　
f
ス
ラ
ム
二
三
俊
．
物
轍
の
上
罫
が
縦
き
．
イ
ラ

ク
と
の
戦
争
に
よ
る
ぽ
（
大
な
戦
費
が
．
国
民
雫
沼

を
圧
迫
し
な
．
近
準
の
剛
陥
収
支
，
U
．
バ
と
6
2
貿
易

額
は
そ
れ
ぞ
れ
衷
1
．
2
の
と
お
い
で
め
り
，
口
枢

の
石
油
愉
．
人
兄
と
し
τ
7
・
8
％
の
シ
ェ
ア
を
ゐ
酌
．

わ
が
国
と
の
買
勢
額
払
依
祷
と
し
て
小
さ
く
一
．
・
い
。

　
近
竿
．
舗
市
へ
¢
入
口
の
恥
中
は
激
【
く
、
テ
ヘ

ラ
ン
の
入
ロ
ば
1
2
U
O
万
入
．
f
ス
フ
ア
ハ
ン
は

3
“
O
万
入
と
な
っ
て
お
h
．
こ
几
に
よ
り
、
協
酊

4
・
L
　
．
．

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

’
融
－
り
．

屠峻中のアヘラン地下写菖1

内
．
置
市
間
の
交
題
ト
増
卸
を
目
置
け
『
冒
い
る
．

　
㍊
琳
内
の
交
通
湿
雑
解
湖
の
た
め
、
・
■
ヘ
ラ
ン
三

内
で
は
．
現
粍
南
北
及
び
東
西
＾
向
の
地
下
跣
』
逐

次
建
設
が
膓
ん
で
い
る
【
写
真
一
－
。

●
イ
ラ
ン
国
に
お
け
る
鉄
道
ヲ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
｛
．
7
ン
国
の
鉄
蹴
螺
は
図
に
示
†
よ
う
．
に
．
多
く

の
増
弼
説
闘
が
み
り
、
喪
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

ご
ち
る
愉

の
鉄
瞳
の
高
迎
化

　
う
ヘ
ラ
ン
ー
イ
鴇
フ
ァ
ハ
ン
…
凹
｛
調
査
二
一

　
．
7
ヘ
ラ
ン
写
マ
．
ン
幽
．
ド
隅
「
謂
並
巾
｝

　
旧
～
へ
置
フ
ン
ー
ク
プ
リ
ッ
ツ
…
凶

図
鉄
道
新
雛

　
．
昌
フ
ク
・
バ
ン
ダ
彬
ア
パ
ス
開
〔
建
歳
山
－
”

　
サ
・
フ
ー
ス
ー
マ
5
，
ヤ
ド
ー
バ
フ
ク
皿
叫
　
（
調
査
中
｝

　
ケ
ル
マ
ン
ー
チ
「
却
，
バ
ハ
ー
ル
問
（
調
査
中
〕

rm8JR＃ゼット’92

も
　　くデ　ノ　　ぢグロ

毒％錨
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．
駅

　
　
酷

　
　
6

を
。
タ
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　巾国の鉄道と
　　　ア　ネ　イ
福州～厘門間の

　　蔦速目幹線

●
は
じ
め
に

　　　　　菅原　操
（社）海外鉄道技術協）JtAft

　　　　　理事長・工榑

　
世
界
的
な
銀
道
簡
速
化
の
傾
向
の
4
1
で
、
韓
国
，

台
湾
，
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
・
中
近
裏
の

国
の
鉄
適
高
速
化
に
つ
い
て
連
べ
て
き
た
が
．
こ
こ

に
急
速
に
嬬
俸
化
し
亡
き
た
の
は
、
隣
岡
で
あ
る
中

国
幅
趣
省
に
お
け
る
高
速
祈
幹
線
蓮
設
計
画
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
は
．
甲
岡
の
瞬
策
と
し
て
の

斬
幹
線
を
擁
建
博
側
と
日
参
企
瑛
と
の
含
弁
百
本

に
お
”
る
窮
三
セ
ク
タ
ー
方
式
）
で
妃
設
・
矩
営
し

よ
う
と
い
う
一
腫
の
民
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
ら
．
．

　
．
一
の
こ
と
は
中
国
首
脳
が
．
ロ
本
の
斯
幹
線
技
術

を
高
｛
評
価
し
’
∴
■
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ

．
9
，
．
H
本
か
ら
外
国
へ
新
幹
線
技
術
の
初
の
技
慨
移

転
の
ケ
「
・
ス
ー
7
な
晦
偉
る
も
の
で
あ
る
。

●
中
国
の
銭
道

山
・
旧
一
の
鉄
週
は
、
戦
一
剛
に
約
2
万
4
0
0
0
㎞
が 艮1　中国の鉄道において輸送力の

　　　ひつ迫している主要な博引

　　　　：
　匡　問　　這長
　　　　1［he／，

磁1、，

鯛，画賃〔1日片凹

讐1熟
腱区容／
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建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
置
9
4
9
年
親
国
家
の
発
星

後
の
交
近
至
当
で
に
、
鉄
遭
を
陸
上
交
通
の
主
役
と

位
澱
付
け
、
嬢
設
・
改
良
を
急
ピ
ッ
チ
で
遣
め
、
現

在
は
営
契
キ
ロ
5
万
確
0
0
0
㎞
と
な
n
・
，
き
ら
に

毎
年
ユ
リ
0
0
㎞
”
ペ
ー
ス
で
新
濠
が
建
設
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
楡
送
力
は
多
く
の
．
線
区
ζ
泉
裕
が
な
く
．

果
北
地
方
か
ら
発
送
オ
・
る
貨
物
愉
送
の
例
で
は
愉
出

向
け
は
・
二
〇
D
％
愉
遜
」
て
い
る
が
．
回
内
向
け
は

20

齣
ｦ
似
茄
の
瀞
貨
が
常
時
出
て
い
る
、
ζ
重
ヲ
ン
、

　
愉
退
力
に
対
し
、
列
市
数
が
限
度
…
郡
に
達
し
て

い
る
線
区
の
主
な
も
の
を
衰
1
に
示
寸
，

　
日
ホ
と
中
国
の
鉄
虹
と
は
長
い
酵
き
合
い
が
あ
る
。

2
国
間
の
経
済
協
力
と
し
で
剛
滋
力
増
強
な
ど
の
直

機
櫛
款
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ク
イ
に
次
ぎ
．
電

化
．
都
市
鉄
過
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
ゆ
．
テ
ィ
麗
査
の
ほ
か
．

ま
た
畝
辺
曽
門
家
の
派
遺
．
研
催
員
の
受
1
7
入
れ
，

聖
轍

　　　　　．彊

域ド・定L∵

、
属
『

．p

tVp

@一zaHi市の町並みと迦路混雑

鉄
近
蒼
埋
学
園
に
対
す
る
協
力
α
ど
披
術
脇
力
案
件

も
多
．
㌔

●
鉄
道
高
遮
化
の
三
口

　
中
国
に
3
5
い
て
も
玖
垣
高
速
化
の
検
討
が
行
わ
れ

て
お
ワ
、
セ
ミ
＋
．
1
掌
V
の
要
望
は
強
い
＝

　
ウ
国
全
体
の
絶
策
と
し
τ
は
、
口
下
の
と
こ
ろ
．

エ
ネ
ル
ギ
：
資
源
の
確
保
が
最
重
点
で
あ
り
．
貨
物

櫓
送
力
の
増
強
を
第
｝
と
し
．
新
線
迎
設
孕
在
来
綿

の
強
化
が
行
h
れ
τ
お
0
．
旅
客
列
車
の
高
専
化
は

且
G
O
㎞
／
h
程
度
を
目
標
と
し
て
い
る
．
．

　
し
か
し
特
に
旅
客
禰
送
需
要
の
大
き
い
次
の
各
線

区
で
は
．
鉄
演
部
と
し
て
高
遼
・
化
の
7
イ
ー
ジ
ビ
リ

ナ
ィ
闘
査
を
進
め
て
い
る
。

　
北
京
5
天
津
閲
　
母
高
時
速
　
3
0
0
㎞

　
天
津
一
南
京
間
　
最
高
時
遠
　
3
0
0
㎞

　
南
京
一
上
海
間
　
最
高
時
速
　
3
u
o
㎞

切9JRガゼ・ンドs2
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イ
ス
フ
，
、
h
ン
・
1
層
ン
ー
．
フ
印
．
ズ
M
岡

㈲
そ
の
他

　
パ
ッ
ド
．
－
†
ズ
ド
間
（
噌
し
巾
中
、

ガ
↑
げ

へ
調
査
中
〕

血
堆
線
改
晦
－

，

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
ぜ
等

、
。
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
O
．
p

　
　
　
　
　
　
”
℃
．
写
翌
日

ン
㍉
為
f
鷺

　
．
リ
ロ
「
．

　
　
　
　
　
b
7

タ
ン
、

　
　
　
q
，

倉
潔
横
、

　
　
　
　
　
　
画一蝋

↓
準

壇
路
線
妊
h

　
営
袋
撮
　
　
　
蔚
4
6
D
O
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
（
…
部
を
除
き
憬
準
軌
聞
冒

　
τ
事
巾
－
　
　
　
約
1
・
詠
u
o
㎞

　
調
査
・
計
画
細
　
約
1
0
0
0
㎞

蘇
肺
刷
珊
…
欝
錦
繍

　
　
　
　
　
　
　
・
？
・
・
紺
成
が
麗
在
で
，
最
高
時
虚

日　
　
　
　
　
　
　
1
6
e
㎞
F
h
で
テ
ヘ
ラ
ン
ー
噂
、

　
　
　
　
　
　
　
ン
ヤ
．
ド
正
し
」
テ
へ
・
7
ン
ー
．
ザ
9
．
’
ジ

、

ヤ
ン
閲
を
遡
行
し
て
い
る
．

　
呪
血
目
畑
中
の
粥
2
次
5
力
年

訂
画
鴫
塾
9
9
4
－
L
9
9
8
彫
、

で
は
．
鉄
遊
の
増
強
に
は
重
点
が

置
か
れ
．
梓
．
㌧
．
テ
へ
う
ン
ー
｛

ス
7
ア
ハ
ン
問
の
κ
団
噛
雌
触
欲
噺
鳴
に
「

い
て
は
砕
鋤
の
目
玉
と
」
た
い
サ

．
え
ご
郵
る
p

　
　
　
　
　
　
テ
ヘ
ラ
ン
～
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
問

　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
高
速
鉄
遵
計
四

　
　
．
f
ラ
ン
の
…
∴
つ
の
高
逮
化
舛
象
同
誌
の

憐
ザ
で
・
こ
の
線
区
は
両
鳩
r
三
つ
の
大

球
設
都
市
が
あ
ウ
．
途
か
に
は
聖
鄙
ヲ
ゴ
γ

　
　
　
ペ
ル
｝
い
，
の
昨
那
で
め
る
ば
か
り
で
む

．
翼

．
写

麗

ζ
．
近
蒲
に
は
ゾ
プ
ア
ー
ヘ
ン
の
製
訣
所
を
存
し
．

近
代
的
帝
叢
都
市
と
し
て
も
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
・
r
「
ヘ
ラ
ン
ー
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
圃
へ
現
在
課
で
約
5

5
0
㎞
り
を
約
1
1
0
㎞
に
罷
躍
し
．
2
一
、
“
時
闇

で
結
ぽ
・
フ
と
い
・
フ
計
画
は
イ
匿
フ
ン
鯛
’
し
は
既
に
．
卜
偏

調
査
が
な
さ
れ
、
わ
が
囮
で
も
よ
う
や
く
協
会
ペ
ー
．

ス
で
の
醐
涯
が
始
ま
凸
、
た
ば
か
り
で
1
5
る
が
．
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
．
れ
が
囚
へ
の
技
爾
・
難
碑
協
力

卯
要
硝
が
強
い
の
で
，
や
が
て
雫
洛
的
な
藁
薦
協
力

の
場
に
発
展
’
‘
る
こ
と
が
三
毛
さ
れ
る
。

●
む
す
び

　
近
印
の
何
回
か
の
激
勤
に
も
か
か
わ
．
「
っ
†
、
1
5
臨
「

ぶ
り
こ
訪
ず
ね
た
テ
へ
弓
、
ン
は
、
壷
需
時
と
比
．
、
て
町

雄
み
は
隻
く
変
わ
ら
ず
．
た
だ
田
辺
蒲
か
ら
山
↑
三
・

に
か
け
て
の
慨
．
」
い
住
宅
明
莞
が
．
亀
時
の
5
0
n

厚
八
耶
市
を
、
L
2
G
U
万
入
の
入
口
を
有
す
る
膨

大
な
都
市
に
変
ぽ
・
フ
さ
せ
て
い
た
（
写
真
2
｝
馬
『
ゆ
市

蘭
学
の
混
雑
は
，
路
面
駐
車
の
噛
長
が
こ
れ
を
増
輻

し
て
い
る
が
．
既
に
Z
線
の
旭
ド
鉄
題
設
が
鷹
み
、

滋
要
な
塩
路
り
．
方
涌
旧
什
，
バ
ス
山
旺
剛
…
レ
ー
ン
の
｛
眠

定
な
ど
．
路
而
交
通
改
酵
へ
の
野
η
』
遮
ん
ご
い
ξ

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
か
つ
て
の
テ
．
ヘ
ラ
ン
ー
マ
・
ン
ヤ
ド
…
岡
の
魅
界
鼓
臼
煽

－
り
高
速
鉄
沮
建
設
の
夢
に
代
わ
っ
て
、
　
脱
往
の
一
一
7

ン
同
は
最
も
地
雌
に
劉
口
置
海
向
し
の
た
め
の
、
斉

湶
《
．
の
噌
強
に
路
み
旧
し
て
’
る
よ
・
「
・
に
恩
わ
れ
る
、

9、ヨ7　JRガゼ．アト’92

難

広
州
一
傑
欄
聞
鮭
尚
時
塊
エ
6
0
㎞

、
●
禰
趣
雀
．
福
州
～
厘
門
聞
高
速
新
幹
綴
増
設
区
画

。う

ﾝ
景

　
中
国
の
楓
廼
省
は
面
偵
1
2
万
㎞
・
入
π
3
0
0
0

万
人
を
擁
し
、
省
都
幅
州
は
、
外
資
閉
上
市
懲
で
あ

る
，
市
内
の
経
済
活
動
も
語
発
で
、
歪
る
所
で
道
路

の
改
與
ビ
ル
の
腐
層
化
も
行
わ
れ
て
お
り
交
芸
評

鮭
も
激
し
い
（
写
真
V
．

　
ま
た
第
ソ
’
の
都
会
で
あ
る
垣
門
は
、
経
済
特
区
に

折
定
さ
れ
て
む
り
、
画
期
的
な
中
国
近
代
化
の
拠
点

と
な
る
こ
．
こ
が
期
侍
さ
れ
て
い
る

y
経
涛
発
凝
が
替
し
い
橋
州
一
風
門
閥
に
高
速
鉄
繁
一

建
設
す
る
：
と
を
企
廟
し
．
口
中
A
”
作
に
よ
る
プ
ロ

ジ
雰
ト
と
－
し
て
進
め
る
こ
と
を
・
香
港
を
根
礎
填

と
』
、
、
中
国
に
お
い
て
ら
関
売
投
資
を
行
っ
て
い

る
片
川
信
託
投
資
集
団
に
依
幅
し
た
。

　
挙
穿
7
月
1
5
口
．
こ
の
新
幹
線
の
建
設
．
襲
倉

関
す
る
基
本
協
議
書
が
福
建
省
側
と
同
投
資
集
団
と

の
間
τ
劃
一
さ
れ
，
．
－
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
前
垂
の

粥
…
歩
を
踏
み
出
し
た
．

圖
二
二
概
要

当
鴇
会
は
鉄
道
公
団
、
J
R
3
社
な
ど
の
協
力
を

畳
一
2
f
、
℃
あ
ブ
・
ジ
・
　
ク
ト
の
フ
｛
ー
ジ
ピ
リ
テ
ィ

潤
査
姦
く
実
施
†
る
が
、
巨
多
τ
の
事
萌
馨

で
の
三
更
は
衰
2
の
と
お
り
で
あ
る
．
．

　
3
1
贈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
〆

囎
歌
舗

●
む
す
び

　
嘱
建
省
を
中
心
と
す
る
こ
の
斬
幹
綴
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
基
本
箇
血
書
の
調
即
式
に
は
．
中
央
政
冊
か
ら

も
．
国
家
上
地
局
．
鉄
道
部
、
国
家
径
貿
部
等
の
要

人
が
参
加
し
．
宇
央
政
府
も
了
解
の
う
え
運
め
ら
れ

て
い
る
7
ロ
ヅ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
、

41

走
T
が
線
路
尉
地
を
現
物
幽
資
し
、
目
本
側
は

資
金
と
技
術
を
裾
供
L
．
日
中
合
作
企
業
と
し
て
，

新
幹
繍
の
建
設
・
遷
呂
を
葦
フ
切
め
て
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
合
作
企
業
は
．
各
駅
筒
辺
の
あ
る
範

／
　
　
　
　
醐

／
鐸

　
　
　
　
’

　　曽鵠曽墨　　　　　　　　　　　　　！　5雨1畳1
　　’隅舶㎜PtOoy　　　　　　　　　l．、　、r4陛

　　　　　　　　　　t！t．．．ttt
　　　　　　　　．．「ノ　　噂

　　51講、　　vン
　　　　　　川・ノ　　．

欝㌦一
鍬，

」図・帽融断口．一屡門閲
　高溺斬幹縮附設爵画路纈鰭図β．

囲
の
土
地
の
開
兄
儀
を
得
る
こ
と

に
な
う
て
い
る
の
で
．
閏
発
利
益

遺
元
を
実
地
に
行
う
．
土
地
・
交

通
同
時
聞
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
典

型
的
な
例
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
”

　
新
幹
篠
の
技
箭
に
つ
い
て
は
も

ち
ろ
ん
有
償
協
力
で
あ
る
が
、
こ

の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調
に
進
行

す
れ
ば
．
調
査
．
姥
設
の
指
導
の

み
．
に
と
ど
ま
ら
ず
．
職
員
の
調
隷
，

運
鴬
の
揃
導
な
ど
も
必
要
と
な
う

て
く
る
の
で
．
か
な
ウ
大
聖
の
協

力
体
制
が
と
6
る
よ
う
H
本
の
鉄

道
技
術
陣
の
脇
門
に
朋
酵
す
ら
と

こ
ろ
大
で
あ
る
．
ヤ
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　　乏
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残

　　ぞ叫7

香港の．

都市鉄道

●
は
じ
め
に

操
聾

原
罐

菅
（社

　
本
号
で
は
都
市
発
展
の
著
し
い
書
港
の
賊
魁
鉄
浪

を
展
望
す
る
写
香
港
は
1
8
9
8
年
に
英
国
が
申
園

（
当
時
の
済
国
｝
か
ら
9
9
年
聞
の
賜
限
で
慰
揖
し
た
上

地
で
あ
る
が
．
天
藤
の
良
港
で
、
地
の
利
も
寧
い
し

て
、
国
優
的
な
中
継
貿
易
港
、
金
融
℃
ン
タ
ー
と
し

て
貿
し
く
発
展
し
た
．
そ
の
た
め
中
国
本
十
と
の
格

差
が
大
き
く
、
来
る
止
9
9
7
年
の
中
国
返
運
が
人

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
．
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
．

　
縛
倦
と
い
っ
て
』
．
当
初
の
繁
栄
は
、
主
と
し
て

香
港
島
の
一
部
と
そ
の
対
岸
の
中
国
本
上
鮒
に
あ
る

九
龍
に
隈
ら
れ
て
い
た
が
．
覗
在
で
は
．
さ
ら
に
本

．
上
寄
力
の
新
界
地
区
の
発
展
が
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
る
。

　
1
0
6
6
瞭
の
面
槙
に
5
7
0
万
人
の
入
口
が
あ

n
・
．
入
［
宙
雲
は
1
堅
方
キ
ロ
当
た
り
5
3
n
O
入 と

い
う
超
過
密
で
あ
る
た
め
、
近
年
地
．
卜
鉄
の
犠
備

が
急
壇
に
鵜
み
、
ま
た
新
界
煙
区
に
は
薪
し
い
う
で

ト
レ
ー
ル
網
が
建
穐
“
さ
れ
た
。

●
香
港
鳩
下
鉄

　
香
港
地
下
鉄
は
二
期
・
中
隔
国
を
通
に
て
最
新
式

の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
”
．
q
え
る
岬

　
三
つ
の
線
区
が
あ
り
、
緯
誕
艮
は
4
3
㎞
で
．
1
9

．
8
0
乎
、
1
9
8
9
年
に
完
皮
し
、
そ
の
聞
に
認
の

駅
が
う
る
（
図
一
）
。

　
こ
の
ロ
．
つ
の
線
を
利
用
す
る
旅
客
は
1
甘
に
2
1

0
万
人
で
あ
ウ
．
最
大
説
録
は
2
7
3
万
人
と
な
っ

て
い
る
〔
写
真
）
。

　
こ
の
地
下
鉄
の
建
設
財
源
と
し
て
は
，
　
一
重
を
政

府
か
ら
資
本
童
と
し
て
受
け
て
い
る
が
、
硲
俸
の
達

設
親
は
す
べ
て
国
際
金
融
市
場
か
ら
の
ロ
ー
ン
に
よ

隔
て
い
る
。
そ
し
て
．
減
儀
償
却
．
利
子
支
払
前
の

国
国
収
支
で
は
5
8
％
の
巨
益
が
出
て
い
る
。

　
財
源
問
題
で
最
も
特
徴
と
す
る
の
は
．
建
設
す
る

地
下
鉄
沿
線
か
ら
の
朋
発
利
益
の
還
元
に
成
功
し
て

い
る
好
例
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
b
ち
．
地
下
鉄
駅
や
車
．
両
基
地
上
窒
を
、
地

ド
鉄
公
杜
と
一
閲
会
社
と
の
合
弁
に
よ
り
開
蒐
し
．

そ
の
利
益
を
地
下
鉄
の
一
眠
・
還
営
に
還
元
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
り
こ
の
よ
う
な
醐
発
刊
益
還
元
の
額

は
3
号
線
の
場
合
持
に
夢
く
．
建
設
費
の
罰
％
に
及

ん
．
τ
い
る
．
と
膚
う
。

　
こ
の
地
下
銭
シ
ス
テ
ム
の
も
う
「
っ
の
大
き
な
特

敬
は
、
二
四
な
A
F
C
戸
自
動
運
賃
収
集
〕
．
ン
5
ア

ム
を
矩
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
、

　
こ
の
切
符
は
甜
喬
港
ド
ル
．
一
o
D
香
港
ド
ル
、

2
D
O
香
港
ド
ル
↑
香
港
ド
ル
は
約
1
7
巴
の
3

種
が
あ
恥
．
乗
璽
駅
の
自
動
改
札
口
を
酒
っ
て
果
車

・
し
た
後
、
降
車
駅
の
臼
動
改
札
μ
で
は
、
収
集
さ
れ

た
運
賃
の
残
額
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
A
F
C
シ
ス
ナ
ム
で
は
、
出
葬
ー

ン
等
の
細
か
い
区
分
け
は
あ
る
が
，
例
え
ば
韓
8
時

か
・
り
9
時
ま
で
の
最
混
雑
時
闘
は
通
常
運
貨
に
対
し

0
・
呂
香
港
ド
ル
を
加
宿
し
．
ま
た
朝
8
時
ま
で
や

9
時
か
ら
9
此
町
半
ま
で
の
時
閉
帯
で
は
逆
に
D
・
8

香
港
ド
ル
を
罰
り
．
引
い
た
額
で
運
賃
が
計
鄭
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
“

　
こ
の
地
下
鉄
は
1
9
S
8
年
に
は
，
ラ
ッ
ン
ユ
痔

の
混
雑
は
極
度
に
噌
加
し
．
あ
る
区
間
で
は
一
方
向

一
時
間
当
た
9
8
万
2
0
0
0
入
の
旅
客
を
扱
わ
ざ

る
を
得
ず
，
安
全
確
保
に
困
難
を
感
じ
て
い
た
p
．
．
C

こ
ろ
が
前
記
の
運
貨
政
策
を
尾
行
し
た
と
二
ろ
．
現

在
で
は
最
大
一
方
向
｝
時
間
当
た
り
7
万
5
0
e
O

人
に
抑
え
る
こ
と
が
で
さ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

●
層
7
ン
タ
オ
箋
厭
轟

　
果
在
の
喬
港
国
際
空
港
．
（
啓
徳
空
港
｝
は
、
．
跳
馬

の
淘
岸
沿
い
に
あ
る
が
．
発
著
の
過
密
を
避
．
け
る
た

め
．
斬
空
港
を
ラ
ン
ヌ
オ
島
に
．
題
敏
し
．
1
9
9
7

耐1JRがゼ・vトつZ，0

撤も
　’’「で’

．
．
鼠
ヴ

〆
亀

　
噛

　　

M
乏
。
喫

　　　　そ・8．

スペインの高速

　鉄道AVEと
　タルゴ列車

．
●
は
じ
め
に

操
隙
目

原
饗

菅
（社1海

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
逮
鉄
曳
網
の
｝
環
と
し
て
趾
界
的

に
最
も
新
し
く
開
窯
し
た
の
が
．
Z
ベ
ゴ
ン
の
マ
ド

リ
ッ
ド
ー
．
セ
ビ
リ
ア
閲
の
高
速
傭
3
底
【
A
v
匡
H
で

あ
る
り

　
折
．
」
5
セ
ビ
リ
ア
万
博
．
バ
ゐ
セ
ロ
テ
’
才
リ
ン

ピ
“
、
ク
等
、
国
際
色
留
か
な
中
で
．
A
V
E
に
快
調

の
λ
タ
ー
ト
を
き
っ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
A
V
E
と
ス
ペ
イ
ン
独
特
の
ク
ル
ゴ
列

寧
を
中
心
に
ス
ペ
イ
ン
の
鉄
道
下
情
を
述
べ
る
こ
と

と
．
で
る
．

●
ス
ペ
イ
ン
の
鉄
遭

　
λ
べ
f
ン
の
欺
迫
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
近
覇
で
、

↑
、
8
↓
S
伍
・
に
肢
初
の
豫
が
憂
目
し
て
お
じ
、
令
馳

畏
約
：
万
4
仰
．
り
。
㎞
で
、
同
属
旅
客
1
6
3
億
入

キ
ロ
、
告
物
1
』
昏
億
ト
ン
キ
ロ
を
転
送
し
て
い
る
、

スペイン腐遥験遺AV圧の擬嬰
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1遍壷ま窒Eゴ
　‘　符堰3嘘停軍で：＃問：；舜．

　　置i〒で～隠閉七Tるラ冗．．
膨．　婦棄3ご0レ朔1の．｝定，

　
特
微
の
一
つ
は
全
線
の
9
0
％
の
鉄
道
が
．
世
界
で

も
広
い
・
ら
6
潟
8
踊
の
軌
問
を
賓
す
る
こ
」
♪
」
あ
乙
・

　
し
か
し
、
斬
し
く
建
玉
さ
れ
た
マ
ド
ジ
ッ
ド
ー
セ

ビ
リ
ア
線
や
，
計
画
中
の
マ
ド
リ
ッ
ド
ー
バ
ル
セ
ロ

ナ
ー
フ
．
7
ン
λ
口
口
の
各
線
は
綴
懲
軌
聞
で
あ
る
。

●
海
遠
鉄
選
A
V
E

　
首
都
マ
ド
咳
ッ
ド
か
ら
コ
ル
ド
バ
を
婁
由
し
．
X

べ
｛
ン
第
3
の
都
市
セ
ビ
ノ
ア
を
桔
ぶ
降
池
鉄
遭
か

本
年
4
月
じ
聞
契
し
た
（
表
↓
。

　
セ
ビ
リ
ア
デ
．
行
わ
れ
て
い
る
万
博
に
へ
呂
ぜ
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
蚤
が
．
聞
業
以
米
、
拝
列
申
角

席
に
近
い
良
好
な
浬
営
醗
況
を
噌
爪
「
｝
て
い
る
．

　
ま
等
卓
は
2
両
あ
り
．
1
両
は
2
ン
，
バ
ー
ト
式
に

な
っ
て
お
り
．
Z
・
」
0
㎞
／
ト
の
帰
高
速
度
で
走
行

中
．
室
内
溢
膏
は
6
0
宙
（
A
｝
桿
度
で
あ
る
、

　
瓢
」
有
裡
策
・
ζ
し
’
．
．
欧
州
諸
U
の
三
毛
と
わ
が
国

の
喪
主
と
τ
ぱ
そ
の
ね
・
．
ウ
い
に
大
き
な
塗
が
惑
じ
ら

．．s異し　マド1ノ．ノFのアfッ」

　　　　聖におけう直VE列軍れ
る
、
人
東
密
集
地
帯
を
岨
過
す
る
こ
と
の
㌻
い
b

が
欄
門
ゾ
・
け
腫
．
沿
柵
m
尺
京
へ
の
騒
h
前
対
策
に
重
点
を
お

か
ざ
る
を
禍
な
い
が
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
鉄
道
で
は
．

電
内
騒
爵
の
低
下
に
カ
を
人
れ
て
い
る
こ
と
が
掻
く

感
ぜ
ら
れ
る

　
．
｝
の
＾
V
E
卑
両
の
製
作
は
．
フ
ラ
．
！
ス
．
ζ
の
拷
｛

術
…
舵
跨
に
よ
ウ
て
い
る
7
3
ゴ
・
T
G
V
色
が
強
い
が
．

6：，
1
8
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配
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　　　　　］隷塵金聾』

年
を
厨
捺
に
研
業
す
る
こ
匹
■
と
し
て
い
る
。
ξ
し
で

．
曽
の
空
港
と
九
魂
と
を
祀
分
で
結
ぶ
の
が
ラ
ン
タ
オ

窒
二
二
遺
二
線
r
あ
ウ
、
こ
れ
に
は
廷
長
1
7
0
0

川
の
海
ヒ
の
礪
梁
を
含
ん
で
い
る
〔
図
2
）
．

　
香
港
地
下
鉄
は
爵
港
中
央
駅
か
ら
．
几
龍
、
チ
ン

イ
！
を
楼
て
ラ
ン
タ
オ
島
の
親
憲
虐
じ
至
る
究
港
エ

キ
ス
プ
レ
ス
を
運
行
す
る
計
幽
で
め
レ
、
一
助
者
の

多
く
が
．
あ
列
車
を
利
用
す
る
も
の
と
サ
之
ら
れ
て

い
る
．

●
結
び

　
九
龍
は
中
国
本
上
と
九
広
鼠
庖
に
よ
り
精
ば
れ
て

お
り
．
中
国
か
も
の
長
額
離
幻
卓
の
手
垢
も
あ
乙
が
・

丸
胆
か
．
o
肘
㎞
の
香
港
領
内
の
区
間
で
は
、
1
2
向
福

成
の
電
瑠
を
ビ
ト
ク
時
3
分
間
順
で
遷
背
し
．
一
日

50

恃
ｪ
の
利
用
煮
が
あ
る
。

　
ま
た
区
界
地
区
の
屯
而
侍
近
の
住
宅
・
商
蒸
地
で

ぼ
エ
9
8
8
年
か
ら
1
9
9
2
年
の
問
に
延
長
肥
㎞

に
及
ぶ
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、
1
自
に
3
1
万

人
の
住
民
が
こ
れ
を
利
用
し
て
お
り
、
新
住
慰
地
に

お
一
2
る
ラ
f
ト
レ
；
ル
の
遭
用
の
好
例
L
一
な
’
2
『
」
い

る
。　

全
般
的
に
人
ロ
滋
密
の
国
τ
あ
り
，
絡
而
電
卑
は

2
階
建
て
で
頬
繁
に
浬
行
さ
れ
，
軌
近
系
の
男
爵
交

通
山
荒
が
上
く
活
珊
き
れ
て
い
る
瑞
前
と
い
う
こ
」
」

が
で
き
る
。

6「　JRカでしノ｝．92．　10

　
か
　
コ
や蕪

客
縣
や
ビ
ユ
ッ
7
二
申
の
内
陵
な
ど
、
独
’
口
ら
瓢
1
た

が
な
さ
れ
て
い
る
．

●
タ
ル
ゴ
列
車
と
自
動
軌
周
変
換
方
式

　
ス
ペ
イ
ン
践
埴
の
魯
師
る
旅
客
呵
市
の
｝
つ
が
タ
ル

、
π
殉
車
で
み
る
、
タ
ル
ゴ
列
車
は
車
長
1
3
m
の
存
中

を
浬
桜
台
璽
で
諮
び
．
二
一
全
俸
の
凧
母
を
減
ら
し
、

曲
線
の
多
い
区
附
で
・
・
高
逮
で
態
行
で
き
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　
・
，
、
力
列
華
は
既
に
如
準
近
い
歴
史
が
あ
る
が
．
．
町
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ノ

帯
は
さ
ら
に
稚
り
f
式
の
逮
薩
白
卓
を
川
い
る
こ
と

に
よ
ら
，
曲
隷
通
壱
蒔
の
染
り
心
地
の
改
善
を
図
り
、

在
米
幹
豫
を
最
高
時
遼
2
0
0
㎞
で
選
行
し
て
い
る

（
写
真
2
｝
．
．

　
一
部
フ
．
・
ン
・
と
の
値
通
7
1
卓
に
つ
い
て
は
．
国

境
駅
で
車
輪
の
摺
隔
を
臼
動
的
に
変
燥
す
る
庁
式
が

写真2　棺り子式タルコ’列軍

使
わ
れ
て
い
る
．

　
列
島
は
驚
動
軌
悶
窒
更
辰
撮
ト
を
徐
行
で
通
過
す

る
．
曽
と
に
よ
h
．
．
全
部
の
車
袷
の
問
隔
が
拡
大
ま
た

は
縮
小
さ
れ
．
．
一
れ
に
要
す
る
時
制
は
－
列
車
』
分

位
ご
あ
．
る
一
、

　
品
近
A
V
E
に
噌
・
い
て
山
野
、
支
線
と
直
…
阻
さ
ぜ
る

レ
ワ
・
ん
．
か
あ
り
，
　
マ
ド
リ
ン
ド
．
ー
セ
ビ
リ
円
！
線
の
コ
　
”

ド
バ
か
ら
分
岐
し
、
マ
ラ
が
方
面
に
直
通
さ
ぜ
る
た

め
、
n
動
軌
剛
変
換
方
式
が
検
紺
さ
れ
て
い
る
、

●
ス
ペ
イ
ン
の
高
速
鋏
漕
網

　
1
砺
・
9
9
午
ま
月
．
ヨ
ー
ロ
7
バ
博
力
量
の
鉄
道

は
合
同
し
’
．
．
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
塁
鉱
屯
鋼
の
提
鴛
し

を
百
一
．
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
鉄
進
も
そ
．
7
2
．
勲
と
し
て
、

、
曽
の
提
案
に
参
加
し
て
い
る
（
図
庫
）
。

　
当
面
の
処
設
目
標
は
一
マ
ド
リ
γ
ド
」
．
バ
ル
セ
ロ

ナ
ー
7
ラ
ン
ス
旧
境
の
線
て
あ
る
、
．

　
臨
写
艮
は
約
6
0
1
1
㎞
の
大
ブ
・
2
ー
ク
ト
と
な

h
．
．
．
ス
ペ
f
．
！
政
府
は
．
マ
．
ド
ソ
ッ
ド
ー
七
ビ
リ
ア

課
の
遮
酋
状
況
を
醗
察
t
た
接
駄
に
み
り
．
バ
ル
セ

臣
ナ
新
撮
の
込
眠
宇
弾
を
改
定
す
る
と
含
〔
て
い
る
・

●
鑓
ひ

　
ス
㎡
．
イ
ン
は
．
際
．
に
翫
鵜
国
の
．
員
と
し
て
．
舵

と
し
τ
甲
醐
矯
、
．
中
近
東
に
奨
闘
技
禦
脇
力
を
行
n
．

て
い
る
が
、
A
ψ
E
の
娩
設
に
よ
陰
．
狸
・
仏
と
因

ん
で
亮
速
銀
埴
の
保
有
適
と
じ
て
陸
穽
へ
の
遥
翫
を

号
え
て
e
る
．
　
　
　
．
‘
　
－

　図t　スペイン高遼鉄道網図
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聰
一

　
棉

霊
ヨ
潔

1’ス4レ

　
、
κ
た
市
自
製
竜
に
つ
い
亡
き
、
ダ
ル
ゴ
琵
の
よ
う
．

な
強
力
な
岡
喝
唾
業
を
有
し
て
い
る
、

　
ス
ヘ
イ
ン
国
族
の
国
際
局
長
、
　
マ
ニ
ュ
エ
ウ
・
デ

．
・
．
ア
ツ
・
デ
、
2
・
曜
・
オ
氏
と
は
舶
年
来
の
け
き
A
臼
い

で
、
か
ね
て
H
本
と
と
も
に
．
鉄
道
技
術
協
力
を
行

い
た
い
レ
噌
い
・
T
・
希
望
卒
層
甕
明
し
て
お
ら
れ
れ
隔
が
．
A

V
E
の
戊
功
で
今
像
砿
臼
事
と
奔
岡
で
さ
ろ
に
伯
賊

的
に
高
壇
尿
道
診
｛
術
を
5
孔
て
、
世
界
的
に
比
快
術
協

・
η
の
縞
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
意
欽
を
港
や
し
て
い

各
、
．

1
1

ts．I　JRカセ．7卜．S7
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ジャカルタの

　都市交通
　　　〔｛ンドネンア）

●
は
じ
助
に

　　　　菅原　操
｛社1海外鉄道技術協力密会

　　　　　理事長・工博

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
囚
の
㍑
都
ジ
キ
，
カ
ル
タ
で
は
、
渕

係
者
の
多
年
の
努
力
が
実
り
．
中
央
線
の
高
渠
化
が

完
成
し
た
。
．
シ
ャ
カ
ル
タ
の
昴
山
鉄
近
に
6
本
の
闇

犯
援
助
資
金
が
入
）
出
し
ぐ
か
ら
，
ほ
ば
1
0
年
に
な

り
、
こ
刀
閥
．
施
設
及
び
嘩
両
の
改
巌
、
差
遣
を
地

道
に
惟
し
越
力
て
き
た
が
．
よ
う
や
（
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
矩
郡
交
通
の
改
酵
の
効
果
が
u
に
見
え
る
よ
う
r

な
っ
た
。

　
苓
号
‘
は
．
ソ
ヤ
カ
ル
ダ
汽
鄙
圏
の
鉄
駐
網
の
名

詮
を
闘
的
と
し
た
ジ
ャ
ボ
タ
ペ
ッ
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
既
要
と
関
座
す
る
プ
目
ジ
ム
ク
．
・
．
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

●
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
状
況

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
H
棉
囎
…
〔
ジ
ヤ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
地
娩
｝

は
ヅ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
を
Φ
心
に
．
南
は
ボ
ゴ
ー
ル
．

　　　　　　　ジ　，　7　層　　　　◎触．，

含畿鑑算竪響！ミ、、

子午訴蓑辱～
／tt　f．．””一，・．．A．．，fg

　、　　．献ゴ　　醗区　　　L　　　　　　　　　　　　、

．し　　　》・一・，一．．一ノ

　　N．．L．一，z．t’一’一’s（’一．．L－it”’［

図1　ジャカルタ酋翻麗概略図

星
は
．
フ
カ
シ
、
酉
は
タ
ン
ゲ
ラ
ン
．
セ
〃
ボ
ン
ま
で

の
0
5
0
㎞
、
入
口
約
【
3
0
0
万
人
を
擁
す
る
地

域
で
カ
る
〔
望
潮
－
．

　
雪
中
で
は
“
傷
所
．
ポ
テ
ル
．
デ
パ
ー
ト
峯
の
建

試
が
急
逮
に
遡
ん
で
む
り
、
油
勤
時
だ
け
で
な
（
日

中
も
航
路
交
題
渋
滞
が
慢
惟
化
し
て
セ
殉
、
一
方
、

近
畑
と
品
差
上
を
桔
ぷ
幹
線
衝
路
で
も
激
し
い
混
雑

が
発
丁
」
て
い
る
．

●
ジ
ヤ
ポ
タ
ベ
ッ
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
擬
要

　
ジ
酌
．
カ
ル
タ
首
駆
圏
に
お
け
る
鉄
道
は
、
戚
線
と

西
線
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
変
形
し
た
頃
状
ル
ー
ト
と

隔
．
．
曵
線
旋
び
四
方
向
「
一
郎
外
に
仙
べ
》
る
朕
射
状
の
路

線
が
あ
る
．
し
か
し
．
そ
の
誕
備
俵
占
く
、
運
行
宿

…慰コ”・一
　　　　　　　　．”9’・　　　　　畏凶電

嫉驚；二
　　　　二■臨鷹　　　霞口腿　　　　護

…蝕、1
タ　　＿，．ys

／ξ．」ノ

’，ク

　掴　　剛
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　　ユロ　し

図2

e．　倒
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匝コ圏降四賄

囲旧ou賜

魂弊
d　　l

鉄道網改良のアスタープラン

｛ん願

　vrtttS
　　冒唯駅

Xlk．」

x

喫
も
低
く
．
脹
客
臨
M
俣
｝
全
体
に
占
め
る
践
遺
和
層
者

の
割
含
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
心
内
で
L
％
以
下
．
近
郊

と
の
問
で
』
約
8
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
．
そ
の
た
め

1
9
8
1
年
に
陥
本
政
府
の
協
力
に
よ
り
2
D
O
O

年
を
目
娘
と
す
る
鉄
道
劇
改
良
に
対
す
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
渡
定
さ
れ
た
〔
図
2
岡
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
・
三
れ
ば
、
・
零
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

及
び
隣
接
f
・
る
ボ
ゴ
ー
ル
．
タ
ン
ゲ
ラ
ン
．
プ
カ
シ

に
ま
た
か
5
約
夏
5
0
㎏
の
既
存
践
遺
に
つ
い
て
複

線
化
．
高
架
化
．
鰍
改
良
．
自
動
信
号
化
、
車
両
の

切
組
．
髄
両
曇
地
整
備
等
．
総
田
2
6
0
0
億
円
の

投
資
解
必
要
と
さ
れ
て
い
る
．

　
．
現
征
ま
で
に
海
外
続
済
協
〃
基
金
｛
O
E
C
F
｝
の

フ
ァ
ン
ド
に
よ
り
、
必
要
線
区
の
嘆
級
化
、
電
化
魑
．
駅

ω

　；匙京凹郎聖堰

　　　1
　　’
　　’

　J’
’

b翠眞門
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乏
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中国の大都市の

都市交通計画

●
は
し
め
に

　　　　　菅原　操

〔社）海外鉄漸技術協力協亥

　　　　　　理事長・工博

　
光
進
国
．
開
発
途
上
川
を
問
わ
ず
、
聴
罪
的
な
モ

ー
タ
リ
ぜ
L
シ
日
ン
の
巡
展
と
．
八
”
の
都
術
雄
中

と
に
よ
り
・
首
駈
や
地
方
中
核
協
市
に
溶
け
る
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ゆ

涯
雑
は
節
々
救
し
く
な
．
て
し
る

　
中
噴
人
民
良
和
回
は
瞬
上
画
積
9
6
0
万
日
目
．

人
口
は
n
憾
へ
を
招
え
て
い
る
と
跳
わ
れ
．
中
心
毒

噺
区
λ
口
且
け
u
万
人
以
上
の
都
疸
は
北
京
，
ト
…
海

ゐ
」
よ
じ
め
．
全
隔
で
2
0
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
肉
，
国

の
都
市
は
市
の
巾
心
を
駄
す
中
心
市
衛
区
の
ほ
か
，

そ
の
周
池
の
県
も
．
南
の
範
囲
に
含
ん
で
い
、
。
の
で
、

市
の
艶
入
”
一
3
二
ぴ
よ
り
は
る
か
に
多
い
も
の
に
な

る
．

　
し
か
し
．
い
ず
れ
の
大
都
市
も
服
心
祁
の
這
賂
混

麗
と
人
気
汚
染
は
激
し
く
、
軌
直
系
の
交
通
機
鷹
の

専
人
の
企
画
が
多
く
行
b
れ
て
い
る
。

写真1北ゑ頃下
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一
②

睦
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N
L
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西
匿
つ

　
伊
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駆

醐
門
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縄
下

階
札
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隔

ユ
瓢

玉
賦
路

震
限
閣

北京箭地下鉄図

●
中
国
の
各
都
市
の
都
市
鉄
道
導
入
計
園

3
0
万
人
の
大
日
巾
で
め
る
が
．
自
動
車
交
通
の
発

展
す
る
前
か
ら
国
際
的
伍
築
都
市
と
し
て
栄
え
、
各

閣
の
租
界
を
中
心
に
都
市
建
設
が
造
ん
だ
の
で
、
道

丸
幅
は
狭
く
、
バ
ス
寧
ト
”
リ
ー
バ
ス
等
が
交
通
の

主
役
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
2
V
。

．
近
く
1
号
綴
の
う
ち
．
新
電
華
一
徐
三
冠
同
4
．

－
㎞
で
試
験
運
転
を
阻
始
†
る
予
定
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
棉
市
で
は
天
津
に
は
既
じ
一
部
．
新
華

潴
か
ら
天
津
西
駅
に
至
る
約
7
・
く
㎞
の
地
下
鉄
が

運
尊
し
て
お
り
、
ま
た
広
州
及
び
育
島
に
お
い
て
』

地
下
鉄
計
画
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
多
く
の
地
方
中
核
榔
市
に
お
い
て
も
軌

et一JRガゼ7卜’93

　
中
国
で
最
も
撃
（
地
下
訣
が
導
入
さ
れ
た
の
は
中

心
市
街
区
入
1
1
範
～
o
a
万
人
を
屯
す
る
葭
鄙
北
京

で
あ
る
（
写
真
↓
。

　
現
在
ま
て
に
1
壕
線
ヒ
環
状
の
2
琴
線
が
営
業
運

蝉．

嵭
揩
ﾉ
一
一
鋸
椰
回

る
噸
相
南
ま
で
を
郡
心
と
結
四
小
ル
ー
ー
な
ど
が
強
討

さ
れ
て
い
る
（
図
1
て

　
現
在
，
大
規
膜
に
地
ド
鋏
網
が
姐
設
さ
れ
て
い
る

の
は
し
海
で
め
る
．
L
両
は
中
心
市
営
農
人
口
約
匠

294

懸
改
典
．
取
両
基
地
の
建
故
な
ど
を
遇
め
．
．
ま
た
巾
央

腺
に
つ
い
て
は
都
心
部
の
コ
タ
ー
マ
ン
ガ
ラ
イ
間
の

高
架
化
t
唯
が
遮
搬
し
，
1
9
9
2
年
6
月
か
ら
高

架
膚
上
の
慶
線
運
転
が
可
能
と
な
っ
た
〔
写
真
↓
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
8
ジ
メ
ン
ト

　
ジ
中
、
ボ
タ
ペ
ッ
ク
旭
域
の
鉄
遜
輸
遥
改
菩
を
実
行

す
る
政
麻
檀
関
｛
P
M
G
H
を
支
緩
す
る
た
め
．
『

協
会
は
j
R
グ
ル
ー
プ
．
鉄
遺
公
団
、
会
斡
メ
ン
バ

ー
の
蝸
力
の
下
に
表
1
の
内
容
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
9

　
な
お
．
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
の
た
め
の
詳

写責9　窮臨した高翼石上曽足ろ溢勘電翠‘ジ，カルタ中央■｝

衰書　プロジェクト・マ字一ジメント・サービスの概嬰

継
設
計
や
↓
“
醤
理
は
日
仁
の
コ
ン
サ
超
タ
ン
ト
が

当
た
，
て
お
ワ
、
高
架
化
£
事
．
向
目
傭
号
化
工
弔
．

弔
両
の
納
入
な
ど
に
は
H
木
の
多
（
の
企
業
が
塾
更

し
て
い
る
、

●
世
界
距
行
の
施
策
と
の
鴉
整

　
阻
界
銀
行
は
、
閣
発
途
土
口
の
大
都
右
交
涌
問
題

の
解
決
策
と
．
し
て
の
臥
・
軌
遭
系
の
整
備
に
消
極
的

で
あ
り
．
ジ
ャ
ボ
タ
ペ
ッ
ク
地
域
に
対
し
て
も
i
9

8
9
年
ま
で
は
極
め
て
否
定
的
な
見
解
を
待
っ
て
い

．
た
．

　
し
か
し
、
犬
郡
市
の
交
通
を
路
面
交
題
の
み
で
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
†
る
こ
と
の
不
可
能
な

z早E
s95牟

0年3月
est4　z

uo

su

日本人団ノM

参加鑑人硯

支周項目

■t月

簿蟹

］S1

2岳

Jzク
管咀、

一L，U

騒
製
歯

石
堰
皐

計
℃
列

ト
予
合

ク
　
　
厨

こ
と
を
埋
解
し
、
ま
た
都

市
変
屈
慢
言
の
埜
噺
の
た

め
．
琳
発
利
己
の
還
冗
策

ζ
の
μ
本
の
例
に
深
い
関

心
を
示
し
魑
目
星
の
運
轍

省
と
の
2
同
に
2
7
た
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
髄
鉄
・
軌
荘
系
櫓
送
機

関
の
徒
割
を
重
視
す
る
よ

う
．
そ
の
方
向
を
背
干
変

更
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
交
通
七
ー
ド
と

し
ご
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
｛
L

R
T
H
に
大
き
な
責
罰
を

闘
好
し
て
お
り
．
ジ
ャ
ボ

写■～　，ム1’ン道踏

n瀧鍾〔ジrカル，》

タ
ベ
ッ
ク
の
一
郎
の
跣
道
を
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
到
り

替
え
る
よ
う
提
窒
し
。
い
る
。

　
ま
た
．
当
脇
会
と
し
て
は
．
」
【
C
八
の
揃
惇
ら

あ
り
、
世
銀
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
門
土
地
及
び
公

典
交
通
観
関
閥
発
調
査
（
L
P
T
D
ご
を
実
施
し
て

き
た
が
内
世
界
銀
行
の
考
え
方
と
の
調
整
が
今
後
の

課
臨
で
あ
る
。

●
モ
の
他

　
ジ
融
．
カ
ル
タ
都
心
を
ほ
1
3
南
北
に
縦
貫
す
る
タ
ム

リ
ン
及
び
ス
デ
ィ
ル
？
ン
遭
路
は
朝
夕
の
逓
動
時
間

の
み
で
な
く
．
一
日
中
践
だ
し
い
混
廠
・
渋
瀞
が
縞

い
て
い
る
【
写
真
2
冒
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
で
は
．
当
面
．
の
混
雑
緩
和
策
と
し

て
．
1
9
9
2
年
4
月
か
・
．
っ
．
毎
朝
6
時
半
か
ら
測

時
ま
で
1
3
、
こ
の
道
路
に
は
3
人
以
上
乗
車
し
て
い

な
い
臼
動
車
の
断
り
入
れ
を
票
止
寸
る
規
制
惜
置
を

と
っ
た
，
そ
の
結
果
，
周
辺
這
路
は
混
鞭
が
順
し
セ

が
．
タ
ム
ー
ー
ン
沮
路
の
混
推
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
た

よ
う
に
見
え
る
．

　
し
か
し
、
い
†
れ
に
し
て
ら
早
晩
．
何
ら
か
の
盤
・

軌
遵
系
の
交
屈
機
聞
り
導
入
が
必
要
と
な
ろ
う
、

6「　JRガゼット層92，12

韓
遭
系
交
皿
機
関
導
人
の
計
幽
が
多
い
。

　
し
吸
に
つ
い
て
は
H
本
の
J
［
C
A
の
開
発
調
査

案
件
と
」
て
、
憩
舛
鉄
道
挨
術
協
力
鵬
会
を
中
○
と

†
る
調
茂
団
に
よ
る
快
達
山
遊
シ
ス
テ
ム
リ
フ
ィ
ー

ノ
ビ
リ
テ
｛
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
な
．

●
ハ
ル
ビ
ン
の
都
市
交
通

　
ハ
ル
ビ
ン
市
は
巾
図
東
北
地
方
拠
竜
江
省
の
省
都

で
松
花
民
の
河
畔
に
闇
け
た
中
心
市
街
区
へ
日
約
2

～
0
万
人
を
有
す
る
巾
国
鮫
北
の
都
全
で
あ
る
．

　
ハ
ル
ビ
ン
市
で
は
鉄
道
が
ハ
ル
ビ
ン
駅
を
巾
・
心
に

5
方
而
に
逆
ワ
、
大
き
な
河
倒
が
宙
内
を
流
れ
て
い

る
た
め
．
蹉
切
・
僑
梁
等
各
所
で
匿
路
の
雪
色
流
動

が
妨
げ
ら
れ
．
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
2
特
に

冬
季
は
路
面
が
廠
締
す
る
た
め
．
交
埴
渋
滞
は
一
段

と
栗
刻
で
あ
る
。

炉
ビ
ン
市
の
露
交
憩
は
・
繋
か
あ
護

で
あ
る
ト
μ
り
ー
バ
ス
に
加
え
て
、
近
年
の
一
丁
嘱

巣
の
発
麗
に
伴
い
．
都
市
入
口
や
肖
動
叩
数
が
急
噌

」
．
」
父
題
渋
滞
や
愉
遮
力
不
足
が
解
決
す
べ
き
緊
急

課
旭
で
あ
る
（
写
真
3
）
。

●
ハ
ル
ビ
ン
市
の
軽
軌
1
号
線
の
計
面

　
こ
の
よ
・
つ
な
都
市
交
頑
聞
魑
を
根
本
的
に
解
決
．
1
1

る
た
ヵ
に
は
．
道
路
交
通
と
分
鮭
ひ
れ
た
大
猛
高
逮

輸
送
機
関
の
導
人
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ハ
ル
ビ
ン
市
に
は
榔
市
開
鑓
計
蹴
に
砺
っ
て
、
5

ル
ー
ト
の
隆
軌
秩
遭
交
通
網
計
画
が
み
り
，
既
に
1

9
B
5
隼
に
国
務
龍
の
幽
霊
を
受
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
緊
急
交
岨
問
題
を
鰺
決
す
る
た
め
に
地
F

本
か
ら
車
両
と
電
気
設
億
鋸
分
を
袴
ち
込
ん
で
．
地

ド
鉄
騒
営
を
B
O
T
方
式
で
進
め
ら
れ
み
麟
い
か
と
い

う
桐
讃
が
あ
っ
た
、

　
し
か
し
最
近
で
は
．
ハ
ル
ビ
ン
市
自
身
が
．
必
要

に
よ
0
外
国
か
ら
の
借
款
を
受
1
2
ご
、
白
ら
こ
の
地

下
鉄
を
亟
営
†
べ
く
企
画
し
て
い
る
。

　
筆
者
ら
は
1
9
9
2
年
3
月
に
ハ
ル
ビ
ン
に
お
い

て
部
市
交
通
セ
ミ
．
ナ
ー
を
実
施
L
．
地
ド
族
網
の
計

画
・
建
設
・
弔
両
計
画
な
ど
に
つ
い
．
て
意
見
を
交
換

し
た
が
、
ハ
μ
ピ
ン
市
に
お
い
て
は
日
本
の
技
術
協

力
の
下
で
、
早
態
に
こ
の
軽
軌
一
号
線
を
建
設
し
．

都
市
交
通
改
諄
を
孔
・
つ
こ
と
へ
．
の
期
日
が
高
ま
っ
て

い
る
。

図Z　ハルビン布軽軌交通1号鳳路豫肝面二

極の都心の温鮨写異2

写真3　ハルビン市内のト億欄，一パス

鉄
断
面
に
合
わ
せ
て
既
に

完
成
し
て
い
る
入
艮
防
空

嫁
を
応
用
し
て
巳
大
弔
橋

－
大
直
徴
一
林
子
機
城
工

場
に
下
る
全
長
1
5
・
4
㎞

の
軽
軌
交
油
【
中
恒
地
ト

重
り
1
号
線
の
計
画
が
推

遮
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）
。

　
1
9
6
8
年
、
畢
者
が

ハ
ル
ピ
ン
耐
を
訪
問
し
た

原
に
は
．
斎
の
訂
画
委
員

会
の
姦
任
暫
は
こ
の
地
下

防
7
9
「
壕
を
便
川
し
て
、
日
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て
い
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o
国
の
代
衷
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ン
ド
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あ
る
。

　
イ
ン
ド
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椴
窪
2
9
万
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〔
6
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．
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イ
ン
ド
凪
鉄
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り
、
九
つ
の
ゾ
ー
ン
【
総
局
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で
趣
営
し
て
い
る
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】
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．

　
国
民
｝
人
当
た
り
の
事
均
所
得
は
約
5
万
凹
で
あ

る
が
、
こ
．
の
国
に
お
い
て
も
大
圏
市
へ
の
入
1
1
直
中

と
自
動
車
の
桶
加
に
よ
り
．
儲
弔
の
交
通
圏
稚
に
激

し
く
．
漉
滞
と
大
気
汚
礎
と
が
一
回
の
機
能
発
展
に

大
、
u
く
婿
げ
和
冒
7
，
塾
し
て
い
る
。

　
示
号
で
は
イ
ン
ド
国
の
大
鄙
市
に
お
け
ち
交
西
の

瓢
題
と
．
入
1
1
．
入
当
た
り
．
準
均
所
御
5
ゆ
o
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埠
以
ド
の
国
で
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鉄
を
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か
な
か
実
年
に
移
っ
て
い
な
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ボ
ン
ベ
｛
及
び
カ
ル
カ
ッ
タ
に
お

い
て
は
郡
心
に
近
い
地
域
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
回
鉄
が
㌻
く
の
通
騒
客
を
楢

送
し
．
開
市
交
通
に
貢
献
し
て
い
る
、

●
カ
ル
カ
ッ
タ
の
地
下
鉄

　
カ
ル
カ
ッ
．
ク
は
人
け
1
0
ロ
0
．
〃

入
を
超
え
る
イ
ン
ド
蚊
大
の
瓶
弱
で

あ
る
。
嬬
心
の
一
路
混
准
は
激
し
く
．

早
く
か
ら
地
卜
鉄
建
設
の
謎
画
が
あ

っ
た
が
．
1
9
7
3
年
廼
長
1
5
・
5

㎞
の
南
北
線
の
建
設
が
決
定
し
．
現

猷
ま
で
に
北
瑞
部
2
・
2
㎞
と
、
南

覗
節
7
・
6
㎞
が
完
成
し
．
儒
分
的

に
旨
拠
を
け
っ
て
い
る
．
．
中
司
部
．
の

6
・
7
皿
は
1
9
9
5
年
完
戊
の
炉
定
で
．
蓮
没
を
迭

　
め
て
い
る
（
図
2
V
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総
、
L
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費
は
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r
．
”
ウ
F
億
ル
ビ
ー
〔
約
5
つ
”
“
借
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で
あ
り
．
現
在
の
利
川
哲
は
i
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7
・
5
．
〃
入
τ
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、
へ
阪
線
…
川
漉
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は
1
1
1
1
挑
口
万
入
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桝
田

　
搾
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．
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定
さ
れ
て
い
る
”
き
．
電
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了
5
n
V
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流
で

　
第
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庁
式
に
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．
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っ
て
お
り
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ま
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訓
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近
く

＾
T
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方
式
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取
晦
・
へ
君
ら
れ
る
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朔
阜
は
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画
占
成
（
6
M
リ
暫
工
で
而
る
が
，
濠
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．
ボ
ρ
1
1
㎜
．
け
広
軌
で
舟
1
1
．
1
暇
伺
胆
4
2
輪
題
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5
“
“
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で
5
9
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現
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．
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カ
ル
カ
7
夕
の
地
ト
鉄
の
収
況
に
’
、
ド
て
透
ぺ

■
イ
ン
ド
の
鉄
道

　
｛
ン
ド
の
鉄
近
は
、
総
量
長
の
5
5
．
5
％
に
当
た

る
約
3
万
5
0
0
P
m
が
上
6
？
6
㎝
の
広
軌
で
あ

る
こ
・
π
が
一
つ
の
特
製
で
あ
勉
．
そ
の
他
の
部
分
は

一
・
O
n
．
こ
7
6
2
㎜
の
択
軌
で
あ
る
。

　
最
近
こ
“
を
広
軌
に
統
一
す
る
た
め
の
工
事
が
始

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ま
「
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥
」
．
切
」
司

　
；
の
瞬
の
銑
道
の
』
う
一
つ
の
特
徴
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
案
，

送
が
k
伶
で
あ
り
、
収
入
の
約
7
9
％
は
蹄
物
翫
返
に

よ
り
占
め
ら
．
れ
て
い
る
門

　
わ
が
国
は
」
一
G
A
に
よ
り
一
9
呂
6
彫
一
．
1
9

マ叫7　h．ンf｛・0一ド

8
町
‘
年
の
間
に
．
怖
都
デ
リ
ー
か
ら
カ
ン
プ
ー
ル
に

至
る
4
3
0
㎞
の
鉄
遣
の
グ
レ
ー
ド
ア
ワ
プ
及
び
二

つ
の
耶
両
工
場
の
近
代
化
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
ワ

テ
f
の
調
査
を
実
謄
し
．
ま
た
t
g
b
言
年
一
1
9

9
9
卑
に
3
3
い
て
は
「
＝
、
ー
デ
リ
i
駅
の
近
代
化
に

…
閑
望
る
調
査
を
実
施
し
た
，

　
こ
“
ら
の
調
査
の
う
ち
．
琳
両
工
場
近
代
化
に
つ

い
て
は
円
階
款
に
よ
る
プ
ロ
ノ
ェ
ク
ト
が
よ
う
や
（

動
き
出
」
．
海
外
鉄
遊
技
酌
協
力
協
会
が
．
・
、
ン
ド

の
ラ
イ
ツ
■
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
と
』
に
設
計
．
範

r
晋
理
を
実
施
†
る
。

　
ま
た
．
ピ
ナ
ー
ビ
ン
ヤ
．
7
ム
プ
…
ル
悶
の
轟
T
電

化
工
事
に
つ
い
て
も
．
日
本
か
ら
技
術
陥
力
が
行
わ

れ
て
い
る
。

●
イ
ン
ド
の
大
都
帯
交
遁

　
イ
ン
ド
で
は
．
入
ロ
ー
0
0
0
万
人
に
及
ぶ
大
兇

市
を
禽
み
．
多
く
の
中
核
都
南
皿
5
1
人
口
が
薬
中
し
．

急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
ζ
ン
と
と
も
に
．
都
心
部

の
道
路
混
雑
．
大
気
汚
染
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
．

　
首
相
デ
リ
ー
は
入
ロ
約
8
0
0
万
入
が
東
京
2
3
区

の
約
3
倍
の
面
依
に
分
布
し
て
お
り
．
市
内
に
は
パ

λ
・
乗
罵
車
・
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
に
．
オ
ー
ト
．
リ

㌣
シ
．
却
が
多
い
ほ
か
．
．
近
年
は
オ
ー
ト
バ
イ
も
増
加

し
て
い
る
（
写
真
↓
。

　
既
に
協
心
諦
を
束
酉
に
貫
通
す
る
中
撫
地
下
鉄
の

計
画
が
決
．
虚
し
て
い
る
が
．
財
源
閏
想
も
あ
つ
で
．
な

且
隊
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．
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．
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．
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こ
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旭
．
1
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建
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参
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搾
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ま
た
単
画
は
開
部
ド
イ
ツ
A
E
G
と
の
提
携
に
よ
る

吋
曜
で
あ
る
（
写
真
2
）
、

○
そ
の
他

　
都
市
鉄
逃
に
つ
い
て
の
探
資
の
少
な
い
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方
．
．
イ

　
ン
ド
で
は
面
西
海
…
炉
ボ
ン
ベ
イ
付
近
の
ロ
ハ
か
ら
マ

　
訊
か
ば
ー
ル
に
至
る
約
7
6
α
緬
の
高
規
脩
の
鉄
道

籍
線
4
．
・
，
．
第
．
一
．
聖
タ
ク
ト
を
設
定
し
’
．
・
建
設
自
．
で
あ

　
乙
叩

　
．
こ
れ
が
コ
．
ン
カ
ン
旧
道
で
あ
．
り
．
．
総
r
夢
眼
は
1

　
1
”
弛
ル
ビ
ー
三
約
臨
6
β
憾
円
一
ど
い
ニ
ノ
L
ベ
ド
．
り
∬

　
ビ
、
．
し
ず
か
4
年
間
で
・
γ
起
を
た
虎
5
ぜ
よ
う
と
し

ゴ
て
い
な
．

　
　
欺
蝋
が
雛
嘱
悶
の
客
貨
の
輸
返
の
隔
心
を
な
し
て

　
い
る
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に
あ
ア
月
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、
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フ
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●
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じ
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操
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社｝海外tkPt伎術ma

　　　　理士長

オ
…
ス
ト
ラ
リ
ア
は
，
面
偵
ア
6
3
万
㎞
貢
恭

の
2
0
倍
∀
の
広
さ
に
1
了
O
e
万
人
の
人
が
住
ん
で

い
る
超
逝
疎
の
国
で
あ
る
。

　
こ
の
国
に
高
速
鉄
道
の
証
．
幽
が
あ
る
と
い
，
．
♂
、
、
，

な
か
な
か
実
曝
が
b
か
な
い
が
．
実
際
に
1
9
8
5
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に
高
辿
鉄
道
（
V
F
T
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全
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底
立
さ
れ
．
プ
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ジ
ェ
ク
ト
は
泓
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ド
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蟹
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い
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の
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の
V
F
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計
H
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h
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介
す
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。
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．
収
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3
2
0
0
㎞
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ト
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ア
大
鞭
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、

タ
ス
マ
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烏
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広
火
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で
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1
1
密
哩
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碑
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”
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口
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．
は
ヨ
つ
留
1
一
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あ
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．
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暫
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階
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屯
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増
さ
れ
て
い
る
（
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一
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ル
ボ
ル
ン
悶
高
速
錬
遜
〔
V
F
T
冒
計
面

懸

　
†
一
λ
卜
．
ア
リ
ア
の
総
人
u
－

7
⇔
り
．
．
〃
八
の
う
ち
、
唯
r
数
は
シ

ド
ニ
ー
、
キ
㌣
ン
ベ
ラ
．
メ
ル
，
ホ

ル
ン
を
中
心
と
ナ
る
鷹
飼
海
錯
部

に
直
中
し
て
い
る
硬
さ
ら
に
後
背

地
の
プ
リ
ス
ペ
・
ー
ン
，
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
．
ア
デ
レ
ー
ド
等
を
加

え
る
と
1
2
L
O
万
八
と
な
弓
．

H
川
上
の
俗
人
F
の
η
％
が
こ
の
埴

域
に
居
休
伸
し
．
こ
の
曜
廊
脚
が
全
脳
日

の
経
済
活
動
の
中
心
を
な
し
て
い

る
。　

V
F
T
「
国
は
．
シ
ド
一
　
1

ー
ノ
ル
ポ
ル
ン
酬
8
6
穆
m
二
泣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｛
　
一
1
甘

堀
、
3
5
6
㎞
．
「
／
h
の
嵩
速
列
車
を

運
・
ド
・
」
．
而
躯
市
を
3
姪
澗
で
結
ぶ
こ
と
を
目
撮
と

し
て
い
る
（
図
2
）
，

　
己
9
a
δ
年
度
は
プ
．
’
・
フ
｛
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調

査
が
「
揮
わ
霞
、
英
・
弘
∴
野
一
1
の
U
赴
総
8
0
人
の

技
術
者
が
こ
の
澗
査
に
夘
．
η
プ
，
当
協
金
は
高
遷
鉄

道
の
．
父
通
庸
要
チ
棚
を
実
施
し
た
。

　
．
．
，
9
8
7
↑
ー
ー
9
鑑
．
8
甲
に
は
牟
洛
凋
寵
に
人

つ
フ
ラ
ン
ス
，
｛
フ
ン
グ
の
コ
ン
｛
．
ル
タ
ン
ト
と

と
き
に
　
当
脇
臭
は
再
び
露
粥
な
交
通
需
要
．
副
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
輝
．
．

幽乍
?
幅
如
輔

．
．
高
モ
…

．
し
か
．
》
、
束
醐
淘
岸
沿
い
に
は
シ
ド
ニ
ー
．
キ
ャ

ン
ベ
ラ
．
メ
ル
ボ
2
7
ン
等
の
邸
市
が
果
中
し
て
お
．
り
，

経
済
活
動
は
活
発
で
あ
る
（
図
一
）
。

　
入
1
1
は
1
7
0
0
万
人
で
め
る
が
、
箏
の
頭
数
は

2
億
頭
に
噛
し
、
世
界
の
肇
岳
の
2
5
％
が
生
産
さ
れ

る
ほ
か
・
石
炭
．
鉄
．
ボ
ー
㌣
サ
イ
ト
，
ウ
ラ
ン
等

の
地
下
資
源
に
息
ま
れ
．
第
2
次
大
戦
後
に
明
発
が

進
み
，
鉄
鉱
石
、
ア
ル
…
ナ
は
阯
界
腐
蛆
の
㈲
出
国

で
あ
る
．

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鉄
道

　
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鉄
菖
は
そ
の
発
展
の
縫
綿
か

ら
、
3
無
顛
の
軌
間
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ら
．

　
自
問
　
一
6
0
0
掴
　
廼
黛
9
0
0
0
㎏

　
軌
臣
L
士
3
5
硫
　
ゼ
k
L
万
3
0
n
O
㎞

　
つ
　
　

　
軌
閲
一
－
一
6
7
㎜
　
延
長
L
万
き
e
o
り
㎞

実
施
し
た
。
こ
の
蹄
線
は
媚
市
中
概
諮
は
…
部
の
山
．

地
を
除
く
と
、
ま
ば
ら
な
林
を
弁
む
事
埆
な
“
原
地

で
．
処
設
費
は
安
（
．
約
弓
O
。
。
億
円
と
見
積
ま

れ
’
し
い
た
（
写
真
2
）
”

　
こ
の
川
で
も
同
然
保
護
の
娩
点
か
ら
，
祷
に
ビ
タ

ー
．
リ
ァ
引
力
や
や
酒
礁
的
で
、
向
う
環
境
膨
潭
．
評
価

を
行
っ
〃
．
．
、
由
回
η
の
代
皆
ル
ー
ト
と
の
比
較
ら
行

♪
L
・
㌧

ぜ
～
ゆ
．

　
．
㌧
．
・
測
さ
れ
た
交
壇
最
、
硲
建
設
費
な
ど
か
ら
見
る

と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
は
か
な
り
7
．
ろ
ー
ジ
プ
ル

な
も
の
と
思
わ
れ
た
が
．
最
終
回
に
政
府
の
優
遇
推

置
の
，
個
粥
が
堺
ら
れ
ず
、
－
，
9
一
半
頓
聚
し
て
し

ま
つ
．
」
。

　
　
ノ

●
む
す
び

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
罐
の
中
央
を
二
酉
に
横

kt9

．
竣
・
．
．
「

藷

楼
P
岬
り

蟄

『－■■國「－■L「■■＝甲wwダーワィンから大陸甲心に向かう寅勧廃線写E3

独襯線zattに
凹凹

〃
ま
：

　
当
初
は
各
州
ご
と
に
首
都
の
周
辺
や
近
く
の
港
湾

と
の
間
で
の
鉄
道
営
柴
だ
け
で
閲
睡
は
な
か
っ
た
が
．

そ
の
険
路
壕
が
各
州
間
に
嬉
停
さ
れ
る
と
．
軌
間
の

ち
が
い
は
不
利
益
が
明
ら
か
に
な
り
．
1
4
3
5
凹

に
配
す
る
方
針
が
た
て
ら
れ
た
。

　
1
9
7
9
年
．
に
建
獄
さ
れ
だ
東
西
を
結
ぶ
撲
断
線

【
翫
界
　
長
い
直
線
区
岡
約
5
1
n
㎞
が
あ
る
）
の
軌

間
は
1
4
3
5
器
匙
が
完
成
し
て
い
る
。

　
全
体
的
に
二
物
綿
送
が
主
で
．
D
L
駿
重
連
牽
引

の
大
単
位
弼
車
で
海
捲
に
愉
迭
さ
れ
も
も
の
が
多
い

が
・
一
方
、
都
市
囲
辺
に
お
い
て
は
遁
勤
等
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
．
瞳
即
自
周
辺
で
ゆ
帖
電
化
が
遣
み
．
　
シ

ド
一
T
、
メ
ル
ボ
ル
ン
近
郊
線
は
一
・
5
W
直
流
．
ま

た
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
通
動
綴
は
2
5
W
交
流
電
化
に
よ
り
、

快
遠
塗
車
が
這
行
さ
れ
て
い
る
。

のドシ，真写

断
ず
る
蹟
道
は
完
戊
し
た
が
、
薩
北
に
醍
断
ず
る
鉄

道
は
ア
デ
レ
ー
ド
か
ら
大
陸
中
央
の
ア
リ
ス
ス
プ
リ

ン
グ
ま
で
の
南
半
分
だ
一
7
に
と
ド
，
ま
っ
て
い
る
。

　
ノ
：
ザ
ン
・
テ
リ
ト
リ
ー
の
ポ
ー
ト
・
グ
，
．
ウ
ィ

ン
か
ら
出
r
－
い
る
貨
物
尉
の
麗
懐
を
活
胴
し
、
ア
リ

ス
ス
プ
リ
ン
グ
ま
で
秩
滋
を
下
露
」
．
萌
北
小
頚
鉄

刀
夕
．
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
希
塑
が
あ
る
（
写
真
3
）
。

／
ー
ザ
ン
ニ
ア
リ
ト
リ
ー
二
尉
は
、
沿
線
開
発
鋤
渦
の
提

供
を
含
の
た
B
O
T
方
式
を
実
施
す
る
企
業
の
出
現

を
潮
旧
し
て
い
る
が
．
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
．
ク
ト
ー
つ
い

て
は
別
の
慢
会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
．
た
い
。

鱒

シドニー・メルボルン聞高速鉄山計画（VFT）図2
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㌦翌繍。
　　乏　　　　o
　　曖。，幹

一
善

マレーシア国の

鉄道と都市交通

●
マ
レ
ー
シ
ア
国
の
慨
妻

菅原　操
4技術協力協金

班事長・工博

　
マ
レ
ー
半
島
の
南
蔀
の
酒
マ
レ
ー
シ
ア
ヒ
．
㎡
ル

ネ
オ
島
北
都
の
累
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
威
り
．
同
上
画

俵
は
絢
3
3
万
紺
．
へ
h
は
釣
・
・
一
8
0
0
万
人
で
，
優

れ
た
民
姻
橘
と
．
マ
ハ
テ
て
ー
ル
首
川
の
指
導
力
に

よ
り
、
近
郎
の
経
済
戊
長
は
習
し
い
．
現
存
八
1
1
…

入
当
た
り
の
G
N
P
は
2
7
万
円
で
、
年
問
皿
％
の
伸

び
を
．
咽
し
て
”
り
、
ル
フ
ク
・
｛
ー
ス
ト
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
逗
代
国
察
へ
の
陸
展
を
め
ざ
．
し
て
い
る
（
写

真
一
り
。

　
轟
臼
罷
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
甫
は
h
巾
Φ
人
1
1
約
1
6

0
万
人
で
年
田
4
％
獄
曜
の
増
加
が
あ
り
、
白
動
寧

育
数
は
5
0
万
台
で
．
耶
心
都
の
二
二
の
混
雑
は
激
し

い
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
国
の
鉄
逝

マ
レ
ー
シ
ア
憾
の
映
近
は
、
特
童
．
て
あ
ろ
猫
の
鹸

軽
、

クアラルンプール都心部（マレーシア国｝写罵1

重
り
た
め
こ
鉱
山
か
ら
海
港
ま
で
♂
一
問
で
遭
δ
S

5
存
．
．
」
削
無
し
2
1
、
の
を
は
じ
め
と
し
．
営
業
キ
ロ
ー

9
0
0
「
q
を
有
し
．
甑
問
は
全
機
が
l
m
で
め
る
（
図

一
〕
．

　
t
な
栓
謀
は
西
側
海
岸

沿
い
に
あ
り
、
寝
白
讐
急

を
舎
レ
郷
急
3
尽
、
急
…
1
1

z
木
の
ほ
か
曜
5
指
足
妬
心

行
．
　
レ
ー
ル
バ
ス
な
ど
が

迷
砺
5
れ
て
い
る
〔
写
真

2
｝
。

　
朔
那
の
浬
行
速
麿
は
最

高
8
0
㎞
／
h
で
、
特
急
靱

砲
ご
表
定
連
．
哩
は
5
5
．
㎝
．
・
〆

h
庶
曳
で
あ
る
。

　
k
9
9
0
甲
の
礁
逃
君

写菖2　クアラルンプール中央駅と■レーシ7国

　　　　の縛a罫1翠

蔵
は
旅
客
田
憾
八
キ
ロ
魑
貨
物
“
低
ト
ン
キ
ロ
で
収

．
A
は
旅
客
3
6
億
円
．
貨
物
3
6
億
円
で
．
客
貨
ほ
ぼ
増

額
」
慌
慧
り
て
い
る
。

　
＝
れ
に
吋
し
て
運
営
費
は
7
0
億
円
で
、
慣
寸
前
で

d

ノ、

　　　　旺然

薄趨
1

課1／
　　　叉

ブ’ン＾ン

　L　　兄「一＋tン

　　t／

　馬互ヨ．eノ

、へ
み〆てk

巳聾21

瓢
購㍉

、 　
　
陽
＼
．

ル
ン
㍉

渠
究

ク
雲

　
序
、

　
＼

，ISIJRガゼフト．93　4

赦肇
〃　

　
　
　

塾
／

　
．
ウ
．

　
　
4
箋
・

饗
　　を

。
タ

　　　　その14

シンガポールの

　　都市鉄道

●
は
じ
め
に

菅原　操
E技術脇力協会
理事長・＝［国

社｝海

　
シ
ン
ガ
（
示
－
．
ル
共
釦
国
拭
マ
レ
ー
半
馬
目
端
の
ジ

ョ
ホ
ー
ル
水
肛
を
一
嚇
て
’
」
隣
接
†
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

島
と
・
罰
辺
の
小
島
か
ら
な
っ
て
お
り
、
総
面
碩
．
玲

2
6
㎏
に
約
2
6
0
万
凡
の
人
1
1
が
外
ん
で
い
る

〔
図
↓
，

　
こ
の
島
に
大
然
の
斑
港
を
発
見
し
た
．
「
ギ
リ
λ
は

一
B
B
7
年
に
直
儲
植
民
地
・
・
し
て
根
拠
地
を
建
設

し
た
。
窮
二
次
」
へ
哉
で
は
H
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
が
，

戦
後
｛
ギ
リ
ス
の
気
配
下
に
戻
り
，
イ
ギ
リ
ス
連
邦

内
の
n
治
頸
を
経
て
．
連
邦
内
の
共
和
口
．
ζ
し
て
1

9
6
5
準
に
独
凱
し
た
．

　
人
口
凸
寓
度
は
，
4
L
5
0
入
、
／
㎞
と
い
・
り
超
過
富
…

な
郁
市
口
家
で
あ
り
〔
写
真
1
〕
．
剴
虚
貿
易
港
と
し

て
愉
笛
指
向
技
衛
聚
約
藍
業
の
距
興
に
つ
‘
め
．
所

得
水
準
は
ア
ジ
ア
で
は
脩
段
に
高
く
、
約
9
6
万
円
／

入
丁
9
9
1
一
年
一
で
あ
る
．

h．
．．・．■ぐ

．一

i

「e，脚

．凹■．

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
鉄
道

シンガポール鯵市鉄遺平面略図図1

　
γ
ン
が
戚
ー
ル
は
マ
レ
ー
シ
ア
園
と
の
田
境
ま
で

の
鉄
遺
〔
約
3
0
．
遡
を
保
有
し
て
い
る
が
．
迅
営
は

†
べ
て
ワ
レ
ー
．
ン
ア
国
鉄
に
婁
託
し
て
い
る
．
．

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
発
の
列
承
は
寝

台
持
急
を
含
む
持
急
3
本
．
急
行
9
1
車
2
本
の
ほ
か

曜
日
指
定
急
行
．
レ
ー
ル
バ
ス
な
ど
が
迎
行
さ
れ
て

ビ
る
。
マ
ン
ー
：
ζ
し
の
国
境
の
ジ
ョ
ホ
ー
〃
痕
滑
．

難
転
属
＝
艶
．
・

シンガポ真

に
は
鉄
道
橋
、
遣
路
橋
の
ほ
か
．
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市

民
の
た
め
の
ホ
適
橋
が
併
設
さ
れ
て
い
る
（
写
真

2
）
”

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
自
勘
箪
交
通
に
お
け
る

●
エ
リ
ア
．
ラ
イ
セ
ン
ス

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
縫
済
姥
震
に
伴
い
、
己
罪
照
車
の

順
加
が
著
し
（
．
都
心
の
混
椎
が
早
く
か
ら
聞
題
で

あ
り
．
そ
の
解
決
の
た
め
1
9
7
0
年
置
か
ら
乗
用

塵
の
烙
心
乗
り
入
れ
に
対
す
る
縫
済
約
規
制
を
行
っ

5SJRガゼ7卜’93．5
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鰺
　
今
　
・
o

は
ほ
ぼ
賦
芝
均
阪
し
て
い
る
が
．
．
層
の
近
代
化
を

図
る
た
め
に
、
1
9
9
2
年
奴
革
し
て
鉄
道
公
社
化

し
た
，

　
わ
が
国
は
聖
9
6
9
年
に
寄
害
防
止
対
策
澗
鉦
を

行
り
た
ほ
か
．
i
9
8
4
革
一
L
9
巳
5
年
の
J
I

C
A
に
よ
る
果
西
線
．
丙
海
岸
線
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ

｛
．
ス
タ
ア
4
な
ど
．
い
く
つ
か
の
技
術
協
力
を
続

け
て
き
た
が
，
近
年
で
は
．
」
1
C
A
に
よ
る
ク
ラ

ン
パ
レ
ー
地
区
鉄
近
改
良
計
画
襯
査
を
実
施
し
た
．

　
こ
の
潤
査
に
基
づ
き
一
9
B
9
年
忌
ら
海
外
純
済

協
力
基
セ
（
O
E
C
F
｝
の
ロ
ー
ン
に
よ
リ
ラ
ワ
ン

ー
ス
レ
ン
バ
ン
洲
の
縦
路
噌
設
L
事
が
冷
め
ら
れ
て

い
る
．

●
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
付
近
の
召
市
交
通

　
首
螂
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
は
政
漁
縫
済
活
動
の
巾

心
で
あ
り
，
臼
動
車
の
増
大
に
よ
る
路
面
交
通
の
混

篇
と
．
大
妓
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
軌
近
系
の
交
通
機

閣
の
絡
備
と
路
面
女
遁
管
埋
に
力
を
入
仁
’
・
い
る
、
．

　
ず
な
わ
●
り
、
　
マ
レ
ー
シ
ア
国
鉄
に
よ
り
．
　
一
フ
ワ
ン

ー
ス
レ
ン
パ
ン
州
川
及
び
郁
心
か
ら
ポ
ー
ト
ク
ラ
ン
ま

で
の
隷
増
・
電
化
の
工
事
が
進
め
ら
R
て
い
る
ほ
か
、

ク
ア
ラ
ル
ン
ブ
．
ー
ル
の
都
心
か
ら
約
お
㎞
圏
に
は
、

ラ
f
ト
レ
ー
ル
に
よ
5
5
方
向
の
放
射
線
と
二
つ
の

分
岐
線
が
儲
市
近
郊
鉄
遺
と
し
て
計
瑚
さ
れ
て
い
る

〔
図
2
〕
。

　
．
1
9
9
2
午
1
2
月
に
，
こ
れ
ら
の
・
フ
ち
焔
心
か
ら
、

東
部
郊
外
の
ア
ン
パ
ン
グ
地
区
に
至
る
嬉
辰
口
㎞
の

株
区
に
つ
い
ζ
．
英
国
の
㍗
蒙
を
中
心
と
す
る
コ
ン
　
　
国
境
ま
で
．
ま
た
ス
レ
ン
バ
ン
か
ら
シ
ン
が
恭
i
ル

ソ
・
．
．
シ
ア
・
ハ
が
コ
ン
セ
・
．
シ
コ
ン
の
爪
艦
を
う
け
約
　
　
ま
で
の
噌
腺
を
行
一
．
て
．
バ
ン
コ
ク
か
ら
ク
ア
ラ
〃

3
年
の
工
期
で
こ
の
線
区
を
完
戊
す
る
こ
と
に
な
り
　
　
ン
プ
ー
ル
を
綾
由
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
至
る
新
幹

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
を
迷
行
ず
る
購
思
を
待
っ
て
お
り
．
2
0
2
0
年

　
ま
た
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
都
心
の
業
務
申
心
を
繕
　
　
瞭
を
暫
え
れ
ば
実
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
．

ぶ
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ピ
ー
プ
ル
ム
ー
バ
…
計
画
に
つ
　
　
こ
れ
は
．
ー
ヨ
S
4
年
5
1
9
8
．
o
年
の
J
l
C

い
て
は
、
当
切
は
市
玖
野
に
よ
る
モ
！
レ
ー
ル
計
画
　
　
A
淵
査
で
提
案
し
た
幹
線
の
広
軌
化
で
は
な
く
、

と
し
τ
遮
ん
で
い
た
が
、
1
9
q
一
年
に
モ
ノ
レ
ー
　
　
ラ
ワ
ン
以
北
及
び
ス
レ
ン
パ
ン
ー
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ル
に
隈
ら
ず
中
批
軌
遵
輸
送
シ
λ
テ
あ
の
艮
關
プ
ロ
　
　
賑
し
横
橡
化
し
亡
、
侠
帆
の
ま
ま
で
、
面
影
直
通
列

ジ
訊
ク
ト
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
二
二
さ
れ
た
昌
　
　
皐
を
連
行
し
よ
・
フ
と
い
う
与
え
で
あ
る
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
で
は
．
こ
の
ほ
か
、
バ
ス
サ
　
　
　
マ
レ
ー
シ
ア
同
は
、
2
0
Z
O
年
に
は
先
乱
国
並

ー
ビ
ス
の
改
楚
工
三
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
（
公
共
交
　
み
の
G
N
p
に
到
虚
す
る
こ
と
を
計
画
し
’
．
、
お
り
，

近
以
外
の
弔
が
巣
務
申
心
地
に
人
る
時
は
．
地
域
と
　
　
今
ま
で
日
本
な
ど
か
ら
行
わ
れ
た
技
術
協
力
の
出
鉱

時
刎
に
よ
っ
て
一
定
の
翁
領
を
芝
払
う
必
要
が
あ
る
り
　
成
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
・
二
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

の
制
度
な
ど
を
取
，
入
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

概
織
辮
　
，
、
酬
翻
凶
獄
～
紅
ギ
」

讐
．
－
、
を
閉
酔
し
　
　
　
回
書
ノ

●
む
す
び

　
Ψ
レ
ー
シ
ア
国
政
陛
は

ラ
ワ
ン
ー
ベ
レ
ン
バ
ン
問

の
線
路
噌
設
に
と
ど
よ
ら

ず
．
ラ
ワ
．
！
か
ら
北
鑓
の

　　十

壕婁ll
図
2

Nk
　　　N．．　Ma，Pxu

9縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
周
辺
の
軌
道
系
8
市
交
通

盈雛鵜ご齢丁）i’『’‘

羅藝腰回驚
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麟
て
き
た
、
当
初
の
現
制
は
4
八
既
L
飛
車
し
て
い
る

櫃
は
乗
人
れ
無
附
限
で
め
る
が
、
3
人
置
一
－
，
の
画
会

は
．
定
の
耐
加
金
を
払
っ
て
、
二
面
の
窓
に
レ
ー
ル

を
貼
う
た
収
だ
一
1
が
進
人
で
き
る
と
い
・
フ
』
の
で
あ

っ
た
。

　
一
働
8
8
年
か
ら
は
こ
の
焼
制
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
り
．
乗
咀
卓
．
タ
ク
シ
ー
を
間
わ
ず
．
朝
夕
の
、
定

瞳
鯛
に
胤
心
乳
務
中
心
地
区
に
乗
り
入
れ
る
収
一
3
一

台
当
た
り
ユ
シ
ン
が
講
い
ー
ル
ド
ル
〔
2
4
0
円
）
を
吏

払
っ
て
、
そ
の
読
井
を
…
凹
而
の
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
血
†

る
こ
と
と
な
つ
‘
e
る
。
こ
れ
が
エ
リ
ア
ニ
フ
イ
セ

ン
ス
と
呼
ば
れ
る
臼
動
“
交
通
い
の
混
制
策
で
め
る
。

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
下
鉄

醐・二日・・

写真2

x’

1

濫

，

国境の鉄道橋〔対岸が

ジaホールバール；

．’ら近る
　れ代地シ
　る的下ン
　oな鉄ガ
　　設の；震
　　備・e1
　　をイル
　　官tの
　　す二池
　　るアド
　　地で跣
　　『ドあは
　　鉄る　’
　　のと熱
　　例同帯
　　と時地
　　しに城
　　て　’に
　　挙最ts
　　げもけ

　
覗
在
　
　
南
北
線

　
　
　
　
魁
酉
線

　
　
　
　
ブ
ラ
ン
チ
線

が
営
業
線
で
あ
る
．

G7　T　：IH　22

km　lmT　km　km

　
帆
間
は
1
4
3
5
魍
の
標
雛
ゲ
ー
ヅ
で
．
準
電
は

直
流
7
5
0
V
で
壌
冶
．
．
防
兼
式
で
あ
る
。
列
群
は
6

両
裾
成
で
ピ
ー
ク
“
，
3
・
5
分
．
閑
股
峰
弓
一
5
分
間

隔
で
速
上
し
て
い
る
。
潮
北
線
の
朝
の
ピ
ー
ク
時
の
耐

送
量
は
片
流
注
畔
閥
聾
万
9
7
n
U
八
で
あ
っ
た
。

　
設
雪
面
で
特
徴
的
な
蘇
は
い
く
つ
か
あ
る
が
．
特

に
束
曲
線
と
購
北
腺
の
交
築
恵
は
2
駅
に
ま
た
ギ
っ

て
灘
ウ
．
い
ず
れ
か
の
以
に
よ
れ
ば
ど
の
方
向
に
も

国
一
ホ
ー
ム
で
求
り
換
え
が
で
さ
も
と
い
う
設
偏
に

な
っ
て
い
る
．

　
ま
た
肺
心
郭
の
胞
下
駅
に
は
ホ
ー
ム
ド
ア
が
つ
い

て
お
り
．
ホ
ー
ム
上
は
駅
負
鷲
配
訳
で
人
紬
の
旅
客

を
無
取
運
で
5
ば
い
て
い
る
，

地下鉄とニュータウン写真3

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
出
度
の
迎
い
の
も
設
需
上
の

持
色
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
㌧
い
、
至
要
な
放
射
遺
鋳
沿
い
に
亦
四

三
．
」
た
昌
ユ
ー
ク
ウ
ン
を
建
設
．
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効

果
的
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
配
塾
し
．
ニ
ェ
ー
タ
ウ

ン
内
は
フ
ィ
ー
ダ
ー
パ
ス
で
．
ま
た
二
藷
i
タ
ウ
ン

と
業
務
中
心
地
と
の
閲
は
幹
線
パ
ス
で
旅
客
を
運
ぶ

統
A
［
愉
迭
シ
λ
テ
ム
を
と
っ
て
い
た
が
．
【
9
8
7

隼
地
下
鉄
開
案
に
伴
い
，
地
下
鉄
が
従
来
の
幹
線
バ

ス
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
（
写
真
3
）
。
地
下
鉄
駅
と
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
鳳
は
よ
い
連
絡
設
備
が
出
来
て
お

り
．
地
下
鉄
と
バ
ス
を
統
合
し
た
幅
送
シ
ス
テ
ム
の

好
例
と
も
な
っ
て
い
る
．

●
む
す
び

　
現
在
南
北
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
イ
ー
シ
昌
ン
駅
か

ら
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
繰
由
し
て
ブ
ラ
ン
チ
線
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
・
チ
醐
ア
チ
ュ
ー
カ
ン
駅
に
至
る
新
線
を
違

設
中
で
．
工
農
は
聖
9
9
2
年
7
月
着
工
猷
来
．
急

速
に
進
硬
し
て
い
る
。

　
ま
た
缶
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
も
．
フ
ィ
ー
ダ

ー
パ
ス
も
ま
た
域
聖
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
．
二
三

軌
道
愉
遷
シ
ス
テ
ム
に
置
険
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
が
行
わ
れ
た
謄

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
脱
実
化
す
れ
ば
．
大
盤
輸

送
と
し
て
の
地
ド
鉄
．
こ
れ
と
統
合
シ
ス
テ
ム
を
な

し
て
い
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
中
鷺
軌
這
愉
送
シ

ス
テ
ム
、
更
に
郡
心
部
の
エ
リ
ア
・
ラ
イ
セ
ン
λ
な

ど
交
通
計
画
的
に
は
埋
想
都
市
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
，

555　　JR”ゼツド93



も

。
．
駅

　
　
昂

　　ジア　　　ダンクノ

毒縮謎
　
　
O

歪
。
残

　　　・の1

アルゼンチ
国鉄の留出
と技術支援

5
ン
化

　　

`
営
農

●
は
じ
め
に

　　　　菅原　操
（社》海外鉄道枝術盤力協会

　　　　理事長・工博

　
鉄
道
の
効
薬
的
運
営
、
国
家
会
計
か
・
、
っ
の
独
虻
を

臼
q
的
と
、
し
て
．
　
世
界
灼
に
狭
い
旭
民
営
化
の
動
≒
．
凋
し
活

毘
に
な
っ
て
来
τ
い
る
．

　
ヨ
ー
ロ
．
ッ
バ
で
は
英
国
鉄
，
ド
4
ツ
国
鉄
．
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
国
鉄
．
イ
タ
リ
ア
圓
鉄
導
の
民
営
化
圭
た

は
そ
の
計
函
が
逐
次
勇
み
つ
つ
あ
ら
．
ま
た
聞
発
墨

卜
楓
に
お
い
て
も
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
「
似
鉄
、
マ
レ
ー

シ
ア
国
鉄
擦
が
公
社
化
さ
れ
τ
い
る
が
．
そ
れ
ぞ
れ

の
岡
に
お
い
て
民
数
化
の
方
式
匡
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
．

　
南
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
岡
で
は
．
岡
玉
入

礼
に
よ
り
国
鉄
〔
F
A
｝
及
び
酊
郁
闇
鉄
滋
公
祉
【
F

E
M
E
S
A
冒
の
運
営
の
一
遍
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。　

旨
協
会
は
．
！
9
9
2
年
存
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
一
つ
の
コ
ン
ノ
！
シ
ア
ム
を
技
術
的
．
」
支
擾
し
、

以
前
に
電
化
の
際
に
協
力
．
．
し
た
コ
カ
線
を
含
む
F
E

表1●アルゼンチン国蘇翰送量の婚穆

きi翫鷲

M
£
S
A
の
路
譲
の
民
賞
化
に
村
し
て
、
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ザ
リ
ー
・
ゾ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
〔
写
轟
一
Ψ
．

●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
の
経
済

　
彫
大
な
識
に
の
ぼ
る
対
外
弱
弱
と
、
ひ
ど
い
イ
ン

7
．
レ
に
脚
肋
ひ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
田
ば
，
　
中
距
宝
・
継
済
か
ら

脱
却
ず
．
る
た
め
．
三
9
8
9
年
7
月
に
選
生
し
た
メ

ネ
ム
毘
改
橘
が
．
次
々
と
思
い
切
っ
た
改
号
を
発
喪
．

若
ぞ
と
実
施
に
移
し
て
来
た
が
、
中
で
』
図
営
及
び

公
営
企
業
の
民
営
化
．
待
に
赤
宇
の
戚
た
る
国
鉄
（
F

A
｝
の
民
営
化
に
力
を
入
れ
．
逸
営
化
の
凄
然
と
し

て
国
際
的
な
民
力
活
用
の
方
法
を
と
．
ワ
つ
つ
あ
る
．

　
鉄
菱
に
つ
い
て
は
既
に
長
距
離
の
5
線
区
の
貨
物

担
送
の
民
営
化
が
始
ま
っ
て
募
り
．
覗
在
は
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
首
祁
圏
鉄
逝
｛
F
E
M
E
S
A
）
の
民

営
化
を
実
施
中
で
の
る
。

　
民
営
化
の
方
式
と
し
て
は
．
イ
ン
フ
ラ
は
従
前
通

り
国
で
所
有
し
．
そ
の
越
営
に
つ
い
て
の
民
間
委
託

・
イ

の
形
式
で
あ
る
。

∵
一
こ

．
●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
の
概
要

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
は
一
8
5
7
年
に
英
国
資
本

で
，
ブ
エ
！
ス
ア
イ
レ
ス
の
港
か
ら
農
牧
産
品
を
翰

出
す
る
目
的
で
役
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
が
．

1
9
4
6
年
か
ら
4
7
第
に
か
け
て
．
国
営
化
が
始
ま

り
．
1
9
5
6
年
か
ら
は
国
有
鉄
道
公
社
と
し
て
遷

営
益
れ
て
い
る
。

　
ゲ
ー
ジ
は
1
6
7
6
㎜
，
1
4
3
5
㎜
．
及
び
1
0

0
0
㎜
の
3
種
が
め
り
、
運
営
キ
ロ
、
要
員
及
び
諭

遇
搬
の
推
移
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
政
府
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鉄
の
合
埋
化
の
具
体
策

を
示
す
国
鉄
合
理
化
法
を
制
定
し
．
岡
法
は
1
9
9

0
年
－
月
4
H
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
ね

ら
い
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

“6JRガゼット’95

白盛
2
畢
．

．
・
豫

　
　
妬

乏
。
喫

　　　勘16
　　　台北の

都市高速鉄道

●
は
じ
め
に

操
野

原
離

台
詫
市
ば
人
ロ
約
2
7
0
〃
入
で
、
湖
辺
町
魯
を

肺
え
た
那
弔
圏
に
は
約
匹
5
0
万
人
の
人
ー
ー
が
果
中

ー
レ
て
い
亀
。
国
民
－
八
脇
た
1
1
の
G
N
P
は
断
．
」
L

万
U
S
＄
を
超
え
て
い
る
、

　
麗
在
．
郡
市
h
父
通
の
ヒ
俸
は
バ
ス
で
あ
る
が
．
国

民
所
得
の
急
達
な
上
捧
に
罵
り
て
．
n
家
用
車
の
指

教
が
急
噌
し
、
祁
南
内
の
崩
ズ
並
混
雑
は
匝
度
」
達
し

て
お
り
．
鄙
市
高
目
鉄
滋
網
の
早
立
完
漠
が
望
よ
れ

て
い
る
．

　
覧
協
全
は
．
一
9
5
三
年
4
月
以
米
、
打
北
市
の

高
達
鉄
近
紹
の
詮
尚
更
．
、
註
・
施
工
而
で
撲
術
協

力
を
行
っ
て
衆
た
田

●
台
北
都
市
圏
の
交
通
日
傭

　
台
北
都
市
鷹
の
驚
要
な
笠
雲
機
閃
は
．
謎
1
1
0
路

綜
に
及
ぶ
バ
ス
網
で
．
こ
匹
を
約
4
が
5
0
α
o
台

の
タ
ク
シ
ー
が
醐
り
て

、
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
冒
■

「
、
る
　
　
1
9
8
1
角
．
－

お
け
る
齢
醇
交
遥
の
分

押
把
A
“
は
パ
ス
卸
％
、

台
湾
映
近
3
％
、
ダ
ク

シ
ー
い
％
．
白
家
彫
耶

昂
％
の
ほ
か
，
オ
ー
ト

バ
イ
が
2
7
％
．
を
占
め
て

い
る
の
が
一
つ
の
聯
徴
ピ

で
る
る
（
写
真
1
一
．

　
台
湾
鉄
血
は
．
店
隙
一
台
北
．
ム
凋
中
」
笥
鍛
の
幹

線
が
面
を
随
断
し
て
い
る
が
、
輸
送
〃
の
増
強
－
．
郁

市
部
の
叉
辿
混
雅
を
さ
け
ろ
た
め
．
“
．
甜
心
部
の

複
ぐ
線
化
と
地
ド
化
を
辿
め
て
弔
た
．
慨
に
台
北
駅

を
中
心
と
す
る
約
4
・
4
㎞
の
区
間
は
複
線
の
地
下

化
が
完
～
し
．
一
§
g
9
甲
に
斬
タ
…
ミ
ナ
ル
ち
露

戒
し
て
い
る
【
写
真
2
胃
。

　
一
方
、
書
誌
一
9
9
2
年
6
月
号
で
鮒
介
し
た
よ

う
に
、
台
北
～
高
雄
測
の
台
澱
酉
諦
高
選
鉄
道
の
計

画
が
進
め
ら
れ
，
染
傑
・
卑
両
．
A
T
C
雲
合
む
コ

ア
．
シ
ス
・
γ
・
ハ
の
人
札
が
削
弱
近
の
状
況
峯
，
で
米
’
一
い
る

が
、
朔
座
鉄
道
の
都
心
都
の
中
心
駅
は
、
こ
の
タ
ー

こ
ナ
ル
で
あ
h
，
当
初
擦
σ
鉄
血
の
増
聴
器
に
計
蝋

し
た
畠
ド
洩
線
の
増
設
分
ば
．
・
．
の
高
選
鉄
近
財
に

使
川
で
き
る
よ
う
に
茂
説
さ
れ
て
い
る
．

●
現
在
建
殿
中
の
都
市
内
高
速
鉄
選
網

1
9
3
．
嘱
年
n
月
．
台
北
市
に
お
い
て
台
湾
の
雌

勘通トバイ台北市内のオ写真」

旧
一
）

瘤
」

路
学
会
に
よ
り
那
市
高
途
鉄
遭
技
術
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
剛
催
さ
れ
．
日
・
米
・
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
都
の

ぜ
門
寮
が
招
へ
い
さ
れ
．
筆
曽
も
H
本
の
新
交
通
ン

ス
テ
5
・
に
つ
い
て
璃
演
を
．
行
っ
た
が
．
断
時
は
高
速

二
三
網
の
音
画
を
一
カ
所
に
ま
と
め
た
重
織
は
無
く
．

地
ド
身
網
に
つ
い
て
は
交
通
災
運
協
省
這
翰
訓
両

委
二
会
が
，
ま
た
モ
ノ
レ
ー
ル
を
含
む
中
無
軌
遭
輸

送
シ
λ
テ
ム
に
つ
い
て
は
．
自
北
溶
政
府
工
務
局
が

挫
隣
し
て
計
画
を
遥
め
て
い
た
。

　
そ
の
後
．
交
通
鄙
と
自
北
宿
の
合
窟
の
下
に
匙
9

s
δ
年
正
一
1
に
台
北
面
政
府
の
率
に
鷹
蓮
系
読
工
程

等
備
露
が
套
τ
、
1
9
8
7
苧
2
月
に
旺
式
に
施

運
工
程
局
（
D
O
R
T
S
）
と
な
り
、
高
逮
鋏
道
の
計

売
・
設
計
・
施
工
が
造
め
ら
れ
て
い
る
，
現
在
ま
で

に
承
認
さ
れ
て
い
る
路
線
は
図
1
に
示
す
4
つ
の
線

区
と
．
皐
両
τ
場
へ
の
移
動
の
た
め
の
保
守
線
1
線

区
で
．
総
目
長
は
園
㎞
で
あ
る
（
豪
↓
．

　
高
漢
鉄
道
網
の
完
成
復
の
連
行
計
蘭
は
畿
2
の
よ

“」爬ガゼッドs3、1

①
湊
員
の
劇
減

　
『
面
B
5
0
1
1
0
入
将
来
3
5
0
0
0
人

②
珪
距
離
族
客
サ
ー
ビ
ス
の
罰
演

　
約
4
0
％
を
削
減
し
、
そ
の
分
を
貨
物
陥
送
と
近
雑

線
に
充
当
L
．
増
収
を
㎞
直
る
，

③
　
瞥
理
観
織
の
統
合
と
改
丁

●
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
首
都
圏
鉄
選
の
再
玉
成

　
先
に
世
銀
と
の
合
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
首
榔

圏
鉄
道
公
杜
は
．
8
8
5
㎞
の
営
業
キ
ロ
内
に
2
5

0
の
駅
を
存
し
、
準
岡
約
2
億
7
0
0
0
万
人
の
乗

客
を
翰
送
し
て
い
る
国
営
事
業
で
あ
る
。

　
民
営
化
の
人
礼
は
1
9
9
2
年
5
”
一
1
1
1
1
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
．
8
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
が
、

そ
の
う
ち
当
協
全
の
支
擾
し
た
T
R
A
－
N
M
E
T

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
．
ロ
白
線
，
サ
ン
マ
ル
チ
ン
線

及
び
ベ
ル
グ
ラ
ー
ノ
線
の
3
線
に
つ
い
て
雌
営
化
を

諸
け
負
う
こ
と
と
な
っ
た
薗
↓
。

図
1
●
首
都
園
鋏
遭
公
社
路
織
図

韓
　　　　　　サ邪
　　　　　　　tK

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
諭
ー
ル
は
次
の
よ

・
フ
に
逝
め
て
い
る
p

．
の
　
1
2
9
3
年
3
月
末
ま
で
　
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　
国
政
府
と
の
契
約
業
務
の
支
援

②
1
9
9
3
年
8
1
1
末
ま
で
…
民
営
化
の
立
上

　
り
期
閥
に
つ
い
τ
の
支
援

③
・
虞
9
9
3
隼
9
月
i
1
9
9
5
年
3
川
ま
で
及

　
び
そ
の
俄
の
致
年
周
n
　
民
営
化
の
安
定
化
期
聞

　
に
お
け
る
支
援

④
　
要
鼓
の
H
本
に
お
け
る
教
百
訓
練

　
現
在
ま
で
に
”
本
か
ら
は
当
協
会
を
通
じ
て
，
技

術
芝
援
の
た
め
に
表
2
の
よ
う
に
専
門
家
が
縦
航
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　　

@　

@
険
凱
駕
讐

癒
難
懸　ひtv．，一．．一　　「「

驚艶鵜ん
轍郵劉
⑲　サルこエンr縮　　　di
l切　 ペルグラ憎ノ溺緯　 アルタミラノ

①　ロ翻穐

瓶
　　ツfラニ1’ヴ

　　k脇
　　IJオ・サンチアゴ．

　　　Lぞ彰
　　ラ・プ，タ

衰2●ブエノスアイレス酋部圏鉄遺足駄化のため．

　　　日本から技術支撮に派遣ttSttttva中の専門衆

●
む
す
び

1　　派 遣　発

期　閻 県　門　　1 1一．．一　．　．．酬．．　．

@5AR1轟
@【宵。巳）

．冒．．．．層．．．一

@凧弟一ブ
一．一－－．

@計
　　弛　脅
g

lggz皐 司転　　i 3　1
3 ・プロぷ・一ザ，ノ

3月噌6月 餓吐・之木； 1
2

1 作底支娠

旧．号・望郷 旨 2

電化・国電 z z

窮頁・二二 3 … 3

r

計 10 ・　　　1 目

止的3年 噂曾・P騒 4 4 契晦掌厩支撮

z月嚇8月 駄　導 1 1

逼　転 2 1 3

電化・翼電 塞 1 ・立上8瑚支揚

嵐丙・工規 3 唱 4

貯 隼1 ～ 1ユ

・993年 … ・霊走瑚支隅

9月は陸 i　． 〔計園中，

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
田
畠
鉄

の
民
．
営
化
は
こ
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
お
．
り
．

貨
物
愉
送
に
つ
い
て
は

か
な
ワ
採
算
性
を
も
り

て
始
⇒
ら
れ
た
よ
う
で

め
る
。
し
か
し
一
方
．

酋
翻
圏
鉄
沌
に
つ
い
て

は
い
か
に
民
営
化
」
て

も
黒
字
に
な
る
こ
と
は

な
ぐ
．
政
府
か
ら
の
槻

肋
金
の
受
入
領
を
い
か

　
　
　
に
少
な
く
†

　
　
　
る
か
が
入
札

写
真
Z
　
レ
テ
ィ
ロ
地
区
に
置
畳
飼

す
る
田
銭
各
組
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
．
噌

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
訣
は
そ
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
膨
大
な
用
地
を
有
し
て
お
り
（
写
真

2
冒
．
そ
の
開
発
可
蛯
憧
は
鋏
遣
活
肱
化
の

た
カ
の
大
き
な
潜
在
的
妥
聚
と
な
つ
τ
い

て
．
別
途
開
発
計
麟
が
進
力
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
鋏
及
び
首
都
屋
鉄
遊
公

社
の
民
営
化
に
関
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
民
営
化
及
び
民
常
化
後
の
鉄
弓
運
営

に
か
か
わ
る
～
R
各
祉
の
知
織
、
経
職
が

最
も
必
要
と
さ
れ
る
海
外
協
力
プ
ロ
．
シ
エ

ク
ト
で
あ
ろ
う
．
，
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台
北
擶
市
圏
の
急
達
な
発
展
に
対
応
し
τ
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R
T
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い
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義
プ
ロ
ジ
℃
ク
ト
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@
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ぜ
．
等

　　

@　
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瞭
㍉
誘
う

　　

@　

m
罫
一
＼
鼻

　　

@　

@　

@
ぜ
、
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畷
識

＼
・
＼
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_
．

出
無
．
「
∴
改
－
．
所
定
線
．
台
牝
空
港
譲
．
べ
期
級
の

分
岐
豫
．
蔵
州
ズ
級
．
林
1
1
線
．
中
壁
軌
遺
廟
迭
シ

ス
テ
ム
の
環
状
撮
、
そ
り
他
を
念
む
2
0
2
1
．
年
H

標
の
長
座
計
麟
を
策
定
し
．
申
央
政
府
の
面
輔
を
受

F
⊂
．
、
る
9

辱
　
「
　
　
し

　
こ
れ
ら
の
提
案
の
申
で
は
．
炊
府
の
政
策
と
画
工

の
馴
年
川
に
」
た
が
つ
’
．
、
高
選
族
遭
の
一
部
の
路
線

は
．
母
班
鉄
荘
の
完
威
を
促
巡
f
る
た
の
の
地
域
参

加
と
し
て
の
．
地
方
か
ら
の
投
資
を
期
待
し
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
n
「
く
紋
階
的
な
運
営
聞
始
を
行
う
・
一
と
．

が
雲
門
襟
さ
れ
て
い
る
り

●
む
す
び

台
湾
政
府
は
、

嵐ぐ瀧
　　　　　　厄．

鳳砺
得欝隷’

ぜ　X“　lf一！：．
　ゐ塊　　　
表T　台北市国速鉄道綱の撮稟

舞鶴
難＝＝：ご

隔
躍
オ
♂

！
9
9
1
年
か
ら
始
ま
る
国
家
廼

　
　
設
6
力
年
評
画
を
た
て
辱

　
　
そ
の
投
資
総
頷
は
8
兆
N

　
　
T
＄
（
約
4
0
兆
円
［
に
達
†

る
。
こ
の
塔
顧
改
改
府
の
一
殺
会
計
の
み
で
な
く
．

供
給
菅
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
X
も
含
ん
で
い
る
。
幽
1
2

湾
画
部
晶
師
兄
道
計
醐
4
2
0
島
億
N
T
＄
〔
2
兆

1
0
0
9
億
円
〕
と
告
体
計
両
に
含
ま
れ
て
お
ゆ
．
今

後
台
海
の
公
共
嘱
叢
は
膨
火
な
も
の
と
な
る
．

　
計
北
の
高
速
致
近
網
の
う
ら
．
中
量
軌
遺
ン
ス
テ

ム
の
取
拗
線
は
、
工
9
9
3
年
度
完
成
の
見
込
み
で

あ
石
が
、
地
F
鉱
網
は
；
れ
か
ら
が
題
設
の
最
盛
厨

に
入
っ
て
い
ζ
1
3
か
、
内
書
、
高
雄
．
そ
の
他
の
都

市
に
お
け
る
地
下
鉄
に
つ
い
て
．
逐
次
計
画
が
遮
訪

ら
れ
つ
つ
あ
る
．

　
現
在
、
既
に
土
地
の
高
騰
と
、
技
徳
稀
、
労
働
搬

の
不
足
が
深
射
な
も
の
と
な
弓
C
建
て
い
乙
．
こ
の

6
ヵ
年
．
計
画
を
計
画
ど
お
り
に
実
現
さ
ぜ
得
る
か
ど

う
か
は
．
台
湾
か
完
全
に
先
遮
囮
の
陣
胤
入
り
で
き

る
か
ど
う
か
の
バ
ロ
メ
ー
タ
・
…
で
あ
ろ
う
。

台北市高遮鉄遺綱の八田の概念表2
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製騰
　
　
豊
。

上海市期下鉄！号糟の鞭翼

。
．
饗

　
　
バ

　
　
冊

　
　
蛎

乏
。
φ

●
は
じ
め
に

そ・17

　　　中国上海の

都市交通と地下鉄網

　　　　　菅原　操

（社｝in鉄道技術協力協会

口恥最高技術願問・工博

　
上
海
市
地
下
鉄
1
号
線
の
う
ち
南
躯
区
閏
6
・
呂

㎞
の
開
業
式
が
平
成
5
年
5
月
闘
ロ
に
盛
大
に
行
わ

れ
た
｛
写
真
1
V
。
中
国
で
は
1
9
6
9
年
の
北
京
市

地
下
鉄
、
1
9
8
0
年
の
天
津
市
地
下
鉄
に
つ
い
で

第
3
番
目
の
地
r
鉄
で
あ
る
。

　
環
境
保
全
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
昌
ー
ズ
か
ら
．
世

界
の
大
都
市
で
軌
道
系
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
盛

ん
で
あ
る
．
中
国
で
も
、
既
に
颪
慶
市
で
の
快
浬
軌

道
の
調
査
が
始
ま
り
て
お
り
、
大
尾
、
ハ
ル
ビ
ン
、

広
州
，
漉
陽
，
西
安
．
そ
の
他
の
主
要
郁
市
で
軌
遵

系
の
導
人
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
．

　
本
号
で
は
中
国
最
大
の
都
市
で
、
経
済
、
貿
易
．

金
典
情
細
、
技
術
，
文
化
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

上
海
市
の
地
下
鉄
網
に
つ
い
て
述
べ
る
。

●
上
濾
の
鄭
市
と
交
通

卿薗　
下
鉄
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
実
施
し
た
。
日

本
の
国
際
協
力
事
桑
門
に
よ
る
可
行
性
調
査
が
1
9

R
5
年
i
1
9
8
6
年
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
南

鵠
の
新
龍
甜
か
ら
国
鉄
上
海
新
駅
ま
で
の
1
3
・
5
㎞

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

そ
の
後
の
見
直
し
に
よ
（
．
て
南
部
は
錦
江
東
園
駅
ま

で
姪
長
さ
れ
全
長
1
6
・
1
㎞
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
家
計
画
委
員
会
は
，
1
9
9
1
年
－
月
1
9
日
に

　
こ
の
地
下
鉄
－
号
嫁
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
承
毘
を
与

え
た
。
地
下
鉄
1
号
線
の
計
画
概
要
は
表
1
の
と
駆

り
で
あ
る
．

　
A
，
回
開
桑
し
た
の
は
徐
家
匝
一
錦
江
東
園
駅
間
の

6
・
6
㎞
で
あ
り
、
全
線
の
剛
楽
は
1
9
9
5
年
と

予
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
3
）
。
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●
上
海
市
の
地
下
鉄
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
下
鉄
－
号
線
は
上
海
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　　　　懇饗
鹸
．

黄
浦
江
と
合
流

し
て
東
海
に
注
↑
が
、
上
海
市
は
そ
の
含
流
点
の
デ

ル
タ
地
帯
に
発
達
し
た
〔
図
1
V
。
諒
度
か
ら
見
る
ど

鹿
児
島
と
ほ
ぼ
同
じ
で
め
る
．
周
辺
の
三
部
を
合
わ

せ
6
3
噛
0
㎞
の
面
植
に
1
2
9
0
万
人
の
人
が
住

み
，
中
国
最
大
の
都
市
で
あ
る
，
都
心
部
は
2
8
0

㎞
に
人
口
7
0
①
万
人
が
薬
巾
し
て
お
り
、
世
界
で

も
最
も
高
密
度
の
鄭
市
の
ひ
と
つ
で
あ
る
．
・

　
全
市
の
生
産
顯
の
8
0
％
以
上
を
工
叢
が
占
め
．
工

業
生
産
韻
は
全
国
の
約
1
3
％
を
占
め
る
屈
指
の
工
業

廓
市
で
あ
る
，
そ
し
て
黄
甫
江
の
粥
側
の
い
b
ゆ
・
o

国
東
地
区
は
工
業
同
地
な
ど
の
閉
疑
が
活
発
に
遮
の

ら
れ
て
い
る
．

　
上
海
の
都
面
交
通
の
主
力
は
．
5
Q
O
O
両
に
及

ぶ
冠
ス
と
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
，
麗
在
二
重
約
一
5
0

0
万
人
を
愉
送
し
て
い
5
（
写
真
～
）
。
経
済
の
売
春

と
人
口
の
急
増
と
に
よ
っ
て
．
こ
れ
ら
の
公
共
崎
送

は
年
々
漫
雑
の
度
を
加
え
、
市
の
経
済
見
展
を
阻
宵

　工事中の地下欧1号鶴

塩，．、、
写翼1

　
　
層
　
　
．

轄
ぷ
も
の
で
、

差
†
る
。

．
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
に
盛
ウ
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
線
区
上
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
㎞
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
箏
－
撮
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
（
図
こ
。

講
　
鳳
・
磐

．
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
劉
調
査
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
階
で
．
延
長

　
　
　
　
．
葺
　
　
　
　
約
3
0
㎞
で
虹

　
．
∵
¢
　
－
い
醜
－
　
　
橋
空
港
か
ら

　
　
　
，
．
　
　
　
　
　
浦
東
地
区
を

　
　
地
下
鉄
！
号
級
と
は
人
民
広
場
で
交

　
上
海
の
地
F
鉄
網
は
都
心
の
人
民
広
場
を
中
心
と

す
る
4
路
線
の
放
射
ル
ー
ト
と
環
状
ま
た
は
半
環
状

の
3
路
線
と
か
ら
成
っ
て
い
る
．
上
海
市
地
下
鉄
公

社
で
は
．
1
9
9
4
年
中
頃
ま
で
に
！
号
線
の
地
下

区
問
を
完
成
し
た
後
．
3
号
線
の
弟
一
段
階

と
し
て
人
民
広
場
か
ら
十
束
の
開
発
地
区
に

向
か
う
踏
線
の
趣
設
に
入
り
た
い
意
向
を
待

っ
て
い
る
。

●
む
す
び

地下鉄マスタープラン
’yi’？’th @？　be

す
る
に
至
っ
て
い
る
。

●
上
海
市
地
下
鉄
1
号
繍

上
海
市
地
下
鉄
の
建
股
調
査
は
1
9
6
0
年
代
に
．

始
ま
り
．
試

験
施
工
が
衡

山
路
付
近
で

行
わ
れ
た
。
　
　
　
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
艦
r

　
　
　
　
　
　
　
　
斜
．

　
現
在
の
都

市
公
共
愉
送
馬

の
過
大
な
負
呵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
．
．

　
　
　
　
　
り

担
を
解
消
．
し
、
ロ

　
　
　
　
　
ト

上
海
市
を
経
の

済
的
中
心
と
蘭
・
；

・
一
㌧
藩
且
ド
商

携
驚

　
中
国
の
数
あ
る
沿
梅
部
の
開
発
区
の
中
で

も
，
上
海
市
流
東
地
区
の
閉
兄
は
屈
指
の
国

家
庸
叢
で
あ
り
上
海
に
と
っ
て
も
最
大
の
重

点
事
叢
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヒ
海
市
は

浦
東
地
区
畷
発
に
貢
献
†
る
地
下
鉄
呂
腎
糠
の
建
設

に
激
し
い
張
…
意
を
邑
い
で
い
る
。

　
地
F
鉄
一
号
線
の
計
画
時
に
は
、
口
本
の
国
際
惚

力
事
業
団
に
よ
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
ジ
ナ
イ
調
壷
が
行
わ

れ
た
が
．
実
施
段
階
に
な
り
、
約
5
0
％
の
工
事
費
に

つ
い
て
ド
イ
ツ
．
（
【
部
米
．
仏
▼
に
．
φ
る
持
恵
条
件

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
．
こ
れ
ら
の
国
が
弔
両
，

信
号
、
逓
信
等
の
捷
材
の
納
入
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
2
号
線
に
つ
い
て
も
ド
イ
ツ
の
進
出
意
欲
は
大

き
く
、
好
条
件
の
フ
7
｛
ナ
ン
ス
を
ホ
・
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
、

　
軌
二
塁
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
．
る
に
つ
い
て
は
、

そ
の
掻
涛
・
社
会
的
必
要
性
の
大
き
き
に
も
か
か
わ

ら
ず
．
財
務
的
な
フ
メ
．
ー
ジ
ビ
リ
テ
イ
は
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
る
の
で
．
卜
海
市
の
当
笥
哲
と
し
て
は

長
期
．
低
糾
の
資
企
の
確
保
が
当
面
の
般
大
の
目
原

と
な
っ
て
い
る
。
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●
は
じ
め
に

韓国ソウル特別市の

都市交通と地下鉄網

　　　　菅原　操
（社〕亀町鉄道技i‘脇力協会

理事・最高技術照間・工博

　
ソ
ゥ
．
牛
面
ば
韓
国
の
首
邸
で
総
入
目
の
約
4
分
の

一
に
貰
た
る
ー
ヒ
n
O
万
人
の
人
ロ
が
喚
中
し
て
い

る
．
そ
の
歴
史
は
長
く
．
範
元
前
5
0
0
0
L
7
0

P
O
甲
に
漢
江
沿
い
の
ソ
ウ
ル
地
区
に
は
集
落
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ソ
ウ
ル
山
は
一
り
4
5
年
杵
別
市
制
を
と
り
．
1

9
5
0
年
1
．
L
9
5
3
年
の
南
北
戦
争
を
縫
て
、
愚

逮
に
近
代
棉
甫
に
艶
展
し
た
。
1
9
5
3
早
に
は
首

相
の
直
轄
地
と
な
り
．
こ
の
行
政
区
の
面
損
は
一
9

7
3
年
に
は
6
0
5
㎞
に
及
ん
だ
．
．
そ
の
後
2
0
年
闇

の
韓
国
の
経
済
発
展
と
郡
市
化
に
よ
リ
ソ
ウ
ル
市
は

臼
覚
ま
し
い
四
四
「
τ
と
げ
．
1
9
9
＄
年
・
正
0
月
じ
は

策
2
4
蹴
夏
毒
†
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
歳
坊
樫
に
闇
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
我
が
国
は
ソ
ウ
ル
市
地
下
鉄
ー
ロ
b
線
建
設
．
こ
れ

と
直
面
す
る
近
郊
の
国
鉱
線
の
電
化
に
つ
い
て
、
毯

済
・
技
附
脇
力
を
行
い
、
さ
ら
に
近
年
は
、
新
た
に

各
腺
の
慨
要
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
．

●
地
下
銭
胴
の
将
補
計
画

　
ソ
ウ
ル
市
は
蟹
隈
地
下
鉄
御
の
う
ち
ピ
、
3
，
4

号
線
の
延
仲
と
5
．
7
、
δ
号
車
の
新
線
建
設
を
忌

め
て
い
る
。
そ
の
廼
長
は
約
9
8
㎞
で
あ
る
。

　
ま
た
今
後
さ
ら
に
日
、
．
7
，
8
号
線
の
新
線
蓮
設

5
2
．
畑
を
含
め
、
含
計
で
1
6
0
㎞
の
地
下
鉄
網
が
増

強
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
表
3
、
図
2
｝
。

　
こ
の
憎
強
を
第
2
フ
ェ
ー
ー
ス
と
称
」
て
お
り
、
郁

市
交
履
に
お
1
1
る
地
下
鉄
の
シ
ェ
ア
は
現
在
3
4
・
6

％
で
あ
る
が
、
1
6
0
㎞
の
噌
強
が
完
了
す
る
と
そ

72

V
ェ
ア
は
馴
・
レ
別
％
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
四

竃

　
昌

．
　
　
f

●

“
．

．．．．、．澗■．「．、－　顕二

言耳2　ソつル市の地下搬‘2号緩，

ソウル市地下峡殿虚穐の概況2

雨

亮

潔

ソワル市内の交写冥≡

ソウル痛の人口と臼動寡台

”一u
衰1

着
工
し
た
5
号
腺
の
計
画
に
つ
い
て
も
鼓
術
協
力
を

行
っ
て
き
た
。

　
本
号
で
は
、
ソ
ウ
ル
市
地
下
鉄
の
現
在
の
卍
営
状

況
と
そ
の
検
の
哨
強
及
び
将
領
計
画
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
と
す
る
．
．

●
ソ
ウ
ル
市
の
都
市
交
通

　
ソ
ウ
ル
の
都
市
入
口
は
1
9
7
0
年
か
ら
正
9
，

D
年
ま
で
に
陪
噌
し
て
お
ウ
．
よ
た
，
n
昼
中
二
二

は
そ
の
圃
に
2
0
倍
と
な
っ
て
い
る
（
衷
1
｝
．
寺
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午

家
刷
毛
の
噌
加
が
．
き
く
、
1
2
人
に
1
古
の
罰
で
自

家
翅
翼
を
保
臼
し
て
い
る
、
．

　
ソ
ウ
　
崩
で
は
他
の
多
く
の
都
市
の
よ
・
フ
に
，
道

路
幽
の
整
備
を
中
心
に
都
市
機
能
が
巣
膿
す
る
よ
う

力
を
入
n
て
き
た
が
．
道
距
交
西
の
状
況
ば
璽
ま
し

い
軽
輩
か
ら
盛
か
に
遅
れ
て
お
り
、
道
路
混
雑
と
大

氣
汚
染
は
年
ヶ
悪
化
し
て
い
る
〔
写
真
↓
．

　
こ
の
ロ
増
し
に
悪
化
す
る
撃
茎
問
題
を
解
決
す
る

●
む
す
び

　
り
．
．
ウ
ル
．
首
郎
閥
に
お
け
る
祁
市
交
羽
の
状
況
は
現

在
る
悪
化
の
皿
途
を
た
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
道
路

交
通
に
よ
り
捌
い
て
い
く
の
は
眼
界
が
あ
る
。
ソ
ツ

ル
詐
三
三
で
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
路
市
交
涌
の
急

逮
な
噌
加
に
応
え
ε
た
め
に
，
ユ
9
9
5
年
か
ら
1

9
9
9
隼
ま
で
の
囲
に
延
長
1
2
Ω
㎞
に
及
ぶ
地
下

鉄
の
嘲
蜘
計
画
や
辱
も
つ
て
い
る
曲

　
こ
の
計
画
（
第
3
フ
ェ
ー
ズ
〕
の
完
成
に
よ
り
ソ

ウ
ル
南
の
地
ド
銑
網
は
毒
茸
｛
0
0
㎞
と
な
り
．
一

日
の
利
用
者
は
2
3
3
u
万
人
と
想
定
さ
れ
．
一
山

交
頑
に
お
ー
ー
る
池
下
鉄
の
ン
ェ
ア
は
7
5
％
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
，
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ソウル帝地下鉄堪彊工事及び将愚計圖衰3

た
ゆ
に
．
ソ
ウ
ル
市
政
唐

に
．
1
9
9
0
年
に
鎗
合

的
な
焔
市
交
虚
政
策
と
し

τ
．
次
の
方
針
を
た
て
た
。

①
地
下
鉄
の
實
鼠
増
大

②
地
下
鉄
襯
の
増
強
の
第

三
期
計
画

応
榔
寵
内
バ
ス
の
運
行
の

改
善

雷
タ
ク
・
ン
ー
管
理
・
ン
ス
テ

ム
の
改
尋
．

●
ソ
ウ
ル
市
の
既
存
地
下
鉄
繕

　
ソ
ウ
ル
市
に
お
い
て
は
、
1
9
7
4
年
に
地
下
鉄

1
号
線
9
・
8
㎞
が
開
聾
し
て
以
来
．
現
在
ま
で
に

4
路
線
1
1
S
．
m
が
同
行
し
、
毎
日
3
？
0
万
人
の

旅
客
が
こ
れ
を
利
旧
し
ぐ
い
る
〔
圃
1
．
写
真
～
｝
。
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イタリアの
　高速鉄道

●
は
じ
め
に

　　　　　菅原　操

（社）海外鉄遡蔽衛協力協会

理事・最高技術顧悶・躍層

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
遼
鋏
道
網
で
早
く
か
ら
名
乗
り
を

挙
げ
て
い
る
も
の
に
．
イ
タ
リ
ア
の
ア
．
ル
タ
ベ
ロ
シ

タ
｛
高
速
鉄
這
｝
が
あ
る
。

　
｛
タ
リ
ア
は
丘
陵
地
が
多
く
．
鉄
遭
の
線
形
に
は

制
隈
が
あ
る
の
で
，
こ
の
国
の
高
逗
鉄
渣
は
堀
ウ
子

式
が
使
わ
れ
ず
．
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
．

　
イ
タ
リ
ア
の
鉄
聾
技
術
巷
は
．
日
本
の
高
速
鉄
道

に
聞
心
が
強
く
．
イ
タ
リ
ア
の
鉄
甲
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
か
ら
幾
つ
か
技
術
座
力
の
希
望
が
あ
っ
た
、

　
最
近
で
は
、
1
9
9
2
年
に
ス
ラ
ブ
軌
道
を
箆
供

†
る
．
企
業
グ
ル
ー
プ
に
，
挨
術
協
力
を
行
っ
た
。

　
本
号
で
は
．
イ
タ
リ
ア
の
鉄
道
高
速
化
の
現
状
と

ロ
ー
マ
ー
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
問
の
授
り
子
式
高
速
電
車

ペ
ン
ド
リ
ー
ノ
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

●
イ
タ
リ
ア
の
鉄
遺
の
高
遼
化

羅
蕊

雛
‘

湘
泌
饗
器
距

　
・
蒙

　
　
サ
タ
　
　
4

L
J

ゴ霧

鱗
F凶i
t

　　．醸

∠かご

　　：　dx．“，1

　y例噸
に晦
1’f’　’i　’

　
イ
タ
リ
ア
の
錠
埴
は
1
8
9
3
年
に
聞
藁
し
．
大

部
分
が
標
輩
軌
聞
で
，
総
延
長
は
約
1
万
6
0
0
0
㎞

で
あ
る
。
電
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
特
微
で
、
約

9
0
0
0
㎞
（
3
D
O
O
V
島
流
り
に
及
ん
で
お
り
，

槻
在
．
列
享
の
約
S
O
％
が
電
気
巡
転
に
よ
う
て
い
る
。

　
大
気
汚
染
の
防
止
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
点
か
ら

鉄
道
輸
送
が
重
硯
さ
れ
、
ま
た
．
モ
の
高
丘
化
は
人

影
の
人
と
貨
物
の
移
動
の
二
三
化
の
た
め
に
．
ぜ
ひ

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
多
え
ら
れ
て
い
る
。

　
高
速
化
計
画
は
．
儲
鴨
の
線
距
斜
の
噌
強
及
び
統

含
と
」
て
．
ま
た
中
・
長
距
離
．
高
速
曜
で
大
量
の

旅
客
を
愉
送
す
る
ば
か
に
，
貨
物
の
轍
霊
力
の
噌
強

を
曽
降
し
て
い
る
、
．

　
イ
タ
リ
ア
の
高
速
鉄
遭
網
は
．
基
本
的
に
は
ミ
ラ

ノ
ー
ロ
ー
マ
ー
ナ
ポ
リ
と
い
う
南
北
軸
と
、
ト
リ
ノ

図冨．ρ

表1　2ntO準の隷霧輪送量予淵値

　　　　　　　　　　　C＝tt暢Pt問ワ均艦el昌

＝：，1塁墨；ヨ『讐鐙

　≠ローニャ＾・フtレンツ■．　　“、oGo

ー
ミ
ラ
！
ー
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
い
う
東
凸
紬
か
ら
な
る

T
三
型
の
羅
線
が
中
心
で
あ
り
（
図
一
H
．
二
の
・
フ
ち

7
イ
．
レ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
ー
マ
舳
同
に
つ
い
て
は
、
1
“
．
ワ
ー

民
V
年
よ
り
逐
次
的
に
ヂ
．
て
レ
ツ
テ
4
シ
マ
【
虐
砦
岨
沌
郡
）

と
呼
ば
“
る
新
織
が
．
建
設
開
業
さ
れ
て
隔
．
ろ
。

　
2
0
0
じ
年
時
康
に
お
け
る
毎
回
廊
の
鉄
遭
旅
客

楡
送
量
の
r
測
は
．
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
．

イ
タ
リ
ア
の
那
市
開
に
お
け
る
将
果
の
到
達
曄
分
は
、

表
2
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
p

　
高
逮
銭
避
の
建
設
脱
格
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
．

　
　
最
小
曲
腺
半
径
N
5
4
5
0
m

　
　
最
急
勾
配
”
；
、
ラ
ノ
ー
ゆ
’
諏
巾
り
測
　
　
　
　
隠
望
佃

　
　
　
　
　
　
ト
リ
ノ
ー
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
間
蔦
％

　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
／
一
・
ジ
ェ
／
パ
画
　
　
路
臨

　
　
ト
ン
ネ
ル
の
最
小
断
面
積
”
9
2
㎡

JRガゼット■3，」0　56

《髭轍も
駅
．

乏
。
夢

。耳

鐙中国北京

　　　高

菅原　操
道技術協力協会

技術願間・工博搬

　
時
間
価
伍
の
上
界
と
技
術
の
進
歩
に
伴
い
，
先
准

国
に
お
け
ろ
鉄
近
高
速
化
が
進
み
、
中
進
国
に
お
い

て
も
こ
れ
を
遺
っ
て
多
く
の
鑛
豊
玉
逮
化
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
い
ら
。

　
近
年
は
さ
ら
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
安
全
性
．
大
気

汚
染
か
ら
の
解
放
等
の
ね
ら
い
か
ら
鉄
道
の
畿
櫨
が

遮
み
．
鉄
道
の
宜
岡
速
化
に
一
層
拍
車
を
か
け
’
」
い
る
。

　
打
隣
の
卓
国
に
お
い
て
も
鉄
道
高
速
化
は
大
き
な

目
標
の
一
つ
で
あ
る
。
急
逗
な
経
済
発
展
の
続
一
中

国
に
溶
い
て
の
当
颪
の
鉱
道
施
策
の
中
心
は
．
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
や
、
農
工
業
生
産
品
に
補
ず
る
輸
送
力

噌
強
で
あ
っ
た
が
．
最
近
中
国
鉄
腕
部
は
、
最
重
要

幹
線
で
あ
る
北
｛
杁
ー
ヒ
海
間
に
い
わ
ゆ
る
「
泉
陀
高

速
鉄
道
」
を
建
設
す
る
計
商
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
．

●
世
界
の
鉄
進
壁
際
化
の
傾
向

営業逼転中の世界の高遮馬道衷t　
東
海
道
栃
幹
線
が
一
9
6
4
準
に
膨
柴
し
た
こ
と

に
刺
激
さ
れ
．
欧
州
各
国
で
は
鉄
疸
高
速
化
が
急
壇

に
進
み
、
1
9
8
1
卑
の
フ
ラ
ン
ス
T
G
V
南
東
線
、

1
9
呂
8
年
の
イ
タ
リ
ア
．
の
デ
ィ
レ
ッ
曽
7
イ
シ
マ
．

Σ
，
5
9
年
の
T
G
V
大
西
洋
線
．
巨
9
9
五
年
の

ド
イ
ツ
【
C
E
、
1
9
9
2
年
の
ス
ペ
イ
ン
A
V
E

が
次
々
と
開
楽
し
．
フ
ラ
ン
ス
で
は
さ
ら
に
1
9
9

3
年
5
月
T
G
V
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
線
が
關
業
し
た
。

　
営
業
最
高
速
度
は
2
5
0
～
3
1
1
0
㎞
／
h
で
あ

り
、
こ
の
閻
，
寄
木
の
新
幹
線
も
営
桑
最
高
速
度
は

2
1
0
㎞
／
h
か
ら
2
7
5
㎞
／
h
ま
で
上
昇
し
た

〔
表
1
て

　
こ
れ
ら
を
追
う
』
の
と
し
て
．
台
湾
．
韓
岡
、
中

阿
．
ト
ル
コ
，
カ
ナ
ダ
．
北
米
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
て
も
「
西
春
鉄
道
プ
ロ
ジ
山
ク
ト
が
台
頭

し
．
韓
国
で
は
既
に
入
礼
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
の
技
術

が
中
ひ
と
な
る
べ
く
動
き
出
し
た
「
他
の
国
々
で
も
、

北京～上海間高速鉄選爵画綴要豪2

旺　　長
簸銑匂配

【．糟乗3，

牽弓ヴF弐

軍

列軍［31巳’層

軍｝

内催4、tm

糊
騒
仲
脳
皇

　
式
員
　
　
　
御
隅

畝高
方
疋
　
　
制
聞

最
引
車
　
　
転
行

雪
葦
動
　
　
這
灘

5coo万人／

teoo＃

釣8000氾円

　
成
工

送
第
紀

そ
れ
ぞ
れ
の
深
度
で
襯
査
が
追
め
ら
れ
て
い
る
騨

■
中
国
の
鉄
道
腐
速
化
二
面

　
中
司
の
鉄
道
は
．
賃
物
桐
送
の
7
0
％
温
度
の
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
る
が
．
輸
送
力
不
足
の
た
9
．
鉄
血

楡
送
へ
の
要
請
の
6
0
－
7
0
％
し
か
輸
遭
で
き
ず
、
鱒

済
発
展
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
φ
、
て
い
る
り

　
そ
の
た
め
、
中
国
鉄
逝
郎
は
．
第
ら
次
5
力
年
計

画
↑
9
9
ー
ー
正
9
9
5
年
目
の
中
で
新
線
建
設

6
6
0
0
㎞
．
電
化
5
6
0
0
㎞
．
復
線
化
4
1
0

U
㎏
の
投
資
を
行
弓
て
檎
送
手
噌
強
を
図
っ
て
い
る

（
図
1
）
〔
写
真
1
冒
”

　
一
方
．
巾
国
鉄
道
部
は
，
北
京
一
上
海
間
1
7
時
問
、

北
京
一
広
州
悶
3
0
故
時
間
と
い
う
現
行
旅
客
列
車
を

高
速
化
†
る
・
｝
と
に
も
目
を
向
け
て
お
り
．
1
1
億
入

に
及
ぶ
人
口
の
移
動
を
航
空
簡
送
だ
け
に
顧
る
こ
と

は
不
可
能
と
い
う
井
え
芳
に
立
っ
て
い
る
聾
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轡
軌
．
．
　
遵
…
バ
ラ
ス
ト
軌
道

　
　
　
　
　
6
0
㎏
レ
ー
ル
弾
性
締
結

　
　
　
　
　
サ
プ
バ
ラ
ス
ト
は
，
ア
ス
フ
ァ
ル

　
　
　
　
　
ト
七
メ
ン
ト
混
合
砂
利
で
施
工

高
速
ポ
イ
ン
ト
…
1
6
0
㎞
／
h
及
び
2
2
0

　
　
　
　
　
　
㎞
／
h
で
分
岐
可
能

電
　
化
”
2
5
W
I
交
流
5
0
翫

0
7
イ
レ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
ー
マ
線
の
E
T
R
4
5
0

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
ー
マ
聞
は
．
在
来
線
と
併
股

し
た
高
達
線
の
建
設
が
終
わ
っ
て
．
1
日
片
遺
約
4
0

挙
の
高
逮
列
車
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　
高
速
列
車
E
T
R
4
5
0
は
強
制
振
り
子
式
で
ペ

ン
ド
リ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
、
営
叢
最
高
遠
度
は
2
5
0

イタリア鰯市聞の酬逸時分塵2

㎞
／
h
で
あ
る
い
こ
の
列
車
は
、
出
岳
綴
で
』
か
な

り
の
再
度
が
出
せ
る
よ
う
に
曲
線
部
で
盗
・
体
を
傾
斜

さ
ぜ
る
も
の
で
、
強
翻
方
式
と
し
て
は
、
世
界
で
初

め
て
営
業
ン
ペ
ル
で
実
用
化
さ
れ
た
も
の
で
1
日
4

往
復
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　
新
設
線
を
メ
イ
ン
と
す
る
本
惰
的
な
高
速
シ
ス
テ

ム
は
、
3
D
O
㎞
／
h
の
営
業
運
転
用
と
し
て
、
デ

ギ
．
イ
ン
面
に
も
力
点
が
お
か
れ
た
E
T
R
5
0
0

（
非
重
り
忍
・
方
式
〕
が
、
武
駿
走
行
中
で
あ
る
．

　
ロ
ー
マ
ニ
ア
ル
ミ
ニ
に
は
、
2
2
線
の
著
導
線
が
あ

る
が
，
ペ
ン
ド
リ
ー
ノ
は
最
も
北
側
の
1
番
線
か
ら

出
発
す
る
（
写
裏
1
｝
。

　
列
車
は
9
両
編
成
で
、
4
個
の
パ
ン
タ
で
嚥
電
す

る
。
各
卓
両
は
均
一
の
．
專
車
で
．
厘
席
似
3
列
，

写真1

写爽2　ベンドり一ノの薗転

定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
盛
人
ご
あ
6
哩
車
両
の
端
部
に
は

荷
物
襯
が
つ
い
て
い
る
。

　
テ
ル
ミ
ニ
を
出
発
し
て
1
0
分
力
走
れ
ば
，
緩
や
か

な
起
伏
の
あ
る
郊
外
風
景
が
闘
に
入
っ
て
く
る
貯
ほ

と
ん
ど
が
切
取
・
盛
上
区
間
で
，
約
2
0
カ
所
の
短
い

ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
に
λ
る
た
び
に
．
耳

に
強
い
圧
力
を
感
じ
る
。
卓
内
騒
音
は
、
．
坐
席
俺
置

で
7
3
－
7
5
出
ω
．
ト
ン
ネ
ル
通
過
時
に
は
7
5
～
7
7
心

の
と
な
る
。

　
国
頭
車
も
同
じ
4
6
虚
で
、
2
人
乗
務
の
運
伝
台
が

つ
い
て
い
る
（
写
真
2
H
。

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
ー
マ
開
【
3
L
5
㎞
U
を
．

1
時
間
3
3
分
で
走
る
の
で
．
表
定
浬
度
は
2
0
3
㎞

／
h
で
あ
る
．
な
お
，
運
賃
は
片
遷
7
万
4
1
0
0

リ
ラ
〔
5
？
O
O
円
｝
で
あ
っ
た
．

●
む
す
び

　
イ
タ
リ
ア
は
早
く
か
ら
世
自
の
高
楼
化
の
計
面
を

待
っ
て
お
り
、
E
T
R
4
5
U
及
び
E
T
R
5
0
D

の
燈
用
で
、
．
先
進
三
国
と
並
ん
で
高
逮
化
を
果
た
し

て
来
た
が
．
ロ
；
マ
～
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
畷
の
叫
等
レ
ッ

テ
ィ
シ
マ
以
外
は
、
尉
政
上
の
問
題
で
建
設
が
進
ん

で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
．

　
イ
タ
リ
ア
国
鉄
公
田
は
．
．
栃
し
い
路
線
の
実
現
及

び
径
済
的
開
発
の
た
め
に
民
間
資
本
の
活
用
を
図
る

こ
と
と
し
，
T
A
V
と
い
う
役
資
会
社
の
畿
立
を
定

め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
p
こ
の
駈
し
い
会
仕
シ
λ

テ
ム
が
十
分
活
動
で
き
ら
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ST　JRガゼット’93　「o

韓
　
高
遼
鉄
遺
に
つ
い
て
は
現
在
勉
強
中
で
あ
り
、
広

州
一
深
堀
間
に
お
い
て
当
面
1
5
0
㎞
／
h
の
準
高

速
鉄
道
を
整
備
〔
一
郭
新
線
V
し
つ
つ
あ
る
隠

●
北
京
～
上
海
問
高
速
鉄
道
の
計
薗

　
北
京
一
上
海
間
は
約
1
3
0
0
㎞
あ
る
が
、
こ
の

路
線
沿
い
の
斎
・
市
聡
八
口
は
1
9
9
0
年
に
お
い

て
3
億
人
で
全
国
の
2
7
％
．
工
農
楽
総
生
魔
額
は
全

国
の
3
・
B
鑑
を
占
め
て
い
る
。

　
中
国
政
府
は
、
田
家
図
画
委
貴
会
．
科
学
技
術
委

員
会
．
経
済
賀
易
委
段
会
．
鹸
屯
部
等
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
部
内
外
の
掌
鼠
看
や
．
沿
線
・
市
・
省
の

爪
K
表
首
を
加
・
ん
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

」
．
高
逮
鉄
山
の
プ
レ
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を

震
施
中
で
あ
る
。
衰
2
は
事
荊
畷
査
の
段
階
で
の
訂

画
概
要
で
あ
る
。
今
回
の
プ
レ
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
の
結
果
に
よ
り
．
故
府
内
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
行
の
合
意
が
陽
ら
れ
れ
ば
．
中
囚
政
府
は
、

先
進
諸
外
国
，
世
界
銀
行
等
か
ら
の
技
術
援
助
・
債

歓
を
受
け
て
、
こ
の
廊
逮
鉄
這
の
建
設
を
進
め
る
こ

と
と
な
る
で
あ
ろ
う
．
．

　
2
0
0
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
北
京
へ
の
招
致
は

不
成
功
で
あ
っ
た
に
ぜ
よ
．
中
国
に
と
っ
て
国
寮
篭

彊
施
設
の
一
つ
と
し
て
．
南
北
軸
の
簡
送
陛
路
打
聞

の
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
必
須
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
北
駅
一
翫
海
間
の
地
形
は
平
坦
で
あ
り
、
い
く
つ

か
の
大
機
喰
は
あ
る
が
、
中
国
の
土
木
絹
目
は
長
い

経
験
が
あ
り
、
地
上
設
備
に
つ
い
て
は
国
内
の
戎
術

力
と
労
馳
打
と
に
よ
り
．
短
朋
間
で
且
つ
低
廉
な
工

事
が
可
能
と
考
え
・
ワ
れ
て
い
る
（
写
真
2
一
。

■
む
す
び

多
く
の
巾
・
鵬
国
で
高
連
鉄
道
の
計
画
が
進
め
ら
れ

凡
　
橘

難野．雪気鷺嚢
中国鉄選の主妻増彊プロジェクトと

京渥嵐遮鉄這計醜島纏．．

．
図

て
い
る
が
．
実
行
ま
で
至
る
に
は
か
な
り
艮
い
暁
闇

を
要
し
て
い
る
讐

　
北
京
一
上
海
間
高
速
鉄
道
の
場
合
、
事
前
調
査
で

は
経
済
内
部
収
益
解
は
約
1
9
％
、
財
務
内
部
収
益
率

は
約
M
％
と
さ
れ
て
い
る
が
、
総
工
事
費
は
．
建
中

金
利
や
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
等
を
含
め
る
と
、
－

兆
2
0
D
O
億
円
程
鹿
と
概
算
さ
れ
る
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
諜
細
な
フ
ィ
ー
ジ
ビ
”
，

ナ
イ
調
査
が
必
要
で
あ
り
．
ま
た
建
設
財
源
も
6
0
％

程
度
を
外
国
か
ら
の
幽
霊
に
預
る
と
す
れ
ば
、
凹
銀

を
含
e
複
数
の
国
と
の
関
連
が
で
て
く
る
』
の
と
尊

之
ら
れ
る
の
で
．
撲
葡
磁
力
・
経
演
協
力
の
形
式
も
、

新
し
い
方
式
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
り

中国銭道邸新上海駅写真1

写罵2　中国の泣言で亮瞑した南京長江穴檎
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　　　タイ国
バンコク市の
　　都市鉄道

●
は
じ
め
に

操
監

〔社）事

理購・

　
バ
ン
コ
ク
市
は
タ
イ
国
の
首
郁
で
人
口
7
0
D
万

人
の
大
榔
市
で
あ
る
が
，
市
内
の
榔
市
交
磁
は
ほ
と

ん
ど
が
バ
ス
、
自
泉
用
車
．
サ
ム
ロ
〔
遅
漏
タ
ク
シ

ー
｝
．
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
．
ワ
な
さ
れ
て
い
て
，
路

面
交
通
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
み
で
な
く
．
地
域

に
よ
っ
て
は
終
ロ
混
雑
が
は
な
は
だ
し
い
．

　
軌
遺
系
で
は
1
日
約
5
万
人
の
逝
助
客
を
亡
ん
で

い
る
タ
イ
国
鉄
の
み
で
あ
り
．
市
内
の
道
路
交
通
は

年
々
悪
化
し
、
そ
れ
に
加
え
て
急
速
に
噌
加
し
て
い

る
自
動
箱
丁
か
ら
の
晶
俳
気
ガ
ス
に
よ
る
、
大
気
汚
染
が

深
刻
な
問
超
と
な
っ
て
い
る
へ
写
真
1
▼
。

　
バ
ン
コ
ク
の
鄭
市
交
通
問
題
を
評
決
↑
る
た
め
．

一
二
つ
の
鄭
市
鉄
滋
計
画
が
二
心
さ
れ
、
よ
う
や
く
一

部
は
善
工
に
至
っ
て
い
る
。

●
バ
ン
コ
ク
の
都
市
交
通

　
バ
ン
コ
ク
市
内

の
自
動
取
保
有
率

は
急
遼
．
」
槽
噛
し

て
お
り
．
i
g
g

9
隼
に
萱
上
白
敦

56

怩
Q
D
9
帥
台

の
自
累
用
車
は
、

2
0
0
6
伍
・
に
は

2
0
0
万
台
以
上

に
唾
埋
す
る
こ
と
が

子
恐
さ
れ
．
同
時

に
バ
ス
や
常
業
事

の
教
も
増
之
紐
け

て
い
る
．
．
；
の
た

め
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
自
動
車
の
迷
行
遷
度
は
8
㎞

／
h
以
下
で
あ
ワ
，
時
に
は
9
㎞
程
・
度
の
遭
の
り
で

』
2
噂
閏
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ダ
イ
国
鉄
も
工
臼
に
コ
ミ
ュ
「
タ
ー
列
車
を
3
2
ホ

運
行
し
〔
い
る
が
．
鉄
道
に
よ
る
通
勤
輪
送
は
↑
分

で
な
い
（
写
真
三
。

　
遊
路
交
活
渋
滞
の
た
め
に
譲
費
さ
れ
る
時
間
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
タ
イ
国
の
国
内
総
生
三
春
の
3
％

に
相
当
し
て
い
る
と
肯
わ
れ
て
い
る
田

　
こ
の
よ
う
な
都
市
交
通
問
題
は
、
現
在
の
路
弼
交

通
の
み
で
対
応
で
き
な
い
の
は
明
確
で
．
ク
イ
．
国
政

麻
は
軌
道
系
交
通
機
開
の
導
入
を
開
始
し
た
”

●
三
つ
の
都
市
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
三
一
H

写真「　バンコク市獅地の道路混雑

9イ国鉄過助列車〔バンコク中乗駅‘二て｝写真2

1
一
　
ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ダ
イ
国
鉄
の
用
地
を
判
用
し
．
国
鉄
高
架
一
口
．

三
三
鋏
道
．
都
市
高
速
一
路
を
一
体
・
こ
し
て
建
設
す

る
も
の
で
あ
る
【
図
2
｝
、

　
計
画
廼
長
は
5
0
㎞
で
ε
年
問
で
完
成
さ
せ
．
総
劇

三
唱
は
δ
0
0
億
バ
ー
ツ
【
3
4
0
e
億
円
▼
が
見

込
ま
れ
て
い
る
．
」

　
こ
の
プ
ロ
ヅ
ェ
ク
ト
は
香
港
企
築
の
現
地
法
人
．

ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
ゴ
ー
ド
ン
タ
イ
「
ア
ン
ド
酬
肛
が
1
9
q
．

0
年
n
月
に
承
認
を
受
け
．
自
ら
財
源
を
集
め
て
遥

設
し
．
馴
年
間
の
運
営
後
、
タ
イ
因
政
府
に
引
き
渡

r
．
い
わ
ゆ
．
る
B
O
T
方
式
で
あ
る
。
ホ
ー
プ
ウ
エ

ル
祉
は
二
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
、
5
地
区
で

50

q
の
タ
イ
国
鉄
用
地
の
開
発
も
併
せ
て
実
行
す
る

IHJRガゼ7ト’99．12
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●
は
じ
め
に

トライ

の展望

操

縦

　
先
遮
国
、
開
発
途
上
国
を
附
わ
ず
、
世
界
の
各
国

の
大
都
市
で
．
路
面
の
自
動
車
交
通
の
侵
娃
的
渋
滞
．

そ
れ
に
伴
う
大
気
拓
染
郷
．
の
環
塊
破
壊
は
漂
刻
な
問

題
で
み
り
、
既
に
地
下
鉄
を
有
す
る
大
螂
市
で
は
．

そ
の
補
完
的
な
交
通
栖
開
と
し
て
．
ま
た
大
都
市
近

鶏
や
、
さ
ら
に
中
都
市
に
お
”
る
基
幹
的
4
珀
機
関

と
し
て
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
［
L
R
T
〕
が
賦
く
活
用
さ

R
、
ま
た
は
計
画
さ
れ
て
い
る
．

　
本
号
で
は
、
世
界
各
国
で
近
年
建
設
さ
れ
た
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
の
概
況
と
、
今
後
の
技
術
協
力
に
関
係
の

あ
る
計
画
な
ど
に
つ
い
て
採
け
上
げ
て
み
た
．

●
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
特
徴

　
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
は
、
　
路
面
屯
車
に
乗
ウ
や
†
さ
．

乗
り
心
地
の
改
良
．
軽
甦
化
．
百
エ
ネ
ル
ギ
…
．
高

出
力
，
低
騒
齢
な
ど
の
改
良
が
加
え
ら
れ
た
も
の
の

総
稀
で
、
単
車
、
連
接
．
あ
る
い
は
2
両
以
上
の
列

凶
脚㌧

監

ロンFンf・ンクランドのライトレー． 求iLRT｝

ライトレールと通常の餓道との比鮫
国
表

写

．耶仰
　　　・｝

､イ｝レール

　　　21

ﾊ蟹田

建二二

　．昌

@　　．．
ﾌ拠．｝・高架

YT
万5ノ

　⊆」

@　　・g22．」

51．了～187
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u溝力 片●1時聞当たり

照 5稲筋 一　一
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一
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弔
聖
式
で
、
一
線
四
聖
ま
た
は
專
用
に
区
分
さ
れ
た

遊
白
上
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
運
配
す
る
方
式

の
も
の
が
多
い
。

　
題
年
マ
あ
う
貯
内
や
、
ロ
ン
ド
ン
の
ド
・
7
ク
ラ
ン

ド
（
写
真
1
｝
に
述
詮
さ
れ
た
』
の
は
．
路
面
交
遁

と
完
全
に
分
離
さ
れ
た
高
架
鉄
近
で
、
一
般
の
鉄
這

よ
り
競
模
が
小
さ
く
．
日
量
で
あ
っ
た
り
高
言
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
L
R
T
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
世
早
の
各
地
で
建
設
さ
れ
た
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

ー0

ｭ
と
二
二
の
鉄
道
6
健
と
を
比
校
す
る
と
衷
一
の

よ
う
で
あ
る
。

　
姐
設
さ
れ
た
地
域
・
都
市
に
よ
，
評
価
．
労
賃
の

レ
ベ
ル
が
黙
な
っ
て
い
る
の
で
．
待
に
建
設
費
に
つ

い
て
は
薩
接
に
比
絞
す
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る

tlトラノトレーttr
　広昌1日■1馳閉1轡A／．t：；．〔7ず1，LL＝r，．ダゆ！Fフ．十～，fン7

　’・ノーtC一‘ド｛，炉、■ン，ン‘蚕凹，ノ｛ンるつ工7【養国［

　サン！F．孝駐，T7i’♪r曝鋤、サン十1了．f田切

1！1，li常clt喧；

　喧潅：日ネ．卜，弓農悟畢L7ン，t’t－b｛シン＃謬曽．＋）toノトノ三夷国

　ニューヨー・ク｛K．測｝，サンフランシスコ｛素薗：

が
．
一
般
に
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
建
設
費
が
励
常
の
跣

逗
よ
り
少
な
く
て
す
ん
τ
い
る
謄

　
ま
た
出
T
両
費
は
逓
常
の
餓
逝
に
比
べ
τ
、
1
両
当

た
り
引
火
き
く
、
特
に
旅
客
i
座
席
当
た
晦
で
は
か

か
酔
り
大
．
さ
’
・
な
弓
て
い
る
．
．

●
ア
ジ
ア
地
域
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

［
香
港
一

　
都
心
か
ら
西
北
約
2
5
㎞
に
あ
る
海
門
地
区
は
入
H

6り

?
魂
を
存
す
る
が
．
こ
の
地
区
に
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

が
1
9
8
8
隼
に
開
裳
」
た
へ
図
↓
。
〃
1
、
・
．
確
6

線
で
全
区
問
2
3
・
3
㎞
で
あ
ワ
地
平
の
蹄
線
で
あ
る
．

こ
の
閉
に
1
1
駅
が
あ
り
、
帯
巾
心
部
で
は
駅
問
舗
は

2
0
1
1
晃
3
0
0
m
と
な
ψ
．
て
い
る
，
服
小
曲
撮
半

6eJ隣カゼ．7トつ4．！

300

こ
と
も
承
認
を
受
け
て
い
る
．

　
同
祉
は
バ
ン
ス
ー
地
域
に
お
い
て
既
に
場
所
打
枇

の
施
τ
を
始
め
て
お
0
、
載
荷
二
士
の
結
果
を
分
析

中
で
あ
．
る
。

　
タ
イ
国
政
府
は
こ
の
鉄
道
に
よ
り
．
k
日
2
5
0

万
人
の
刊
用
者
を
期
待
し
て
い
る
。

②
　
タ
ナ
ヨ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
バ
ン
コ
ク
市
の
公
典
事
業
静
が
タ
イ
国
の
タ
ナ
ヨ

ン
企
業
運
合
に
B
O
T
方
式
で
承
偲
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
バ
ン
コ
ク
市
の
都
心
を
東
西
に
横
断

す
る
最
混
雑
道
路
で
あ
る
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
湘
り
に
高

架
鉄
道
を
匙
投
ず
る
も
の
で
あ
る
．
．
南
の
、
ン
ー
コ
（

通
り
及
び
北
の
勝
利
記
念
塔
方
向
へ
の
分
岐
線
を
含

欄〆
　　　一　IA一．一．．　J

　記号
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ア漏．

工

め
．
延
長
約
6
㎞
の
路
線
で
あ
り
，
囎
事
棊
費
は
一

7
7
佗
パ
ー
ツ
【
7
6
U
億
円
U
が
見
込
ま
れ
τ
い

る
。　

既
存
の
6
－
8
車
線
の
韓
橡
道
路
上
に
露
呈
さ
れ

る
た
め
、
建
設
工
事
に
よ
る
道
路
容
量
減
少
を
極
力

防
じ
た
め
急
速
施
工
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
席
拠
鉄
道
が
完
皮
す
る
と
二
目
5
0
万
入
の
利
用
者

が
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

鋤
　
M
R
丁
＾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
タ
イ
．
国
窟
速
道
路
高
速
鉄
道
公
団
〔
E
T
A
｝
が

1
9
9
2
年
2
月
に
カ
ナ
ダ
の
ラ
バ
リ
ン
社
と
契
約

し
た
ス
カ
イ
ト
レ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
後

受
注
盾
側
の
辞
退
に
よ
り
消
滅
し
た
。

7ン工唱．
塾　　t　　，マ！煙・■1t

　　　　　　　　た　　　　　ノ

檬融
巡㍉萄’・、

聯
　
　
‘
o

N
～
一N

タイ煽nt蜀za）

　　し

，

s
L

匹

　噛r

，　1隔　層回

蜘

ナ
　
　
プ
’
ヤ
川

．ン、，ンつ‘孟バ

　．メニ

マ〆F
tt
チ’ラィ61t

㍗rメPUン罐
’t　’　　　　’
　　　’

．
クr

”・一

　
そ
し
て
．
同
公
団
か
ら
分
昭
し
て
設
立
さ
れ
た
都

市
高
速
二
二
公
団
（
M
k
T
A
｝
が
こ
の
7
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
，
計
霞
の
見
直
し
を

行
っ
た
後
B
O
T
方
式
に
よ
る
受
注
者
の
選
択
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
1
日
9
0
万
人

の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
、
．

●
む
す
び

　
バ
ン
コ
ク
の
都
市
鉄
道
綱
に
つ
い
て
は
二
審
の
プ
．

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
先
行
し
て
い
る
が
、
最
近
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
調
格
ず
る
必
要
陸
が
偲
職
さ
れ
て

．
き
て
い
る
．

　
我
が
囮
は
バ
ン
コ
ク
周
辺
2
・
り
0
㎞
筒
内
に
お
い

図1　バンコク市の部市鉄道網肚薗
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コ　断路

え鹸

て
，
韻
言
開
麓
と
…
俸
化
し
た
タ
イ

国
朕
網
整
備
計
画
に
つ
い
て
国
瞭
協

力
事
裳
団
の
実
施
†
る
開
発
調
査
に

よ
る
技
術
協
廻
を
閲
始
し
た
が
．
都

心
部
に
お
け
る
三
つ
の
都
市
鉄
遺
プ

ロ
ジ
L
ク
ト
が
完
成
し
な
い
と
．
タ

イ
倒
鉄
に
よ
る
輸
送
力
を
増
強
し
て

も
車
か
ら
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
は
十
分
に
膏
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
バ
ン
コ
ク
市
は
最
強
さ
ら
に
地
下

鋲
縄
の
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
．

こ
れ
ら
の
都
市
高
出
鉄
壇
網
に
つ
い

て
の
捻
台
的
な
計
画
の
調
整
と
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鮭
遮
が
切
に

堕
ま
れ
る
．

」リ　JRガゼ7卜’95，12

贈
　
　
駆
O

径
は
2
0
m
〈
街
路
沿
い
に
還
け
で
き
ら
の
で
そ
の

性
権
は
高
性
能
の
路
面
電
単
と
言
え
る
（
写
真
2
｝
。

ピ
ー
ク
時
は
一
・
5
分
間
隔
で
1
畔
三
二
腔
9
0

0
0
八
の
檎
送
が
で
き
、
1
”
2
1
万
遍
の
旅
客
を
轍

送
し
て
い
ム
。

軍
里

　
中
国
で
は
、
兆
東
．
天
津
、
上
海
等
の
大
都
市
で
．

そ
れ
ぞ
れ
本
描
的
な
地
下
鉄
が
既
に
運
行
さ
れ
て
い

る
が
．
こ
れ
噌
1
1
つ
ぐ
多
く
の
地
方
大
邸
市
で
は
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
郎
市
が
多
い
。

　
重
慶
市
、
ハ
ル
ビ
ン
市
等
に
む
い
て
は
，
か
つ
て

防
窒
壕
と
し
て
市
中
を
縦
横
断
し
て
い
た
地
下
ト
ン

ネ
ル
を
，
都
甫
交
湧
に
活
用
す
る
た
ゆ
、
ラ
イ
ト
レ

ー
ル
の
導
入
を
訂
画
し
で
い
る
，

　
重
慶
市
で
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
地
下
鉄

〔
映
逮
軌
遺
－
号
線
｝
に
㌻
い
て
は
既
に
香
港
企
柴
が

B
O
T
方
式
に
よ
り
重
慶
市
と
契
約
を
結
び
．
ト
ン

鴨艦
cr1．：

t．．

ヨ602

@
「

ネ
ル
の
埴
強
．
嬉
長
の
工
郭
を
造
の
て
い
る
。

　
ま
た
六
連
市
に
雰
い
て
は
従
来
踏
而
電
肛
．
パ
ス
．

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
等
が
活
躍
」
て
い
る
が
．
都
心
部
の

軌
感
輸
逼
の
強
化
、
督
済
技
術
開
発
区
と
の
運
裕
鉄

遭
を
含
み
．
各
榎
の
中
呂
華
壇
輸
送
シ
ス
テ
ム
．
ラ

イ
ト
ソ
ー
ル
等
の
辱
入
が
検
討
さ
れ
て
い
各
、
、

ド
マ
レ
ー
シ
ア
国
、
タ
イ
国
」

　
マ
レ
ー
シ
ア
国
及
び
タ
イ
国
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
本
誌
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
首
都
圏
の
都
心
鵠
及

び
近
郊
に
お
い
て
．
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
計

画
が
遣
み
、
プ
ロ
ジ
兀
ク
ト
が
遮
行
し
て
い
る
．
旧

「
フ
｛
り
ビ
ン
闘
一

　
首
都
マ
ニ
ラ
市
を
南
北
に
縦
艮
す
る
唾
侵
1
5
㎞
の

篤
架
線
が
一
9
8
4
年
に
開
粟
し
、
工
日
石
3
0
万
入

の
旅
客
を
愉
送
し
て
い
る
団

　
近
く
こ
西
と
直
角
方
向
及
び
ル
ー
プ
線
を
彩
成
す

る
2
号
線
及
び
3
号
線
を
建
設
†
べ
く
計
画
が
逗
の

彫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

屯門地区のライトレール

　　　　　　　天水囲

1醜轟
　　　　　　　　　／　元餌
　　　　　　　　ノ’
　　　　　　　一

港写爽～

凡り噌

・一 k一期路“

一一一 ･門区新幽

一餉一 V水田窟繍

一・・ e乗蟻畏嬬

／
　
　
　
勅

蓮
華

　
　
　
良

屯門地区ライトレール路線網図1

ら
れ
て
い
る
。

［
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
一

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
に
お
け
る
既
存
鉄
遊
の
増

弛
・
近
代
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
既
に
紹
介
し
た
が

〔
本
誌
1
9
0
2
年
1
2
1
1
号
▼
，
将
来
貯
画
と
し
て
、

善
心
郎
を
東
西
及
び
南
北
に
醍
横
断
す
る
ラ
イ
ト
レ

ー
ル
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
銀
行
は
、
既
存
鉄
道
の
現
舐
線
、
タ
ン
ゲ
ラ

ン
線
及
び
メ
ラ
ク
線
の
近
郊
部
に
お
㍗
て
も
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
牽
▽
導
、
八
一
1
．
へ
き
で
・
あ
る
と
い
・
フ
こ
と
を
提
案

し
て
お
ワ
．
将
来
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
霞
品
闘
鉄
遭
の
あ

り
方
に
大
き
な
儀
諭
が
生
じ
て
い
る
。

●
む
す
び

　
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
．
本
来
市
民
の
肥
と
し
て
最
も

利
用
し
や
す
い
交
通
機
関
で
あ
っ
た
路
面
砥
寧
を
高

注
能
化
し
た
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
．
大
都
市
の

基
幹
的
な
交
通
機
業
と
は
本
質
的
に
役
割
が
還
う
も

の
で
あ
る
。
人
都
市
中
．
心
部
に
こ
の
，
φ
・
フ
な
申
駐
檎

途
椴
関
を
建
設
し
た
場
合
に
は
楡
送
力
不
足
．
員
電

な
都
市
空
間
の
非
効
摩
な
使
用
と
い
う
閻
覇
が
生
ず

る
こ
と
は
、
マ
一
一
ラ
市
の
倒
を
見
る
ま
で
㌧
な
く
容

易
に
想
定
で
き
る
と
二
ろ
で
あ
る
9

　
そ
孔
そ
れ
の
地
域
の
日
済
・
瓠
会
昂
境
か
ら
見
て

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
性
能
が
最
も
見
揮
で
き
る
地
域
に

こ
そ
、
そ
の
導
入
を
図
る
べ
き
も
の
と
髪
え
る
。

研　JRカゼγド9欄．　T



篤
　
　
O

乏
。
タ●

は
じ
め
に

国
鑓都マ

野
趣

縦
理

　
マ
ニ
ラ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
長
で
人
目
8
0
0
万

人
を
擁
す
る
大
都
会
で
あ
る
．
人
口
の
論
調
は
急
逮

で
、
2
0
0
0
年
に
は
一
0
0
0
万
人
に
達
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
，

　
首
都
の
公
共
幅
送
テ
段
は
．
バ
ス
．
ジ
ー
プ
ニ
ー
．

ト
ラ
イ
シ
ク
ル
等
雑
多
な
交
通
機
闘
の
ほ
か
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
鉄
が
｝
部
を
分
担
し
て
来
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
手
段
だ
け
で
は
市
内
の
交
通
泥
雑

は
増
伽
す
る
一
方
で
あ
り
．
1
9
8
4
年
に
は
．
ベ

ル
ギ
ー
の
技
術
的
・
資
金
的
三
助
を
受
1
7
．
近
代
的

な
軽
快
鉄
道
（
L
R
T
リ
シ
ス
テ
ム
が
．
爺
も
社
会

蛭
済
的
活
動
の
集
積
の
高
い
地
域
、
約
1
5
㎞
圃
に
導

入
さ
れ
た
。

　
迅
逮
性
．
快
適
悸
、
碓
実
性
な
ど
の
利
点
を
持
つ

こ
の
L
R
T
は
、
開
柔
以
来
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ

て
い
る
が
．
最
近
ネ
ソ
」
ワ
ー
ク
の
形
成
の
た
め
に

き
が
出
て
き
て
い
る
。

●
7
イ
り
ビ
ン
国
鉄
の
状
況

　
フ
ィ
ソ
ピ
ン
は
7
1
0
0
余
の
島
か
ら
成
り
、
三

根
は
2
9
・
9
万
㎞
、
入
口
は
約
5
8
7
0
刀
人
（
1

9
9
0
年
）
で
あ
る
が
、
木
惜
的
な
鉄
這
の
あ
る
の

は
最
大
の
ル
ソ
ン
島
と
パ
ナ
イ
島
で
あ
る
〔
図
1
｝
”

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
鉄
道
は
工
8
8
2
年
に
創
業
し
閣

軌
問
は
二
〇
応
7
㎜
で
．
総
廼
長
は
約
8
0
0
㎞
で

あ
る
が
．
翰
送
宙
度
は
奮
ロ
ー
キ
ロ
当
た
り
約
9
0

0
入
・
ト
ン
で
非
常
に
少
な
い
。

　
マ
ニ
ラ
の
都
市
交
通
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
は

マ
ニ
ラ
駅
（
1
。
ウ
ト
ウ
バ
ン
訳
冒
と
ス
キ
ャ
ワ
ト
訳

の
間
2
5
㎞
区
間
で
あ
0
．
気
動
車
列
車
が
三
U
1
1
往

復
．
D
L
牽
引
列
聖
が
1
日
4
三
二
運
行
さ
れ
、
最

小
時
隔
は
約
－
時
閲
で
あ
る

’，」げ．　←．a・縫ゆ潮

フィリピン国鉄踏線図図筐

　
寅
際
の
列
申
運
転
は
、

マ
一
一
ラ
巾
中
央
部
の
軌
遊

不
億
の
た
め
、
口
車
時
刻

翼
に
小
す
表
｛
疋
印
度
麗
・

6
㎞
／
h
以
下
の
速
度
で

駆
行
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
副
鉄
に
お

い
て
ら
、
　
マ
ニ
ラ
ー
ス
レ
ぐ

ヤ
ッ
ト
問
を
複
線
化
し
、

軌
道
改
良
、
一
絡
区
間
の

高
袈
化
．
信
号
・
油
信
設

備
改
良
、
気
動
肛
の
増
備

等
に
よ
り
，
通
勤
輸
送
を
確
保
す
べ
く
計
画
が
た
C

ら
“
て
お
り
．
一
部
日
奉
の
誓
書
欽
を
利
用
し
．
徐
々

に
地
ん
で
い
る
。

●
マ
一
＝
7
曽
目
郷
口
L
R
T

　
1
9
8
4
年
1
2
月
営
爽
を
開
始
し
た
L
R
T
の
1

号
線
〔
タ
フ
ト
ゾ
ヴ
・
・
ル
線
∀
は
運
賃
を
当
初
の
3

ペ
ソ
か
ら
6
ペ
ソ
（
約
2
3
円
一
ま
で
あ
げ
．
毎
目
約

30

恊
l
以
上
の
乗
客
を
運
ん
で
い
る
。

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
輿
両
は
、
全
長
3
9
m
の
8

軸
二
颪
題
接
庁
式
で
．
2
両
編
成
朝
水
と
し
て
い
る

（
表
し
。

　
車
両
は
機
械
的
・
電
気
的
に
簡
嘉
な
構
造
で
あ
ワ
．

特
に
厚
席
等
の
内
袈
邑
は
簡
易
な
設
備
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
軸
重
は
単
均
8
・
ア
ト
ン
で
．
同
規
榎

の
画
勤
車
両
に
較
べ
て
待
に
軽
く
な
っ
て
、
・
る
（
写

bfi2JRガゼット層七

輪
。
．
囹

　
　
昂

／su／／ss一

　
　
O

を
。
残

　　　　｝op24

　　　ヨkロツパ

高速鉄道網と

フランスのTGV

●
は
じ
め
に

　　　　　菅原　操

（社）湾外鉄演技砺協力協会

隠事・嵌高々術顕問・工博

　
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
の
膀
る
T
G
V
北
線
が
．
Σ
9
9

3
年
5
月
に
パ
リ
ー
り
ー
ル
岡
で
開
多
し
．
営
叢
最

高
逮
度
3
0
0
㎞
／
h
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
7
パ
の
1
4
の
鉄
遺
は
1
9
a
9
牢
1
月
に
，

ヨ
ー
・
ロ
リ
バ
高
速
鉱
直
網
に
関
す
る
提
纂
を
行
り
τ

い
る
が
、
そ
の
中
心
を
な
し
ご
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス

の
T
G
V
で
あ
る
，
T
G
V
北
線
は
や
が
て
カ
レ
ー

に
至
る
新
線
を
完
成
す
れ
ば
3
2
0
㎞
／
h
運
行
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
1
9
9
4
年
5
目
、
ド
ー
バ
・
1
海
峡
を
結
ぶ
ユ
ー

ロ
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
．
ま
た
英
岡
側
の
ロ
ン
ド
ン

ー
ド
ー
バ
ー
闇
の
高
速
線
が
完
成
す
れ
ば
．
パ
リ

ー
ロ
ン
ド
ン
間
3
時
聞
運
転
が
実
現
す
る
甲

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
齢
閂
鉄
道
綱

ヨ
ー
ロ
リ
バ
で
は
欧
州
共
同
体
【
E
C
冒
り
成
立

　
に
よ
り
、
E
C
加
盟
国
の
間
で
は
三
三
的
な
国
境
は

　
な
（
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
人
の
交
億
は
［
層
盛
ん
に

　
な
つ
で
恥
た
，

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
旅
客
野
送
の
中
枢
と
な
る
主
要
空

　
港
は
ロ
ン
ド
ン
，
パ
リ
．
フ
ラ
ン
ク
フ
催
ト
の
髄
二
空

　
懲
で
あ
ウ
、
凶
聞
1
0
0
万
人
以
上
の
旅
客
数
を
静

　
つ
航
空
ル
ー
ト
は
，
こ
の
二
つ
の
窒
港
に
鎚
倒
し
て

　
い
る
．
A
「
B
の
航
空
や
路
面
交
通
の
伸
び
か
ら
見
て
．

　
特
に
ピ
ー
ク
時
の
滉
雑
の
問
題
ぱ
増
え
る
ば
か
り
で

　
あ
る
。

　
　
欧
州
鉄
鞭
共
同
体
は
．
鉄
道
の
旅
客
轍
送
に
お
け

　
る
地
位
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
競
争
力
と
収
益

　
力
を
．
画
め
る
こ
と
に
灯
を
人
れ
て
い
る
。
既
に
、
英
、

　
独
．
仏
．
ス
ペ
イ
ン
．
イ
タ
リ
ア
等
で
は
、
高
遠
新

　
線
で
最
高
2
5
0
i
3
0
0
㎞
／
h
．
在
来
線
の
強

　
化
に
よ
り
最
高
3
D
D
～
2
5
0
㎞
／
h
の
営
婁
亜

　
転
を
行
っ
て
い
る
、
提
案
し
て
い
る
高
速
鉄
遊
餌
の

　
溝
想
が
完
成
す
る
と
．
ヨ
ー
コ
ッ
パ
全
域
で
3
万
㎞

　
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
。

　
　
こ
こ
で
提
起
さ
れ
る
大
き
な
一
つ
の
閻
題
は
、
線

　
区
ご
と
の
利
用
客
に
大
受
が
あ
る
と
サ
え
ち
れ
る
こ

　
と
と
．
収
益
性
と
い
う
一
つ
の
判
断
基
準
か
ら
見
て

　
全
部
の
高
速
鉱
溢
ネ
ッ
ト
の
建
設
が
可
能
と
な
る
か

　
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
喧
図
↓
。

●
T
G
V
の
営
三
線

　
T
G
V
〔
高
魑
列
弔
の
意
味
り
は
1
9
8
】
町
q

1
1
に
、
パ
リ
・
b
リ
ヨ
ン
閤
〔
南
東
線
H
に
お
い
τ
．

図
一
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
遮
鉄
遺
鰐
の
交
遍
需
要

嘗
欝
最
高
速
曜
2
5
0
㎞
！
〆
h
で
運
行
を
開
始
し
、

後
に
こ
の
速
度
は
2
7
0
㎞
／
h
と
な
り
た
・

　
つ
い
で
一
9
8
9
脅
9
月
に
は
パ
ソ
5
〃
・
マ
ン

及
び
パ
リ
ー
ト
ゥ
ー
〃
閏
（
入
丙
洋
癩
［
に
お
い
て

営
業
最
高
速
喧
3
0
0
㎞
／
h
で
運
行
を
開
始
し
た
り

　
そ
し
て
1
9
9
3
年
5
月
に
パ
リ
ー
リ
ー
ル
闘

へ
北
線
暫
が
開
莚
し
た
が
．
そ
の
敢
新
区
間
で
あ
る
北

TOJRtitiツトSl　3
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贈
翼
一
寧
。

　
近
年
の
利
吊
増
に
よ
り
．
淘
く
資
一
目
を
除
く
運

営
費
で
の
駅
支
均
衡
が
図
れ
る
よ
う
に
な
？
て
衷
て

い
る
が
．
高
架
構
造
0
2
建
設
費
の
返
済
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
H
。

　
ま
た
鉄
道
明
地
を
利
用
し
た
シ
日
ノ
ピ
ン
グ
ヒ
ン

タ
ー
と
、
駅
と
を
桔
び
つ
け
る
な
ど
収
入
の
増
』
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　
L
R
T
の
1
号
線
を
補
完
」
て
、
軌
直
系
の
ネ
ソ

P
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
2
号
線
（
オ
ー
ロ
ラ
線
〕
及

び
3
号
線
£
ド
サ
線
）
に
つ
い
て
は
，
L
“
9
7

年
に
当
協
会
で
予
働
調
査
を
実
施
し
た
が
、
オ
ー
ロ

フ
線
に
開
」
て
は
詳
繍
…
没
計
に
つ
い
て
円
塊
囮
款
に
よ

り
．
ロ
・
米
の
コ
ン
サ
ル
ダ
ン
ト
の
J
V
が
実
施
†

る
こ
と
と
な
〔
、
た
、

　
エ
ド
サ
線
ぱ
，
エ
ピ
フ
ァ
ニ
孝
・
デ
・
ロ
ス
・
サ

ン
ト
ス
通
り
己
沿
う
半
環
状
の
迂
艮
1
7
・
8
㎞
の
路

線
で
、
こ
こ
に
L
R
T
を
設
計
し
，
施
工
を
管
厘
す

る
た
め
に
．
米
躍
の
歪
C
F
カ
イ
ゼ
ル
社
が
政
府
と

契
約
し
た
．

　
訂
画
さ
れ
て
い
る
二
線
隔
7
9
、
工
弔
費
が
約
4
億
U

S
ド
ル
（
釣
4
4
0
億
円
一
と
見
債
も
ら
れ
、
⊥
事

巨
匠
は
4
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
謂
負
企
裟
者
が
，
撮
路
上
空
η
開
発
権
を

与
え
ら
れ
る
粂
件
下
で
．
路
線
の
ぜ
設
費
の
巨
資
を

行
・
フ
b
の
こ
さ
れ
て
い
る
．

●
む
す
び

　
ぞ
ニ
ラ
市
は
、
タ
イ
国
の
バ
ン
コ
ク
市
．
茂
び
イ

ン
，
・
唱
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
姫
牙
市
と
並
ん
で
　
氏
口
屡

婁
／：tl
）
t
t

・尋

「三，，

狽刀f

る

峯

憲
三
邑

Y　　ト
ラ　　　ト
te　”r，

接　←

・しn鳶、

．脳ノ＝．tgtE壕

　　’uitiiii／t　1

・’一・L胸闘’ _ヌ‘丁’・りtt

　　随ン”」　　　　　　竃

「　　　　　ヒrr
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　　　　晶。1黙．『
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中
が
甚
だ
・
く
．
都
市
交
通
の
多
く
の
問
題
点
を
か

か
・
乱
て
い
る
郁
而
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
L
R
T
の

導
入
は
最
も
早
く
．
か
つ
そ
の
利
珊
鷹
は
大
変
に
大

き
い
。
争
穀
L
R
T
の
2
琴
振
及
び
3
”
“
・
傑
が
実
現

の
ん
向
に
起
ん
だ
こ
G
は
彦
ば
し
い
こ
と
て
あ
る
。

　
し
か
し
現
存
寸
る
フ
ノ
ー
7
・
ビ
ン
国
鉄
を
　
史
に
郡

巾
交
魍
に
活
用
す
る
こ
と
を
猫
力
に
遥
め
る
こ
と
が
．

更
に
効
果
約
な
投
事
は
な
い
か
と
菅
え
る
。

．醒「－
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懸
線
り
h
り
区
間
．
」
労
い
て
T
G
V
の
朝
車
（
写
真
l
U

が
、
・
二
9
9
3
年
1
2
月
2
1
目
，
3
0
0
㎞
／
h
で
走

行
中
悦
撮
し
、
2
1
Z
5
m
疋
目
し
た
後
停
弔
す
る

と
覧
う
事
故
が
生
じ
た
9
列
車
は
呂
両
の
う
ら
5
両

が
脱
線
し
た
が
転
覆
し
な
か
っ
た
た
め
数
入
の
軽
円

高
ぱ
あ
っ
た
が
死
樽
は
な
く
．
不
宰
中
の
や
“
で
あ

っ
た
，

　
昂
曽
次
大
戦
中
掘
ら
れ
た
暫
堰
の
跡
が
原
因
で
、

数
H
米
の
前
ご
紙
路
が
局
邪
的
に
陥
没
し
た
た
晦
と

発
表
さ
れ
た
，
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
で
け
列
車
の
転
覆
が

避
け
ら
れ
た
の
ば
．
連
日
含
皐
力
式
の
メ
リ
噌
ト
で

あ
ら
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
T
G
V
は
、
本
年
2

月
9
日
に
も
，
准
来
線
細
岡
で
旅
客
2
0
0
人
を
乗

ビ
C
乏
行
中
、
脱
線
蟹
故
を
起
こ
し
て
，
」
る
が
爾

豪
以
来
3
同
月
〕
、
1
1
1
5
㎞
／
’
h
で
あ
’
、
た
た
め
．

人
身
唇
故
に
至
へ
τ
い
な
い
一
、

●
T
G
V
の
将
来

フ
ラ
ン
ス
国
鉄
ば
T
G
V
の
生
産
者
で
あ
る
ア
〃

パり北駅におけるTGV北線用列取写真1

ス
ト
ム
企
榮
と
提
携
し
て
，
T
G
V
－
N
G
と
称
ず

る
編
世
氏
の
列
車
に
対
す
る
研
兄
を
進
め
て
い
る
．

1
9
9
0
年
一
i
9
，
6
年
の
研
究
期
間
に
2
n
O

σ
第
一
2
0
1
0
年
に
お
け
る
旅
客
需
要
に
吋
し
髄

さ
ら
に
安
全
・
信
頓
性
・
収
益
性
を
通
じ
τ
憲
さ

れ
た
累
両
が
提
翼
さ
れ
る
こ
と
が
口
標
で
め
る
。

　
、
階
建
ご
単
．
爾
艦
み
の
彌
盈
容
量
を
も
ら
．
騒
晋

防
止
な
ど
の
映
適
度
．
撮
境
対
策
を
さ
ら
に
進
め
．

ヨ
ー
ロ
ン
．
〔
全
域
を
三
二
視
野
に
入
れ
た
新
－
一
い
改

讐
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
（
写
真
2
垢

●
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
ル

ド
ー
バ
ー
褥
峡
を
こ
丸
で
海
底
下
で
英
仏
肉
国
を

結
ぶ
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
〃
プ
ロ
ジ
ェ
〃
ト
は
1
9
ピ
7

年
7
月
着
τ
以
来
6
年
半
を
経
庖
し
　
目
下
二
流
箪

備
が
遮
め
ら
れ
て
い
る
　
ま
ず
．
ト
ラ
7
ク
の
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
（
写
真
3
V
．
5
目
6
巨

に
は
．
公
試
な
闇
巣
式
が
行
つ
れ
る
。
そ
し
て
5
月

木
頃
か
ら
ば
ロ
ン
ド
ン
ー
パ
リ
間
を
拮
ぶ
高
速
列
車

写真Z

ユーロトンネルのトラックターミナル写莫3

ユ
ー
ロ
ス
ダ
ー
の
運
ρ
4
7
が
チ
定
さ
れ
て
い
る
．

　
当
脇
会
畝
費
工
以
来
、
凶
際
曾
幽
団
の
技
術
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
技
術
的
に
協
力
し
て
艦
た
。

●
む
す
び

　
T
G
V
を
は
己
め
ヨ
ー
ロ
田
．
バ
各
国
の
高
速
鉄
道

の
建
設
・
整
備
は
急
達
に
遥
ん
で
お
。
．
営
菜
最
高

迅
度
3
0
0
㎞
／
h
が
定
着
し
，
へ
■
後
R
2
0
㎞
／

h
以
ト
が
U
標
と
さ
れ
て
い
ζ

　
戎
が
国
こ
も
眠
に
営
業
最
高
速
嘆
2
7
3
㎞
／
h

が
定
着
し
．
当
面
は
環
境
対
策
の
一
暫
の
改
簿
に
よ

り
3
0
U
㎞
／
h
運
竹
が
目
標
と
距
，
っ
て
い
る
。

　
特
に
表
定
三
度
に
お
い
τ
は
．
H
仏
間
の
高
建
鉄

道
は
大
差
が
な
く
最
高
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
．
各
国

の
高
速
鉄
遺
の
車
内
騒
唐
を
実
測
し
た
と
こ
ろ
で
は
，

フ
ラ
ン
ス
の
T
G
V
、
ス
ベ
f
ン
の
A
V
E
の
コ
ン

パ
ヒ
ト
メ
ン
ト
室
内
は
G
O
一
酪
お
冊
程
変
’
・
あ
っ
て
、

利
弔
者
に
対
す
る
騒
音
防
ぼ
の
面
で
我
が
周
の
新
幹

線
と
は
大
き
な
旨
き
が
あ
る

　
桟
が
国
の
新
幹
線
に
お
け
る
労
痔
対
策
は
、
沿
線

住
民
へ
の
尊
覧
に
つ
い
て
永
い
鮭
験
と
努
力
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
．
秘
用
†
る
旅
客
へ
の
ナ
ー
ビ
ス

は
ヘ
コ
後
の
一
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
対
匁
と
†
る
地
城
の
人
ぐ
の
価
値
観
か
ら
見
て
織

も
ふ
さ
わ
し
い
交
遁
機
圃
を
計
画
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
・
一
の
こ
と
が
国
際
的
な
技
術
協
力
の

最
九
の
視
点
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
．
こ
の
シ

ノ
ー
ズ
を
終
b
る
こ
と
と
し
た
い
。
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書
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C
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樽
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蘇
ご
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躍
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國
劉
博
｛
臼
O
ρ
’
ぺ

頒
鳥
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醤
α
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瀞
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醇
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蔚
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囲

糾
弼
鴻
摯
》
態
濯
H
様
嶺
羅
覇
・
H
菰

黛
へ
圖
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薄
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u
黛
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司
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掛
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藷
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田
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椿
野
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γ
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て
る
へ

舜
傷
π
鮮
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膏
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ぺ
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誤
劉
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S
虫
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昂
θ
勢
弓
営
〈
’
詳
図
育
銑
6
4
鉾
誤
田
誕
笠
舜

碑
聾
凌
C
つ
。
（
“
掴
1
一
）

　
蝉
寓
鵜
ぺ
露
一
□
書
㎝
司
＞
S
醸
轡
麟
膳
醐
き
暗

ぴ

野
へ
圖
弊
S
勢
醸
猷
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．
N
π
㍗
“
ノ
汁
狛
誌
擾
管
蒲
養
舜
藍
醐
伴
舜
。

ぺ
τ
創
。
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％
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潜
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ダ
ッ
カ
の
町
な
み

　
　
　
　
　
リ

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
二
月
は
爽
や

か
だ
。
亜
熱
帯
の
明
る
い
日
差
し
の

も
と
で
、
日
中
は
セ
氏
二
八
度
く
ら

い
ま
で
上
が
る
が
、
明
け
方
は
一
二

度
く
ら
い
で
、
乾
燥
し
た
そ
よ
風
が

肌
に
快
い
。

　
節
者
ら
は
、
鉄
道
軍
両
新
製
工
場

建
設
計
画
の
寒
紅
調
査
団
と
し
て
、

二
月
十
九
日
、
首
都
ダ
ッ
カ
に
到
謝

し
た
。
十
八
日
に
成
田
空
港
を
発
つ

と
き
、
折
か
ら
の
堅
雪
で
、
航
窒
破

の
出
発
が
八
時
間
も
遅
れ
た
こ
と

を
、
し
は
し
忘
れ
る
ほ
ど
だ
。

　
こ
の
国
は
面
積
一
四
万
平
方
♂

（
北
褥
道
の
約
一
・
八
倍
）
の
と
こ

ろ
に
、
約
九
千
万
人
の
人
ロ
を
擁
し

て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
G
N
P
は

＝
二
〇
米
ド
ル
で
、
ネ
パ
ー
ル
と
と
も

に
発
展
途
上
の
最
た
る
国
だ
．

　
従
来
ほ
と
ん
ど
の
鉄
道
車
両
は
世

界
各
国
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ
た
が
、

臼
立
を
め
ざ
し
て
客
車
お
よ
び
貨
車

に
つ
い
て
国
内
で
製
作
し
、
さ
ら
に

将
釆
は
、
他
国
へ
も
輸
出
し
た
い
と

い
う
の
が
こ
の
国
の
念
願
で
、
今
回

の
調
査
は
、
F
／
S
調
査
団
を
送
る

た
め
の
事
前
調
査
で
あ
る
。

　
ダ
ッ
カ
市
内
で
は
、
車
を
止
め
れ

ば
災
ま
っ
て
き
て
手
を
出
し
、
小
銭

を
ね
だ
る
子
供
を
し
ば
し
は
見
か
け

る
が
、
や
が
て
こ
れ
は
ホ
テ
ル
付
近

や
空
港
で
の
外
人
相
手
の
と
き
だ
け

だ
と
わ
か
る
。
下
町
や
農
村
地
帯
で

集
ま
っ
て
く
る
無
邪
気
な
子
供
た
ち

に
は
、
そ
う
い
う
行
動
は
見
ら
れ
な

い
。
か
え
っ
て
恵
ま
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
空
は
青
く
、
ダ
ッ
カ
の
町
は
美
し

い
。
と
く
に
ダ
ッ
カ
大
学
や
、
ラ
ム

ナ
公
園
付
近
の
大
通
り
は
、
木
々
の

緑
に
覆
わ
れ
、
ほ
か
で
は
め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
、
ζ

こ
で
は
時
ど
き
目
に
つ
く
。

　
市
内
の
交
通
機
関

　
ダ
ッ
カ
は
人
肥
三
百
万
を
こ
え
る

・
大
都
会
だ
が
、
市
内
の
奪
坦
の
主
役

は
リ
キ
シ
ャ
と
呼
は
れ
る
輪
タ
ク
で

あ
る
。
三
輪
車
の
荷
台
に
人
力
車
ふ

う
の
座
席
と
幌
を
つ
け
た
も
の
で
、

一
説
で
は
三
十
万
台
あ
る
と
い
う
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
は
、
ガ
ン
ジ

ス
河
と
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
河
が
合
流

し
、
大
河
と
な
っ
て
ベ
ン
ガ
ル
湾
に

注
ぐ
、
世
界
最
大
の
デ
ル
タ
地
帯

だ
。・

従
っ
て
、
ダ
ッ
カ
の
町
も
全
く
平

坦
だ
が
、
北
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
の

上
り
勾
配
が
つ
い
て
い
る
。
リ
キ
シ

ャ
の
運
伝
手
は
北
行
ず
る
と
き
は
腰

を
浮
か
せ
て
ペ
ダ
ル
に
力
を
入
れ
、

南
行
ず
る
と
き
は
比
較
的
楽
に
箪
を

こ
い
で
い
る
。
料
金
の
定
価
は
な
く

す
べ
て
乗
る
と
き
の
交
渉
に
よ
る
。

近
所
の
用
た
し
な
ら
、
か
な
り
走
っ

て
も
三
タ
カ
（
約
三
十
円
、
以
下
円

　
調
査
団
の
業
務
上
の
用
た
し
に
便

利
な
も
の
は
、
ベ
ビ
ー
タ
ク
シ
ー
と

呼
は
れ
る
オ
ー
ト
三
輪
タ
ク
シ
ー

だ
。
纏
り
降
り
は
自
動
瓢
よ
り
楽
だ

し
、
小
回
り
が
利
く
。
三
人
乗
っ
て

も
五
♂
く
ら
い
走
っ
て
約
百
五
＋
円

で
あ
る
。

　
こ
の
ベ
ビ
ー
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

行
距
離
に
応
じ
て
一
解
五
十
円
が
相

場
な
の
で
、
乗
る
と
き
に
確
か
め

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
観
光
公
社
の

ハ
イ
ヤ
ー
は
最
も
信
頼
で
き
る
し
、

運
転
手
は
英
語
が
r
2
ま
い
。
そ
の
他

の
タ
ク
シ
ー
で
は
、
片
言
で
あ
る
。

ベ
ビ
ー
タ
ク
シ
ー
や
リ
キ
シ
ャ
に
至

っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
現
地
語
だ
。
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．
；
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一
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．
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．
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＝
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＝
三
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毒

慧
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覇 罪

〃
O

三一

．
詔
　
嚢

一｝

8
ノ
呂離
躍

［
陽
キ
シ
ャ
の
あ
ふ
れ
る
街

駆
動
理
科
大
学
教
授
　
菅
　
原

操

＝上コ

　
ベ
ン
ガ
ル
語
を
愛
す
る
国

　
こ
う
い
う
車
を
乗
り
ζ
な
す
た

め
、
ダ
ン
・
デ
ィ
ク
（
右
へ
行
け
）

パ
ン
・
デ
イ
ク
（
左
へ
行
け
）
、
タ

ム
ン
（
止
ま
れ
）
と
い
っ
た
現
地
語

に
早
速
と
り
組
む
。
こ
の
国
の
言
葉

は
ベ
ン
ガ
ル
譜
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ

ン
時
代
の
ベ
ン
ガ
ル
語
擁
護
運
動
が

ベ
ン
ガ
ル
人
の
民
族
意
識
を
高
め
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
運
動
の
発
端

と
な
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
国
の
入
び

と
の
ベ
ン
ガ
ル
諮
を
愛
す
る
気
持
ち

古
い
飼
物
市
場
を
訪
ね
る
。
バ
レ
イ

シ
ョ
一
♂
二
十
円
、
輸
入
品
の
オ
レ

ン
ジ
一
個
二
十
五
円
、
生
き
た
鶏
一

羽
三
百
円
な
ど
大
変
安
い
。
市
場
は

カ
レ
ー
粉
の
匂
い
に
み
た
さ
れ
、
唐

が
ら
し
の
山
に
埋
も
れ
て
い
た
。

　
タ
ク
シ
ー
は
ホ
テ
ル
か
空
港
で
な

い
と
っ
か
ま
ら
な
い
。
一
応
の
定
価

は
あ
っ
て
、
一
時
間
六
百
円
と
、
走

の
親
し
み
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。　

朝
晩
の
挨
拶
の
言
為
は
、
同
じ
回

シャの群れ

換
算
で
記
述
す
る
）
く
ら
い
で
あ

る
。
一
「
朝
夕
、
住
宅
地
と
の
閲
の
道
路

い
っ
ぱ
い
に
、
リ
キ
シ
ャ
の
流
れ
る

さ
ま
は
、
北
海
道
の
薫
別
川
を
遡
る

娃
の
群
れ
に
も
似
て
壮
観
だ
。
リ
キ

シ
ャ
は
勿
論
日
本
の
人
力
車
か
ら
き

た
君
葉
だ
が
、
そ
こ
に
使
わ
れ
る
自

転
軍
は
中
国
製
、
イ
ン
ド
製
の
も
の

が
多
か
っ
た
。

は
強
い
。
も
ち
ろ
ん
英
語
も
普
及
し

て
お
り
、
国
内
ど
こ
で
も
広
く
通
ず

る
が
、
簡
単
な
言
薫
で
も
ベ
ン
ガ
ル

詔
で
話
せ
れ
ば
、
現
地
の
人
び
と
と

ダッカの街とリ

教
国
で
あ
る
ペ
ル
シ
ャ
語
で
も
通
用

す
る
よ
う
だ
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
構
成
す
る
人

種

　
こ
の
土
地
は
、
有
史
荊
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ア
ジ
ア
人
種
が
土
冒
し
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
チ

ベ
ッ
ト
、
ビ
ル
マ
な
ど
よ
り
モ
ン
ゴ

ル
系
人
種
が
、
ま
た
イ
ン
ド
西
部
か

ら
侵
入
し
た
ド
ラ
ビ
ダ
人
が
足
庄
す

る
よ
う
に
な
り
♪
続
い
て
ド
ラ
ピ
ダ

人
を
駆
逐
し
て
ア
ー
リ
ア
人
が
流
入

し
て
国
中
に
集
落
を
作
っ
た
と
い
わ

れ
る
。現

在
の
ベ
ン
ガ
ル
人
は
、
こ
の
四

人
用
の
混
血
と
み
ら
れ
て
い
る
。
後

世
、
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
お
よ
び
ト
ル
コ
系
人
弧
も
、
あ

る
程
度
混
じ
っ
た
と
い
わ
れ
、
人
種

は
襖
雑
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
国
の
人
は
体
格
に
も
非
常
に
幡
が

あ
り
、
色
浅
黒
く
、
見
事
な
顔
立
ち

を
し
た
人
も
多
い
。

　
屋
外
で
は
ほ
と
ん
ど
女
性
を
見
か

け
な
い
。
ホ
テ
ル
の
食
堂
、
売
店
で

働
く
女
性
は
例
外
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
国
の
人
た
ち
は
外
国
人
に
対
し

て
友
好
的
で
あ
る
。
外
国
人
と
の
交

際
を
好
む
者
も
多
い
と
い
う
が
、
女

性
は
、
ま
だ
そ
の
地
位
が
低
い
た

め
、
表
に
出
る
ζ
と
が
少
な
い
。
し

か
し
深
窓
に
は
か
な
り
用
人
が
多

い
。
ホ
テ
ル
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
る
日
に
は
、
い
つ
も
見
て
い
る
人

た
ち
と
人
種
が
違
う
の
で
は
、
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
美
人
を
多
く
見
か
け

る
。
一
般
に
比
駁
的
色
自
で
、
太
っ

た
人
が
美
人
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の

は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
束
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上
の
国
の
共
通

の
評
価
だ
ろ
う
か
。

ζ
の
国
の
宗
教
は
、
士
面
明
ま

で
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
仏
教
が
鎌
ん
で

あ
っ
た
が
、
十
三
世
紀
初
頭
に
イ
ス

ラ
ム
教
が
当
地
に
伝
わ
り
、
改
宗
者

　
ロが

ふ
え
て
現
在
国
民
の
八
○
％
が
回

教
徒
、
一
八
％
が
ヒ
ン
ス
ー
教
徒
、

二
％
が
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
る
。

　
国
内
に
は
、
八
万
の
モ
ス
ク
（
イ

ス
ラ
ム
教
礼
揮
堂
）
が
あ
り
、
ダ
ッ

カ
の
旧
市
内
に
あ
る
ス
タ
ー
・
モ
ス

ク
は
、
回
教
国
の
内
で
最
も
美
し
い

モ
ス
ク
と
い
わ
れ
て
い
る
。
回
教
の

教
え
に
従
っ
て
、
こ
の
国
の
人
た
ち

の
多
く
は
酒
を
飲
ま
な
い
。
従
っ
て

街
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
酒
を
出
さ
な

い
が
、
外
国
人
が
多
く
利
用
す
る
ホ

テ
ル
の
食
堂
で
は
臼
由
で
あ
る
。
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メ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ジ
と
ブ
ロ
ー
ド
ゲ

ー
ジ

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
は
、
ガ
ン

ジ
ス
河
と
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
河
が
合
流

し
て
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
注
ぐ
デ
ル
タ
地

帯
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

支
流
、
分
流
が
多
い
が
、
と
く
に
南

北
に
流
れ
る
ジ
ャ
ム
ナ
河
と
、
ガ
ン

ジ
ス
河
の
下
流
と
に
よ
り
、
大
き
く

東
西
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
東
西
の

地
域
を
比
較
す
る
と
、
人
口
、
農
産

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
が
、

工
業
化
の
比
率
は
四
対
一
く
ら
い

で
、
と
く
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
付
近
に
工

業
が
片
窃
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に

政
府
と
し
て
は
西
側
の
地
域
の
工
業

開
発
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
鉄
道
は
二
八

八
四
♂
の
営
業
キ
ロ
を
持
っ
て
い

る
。
鉄
道
は
東
西
二
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
お
り
、
東
ゾ
ー
ン
は
全
域

メ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ジ
、
西
ゾ
ー
ン
は
メ

ー
タ
ー
ゲ
ー
ジ
と
広
軌
（
＝
ハ
七
六

済
）
で
あ
る
。
河
を
横
断
す
る
た
め

に
ニ
カ
所
、
鉄
道
フ
ェ
リ
ー
が
動
い

て
い
る
。

こ
の
国
の
鉄
遵
は
、
国
有
、
国
営

で
あ
る
。
一
九
八
二
年
六
月
二
日
ま

で
、
鉄
道
の
運
営
改
艮
は
、
総
裁
と

四
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
鉄
道
理
．
．

事
会
κ
任
さ
れ
て
い
た
が
、
管
理
運
．

営
上
の
必
要
性
か
ら
、
こ
の
理
事
会

は
「
九
八
一
一
年
六
月
三
日
に
廃
止
さ

れ
、
東
と
西
に
分
離
し
た
運
営
ゾ
ー

ン
が
作
ら
れ
、
一
一
人
の
総
支
配
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
の
管
理
運
営
の

た
め
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
鉄
道

の
総
括
的
な
管
理
と
改
良
は
総
裁
に

任
さ
れ
て
い
て
、
総
裁
は
運
輸
通
信

省
の
次
官
を
兼
ね
て
い
る
。

　
鉄
道
の
延
長
は
メ
ー
タ
」
ゲ
ー
ジ

で
一
九
一
〇
♂
、
広
軌
で
九
七
四
『

で
あ
り
、
年
間
旅
客
五
四
億
人
♂
、

貨
物
八
・
三
億
ノ
♂
を
運
ん
で
い

る
。　

日
本
の
国
鉄
と
比
べ
る
と
、
営
業

キ
ロ
で
＝
二
％
、
旅
客
輪
送
で
二
・

八
％
、
貨
物
翰
送
で
二
・
七
％
で
あ

り
、
客
貨
の
比
率
は
日
本
と
よ
く
似

て
い
る
。
減
価
償
却
を
含
め
た
営
業

係
数
は
、
こ
の
十
年
間
は
九
五
％
一

｝
〇
五
％
の
間
を
前
後
し
て
い
る
。

　
老
朽
化
し
た
車
両

　
鉄
道
箪
両
は
一
部
国
内
の
鉄
道
工

場
で
製
作
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
ほ

と
ん
ど
は
世
界
各
国
か
ら
の
輸
入
品

で
あ
る
。
現
在
S
L
百
六
十
四
両
、

D
L
二
百
五
十
三
両
、
客
車
一
千
七

百
十
一
両
、
貨
車
一
万
七
千
七
両

（
う
ち
ボ
ギ
ー
耳
三
千
二
百
六
十
二

両
）
を
有
し
て
い
る
が
、
と
く
に
増

加
す
る
旅
客
に
対
す
る
輸
送
力
の
不

足
が
大
き
く
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ

は
、
独
立
戦
争
に
よ
り
車
両
保
守
の

能
力
が
低
下
し
た
た
め
と
、
軍
事
の

老
朽
化
に
よ
り
距
体
の
大
修
繕
を
要

す
る
も
の
が
多
く
、
車
両
の
稼
働
率

が
低
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
ζ

の
国
は
経
済
自
立
へ
の
一
助
と
し

て
、
客
貨
車
の
国
薩
化
を
め
ざ
し
、

鑑
…
…
難
　
　
．
一
一

〃
O

保
正
保
氏
、
J
亙
C
A
の
釘
宮
純
怒

氏
と
尊
者
の
五
人
で
あ
る
。
調
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
正
式
報
告

鱒
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
、　

鉄
道
と
フ
ェ
リ
ー
の
旅

　
現
地
圃
査
の
対
象
と
し
た
の
は
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

ッ
タ
ゴ
ン
付
近
の
パ
ハ
ル
タ
リ
ー
工

場
と
そ
の
近
く
ク
ミ
ラ
に
あ
る
約
八

週
三
往
復
で
、
急
な
利
用
は
難
し

い
．
調
査
団
は
鋏
道
事
情
調
査
の
目

的
も
含
め
、
列
箪
を
利
用
す
る
こ
と

と
し
た
．

　
列
箪
は
エ
コ
タ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス

で
あ
る
。
「
エ
コ
タ
」
は
東
西
を
結

合
す
る
意
味
を
持
っ
た
言
葉
だ
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
衛
生
上
、
最

低
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
肝
炎
、
．
破

霧　

U
獲
…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
鉄
道

東
京
理
科
大
学
教
授
　
菅
　
原

操

一「中コ

水
を
飲
ま
な
い
こ
と
が
第
一
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
地
の
鉄
避
マ
ン
さ
え

守
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
ダ
ッ
カ
駅
を
二
十
四
日
の
十
六
時

に
出
発
、
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
寝

台
車
で
、
案
内
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

国
鉄
の
ア
シ
ュ
ラ
フ
氏
や
、
．
．
連
絡
船

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ウ
ッ
．
デ
ィ
ン
氏
ら
と

談
笑
し
な
が
ら
、
深
夜
二
十
二
時
過

ぎ
に
ジ
ャ
ム
ナ
河
の
東
岸
バ
ハ
デ
ュ

ラ
バ
；
ド
に
着
く
。
河
岸
の
砂
遵
を

行
く
と
、
両
側
に
竹
の
ア
ン
ペ
ラ
囲

い
の
小
店
が
並
び
、
お
茶
や
軽
食
を

亮
っ
て
い
る
、
江
戸
時
代
の
渡
し
場

そ
っ
く
り
の
風
激
だ
。
船
に
渠
り
換

車
両
の
新
製
工
場
の
建
設
に
つ
い
て

の
F
／
S
調
査
を
わ
が
国
に
求
め
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
調
査
団
は
、
五
十
九
年
度
に
本

格
調
査
団
を
派
遺
す
る
予
足
の
も
と

に
、
扇
前
鯛
査
の
た
め
こ
の
国
に
派

遣
さ
れ
た
。
団
員
は
国
鉄
資
材
局
晶

質
管
理
塞
長
の
山
崎
秀
高
氏
、
運
輸

省
鉄
監
局
民
鉄
部
監
理
課
の
松
本
修

．
氏
、
同
鉄
監
局
軍
両
工
業
訳
の
小
久

万
平
方
㌶
の
国
鉄
用
地
、
お
よ
び
サ

イ
ド
プ
ー
ル
工
場
と
、
そ
の
付
近
パ

ル
バ
チ
プ
ー
ル
の
約
一
四
万
平
万
研

の
国
鉄
用
地
な
ど
で
あ
る
。

　
チ
ッ
タ
ゴ
ン
は
、
こ
の
国
第
二
の

都
会
で
、
人
ロ
百
万
を
超
え
、
ダ
ッ

カ
と
の
交
通
は
多
く
、
鉄
道
も
航
空

機
も
便
が
多
い
の
で
往
概
は
容
易

だ
。　

サ
イ
ド
プ
ー
ル
は
航
空
機
の
便
は

傷
風
、
下
痢
な
ど
決
し
て
油
断
は
で

き
な
い
。
し
か
し
＋
分
緊
張
し
て
、

周
到
な
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
、
何

の
心
配
も
な
い
こ
と
は
、
調
査
団
の

五
人
が
サ
イ
ド
プ
ー
ル
旅
行
で
、
太

っ
て
帰
っ
て
来
た
ζ
と
か
ら
も
わ
か

る
。
調
査
団
は
キ
ャ
ン
プ
の
つ
も
り

で
日
本
食
品
や
、
湯
沸
か
し
、
固
型

燃
料
な
ど
も
携
行
し
た
。
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
生

え
る
入
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
船
か
ら

署
長
に
乗
り
換
え
る
人
は
席
を
取
る

た
め
荷
物
を
か
つ
い
で
走
る
。
胃
函

連
絡
船
の
全
盛
時
代
の
露
礁
を
見
る

よ
う
だ
。
ウ
ッ
デ
ィ
ン
氏
は
、
日
立

の
水
戸
工
場
に
三
カ
月
滞
在
し
た
こ

と
が
あ
り
、
日
本
人
を
大
変
懐
か
し

が
る
。
．
一
等
船
室
で
の
夜
食
の
あ

と
、
械
榔
子
の
ナ
ッ
ト
を
砕
い
た
も

の
や
、
葉
を
細
く
刻
ん
だ
も
の
が
出
．

て
く
る
。
こ
れ
は
仁
丹
の
よ
う
な
も

の
で
、
現
地
の
人
が
ロ
直
し
に
噛
む

も
の
ら
し
い
。

団
員
の
中
で
最
も
探
究
心
旺
盛
な

松
本
団
員
が
、
ま
ず
こ
れ
に
挑
戦
す

の鉄道パングラデ

④
膨’喉

ラ篶
多
・
’
癒
菟

蓼
孫

勢
γ
ろ
鉾

る
。　

運
脚
船
は
＝
二
五
〇
ゾ
、
五
五
〇

周
力
の
デ
ィ
！
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
三
基

を
も
ち
、
巡
航
速
度
＝
）
．
を
出

す
。
酉
独
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
り
、

定
員
八
百
五
十
四
人
、
乗
員
三
十
人

が
乗
船
す
る
。
多
客
時
に
は
［
千
人

近
い
乗
客
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

　
船
内
を
案
内
し
て
も
ら
っ
て
、
エ

ン
ジ
ン
室
や
、
操
舵
室
を
見
る
。
真

暗
や
み
の
中
で
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
河

の
流
れ
を
照
ら
し
な
が
ら
遮
む
。
近

代
的
な
操
舵
室
で
、
ス
カ
ー
ト
（
現

地
語
で
ロ
ン
ギ
ー
と
い
う
。
わ
が
国

の
和
服
の
よ
う
な
も
の
）
を
は
い
た

　
　
　
　
　
　
船
員
が
舵
を
と
つ

、
　
　
　
岨
　
て
い
る
の
が
、
何

、
欝
籔

と
も
奇
妙
な
風
景

で
あ
る
。
甲
板
に

出
て
空
を
仰
ぐ
と

満
天
の
星
が
鮮
や

か
で
、
北
極
星
が

水
平
線
か
ら
二
五

度
く
ら
い
に
見

え
、
南
国
に
い
る

な
と
い
う
契
感
が

湧
い
て
く
る
。

線
路
の
保
守

約
一
時
間
＋
分

の
船
旅
を
終
わ

り
、
西
岸
に
書

く
。
こ
こ
で
ま
た
幌
台
列
車
に
乗
り

換
え
、
一
一
十
五
日
一
時
三
十
分
に
出

発
、
七
時
に
パ
ル
パ
チ
プ
ー
ル
に
将
．

く
。
船
旅
も
含
め
て
約
四
〇
〇
♂
を

十
五
時
間
で
来
た
こ
と
に
な
る
。

　
レ
ー
ル
の
花
甲
は
、
メ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ジ
で
七
五
膠
、
広
軌
で
九
〇
修
。

マ
ク
ラ
木
は
木
製
で
、
道
床
厚
は
弔

い
線
路
で
マ
ク
ラ
ギ
下
一
五
鶏
厨
で

．
あ
る
。
列
卑
速
度
が
低
い
か
ら
左
右

動
は
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
が
、
上

下
動
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
．
童
要

な
線
区
で
は
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
も
使
わ

れ
て
い
る
。

　
東
西
ゾ
ー
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
数
人
の

施
設
担
当
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ナ
ル
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
い
て
、
線
践
保
守
の
買

任
を
も
っ
て
お
り
、
階
層
的
な
保
守

体
制
を
敷
い
て
い
る
。

　
サ
イ
ド
ブ
ー
ル
、
パ
ル
バ
チ
プ
ー

ル
の
視
察
で
は
現
地
の
工
場
畏
ク
ラ

ス
が
総
出
で
案
内
に
立
っ
て
く
れ
た

が
、
開
発
投
資
の
遅
れ
て
い
る
西
ゾ

ー
ン
と
し
て
、
新
し
い
工
場
建
設
に

つ
い
て
大
変
な
熱
の
入
れ
方
で
あ
っ

た
。

　
調
査
団
は
二
十
六
日
二
十
時
、
再

び
夜
行
列
車
に
乗
り
、
ダ
ッ
カ
中
央

駅
に
帰
着
し
た
の
は
、
翌
朝
十
一
時

過
ぎ
で
あ
っ
た
．
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
政
体

　
一
九
四
七
年
イ
ン
ド
か
ら
独
立
し

た
東
西
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
い
ず
れ
も

回
教
国
だ
が
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
は
西

重
点
の
施
策
に
不
満
で
あ
り
、
｝
九

七
一
年
三
月
二
十
六
日
独
立
を
宣
言

し
、
西
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
戦
い
の

宋
、
こ
の
独
立
を
か
ち
と
っ
た
。
こ

の
国
の
書
語
で
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
語
を

守
ろ
う
と
す
る
民
族
運
動
が
、
独
立

を
企
て
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

　
独
立
の
功
績
者
オ
ス
マ
ニ
将
軍

は
、
昨
年
末
ロ
ン
ド
ン
で
入
院
し
て

い
た
が
最
近
逝
去
し
、
そ
の
全
体
が

二
十
日
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
臨
時
の
国
民
休
日
と
な
り
、
調

査
団
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
政
府
と

の
第
一
回
の
打
合
せ
が
で
き
な
く
な

り
、
調
査
日
程
の
変
更
が
必
要
と
な

っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
ザ
イ
ー
ル

国
の
マ
テ
デ
ィ
橋
渠
建
設
の
F
／
S

調
査
に
行
っ
た
と
き
に
、
モ
ブ
ツ
大

統
領
夫
人
が
逝
去
し
、
二
日
間
国
民

が
喪
に
服
し
て
、
仕
事
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
が
、
発
展

途
上
国
で
の
仕
事
で
は
、
こ
の
よ
う

な
日
程
変
更
は
し
は
し
は
出
て
く
る

の
で
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
だ
。

　
こ
の
国
は
そ
の
後
一
九
七
二
無
一

月
、
独
立
の
英
雄
ム
ジ
ブ
・
ラ
ー
マ

ン
が
首
相
と
な
っ
て
政
府
磯
構
を
整

備
し
た
が
、
一
九
七
五
年
八
月
に
暗

殺
さ
れ
、
十
一
月
に
は
二
度
に
わ
た

る
ク
ー
デ
タ
ー
で
、
実
糎
は
陸
亘
参

諜
長
ジ
ア
ウ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
将
璽
の

手
に
移
り
、
彼
は
一
九
七
八
年
大
統

領
と
な
り
、
戒
厳
司
令
官
を
兼
ね
て

文
字
通
り
最
高
権
力
者
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
ジ
ア
ウ
ル
大
統
領
も
一
九

八
一
年
五
月
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
で
地
方

師
団
の
司
令
官
一
味
に
暗
殺
さ
れ
、

次
の
政
権
は
サ
ッ
タ
ル
副
大
統
領
が

引
き
継
ぎ
、
｝
九
八
一
年
十
一
月
大

統
領
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な

い
「
九
八
二
年
三
月
、
汚
職
や
行
政

の
混
乱
に
向
か
っ
て
立
ち
上
が
っ
た

エ
ル
シ
ャ
ド
陸
電
参
謀
畏
の
ク
ー
デ

タ
ー
で
、
全
土
が
戒
厳
令
下
に
お
か

れ
、
箪
政
と
な
っ
て
今
日
に
到
っ
て

い
る
。

　
現
在
七
十
近
い
政
党
が
あ
る
が
、

初
代
ラ
ー
マ
ン
の
長
女
を
中
心
と
す

る
｝
五
政
党
と
、
二
代
ラ
ー
マ
ン
の

勤
向
人
を
中
心
と
す
る
七
政
党
と
が

反
政
府
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
調

査
団
の
帰
国
も
近
い
三
月
一
目
、
ゼ

ネ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
現
在
こ
の
国

に
は
国
会
議
員
は
無
く
、
政
府
は
地

方
選
、
大
続
領
選
を
先
行
し
よ
う
と

し
て
い
て
、
野
覚
側
が
こ
れ
に
反
発

し
て
い
た
。
そ
し
て
国
会
議
員
選
挙

を
先
に
す
る
こ
と
、
政
治
活
動
の
制

約
を
解
除
す
る
こ
と
、
戒
厳
司
令
部

の
政
令
で
す
べ
て
の
政
策
が
決
ま
る

方
式
を
や
め
る
こ
と
が
野
党
側
の
要

求
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
日

七
時
に
エ
ル
シ
ャ
ド
氏
が
テ
レ
ビ
で

と
れ
す
、
前
日
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

政
府
と
の
問
に
S
／
W
の
署
名
が
終

わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
は
調
査

内
容
の
整
理
に
時
間
を
使
う
こ
と
と

し
た
．

　
街
に
は
、
い
つ
も
の
り
キ
シ
ャ
や

ベ
ビ
ー
タ
ク
シ
ー
の
盗
が
な
く
、
時

お
り
兵
士
を
鋲
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
通

っ
た
り
し
た
が
、
全
体
と
し
て
平
穏

そ
こ
で
は
物
流
シ
ス
テ
ム
の
原
型
が

見
ら
れ
る
。
河
岸
に
降
り
立
つ
と
、

渡
し
船
の
船
頭
た
ち
が
、
わ
れ
先
に

と
声
を
か
け
て
来
る
。
江
戸
時
代
、

明
治
初
期
に
は
日
本
も
こ
う
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
わ
せ
る
。
河
岸
の
露
店

で
オ
レ
ン
ジ
＋
二
個
を
百
八
十
円
で

買
う
。
安
い
買
い
物
だ
が
、
売
り
子

の
少
年
に
と
っ
て
は
大
金
で
あ
ろ

灘。………

ｿ
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一
難

8
毒
曝

［
嗣
国
へ
こ
そ
技
術
協
力
の
情
熱
を

東
京
理
科
大
学
教
授
　
菅
　
原

演
説
を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
か

な
り
巨
歩
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
政
治
活
動
の
制
約
を
三
月
二

十
六
日
中
ら
解
除
し
、
大
難
領
選
と

国
会
講
習
選
を
五
月
二
十
七
日
同
時

に
行
う
、
と
い
う
も
の
だ
。

　
ゼ
ネ
ス
ト
の
と
き
は
、
動
く
も
の

を
見
る
と
群
衆
が
石
を
換
げ
る
と
い

う
の
で
、
調
査
団
と
し
て
も
動
き
が

で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ル
ド
・
ダ
ッ
カ

　
ダ
ッ
カ
の
下
町
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー

ル
ド
・
ダ
ッ
カ
は
、
現
在
の
大
デ
ル

タ
地
帯
の
河
口
か
ら
約
一
八
○
♂
遡

っ
た
、
プ
リ
ガ
ン
が
河
の
東
岸
に
発

饗
し
た
港
町
で
、
古
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
皮
革
工
場
が
並
び
、
川
船
と
荷
車

を
使
っ
て
の
物
賢
の
発
着
が
多
く
、

操

一「下一｝

う
。
し
わ
だ
ら
け
の
紙
幣
を
大
事
に

懐
に
し
ま
い
こ
ん
だ
。

　
も
と
河
岸
で
あ
っ
た
所
に
三
百
年

前
に
築
か
れ
た
古
い
砦
が
あ
っ
た
。

ラ
ル
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ト
と
い
う
。
二

十
人
余
り
の
小
学
生
の
群
れ
が
、
ジ

ャ
ポ
ニ
、
ジ
ャ
ポ
ニ
と
築
ま
っ
て
来

て
、
節
者
ら
の
動
き
に
つ
れ
て
ま
と

わ
り
つ
く
。
そ
の
中
に
一
人
四
、
五

歳
の
女
の
子
で
、
比
絞
的
良
い
家
の

娘
で
あ
ろ
う
か
、
革
糀
を
は
き
、
口

紅
を
つ
け
た
子
が
、
兄
さ
ん
ら
し
い

裸
足
の
腕
白
小
僧
の
手
を
し
っ
か
り
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マ
ニ
ュ
ア
ル
の
工
事
現
場

　
ダ
ッ
カ
の
熊
内
で
は
建
物
等
の
建

設
が
盛
ん
だ
。
大
型
の
工
事
は
か
な

り
機
械
化
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
の

掘
っ
て
土
堤
を
走
り
ま
わ
っ
て
い
た

の
が
妙
に
印
隻
的
で
、
五
十
年
前
の

郷
里
を
想
い
出
さ
せ
る
の
に
十
分
で

あ
っ
た
。

オールド。ダッカ

ロ
ー
カ
ル
の
土
木
建
築
工
事
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
普
通
で
あ
る
。
一
般
労
務

者
の
賃
金
は
、
二
百
五
十
円
i
三
百

円
で
あ
る
か
ら
、
中
規
模
以
下
の
工

事
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無
難
と
い
う
こ

と
だ
。

　
基
礎
工
の
掘
削
は
手
弄
り
で
、
掘

削
土
は
、
爪
（
さ
る
）
に
入
れ
て
労

務
者
が
頭
で
運
ぶ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
砂
利
、
砂
を
木
の
マ
ス
で
計
っ

て
、
そ
こ
で
セ
メ
ン
ト
袋
を
開
い
て

「
緒
に
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
る
。
練
り

上
が
っ
た
＝
ン
ク
リ
ー
ト
も
鍋
に
入

れ
て
労
務
者
が
頭
で
運
ぶ
。
運
搬
の

途
中
で
足
場
の
高
さ
が
変
わ
れ
ば
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
式
に
次
の
労
務
者
に

鍋
を
渡
す
。
ま
さ
に
人
海
戦
術
だ
。

骨
材
、
と
く
に
砂
利
が
不
足
な
の
が

問
題
で
、
煉
瓦
を
砕
い
て
砂
利
の
代

わ
り
に
し
た
も
の
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
。
将
来
地
表
か
ら
上
に
出
る
部

分
は
、
川
砂
利
を
使
う
よ
う
に
す
る

の
が
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
国
に
こ
そ
技
術
協
力
の
情
熟

を　
わ
が
国
は
一
九
七
二
年
十
二
月
十

日
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
承
認
し
た

が
、
以
後
一
貫
し
て
両
国
の
関
係
は

友
好
的
で
あ
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
わ
が
国
に
対
す
る
期
待
は
常
に
大

き
な
も
の
が
φ
⇔
。

　
そ
の
独
立
以
後
、
わ
が
国
は
国
運

を
通
じ
た
援
助
を
行
い
、
一
九
七
四

年
三
月
、
初
め
て
の
円
借
款
取
決
め

も
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
対
す
る
繰
済
協
力
は
年

を
迫
っ
て
拡
大
し
て
お
り
、
近
年

は
、
こ
の
国
の
扱
助
国
と
し
て
の
わ

が
圃
の
相
対
的
比
皿
は
、
米
、
英
、

西
独
を
抜
い
て
第
一
位
で
あ
る
。

　
工
場
祝
酒
の
際
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
国
鉄
職
員
の
爽
剣
な
ま
な
ざ
し
、

人
び
と
の
無
邪
気
で
日
本
に
対
す
る

信
頼
感
あ
ふ
れ
る
態
度
な
ど
を
肌
に

感
ず
る
に
つ
け
て
、
し
み
じ
み
と
五

十
年
後
の
こ
の
国
が
、
果
た
し
て
ど

の
よ
う
な
国
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
、
と
考
え
る
。

　
こ
の
国
の
、
そ
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
国
鉄
の
発
展
の
た
め
に
は
、
小

久
保
団
員
の
取
り
組
ん
だ
教
育
訓
練

の
問
題
が
最
も
近
衛
な
事
柄
と
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
地
球
上
に
人
類
が
長
く
庄
存
す
る

た
め
に
は
、
こ
う
い
う
国
の
人
た
ち

の
生
活
を
こ
そ
、
常
に
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
が
、
先
進
国
の
つ
と
め
で

あ
る
と
い
う
海
外
協
力
の
原
点
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

　
凋
査
団
は
、
事
前
調
査
の
目
的
を

果
た
し
三
月
二
日
、
異
常
寒
波
の
統

く
日
本
に
向
か
っ
て
、
今
は
懐
か
し

い
土
地
亡
准
つ
た
、
ダ
ッ
カ
の
町
を

後
に
し
だ
．
　
　
　
　
　
　
（
完
）
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あ
と
が
き

　
『
菅
原
操
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
よ
り
始
め
ら
れ
、
大
凡
、
月
一
回
、
一
回
二
時
間
の
ペ
ー
ス
で
、
二
〇
〇
五
年
一
月
ま
で
、

合
計
十
回
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
閲
、
菅
原
先
生
に
は
、
毎
回
の
資
料
の
準
備
か
ら
始
ま
っ
て
テ
ー
マ
の
検
討
な

ど
に
も
ご
尽
力
頂
け
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
も
っ
と
も
、
略
歴
を
み
て
頂
け
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、
先
生
の
こ
足
跡
は
、
国
鉄
職
員
、
二
度
の

大
学
教
員
、
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
振
興
株
式
会
社
（
F
K
K
）
副
社
長
、
社
団
法
人
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
（
J
A
R
T
S
）
の
理
事
長
、
最
高
技

術
顧
問
と
多
岐
に
亘
り
、
且
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
実
に
積
極
的
に
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
て
を
二
〇
時
間
あ
ま
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
聞

き
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
年
度
末
刊
行
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
途
中
か
ら
話
を
急
が
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
そ
の
不
足
分
を
補
う
た
め
も
あ
り
、
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
資
料
を
中
心
に
、
や
や
多
目
の
参
考
資
料
を
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
数
年
前
に
遡
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
武
田
は
、
外
交
官
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に

度
々
参
加
し
、
経
済
協
力
に
関
係
し
た
方
々
の
話
を
聞
い
て
い
た
し
、
O
D
A
批
判
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
念
頭
に
あ
っ
て
、
現
場
の
実
態
に
即
し
て
勉
強
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
森
は
、
旧
海
外
経
済
協
力
基
金
（
O
E
C
F
、
現
　
国
際
協
力
銀
行
）
に
勤
務
す
る
な
ど
直
接
経
済
協
力
の
現
場
で
働

い
た
経
験
が
あ
り
、
同
様
に
関
心
が
強
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
案
を
練
っ
て
い
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
四
年
に
な
っ
て
、
武
田
が
参
加
し
て
い
た
「
河
川
行
政
に
関
す
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

（
日
本
河
川
協
会
主
催
）
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
紀
陸
富
重
氏
（
二
〇
〇
四
年
か
ら
財
代
法
人
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
に
異
動
さ
れ
た
）
か
ら
、
嘗
て

イ
ラ
ン
の
新
幹
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
方
を
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
と
お
申
し
出
頂
い
た
の
で
、
早
速
、
仲
介
を
お
願
い
し
た
。
そ
の

と
き
は
、
鉄
道
技
術
協
力
で
は
菅
原
先
生
と
関
係
の
深
い
出
山
養
氏
（
元
国
鉄
理
事
・
技
師
長
）
を
ご
紹
介
頂
い
た
の
だ
が
、
結
局
、
黒
山
氏
は
諸
事
情
で

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
里
山
氏
へ
の
仲
介
役
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
菅
原
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
の
名
は
、
瀧
山
斗
の

『
海
外
鉄
道
技
術
協
力
へ
の
思
い
』
（
東
神
南
、
一
九
九
六
年
置
に
も
あ
る
し
、
先
生
の
ご
経
歴
を
拝
見
し
て
、
即
座
に
菅
原
先
生
ご
本
人
に
お
話
を
伺
え

な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
本
郷
に
あ
る
J
A
R
T
S
の
事
務
所
に
お
伺
い
し
、
菅
原
先
生
か
ら
ご
快
諾
を
頂
い
た
の
が
二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
三
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
際
、
菅
原
先
生
か
ら
は
、
海
外
技
術
協
力
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
別
・
国
別
に
整
理
し
て
お
話
し
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
代
記
的
な

話
を
す
る
の
か
、
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
と
ご
質
問
頂
い
た
。
こ
ち
ら
か
ら
は
、
基
本
的
に
お
生
ま
れ
か
ら
の
お
話
を
一
代
記
的
に
お
聞
き
し
て
、
技
術
協
力

の
話
に
な
っ
た
ら
、
テ
ー
マ
を
整
理
し
て
お
話
頂
け
な
い
か
と
お
願
い
し
た
。
先
生
に
は
ご
負
担
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
、
先
生
の
貴
重
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な
戦
争
体
験
や
創
設
当
初
か
ら
民
営
化
直
前
ま
で
の
国
鉄
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
有
難
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
、
こ
の
冊
子
は
、
寧
ろ
海

外
技
術
協
力
や
鉄
道
技
術
に
関
心
を
持
つ
一
般
の
読
者
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
、
ご
く
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
、

ご
了
解
頂
い
た
。
先
生
に
は
、
未
熟
な
、
素
人
的
な
質
問
に
根
気
よ
く
答
え
て
頂
い
た
が
、
こ
れ
も
或
い
は
ご
負
担
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
今
に
し

て
思
う
。

　
多
岐
に
亘
る
菅
原
先
生
の
足
跡
を
、
こ
の
短
い
あ
と
が
き
で
ま
と
め
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
海
外
技

術
協
力
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
国
鉄
職
員
時
代
、
先
生
が
P
C
（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
工
法
の
先
駆
け
的
な
お
仕
事
を
さ

れ
た
こ
ろ
の
お
話
な
ど
は
貴
重
だ
ろ
う
。
ま
た
、
国
鉄
民
主
化
が
本
格
化
す
る
前
の
常
務
理
事
・
北
海
道
総
局
長
時
代
に
お
け
る
回
想
な
ど
に
も
、
必
ず
し

も
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
本
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
白
眉
は
、
や
は
り
人
○
年
代
か
ら
の
海
外
技
術
協
力
の
お
話
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
特
に
、
前
述
の
瀧

山
氏
に
誘
わ
れ
て
、
皿
九
人
六
年
、
J
A
R
T
S
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
お
話
は
、
現
代
の
日
本
の
鉄
道
技
術
協
力
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
中
に
は
、
重
慶
の
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
や
新
幹
線
問
題
な
ど
、
現
在
進
行
中
の
も
の
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
る
が
、
先
生
は
、
雑
誌
『
J

R
ガ
ゼ
ッ
ト
』
に
、
終
了
し
た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
記
事
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ら
の
連
載
記
事
を
参
照
し
つ
つ
、
記

録
に
残
っ
て
い
な
い
当
時
の
状
況
や
交
渉
の
過
程
、
更
に
は
海
外
技
術
協
力
に
纏
わ
る
問
題
点
な
ど
を
質
問
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
の
立
場
か
ら
の
他
国
の
事
例
の
観
察
や
現
在
の
視
点
か
ら
見
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
的
な
お
話
な
ど
も
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
読
者
は
、

先
生
の
お
話
か
ら
、
人
○
年
代
以
降
の
海
外
鉄
道
技
術
協
力
に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
生
は
実
務
家

で
あ
る
と
同
時
に
理
論
家
・
研
究
者
で
も
あ
り
、
多
く
の
雑
誌
記
事
の
ほ
か
、
沢
山
の
著
作
を
も
の
さ
れ
て
い
る
。
本
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
補
う
上
で

も
、
是
非
ご
一
読
頂
き
た
い
と
思
う
。

　
最
後
に
な
る
が
、
菅
原
先
生
と
出
会
う
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
贋
造
氏
、
（
株
）
ペ
ン
ハ
ウ
ス
の
荒
岡
光
江
さ
ん
、
聞
き
手
の
一
人
と
し
て
、

特
に
国
鉄
職
員
の
時
代
や
鉄
道
技
術
に
関
し
た
分
野
で
、
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
た
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
中
村
尚
史
先
生
に
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
た
い
。
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